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次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
　
研
究
成
果
報
告
①

平
成
二
十
九
年
度
　
次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
班
　
研
究
成
果
報
告

は
じ
め
に

　
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
平
成
２
０
年
度
よ
り
平
成
２
７
年
度

ま
で
、「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
」
を
行
っ
た
。

過
疎
地
域
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
じ
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
寺
院
の
取
り
組

み
事
例
を
収
集
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
成
果
報
告
書
④　
過

疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、

２
０
１
７
、
３
）
を
上
梓
し
た
。
ま
た
研
究
を
通
じ
て
収
集
さ
れ

た
各
寺
院
の
取
り
組
み
事
例
を
『
い
き
い
き
お
寺
事
例
集　
て
ら

活
の
ス
ス
メ
』（
寺
院
問
題
検
討
委
員
会
、
２
０
１
５
、
８
）
と

し
て
ま
と
め
、『
宗
報
』
同
封
で
浄
土
宗
寺
院
に
配
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
研
究
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
葬
儀
や
法
事
の
簡
略

化
・
縮
小
化
、
檀
信
徒
居
住
範
囲
の
拡
散
に
よ
る
寺
檀
関
係
の
希

薄
化
、
特
に
人
口
流
出
地
域
に
お
け
る
離
檀
や
墓
地
の
継
承
問
題
、

地
域
の
人
々
や
住
職
の
高
齢
化
に
よ
る
寺
院
活
動
の
停
滞
化
な
ど

深
刻
な
問
題
が
過
疎
地
域
に
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
研
究
対
象
は「
過
疎
地
域
」と
い
う
限
定
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院

で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
は
、
近
い
将
来
全
国
的
に
生
じ
る
先
見
事

例
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
諸
問
題
は
、
地

域
住
民
（
檀
家
）
減
少
と
高
齢
化
、
檀
家
範
囲
の
拡
散
化
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
た
日
本
社
会
全
体
に
生
じ
う
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
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3　次世代継承に関する研究　研究成果報告①

　
ま
た
当
研
究
所
で
は
、
平
成
２
４
、
２
５
年
度
に
お
い
て
、「
祭

祀
・
信
仰
継
承
問
題
研
究
」
を
行
っ
た
。
特
に
現
代
に
お
け
る
墓

地
の
継
承
問
題
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
行
な
い
、
家
族

形
態
の
変
化
に
伴
う
墓
地
の
多
様
化
、
ま
た
今
後
の
墓
地
継
承
に

お
い
て
生
じ
る
問
題
点
を
整
理
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
・
課
題
に
対

応
す
べ
く
寺
院
墓
地
お
よ
び
共
同
墓
の
「
使
用
約
款
ひ
な
形
」
を

作
成
し
た
。

　
こ
れ
ら
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
」、「
祭
祀・

信
仰
継
承
問
題
研
究
」
で
得
た
知
見
と
新
た
な
課
題
に
立
脚
し
、

平
成
２
８
年
度
よ
り
「
次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
、

現
代
に
お
け
る
社
会
変
化
の
な
か
、
如
何
に
寺
檀
関
係
を
維
持
発

展
し
、
法
然
上
人
の
み
教
え
を
継
承
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て

研
究
を
始
め
た
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
次
世
代
」
と
は
、
中
心

的
に
寺
院
と
関
わ
る
世
代
で
あ
る
６
０
～
８
０
歳
代
の
次
の
世
代
、

つ
ま
り
３
０
～
５
０
歳
代
、
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
世
代
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
。

　
特
に
こ
の
２
年
間
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
に
焦
点
を
あ
て

て
研
究
を
進
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
寺
院
で
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を

勤
め
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
儀
礼
（
成
人
式
、
結
婚
式
、
長
寿
の

祝
い
、
葬
式
な
ど
）
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
子
ど

も
の
成
長
儀
礼
を
寺
院
で
行
う
こ
と
は
、
祖
父
母
・
親
・
子
ど
も

の
三
世
代
、
さ
ら
に
は
両
家
族
に
わ
た
っ
て
寺
院
に
来
る
機
会
と

な
り
、
次
世
代
に
信
仰
を
継
承
す
る
一
つ
の
契
機
に
な
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

　
本
報
告
は
、
こ
の
２
年
間
で
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
も
の
で

あ
る
。
第
１
章
で
は
社
会
変
動
が
寺
院
の
置
か
れ
る
状
況
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
与
え
、
な
ぜ
今
次
世
代
継
承
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
２
章
で
は
浄
土
宗
に
お
け
る
次
世

代
継
承
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
、
第
３
章
で
は
新
宗
教
を

含
め
た
他
教
団
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
第
４
章
で
は
、

本
研
究
会
で
作
成
し
全
ヶ
寺
に
配
布
す
る
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
再
録
す
る
。
な
お
、
七
五
三
を
は
じ
め
と

す
る
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
は
宗
定
法
要
で
は
な
く
、「
法
要
集
」

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
差
定
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
福

西
賢
兆
監
修『
浄
土
宗
慶
事
法
要
と
祈
願
』（
斎
々
坊
、
１
９
９
５
）

を
参
照
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。



　4

　
１
章　

社
会
変
動
と
寺
院

　
　

―
な
ぜ
今
、
次
世
代
継
承
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
―

①
　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
変
化
と
寺
院
　

　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
変
化
が
寺
院
に
与
え
た
影
響

は
大
き
い
。
そ
の
変
化
の
一
つ
は
産
業
構
造
の
変
化
で
あ
っ
た
。

農
業
、
漁
業
、
林
業
従
事
者
で
あ
る
第
一
次
産
業
従
事
者
率
が
減

少
し
、
給
与
所
得
者
が
多
い
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
第
三
産

業
従
事
者
が
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
は
地
域
共
同
体
へ
の
意
識
を

弱
体
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
産
継
承
の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
先
祖
観
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
葬
式
の
あ
り
方
や
地
域
に

お
け
る
寺
院
の
あ
り
方
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
人
口
移
動
に
よ
っ
て
過
疎
過
密
と
い
う
状
況

が
生
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
若

者
が
都
会
へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
社
会
減
」
が
生
じ
、
そ

の
後
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
社
会
減
に
加
え
、
出
生
数
よ
り
死
亡

数
が
上
回
る
「
自
然
減
」
が
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
若
者
が
出
て

行
っ
た
あ
と
に
残
さ
れ
た
人
口
が
高
齢
化
し
、
か
つ
新
し
い
人
口

が
生
み
出
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状

況
は
、
寺
院
を
含
む
地
域
社
会
が
不
活
性
化
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
第
３
２
条
、
お
よ
び
第
３

３
条
第
１
項
、
２
項
に
該
当
す
る
地
域（
以
下
、
過
疎
指
定
地
域
）

に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
は
、
全
国
浄
土
宗
寺
院
の
１
４
．
０
％　

（
９
８
８
／
７
０
５
１
ケ
寺
）
に
相
当
す
る
（
Ｈ
２
４
．
２
現
在
）。

過
疎
指
定
地
域
に
あ
る
寺
院
の
割
合
は
、
教
区
に
よ
っ
て
大
き
な

偏
り
を
見
せ
る
。
多
い
教
区
は
、
石
見
（
１
０
０
．
０
％
）、
秋

田（
７
０
．
８
％
）、
大
分（
６
４
．
９
％
）、
北
海
道
第
１（
６
７
．

６
％
）、
北
海
道
第
２
（
５
７
．
６
％
）、
愛
媛
（
５
０
．
０
％
）、

青
森
（
４
８
．
２
％
）、
長
崎
（
４
３
．
３
％
）
な
ど
で
あ
る
。

一
方
少
な
い
教
区
は
、
東
京
（
０
％
）、
埼
玉
（
０
％
）、
神
奈
川

（
０
％
）、
大
阪
（
０
％
）、
尾
張
（
０
％
）、
伊
賀
（
０
％
）、
滋
賀

（
０
．
８
％
）、
三
河
（
１
．
９
％
）、
茨
城
（
２
．
０
％
）、
富
山

（
２
．
９
％
）、
岐
阜
（
３
．
４
％
）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

に
よ
っ
て
状
況
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
先
述
し

た
よ
う
に
、
過
疎
指
定
地
域
に
あ
る
寺
院
の
割
合
は
、
浄
土
宗
寺



研究成果報告

5　次世代継承に関する研究　研究成果報告①

院
全
体
の
１
４
％
と
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗

に
お
け
る
「
過
疎
」
の
問
題
は
「
局
地
的
問
題
」
と
捉
え
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
現
在
過
疎
地
域
に
あ
る
寺
院
に
生
じ
て
い
る
問
題
は
、

遠
く
な
い
将
来
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
に
広
く
生
じ
る
先
見
事
例

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
疎
地

域
で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
の
根
底
に
あ
る
問
題
点
は
、
地
域
住
民

（
檀
家
）
減
少
と
檀
家
範
囲
の
拡
散
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
こ
の
二
つ
の
要
因
は
、
今
後
広
く
日

本
中
に
生
じ
る
現
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

②
寺
院
の
今
後
に
関
わ
る
社
会
変
化

・
人
口
減
少
と
高
齢
化

　
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
。
２
０
１
６
年
１
０
月
時

点
で
は
、
人
口
１
億
２
６
９
３
万
人
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
２
７
．
３
％
で
あ
る
。
今
後
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
進
み
、

２
０
６
５
年
に
は
人
口
８
８
０
８
万
人
、
高
齢
化
率
３
８
．
４
％

と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
７
年
、
出
生
中
位
・
死
亡
中
位
推

計
結
果
）。
こ
の
傾
向
は
、
地
域
に
よ
り
今
後
の
変
化
の
状
況
が

大
き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
現
象
を
逃

れ
ら
れ
る
地
域
は
限
定
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
、

今
後
死
亡
者
数
は
し
ば
ら
く
の
間
増
加
す
る
。
出
生
数
及
び
死
亡

者
数
の
将
来
推
計
を
確
認
す
る
と
、
２
０
４
０
年
ご
ろ
ま
で
死
亡

者
数
は
増
加
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
『
平
成
２
９
年

版　
高
齢
社
会
白
書
』）。

　
葬
儀
や
追
善
法
要
に
よ
る
布
施
収
入
を
大
き
な
収
入
源
と
し
て

い
る
寺
院
に
と
っ
て
は
、
こ
の
死
亡
者
数
の
増
加
は
、
寺
院
経
営

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
経
済
的
側
面
に
資
す
る
要
因
と
見
做

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
高
齢
者
を
現
役
世
代
の
何
人
で
支
え
る
か
と
い
う
数
値

を
確
認
す
る
と
、
２
０
０
０
年
は
３
．
９
人
、
２
０
１
５
年
は
２
．

３
人
と
推
移
し
、
２
０
３
０
年
に
は
１
．
８
人
、
２
０
４
５
年
に

は
１
．
４
人
と
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
内
閣
府　

『
平
成
２
７
年
度
版　
高
齢
社
会
白
書
』（
な
お
１
９
７
５
年
時
点

で
は
８
．
６
人
で
あ
っ
た
）。
こ
の
こ
と
は
、
１
人
の
死
者
に
対
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す
る
葬
儀
・
追
善
法
要
を
金
銭
的
に
支
え
る
人
数
が
減
少
し
、
施

主
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

寺
院
収
入
に
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
な
い
。

・
少
子
化
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
未
婚
率
上
昇

　
人
口
減
少
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
少
子
化
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
．
４
４
で
あ
り
、

人
口
を
維
持
す
る
目
安
で
あ
る
２
．
０
８
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
こ
の
現
象
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
未
婚

率
の
上
昇
で
あ
る
。

　
未
婚
率
の
推
移
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
５
０
歳
時
点
で
結
婚
し

た
こ
と
の
な
い
人
の
割
合
を
生
涯
未
婚
率
と
い
う
が
、
こ
の
推
移

を
現
在
か
ら
１
５
年
ご
と
に
遡
っ
て
確
認
す
る
と
、
２
０
１
５

年
：
男
性
２
３
．
４
％
、
女
性
１
４
．
１
％
、
２
０
０
０
年
：
男

性
１
２
．
６
％
、
女
性
５
．
８
％
、
１
９
８
５
年
：
男
性
３
．

９
％
、
女
性
４
．
３
％
、
１
９
７
０
年
：
男
性
２
．
１
％
、
女
性

４
．
３
％
、
１
９
５
５
年
：
男
性
１
．
２
％
、
女
性
１
．
５
％

（「
国
勢
調
査
」）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
変
化
を
概
観
す
る
と
、
お

お
よ
そ
１
９
９
０
年
代
中
頃
～
２
０
０
０
年
頃
か
ら
急
増
し
だ
す

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
生
涯
未
婚
率
と
は
５

０
歳
時
点
で
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
割
合
な
の
で
、
お
お
よ

そ
戦
後
生
ま
れ
の
人
々
か
ら
未
婚
率
が
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
戦
後
に
生
ま
れ
高
度
成
長
期
と
い
う
社
会
変
動
、
そ
れ
に

伴
う
価
値
観
の
変
化
の
な
か
で
「
結
婚
し
な
い
」
人
々
が
急
増
し

た
の
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
現
在
で
は
お
よ
そ
男
性
の
４
人
に
１

人
、
女
性
の
７
人
に
１
人
が
結
婚
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
を
鑑

み
る
と
、
檀
信
徒
関
係
を
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
の

大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

・
世
代
間
住
み
分
け
の
問
題

　
檀
信
徒
関
係
を
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な

障
害
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
世
代
間
に
よ
る
住
み
分
け
の
問

題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
子
ど
も
世
代
と

の
同
居
率
か
ら
確
認
す
る
と
、
１
９
８
０
年
に
は
６
９
％
で
あ
っ

た
の
が
、
２
０
１
５
年
に
は
３
９
％
と
激
減
し
て
お
り
、
急
激
に
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世
代
に
よ
る
住
み
分
け
の
現
象
が
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
（
内
閣

府
『
平
成
２
９
年
度
版　
高
齢
社
会
白
書
』）。
こ
の
世
代
に
よ
る

住
み
分
け
の
現
象
は
、
高
齢
者
の
子
ど
も
や
孫
と
の
付
き
合
い
方

の
意
識
に
も
変
化
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
平
成
２
３
年
度

版　
高
齢
社
会
白
書
』
か
ら
は
、「
い
つ
も
一
緒
に
生
活
で
き
る

の
が
良
い
」
と
い
う
人
が
減
り
、「
と
き
ど
き
会
っ
て
食
事
や
会

話
を
す
る
の
が
良
い
」
と
い
う
「
密
度
の
薄
い
付
き
合
い
で
も
良

い
」
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
世
代
に
よ
る
住
み
分
け
と
意
識
の
変
化
は
、
次
世
代
に

月
参
り
や
棚
経
、
ほ
か
の
「
こ
れ
ま
で
の
寺
と
の
付
き
合
い
」
が

継
承
さ
れ
づ
ら
い
状
況
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
社
会
学
者
で
あ
る
山
下
祐
介
は
、
過
疎
問
題
に
つ
い
て
「
人
口

の
厚
い
三
つ
の
層
」
と
の
関
わ
り
で
論
じ
て
い
る
。
人
口
の
厚
い

代
表
的
な
層
は
団
塊
の
世
代
（
１
９
４
７
～
４
９
年
生
れ
）
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
親
世
代
で
あ
る
大
正
末
～
昭
和
初
期
生
れ
、

ま
た
団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
世
代
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
も
人
口

の
層
が
厚
い
と
い
う
。
こ
の
３
つ
の
世
代
の
特
徴
は
、
大
正
末
～

昭
和
初
期
生
れ
は
、
ふ
る
さ
と
で
生
れ
育
ち
、
伝
統
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
世
代
、
団
塊
世
代
は
ふ
る
さ
と
で
生

れ
育
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
都
市
に
移
動
し
核
家
族
を
形

成
し
た
世
代
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
は
都
市
で
生
れ
育
ち
、
ふ
る

さ
と
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
世
代
で
あ
る
。

　
大
正
末
～
昭
和
生
れ
の
人
々
は
２
０
１
８
年
現
在
で
は
９
０
歳

代
前
半
～
９
０
歳
代
半
に
あ
た
る
の
で
、
寺
檀
関
係
に
お
い
て
は

最
近
１
５
年
間
ほ
ど
で
彼
ら
の
世
代
か
ら
次
の
世
代
へ
の
交
代
が

進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
最
近
１
５
年
と
は
、
地
域
や
そ

の
中
に
あ
る
寺
院
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
価
値
観
を
持
っ
て
き
た

世
代
が
亡
く
な
り
、
寺
院
に
対
す
る
価
値
観
念
に
大
き
な
揺
ら
ぎ

が
生
じ
た
時
期
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
お
よ
そ
１
０
年

後
に
は
団
塊
世
代
か
ら
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
へ
の
交
代
の
時
期
を

迎
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
次
世
代
へ
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
あ
る
。�

（
名
和
清
隆
）

第
２
章　

浄
土
宗
に
お
け
る
次
世
代
継
承

　
本
章
で
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
を
整

理
す
る
。
特
に
包
括
法
人
浄
土
宗
、
お
よ
び
浄
土
宗
関
連
団
体
で
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あ
る
児
童
教
化
連
盟
、
公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

１
．
包
括
法
人
浄
土
宗
と
し
て
の
取
り
組
み

　
包
括
法
人
浄
土
宗
の
な
か
で
、
次
世
代
継
承
に
係
る
担
当
部
局

は
社
会
国
際
局
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
対
象
の

「
信
行
道
場
」「
こ
ど
も
会
」、
お
よ
び
檀
信
徒
会
へ
の
助
成
金
交

付
事
業
で
あ
る
。

①
「
信
行
道
場
」
開
設
助
成
金
交
付
（
７
万
円
交
付
）

　
要
件　

　
⑴
日
程
は
１
泊
２
日
以
上

　
⑵
帰
敬
式
（
と
も
し
び
の
つ
ど
い
）
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込

む

　
⑶
申
請
は
一
開
設
主
催
者
に
つ
き
、
年
１
度

　
⑷
申
請
書
、
報
告
書
を
提
出

　
内
容
は
、
経
本
作
り
、
数
珠
作
り
、
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
、

帰
敬
式
（
と
も
し
び
の
つ
ど
い
）、
花
火
・
肝
試
し
、
掃
除
、
法
話
、

工
作
な
ど
で
、
夏
期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
主
催
は
各
寺

院
、
浄
土
宗
青
年
会
、
組
、
教
区
な
ど
で
あ
る
。
助
成
金
の
申
請

件
数
は
、
平
成
２
５
年
７
０
件
、
平
成
２
６
年
７
０
件
、
平
成
２

７
年
６
８
件
、
平
成
２
８
年
６
８
件
と
ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て
い

る
。

　
な
お
、「
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
」
を
併
修
す
る
場
合
に
は
、

別
途
３
万
円
が
助
成
さ
れ
る
。「
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
」
と

は
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
お
念
仏
を
唱
え
、
西
方
極
楽
浄
土
に
思
い

を
馳
せ
る
と
い
う
行
事
で
、
宗
祖
法
然
上
人
８
０
０
年
大
遠
忌
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
青
少
年
教
化
事
業
検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
提

案
さ
れ
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
「
こ
ど
も
会
」
開
設
助
成
金
交
付
（
２
万
円
交
付
）

　
要
件　

　
⑴
日
程
は
１
日

　
⑵
寺
院
を
会
場
と
し
、
内
容
は
「
お
勤
め
、
お
話
（
法
話
）、

掃
除
、
写
経
、
写
仏
、
堂
内
で
遊
ば
せ
る
、
境
内
で
遊
ば
せ

る
、
帰
敬
式
」
の
な
か
か
ら
２
項
目
以
上
実
践
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⑶
申
請
は
一
開
設
主
催
者
に
つ
き
、
年
１
度

　
⑷
申
請
書
、
報
告
書
を
提
出

　
内
容
は
、
寺
院
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
七
夕
、
花
ま
つ
り
、

地
蔵
盆
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
他
の
行
事
と
併
修
し
て
行
う
場
合
も
多

い
。
こ
ど
も
会
助
成
金
の
申
請
件
数
は
平
成
２
５
年
５
６
件
、
平

成
２
６
年
５
２
件
、
平
成
２
７
年
６
１
件
、
平
成
２
８
年
６
１
件

で
あ
る
。
な
お
、
と
も
い
き
夕
陽
の
集
い
を
併
修
す
る
場
合
に
は
、

別
途
２
万
円
が
助
成
さ
れ
る
。

③
教
区
「
檀
信
徒
会
」
へ
の
助
成
（
設
立
助
成
金
５
万
円
、
活
動

助
成
金
５
万
）

　
檀
信
徒
会
設
置
の
際
、
お
よ
び
各
教
区
で
檀
信
徒
会
活
動
が
行

わ
れ
る
際
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
８
０
０
年

遠
忌
の
際
に
、
全
教
区
に「
檀
信
徒
会
」設
置
を
働
き
か
け
、
現
在
、

設
置
３
６
教
区
、
未
設
置
は
１
１
教
区
で
あ
る
。

２
．
浄
土
宗
関
連
団
体
の
取
り
組
み

　
浄
土
宗
の
関
連
団
体
を
列
挙
す
る
と
、

浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

浄
土
宗
保
育
協
会 

浄
土
宗
教
誨
師
会 

浄
土
宗
保
護
司
会 

浄
土
宗
社
会
福
祉
協
会 

浄
土
宗
芸
術
家
協
会  

浄
土
宗
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
会

浄
土
宗
布
教
師
会 

浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会  

浄
土
宗
吉
水
会 

浄
土
宗
教
学
院 

浄
土
宗
総
合
研
究
所 

全
国
浄
土
宗
青
年
会 

浄
土
宗
平
和
協
会

公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
団
体
と
し
て
は
、
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
、
浄
土
宗
ス
カ
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ウ
ト
連
合
協
議
会
、
全
国
浄
土
宗
青
年
会
、
公
益
財
団
法
人
浄
土

宗
と
も
い
き
財
団
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
全
国
浄
土
宗
青
年
会
は
期
ご
と
に
大
き
く
活
動
内
容
が
異
な
る

の
で
、
こ
こ
で
は
、
児
童
教
化
連
盟
、
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協

議
会
、
公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
略
述
す
る
。

２
―
１
．
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟　

　
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
は
、
昭
和
４
４
年
に
、
児
童
へ
の
教
化

推
進
、
会
員
の
相
互
研
鑚
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ

る
。
各
教
区
か
ら
理
事
１
名
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
理
事
長
、

副
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
職
が
選
出
さ
れ
る
。
活
動
の
柱
と

し
て
、
①
指
導
者
の
育
成
②
教
化
事
業
の
推
進
③
教
化
資
料
の

作
成
が
あ
る
。

①
指
導
者
の
育
成

　
指
導
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
、
全
国
研
修
会
と
指
導
者
研
修

会
が
あ
る
。
全
国
研
修
会
は
年
１
回
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
指
導
者
研
修
会
は
、
年
１
回
京
都

宗
務
庁
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
連
盟
執
行
部
が
企
画
開
催
し
、

児
童
教
化
に
直
接
的
に
役
立
つ
方
法
を
学
ぶ
の
が
主
で
あ
る
。
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
参
加
者
は
１
０
０
名
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
参

加
者
に
は
寺
庭
婦
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

②
教
化
事
業
の
推
進

・
奉
納
書
道
展

　
昭
和
５
７
年
か
ら
年
１
回
開
催
し
て
い
る
。
総
本
山
知
恩
院
、

大
本
山
増
上
寺
、
大
本
山
善
導
寺
で
、
御
忌
期
間
中
に
開
催
し
て

い
る
。
子
ど
も
（
保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
）
か
ら
作
品
を
募
集
し
、
各
本
山
で
展
示
、
表
彰
し
て
い

る
。

・
花
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　
会
員
寺
院
で
の
花
ま
つ
り
開
催
率
向
上
を
目
指
し
、
花
ま
つ
り

シ
ー
ル
、
花
の
種
袋
、
風
船
な
ど
を
作
成
し
、
開
催
寺
院
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。　
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③
教
化
資
料
の
作
成

・
法
話
集
「
イ
キ
イ
キ
コ
ド
モ
」
作
成
・
販
売

　
平
易
な
文
体
で
書
か
れ
た
、
子
ど
も
向
け
法
話
集
を
年
１
回
発

行
し
て
い
る
。
５
０
０
０
部
発
行
し
、
３
２
０
０
部
を
会
員
へ
無

償
配
布
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
一
部
１
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。

・「
コ
ド
モ
タ
イ
ム
ズ
」
発
行

　
子
ど
も
向
け
の
新
聞
を
年
４
回
発
行
し
、
有
償
配
布
し
て
い
る
。

５
０
０
０
部
印
刷
、
会
員
に
は
３
２
０
０
部
を
無
料
配
布
し
て
い

る
。
年
間
の
定
期
購
読
料
は
５
０
０
円
で
あ
る
。

２
―
２
．
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

　
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
は
昭
和
４
１
年
に
発
足
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
を
通
じ
て
、
法
然

上
人
の
教
え
に
基
づ
く
青
少
年
の
育
成
と
信
仰
の
培
養
を
目
指
し

て
い
る
。

　
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
は
、
日
本
連
盟
が
制
定
し
て
い

る
仏
教
章
を
獲
得
す
る
た
め
の
、
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修

会（
２
泊
３
日
）を
実
施
し
て
い
る
。
会
場
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、

毎
回
２
０
―
４
０
人
の
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
を
送
り
出
し
て
い
る
。

２
―
３
．
公
益
財
団
法
人　
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団

　
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
は
、
大
正
３
年
に
浄
土
宗
の
公
益
部
門

と
し
て
「
財
団
法
人
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
る
。
平
成
２
５
年
４
月
に
公
益
財
団
法
人
と
な
り
、

現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
現
在
の
主
な
活
動
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

①
助
成
事
業
（
平
成
２
９
年
度
よ
り
）

　
浄
土
宗
寺
院
、
浄
土
宗
教
師
も
し
く
は
浄
土
宗
の
関
係
団
体
が

行
っ
て
い
る
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
助

成
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
事
業
内
容
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
地
域
活
性
化
、
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
、
心
の
問
題
へ
の
取

り
組
み
、
災
害
支
援
・
被
災
地
支
援
、
教
育
・
体
験
活
動
、
文
化

の
継
承
、
環
境
問
題
改
善
へ
の
取
り
組
み
、
犯
罪
防
止
・
更
生
、

他
文
化
共
生
、
そ
の
他
で
あ
る
。

　
助
成
に
関
す
る
広
報
は
、
浄
土
宗
全
ヶ
寺
に
郵
送
配
布
と
い
う
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方
法
を
採
っ
た
。
助
成
金
は
全
体
で
１
２
０
０
万
円
、
１
件
最
大

で
１
０
０
万
円
で
あ
る
。
平
成
２
９
年
度
は
６
０
団
体
が
応
募
し
、

３
８
団
体
が
採
択
さ
れ
た
。

　
ほ
か
活
動
と
し
て
、

②
心
と
い
の
ち
の
電
話
相
談
室
（
現
在
は
週
２
回　
月
・
金
１
０

時
～
１
６
時
）

③
被
災
地
支
援
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
）

④
と
も
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
年
１
回
２
０
１
７
年
は
３
月
４
日

に
芝
学
園
講
堂
で
開
催
し
た
）

⑤
と
も
い
き
懇
話
会

を
行
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
各
総
代
本
山
に
お
い
て
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
総
本
山
知
恩
院
で
は
、
お
て
つ
ぎ
信

行
奉
仕
団
、
お
て
つ
ぎ
こ
ど
も
奉
仕
団
、
成
人
式
な
ど
、
ま
た
、

大
本
山
増
上
寺
で
は
臨
海
学
校
、
大
本
山
鎌
倉
光
明
寺
で
は
夏
季

僧
堂
、
大
本
山
善
光
寺
大
本
願
で
は
な
む
な
む
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
事
業
は
、
関
連
団
体
、

本
山
、
各
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
包
括

法
人
浄
土
宗
は
、
各
寺
院
・
団
体
へ
の
助
成
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
子
ど
も
対
象
の
活
動
は
、
包
括
法
人
浄
土
宗
、
関
連
団
体
、
各

本
山
い
ず
れ
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、

青
年
、
壮
年
層
を
意
識
し
た
活
動
と
し
て
は
、
総
本
山
知
恩
院
が

展
開
す
る
お
て
つ
ぎ
奉
仕
団
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
名
和
清
隆
）

３
章　

他
教
団
に
お
け
る
次
世
代
継
承

�

～
Ｈ
Ｐ
か
ら
見
え
る
取
り
組
み
の
紹
介
～

　
本
章
で
は
他
教
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
捉
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え
る
こ
と
の
で
き
た
、
次
世
代
の
人
々
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
。

　
た
だ
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
限
定
的
な
資
料
か
ら
の
把
握
で

あ
る
の
で
、
他
教
団
の
取
り
組
み
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
各
教
団
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

意
図
が
異
な
る
た
め
、
各
教
団
の
活
動
内
容
を
客
観
的
に
分
析
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
顕
著
な
活
動
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た

い
。
更
に
は
、
本
章
で
紹
介
す
る
教
団
の
ほ
か
に
も
複
数
の
教
団

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
が
、
顕
著
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
教

団
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
な
お
、
本
章
で
紹
介
す
る
次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
と
は
、
檀

家
や
信
徒
の
青
壮
年
層
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
世
代
の
み
な
ら
ず
、

一
般
の
人
々
向
け
の
取
り
組
み
や
広
報
な
ど
広
い
内
容
を
包
括
し

て
い
る
。

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

⑴
動
画
で
の
学
び

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
動
画
で
学
ぶ
」
と
い
う
バ
ナ
ー
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
「
本
願
寺
公
式
動
画
配
信
サ
イ
ト
」
を
閲
覧
で
き
る
。

念
珠
の
付
け
方
、
合
掌
・
礼
拝
作
法
、
焼
香
作
法
、
仏
典
童
話
と

い
っ
た
門
徒
が
学
べ
る
動
画
資
料
、「
お
坊
さ
ん
が
ゆ
く
！
」
と

い
う
寺
院
を
紹
介
す
る
動
画
、
本
願
寺
の
最
新
情
報
を
知
っ
て
も

ら
う
「
ニ
ュ
ー
ス
」
動
画
な
ど
が
掲
載
し
て
あ
る
。
ま
た
僧
侶
向

け
と
し
て
、
袈
裟
の
着
け
方
の
動
画
な
ど
も
あ
る
。

�

（http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/project/study.htm
l 2018,3,23

）

⑵
一
般
向
け
リ
ン
ク
集

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
集
「
他
力
本
願.net

」
を
展
開
し
て

い
る
。「
私
た
ち
の
生
活
の
悩
み
や
関
心
と
仏
教
の
智
慧
の
接
点

と
な
り
、
豊
か
な
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
場
所
を
目
指
し
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て
」
い
る
も
の
で
、
関
連
大
学
、
関
連
団
体
な
ど
が
自
由
に
リ
ン

ク
を
張
り
、
行
っ
て
い
る
活
動
を
紹
介
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
サ
イ
ト
は
、
暮
ら
し
の
仏
教
語
豆

事
典
、
僧
シ
ャ
ル
見
聞
録
、
仏
女
生
活
、
グ
チ
コ
レ
、
イ
タ
リ
ア

ン
精
進
レ
シ
ピ
な
ど
、
門
徒
に
限
ら
ず
広
く
一
般
の
人
々
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
内
容
が
多
い
。

（http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/ 2018,3,23

）

�

（http://tarikihongw
an.net/ 2018,3,23

）

②
真
宗
大
谷
派	

　
　

⑴
帰
敬
式
の
推
進

　
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
毎
日
午
前
午
後
の
２
回
帰
敬
式
が

行
わ
れ
て
い
る
。
受
式
す
る
と
法
名
が
授
与
さ
れ
る
。
礼
金
（
Ｈ

Ｐ
本
文
マ
マ
）
は
２
１
歳
以
上
が
１
万
円
、
２
０
歳
以
下
は
５
千

円
。
担
当
は
「
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
本
廟
部
帰
敬
式
実
践
運
動
推

進
事
務
室
」
で
あ
る
。

（http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/kikyoshiki/honganji/2018,3,23

）
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⑵
「
御
本
尊
」「
お
脇
掛
」
の
頒
布

　
「
お
内
仏
」
の
あ
る
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、「
御
本
尊
」「
お

脇
掛
」
を
参
拝
接
待
所
・
各
教
務
所
で
頒
布
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
礼
金
表
一
覧
を
明
示
し
て
い
る
。

⑶
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー　
　

　
真
宗
大
谷
派
の
機
関
と
し
て
２
０
１
０
年
に
開
設
さ
れ
た
。
そ

の
目
的
は
、「
青
少
幼
年
に
学
び
、
そ
の
課
題
を
受
け
て
宗
門
内

外
に
提
言
し
て
い
く
」「
青
少
幼
年
を
取
り
巻
く
時
代
社
会
の
課

題
に
関
わ
っ
て
い
く
」「
青
少
幼
年
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
真

宗
の
学
び
を
志
向
す
る
こ
と
」で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
の「
青
年
」

と
は
３
５
歳
程
度
ま
で
の
人
々
と
し
て
い
る
。

具
体
的
活
動
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

〇
お
寺
を
子
ど
も
た
ち
の
集
い
の
場
に
す
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
　
子
ど
も
会
開
設
の
た
め
の
手
引
書
発
行

　
絵
本
１
０
０
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
教
化
教
材
の
発
行

〇
青
少
年
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
・
支
援

　
カ
ル
ト
問
題
相
談
窓
口
の
開
設

　
カ
ル
ト
問
題
学
習

　
『
青
少
幼
年
教
化
指
針
』
の
発
行

〇
青
少
幼
年
が
活
動
・
表
現
す
る
場
の
提
供

　
子
ど
も
参
拝
案
内
所
（
子
ど
も
テ
ン
ト
）

　
子
ど
も
報
恩
講
の
つ
ど
い

⑷
池
の
平
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

　
親
鸞
聖
人
の
流
罪
の
地
で
も
あ
る
、
長
野
県
妙
高
高
原
に
自
然

を
学
べ
る
宿
泊
施
設
を
所
有
し
て
い
る
。
団
体
だ
け
で
な
く
、
個

人
で
も
使
用
可
能
で
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
誕
生
８
０
０
年
・
立
教
開

宗
７
５
０
年
の
慶
讚
事
業
と
し
て
、
１
９
７
３
年（
昭
和
４
８
年
）

に
設
立
さ
れ
た
。

⑸
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー　
し
ん
ら
ん
交
流
館

　
東
本
願
寺
に
隣
接
し
た
、
門
徒
・
一
般
参
拝
者
・
地
域
住
民
が
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交
通
手
段
、
さ
ら
に
は
坐
禅
会
の
雰
囲
気
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/cont_02/index.htm

l 2018,3,28

）

⑶
拝
観
寺
院
で
配
布
さ
れ
る
栞
の
一
覧

　
臨
済
宗
や
黄
檗
宗
の
拝
観
寺
院
で
配
ら
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
の

栞
の
画
像
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栞

に
は
、
関
連
す
る
禅
語
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
付

さ
れ
て
い
る
。
拝
観
者
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
る
。

使
用
で
き
る
施
設
で
、
２
０
１
５
年
に
開
設
さ
れ
た
。
開
館
は
、

平
日
（
９
時
～
１
８
時
、
火
曜
日
休
館
）、
土
日
祝
日
（
９
時
～

１
７
時
）。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
大
谷
ホ
ー
ル
、
東
本

願
寺
文
庫
、
茶
室
、
会
議
室
な
ど
を
併
設
し
て
お
り
、
公
開
講
演

会
、
定
期
法
要
、
茶
道
教
室
、
こ
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。

�

（http://jodo-shinshu.info/gyoji_entry/ 2018,3,25
）

⑹
写
真
日
記　

　
「
仏
前
結
婚
記
念
参
拝
式
」
報
告
、
桜
の
開
花
報
告
な
ど
、
東

本
願
寺
の
様
子
が
伝
わ
る
写
真
が
随
時
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

⑺
東
本
願
寺
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　
　
鸞
恩
く
ん
、
蓮
ち
ゃ
ん
、
あ
か

ほ
ん
く
ん　

　
子
ど
も
達
が
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
ふ
れ
る
機
縁
と
な
る
よ
う
、

親
鸞
聖
人
７
５
０
年
遠
忌
の
際
に
誕
生
し
た
。
着
ぐ
る
み
の
ぬ
い

ぐ
る
み
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/character/　

2018,3,25

）

③
臨
済
宗
、
黄
檗
宗
（
臨
黄
ネ
ッ
ト
）	

　

⑴
寺
院
検
索
項
目
の
充
実

　
お
寺
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
活
動
が
検
索
で
き
る
。
検
索
で
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き
る
項
目
は
、
坐
禅
会
、
写
経
会・法
話
会
、
技
芸
教
室
（
茶
道・

華
道
等
）、
催
し
物
（
コ
ン
サ
ー
ト
等
）、
水
子
供
養
、
墓
地
・
納

骨
堂
分
譲
、
精
進
料
理
、
名
所
・
札
所
、
拝
観
寺
院
、
祭
事
・
供

養
（
大
根
炊
き
・
筆
供
養
等
）
な
ど
で
あ
る
。

（http://w
w
w
.rinnou.net/jiin_search_i/search_condition.php 

2018,3,28

）

⑵
坐
禅
の
仕
方
、
坐
禅
会
実
施
寺
院
の
紹
介

　
初
心
者
向
け
に
坐
禅
の
座
り
方
を
、
写
真
を
使
っ
て
丁
寧
に
解

説
し
て
い
る
。
坐
禅
会
が
で
き
る
寺
院
を
都
道
府
県
別
に
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
各
寺
院
の
開
催
日
・
時
間
、
会
費
、

交
通
手
段
、
さ
ら
に
は
坐
禅
会
の
雰
囲
気
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/cont_02/index.htm

l 2018,3,28

）

⑶
拝
観
寺
院
で
配
布
さ
れ
る
栞
の
一
覧

　
臨
済
宗
や
黄
檗
宗
の
拝
観
寺
院
で
配
ら
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
の

栞
の
画
像
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栞

に
は
、
関
連
す
る
禅
語
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
付

さ
れ
て
い
る
。
拝
観
者
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
る
。
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試
聴
す
る
こ
と
も
可
能
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り
練
習
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

�

【
公
式
Ｈ
Ｐ
】（http://w

w
w
.sotozen-net.or.jp/2018,3,28

）

⑵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

○
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク https://w

w
w
.facebook.com

/sotozen.

offi
cial

　
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
更
新
頻
度
は
２
～

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/iroha_uta/iroha_all.htm

l 2018,3,28

）

⑷
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン

　
黄
檗
宗
は
立
宗
の
ル
ー
ツ
を
中
国
の
臨
済
宗
に
持
つ
こ
と
も
あ

り
、
Ｈ
Ｐ
は
英
語
だ
け
で
な
く
、
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

�

（http://cn.rinnou.net/ 2018,3,28

）

④
曹
洞
宗	

　
　

⑴
公
式
Ｈ
Ｐ
に
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ

　
Ｈ
Ｐ
名
を
「
曹
洞
禅
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
い
る
。
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
が
充
実
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
専
用
ペ
ー

ジ
（
内
容
は
Ｈ
Ｐ
と
同
じ
）
も
あ
る
。
外
国
語
は
英
語
・
ポ
ル
ト
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ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
ド
イ
ツ

語
の
六
か
国
語
に
対
応
し
て
い
る
。

○
一
般
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
坐
禅
解
説
が
あ
り
、

坐
禅
が
で
き
る
お
寺
を
検
索
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
坐
禅
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
動
画
も
あ
り
、作
法
を
や
さ
し
く
解
説
し
て
い

る
。

　
曹
洞
禅
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
と
協
賛
し
、
お
寺
や
仏
教

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
東
京
都
港
区
芝
に
あ
る
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
毎
月
１
回

禅
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
朝
活
禅
」（
２
０
１
６
～
２
０

１
７
）と
称
し
出
勤
前
の
方
々
の
取
り
込
み
が
注
目
さ
れ
た（
現
在
、

朝
活
禅
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）。

○
檀
信
徒
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

　
多
く
の
詠
讃
歌
の
楽
譜
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、

試
聴
す
る
こ
と
も
可
能
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り
練
習
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

�

【
公
式
Ｈ
Ｐ
】（http://w

w
w
.sotozen-net.or.jp/2018,3,28

）

⑵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

○
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク https://w

w
w
.facebook.com

/sotozen.

offi
cial

　
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
更
新
頻
度
は
２
～
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３
日
に
１
回
。「
い
い
ね
」
は
お
よ
そ
１
０
０
前
後
で
あ
る
。

○
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム https://w

w
w
.instagram

.com
/sotozen_

m
ind/

　
主
に
修
行
風
景
等
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
更
新
は
不
定
期
。

⑶
豊
富
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

　
曹
洞
宗
や
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
曹
洞
宗
公
式
ア
プ

リ
が
４
種
類
あ
る
。

○
「
曹
洞
宗
公
式
ア
プ
リ
～
心
の
鏡
～
」

　
坐
禅
・
写
経
な
ど
を
手
軽
に
体
験
で
き
る
ア
プ
リ
。

　
坐
禅
ア
プ
リ
で
は
膝
の
上
に
ス
マ
ホ
を
置
い
て
、
動
い
た
ら
警

策
で
知
ら
せ
る
機
能
が
あ
り
、
心
の
落
ち
着
き
度
を
グ
ラ
フ
化
し

て
く
れ
る
。

　
写
経
ア
プ
リ
は
指
で
な
ぞ
っ
て
写
経
が
で
き
、
納
経
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
こ
の
他
、
鐘
や
木
魚
を
叩
く
機
能
や
、
御
朱
印
が
も
ら
え
る
場

所
に
行
く
と
御
朱
印
が
も
ら
え
る
巡
拝
ア
プ
リ
な
ど
も
あ
る
。

○
「
心
の
ノ
ー
ト
：
あ
な
た
の
“
気
持
ち
”
を
記
録
し
て
心
を
整

え
る
日
記
ア
プ
リ
」

　
う
れ
し
い
気
持
ち
、
悲
し
い
気
持
ち
な
ど
、
心
に
溜
め
ず
日
記

に
綴
る
こ
と
で
、
心
を
整
理
し
、
心
の
環
境
を
整
え
る
ア
プ
リ
。

　
ア
プ
リ
内
で
曹
洞
宗
を
連
想
さ
せ
る
文
言
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
般
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
１
０
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
超
え

る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
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○
梅
花
流
詠
讃
歌
練
習
ア
プ
リ

　
詠
讃
歌
全
曲
を
収
録
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
や
キ
ー
の
上
げ
下
げ
機

能
が
あ
る
。

○
曹
洞
宗
経
典

　
曹
洞
宗
の
お
経
ア
プ
リ
。

⑤
日
蓮
宗　
　

⑴
日
蓮
宗
総
合
リ
ン
ク
集　
日
蓮
宗
全
寺
院
マ
ッ
プ

　
日
蓮
宗
全
寺
院
の
所
在
地
を
掲
載
。Google m

ap

と
連
動
し
て

お
り
、
所
在
地
を
地
図
で
確
認
で
き
る
。

 �

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）

⑵
行
き
つ
け
の
お
寺
を
作
ろ
う
研
究
班

　
多
く
の
方
に
「
学
び
」「
気
づ
き
」「
癒
し
」
の
場
と
し
て
お
寺

を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道
部
が
２
０
１
３

年
か
ら
開
始
し
た
活
動
で
あ
る
。
映
画
上
映
会
、
入
門
仏
教
講
座
、

ヨ
ガ
教
室
、
学
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
定
期
開
催
し
、
檀
家
以
外
で

も
参
加
で
き
る
寺
院
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/　

2018,3,25

）

「「
し
っ
か
り
く
ん
」と「
ゆ
っ
く
り
く
ん
」の
寺
参
り
の
す
す
め
」

と
い
う
動
画
（
約
６
分
半
）
を
公
開
し
て
お
り
、
仏
像
、
内
陣
、

朝
の
勤
行
な
ど
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
る
。
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⑶
笑
顔
と
出
会
う
寺
め
ぐ
り

　
日
蓮
上
人
ゆ
か
り
の
寺
を
「
旅
す
る
」
形
で
紹
介
し
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）

 

⑷
み
の
ぶ
ガ
ー
ル

　
身
延
山
の
観
光
ガ
イ
ド
。
プ
チ
修
行
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
宿

坊
の
紹
介
、
お
よ
び
観
光
ガ
イ
ド
か
ら
な
る
。
宗
教
学
者
や
文
化

人
の
コ
ラ
ム
も
あ
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）
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⑥
神
社
本
庁	

　
神
社
本
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
神
道
へ
の
誘
い
、
神
道
の

い
ろ
は
、
コ
ラ
ム
と
い
う
タ
グ
が
あ
り
、
神
道
を
広
く
一
般
の

人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
神
話
、
伊
勢
神
宮
、
お
参

り
の
仕
方
、
お
祭
り
な
ど
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同

趣
旨
に
基
づ
く
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
を
用
意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
お
宮
キ
ッ
ズ
」
と
い
う
子
ど
も
対
象
の
外
部
サ
イ
ト

が
あ
る
。
キ
ッ
ズ
サ
イ
ト
で
は
「
鎮
守
の
森
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
く
形
で
、「
神
さ
ま
」「
神
社
」

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
や
日
々
の
行
事
と

い
っ
た
身
近
な
話
題
を
多
く
紹
介
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.om
iyakids.com

/index.htm
l　

2018,3,28

）

　
こ
の
ア
ニ
メ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
に
は
「
お
う
ち
の
方
へ
」
と

い
う
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
ア
ニ
メ
の
理
念
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。

「
神
様
が
宿
る
自
然
を
敬
い
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

日
本
人
に
と
っ
て
重
要
な
役
目
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
国
を
愛

す
る
心
を
育
む
大
切
な
行
い
で
あ
る
」
と
、
子
ど
も
へ
の
教
育
の

目
的
を
示
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.om
iyakids.com

/util/parent.htm
l　

2018,3,28

）
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悩
み
に
答
え
る
問
答
集
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/hbk/kyoiku.htm

l　

2018,03,26

）

⑵
子
ど
も
向
け
の
教
化
グ
ッ
ズ

　
会
員
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
で
は
、
創
価
学
会
の
教
え
等
を
紙
芝
居

で
理
解
で
き
る
よ
う
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
各
種
資
料
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。	

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/kaiin/kam

ishibai.htm
l　

2018,03,26

）

⑶
年
代
別
組
織

　
創
価
学
会
で
は
世
代
別
に
会
員
を
結
び
つ
け
る
体
制
を
採
っ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
年
代
別
組
織
と
し
て
、
男
子
部
（
１
５
～

３
９
歳
）、
女
子
部
（
３
９
歳
ま
で
の
独
身
女
性
）、
学
生
部
（
大

学
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学
校
生
）、
未
来
部
（
未
就
学
児
、
小

学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
）
が
あ
り
、
青
少
年
教
化
に
力
を
入
れ

⑦
天
理
教
（
設
立
：
１
８
３
８
年
、
本
部
：
奈
良
県
天
理
市
）

　
天
理
教
本
部
に
お
い
て
、「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
７
月
末
か
ら
の
２
週
間
で
行
わ
れ
る

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
、
信
者
の
子
弟
だ
け
で
な
く
一
般
の
こ
ど
も

も
参
加
で
き
る
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
し
て
い
る
。
人
間
創
造
の

場
所
「
ぢ
ば
」
に
帰
る
（
聖
地
巡
礼
）
と
い
う
宗
教
的
意
味
を
持
ち
、

朝
の
お
勤
め
、
講
話
、
奉
仕
活
動
で
あ
る「
ひ
の
き
し
ん
」を
行
う
。

ほ
か
プ
ー
ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
夜
の
花
火
や
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
る
。

 �

（http://kodom
o-ojibagaeri.com

/ 2018,3,28

）

⑧
創
価
学
会
（
設
立
：
１
９
３
０
年
、
本
部
：
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
）

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
は
、
創
価
学
会
の
概
要
、
活
動

等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
会
員
向
け
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

⑴
教
育
へ
の
取
り
組
み

　

創
価
学
会
の
概
要
、
活
動
等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
内
に
平
和
・
文
化
・
教
育
の
タ
グ
が
あ
り
、
教
育
の
タ

グ
で
は
教
育
本
部
で
の
教
育
的
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
輝
く
子
ど
も
と
人
間
教
育
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
教
育
実
践
記
録

や
教
育
相
談
な
ど
を
通
し
て
各
地
の
教
育
部
員
が
地
道
に
つ
か
ん

だ
現
場
の
知
恵
を
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
生
か
す
こ

と
を
目
指
し
て
全
国
各
地
で
巡
回
展
示
し
て
い
る
。「
未
来
部
育

成
相
談
室
」
で
は
、
学
会
員
の
親
子
が
抱
え
る
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

安
心
と
希
望
を
も
た
ら
す
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。「
子
育

て
問
答
集
」
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
っ
て
き
た
教
師
が
、
子
育
て
で
直
面
す
る
保
護
者
の
疑
問
や
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悩
み
に
答
え
る
問
答
集
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/hbk/kyoiku.htm

l　
2018,03,26

）

⑵
子
ど
も
向
け
の
教
化
グ
ッ
ズ

　
会
員
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
で
は
、
創
価
学
会
の
教
え
等
を
紙
芝
居

で
理
解
で
き
る
よ
う
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
各
種
資
料
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。	

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/kaiin/kam

ishibai.htm
l　

2018,03,26

）

⑶
年
代
別
組
織

　
創
価
学
会
で
は
世
代
別
に
会
員
を
結
び
つ
け
る
体
制
を
採
っ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
年
代
別
組
織
と
し
て
、
男
子
部
（
１
５
～

３
９
歳
）、
女
子
部
（
３
９
歳
ま
で
の
独
身
女
性
）、
学
生
部
（
大

学
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学
校
生
）、
未
来
部
（
未
就
学
児
、
小

学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
）
が
あ
り
、
青
少
年
教
化
に
力
を
入
れ
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て
い
る
。

　
特
に
未
来
部
で
は
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
や
書
道
展
、
中
学
・

高
校
の
部
活
動
、
未
来
部
員
が
英
会
話
で
寸
劇
を
披
露
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
で
あ
る
「
未
来
部
Ｅ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
、
様
々
な

教
化
活
動
が
あ
る
。

�

（http://w
w
w
.m
iraibu.net/index.htm

l　

2018,03,26

）

⑷
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ガ
イ
ド

　
幼
児
向
け
の
教
化
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

�

（https://vod.sokanet.jp/program
/study.htm

l　

2018,03,26

）

⑨
Ｇ
Ｌ
Ａ
（
設
立
：
１
９
６
９
年
、
本
部
：
東
京
都
台
東
区
雷
門
）

⑴
生
活
・
人
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
前
面
に

　
Ｇ
Ｌ
Ａ
は
人
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
冠
婚
葬
祭
を
人
生
の
節
目
と
し
て
重
視
し
、
誕
生
の
時
の

命
名
の
儀
に
始
ま
り
、
結
婚
式
、
葬
儀
、
供
養
ま
で
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

　
ま
た
信
者
の
研
鑽
の
場
で
も
あ
る
人
生
祈
念
館（
八
ヶ
岳
）に
は
、
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信
者
の
遺
骨
が
奉
納
さ
れ
、
さ
ら
に
人
生
の
記
録
と
し
て
、
生
前

の
姿
（
写
真
な
ど
）、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
遺
族
や
友
人
、
後
世
の

人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
映
像
が
「
人
生
記
録
出
会
室
」
に
保
管

さ
れ
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
健
康
、
福
祉
、
法
律
、
親

と
子
の
教
育
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
時
の
支
援
を
謳
っ
て
お
り
、
信
者

向
け
の
健
康
講
座
、
法
律
相
談
、
親
研
修（
親
子
に
関
す
る
学
び
）

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/support/ 2018,3,28

）

⑵
青
年
塾
、
受
験
、
転
職
の
サ
ポ
ー
ト

　
青
年
塾
を
組
織
し
、「
受
験
生
研
究
班
」（「
魂
の
学
」
の
学
習

と
実
践
を
通
し
て
受
験
に
挑
戦
す
る
研
修
の
場
）
の
集
会
へ
の
参

加
を
促
し
、「
ウ
イ
ズ
ダ
ム
」（
問
題
を
解
決
し
、
願
い
を
実
現
す

る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
）
に
取
り
組
み
、
実
践
し
て
い
る
同
じ
受
験

生
の
仲
間
の
報
告
を
聞
く
、
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
転
職
の
際
に
、
Ｇ
Ｌ
Ａ
の
教
祖
の
セ
ミ
ナ
ー
が
い
か
に
役

に
立
っ
た
か
な
ど
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/support/ 2018,3,28

）

⑶
世
代
層
別
や
少
人
数
の
集
ま
り

　
世
代
層
別
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
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談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
生
活
実
践
で
は
、
１
カ
月
に
２
回
、
２

時
間
程
度
、
住
ま
い
や
職
場
が
近
い
５
、
６
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
、
経
営
・
医
療
・
教
育
・
ア
ー
ト
・
音
楽
・
演
劇
・

法
務
な
ど
の
専
門
分
野
で
働
く
方
々
の
た
め
の
研
鑽
の
場
と
し
て
、

「
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
る
」
こ
と
を
互
い
に
学
び
合
う
と
い
う
。

ま
た
、
八
ヶ
岳
に
て
１
泊
２
日
で
、「
止
観
体
得
」
の
研
修
を
行
う
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/studysessions/ 2018,3,28

）

⑷
実
践
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
Ｈ
Ｐ
に
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
実
践
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
掲
載
し
、
信
者
の
顔
が
し
っ
か
り
と
見
え
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

具
体
的
に
は
町
会
議
員
、
弁
護
士
、
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
、
会
社

員
、
医
師
、
主
婦
、
作
家
な
ど
様
々
な
肩
書
き
の
信
者
が
登
場
し
、

自
分
の
人
生
や
仕
事
の
中
で
い
か
に
Ｇ
Ｌ
Ａ
の
教
え
が
役
立
っ
て

い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
自
己
診

断
チ
ャ
ー
ト
」
や
「
発
見
ガ
イ
ド
」
な
ど
教
え
を
分
か
り
や
す
い

形
で
提
供
す
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/practice/report/ 2018,3,28

）

小　
結

　
本
章
に
お
い
て
は
、
新
宗
教
を
含
む
他
教
団
に
お
け
る
次
世
代
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継
承
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
事
例
を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、「
重
要
な
広
報
媒
体
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
に
次
世
代
継
承
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
報
告
す
る
教
団
は
、
次
世
代
継
承
に
対

し
て
熱
心
な
教
団
で
あ
ろ
う
」
と
の
作
業
仮
説
を
も
と
に
収
集
を

開
始
し
た
。
し
か
し
調
査
す
る
に
つ
れ
て
、
我
々
が
想
定
し
た
以

上
に
、
各
教
団
の
Ｈ
Ｐ
制
作
意
図
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
例
え
ば
、
信
徒
向
け
の
サ
イ
ト
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
か

け
て
外
部
か
ら
の
閲
覧
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
か

ら
は
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
が
把
握
で
き
な
い
新
宗
教

教
団
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
今
回
実
施
し
た
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
の
次

世
代
継
承
の
取
り
組
み
の
把
握
は
、
限
定
的
な
成
果
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
り
詳
細
な
活
動
把
握
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
他
教
団
に
お
け
る

次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
の
概
要
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

・
教
義
、
儀
礼
、
歴
史
な
ど
に
関
し
て
の
解
説

　
教
団
に
よ
っ
て
比
重
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
教
団
も
掲

載
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
、
子
ど
も
向
け
に

平
易
に
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
る
教
団（
神
社
本
庁
）

も
あ
る
。

・
本
山
、
聖
地
、
有
名
寺
院
・
神
社
の
紹
介

　
多
く
の
教
団
が
紹
介
し
て
い
る
。
旅
行
記
ス
タ
イ
ル
で
本
山
を

紹
介
す
る
教
団
（
日
蓮
宗
）、Google

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
疑

似
的
に
参
拝
で
き
る
教
団
（
霊
派
之
光
）、
携
帯
で
霊
地
の
方
角

を
確
認
で
き
る
ア
プ
リ
を
用
意
し
て
い
る
教
団（
真
如
苑
）も
あ
る
。

・
寺
院
検
索
、
開
催
行
事
の
検
索

　
伝
統
仏
教
教
団
（
曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
、
臨
済
・
黄
檗
宗
、
浄
土

宗
な
ど
）
に
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
菩
提
寺
の
あ
る
地
域
か

ら
転
居
し
た
檀
信
徒
、
ま
た
一
般
の
人
々
に
対
し
て
、
宗
派
と
の

結
び
つ
き
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
ど
も
へ
の
教
義
や
儀
礼
の
解
説
、
キ
ャ
ン
プ
形
式
で
の
体
験
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な
ど
多
く
の
教
団
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

・
青
年
層
、
壮
年
層
な
ど
年
齢
階
層
別
の
組
織
や
活
動

　
創
価
学
会
や
Ｇ
Ｌ
Ａ
な
ど
の
新
宗
教
教
団
が
積
極
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
伝
統
仏
教
教
団
で
は
真
宗
大
谷
派
が
「
青
少
幼

年
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
３
５
歳
ま
で
の
門
徒
に
対
す
る
活
動

を
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
浄
土
宗
を
含
め
他
の
伝

統
仏
教
教
団
に
お
い
て
は
手
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

・
そ
の
他

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
悩
み
相
談
の
活
動
「
グ
チ
コ
レ
」

を
は
じ
め
と
し
た
、
関
連
団
体
が
取
り
組
む
活
動
を
う
ま
く
宗
派

の
広
報
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
曹
洞
宗
は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
提
供
し
、
仏
教
色
を
薄
め
る
こ
と
に
よ
り
広

く
一
般
の
人
々
に
仏
教
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た

新
宗
教
団
体
で
あ
る
Ｇ
Ｌ
Ａ
で
は
、
誕
生
か
ら
葬
式
・
法
事
に
至

る
ま
で
の
人
生
す
べ
て
の
儀
礼
に
係
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
生
の

中
に
教
え
が
活
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

�

（
研
究
班
）

４
章　

寺
院
で
の
子
ど
も
の
成
長
儀
礼

　
現
在
、「
寺
離
れ
」
が
起
き
て
い
る
と
い
う
声
が
各
地
か
ら
聞

こ
え
る
。
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
檀
信
徒
の
高
齢
世
代
・
青

壮
年
世
代
・
子
ど
も
世
代
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
場
所
に
住
む
状
況

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
や
信
仰
に
関
す
る
檀
家
家
庭
内
で

の
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
影
響
で
、
い
わ
ゆ
る「
仏
教
ブ
ー
ム
」

が
起
こ
り
、
一
般
の
方
々
か
ら
の
寺
院
に
対
す
る
興
味
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
研
究
班
で
は
、
寺
院

で
の
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
な
ぜ

な
ら
少
子
化
と
い
う
状
況
の
な
か
、
子
ど
も
が
主
役
の
成
長
儀
礼

を
求
め
る
傾
向
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寺
院
で

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
勤
め
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
儀
礼
（
成
人

式
、
結
婚
式
、
長
寿
の
祝
い
、
葬
式
な
ど
）
に
も
つ
な
が
る
可
能
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性
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
お
寺
で
行
う
こ
と
は
、

祖
父
母
・
親
・
子
ど
も
の
三
世
代
、
さ
ら
に
は
両
家
族
に
わ
た
っ

て
寺
院
に
来
る
機
会
と
な
り
、
次
世
代
に
信
仰
を
継
承
す
る
一
つ

の
契
機
に
な
る
。

　
本
研
究
班
で
は
、
成
長
儀
礼
と
し
て
は
七
五
三
、
お
よ
び
新
た

に
提
案
す
る
、
法
然
上
人
の
生
涯
に
因
ん
だ
学
業
成
就
の
法
要

「
智
慧
結
び
法
要
」
を
取
り
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
実
践
方
法

を
紹
介
す
る
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
実
践
す

る
の
に
役
に
立
つ
様
々
な
素
材
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
る
資
料
、
お
よ
び
法
要
の
イ
メ
ー

ジ
動
画
、
解
説
動
画
、
水
瓶
や
洒
水
器
の
紙
飾
り
作
成
解
説
動
画

も
用
意
し
た
。
な
お
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
広
い
普
及
を
目
指
し
住
職

一
人
で
も
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
を
念
頭
に
置
い
て
作
成
し

た
。

　
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
法
式
の
専
門
家
、
お
よ

び
当
研
究
所
の
「
法
式
研
究
班
」
に
協
力
を
仰
い
だ
う
え
で
作
成

し
た
が
、
我
々
研
究
班
と
し
て
は
「
よ
り
広
い
範
囲
で
の
普
及
」

を
最
優
先
事
項
と
し
た
た
め
、
諸
課
題
が
残
る
こ
と
を
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
。

　
本
章
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し
た
「
寺
院
で
の
子
ど
も
の

成
長
儀
礼
の
位
置
づ
け
」「
浄
土
宗
の
祈
願
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
加
筆
修
正
し
た
も
の
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も
の
成

長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
縮
刷
版
を
掲
載
す
る
。

�

（
名
和
清
隆
））

４
―
１　

寺
院
で
の
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
の
位
置
づ
け

　
本
研
究
班
で
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
提
唱
す
る
成
長
儀
礼
を
浄

土
宗
へ
の
入
信
を
促
し
、
帰
敬
式
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
機
会
の
一

つ
と
捉
え
、
成
長
儀
礼
の
真
の
目
的
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
帰
依

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
浄
土
宗
で
は

近
年
、
年
少
者
向
け
に
三
宝
帰
依
の
精
神
を「
明
る
く
」「
正
し
く
」

「
仲
よ
く
」
と
い
う
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
置
き
換
え
て
表
現
し

て
き
た
。
た
だ
し
幼
児
を
含
む
年
少
者
に
こ
の
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
表
現
が
必
要
で
あ

る
。
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周
知
の
ご
と
く
「
仏
」
と
は
覚
っ
た
者
、
私
た
ち
を
覚
り
の
境

地
へ
と
導
い
て
下
さ
る
方
、「
法
」
と
は
覚
っ
た
人
の
教
え
、
覚

り
の
境
地
へ
と
導
い
て
下
さ
る
方
の
言
葉
、
あ
る
い
は
真
理
、

「
僧
」
と
は
覚
り
の
境
地
を
求
め
て
集
う
人
々
と
和
合
の
団
体
を

指
す
。
本
研
究
班
で
は「
明
る
く
」を「
仏
に
感
謝
で
き
る
心
」、「
正

し
く
」を
教
え
に
照
ら
し
て「
我
が
身
を
振
り
返
る
心
」、「
仲
よ
く
」

を
「
仲
間
を
思
い
や
り
敬
う
心
」
と
し
、

「
七
五
三
」
に
お
い
て
は
、

「
明
る
く
」
＝「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
言
え
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

「
正
し
く
」
＝「
ご
め
ん
な
い
」
と
正
直
に
言
え
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

「
仲
よ
く
」＝
誰
に
で
も
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

と
具
体
的
な
表
現
を
提
示
し
た
。

「
智
慧
結
び
法
要
」
に
お
い
て
は
、

　
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
笑
顔
で「
明
る
く
」過
ご
し
、

　
我
が
身
を
振
り
返
り
な
が
ら
大
人
と
な
る
道
を「
正
し
く
」歩
み
、

　
思
い
や
り
と
敬
い
の
心
を
も
っ
て
「
仲
よ
く
」
生
き
る
こ
と
を

誓
い
と
い
う
表
現
を
提
示
し
た
。
仏
法
僧
を
宝
と
受
け
止
め
る
心

を
具
体
的
に
ど
う
表
現
す
る
か
、
三
宝
へ
の
帰
依
を
促
す
際
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

�

（
袖
山
榮
輝
）

４
―
２　

浄
土
宗
の
祈
願
に
つ
い
て
考
え
る

　
子
ど
も
の
無
事
成
長
や
学
業
成
就
を「
祈
願
」す
る
こ
と
は「
現

世
利
益
」（
現
益
）
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
往
生
と
い
う

当
益
を
求
め
る
浄
土
宗
の
教
え
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
承
知
の
と
お
り
浄
土
宗
を
含
め
仏
教
は
煩
悩
な
き
仏

の
世
界
を
指
向
す
る
。
自
ら
の
欲
望
、
煩
悩
を
満
足
さ
せ
よ
う
と

「
祈
願
」
し
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
、
煩
悩
の
世
界
に
お
け
る
満
足

を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
救
い
は
な
い
、
と
い
う
の
が

浄
土
宗
の
立
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
も
心
も

安
ら
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
神
仏
に
願
い
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と

が
信
仰
心
を
育
む
「
き
っ
か
け
」「
縁
」
と
な
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
。

　
当
研
究
班
が
無
事
成
長
や
学
業
成
就
を
「
祈
願
」
す
る
法
要
を



研究成果報告

33　次世代継承に関する研究　研究成果報告①

提
唱
す
る
目
的
は
、
幼
児
や
青
少
年
が
浄
土
宗
寺
院
を
訪
れ
る

「
き
っ
か
け
」
を
創
り
出
し
、
帰
依
三
宝
の
精
神
に
触
れ
、
念
仏

を
称
え
、
阿
弥
陀
仏
と
「
縁
」
を
結
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
る
。

祈
願
は
「
き
っ
か
け
」
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
が
目
的
な

の
で
あ
る
。

　
藤
堂
恭
俊
台
下
の
論
文
（「
念
仏
の
利
益
―
現
世
に
お
い
て
受

け
る
変・転
の
妙
味
―
」『
教
化
研
究
』４
号
、
１
９
９
２
）に
、「
摂

取
の
光
明
の
真
只
中
に
摂
尽
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
背
を
向
け

て
、
光
明
の
波
長
を
捉
え
よ
う
と
し
な
い
人
に
あ
っ
て
は
、
摂
取

不
捨
の
光
明
も
不
摂
取
の
光
明
と
い
う
外
な
い
」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
無
事
に
成
長
し
て
も
学
業
が
成
就
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の

光
明
に
背
を
向
け
て
い
て
は
何
の
意
味
も
な
い
。
念
仏
往
生
を
求

め
る
者
は
摂
取
の
光
明
に
背
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
念
仏
往
生

を
求
め
る
視
点
か
ら
、
無
事
成
長
や
学
業
成
就
の
真
の
目
的
を
問

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
摂
取
の
光
明
に
対
し
て
決
し
て
「
背
を
向
け

な
い
」
人
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
無
事
成
長
や
学
業
成
就
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
求
め
る「
祈
願
」

法
要
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
真
の
目
的
を
踏
ま
え
て
勤
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

�

（
袖
山
榮
輝
）

４
―
３　
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
本
節
で
は
、
本
研
究
班
が
作
成
し
『
宗
報
』
２
０
１
８
年
５
月

号
に
同
封
し
て
全
ヶ
寺
配
布
し
た
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
再
録
す
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
浄
土
宗
寺
院

に
お
い
て
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
よ
り
広
く
実
施
し
て
頂
く
た
め

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
「
簡
単
に
」

「
住
職
一
人
で
も
実
施
で
き
る
」
形
式
を
念
頭
に
作
成
し
た
。
ま
た
、

人
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
普
及
を
図
る
た
め
の
動
画
、
実
践
す

る
う
え
で
活
用
で
き
る
資
料
を
作
成
し
、
当
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
智
慧
結
び
法
要
に
関
す
る
動
画
作
成
に
お
い
て
は
、
総
本
山
知

恩
院
に
「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」
の
画
像
使
用
許
可
を
頂
い
た
。

ま
た
七
五
三
に
関
す
る
動
画
、
ポ
ス
タ
ー
作
製
に
お
い
て
は
大
本

山
増
上
寺
に
撮
影
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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お
わ
り
に
―
今
期
の
成
果
と
次
期
の
課
題
―

　
こ
れ
ま
で
各
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
近
年
急
激
な
過
疎
化

と
少
子
高
齢
化
の
影
響
は
、
宗
派
を
超
え
て
寺
院
運
営
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
浄
土
宗
寺
院
へ
の
影
響

も
今
後
一
層
深
刻
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

　

今
期
に
お
い
て
は
、
幼
少
年
層
を
抱
え
る
人
々
を
対
象
と
し

「
寺
院
に
お
け
る
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」、
と
く
に
七
五
三
と
新
た

な
学
業
成
就
法
要
で
あ
る
「
智
慧
結
び
法
要
」
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
、
本
研
究
班
の
研
究
は
一
応
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
七
五
三
は
浄
土
宗
や
他
宗
派
で
も
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
意
義
は
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
、
我
々
の
研
究
班
に
お
い
て
、「
智
慧
結
び
法
要
」
と
い

う
新
た
な
学
業
成
就
の
儀
礼
を
提
案
し
た
。
現
代
社
会
で
子
ど
も

た
ち
が
成
長
し
て
い
く
過
程
に
は
、
伝
統
的
儀
礼
に
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
儀
礼
が
多
々
あ
る
。
た
と
え
ば
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入

園・卒
園
、
小
学
校
入
学・卒
業
、
中
学
入
学・卒
業
、
高
校
入
学・

卒
業
、
大
学
入
学
・
卒
業
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
な
か
の
小
学
校
卒

業
・
中
学
校
入
学
、
中
学
校
卒
業
・
高
校
入
学
、
高
校
卒
業
・
大

学
入
学
は
、
法
然
上
人
が
僧
侶
と
し
て
成
長
す
る
節
目
に
ほ
ぼ
該

当
し
て
い
る
。

　
法
然
上
人
の
成
長
の
過
程
に
お
い
て
は
、
智
慧
の
菩
薩
で
あ
る

勢
至
菩
薩
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。
法
然
上
人
の
幼
名
は
勢
至
丸

で
あ
る
し
、
ま
た
法
然
上
人
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
勢
至
菩
薩
と

の
対
面
を
幾
度
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
強
い
絆
こ
そ
、
他
宗
教

に
は
な
い
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
と
宗
祖
法
然
上
人
を
結
び
つ
け
る

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
わ
れ
わ
れ
が
重
視
し
た
の
は
、
如
何
に
「
寺
院
に
お
け
る

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
の
実
施
率
を
高
め
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
「
簡
単
に
」「
住
職
一
人
で
も
行
う
こ
と
が
可
能
」
な
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
意
し
た
。
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、

実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
る
各
種
資
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
人
々
に
そ
の
魅
力
や
意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
の
動
画
も
作
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
写
真
入
り
の
書
籍
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に
よ
る
解
説
本
が
多
か
っ
た
が
、
動
画
を
見
な
が
ら
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
子
を
持
つ
親
が
親
子
で
寺
院
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
の
成
長
後
、
壮
年
期

に
入
っ
た
世
代
を
い
か
に
積
極
的
に
主
体
的
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
次
年
度
か
ら
の
調

査
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
世
代
に
焦
点
を
当
て
て
新
た
な
取
り
組

み
を
探
り
出
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
研
究
代
表　
武
田
道
生
）

参
考
文
献
一
覧
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法
式
関
係

板
倉
貫
瑞
『
蓮
門
小
子
の
枝
折
』（
浄
土
宗
宗
務
庁
、
１
９
７
２
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
宗
法
要
集
上
』（
浄
土
宗
、
１
９

９
０
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
宗
法
要
集
下
』（
浄
土
宗
、
１
９

９
１
）

浄
土
宗
書
式
文
例
集
編
集
委
員
会
編
『
浄
土
宗
書
式
文
例
集
』（
浄

土
宗
、
２
０
１
４
）

表
白
回
向
文
集
編
集
委
員
会
『
浄
土
宗
表
白
回
向
文
集
』（
浄
土
宗
、

２
０
０
８
）

福
西
賢
兆
監
修
『
浄
土
宗
慶
事
法
要
と
祈
願
』（
斎
々
坊
、
１
９

９
５
）

〇
七
五
三
に
関
し
て

小
笠
原
清
忠
「
七
五
三
祝
い
」（『
儀
礼
文
化
』
４
２
、
２
０
１
１
、

儀
礼
文
化
学
会
）
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神
崎
宣
武
「「
人
生
と
神
仏
」
の
民
俗
学
（
４
）」（『
學
鐙
』
１
１
３
、

２
０
１
６
、
學
鐙
編
集
室
）

袖
山
榮
輝
「
七
五
三
１　
私
心
の
な
い
無
償
の
き
ず
な
」「
七
五

三
２　
七
五
三
の
お
祝
い
」（
と
も
に
『
浄
土
宗
現
代

法
話
大
系
』ｐ
ｐ
３
２
５
―
３
３
０
、 ｐ
ｐ
３
３
１
―

３
３
５
、
１
９
９
６
）

田
中
祐
子
「
現
代
の
七
五
三
に
関
す
る
一
考
察
」（『
女
性
と
経
験
』

３
６
、
２
０
１
１
、
女
性
民
俗
研
究
会
）

田
中
祐
子
「
母
親
た
ち
か
ら
聞
い
た
現
代
の
七
五
三
」（『
女
性
と

経
験
』
３
８
、
２
０
１
３
、
女
性
民
俗
研
究
会
）

田
中
祐
子
「
現
代
の
七
五
三
の
変
遷
に
関
す
る
一
試
論
」（『
女
性

と
経
験
』
３
９
、
２
０
１
４
、
女
性
民
俗
研
究
会
）

田
中
祐
子
「
七
五
三
は
ど
の
よ
う
に
祝
わ
れ
て
き
た
か
―
明
治
大

正
期
の
新
聞
記
事
か
ら
―
」（『
女
性
と
経
験
』
４
０
、

２
０
１
５
、
女
性
民
俗
研
究
会
）

田
中
祐
子
「
明
治
大
正
の
七
五
三
に
関
す
る
一
考
察
」（『
女
性
と

経
験
』４
１
、
２
０
１
６
．
１
０
、
女
性
民
俗
研
究
会
）

藤
木
雅
清
「
七
五
三
３　
生
命
あ
る
こ
と
の
不
思
議
」（『
浄
土
宗

現
代
法
話
大
系
』ｐ
ｐ
３
３
６
―
３
４
３
、
１
９
９
６
）

道
家
と
き
、
佐
野
恂
子
、
籏
美
千
代
「
七
五
三
の
行
事
と
祝
着
に

つ
い
て
（
第
１
報
）
―
歴
史
的
考
察
」（『
日
本
衣
服
学

会
誌
』
３
４
、
１
９
９
０
、
日
本
衣
服
学
会
）

宮
越
俊
光
「
子
ど
も
の
祝
福
―
祝
福
式
に
基
づ
く
七
五
三
の
祝
い

の
可
能
性
」（『
礼
拝
と
音
楽
』
１
７
１
、
２
０
１
６
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
教
団
出
版
局
）

八
木
透
「
七
つ
前
は
神
の
内
―
七
五
三
の
源
流
」（『
日
本
の
通
過

儀
礼
』ｐ
ｐ
２
４
―
３
１
、
佛
教
大
学
通
信
教
育
部
、
２

０
０
１
）

鷲
見
定
信
「
七
五
三　
育
ま
れ
る
い
の
ち
」（『
法
話
の
実
践
―
年

中
行
事
・
人
生
儀
礼
編
―
』ｐ
ｐ
１
９
６
―
１
９
７
、

浄
土
宗
、
１
９
９
６
）

〇
智
慧
結
び
法
要
に
関
し
て
（
法
然
上
人
の
生
涯
に
関
し
て
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
『
現
代
語
訳　
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（
浄

土
宗
、
２
０
１
３
）
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〇
ほ
か

藤
堂
恭
俊
「
念
仏
の
利
益
―
現
世
に
お
い
て
受
け
る
変
・
転
の
妙

味
―
」（『
教
化
研
究
』
４
、
１
９
９
２
）

林
田
康
順
「
法
然
上
人
に
お
け
る
祈
り
に
つ
い
て
―
特
に
現
世
利

益
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
７
０
、

２
０
０
５
）
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平
成
版
　
放
生
会

平
成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
　
法
式
研
究
班
　
研
究
成
果
報
告

『
平
成
版　

放
生
会
』
の
編
集
方
針

　
法
式
研
究
班
は
二
八・二
九
年
度
の
研
究
課
題
を
討
議
し
て
い

る
際
に
、「
ペ
ッ
ト
往
生
」
の
問
題
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
生
き
物
の
供
養
に
つ
な
が
る
放
生
会
を
考
察
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
浄
土
宗
の
放
生
会
は
敬
首
（
一
六
八
三
～
一
七
四
八
）
の
『
放

生
慈
済
羯
磨
儀
軌
』
に
よ
っ
て
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
儀
軌
に

よ
っ
て
、
知
恩
院
御
忌
会
結
願
後
、
ま
た
は
一
般
寺
院
の
十
夜
会

等
で
勤
修
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
仕
者
数
と
時
間
的
に

も
修
し
難
い
法
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
敬
首
の
儀
軌
に
基
づ
い
て
、

教
化
儀
礼
と
し
て
修
し
や
す
い
法
要
を
考
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
『
平
成
版　
放
生
会
』
は
、
住
職
一
人
ま
た
は
住
職
と
副

住
職
の
二
人
で
勤
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
法
要
儀
式
と
し
て
雅
馴
な

文
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
表
白
を
は
じ
め
耳
で
聞
い
て
も
わ
か
り

や
す
い
文
章
に
し
て
、「
わ
か
り
や
す
く
・
修
し
や
す
い
」
法
会

を
旨
と
し
た
。
そ
し
て
、
参
列
者
に
と
っ
て
も
、
捧
読
し
て
い
る

内
容
を
理
解
で
き
て
、
法
味
の
あ
る
法
要
を
目
指
し
た
。
た
だ
し
、

当
研
究
班
と
し
て
は
、『
放
生
慈
済
羯
磨
儀
軌
』
に
よ
る
放
生
会

を
「
第
一
式
」
と
し
て
伝
統
継
承
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
一
般
寺

院
で
は
こ
の
『
平
成
版　
放
生
会
』
を
「
第
二
式
」
と
し
て
推
奨

す
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
経
本
通
り
に
勤
め
る
の
で

な
く
、
ま
た
文
章
な
ど
を
加
減
す
る
こ
と
は
、
勤
修
す
る
人
の
意

楽
に
よ
る
。
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法
要
儀
礼
は
こ
れ
ま
で
も
変
化
・
簡
略
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
現
行
の
放
生

会
の
な
か
に
は
、
告
諭
も
な
く
表
白
・
洒
水
・
三
帰
の
み
と
い
う

作
法
だ
け
の
法
要
も
あ
る
。
こ
の
『
平
成
版　
放
生
会
』
は
、
き

わ
め
て
簡
略
な
法
要
を
歯
止
め
と
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
近
年
、

葬
儀
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
儀
礼
が
縮
小
化
・
不
継
承
化
さ
れ
て
い
る
。

法
要
儀
礼
の
意
味
と
価
値
を
檀
信
徒
に
わ
か
り
や
く
説
明
す
べ
き

時
が
来
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
放
生
会
は
儀
礼
の
説
明
を
し

て
か
ら
作
法
を
す
る
構
成
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

放
生
会
は
生
類
を
仏
子
に
す
る
法
要

　
放
生
会
は
捕
ら
え
ら
れ
た
魚
・
鳥
等
の
生
き
物
に
、
三
帰
・
正

法
・
十
念
を
授
け
て
、
仏
子
と
し
て
池
・
山
野
等
に
放
つ
法
要
で

あ
る
。
こ
の
法
要
は
、
生
類
に
浄
水
を
散
洒
し
、
生
類
に
代
わ
っ

て
懺
悔
し
、
三
帰
依
文
を
代
わ
り
に
唱
え
、
十
二
光
仏
の
甚
深
微

妙
法
を
授
け
、
弥
陀
世
尊
の
十
号
と
仏
名
を
称
揚
し
、
生
類
を
仏

子
と
し
て
放
生
す
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
放
生
会
は
生
類
に
対

し
て
仏
弟
子
に
す
る
法
要
で
あ
る
。
ま
た
、
生
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
法
要
で
も
あ
る
。

　
浄
土
宗
に
は
五
重
相
伝
と
授
戒
会
を
は
じ
め
、
仏
弟
子
に
す
る

法
会
が
あ
る
。
即
ち
、
生
類
に
対
す
る
放
生
会
、
餓
鬼
に
対
す
る

施
餓
鬼
会
、
亡
き
人
に
対
す
る
枕
経
、
檀
信
徒
に
対
す
る
剃
度
式

で
あ
る
。
施
餓
鬼
会
で
は
餓
鬼
に
対
し
て
、
菩
提
心
を
発
す
よ
う

に
授
与
三
帰
三
竟
を
勤
め
て
い
る
。
葬
儀
式
で
は
生
前
に
仏
縁
が

な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
枕
経
等
で
剃
度
作
法
と
授
与
三
帰
三
竟

を
勤
め
て
、
仏
弟
子
の
証
と
し
て
法
名
を
授
与
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
浄
土
宗
で
の
仏
弟
子
に
す
る
法
要
は
、
懺
悔
と
三
宝
帰
依

と
念
仏
が
必
須
儀
礼
と
な
る
。
従
っ
て
、
放
生
会
で
は
生
類
に
対

し
て
法
の
器
と
す
る
入
門
儀
礼
を
行
う
の
で
あ
る
。

放
生
会
の
変
遷

　
放
生
会
を
勤
め
る
べ
き
経
説
は
『
梵
網
経
』
と
『
金
光
明
経
』

と
さ
れ
て
い
る
。『
梵
網
経
』
第
二
十
戒
を
「
放
生
戒
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
勝
荘
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
述
記
』
に

よ
る
。
こ
の
放
生
戒
は
、
①
常
行
放
生　
②
生
類
救
護　
③
衆
生

済
度　
④
追
善
供
養
の
四
部
構
成
か
ら
な
る
。
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①
仏
子
た
る
も
の
は
、
慈
し
み
の
心
で
放
生
の
業
を
行
ぜ
よ
。

②
人
々
が
動
物
を
殺
そ
う
と
す
る
の
を
見
た
な
ら
、
手
段
を

講
じ
て
救
済
し
、
苦
難
か
ら
解
放
し
。
③
常
に
衆
生
を
教
化

し
て
菩
薩
戒
を
説
き
明
か
し
、
衆
生
を
救
済
す
べ
し
。
④
父

母
や
兄
弟
の
死
亡
日
に
は
、
法
師
を
家
に
招
い
て
菩
薩
戒
の

経
や
律
を
講
じ
、
そ
の
福
徳
を
亡
者
に
役
立
て
、
諸
仏
に
見

え
る
こ
と
が
で
き
、
人
界
や
天
上
界
に
転
生
で
き
る
よ
う
に

せ
よ
（
船
山
徹
『
梵
網
経　
最
古
の
形
と
発
展
の
歴
史
』）。

　
『
梵
網
経
』
に
は
、
生
類
得
脱
儀
礼
を
詳
述
し
て
い
な
い
が
、

菩
薩
戒
の
講
説
の
福
徳
に
よ
っ
て
人
天
に
生
じ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
敬
首
は
こ
れ
に
よ
っ
て
放
生
会
で
『
菩
薩
戒
経
』

を
読
誦
し
て
い
る
。

　
曇
無
讖
『
金
光
明
経
』
流
水
長
子
品
に
は
、
釈
尊
の
本
生
譚
を

説
い
て
い
る
。
釈
尊
の
前
世
で
あ
る
流
水
長
者
が
、
枯
渇
し
つ

つ
あ
る
池
で
死
に
か
け
て
い
る
無
数
の
魚
に
水
と
法
食
を
与
え
、

十
二
因
縁
を
解
説
し
、
宝
勝
如
来
の
十
号
を
称
え
た
。
こ
の
縁
に

よ
っ
て
没
後
に
忉
利
天
へ
生
じ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
得
脱
儀
礼

の
み
を
明
か
し
、
放
生
儀
礼
を
行
わ
れ
て
い
な
い
。
道
世
の
『
法

苑
珠
林
』
の
放
生
篇
に
は
、
こ
の
経
典
を
列
挙
し
て
い
な
い
。
遵

式（
九
六
四
～
一
〇
三
二
）と
知
礼（
九
六
〇
～
一
〇
二
八
）の『
金

光
明
経
』
に
基
づ
い
て
放
生
会
が
定
例
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

放
生
会
の
思
想
的
根
拠
の
経
典
に
な
っ
た
。
智
顗
は
放
生
池
を
設

置
し
て
舟
上
で
講
経
を
行
っ
た
。『
金
光
明
経
』
の
経
説
に
よ
っ

て
、
十
二
因
縁
の
解
説
と
宝
勝
如
来
の
十
号
を
称
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
放
生
会
の
必
須
儀
礼
と
な
っ
た
。

　
遵
式
は
『
放
生
慈
済
法
門
並
序
』
で
、
十
二
因
縁
・
十
号
の
経

説
に
三
宝
帰
依
・
懺
悔
で
あ
る
仏
弟
子
に
す
る
作
法
を
加
え
て
放

生
会
と
し
た
。
こ
の
式
次
第
は
後
世
の
放
生
会
の
規
範
と
な
っ
た
。

①
叙
由
章
（
放
生
の
由
縁
）　
②
呪
水
（
洒
浄
し
法
器
に
す

る
）　

③
請
加
章
（
正
法
を
説
く
）　

④
帰
依
章
（
三
宝
帰

依
し
正
信
心
を
起
こ
さ
せ
る
）　
⑤
称
仏
章
（
十
号
を
称
え
、

臨
終
に
仏
名
を
聞
け
ば
天
に
生
ず
る
）　
⑥
説
法
章
（『
法
華

経
』
に
依
る
十
二
因
縁
を
明
か
す
）　
⑦
懺
悔
章
（
懺
悔
は

第
一
の
法
、
生
類
の
た
め
に
罪
垢
を
懺
滌
し
、
解
脱
を
得
る

こ
と
を
明
か
す
）。

　
遵
式
は
異
類
亦
往
生
の
理
あ
り
と
し
、
天
台
教
判
に
基
づ
く
儀
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軌
と
し
た
。
敬
首
は
こ
の
儀
軌
に
基
づ
き
放
生
会
を
構
築
し
た
。

　
知
礼
は
『
放
生
文
』
で
、
遵
式
の
放
生
会
の
構
成
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
が
、
儀
礼
を
簡
潔
に
説
示
し
た
。

①
穢
跡
真
言(

洒
沾)

、
②
表
白
、
③
授
与
三
帰
、
④
称
宝
勝

如
来
十
号
、
⑤
説
十
二
因
縁
、
⑥
求
哀
懺
悔
、
⑦
結
願
文
。

　
三
帰
・
十
号
・
十
二
因
縁
を
授
け
た
後
に
、
生
類
に
代
わ
っ
て

求
哀
懺
悔
し
、
一
念
に
消
除
せ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
敬
首
は
流
通
分
で
五
悔
と
し
て
懺
悔
を
し
て
い
る
。
天
台

宗
の
放
生
会
は
、
こ
の
『
放
生
文
』
を
全
文
引
用
し
て
勤
修
し
て

い
る
。

　
雲
棲
珠
宏
（
一
六
三
五
～
一
五
二
六
）
は
『
放
生
儀
』
で
、
知

礼
『
放
生
文
』
を
簡
略
化
し
、『
華
厳
経
』
十
回
向
品
を
加
え
て

善
根
と
し
た
。
宝
勝
如
来
の
本
願
に
よ
っ
て
人
天
に
生
じ
て
、
持

戒
修
行
し
て
信
心
念
仏
す
れ
ば
願
に
随
っ
て
往
生
す
る
と
し
、
生

類
は
順
次
往
生
が
で
き
な
い
と
説
く
。
こ
の
『
放
生
儀
』
を
改
訂

増
補
し
た
の
が
『
禅
門
日
課
』
の
「
放
生
儀
軌
」
で
あ
り
、
中
国

の
寺
院
で
は
水
陸
会
の
な
か
で
勤
め
ら
れ
て
い
る
。

敬
首
の
放
生
会

　
村
上
専
精
は
敬
首
に
対
し
て
冨
永
仲
基
よ
り
も
早
い
大
乗
非
仏

説
論
者
で
あ
り
、
破
天
荒
と
も
称
し
て
い
る
（『
大
乗
仏
説
論
批

判
』）。
敬
首
は
念
仏
行
者
で
あ
る
が
、『
放
生
慈
済
羯
磨
儀
軌
』

（
一
七
三
三
年
刊
）の
式
次
第
に
は
摂
益
文・念
仏
一
会・総
回
向
偈・

十
念
が
な
い
。
敬
首
の
思
想
は
、「
先
ず
、
戒
を
受
け
て
、
次
に

念
仏
の
法
門
を
聞
く
べ
き
も
の
」
と
し
、「
仏
家
に
住
存
す
る
に
は
、

戒
を
以
て
本
と
為
す
」と
述
べ
て
い
る（『
瓔
珞
和
上
説
戒
随
聞
記
』）。

「
念
仏
為
先
」
で
は
な
く
、「
円
戒
為
本
」
説
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

戒
法
は「
三
学
の
戒
」と「
随
分
の
戒
」と
に
区
分
し
て
い
る
。「
随

分
の
戒
」
は
自
身
の
分
に
随
っ
て
、
た
っ
た
一
つ
の
戒
だ
け
を
持

つ
こ
と
で
も
よ
し
と
す
る
の
で
、
生
類
も
持
て
る
戒
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
生
類
は
安
心
を
具
足
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
念
仏
も
称

え
ら
れ
な
い
の
で
往
生
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
生
類
が
苦
輪
か
ら
逃
れ
る
た
め
と
仏
の
加
護
を
受
け
る
た

め
に
、「
念
仏
往
生
説
」
で
は
な
く
「
受
戒
成
仏
説
」
を
と
っ
た
。

そ
の
た
め
に
『
菩
薩
戒
経
』
を
誦
経
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
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は
「
十
二
門
戒
儀
」
の
説
相
に
相
当
し
、
十
重
禁
戒
を
説
き
伝
え

る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
円
頓
戒
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏

の
位
と
等
し
く
な
る
と
い
う「
衆
生
受
仏
戒
」の
文
に
よ
っ
て
、「
受

戒
成
仏
説
」
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
儀
軌
で
は
授
与
三
帰
三

竟
だ
け
の
儀
礼
で
あ
る
。
増
上
寺
で
は
、
九
代
徳
川
家
重
の
七
七

日
御
逮
夜
（
一
七
六
一
）
に
敬
首
の
放
生
会
を
勤
め
、「
念
仏
回

向
」
と
あ
る
の
で
念
仏
一
会
を
勤
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
二
年

に
至
っ
て
、
京
都
放
生
会
は
八
橋
玉
純
校
閲
『
訓
訳
片
カ
ナ
放
生

会
儀
軌
』
を
刊
行
し
、
書
き
下
し
文
に
ル
ビ
を
ふ
り
、
摂
益
文
・

念
仏
一
会
・
建
会
放
生
疏
附
・
総
回
向
偈
を
加
え
た
。

　
『
放
生
慈
済
羯
磨
儀
軌
』
は
、
遵
式
と
知
礼
に
準
じ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
五
師
の
告
諭
形
式
・
無
量
寿
如
来
の

十
号
を
加
唱
し
た
唱
礼・十
二
因
縁
の
解
説
か
ら
十
二
光
仏
の
「
光

明
歎
徳
章
」
の
訓
読
・『
菩
薩
戒
経
』
の
読
誦
を
特
色
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

①
呪
水
解
穢
、
②
請
賢
聖
衆
、
③
散
華
焼
香
、
④
敬
礼
繞
仏
、

⑤
歌
歎
仏
徳
、
⑥
授
与
三
帰
、
⑦
称
揚
仏
名
、
⑧
説
法
開
導
、

⑨
懺
悔
発
願
、
⑩
説
三
帰
依

　
敬
首
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
「
光
明
歎
徳
章
」
を
読
誦
す
る
こ

と
は
、
十
二
光
仏
の
な
か
の
清
浄
光
に
触
れ
て
、
無
貪
善
根
の
身

と
な
っ
て
持
戒
清
浄
の
人
と
均
し
き
と
な
る
た
め
で
あ
る
。『
梵

網
経
』
の
講
説
と
『
金
光
明
経
』
に
よ
る
十
二
因
縁
の
解
説
と

十
号
の
称
仏
で
は
人
天
に
生
ず
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
敬
首
は「
生
天
か
ら
往
生
浄
土
」の
思
想
的
な
儀
礼
化
を
図
っ

た
。
先
ず
三
宝
に
帰
依
し
て
仏
弟
子
と
な
り
、「
若
し
三
途
勤
苦

の
処
に
あ
り
て
、
こ
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
」
と
あ
る
よ
う

に
、
阿
弥
陀
如
来
の
み
光
に
触
れ
て
生
類
も
往
生
す
る
と
い
う
放

生
会
の
構
成
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
儀
礼
と
し
て
の
法
会
に
は
、「
歌
い
も
の
・
声
明
」

と
「
読
み
も
の
・
誦
経
」
と
「
語
り
も
の
・
講
式
」
の
三
つ
の
形

態
を
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
岩
原
諦
道
『
増
補
校
訂　
声
明

の
研
究
』）。
こ
の
放
生
会
は
「
歌
う
・
読
む
・
語
る
」
を
使
い
分

け
す
る
法
要
で
あ
る
。
殊
に
、
告
諭
は
単
に
捧
読
す
る
だ
け
で
な

く
、
生
類
に
語
り
か
け
る
の
で
、
音
読
よ
り
も
力
量
を
要
す
る
。
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貞
極
の
放
生
会
と
直
出
回
向

　
貞
極
（
一
六
七
七
～
一
七
五
六
）
は
、
敬
首
に
対
す
る
放
生
会

と
し
て
、
す
べ
て
の
水
族
を
極
楽
往
生
す
る
こ
と
が
真
の
放
生
と

し
た
。「
呪
願
（
表
白
）・
阿
弥
陀
仏
の
名
号
十
声
、
宝
勝
如
来
の

名
号
三
声
、
念
仏
回
向
」
と
い
う
極
め
て
簡
略
な
式
次
第
で
あ
る
。

称
仏
名
号
と
布
施
の
功
徳
に
よ
る
運
心
回
向
に
よ
っ
て
一
切
の
水

族
が
皆
悉
く
苦
を
脱
し
て
極
楽
往
生
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
真
の
放

生
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
浄
土
廻
向
要
決
』
で
は
、「
直
出
廻

向
と
は
、
廻
向
の
端
的
、
或
い
は
直
に
極
楽
へ
往
生
す
」
と
述
べ
、

直
に
生
死
を
出
て
極
楽
に
生
ず
る
廻
向
を
「
直
出
廻
向
」
と
称
し

て
い
る
。

　
妙
瑞
（
～
一
七
八
七
）
は
こ
の
直
出
廻
向
を
さ
ら
に
展
開
し
て
、

『
化
他
五
重
相
伝
口
訣
』
で
生
類
回
向
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

又
唯
だ
人
趣
を
回
向
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
総
じ
て
は
禽
獣

虫
類
、
別
し
て
は
牛
馬
六
畜
等
の
死
骸
を
ば
、
往
来
の
間
に

於
い
て
之
を
見
て
、
徒
ら
に
之
を
見
去
る
べ
か
ら
ず
。
必
ず

其
の
死
骸
に
向
て
直
ち
に
仏
の
面
相
を
想
ひ
、
十
念
を
唱
へ

て
回
向
す
べ
し
。
則
ち
皆
な
離
苦
得
楽
の
益
を
蒙
る
。
若
し

直
出
回
向
な
れ
ば
直
ち
に
浄
土
に
生
じ
、
若
し
熏
発
回
向
ば

直
ち
に
人
天
に
生
ず
。
是
の
故
に
大
経
に
、
遭
斯
光
者
三
垢

消
滅
等
と
宣
へ
り
。
此
の
十
念
回
向
の
功
徳
誠
に
広
大
な
り

と
す
。
是
を
亡
者
回
向
の
伝
と
云
う
」

　
人
と
同
様
に
亡
く
な
っ
た
生
類
に
対
し
て
も
、
仏
の
面
相
を
想

い
十
念
を
称
え
て
回
向
す
れ
ば
、
直
ち
に
浄
土
に
生
ず
る
と
説
い

て
い
る
。
法
然
上
人
は
嘆
徳
章
の
文
を
『
往
生
浄
土
用
心
』
で
説

い
て
い
る
。

亡
き
人
の
た
め
に
念
仏
を
廻
向
し
候
え
ば
、
阿
弥
陀
ほ
と
け

光
を
放
ち
て
、
地
獄
餓
鬼
畜
生
を
照
ら
し
給
い
候
え
ば
、
こ

の
三
悪
道
を
沈
み
て
苦
を
受
く
る
者
、
そ
の
苦
し
み
休
ま
り

て
、
命
終
わ
り
後
、
解
脱
す
べ
き
に
て
候

　
こ
の
文
が
放
生
会
の
根
本
思
想
で
あ
り
、
生
類
回
向
の
根
源
で

も
あ
る
。

　
ま
た
、
義
寂
は
聞
法
の
功
徳
と
し
て
、
仏
法
は
毛
穴
か
ら
入
る

と
し
て
い
る
。
生
類
は
仏
法
を
理
解
で
き
な
い
が
、
法
声
光
明
が

毛
穴
の
中
に
入
っ
て
、
遠
く
菩
提
の
因
縁
を
な
す
と
説
い
て
い
る
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（『
梵
網
経
菩
薩
戒
経
本
疏
』）。
こ
の
思
想
に
依
っ
て
、
放
生
会
を

勤
め
て
い
る
と
言
え
る
。

『
平
成
版　

放
生
会
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て

　
浄
土
宗
の
放
生
会
は
、「
慈
心
不
殺
」
と
「
光
明
歎
徳
章
」
の

経
説
に
基
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
梵
網
菩

薩
戒
経
』
を
読
誦
せ
ず
、
宝
勝
如
来
の
十
号
を
阿
弥
陀
如
来
の
十

号
の
み
の
専
称
一
仏
と
し
た
。
公
開
講
座
で
の
唱
礼
は
知
恩
院
で

勤
め
ら
れ
て
い
る
音
声
に
よ
っ
た
が
、
通
常
の
法
要
で
は
行
わ
れ

て
い
な
い
威
儀
作
法
で
あ
り
、
節
を
つ
け
な
が
ら
の
礼
拝
は
と
て

も
難
し
い
。
基
本
が
修
し
や
す
い
法
要
と
し
て
い
る
の
で
、
節
な

し
の
方
が
礼
拝
し
や
す
い
。
敬
首
は
奉
請
し
て
か
ら
香
偈
三
宝
礼

と
い
う
法
要
形
式
で
あ
る
が
、
日
常
勤
行
式
の
形
態
に
準
じ
て
懺

悔
を
前
半
に
し
た
。

　
放
生
す
る
生
き
物
は「
生
類
」と
称
し
た
。
遵
式
は
生
類・異
類・

異
報
・
物
類
・
傍
生
類
と
も
言
い
、
知
礼
は
異
類
・
衆
生
・
畜
生
・

異
報
・
此
類
衆
生
、
珠
宏
は
異
類
清
衆
生
・
無
足
二
足
四
足
多
足
・

種
々
生
類
・
傍
生
、
敬
首
は
生
類
・
畜
生
・
異
類
、
必
夢
は
生
命

と
称
し
た
。
傍
生
は
体
を
横
に
し
て
生
き
る
生
き
物
で
あ
り
、
知

恩
院
の
放
生
会
で
は
放
生
す
る
生
き
物
を
生
類
と
称
し
て
い
る
の

で
、
生
類
と
し
た
。

　
畜
生
回
向
文
は
、「
若
有
畜
生
類　
聞
弥
陀
名
号　
永
離
三
悪

道　
決
定
成
菩
提
」
で
あ
る
が
、
経
典
等
の
文
を
選
ん
で
一
つ
の

偈
文
と
し
た
。『
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉
経
』
の
「
若

有
畜
生
類　
得
聞
諸
仏
名　
永
離
三
悪
道　
不
生
八
難
処
」
と
、

『
華
厳
経
』
の
「
若
有
諸
衆
生　
未
発
菩
提
心　
一
得
聞
仏
名　

決
定
成
菩
提
」
と
、『
観
経
疏
』
の
「
聞
弥
陀
名
号
」
か
ら
な
る

合
成
の
偈
文
で
あ
る
。
生
類
回
向
文
と
称
し
て
、「
若
有
諸
生
類
」

と
唱
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
公
開
講
座
で
は
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
脇
に
金
戒
光
明
寺
蔵
の

烏
枢
沙
摩
明
王
を
奉
安
し
た
。
も
し
寺
院
に
明
王
像
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
明
王
名
を
位
牌
に
浄
書
し
て
奉
安
す
る
こ
と
も
良
い
で
あ

ろ
う
。
導
師
独
僧
で
明
王
を
奉
安
し
な
い
場
合
は
、
烏
枢
沙
摩
明

王
の
真
言
を
誦
さ
ず
に
、
生
類
前
に
て
洒
浄
す
る
の
も
導
師
の
意

楽
で
あ
る
。
送
仏
偈
で
は
散
華
を
修
し
た
。

　
放
生
す
る
生
類
は
、
高
座
の
手
前
の
外
陣
境
の
と
こ
ろ
に
水
槽
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ま
た
は
籠
を
置
き
、
参
列
者
に
作
法
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
生

類
の
手
前
に
、
経
机
上
に
洒
水
器
・
香
炉
・
香
盒
を
置
く
。
烏
枢

沙
摩
明
王
は
、
生
類
に
向
か
っ
て
右
側
に
奉
安
す
る
。
た
だ
し
、

内
陣
の
本
尊
に
向
か
っ
て
左
側
に
生
類
を
置
く
場
合
も
あ
る
。

　
放
生
し
て
い
る
間
の
作
法
と
し
て
、「
放
生
儀
礼
」
を
考
案
し
た
。

幼
稚
園
等
で
生
き
物
を
池
な
ど
に
放
つ
際
に
、
こ
の
次
第
に
よ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
公
開
講
座
の
教
化
資
料
と
放
生
会
の
普
及
の
た
め
に

『
平
成
版　
放
生
会
』（
折
本
）
を
作
成
し
た
。
多
少
残
部
が
あ
る

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
研
究
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

【
責
稿　
西
城
宗
隆
】

生類前での洒水作法

公開講座での「放生会」
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平
成
29
年
度
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檀
信
徒
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
関
す
る
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
研
究
班
は
、
総
長
公
室
の
依
頼
に
も
と
づ
き
組
織
さ
れ
た
浄

土
宗
総
合
研
究
所
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
当
研
究
班
は
、

浄
土
宗
の
広
報
活
動
計
画
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
檀
信
徒

向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
」
を
開
発
す
る
た
め
の
企
画
・
提

案
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。

　
総
長
公
室
の
依
頼
要
件
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

W
eb

を
活
用
し
た
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
、
流

行
、
他
宗
派
の
事
例
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

②　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
連
動
し
た
事
業
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
、
広
報
の
観
点
か
ら
効
果
が
期
待
さ

れ
る
場
合
は
、
併
せ
て
企
画
提
案
す
る
こ
と
。

③　
平
成
29
年
度
に
総
長
公
室
に
お
い
て
業
者
選
定
・
開
発
・
リ

リ
ー
ス
を
行
う
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
本
研
究
会
で
は
、
以
上
の
依
頼
要
件
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
平

成
29
年
度
中
に
総
長
公
室
に
対
し
て
檀
信
徒
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
、
企
画
・
提
案
を
行
う
も

の
と
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

　
檀
信
徒
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
具
体
案
を
提
案
す
る

特
別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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に
あ
た
っ
て
、
次
の
手
順
で
研
究
会
の
活
動
を
行
っ
た
。

１
．
他
教
団
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
状

況
の
調
査

（
１
）
開
発
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
調
査
教
団

（
２
）
他
教
団
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
状
況
の

考
察

（
３
）
ま
と
め

２
．
浄
土
宗
の
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
分
析
（
３
Ｃ
分
析
、

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
）

（
１
）
３
Ｃ
分
析
と
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
つ
い
て

（
２
）
浄
土
宗
の
３
Ｃ
分
析

（
３
）
浄
土
宗
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

３
．
ア
プ
リ
の
具
体
的
な
提
案
に
関
す
る
検
討

（
１
）「
誰
で
も
」「
い
つ
で
も
」
使
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
は
？

（
２
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
に
つ
い
て

（
３
）
新
宗
教
を
含
め
た
他
教
団
の
ア
プ
リ
の
状
況
調
査
の

結
果

（
４
）
浄
土
宗
が
開
発
す
べ
き
ア
プ
リ
の
領
域
に
つ
い
て

（
５
）
ア
プ
リ
企
画
の
基
本
戦
略
（
現
状
と
目
的
）

　
　
【
参
考
例
】
ア
ビ
ス
リ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
　
【
試
作
段
階
ア
プ
リ
】
極
楽
浄
土
公
式
ア
プ
リ
（
仮
）

（
６
）
試
作
段
階
の
紹
介

４
．
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

関
す
る
検
討

（
１
）
同
唱
十
念
運
動
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

（
２
）
念
仏
ア
プ
リ
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
連
携

（
３
）
ア
プ
リ
使
用
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

（
４
）
ア
プ
リ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
追
加
機
能
な
ど
）

（
５
）
他
ア
プ
リ
と
の
連
携

（
６
）
二
河
白
道
Ｖ
Ｒ
制
作

（
７
）
浄
土
宗
教
師
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

［
補
説
］
同
唱
十
念
運
動
の
一
般
向
け
案
「
ど
う
し
よ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

５
．
ま
と
め
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【
進
捗
状
況
】

　

本
研
究
会
は
総
長
公
室
か
ら
の
依
頼
に
も
と
づ
く
特
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
依
頼
要
件
①
～
③
を
ふ
ま
え
て
報
告

書
を
作
成
し
提
出
し
た
（
平
成
30
年
３
月
29
日
）。
な
お
、
本
号

に
研
究
成
果
報
告
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
作
業
大
綱
に
お
け
る

１
～
５
に
つ
い
て
は
、
研
究
成
果
報
告
書
の
各
章
目
（
第
１
章
～

第
５
章
）
と
そ
れ
ぞ
れ
符
合
し
て
い
る
。

　
最
終
的
に
提
案
し
た
の
は
育
成
型
ゲ
ー
ム
感
覚
の
念
仏
実
践
ア

プ
リ
で
あ
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
『
お
念

仏
を
称
え
る
き
っ
か
け
と
環
境
を
掌
に
届
け
る
』
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
他
教
団
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
状
況
の
調

査
で
得
ら
れ
た
着
眼
点
に
も
と
づ
き
、
体
験
参
加
型
の
点
か
ら
は

「
念
仏
実
践
サ
ポ
ー
ト
」、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
の
点
か
ら
は
「
極
楽
浄

土
の
疑
似
体
験
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
捻
出
し
、「
ア
プ
リ
を
通

じ
て
念
仏
を
称
え
る
シ
ン
プ
ル
な
教
え
を
体
験
し
て
も
ら
う
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
ア
プ
リ
作
成
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
浄
土
宗
の
広
報
的
な
視
座
か
ら
見
た
本
ア
プ
リ
企
画
の
基
本
戦

略
と
し
て
は
、
①
極
楽
浄
土
の
世
界
を
ス
マ
ホ
画
面
で
美
し
く
表

現
し
て
浄
土
宗
の
教
え
と
名
前
を
広
め
る
（
目
的
）、
②
念
仏
を

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
念
仏
弘
通
の
門
戸
を
広
げ
る
（
主
機
能
）、

③
表
面
上
の
宗
教
色
を
薄
め
て
万
人
に
親
し
み
や
す
く
す
る
（
手

段
）
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、「
浄
土
宗
」
と
い
う
看
板
と
象
徴
的

な
言
葉
や
教
義
（
念
仏
・
浄
土
・
極
楽
＝
浄
土
宗
）
の
イ
メ
ー
ジ

が
う
ま
く
結
び
つ
く
よ
う
な
形
で
社
会
的
知
名
度
を
上
げ
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標
に
設
定
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回　
平
成
29
年
４
月
３
日　
研
究
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て

第
２
回　
平
成
29
年
４
月
24
日　
各
教
団
の
ア
プ
リ
開
発
状
況
に

つ
い
て

第
３
回　
平
成
29
年
５
月
８
日　
３
Ｃ
分
析
に
つ
い
て

第
４
回　
平
成
29
年
５
月
15
日　
３
Ｃ
分
析
に
つ
い
て

第
５
回　
平
成
29
年
５
月
22
日　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
つ
い
て
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第
６
回　
平
成
29
年
６
月
５
日　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
つ
い
て

第
７
回　
平
成
29
年
６
月
12
日　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
つ
い
て

第
８
回　
平
成
29
年
６
月
26
日　
ア
プ
リ
の
具
体
的
提
案
の
検
討

第
９
回　
平
成
29
年
７
月
３
日　
ア
プ
リ
の
具
体
的
提
案
の
検
討

第
10
回　
平
成
29
年
７
月
10
日　
ア
プ
リ
の
具
体
的
提
案
の
検
討

第
11
回　
平
成
29
年
７
月
31
日　
ア
プ
リ
の
具
体
的
提
案
の
検
討

第
12
回　
平
成
29
年
８
月
28
日　
ア
プ
リ
の
具
体
的
提
案
の
検
討

第
13
回　
平
成
29
年
９
月
４
日　
ア
プ
リ
作
成
業
者
案
の
検
討

第
14
回　
平
成
29
年
９
月
15
日　
ア
プ
リ
作
成
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

第
15
回　
平
成
29
年
９
月
25
日　
ア
プ
リ
作
成
業
者
案
の
検
討

第
16
回　
平
成
29
年
９
月
29
日　
広
報
活
動
会
議
プ
レ
ゼ
ン（
東
京
）

第
17
回　
平
成
29
年
10
月
２
日　
念
仏
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
の
提
案

第
18
回　
平
成
29
年
10
月
16
日　
念
仏
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
の
検
討

第
19
回　
平
成
29
年
10
月
30
日　
念
仏
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
の
検
討

第
20
回　
平
成
29
年
11
月
６
日　
広
報
活
動
会
議
プ
レ
ゼ
ン
の
検
討

第
21
回　
平
成
29
年
11
月
13
日　
広
報
活
動
会
議
プ
レ
ゼ
ン
の
検
討

第
22
回　
平
成
29
年
11
月
20
日　
広
報
活
動
会
議
プ
レ
ゼ
ン（
京
都
）

第
23
回　
平
成
29
年
11
月
27
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
24
回　
平
成
29
年
12
月
11
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
25
回　
平
成
29
年
12
月
18
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
26
回　
平
成
29
年
12
月
25
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
27
回　
平
成
30
年
１
月
22
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
28
回　
平
成
30
年
１
月
29
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
29
回　
平
成
30
年
２
月
26
日　
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

第
30
回　
平
成
30
年
３
月
26
日　
補
説
の
作
成
に
つ
い
て

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
戸
松
義
晴

研
究
主
務　
　
　
袖
山
榮
輝

研
究
員　
　
　
　
齊
藤
舜
健
、
名
和
清
隆
、
東
海
林
良
昌

嘱
託
研
究
員　
　
工
藤
量
導
、
石
上
壽
應

研
究
ス
タ
ッ
フ　
大
橋
雄
人
、
遠
田
憲
弘
、
苅
部
尭
應

�

【
文
責
】
袖
山
榮
輝
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『
浄
土
宗
僧
侶
生
活
訓
』
の
作
成

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
昨
今
、
宗
内
に
お
い
て
僧
侶
の
資
質
向
上
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
僧
侶
に
対
す
る
社
会
信
頼
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
僧
侶
の
資
質
向
上
に
は
、
僧
侶
が
檀
信
徒
や
社
会

の
人
々
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
座
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
、
つ
ま
り
檀
信
徒
や
社
会
の
人
々
か
ら
信
頼
を
得

る
こ
と
が
僧
侶
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る

　
私
た
ち
浄
土
宗
僧
侶
の
理
想
の
僧
侶
像
は
、
も
ち
ろ
ん
宗
祖
法

然
上
人
で
あ
り
、
万
分
の
一
で
も
法
然
上
人
の
精
神
を
自
ら
の
上

に
具
現
し
よ
う
と
心
が
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
つ
ま
り

法
然
上
人
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
浄
土
宗
僧
侶
の
在
る
べ
き
姿
と

し
て
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
法
然
上
人
の
文
献
に
み
ら
れ
る
お
言
葉

や
言
動
を
も
と
に
考
え
、
浄
土
宗
僧
侶
が
僧
侶
た
る
者
に
な
ら
し

め
る
円
頓
戒
の
内
容
や
江
戸
期
に
書
か
れ
た
僧
侶
の
在
る
べ
き
姿

を
追
求
し
た『
蓮
門
住
持
訓
』（
貞
極
上
人
）や『
続
蓮
門
住
持
訓
』（
仏

定
上
人
）
の
記
述
を
参
考
に
し
つ
つ
、
現
代
の
僧
侶
を
取
り
巻
く

環
境
を
加
味
し
な
が
ら
、
浄
土
宗
僧
侶
の
指
針
と
な
る
『
浄
土
宗

僧
侶
生
活
訓
』（
以
下
、『
生
活
訓
』
と
略
す
）
を
作
成
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
作
業
大
綱
】

①　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
年
目
に
当
た
る
二
十
九
年
度
は
、
各
研

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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究
員
が
法
然
上
人
の
言
動
に
関
す
る
記
事
を
『
四
十
八
巻

伝
』、『
和
語
灯
録
』
か
ら
抽
出
し
、
そ
の
記
事
を
整
理
・

分
類
し
、『
生
活
訓
』
の
条
項
立
て
の
材
料
と
し
て
討
議

し
た
。

②　
昨
年
度
に
引
き
続
き
研
究
会
で
は
、
主
に
所
内
研
究
員
を

講
師
に
招
聘
し
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
各
講
師
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
僧
侶
の
資
質
向
上
に
関
す
る
教
示

を
受
け
、
現
代
に
生
き
る
浄
土
宗
僧
侶
の
在
る
べ
き
姿
を

模
索
し
た
。
二
十
九
年
度
の
研
究
会
で
、
招
聘
し
た
講
師

と
講
題
等
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
第
二
回
研
究
会　
　
柴
田
泰
山
研
究
員　
「
浄
土
宗
に
お

け
る
一
僧
侶
像
考
」

・
第
三
回
研
究
会　
　
中
川
正
業
研
究
員　
「
浄
土
宗
僧
侶

の
あ
る
べ
き
姿
」

・
第
四
回
研
究
会　
　

佐
藤
泰
之
氏　
　
　
「
仏
教
に
関
す

る
意
識
調
査
に
つ
い
て
」

　
※
全
日
本
仏
教
界
加
盟
団
体
説
明
会
に
参
加
を
し
て
講
義

を
拝
聴
。

・
第
十
二
回
研
究
会　
鵜
飼
秀
徳
師　
　
　
「
僧
侶
は
社
会

と
ど
れ
だ
け
ズ
レ
て
い
る
の
か
」

③　
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
・
ネ
ッ
ト
上
に
見
ら
れ
る
批
判
さ
れ

る
僧
侶
の
言
動
に
つ
い
て
の
認
識
の
共
有
。

④　
『
生
活
訓
』
作
成
に
向
け
て
、
条
項
の
数
や
具
体
的
な
条

項
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ
れ
に
併
せ
て『
生
活
訓
』

下
書
き
原
稿
の
見
直
し
作
業
を
随
時
、
行
っ
た
。

【
進
捗
状
況
】

　
『
生
活
訓
』
作
成
に
向
け
て
、
十
二
の
条
項
を
定
め
、
そ
れ
ぞ

れ
に
浄
土
宗
僧
侶
の
行
動
の
指
針
と
な
る
標
語
を
付
し
、
そ
れ
に

法
然
上
人
の
お
言
葉
や
円
頓
戒
の
内
容
や
、『
蓮
門
住
持
訓
』、『
続

蓮
門
住
持
訓
』
の
記
述
を
当
て
は
め
、
そ
れ
に
解
説
を
加
え
る
と

い
う
体
裁
で
ま
と
め
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
17
日　
検
討
会

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
26
日　
勉
強
会
（
講
師
：
柴
田
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泰
山
研
究
員
）

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
９
日　
勉
強
会
（
講
師
：
中
川

正
業
研
究
員
）

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
９
日　
研
修
会
に
参
加
（
講
師:

佐
藤
泰
之
氏
）

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
13
日　
検
討
会

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
20
日　
資
料
整
理

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
21
日　
資
料
整
理

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
22
日　
資
料
整
理

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
26
日　
検
討
会

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
24
日　
検
討
会

第
11
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
26
日　
勉
強
会
（
華
頂
高
校
に

お
け
る
授
戒
会
見
学
）　

第
12
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
12
日　
勉
強
会
（
講
師
：
鵜
飼

秀
徳
師
）

第
13
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
14
日　
勉
強
会
（
文
教
高
校
に

お
け
る
授
戒
会
見
学
）

第
14
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
15
日　
勉
強
会
（
文
教
高
校
に

お
け
る
授
戒
会
見
学
）

第
15
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
17
日　
検
討
会

第
16
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
14
日　
検
討
会

第
17
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
27
日　
検
討
会

第
18
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
27
日　
検
討
会

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
藤
本
浄
彦

研
究
主
務　
　
　
井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　
齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
田
中
芳
道　
柴
田
泰

山　
八
橋
秀
法

嘱
託
研
究
員　
　
南
宏
信　
曽
田
俊
弘　
伊
藤
茂
樹　
安
達
俊
英

善
裕
昭　
上
野
忠
昭　
中
川
正
業  

米
澤
美
江

子

研
究
ス
タ
ッ
フ　
角
野
玄
樹

�

　
【
文
責
】
井
野
周
隆
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次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
既
存
の
檀
信
徒
の
次
世
代
を
担
う
３
０
代
、
４
０
代
、
５
０
代

の
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
意
識
を
持
ち
、
寺
院
に
対
し
て
何

を
求
め
て
い
る
か
。
そ
し
て
彼
ら
に
対
し
て
、
檀
信
徒
関
係
、
ま

た
浄
土
宗
の
信
仰
を
継
承
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方

策
を
と
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
か
。
ま
た
現
在
、
檀
信
徒
関
係
に

な
い
こ
れ
ら
の
世
代
と
の
新
た
な
結
び
つ
き
を
、
如
何
に
し
て
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
研
究
し
て
い
る
。
特
に
「
お
寺
で
行
う

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。

【
作
業
大
綱
】

　
七
五
三
活
性
化
に
関
す
る
資
料
の
作
成

　
智
慧
結
び
法
要
（
学
業
成
就
法
要
）
に
関
す
る
資
料
の
作
成

【
進
捗
状
況
】

　
２
８
年
度
は
、
上
半
期
で
基
礎
的
研
究
を
行
い
、
下
半
期
で
は

「
お
寺
で
行
う
人
生
儀
礼
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
活
性
化
の
方

策
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
特
に
子
ど
も
の
成
育
過
程
に
お
け

る
儀
礼
を
中
心
と
し
、
具
体
的
に
は
、
お
寺
で
の
七
五
三
を
広
く

実
施
し
て
も
ら
う
べ
く
、
イ
メ
ー
ジ
動
画
を
作
成
し
た
。　
　

　
２
９
年
度
上
半
期
に
は
、
七
五
三
の
式
次
第
や
ポ
ス
タ
ー
、
イ

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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メ
ー
ジ
動
画
と
リ
ン
ク
し
た
形
で
の
七
五
三
解
説
動
画
を
完
成
さ

せ
た
。
下
半
期
は
、
法
然
上
人
の
生
涯
に
因
ん
だ
、
新
た
な
学
業

成
就
法
要
で
あ
る
「
智
慧
結
び
法
要
」
を
考
案
し
、
式
次
第
、
解

説
動
画
、
水
瓶
・
洒
水
器
の
紙
飾
り
作
成
動
画
、「
子
ど
も
の
人

生
儀
礼　
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
た
。
ま
た『
教
化
研
究
』

掲
載
の
「
成
果
報
告
」
を
執
筆
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
３
日　
七
五
三
の
式
次
第
に
つ

い
て

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
10
日　
七
五
三
の
式
次
第
に
つ

い
て

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
17
日　
七
五
三
の
式
次
第
に
つ

い
て

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
１
日　
七
五
三
の
ポ
ス
タ
ー
他

資
料
に
つ
い
て

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
８
日　
七
五
三
の
ポ
ス
タ
ー
他

資
料
に
つ
い
て

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
15
日　
七
五
三
の
解
説
動
画
に

つ
い
て

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
22
日　
七
五
三
の
解
説
動
画
に

つ
い
て

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
８
日　
七
五
三
の
解
説
動
画
に

つ
い
て

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
５
日　
七
五
三
の
解
説
動
画
に

つ
い
て

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
12
日　
七
五
三
の
解
説
動
画
に

つ
い
て

第
11
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
19
日　
初
参
り
に
つ
い
て

第
12
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
26
日　
小
中
学
校
卒
業
時
の
儀

式
に
つ
い
て

第
13
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
１
日　
智
慧
結
び
法
要
の
式
次

第
に
つ
い
て

第
14
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
３
日　
智
慧
結
び
法
要
の
式
次

第
に
つ
い
て

第
15
回
研
究
会　

平
成
29
年
７
月
10
日　

智
慧
結
び
法
要
ポ
ス
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タ
ー
他
資
料
に
つ
い
て

第
16
回
研
究
会　

平
成
29
年
７
月
24
日　

智
慧
結
び
法
要
ポ
ス

タ
ー
他
資
料
に
つ
い
て

第
17
回
研
究
会　

平
成
29
年
７
月
31
日　

智
慧
結
び
法
要
ポ
ス

タ
ー
他
資
料
に
つ
い
て

第
18
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
31
日　
教
団
布
置
研
究
会
の
発

表
資
料
に
つ
い
て

第
19
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
21
日　
教
団
布
置
研
究
会
の
発

表
資
料
に
つ
い
て

第
20
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
28
日　
教
団
布
置
研
究
会
の
発

表
資
料
に
つ
い
て

第
21
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
11
日　
教
団
布
置
研
究
会
の
発

表
資
料
に
つ
い
て

第
22
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
25
日　
智
慧
結
び
法
要
の
動
画

撮
影

第
23
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
２
日　
智
慧
結
び
法
要
の
動
画

に
つ
い
て

第
24
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
16
日　
智
慧
結
び
法
要
の
動
画

に
つ
い
て

第
25
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
30
日　
智
慧
結
び
法
要
の
動
画

に
つ
い
て

第
26
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
６
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
27
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
13
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
28
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
27
日  

洒
水
器
の
紙
飾
り
作
成

動
画
の
撮
影

第
29
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
４
日　
水
瓶
の
紙
飾
り
作
成
動

画
の
撮
影

第
30
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
11
日　
慶
事
の
飾
り
の
作
り
方

動
画
に
つ
い
て

第
31
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
18
日　
慶
事
の
飾
り
の
作
り
方

動
画
に
つ
い
て

第
32
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
15
日　
慶
事
の
飾
り
の
作
り
方

動
画
に
つ
い
て

第
33
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
22
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
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践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
34
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
５
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
35
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
13
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
36
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
20
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
37
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
26
日　
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
38
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
５
日　
成
果
報
告
書
の
作
成

第
39
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
19
日　
成
果
報
告
書
の
作
成

第
40
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
26
日　
成
果
報
告
書
の
作
成

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代
表　
　
　
　
　
　
武
田
道
生

主
務　
　
　
　
　
　
名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　
　
袖
山
栄
輝
、
東
海
林
良
昌
、
宮
坂
直
樹
、
和

田
典
善
、
工
藤
量
導

嘱
託
研
究
員　
　
　
石
上
壽
應
、
鍵
小
野
和
敬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
　
菅
波
正
行
、
石
川
基
樹

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
実
践
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
研
究
は
、
以
下
の
三
点
を
成
果
と
し
て
提
示
す
る
た
め
に
行

う
。①

浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
立
場
の
研
究

②
中
原
実
道
氏
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究
（
最
終
講
義
録
の

完
成
を
含
む
）

③
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
の
構
築

【
作
業
大
綱
】

　
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
構
築
を
目
指
し
、
中
原
実
道
氏

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
に
関
す
る
諸
問
題
（
理
論
の
背
景
・
展

開
・
課
題
等
）
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
と
共
に
、
法
然
上
人
の

他
者
に
関
わ
る
姿
勢
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

　
種
々
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
の
整
理
、
中
原
理
論
の
背
景
及

び
展
開
、
中
原
理
論
の
検
討
、
法
然
上
人
の
他
者
に
関
わ
る
姿
勢
、

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
求
め
る
も
の
等
の
個
別
研
究
は
終
了
し
た
。
ま

た
、
平
行
し
て
行
っ
た
中
原
実
道
師
の
最
終
講
義
録
も
完
成
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
24
日　

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
１
日
（
基
礎
的
作
業
）

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
24
日　

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
12
日
（
公
開
研
究
会
）

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
３
日

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
25
日

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
23
日

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
30
日
（
基
礎
的
作
業
）

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
20
日  

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
18
日

第
11
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
５
日
（
基
礎
的
作
業
）

第
12
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
26
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代
表　
　
　
　
　
　
石
川
到
覚

主
務　
　
　
　
　
　
曽
根
宣
雄

嘱
託
研
究
員　
　
　
曽
田
俊
弘　
郡
嶋
昭
示

研
究
ス
タ
ッ
フ　
　
大
河
内
大
博　
高
瀬
顕
功　
籠
島
浩
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
春
本
龍
彬　
星
俊
明　
田
中
美
喜

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄
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災
害
対
応
の
総
合
的
研
究
―
地
域
防
災
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
―

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
研
究
班
で
は
「
寺
院
の
公
益
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
災
害
時

に
お
け
る
寺
院
の
役
割
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
２
９
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の
被
災
地
寺
院
で
の

出
来
事
、
救
援
活
動
で
の
成
果
や
課
題
に
関
す
る
情
報
の
整
理
を

行
う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
合
わ

せ
て
平
成
２
８
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
関
す
る
情
報
集

約
も
行
っ
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
多
く
の
宗
教
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

や
調
整
業
務
を
担
当
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
う
し
た
宗
教
者

の
活
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
、
問
題
点
や
利

点
等
の
調
査
を
、
淑
徳
大
学
へ
の
研
究
協
力
の
形
で
行
っ
て
き
た
。

【
作
業
大
綱
】

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
た
資
料
整
理
を

進
め
た
。
ま
た
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
淑
徳
大
学
、
連
携
研
究

を
行
っ
て
い
る
大
阪
大
学
と
の
共
同
研
究
会
を
行
っ
た
。

【
進
捗
状
況
】

　
・
淑
徳
大
学
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
は
東
日
本
大
震
災
被
災

３
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
聞
き
取
り
調
査
と
、
そ
の
結
果
の

と
り
ま
と
め
と
分
析
を
合
同
で
行
っ
た
。

　
・
大
阪
大
学
と
の
連
携
研
究
を
行
っ
て
い
る
、「
宗
教
施
設
を

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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地
域
資
源
と
し
た
地
域
防
災
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」（
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ａ
・
研
究
代
表
者
・
稲
場
圭
信
大
阪

大
学
大
学
院
教
授
）
で
は
、
災
害
協
定
に
関
す
る
調
査
や
、
平
成

２
９
年
７
月
発
災
の
福
岡
県
朝
倉
市
・
大
分
県
日
田
市
の
水
害
の

現
地
調
査
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
・
大
本
山
増
上
寺
よ
り
、
年
４
回
ご
本
尊
に
お
供
え
す
る
お
餅

の
被
災
地
支
援
、
貧
困
者
支
援
な
ど
へ
の
活
用
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
（
①
璽
書
道
場
・
五
重
相
伝
会
、
②
傳
宗
傳
戒
道
場
、
③
お

正
月
の
鏡
餅
、
④
御
忌
大
会
）、
こ
れ
ま
で
研
究
調
査
を
通
し
て

ご
縁
の
あ
っ
た
各
種
団
体
と
協
働
し
、「
お
福
わ
け
」
事
業
と
し

て
企
画
を
立
案
し
協
力
を
し
た
。
同
事
業
は
大
本
山
善
導
寺
で
も

行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
企
画
・
協
力
を
行
っ
た
。

　
・
大
本
山
増
上
寺
よ
り
、
災
害
用
備
蓄
品
の
賞
味
期
限
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
被
災
地
支
援
や
貧
困
者
支
援
へ
の
活
用
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
た
。
淑
徳
大
学
看
護
栄
養
学
科
の
協
力
、
社

会
福
祉
推
進
事
務
局
と
連
携
し
て
、
企
画
協
力
と
し
て
事
業
を
進

め
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
11
日　
成
果
報
告
に
向
け
た
資

料
整
理

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
24
日
（
気
仙
沼
社
会
福
祉
協
議

会
聞
き
取
り
調
査
）

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
22
日　
社
協
と
の
共
同
に
つ
い

て
情
報
整
理

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
30
日　
成
果
報
告
に
向
け
た
資

料
ま
と
め

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
９
日　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て

の
検
討

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
19
日　
淑
徳
大
学
合
同

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
２
日　
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
（
東
京
大
学
）

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
11
日　

宮
城
石
巻Yahoo!

（
復

興
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
）

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
21
日　
災
害
対
策
事
務
局
打
合
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せ第
10
回
研
究
会　

平
成
29
年
７
月
31
―
８
月
２
日　

熊
本
教
区

長
・
大
分
教
区
被
災
寺
院

第
11
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
25
日　
日
本
仏
教
福
祉
学
会
発

表
に
向
け
て
（
淑
徳
大
学
合
同
）

第
12
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
10
日　
日
本
仏
教
福
祉
学
会
参

加
（
淑
徳
大
学
合
同
）

第
13
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
30
日　
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
（
新
宿
日
蓮
宗
常
園
寺
）

第
14
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
10
日　
資
料
ま
と
め
・
確
認
作

業第
15
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
24
―
25
日　
熊
本
教
区
・
福
岡

教
区
聞
き
取
り

第
16
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
20
日　
資
料
ま
と
め
・
確
認
作

業第
17
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
28
日　
淑
徳
大
学
・
大
阪
大
学

合
同
研
究
会

第
18
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
12
日　
災
害
対
策
事
務
局
・
社

会
福
祉
推
進
事
務
局

第
19
回
研
究
会　

平
成
29
年
12
月
15
日　

Yahoo!

ジ
ャ
パ
ン
／

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン

第
20
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
９
日　
資
料
ま
と
め
・
確
認
作

業
／
お
福
わ
け

第
21
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
10
日 

資
料
ま
と
め
・
確
認
作
業

／
お
福
わ
け
増
上
寺
打
合
せ
／
社
会
福
祉
推
進
事
務
局
打
合
せ

第
22
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
15
日　
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
（
上
智
大
学
）

第
23
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
22
日　
備
蓄
品
活
用
／
淑
徳
大

学第
24
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
30
日　
大
阪
大
学
合
同
研
究
会

第
25
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
２
日　
講
師
招
聘
（
青
池
良
輔

氏
）

第
26
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
13
日　
浄
土
宗
社
会
福
祉
推
進

事
務
局
・
米
一
升
運
動
意
見
交
換
会

第
27
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
19
日　
「
お
福
わ
け
」
活
動
・

淑
徳
大
学
訪
問
（
増
上
寺
担
当
課
長
同
席
）
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代　
表　
　
　
　
今
岡
達
雄

主　
務　
　
　
　
宮
坂
直
樹

研　
究　
員　
　
戸
松
義
晴　
袖
山
榮
輝　
東
海
林
良
昌　
吉
田

淳
雄

常
勤
嘱
託
研
究
員　
石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　
　
藤
森
雄
介　
鷲
見
宗
信　
小
川
有
閑　
石
川

基
樹　
高
瀬
顕
功　
小
林
惇
道　
問
芝
志
保

中
村
悟
眞

�
【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏
教

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏
教
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
、「
老
い
」
を

め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
日
本
の
社
会
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
課
題
の

最
優
先
順
位
に
位
置
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
代

社
会
に
お
け
る
老
い
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
分
析
を
基
に

「
現
代
人
の
老
い
」
に
お
け
る
仏
教
的
な「
場
」
の
提
案
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た「
場
」
に
お
い
て
、「
老
い
」
に

対
す
る
見
解
、
資
質
を
備
え
た
相
談
相
手
、
法
話
、
儀
礼
を
備
え

た
寺
院
や
僧
侶
が
、
こ
の
問
題
に
関
わ
る
意
味
は
少
な
か
ら
ず
存

す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
仏
教
的
見
地

に
立
っ
た
分
か
ち
合
い
や
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
場
を
教
学・
布
教・

法
式
の
各
分
野
の
協
力
に
よ
り
創
出
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
僧
侶
像

を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
老
い
」
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

寺
院
と
社
会
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
道
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
も
提
示
し
て
い
き
た
い
。

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

　
研
究
調
査
と
共
に
成
果
報
告
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
第
２
回
研
究
会
で
は
、
東
京
都
内
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
実
地
調
査
行
っ
た
。
現
在
の
当
研
究
班
の
動

向
の
う
ち
、
研
究
調
査
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
継

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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続
調
査
、
及
び
先
進
的
な
老
い
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
施

設
で
の
訪
問
調
査
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
成
果
報
告
に
向
け

て
は
、『
教
化
研
究
』
掲
載
予
定
原
稿
の
読
み
合
わ
せ
、
９
月
に

開
催
さ
れ
る
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
へ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
に
よ
る
中
間
報
告
、
及
び
来
年
２
月
に
開
催
予
定
の
浄
土
宗

総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
研
究
調
査
及
び
有
識
者
を
招
聘
し
た
研
究
会
と
共
に
、
成
果
報

告
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
う
内
容
で
あ
っ
た
。
第
16
回
、
22
回
、

27
回
研
究
会
で
は
、
東
京
都
内
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
の
実
地
調
査
行
っ
た
。
ま
た
、
報
告
に
向
け
て『
教
化

研
究
』
掲
載
予
定
原
稿
の
読
み
合
わ
せ
、
9
月
6
～
7
日
に
は
浄

土
宗
総
合
学
術
大
会
に
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
を
行
い
、

9
月
12
日
に
は
、
先
進
的
な
老
い
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

石
川
県
金
沢
市
佛
子
園
で
の
訪
問
調
査
を
行
っ
た
。
30
年
2
月
19

日（
月
）
に
は
、
2
年
間
の
研
究
成
果
と
し
て
、
浄
土
宗
総
合
研

究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割

―
介
護
者
に
寄
り
添
う
」
を
ス
タ
ッ
フ
含
め100

名
超
の
参
加
者

の
も
と
開
催
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
1
回
研
究
会　
平
成
29
年
4
月
24
日

第
2
回
研
究
会　
平
成
29
年
5
月
16
日

第
3
回
研
究
会　
平
成
29
年
5
月
29
日

第
4
回
研
究
会　
平
成
29
年
6
月
12
日

第
5
回
研
究
会　
平
成
29
年
7
月
10
日

第
6
回
研
究
会　
平
成
29
年
7
月
18
日

第
7
回
研
究
会　
平
成
29
年
7
月
24
日

第
8
回
研
究
会　
平
成
29
年
7
月
31
日

第
9
回
研
究
会　
平
成
29
年
8
月
28
日

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
9
月
11
日

第
11
回
研
究
会　
平
成
29
年
9
月
19
日

第
12
回
研
究
会　
平
成
29
年
9
月
25
日

第
13
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
2
日

第
14
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
16
日

第
15
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
13
日
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第
16
回
研
究
会
　
平
成
29
年
11
月
14
日

第
17
回
研
究
会
　
平
成
29
年
12
月
11
日

第
18
回
研
究
会
　
平
成
29
年
12
月
18
日

第
19
回
研
究
会
　
平
成
30
年
1
月
16
日

第
20
回
研
究
会
　
平
成
30
年
1
月
19
日

第
21
回
研
究
会
　
平
成
30
年
1
月
22
日

第
22
回
研
究
会
　
平
成
30
年
1
月
23
日

第
23
回
研
究
会
　
平
成
30
年
2
月
5
日

第
24
回
研
究
会
　
平
成
30
年
2
月
13
日

第
25
回
研
究
会
　
平
成
30
年
2
月
19
日

第
26
回
研
究
会
　
平
成
30
年
3
月
5
日

第
27
回
研
究
会
　
平
成
30
年
3
月
13
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

　
研
究
代
表
：
戸
松
義
晴

　
主
務
　
　
　
東
海
林
良
昌

　
研
究
員
　
　
　
八
木
英
哉
　
中
野
孝
昭
　
名
和
清
隆
　
吉
田
淳

雄
　
宮
入
良
光
　
工
藤
量
導	

　

　
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
大
橋
雄
人
　
伊
藤
竜
信
　
小
川
有
閑
　
下
村

達
郎
　
高
瀬
顕
功
　
小
林
惇
道
　
中
村
悟
眞

�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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『
法
然
上
人
の
御
法
語
第
4
・
5
集
―
制
誡
編
―
』
刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
】

　
本
研
究
班
は
、
平
成
九
年
か
ら
同
一
三
年
に
か
け
て
浄
土
宗
か

ら
刊
行
さ
れ
た
『
法
然
上
人
の
ご
法
語
』（
以
下
、『
ご
法
語
』
と

記
す
）
第
一
集
か
ら
第
三
集
に
引
き
続
き
、
第
五
集
の
刊
行
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で『
法
然
上
人
の
ご
法
語
①
―
消
息
編
―
』

（
平
成
九
年
三
月
発
行
、
全
二
八
四
頁
）、『
法
然
上
人
の
ご
法
語

②
―
法
語
類
編
―
』（
平
成
一
一
年
三
月
発
行
、
全
四
一
三
頁
）、

『
法
然
上
人
の
ご
法
語
③
―
対
話
編
―
』（
平
成
一
三
年
六
月
発
行
、

全
四
八
三
頁
）
か
ら
な
る
三
集
を
編
訳
・
刊
行
し
て
き
た
も
の
の
、

取
り
上
げ
る
べ
き
法
然
上
人
の
遺
文
を
網
羅
し
得
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
法
然
上
人
の
ご
法

語
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
編
訳
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
第
五
集
は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
ご
法
語
』
前
三
集
に
準

じ
て
、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
、『
昭
法
全
』と
記
す
）「
第

六
輯
　
制
誡
篇
」（『
昭
法
全
』
七
八
一
頁
～
八
一
六
頁
）
を
取
り

上
げ
て
、
順
次
、
研
究
会
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
刊
行
し
て

き
た
三
集
は
、
説
示
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
法
語
の
配
当
、
法
話

に
資
す
る
適
度
な
法
語
の
分
量
設
定
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
現

代
語
訳
、
豊
富
な
語
注
と
適
切
な
索
引
な
ど
を
施
し
た
こ
と
か
ら
、

既
に
第
一
集
が
完
売
す
る
な
ど
、
本
宗
僧
侶
の
布
教
伝
道
資
料
と

し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
一
般
読
者
か
ら
も
高
い
支

持
を
得
て
き
た
。
本
書
の
刊
行
は
、
法
然
上
人
の
選
択
本
願
念
仏

思
想
の
普
及
の
一
助
と
な
り
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
】

　
平
成
二
九
年
度
の
作
業
大
綱
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
引
用
法
語
の
選
定・編
集
―『
昭
法
全
』「
第
六
輯　
制
誡
篇
」

所
収
の
各
種
法
語
に
つ
い
て
、
法
語
の
典
拠
調
査
、
法
語
の
典
拠

前
後
の
内
容
確
認
、
法
語
中
の
引
用
文
献
の
調
査
、
そ
の
法
語
が

所
収
さ
れ
る
各
種
異
本
等
と
の
校
合
作
業
な
ど
を
研
究
員
が
分
担

し
て
調
査
。
以
上
の
作
業
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
般
読
者
向
け
の

読
み
や
す
い
文
体
を
作
成
。
あ
わ
せ
て
、
引
用
法
語
に
つ
い
て
の

必
要
な
書
誌
情
報
を
示
す
脚
注
の
作
成
。

　
②
選
定
法
語
の
現
代
語
訳
―
①
を
経
た
法
語
に
つ
い
て
、
本
書

で
も
っ
と
も
重
き
を
置
い
て
い
る
一
般
読
者
向
け
の
読
み
や
す
い

現
代
語
訳
の
作
成
。

　
③
選
定
法
語
の
配
当
―
当
初
、『
ご
法
語
』
前
三
集
の
目
次
に

沿
っ
た
法
語
の
配
当
を
進
め
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
文
化
局
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、「
制
誡
編
」
所
収
法
語
の
性
格
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
巻
の
よ
う
な
目
次
に
沿
っ
た
並
び
替
え
、
適
切
な
分
量
の

法
語
へ
の
分
割
に
つ
い
て
は
相
応
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
全
文

掲
載
の
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　
④
語
注
・
索
引
作
成
―
『
ご
法
語
』
前
三
集
に
準
じ
た
語
注
・

索
引
の
作
成
。

　
以
上
が
本
年
度
の
作
業
大
綱
で
あ
る
。

【
進
捗
状
況
】

　
平
成
二
九
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、
研
究
班
に
お
け
る
上
記
編

集
作
業
を
終
え
、
浄
土
宗
文
化
局
へ
の
デ
ー
タ
の
移
行
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
文
化
局
と
の
協
力
の
も
と
編
集
作
業
を
進
め
、
一
日
も

早
い
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
３
日　
編
集
作
業

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
24
日　
編
集
作
業

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
１
日　
編
集
作
業

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
25
日　
編
集
作
業

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
16
日　
編
集
作
業
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第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
27
日　
編
集
作
業

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　
袖
山
榮
輝　
曽
根
宣
雄　
和
田
典
善　
東
海
林

良
昌　
佐
藤
堅
正

常
勤
嘱
託
研
究
員　
　
郡
嶋
昭
示　
工
藤
量
導　
石
田
一
裕

嘱
託
研
究
員　
　
石
川
琢
道　
吉
水
岳
彦　
石
上
壽
應

研
究
ス
タ
ッ
フ　
大
橋
雄
人　
杉
山
裕
俊

�
　
【
文
責
】
林
田
康
順



研究活動報告

93　 

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
宗
教

学
・
宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お
い
て

も
、
情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査
分
析
す

る
方
法
論
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
分
析
方

法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換
（
電
子
テ

キ
ス
ト
化
）
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、
わ
が
宗

の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
に
基
づ
い
て
電
子
化
す
べ
く
、

電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
研
究
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
浄
土
宗
全
書
』

正
続
両
篇
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
、
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
以
下
、
浄
全DB

）
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
す
る
。
ま
た
、『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
を
電
子
化
し
てW

EB

版
（
以
下
、W

EB

版
大
辞
典
）
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
公
開
す
る
準
備
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
浄
土
宗
関
係
典
籍
の

電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
引
き
続
き
進
め
、
画
像
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
の
第
一
歩
と
し
て
大
本
山
増
上
寺
所
蔵
宋
版
大
蔵
経

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
電
子
デ
ー
タ
化（
以
下
、
宋
版
電
子
化
）

を
行
う
。

【
作
業
大
綱
】

一
、
浄
全DB
の
公
開
と
保
守
管
理

二
、W

EB

版
大
辞
典
の
作
成
と
公
開

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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三
、
浄
土
宗
関
係
典
籍
の
電
子
化

四
、
宋
版
電
子
化

【
進
捗
状
況
】

一 

浄
全DB
の
公
開
と
保
守
管
理

・
浄
全DB

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
た
。SA

T

大
正
新

脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
携
し
て
い
る
。
7
月
24

日
に
教
化
研
修
会
館
（
源
光
院
）
で
記
者
発
表
を
行
い
、
公
開
講

座
「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
大
正
新
脩
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
」
を
開
催
し
た
。
浄
全DB

に

つ
い
て
は
、
齊
藤
主
任
研
究
員
が
5
月
22
日
に
全
日
仏
に
て
解
説

し
、
佐
藤
が
9
月
6
日
に
総
合
学
術
大
会
で
発
表
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
9
月
29
日
に
は
天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
三
班
の
研

究
員
が
来
所
し
、
浄
全DB

に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
い
っ
た
。

二 W
EB

版
大
辞
典
の
作
成
と
公
開

・W
EB

版
大
辞
典
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
浄
全DB

と
も
連
携
し
て
い
る
。
平
成
30
年
4
月
1
日
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

三　
浄
土
宗
関
係
典
籍
の
電
子
化

・『
増
上
寺
資
料
集
別
巻
』
の
う
ち
、
宋
版
の
部
分
を
電
子
テ
キ

ス
ト
化
し
た
。

四　
宋
版
電
子
化

・
業
者
へ
の
発
注
を
済
ま
せ
、
納
品
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

４
月
３
日　
本
年
度
の
予
定
に
つ
い
て
、

４
月
17
日　
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
業
者
と
打
合
せ
、

４
月
24
日　
記
者
発
表
・
公
開
講
座
に
つ
い
て
、

５
月
１
日　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
、

５
月
８
日　
浄
全DB

の
デ
ー
タ
確
認
、

５
月
22
日　
全
日
仏
総
務
財
政
審
議
会
で
浄
全DB

に
つ
い
て
齊

藤
主
任
研
究
員
が
説
明
、

６
月
５
日
、
６
月
12
日
、
６
月
19
日　
記
者
発
表
・
公
開
講
座
に

つ
い
て
、

７
月
24
日　
教
化
研
修
会
館
（
源
光
院
）
に
て
記
者
発
表
・
公
開

講
座
、
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７
月
31
日　
公
開
講
座
に
つ
い
て
の
反
省
、

８
月
28
日　

W
EB

版
大
辞
典 

に
つ
い
て
、

９
月
５
日　
総
合
学
術
大
会
発
表
準
備
、

９
月
11
日
、
９
月
25
日　

W
EB

版
大
辞
典 

に
つ
い
て
、

９
月
29
日　

天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
三
班
に
対
し
浄
全

DB

の
説
明
、

10
月
２
日　
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
業
者
と
打
合
せ
、

10
月
16
日　

 W
EB

版
大
辞
典 
、
浄
全DB

の
改
良
に
つ
い
て
、

10
月
23
日　
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
合
せ
、

10
月
30
日　
宋
版
電
子
化
に
つ
い
て
、

11
月
13
日　
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
業
者
、
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
合

せ
、

11
月
27
日　
宋
版
電
子
化
に
つ
い
て
、

12
月
11
日　
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
合
せ
、

12
月
18
日　
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
業
者
と
打
合
せ
、

12
月
25
日
、
１
月
15
日
、
１
月
22
日
、
１
月
29
日
、
２
月
５
日
、

２
月
26
日　

 

宋
版
電
子
化
に
つ
い
て
、

３
月
５
日
、
３
月
12
日　
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
合
せ
、

３
月
26
日　
宋
版
電
子
化
に
つ
い
て

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　
後
藤
真
法  

齊
藤
舜
健  

柴
田
泰
山  

市
川
定
敬

嘱
託
研
究
員　
　
工
藤
量
導　
石
川
琢
道

研
究
ス
タ
ッ
フ　
大
橋
雄
人

�

【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
「
世
界
に
共
生
を
」
に
基
づ
き
浄
土
宗
の
教

え
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、『
浄
土
宗
聖
典
』
の
英
訳
・
出
版

を
目
的
と
し
た
研
究
会
を
開
催
す
る
。『
和
語
燈
録
』
の
英
訳
・

編
集
・
確
認
作
業
、『
観
経
疏
』
英
訳
の
集
中
研
究
会
、Coats 

and Ishizuka

の
『Honen　

The Buddhist Saint

』
の
テ
キ

ス
ト
化
、
本
文
・
脚
注
な
ど
の
確
認
作
業
を
行
い
、
現
代
に
通
用

す
る
英
語
に
編
集
し
て
成
果
を
公
開
す
る
。
ま
た
仏
教
聖
典
英
訳

に
関
す
る
国
際
学
会
・
会
議
な
ど
に
参
加
し
、
翻
訳
に
関
す
る
研

究
動
向
・
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映

す
る
。
英
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研
究
成
果
を
公
開
し
、
世
界
に
浄

土
宗
の
教
え
を
発
信
し
て
い
く

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

①
『
和
語
燈
録
』・『
観
経
疏
』
の
英
訳
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
九
年
六
月
か
ら
七
月
に
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
バ
ー

ク
レ
イ
校
仏
教
学
・
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
教
授
を
招
聘
し
て
集
中
研

究
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
集
中
研
究
会
に
お
い
て
、
今
年
度
は
翻

訳
準
備
の
た
め
の
基
礎
作
業
、
英
訳
編
集
作
業
を
行
な
っ
た
。
基

礎
作
業
で
は
こ
れ
ま
で
の
英
訳
に
基
づ
い
た
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
（
語

彙
集
）
の
作
成
、
英
訳
編
集
作
業
で
は
「
大
胡
太
郎
實
秀
へ
つ
か

は
す
御
返
事
」「
往
生
大
要
抄
」英
訳
と『
観
経
疏
』定
善
義
の
英
訳
。

②
『Honen the Buddhist Saint: His Life and Teaching

』

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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の
編
集
校
訂
作
業
行
い
脚
注
を
終
了
し
、
本
文
の
19
巻
ま
で
終
了

し
、
研
究
成
果
報
告
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

③
研
究
成
果
報
告
で
は
、
第
18
回
国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
（
平

成
29
年
6
月
30
日
―
7
月
2
日
）
に
お
い
て
、
浄
土
宗
総
合
研
究

所
の
パ
ネ
ル
発
表
、　
第
18
回
国
際
仏
教
学
会
（
平
成
29
年
8
月

20
日
―
25
日
）
で
は
個
人
発
表
で
成
果
の
一
端
を
発
表
し
、
国
際

社
会
に
お
い
て
浄
土
宗
の
存
在
感
を
高
め
た
。『
教
化
研
究
』
に

お
い
て
研
究
成
果
を
報
告
し
、
世
界
の
浄
土
教
研
究
者
と
意
見
交

換
し
た
。

【
研
究
会
実
施
日
】 

第
1
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
4
日 

第
2
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
5
日 

第
3
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
12
日 

第
4
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
14
日 

第
5
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
18
日 

第
6
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
26
日 

第
7
回
研
究
会 

平
成
29
年
4
月
27
日 

第
8
回
研
究
会 

平
成
29
年
5
月
12
日 

第
9
回
研
究
会 

平
成
29
年
5
月
18
日 

第
10
回
研
究
会 

平
成
29
年
5
月
23
日 

第
11
回
研
究
会 

平
成
29
年
5
月
26
日 

第
12
回
研
究
会 

平
成
29
年
5
月
30
日 

第
13
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
7
日 

第
14
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
8
日 

第
15
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
9
日 

第
16
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
12
日 

第
17
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
13
日 

第
18
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
14
日 

第
19
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
20
日 

第
20
回
研
究
会 

平
成
29
年
6
月
21
日 

第
21
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
2
日

第
22
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
3
日

第
23
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
4
日

第
24
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
5
日

第
25
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
6
日
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第
26
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
18
日

第
27
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
19
日

第
28
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
25
日

第
29
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
1
日

第
30
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
4
日

第
31
回
研
究
会　
平
成
29
年
８
月
8
日

第
32
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
8
日

第
33
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
14
日

第
34
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
20
日

第
35
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
28
日

第
36
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
29
日

第
37
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
3
日

第
38
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
6
日

第
39
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
10
日

第
40
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
17
日

第
41
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
20
日

第
42
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
2
日

第
43
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
30
日

第
44
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
14
日

第
45
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
19
日

第
46
回
研
究
会　
平
成
30
年
01
月
23
日

第
47
回
研
究
会　
平
成
30
年
01
月
24
日

第
48
回
研
究
会　
平
成
30
年
01
月
30
日

第
49
回
研
究
会　
平
成
30
年
02
月
20
日

第
50
回
研
究
会　
平
成
30
年
02
月
21
日

第
51
回
研
究
会　
平
成
30
年
02
月
27
日

第
52
回
研
究
会　
平
成
30
年
03
月
1
日

第
53
回
研
究
会　
平
成
30
年
03
月
8
日

第
54
回
研
究
会　
平
成
30
年
03
月
15
日

第
55
回
研
究
会　
平
成
30
年
03
月
27
日

　
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ  『
四
十
八
巻
伝
』
編
集
・
確
認
作
業

7
月
3
、
10
、
12

８
月
7
、
10
、
16
、
17
、
22
、
24
、
25

９
月
11
、
13
、
15
、
19
、
20
、
28
、
29 

10
月
3
、
6
、
10
、
13
、
17
、
24
、
27
、
30 
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11
月
2
、
13
、
14
、
28
、
30

12
月
5
、
6
、
8
、
12
、
14
、
18
、
19 

1
月
9
、
15
、
18
、
23
、
24
、
29
、
30
、
31

【
研
究
担
当
者
】

主
務　
　
　
　
　
　
戸
松
義
晴

研
究
員　
　
　
　
　
佐
藤
堅
正

常
勤
嘱
託
研
究
員　
石
田
一
裕

嘱
託
研
究
員　
　
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ　
北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　
　
小
林
惇
道　
高
瀬
顕
功　
平
間
理
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
松
濤
芙
紀　
安
孫
子
稔
章　
春
本
龍
彬

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
教
授
（
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
仏
教
学
）

　
　
　
　

�

【
文
責
】
戸
松
義
晴
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
翻
訳
（
日
常
勤
行
式
）

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
る
「
世
界
に
共
生

を
」
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
方
々

に
対
し
て
、
日
常
の
勤
行
に
使
用
可
能
な
日
常
勤
行
式
を
作
成
し
、

浄
土
宗
の
国
際
化
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め

の
第
一
段
階
と
し
て
現
行
の
日
常
勤
行
式
を
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、（
現
代
）
中
国

語
に
翻
訳
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

　
２
７
年
度
末
ま
で
に
一
通
り
の
翻
訳
作
業
を
終
了
し
た
が
、
精

度
に
問
題
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
昨
年
度
よ
り
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
と
研
究
メ
ン
バ
ー
の
議
論
を
繰
り
返
し
、
よ
り

妥
当
な
訳
へ
と
整
え
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
偈
文
に
対
し
て
勤
行
式
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る

の
か
（
何
を
行
っ
て
い
る
の
か
）
が
一
目
し
て
理
解
で
き
る
よ
う

な
簡
単
な
説
明
（
要
旨
）
を
付
し
、
同
時
に
偈
文
中
に
現
れ
る
説

明
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
語
、
表
現
に
対
し
て
注
を
付
す
作
業
を

行
っ
た
。

【
進
捗
状
況
】

　
２
８
年
度
に
要
旨
お
よ
び
語
注
の
日
本
語
に
よ
る
準
備
作
業
は

終
了
し
て
お
り
、
本
年
度
は
こ
れ
ら
を
翻
訳
す
る
作
業
が
主
た
る

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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課
題
で
あ
っ
た
。
本
文
の
修
正
、
要
旨
お
よ
び
注
の
翻
訳
作
業
に

つ
い
て
は
流
通
分
は
終
了
し
て
お
り
、
序
分
、
正
宗
分
に
つ
い
て

は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
並
行
し

て
公
開
の
た
め
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作
業
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
６
日

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
17
日

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
14
日

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
05
日

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
14
日

第
６
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
29
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
戸
松
義
晴

研
究
主
務　
　
　
市
川
定
敬

研
究
員　
　
　
　
齊
藤
舜
健
、
井
野
周
隆
、
田
中
芳
道
、
八
橋
秀

法

嘱
託
研
究
員　
　
南
宏
信
、
米
澤
実
江
子　

研
究
ス
タ
ッ
フ　
西
本
明
央
、
前
田
信
剛
、
角
野
玄
樹
、
林
雅
清
、

原
マ
リ
、
下
村
達
郎

�

【
文
責
】
市
川
定
敬
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法
式
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
法
式
研
究
で
は
、
放
生
会
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
、
現
代
に

お
け
る
放
生
会
の
実
用
ま
た
応
用
を
研
究
対
象
と
し
た
。
放
生
会

は
『
法
要
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
知
恩
院
な
ど
で
は
修
さ

れ
て
い
る
が
、
出
僧
も
多
く
、
ま
た
日
常
勤
行
式
と
は
大
き
く
異

な
る
な
ど
一
般
寺
院
で
は
修
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
十
夜
法
要

に
お
い
て
放
生
会
を
併
修
す
る
寺
院
も
あ
る
が
、
表
白
・
洒
水
作

法
の
み
を
加
え
る
形
が
多
く
、
放
生
会
儀
軌
で
は
な
い
。
内
容
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
修
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
放
生
会
は
そ

の
内
容
か
ら
一
般
社
会
的
に
も
需
要
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内

容
に
基
づ
い
た
、
一
般
寺
院
で
も
修
す
る
こ
と
が
可
能
な
法
要
の

構
築
を
目
的
と
し
た
。

【
作
業
大
綱
】

　
本
研
究
会
で
は
、
放
生
会
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
二
十
八
年

度
を
基
礎
研
究
、
二
十
九
年
度
を
公
開
講
座
に
向
け
て
の
応
用
研

究
と
し
、
放
生
会
の
典
拠
由
来
そ
の
内
容
と
、
儀
軌
規
則
と
の
両

側
面
に
つ
い
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。

　
本
宗
に
お
い
て
修
さ
れ
て
い
る
放
生
会
の
多
く
は
『
放
生
慈
濟

羯
磨
儀
軌
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
の

研
究
と
し
て
、
知
恩
院
御
忌
に
修
さ
れ
て
い
る
放
生
会
を
現
地
調

査
記
録
し
、
法
要
の
考
察
を
行
っ
た
。
続
い
て
大
澤
亮
我
先
生
よ

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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り
「
放
生
会
」
の
由
来
、
歴
史
、
内
容
等
の
講
義
を
受
け
た
。
ま

た
『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
以
外
の
放
生
会
、
他
宗
に
於
け
る
放

生
会
の
内
容
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
全
国
で
伝
統
的
に
修
さ
れ
て

い
る
寺
社
の
一
覧
を
作
成
し
、
放
生
会
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
、

宗
内
を
中
心
に
可
能
な
限
り
で
取
材
を
行
っ
た
。

　
放
生
会
は
、
捕
獲
さ
れ
た
動
物
、
魚
類
、
鳥
類
な
ど
に
善
縁
を

与
え
、
池
、
川
、
海
、
野
に
放
ち
、
悪
趣
を
離
れ
し
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
法
要
で
、
そ
の
典
拠
は『
梵
網
経
』及
び『
金
光
明
経
』

と
し
、
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
生
命
を
尊
重
し
、
慈
悲
を
以
て
放

生
の
業
を
行
ず
る
こ
と
を
勧
め
る
、
を
根
拠
と
す
る
。
中
国
で
は

南
北
朝
時
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
台
大
師
智
顗
が

『
金
光
明
経
』
に
よ
り
放
生
会
を
行
い
、
放
生
池
を
作
っ
た
。
以

降
も
民
衆
に
も
広
が
り
、
特
殊
な
仏
教
儀
礼
か
ら
一
般
人
も
行
う

べ
き
宗
教
儀
礼
と
し
て
捉
え
る
事
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は

『
日
本
書
紀
』に「
是
日
、
詔
諸
國
以
放
生
」と
あ
る
の
を
初
見
と
し
、

奈
良
時
代
以
後
に
広
く
一
般
に
普
及
し
て
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
日
常
の
善
行
と
し
て
、
現
在
に
お
い
て
も
多
く

の
神
社
仏
閣
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
浄
土
宗
に
お
い
て
は
主
に
敬
首
『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
の
式

次
第
に
よ
っ
て
儀
礼
を
行
わ
れ
て
い
る
。
外
陣
正
面
に
放
生
す

る
生
類
を
安
置
し
、
脇
内
陣
側
に
烏
枢
沙
摩
明
王
を
祀
り
、
導

師
、
維
那
及
び
式
衆
、
出
僧
一
か
ら
五
に
て
勤
め
る
。『
梵
網
経
』

に
基
づ
き
、
内
容
は
烏
枢
沙
摩
明
王
解
穢
の
真
言
を
も
っ
て
生
類

に
浄
水
を
散
洒
し
、
三
帰
を
授
与
し
、
仏
名
を
称
揚
し
、
十
二
光

仏
・
菩
薩
戒
経
の
教
え
を
授
け
て
速
や
か
に
苦
界
を
出
離
し
て
菩

提
を
成
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
放
生
会
執
行
寺
院
を
取
材
し
た
結
果
、
一
般
寺
院
で
行
わ
れ
て

い
る
放
生
会
は
、
年
中
行
事
ま
た
は
十
夜
法
要
に
因
み
大
法
要
と

し
て
こ
の
『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
を
省
略
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
十
夜
法
要
次
第
中
に
表
白
、
洒
水
を
挿
入
す
る
も
の

も
あ
っ
た
。
ま
た
業
者
等
の
依
頼
に
よ
り
放
生
会
を
行
っ
て
い
る

寺
院
で
は
日
常
勤
行
に
表
白
等
、
放
生
会
の
内
容
を
加
え
て
勤
め

て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

【
進
捗
状
況
】

　
研
究
結
果
を
基
に
、
一
般
寺
院
、
少
人
数
で
も
執
行
可
能
な
法
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要
と
し
て
の
放
生
会
を
提
案
し
た
。『
放
生
慈
濟
羯
磨
儀
軌
』
次

第
内
容
の
意
図
を
鑑
み
、
日
常
勤
行
式
の
形
を
踏
襲
し
て
差
定
を

構
築
し
、
経
本
を
作
成
し
た
。

　
平
成
三
十
年
三
月
八
日
黒
谷
金
戒
光
明
寺
お
い
て
公
開
講
座
を

開
催
し
た
。
西
城
宗
隆
研
究
員
に
よ
る
放
生
会
の
内
容
講
義
と
今

回
新
た
に
構
築
し
た
「
放
生
会
」
を
研
究
員
に
て
勤
め
た
。
七
十

名
ほ
ど
の
参
加
を
頂
き
、
今
後
各
寺
院
に
於
い
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
31
日　
　

 

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
４
日　
　
　

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
５
日　
　
　

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
12
日　
　

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
19
月
30
日　
　

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
10
日

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
27
日

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
11
日

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
18
日

第
１
回
習
礼　
平
成
30
年
１
月
24
日

第
２
回
習
礼　
平
成
30
年
２
月
20
日

第
３
回
習
礼　
平
成
30
年
３
月
２
日

公
開
講
座　
平
成
30
年
３
月
８
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
坂
上
典
翁

研
究
主
務　
　
　
中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　
西
城
宗
隆　
荒
木
信
道　
柴
田
泰
山
、
石
田
一

裕
、
八
橋
秀
法

嘱
託
研
究
員　
　
中
野
晃
了　
田
中
康
真　
山
本
晴
雄　
清
水
秀

浩　
大
澤
亮
我　
粟
飯
原
岳
志

研
究
ス
タ
ッ
フ　
廣
本
榮
康　
渡
辺
裕
章　
八
尾
敬
俊

�

【
文
責
】
荒
木
信
道



研究活動報告

105　 

布
教
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
近
世
以
降
、
布
教
指
南
書
と
し
て
有
名
な
大
日
比
法
洲
の
『
三

法
語
講
説
』
は
、
現
代
の
教
師
が
布
教
す
る
う
え
で
も
大
変
学
ぶ

価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
、『
三
法
語
講
説
』
は
、「
講

説
大
意
」一
巻・「
大
胡
消
息
講
説
」二
巻・「
小
消
息
講
説
」二
巻・「
一

枚
起
請
講
説
」
二
巻
か
ら
成
る
）
し
か
し
な
が
ら
原
本
が
入
手
困

難
で
あ
り
、
ま
た
文
体
の
古
さ
・
用
語
の
難
解
さ
・
差
別
用
語
等

の
理
由
に
よ
り
、
良
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
内
で
あ
ま
り
広
く

活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
現
在
上
記
書
物
は
、『
大

日
比
三
師
講
説
集
』（
全
三
巻
／
明
治
四
三
年
）、『
浄
土
宗
全
書
』

九
（「
一
枚
起
請
講
説
」
の
み
収
録
、
昭
和
四
八
年
）、『
浄
土
宗

教
学
大
系
』
九
（「
小
消
息
講
説
」
と
「
一
枚
起
請
講
説
」
の
み

収
録
、
昭
和
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
す
ら
入
手
は

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
翻
刻
・
現
代
語
化
し
、
幅
広

く
活
用
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
い
。
な
お
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
四
年
（
平
成
二
八
～
三
一
年
度
）
計
画
で
あ
る
。

【
作
業
大
綱
】

　
①
天
保
十
年
版
を
底
本
と
し
て
テ
キ
ス
ト
化
す
る
。

　
②
テ
キ
ス
ト
を
現
代
仮
名
遣
い
や
漢
字
表
記
に
改
め
る
。

　
③
差
別
表
現
な
ど
に
配
慮
し
、
現
代
語
化
す
る
。

　
④
注
記
を
付
す
。

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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【
進
捗
状
況
】

　
平
成
二
八
年
度
は
「
講
説
大
意
」
を
翻
刻
、
現
代
語
訳
、
注
釈

作
成
を
行
っ
た
（『
教
化
研
究
』No.28

の
研
究
ノ
ー
ト
に
本
文
の

翻
刻
を
掲
載
）。
現
在
、
現
代
語
訳
と
注
釈
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
度
に
は
小
冊
子
の
形
で
報
告
し
た
い
。

　
「
一
枚
起
請
講
説
」（
上
・
下
）
に
関
し
て
は
、
各
研
究
員
が
分

担
し
て
翻
刻
・
現
代
語
訳
・
注
釈
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

下
巻
の
三
分
の
一
ま
で
現
代
語
訳
と
注
釈
作
成
が
終
了
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
所
内
講
習
会
と
し
て
、
昨
年
度
西
圓
寺
の
西
村
光
正
先

生
に
引
き
続
き
、
大
日
比
研
究
者
で
あ
る
上
野
大
輔
先
生
（
慶
應

義
塾
大
学
准
教
授
）
を
お
招
き
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
11
（
八
木
担
当
分
）

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
12
（
後
藤
担
当
分
）

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
翻
刻
・
校
正
作
業

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
13
（
伊
藤
担
当
分
）

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
翻
刻
・
校
正
作
業

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
14
（
遠
田
担
当
分
）

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
翻
刻
『
教
化
研
究
』
原
稿
校
正

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
15
（
宮
田
担
当
分
）

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
16
（
大
髙
担
当
分
）

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
現
代
語
化
・
校
正
作
業

第
11
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
17
（
宮
入
担
当
分
）
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第
12
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
18
（
中
川
担
当
分
）

第
13
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
19
（
八
木
担
当
分
）

第
14
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
現
代
語
化
・
校
正
作
業

第
15
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
20
（
伊
藤
担
当
分
）

第
16
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
21
（
後
藤
担
当
分
）

第
17
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
22
（
遠
田
担
当
分
）

第
18
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
現
代
語
化
・
校
正
作
業

第
19
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
23 （
大
髙
担
当
分
）

第
20
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
24 （
宮
入
担
当
分
）

第
21
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
現
代
語
化
・
校
正
作
業

第
22
回
研
究
会　
平
成
29
年
12
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
25 （
宮
田
担
当
分
）

第
23
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
『
講
説
大
意
』
現
代
語
化
・
校
正
作
業

第
24
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
26 （
中
川
担
当
分
）

第
25
回
研
究
会　
平
成
30
年
２
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
27 （
八
木
担
当
分
）

第
26
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
『
一
枚
起
請
講
説
』
第
28 （
後
藤
担
当
分
）

所
内
勉
強
会　
　
Ｈ
29
年
３
月
14
日
（
水
）
13
：
00
～
15
：
00

　
　
内
容
：「
大
日
比
西
圓
寺
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
講
師：上
野
大
輔
先
生（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
講
題
：「
近
世
の
大
日
比
浦
と
浄
土
宗
」
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表
　
　
　
　
今
岡
達
雄

研
究
主
務
　
　
　
　
後
藤
真
法

研
究
員
　
　
　
　
　
八
木
英
哉
　
宮
入
良
光

常
勤
嘱
託
研
究
員
　
郡
嶋
昭
示

嘱
託
研
究
員
　
　
　
中
川
正
業

研
究
ス
タ
ッ
フ
　
　
大
髙
源
明
　
伊
藤
弘
道
　
遠
田
憲
弘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
恒
順

�
【
文
責
】
後
藤
真
法
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教
学
研
究
Ⅰ

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
研
究
班
で
は
、
善
導
大
師
の
主
著
で
あ
る
『
観
経
疏
』
の
現

代
語
訳・訳
注
の
研
究
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。『
観
経
疏
』

は
法
然
上
人
の
『
選
択
集
』
と
な
ら
び
、
宗
学
の
根
本
的
な
典
籍

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
決
定
版
と
い
う
べ
き
現
代
語

訳
が
な
か
っ
た
。
本
研
究
会
で
は
、
三
祖
良
忠
上
人
に
よ
る
注
釈

書
『
伝
通
記
』
の
解
釈
に
依
る
こ
と
で
二
祖
三
代
の
教
学
を
基
軸

と
し
な
が
ら
も
、
す
で
に
並
行
し
て
開
始
し
て
い
る
英
語
訳
作
業

や
最
新
の
中
国
仏
教
研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
た
研
究
成
果
を
報
告

し
て
ゆ
く
。

　
今
後
、
開
宗
８
５
０
年
や
善
導
大
師
１
３
５
０
年
を
ひ
か
え
る

浄
土
宗
に
お
い
て
、
本
書
の
現
代
語
訳
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
お

お
い
に
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
ら
大
事
業
に
お
け
る

記
念
事
業
の
一
環
と
も
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

　
平
成
二
九
年
度
の
作
業
大
綱
と
進
捗
状
況
は
概
ね
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①　
善
導
大
師
『
観
経
疏
』
玄
義
分
よ
り
随
時
、
現
代
語
訳
お

よ
び
訳
注
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
研
究
主
務
が
作
成
し

た
下
訳
を
も
と
に
、
研
究
会
に
お
い
て
研
究
員
お
よ
び
研

究
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
内
容
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
現
代
語

と
し
て
の
読
み
や
す
さ
を
考
慮
に
入
れ
た
訳
文
お
よ
び
脚

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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注
を
作
成
し
て
い
る
。

②　
読
み
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
三
祖
良
忠
上
人
の
『
観
経
疏

伝
通
記
』の
注
釈
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
法
然
上
人
の『
選

択
集
』『
逆
修
説
法
』
や
聖
光
上
人
の
諸
著
作
、
さ
ら
に

は
浄
土
三
部
経
の
解
釈
と
も
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
現

代
語
訳
を
作
成
し
て
い
る
。

③　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、「
玄
義
分
」
の
現
代
語
訳
を
す

べ
て
終
え
て
、「
序
分
義
」
の
訳
文
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

な
お
、「
玄
義
分
」
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
本
号
に

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

④　
な
お
、
本
年
度
よ
り
研
究
主
務
の
柴
田
研
究
員
に
よ
る
公

開
講
座
「『
観
経
疏
』
の
世
界
」
を
開
始
し
た
（
計
４
回
）。

全
国
よ
り
受
講
者
が
集
ま
り
、
毎
回
１
５
～
２
０
名
ほ
ど

の
参
加
が
あ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

［
通
常
研
究
会　
現
代
語
訳
作
業
］

第
１
回
研
究
会　
平
成
29
年
４
月
10
日

第
２
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
８
日

第
３
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
15
日

第
４
回
研
究
会　
平
成
29
年
５
月
22
日

第
５
回
研
究
会　
平
成
29
年
６
月
５
日

第
６
回
研
究
会　
平
成
29
年
７
月
10
日

第
７
回
研
究
会　
平
成
29
年
９
月
25
日

第
８
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
２
日

第
９
回
研
究
会　
平
成
29
年
10
月
30
日

第
10
回
研
究
会　
平
成
29
年
11
月
27
日

第
11
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
15
日

第
12
回
研
究
会　
平
成
30
年
１
月
29
日

第
13
回
研
究
会　
平
成
30
年
３
月
26
日

［
公
開
講
座
　『
観
経
疏
』
の
世
界
］

第
１
回
講
座　
平
成
29
年
11
月
20
日

第
２
回
講
座　
平
成
30
年
１
月
15
日

第
３
回
講
座　
平
成
30
年
２
月
５
日

第
４
回
講
座　
平
成
30
年
３
月
12
日
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

　
　
主
務
：
柴
田
泰
山

　
　
研
究
員
：
齊
藤
舜
健
、
袖
山
榮
輝
、
佐
藤
堅
正

　
　
嘱
託
研
究
員
：
坂
上
雅
翁
、
石
田
一
裕
、
石
上
壽
應
、
工
藤

量
導

　
　
研
究
ス
タ
ッ
フ
：
大
橋
雄
人
、
杉
山
裕
俊

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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教
学
研
究
Ⅱ

平
成
二
十
九
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　
本
研
究
班
は
、
現
在
の
浄
土
宗
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
の
基
盤

が
確
立
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
江
戸
期
に
存
す
る
と
い
う
見
立
て
に
基

づ
い
て
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
・
法
式
・
布
教
等
が
ど
の
よ

う
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
個
別
の
研
究
と
し
て
浄
土
宗
正
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
浄
土
三

部
経
』
が
、
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
調

査
研
究
紹
介
す
べ
く
、
義
山
良
照
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
の

読
解
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
（
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
の
１
に
相

当
）。

　
江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
広
く
解
明
す
る

た
め
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
相
互
の

関
連
調
査
、
年
表
化
作
業
を
行
っ
て
い
る
（
作
業
大
綱
・
進
捗
状

況
の
２
に
相
当
）。

【
作
業
大
綱
】

（
１
）
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
の
書
き
下
し
文
を
作
成

す
る
。
そ
の
際
、
浄
全
本
の
誤
植
な
ど
は
修
正
す
る
。
出
典
を
極

力
調
査
す
る
。

（
２
）
現
在
の
浄
土
宗
へ
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
で
き

る
だ
け
広
い
範
囲
で
、
人
物
、
業
績
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
関
連
付

け
を
行
う
。

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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【
進
捗
状
況
】

本
年
度
は
次
の
作
業
・
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
）『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
中
之
二
（『
観
無
量
寿
経
』

正
宗
分
の
内
、
真
身
観
か
ら
雑
想
観
ま
で
の
釈
）
の
書
き
下
し
及

び
出
典
注
の
作
成
。
事
前
に
研
究
員
が
各
自
分
担
し
て
書
き
下
し

文
及
び
註
記
を
作
成
し
、
研
究
会
に
お
い
て
修
正
し
て
ゆ
く
。

（
２
）
続
浄
所
収
の
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
の
人
名
・
寺
院
名
等
の

タ
グ
付
け
に
よ
る
内
容
把
握
作
業
。
特
に
第
二
～
十
三
冊
に
見
ら

れ
る
江
戸
期
の
人
物
に
つ
い
て
、
情
報
の
整
理
作
業
。

研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

第
１
回
研
究
会
平
成
29
年
05
月
17
日

第
２
回
研
究
会
平
成
29
年
05
月
30
日

第
３
回
研
究
会
平
成
29
年
05
月
31
日

第
４
回
研
究
会
平
成
29
年
06
月
19
日

第
５
回
研
究
会
平
成
29
年
06
月
28
日

第
６
回
研
究
会
平
成
29
年
07
月
12
日

第
７
回
研
究
会
平
成
29
年
07
月
26
日

第
８
回
研
究
会
平
成
29
年
09
月
13
日

第
９
回
研
究
会
平
成
29
年
09
月
20
日

第
10
回
研
究
会
平
成
29
年
09
月
27
日

第
11
回
研
究
会
平
成
29
年
10
月
04
日

第
12
回
研
究
会
平
成
29
年
10
月
11
日

第
13
回
研
究
会
平
成
29
年
10
月
31
日

第
14
回
研
究
会
平
成
29
年
11
月
01
日

第
15
回
研
究
会
平
成
29
年
11
月
28
日

第
16
回
研
究
会
平
成
29
年
11
月
29
日

第
17
回
研
究
会
平
成
29
年
12
月
06
日

第
18
回
研
究
会
平
成
29
年
12
月
13
日

第
19
回
研
究
会
平
成
29
年
12
月
19
日

第
20
回
研
究
会
平
成
30
年
01
月
10
日

第
21
回
研
究
会
平
成
30
年
01
月
23
日

第
22
回
研
究
会
平
成
30
年
01
月
24
日

第
23
回
研
究
会
平
成
30
年
01
月
31
日

第
24
回
研
究
会
平
成
30
年
02
月
06
日
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第
25
回
研
究
会
平
成
30
年
02
月
06
日

第
26
回
研
究
会
平
成
30
年
02
月
27
日

第
27
回
研
究
会
平
成
30
年
02
月
27
日

第
28
回
研
究
会
平
成
30
年
02
月
28
日

第
29
回
研
究
会
平
成
30
年
03
月
13
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代
表　
　
　
　
　
藤
本
淨
彦

主
務　
　
　
　
　
齊
藤
舜
健

研
究
員　
　
　
　
八
橋
秀
法
、
井
野
周
隆
、
市
川
定
敬
、
田
中
芳

道

嘱
託
研
究
員　
　
曽
田
俊
弘
、
伊
藤
茂
樹
、
南
宏
信
、
米
澤
実
江

子

研
究
ス
タ
ッ
フ　
西
本
明
央
、
角
野
玄
樹
、
岩
谷
隆
法
、
永
田
真

隆

�

【
文
責
】
主
務 

齊
藤
舜
健



研
究
ノ
ー
ト
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善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
①

平
成
二
十
九
年
度　

教
学
研
究
Ⅰ　

研
究
ノ
ー
ト

観
経
玄
義
分
巻
第
一

（
（
（

�
沙
門
善
導
、
集
記

（
（
（

〔
十
四
行
偈
（
（
（

〕

　

ま
ず
〔
広
く
末
代
に
生
き
る
す
べ
て
の
〕
人
々
に
〔
対
し
て
、

自
ら
が
往
生
へ
の
〕
願
を
発
し
、〔
さ
ら
に
心
か
ら
〕
三
宝
に

帰
依
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

　

出
家
者
で
あ
れ
、
在
家
者
で
あ
れ
、〔
今
時
す
な
わ
ち
仏
滅
後
、

末
法
の
〕
時
代
〔
に
生
き
る
、
す
べ
て
の
〕
人
々
よ
。
そ
れ
ぞ

れ
が
〔
自
ら
〕
無
上
心
（
（
（

を
発
す
の
だ
。〔
そ
な
た
た
ち
が
い
る
、

こ
の
〕
生
死
〔
輪
廻
〕
の
世
界
は
極
め
て
厭
い
難
く
、
ま
た
仏

の
教
え
は
〔
実
に
〕
よ
ろ
こ
び
難
き
〔
内
容
で
〕
あ
る
。

　
〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
と
も
ど
も
に〔
覚
り
に
対
す
る
〕
金
剛〔
の

よ
う
に
強
固
な
〕
志
を
発
し
て
、〔
こ
の
世
界
か
ら
極
楽
世
界

に
往
生
す
る
に
際
し
て
〕
四
〔
爆
〕
流
（
（
（

を
即
時
に
飛
び
越
え
、

〔
そ
し
て
四
爆
流
を
〕
断
絶
せ
よ
。〔
そ
の
た
め
に
は
阿
〕
弥
陀

〔
仏
の
世
〕
界
に
入
る
こ
と
を
願
い
、〔
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
心

の
底
か
ら
〕
帰
依
し
、〔
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
〕
合
掌
し
、〔
そ

し
て
阿
弥
陀
仏
に
〕
礼
拝
せ
よ
。

　

世
尊
よ
。
私
は
心
か
ら
〔
次
の
諸
尊
に
帰
依
申
し
上
げ
る
〕。

〔
ま
ず
仏
宝
、
す
な
わ
ち
〕
全
世
界
に
遍
満
す
る
「
法
性
真
如

海
（
（
（

」
や
、「
報
〔
仏
〕」
や
「
化
〔
仏
〕」
な
ど
の
諸
仏
〔
に
帰

依
申
し
上
げ
る
（
（
（

〕。
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〔
次
に
僧
宝
（
（
（

、
す
な
わ
ち
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
薩
た
ち
、
無
数

に
い
る
〔
仏
の
〕
眷
属
た
ち
、〔
極
楽
世
界
の
〕
荘
厳
や
〔
極

楽
世
界
で
阿
弥
陀
仏
が
自
ら
の
意
志
に
お
い
て
化
作
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
〕
変
化
、〔
そ
し
て
〕
海
〔
の
よ
う
に
は
か
り
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
〕
十
地
〔
の
菩
薩
た
ち
〕
や
、
三
賢
（
（
（

〔
の
聖
者

た
ち
に
帰
依
申
し
上
げ
る
〕。

　
〔
こ
れ
ら
僧
宝
の
う
ち
、
菩
薩
と
し
て
実
践
す
べ
き
修
行

の
〕
時
間
が
す
で
に
完
全
に
満
ち
足
り
た
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
、

あ
る
い
は
〕
ま
だ
満
ち
足
り
て
い
な
い
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、

〔
ま
た
修
得
す
べ
き
〕
智
慧
と
修
行
が
完
全
な
る
〔
菩
薩
に
対

し
て
も
、
あ
る
い
は
〕
未
完
全
な
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、〔
ま

た
薫
習
し
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
煩
悩
の
〕
習
気
が
〔
完
全
に
〕

消
失
し
て
い
る
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、〔
ま
た
〕
消
失
し
て
い

な
い
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
、
帰
依
申
し
上
げ
る
（
（1
（

〕。

　
〔
ま
た
行
為
に
作
意
を
要
す
る
第
八
地
以
前
の
〕
功
用
〔
の

菩
薩
に
対
し
て
も
、
あ
る
い
は
行
為
に
も
は
や
作
意
を
要
し
な

い
第
八
地
以
上
の
〕
無
功
用
〔
の
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、〔
完
全

な
る
〕
智
〔
慧
〕
を
証
〔
得
し
た
菩
薩
に
対
し
て
も
、
あ
る
い

は
〕
い
ま
だ
〔
完
全
な
る
〕
智
〔
慧
〕
を
証
〔
得
〕
し
て
い
な

い
〔
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、
妙
覚
〔
の
位
に
到
達
し
た
菩
薩
、〕

お
よ
び
等
覚
〔
の
位
に
到
達
し
た
菩
薩
に
対
し
て
も
〕、〔
さ
ら

に
は
等
覚
位
に
お
い
て
〕
正
受
金
剛
心
〔
を
修
得
し
、
そ
の
結

果
、
禅
定
と
智
慧
と
が
〕
一
念
〔
に
お
い
て
完
全
に
一
致
し

た
〕
後
に
、
菩
提
〔
を
証
得
〕
し
、
涅
槃
〔
を
獲
得
し
た
〕
者

〔
に
帰
依
申
し
上
げ
る
（
（1
（

〕。

　

我
々
〔
こ
の
末
法
の
時
代
に
あ
る
出
家
者
も
在
家
者
も
、
と

も
ど
も
に
〕
す
べ
て
、〔
法
身
と
報
身
と
化
身
の
〕
三
仏
〔
と

い
う
完
全
な
る
〕
菩
提
を
〔
す
で
に
獲
得
し
て
い
る
仏
〕
身
に

帰
命
し
〔
た
て
ま
つ
る
〕。〔
諸
仏
よ
、
ど
う
か
一
切
の
障
害
の

な
い
〕
無
礙
〔
智
と
、
そ
し
て
不
可
思
議
な
る
〕
神
通
力
〔
に

よ
っ
て
〕、
目
に
見
え
な
い
力
に
よ
っ
て
導
き
と
救
い
〔
を
与

え
て
い
た
だ
く
よ
う
、〕
願
い
〔
申
し
上
げ
る
〕。

　
〔
ま
た
〕
我
々
〔
こ
の
末
法
の
時
代
に
あ
る
出
家
者
も
在
家

者
も
と
も
ど
も
に
〕
す
べ
て
、〔
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
〕
三

乗
や
〔
菩
薩
の
実
践
階
位
上
に
あ
る
三
〕
賢
〔
十
〕
聖
な
ど
、

仏
の
大
〔
慈
〕
悲
心
を
学
び
、
永
遠
に
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
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者
た
ち
に
帰
命
し
〔
た
て
ま
つ
る
〕。

　
〔
三
仏
菩
提
尊
と
三
乗
等
賢
聖
よ
。
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
と

極
楽
世
界
の
す
べ
て
の
賢
聖
や
聖
衆
た
ち
よ
。〕
ど
う
か
、
は

る
か
〔
極
楽
世
界
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
申
し
上
げ
て
い
る

こ
の
私
を
〕
加
護
し
〔
か
つ
〕
導
き
、〔
私
の
一
〕
念
〔
一
〕

念
に
〔
お
い
て
〕
諸
仏
を
〔
目
の
当
た
り
に
拝
〕
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
。

　

我
ら
愚
癡
の
身
は
、〔
己
の
無
明
が
根
拠
と
な
っ
て
〕
永
遠

の
過
去
か
ら
〔
今
日
ま
で
輪
廻
の
世
界
を
〕
流
転
し
続
け
て
き

た
。〔
し
か
し
〕
今
〔
こ
そ
、
こ
う
し
て
〕
釈
尊
が
末
法
〔
の

時
代
〕
に
遺
し
た
〔
教
え
の
〕
跡
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

阿
弥
陀
仏
の
〔
四
十
八
の
〕
誓
願
は
、〔
未
来
世
一
切
衆
生
が
〕

極
楽
〔
世
界
に
往
生
す
る
た
め
の
、
唯
一
の
〕
要
門
で
あ
る
。

〔
だ
か
ら
こ
そ
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
〕
定
善
や
散
善
と
い
っ

た
〔
実
践
行
の
善
根
功
徳
を
す
べ
て
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
〕

廻
向
し
、〔
極
楽
世
界
に
往
生
し
て
〕
速
や
か
に
覚
り
の
身
（
無

生
身
）
を
証
〔
得
で
き
る
よ
う
に
〕。

　

私
〔
善
導
は
〕、
大
乗
の
教
え
（
菩
薩
蔵
）
で
あ
り
、
速
や

か
に
覚
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
教
え
（
頓
教
）
で
あ
り
、
す

べ
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る
教
え
（
一
乗
）
で
あ
る
〔
こ
の
『
観

経
』〕
を
根
拠
と
し
て
、〔
今
こ
の
よ
う
に
〕
偈
を
説
示
し
、〔
広

く
人
々
を
〕
三
宝
に
帰
依
〔
せ
し
め
る
こ
と
で
、
大
慈
悲
た

る
〕
仏
心
と
完
全
に
一
致
す
る
の
だ
（
（1
（

。

　

十
方〔
の
全
世
界
に
ま
し
ま
す
〕
無
数
の
仏
よ
。〔
ど
う
か
〕

六
〔
神
〕
通
に
よ
っ
て
、
こ
の
私
〔
善
導
〕
を
照
ら
し
出
し
、

知
見
し
た
ま
え
。〔
私
、
善
導
は
〕
今
、〔
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏

の
〕
二
尊
の
教
え
に
乗
じ
て
、〔
末
代
に
ま
で
〕
広
く
浄
土
門

を
開
示
し
よ
う
（
（1
（

。

　

願
わ
く
ば
、
こ
の〔
十
四
行
偈
、
さ
ら
に
は
こ
の『
観
経
疏
』

を
撰
述
し
た
〕
功
徳
〔
の
す
べ
て
を
〕、
平
等
に
〔
そ
し
て
永

遠
に
〕
こ
の
世
界
の
一
切
〔
の
人
々
に
〕
振
り
向
け
、
と
も
ど

も
に
菩
提
心
を
発
し
、〔
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
の
〕
安
楽
国
に
〔
必

ず
〕
往
生
〔
で
き
る
こ
と
を
〕。

〔
玄
義
分
の
科
段
（
（1
（

〕

　

こ
の
『
観
経
』
全
編
〔
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
〕、
ま
ず
〔
玄
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義
分
を
設
け
〕
七
項
目
に
わ
た
っ
て
説
明
し
、
そ
の
後
に
〔
序

分
義
以
下
を
設
け
、
経
〕
文
〔
の
一
文
一
文
〕
に
つ
い
て
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
釈
し
て
い
く
。

　

第
一
に
、
ま
ず
〔
本
経
典
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
〕

主
題
を
掲
げ
る
（
（1
（

。

　

第
二
に
、〔
本
経
典
の
〕
経
題
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
。

　

第
三
に
、〔
経
〕
文
〔
の
一
文
一
文
〕
に
つ
い
て
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
（
（1
（

、
併
せ
て
〔
本
経
典
の
〕

主
旨
と
〔
他
経
典
の
主
旨
の
〕
相
違
、
お
よ
び
〔
本
経
典
の
〕

教
え
が
大
〔
乗
〕
か
そ
れ
と
も
小
〔
乗
〕
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
判
別
す
る
。

　

第
四
に
、〔
本
経
典
が
〕
誰
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
の
か
と

い
う
問
題
を
提
示
す
る
。

　

第
五
に
、
定〔
善
と
〕
散〔
善
と
い
う
〕
二〔
種
の
〕
善〔
行
〕

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
通
」
と
「
別
」
の
区
別
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
六
に
、〔
本
〕
経
典
と
〔
諸
々
の
〕
論
書
と
の
相
違
点
を

突
き
合
わ
せ
、
様
々
な
観
点
か
ら
問
答
を
提
示
し
て
〔
本
経
典

に
対
す
る
〕
疑
惑
を
取
り
除
く
。

　

第
七
に
、〔
本
経
典
に
お
い
て
〕
韋
提
希
夫
人
が
釈
尊
の
教

え
を
直
々
に
聞
き
、
ど
の
程
度
の
利
益
が
得
ら
れ
た
か
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

〔
序
題
門
（
（1
（

〕

　

第
一
に
、
ま
ず
〔
本
経
典
の
〕
主
題
を
掲
げ
る
と
は
、〔
私
、

善
導
が
〕
よ
く
よ
く
考
え
る
に
、
真
如
が
〔
遍
満
し
て
い
る
さ

ま
は
あ
ま
り
に
〕
広
大
で
、
五
乗
（
（1
（

で
は
到
底
そ
の
際
限
を
測
り

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

法
性
（
（1
（

の
深
み
と
高
み
た
る
や
、〔
こ
と
に
尊
き
〕
十
聖
の
菩

薩
（
（2
（

で
あ
っ
て
も
そ
の
辺
際
を
見
究
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
〔
そ
れ
で
い
て
〕
真
如
の
大
き
さ
と
重
さ
（
（2
（

は
小
さ
な
虫
の
心

臓
よ
り
大
き
い
こ
と
は
な
い
。

　
〔
ま
た
〕
法
性
に
は
辺
際
が
な
い
こ
と
と
、〔
法
性
の
〕
本
質
（
（2
（

は
、
本
来
的
に
常
住
に
し
て
、
不
変
で
あ
る
。

　

汚
れ
な
き
真
如
の
世
界
は
凡
夫
も
聖
人
も
等
し
く
包
み
込
ん

で
お
り
、
真
如
は
煩
悩
と
い
う
垢
に
覆
わ
れ
て
い
よ
う
が
い
ま
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い
が
（
（2
（

す
べ
て
の
人
々
に
行
き
渡
っ
て
い
る
。

　
〔
真
如
の
世
界
に
は
〕
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ
ど
に
も
等

し
い
無
限
の
功
徳
が
あ
り
、〔
し
か
も
そ
の
〕
働
き
は
あ
た
か

も
水
が
静
か
に
満
ち
満
ち
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
よ
く
よ
く
考
え
る
に
、
煩
悩
と
い
う
垢
が

〔
真
如
を
〕
厚
く
覆
う
障
害
と
な
っ
て
、〔
真
如
で
あ
る
〕
浄
体
（
（2
（

が
〔
自
ら
の
姿
を
〕
顕
現
す
る
は
あ
り
得
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ〔
釈
尊
は
〕
大
悲
に
よ
っ
て
、
西
方
に
あ
る〔
自

ら
の
浄
土
の
無
勝
世
界
で
の
〕
教
化
を
さ
し
お
い
て
〔
姿
を
〕

隠
し
、
取
り
急
い
で
火
宅
の
よ
う
な
〔
こ
の
娑
婆
〕
世
界
に
移

り
、
甘
露
〔
の
よ
う
な
法
雨
〕
を
そ
そ
い
で
人
々
を
潤
し
、
智

慧
の
松
明
を
輝
か
し
て
無
明
の
闇
夜
を
明
る
く
し
た
。

　
〔
釈
尊
は
財
施
と
法
施
と
無
畏
施
と
い
う
〕
三
檀
那
を
等
し

く
完
備
し
、〔
布
施
摂
と
愛
語
摂
と
利
行
摂
と
同
事
摂
と
い
う
〕

四
摂
法
を
完
全
に
収
め
、〔
人
々
に
対
し
て
〕
は
る
か
過
去
か

ら
の
苦
し
み
の
根
本
を
説
き
示
し
、
永
遠
の
覚
り
の
世
界
へ
と

導
き
入
れ
る
。
衆
生
の
迷
い
は
千
差
万
別
で
あ
っ
て
、
い
か
な

る
欲
望
を
持
と
う
と
も
問
題
と
し
な
い
。〔
釈
尊
に
よ
る
〕
救

済
の
対
象
が
た
だ
一
様
で
な
く
と
も
、
五
乗
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
導

き
が
あ
る
。〔
釈
尊
は
〕
慈
し
み
の
雲
を
三
界
に
く
ま
な
く
広

げ
て
、
教
え
の
雨
を
あ
わ
れ
む
べ
き
衆
生
に
分
け
隔
て
な
く
そ

そ
ぐ
。〔
そ
の
教
え
の
雨
は
〕
煩
悩
に
お
か
さ
れ
た
一
切
の
衆

生
を
潤
し
、
い
ま
だ
〔
釈
尊
の
教
え
を
〕
聞
い
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
者
で
あ
っ
て
も
、〔
そ
の
〕
利
益
に
潤
わ
な
い
者
な
ど

い
な
い
。
覚
り
の
も
と
と
な
る
種
子
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
芽

吹
き
、〔
そ
の
〕
覚
り
の
芽
は
刻
々
と
こ
の
〔
教
え
の
雨
の
〕

も
と
で
成
長
し
て
い
く
。

　
〔
そ
れ
ぞ
れ
が
〕
思
い
思
い
に
覚
り
を
求
め
る
修
行
を
は
じ

め
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
方
法
は
八
万
四
千
の
数
に
も
収
ま
り

き
ら
な
い
。
漸
教
（
（2
（

で
あ
れ
頓
教
（
（2
（

で
あ
れ
、
宜
し
き
に
し
た
が
い
、

縁
に
随
っ
て
、
皆
、
解
脱
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
衆
生
は
〔
煩
悩
に
よ
る
〕
障
り
が
重
い
の

で
、
覚
り
を
得
た
者
を
知
り
難
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
法
門
の
利
益

は
様
々
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
煩
悩
に
お
か
さ
れ
た
凡
夫
が
す
べ

て
の
法
門
を
見
渡
す
方
法
な
ど
な
い
。

　

た
ま
た
ま
韋
提
〔
希
夫
人
〕
が
「
私
は
今
、〔
阿
弥
陀
仏
の
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世
界
で
あ
る
〕
安
楽
〔
国
〕
に
往
生
し
た
い
と
切
望
し
て
い
ま

す
。
如
来
よ
、
ど
う
か
お
願
い
で
す
。〔
阿
弥
陀
仏
の
世
界
の
〕

光
景
を
私
の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ
い
。
今
こ
こ
に
い
な
が

ら
に
し
て
私
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
〕
体
感
さ

せ
て
下
さ
い
（
（2
（

」
と
懇
願
し
た
こ
と
を
請
け
、
し
か
も
こ
の
娑
婆

世
界
の
教
主
た
る
釈
尊
は
こ
の
〔
韋
提
希
夫
人
の
〕
懇
願
を
請

け
た
の
で
、
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
い
た
の
だ
。〔
ま
た
〕
安

楽
〔
国
〕
の
建
立
者
〔
に
し
て
救
済
者
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
〕
は
、

特
別
に
し
て
独
自
の
広
大
な
る
本
願
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
要
門
」
と
は
、
こ
の
『
観
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る

定
散
二
善
の
こ
と
で
あ
る
。「
定
」
と
は
思
慮
分
別
を
中
止
し
て
、

心
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
散
」
と
は
悪
を
廃

止
し
て
、
善
を
修
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の〔「
定
」
と「
散
」

の
〕
二
行
を
廻
向
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と

を
願
い
求
め
る
の
で
あ
る
。

　
「
弘
願
」
と
は
、『
無
量
寿
経
』
に「
善〔
人
〕
で
あ
れ
悪〔
人
〕

で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
が
〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
〕
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
阿
弥
陀
仏

の
大
い
な
る
誓
願
を
成
就
し
た
こ
と
に
よ
る
力
に
よ
り
、〔
そ

の
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
の
力
を
〕
増
上
縁
と
す
る
か
ら
で
あ
る
」

と
説
示
さ
れ
て
い
る
〔
こ
と
で
あ
る
〕。

　

ま
た
、
仏
が
心
に
秘
め
た
想
い
は
広
大
に
し
て
深
く
、〔
仏

以
外
は
〕
そ
の
教
門
を
知
り
尽
く
す
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。

〔
も
ち
ろ
ん
〕
す
ぐ
れ
た
菩
薩
た
ち
（
三
賢
十
聖
）
で
あ
っ
て

も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
に
ゆ
え
に
私
の
よ
う

な
菩
薩
道
の
入
り
口
に
さ
え
立
っ
て
い
な
い
軽
薄
な
者
が
、
ど

う
し
て
仏
の
想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

仰
ぎ
う
か
が
う
に
、
釈
尊
は
こ
の
〔
娑
婆
世
界
〕
か
ら
〔
衆

生
を
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
へ
と
〕
向
か
わ
せ
、
阿
弥
陀
仏
は

〔
自
ら
の
〕
世
界
か
ら
〔
衆
生
の
た
め
に
〕
来
迎
す
る
。〔
阿
弥

陀
仏
は
〕
極
楽
世
界
か
ら
〔「
来
れ
」
と
〕
呼
び
か
け
、〔
釈
尊

は
〕
娑
婆
世
界
か
ら
〔「
行
け
」
と
〕
送
り
出
す
。
な
に
ゆ
え

に
往
生
し
な
い
道
理
が
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
命
が
尽
き
る
ま
で
を
一
期
と
し
て
、
た
だ
心
底
〔
阿
弥

陀
仏
を
〕
崇
め
、〔
そ
の
教
え
を
〕
頂
き
、
こ
の
罪
深
き
身
を

捨
て
て
、
永
遠
の
真
理
を
覚
る
べ
き
で
あ
る
。
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以
上
で
一
応
、
序
題
を
明
か
し
終
わ
る
。

〔
釈
名
門
（
（2
（

〕

　

第
二
に
、〔
本
経
典
の
〕
経
題
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
。〔
本
〕

経
〔
の
経
題
〕
に
は
「
仏
説
無
量
寿
観
経
一
巻
（
（2
（

」
と
説
か
れ
て

い
る
。

　
「
仏
」
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
言
葉
か
ら
の
音
写
で
あ
る
。
唐

の
言
葉
で
は
「
覚
」
と
い
う
。「
自
覚
」
と
「
覚
他
」
と
「
覚

行
窮
満
」、
こ
れ
ら
を
満
足
し
た
も
の
を
「
仏
」
と
い
う
。

　
〔「
仏
」
を
規
定
す
る
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
〕「
自
覚
」
と
は
、

〔
仏
と
〕
凡
夫
と
を
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。〔
す
な
わ
ち
〕
こ

れ
は
声
聞
の
こ
と
で
あ
る
。〔
し
か
し
、
こ
の
声
聞
は
〕
器
量

が
小
さ
く
、〔
菩
薩
や
仏
と
く
ら
べ
る
と
〕
劣
る
存
在
で
あ
る
。

〔
な
ぜ
な
ら
声
聞
は
〕
自
利
の
み
が
あ
る
ば
か
り
で
、
利
他
の

大
悲
が
欠
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
覚
他
」
と
は
、〔
仏
の
こ
と
を
声
聞
と
縁
覚
の
〕
二
乗
と
区

別
す
る
〔
こ
と
で
あ
る
〕。
こ
れ
は
菩
薩
と
〔
二
乗
を
峻
別
す

る
こ
と
に
〕
よ
る
。〔
こ
の
菩
薩
は
〕
智
〔
慧
〕
が
あ
る
か
ら

こ
そ
自
ら
を
済
度
し
、〔
そ
し
て
慈
〕
悲
が
あ
る
か
ら
こ
そ
他

者
を
済
度
す
る
〔
存
在
で
あ
る
。
菩
薩
た
る
者
は
〕
常
に
積
極

的
に
慈
悲
と
智
慧
を
と
も
に
実
践
し
、〔
存
在
の
〕
有
無
に
〔
心

が
と
ら
わ
れ
〕
執
着
す
る
こ
と
が
な
い
。

　
「
覚
行
窮
満
」
と
は
、〔
仏
の
こ
と
を
〕
菩
薩
と
区
別
す
る〔
こ

と
で
あ
る
〕。
こ
れ
は
如
来
と
〔
菩
薩
を
峻
別
す
る
こ
と
に
〕

よ
る
。〔
こ
の
如
来
は
〕
智
慧
も
実
践
も
す
で
に
究
極
〔
の
境

地
に
〕
達
し
て
お
り
、〔
修
行
を
完
成
す
る
た
め
に
要
す
る
〕

永
き
時
間
も
す
で
に
満
ち
お
り
、
凡
夫
や
声
聞
と
縁
覚
や
菩
薩

の
境
界
を
超
越
し
て
い
る〔
存
在
で
あ
る
〕。
だ
か
ら
こ
そ〔
こ

の
経
典
の
題
名
で
〕「
仏
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
説
」
と
は
、
口
か
ら
声
に
出
し
て
話
す
こ
と
で
あ
る
。
だ

か
ら
〔
こ
の
経
典
の
題
名
で
〕「
説
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま

た
如
来
は
人
々
に
対
し
て
教
え
を
説
く
が
、〔
そ
の
説
法
の
内

容
は
常
に
相
手
に
応
じ
て
〕
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
永
い
時
間
を

か
け
て
覚
り
に
至
る
教
え
（
漸
教
）
で
あ
れ
、
す
み
や
か
に
覚

り
に
至
る
教
え
（
頓
教
）
で
あ
れ
、
相
手
に
応
じ
て
説
く
こ
と

も
あ
れ
ば
、〔
あ
え
て
〕
説
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
時
に
は
六
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根
（
（3
（

を
通
じ
て
説
法
を
す
る
。
ま
た
姿
か
た
ち
を
通
じ
て
説
法
を

す
る
こ
と
も
あ
る
。〔
仏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
想
い
に
応
じ
、〔
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
と
の
〕
縁
に
応
じ
て
〔
説
法
し
〕、〔
仏
の
教
え
を

聞
い
た
者
は
〕
す
べ
て
覚
り
〔
へ
と
至
る
〕
利
益
を
こ
う
む
る
。

　
「
無
量
寿
」
と
は
こ
の
地
（
唐
）
の
こ
と
ば
で
あ
る
。「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
こ
と
ば
で
あ
る
。「
南
」
と

は
「
帰
」、「
無
」
と
は
「
命
」、「
阿
」
と
は
「
無
」、「
弥
」
と

は
「
量
」、「
陀
」
と
は
「
寿
」、「
仏
」
と
は
「
覚
」
と
訳
す
（
（3
（

。

だ
か
ら
〔「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
こ
と
を
〕「
帰
命
無
量
寿
覚
」

と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
古
代
イ
ン
ド
の
こ
と
ば
と
、
こ
の
地

（
唐
）
の
こ
と
ば
と
の
対
応
で
あ
り
、〔「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
〕

こ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
。
今
、「
無
量
寿
」
と
は
〔
阿
弥
陀
仏

が
覚
っ
た
〕
法
を
指
す
。「
覚
」
と
は〔
覚
者
た
る
〕
人
を
指
す
。

〔
こ
の
よ
う
に
「
無
量
寿
覚
」
と
は
〕
人
と
法
を
並
べ
て
明
ら

か
に
し
た
〔
こ
と
ば
で
あ
る
〕。
だ
か
ら
「
阿
弥
陀
仏
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
人
と
法
と
は
観
察
の
対
象
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
ふ
た
つ

あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
は
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
）、〔
第
〕
二
に
は

極
楽
世
界
の
仏
・
菩
薩
（
正
報
）
で
あ
る
。

　
〔
第
一
の
〕
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
）
の
中
に
〔
つ
い
て
、

さ
ら
に
〕
三
種
が
あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
地
下
の
荘
厳
で
あ
る
。〔
極

楽
世
界
の
大
地
を
支
え
て
い
る
〕
宝
玉
で
で
き
た
柱
〔
か
ら
放

た
れ
る
〕
光
明
に
よ
っ
て
、
相
互
に
照
ら
し
合
う
と
い
っ
た
、

あ
ら
ゆ
る
〔
様
相
〕
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
二
に
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
地
上
の
荘
厳
で
あ
る
。〔
こ

れ
は
〕
宝
玉
で
で
き
た
地
面
や
池
や
林
や
楼
閣
や
宮
殿
と
い
っ

た
あ
ら
ゆ
る
〔
様
相
〕
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
三
に
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
空
中
の
荘
厳
で
あ
る
。〔
こ

れ
は
阿
弥
陀
仏
の
意
志
に
よ
っ
て
〕
変
化
〔
し
顕
現
〕
し
た
宝

で
で
き
た
宮
殿
や
〔
舞
い
散
る
〕
花
々
や
〔
薄
絹
の
よ
う
な
〕

網
や〔
宝
玉
を
集
め
た
〕
雲
、
鳥
の
姿
や
風
光
か
ら
流
れ
る〔
不

可
思
議
な
〕
音
声
や
音
楽
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
〔
様
相
〕
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
種
の
区
別
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、〔
こ
れ
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ら
は
〕
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
〔
存
在
し
、
阿
弥
陀

仏
の
覚
り
を
根
拠
と
す
る
か
ら
こ
そ
〕
一
切
の
汚
れ
や
煩
悩
が

伴
わ
ず（
無
漏
）、〔
し
か
も
〕
覚
り
の
世
界
そ
の
も
の（
真
実
）

で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
極
め
て
す
ぐ
れ
た
〔
実
際
の
〕
様
相
で
あ

る
。
以
上
に
よ
っ
て
〔
極
楽
世
界
の
〕
様
相
（
依
報
）〔
に
関

す
る
説
明
を
〕
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
）
に
つ
い
て
は
、〔『
観
経
』

に
説
く
と
こ
ろ
の
、
第
一
〕
日
想
観
か
ら
、〔
第
七
〕
華
座
観

ま
で
に
、
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
）
が
す
べ
て
明
か
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
〔『
観
経
』
が
説
く
〕
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
）
に

つ
い
て
、〔
さ
ら
に
〕「
通
」
と「
別
」
の
区
別
が
あ
る
。〔
ま
ず
〕

「
別
依
」
と
は
〔
第
七
〕
華
座
観
の
こ
と
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら

ば
、
こ
の
〕
華
座
観
だ
け
は
阿
弥
陀
仏
だ
け
に
付
属
す
る
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
〔
第
一
観
か
ら
第
六
観
ま
で
の
〕

六
種
の
観
は
「
通
依
」
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
六

観
は
〕
極
楽
世
界
（
（3
（

に
住
す
る
者
（
凡
聖
）
に
〔
共
通
し
て
〕
付

属
す
る
も
の
で
あ
る
。〔
そ
し
て
〕
た
だ
〔
極
楽
世
界
に
〕
往

生
し
た
者
す
べ
て
に
、〔
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
〕
同
じ
よ
う
に

体
験
さ
せ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
通
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
〔
第
一
観
か
ら
第
六
観
ま
で
の
〕
六
種
〔
の
観
〕

の
中
に
、「
真
」
と
「
仮
」
の
区
別
が
あ
る
。〔
ま
ず
〕「
仮
」

と
は
、〔
第
一
観
の
〕
日
想
と
〔
第
二
観
の
〕
水
想
と
氷
想
な

ど
に
つ
い
て
、〔
こ
れ
ら
を
〕「
仮
依
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
こ

の
〔
私
た
ち
の
〕
世
界
で
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
、

〔
極
楽
世
界
の
様
相
に
よ
く
〕
似
た
対
象
物
で
あ
る
。

　
〔
次
に
〕「
真
依
」
と
は
〔
第
二
観
に
お
け
る
〕
瑠
璃
地
〔
の

観
察
〕
か
ら
、〔
第
六
〕
宝
楼
観
ま
で
が
〔
依
報
の
中
の
〕「
真

依
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
真
如
そ
の
も

の
（
真
実
）
で
あ
り
、〔
し
か
も
阿
弥
陀
仏
の
覚
り
を
根
拠
と

す
る
か
ら
こ
そ
〕
一
切
の
汚
れ
や
煩
悩
が
な
く
（
無
漏
）、〔
実

際
に
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
〔
極
楽
の
〕
様
相

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
二
に
極
楽
世
界
の
世
間
（
正
報
）
の
中
に
〔
つ
い
て
、

さ
ら
に
〕
二
種
が
あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
主
〔
と
し
て
の
唯
一
の
〕
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荘
厳
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
〔
一
仏
〕
の
こ
と
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
二
に
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
諸
菩
薩
な
ど
の
存
在
（
聖

衆
荘
厳
）
で
あ
る
。〔
こ
の
諸
菩
薩
な
ど
は
〕
実
際
に
彼
〔
の

極
楽
世
界
に
〕
存
在
し
て
い
る
者
た
ち
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
世

界
か
ら
共
に
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し
て
き
た
者
た
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
極
楽
世
界
の
世
間
（
正
報
）
の
中
に
〔
つ
い
て
も
、

依
報
と
同
様
に
〕「
通
」
と
「
別
」
の
区
別
が
あ
る
。

　
〔
ま
ず
〕「
別
」
と
は
阿
弥
陀
仏
〔
一
仏
〕
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
「
別
」
に
中
に
、「
真
」
と
「
仮
」
の
区
別
が

あ
る
。「
仮
の
正
報
」
と
は
、
つ
ま
り
〔『
観
経
』
が
説
く
〕
第

八
像
観
の
こ
と
で
あ
る
。〔
ま
た
〕
観
音〔
菩
薩
〕
や
勢
至〔
菩

薩
〕
な
ど
も
同
様
に〔
第
八
像
観
の
所
説
が「
仮
の
正
報
」
と
〕

な
る
。
こ
れ
は
、
人
々
は
〔
自
ら
の
悪
業
に
と
も
な
う
〕
障
害

が
重
く
、
煩
悩
や
迷
い
の
道
理
が
深
い
の
で
、
あ
る
い
は
仏
が

最
初
か
ら
〔
自
ら
の
〕
本
当
の
容
姿
を
観
想
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、

〔
罪
深
き
人
々
の
前
に
そ
の
姿
を
〕
現
す
こ
と
が
で
き
な
い〔
こ

と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
ろ
う
〕。
だ
か
ら
こ
そ
〔
ま
ず
仏
自
ら

の
〕
本
当
の
容
姿
に
似
た
像
を
仮
に
用
意
し
、〔
こ
の
仏
の
像

に
対
し
て
〕
心
を
集
中
さ
せ
、
観
想
さ
せ
、
彼
の
仏
と
同
様
の

容
姿
を
〔
あ
ら
か
じ
め
目
の
当
た
り
す
る
こ
と
で
〕、〔
仏
の
〕

境
界
を
理
解
し
獲
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
「
仮
の
正
報
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
〔
次
に
〕「
真
の
正
報
」
と
は
、〔『
観
経
』
が
説
く
〕
第
九
真

身
観
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
仮
の
正
報
」
の
実
践

を
通
じ
て
、
徐
々
に
散
漫
し
〔
乱
れ
た
〕
心
を
整
え
、
心
の
眼

が
開
く
よ
う
に
な
り
、
あ
ら
ま
し
な
が
ら
も
彼
の
〔
極
楽
世
界

の
〕
清
浄
な
る
〔
依
正
〕
二
報
の
さ
ま
ざ
ま
な
荘
厳
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
で
、
暗
い
煩
悩
を
取
り
除
く
。〔
こ
う
し
て

煩
悩
の
〕
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
彼
の
〔
極
楽
世
界
の
〕

真
実
の
境
〔
界
の
様
〕
相
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
〔
次
に
〕「
通
の
正
報
」
と
は
、〔『
観
経
』
に
説
く
と
こ
ろ
の
〕

観
音
〔
菩
薩
を
始
め
と
す
る
極
楽
世
界
の
〕
聖
衆
な
ど
よ
り
以

下
の
〔
経
文
の
〕
内
容
で
あ
る
。

　

以
上
、
説
明
し
て
き
た
「
通
」「
別
」「
真
」「
仮
」
と
は
、

ま
さ
に
〔
極
楽
世
界
の
〕
依
正
二
報
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
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あ
る
。

　
〔『
仏
説
無
量
寿
観
経
』
と
い
う
経
題
の
〕「
観
」
と
は
「
照

ら
す
」〔
と
い
う
意
味
で
〕
あ
る
。〔
こ
の
『
観
経
』
の
実
践
者

た
る
者
は
〕
常
に
澄
み
切
っ
た
信
仰
心
（
浄
信
心
）
の
手
に
よ

っ
て
、
智
慧
の
輝
き
を
持
ち
、
彼
の
阿
弥
陀
仏
の
依
正
〔
二

報
〕
な
ど
を
照
ら
し
出
す
。

　
〔『
仏
説
無
量
寿
観
経
』
と
い
う
経
題
の
〕「
経
」
と
は
経
糸

〔
と
い
う
意
味
で
〕
あ
る
。
経
糸
は
緯
糸
を
支
え
て
、〔
こ
の
経

糸
と
緯
糸
に
よ
っ
て
〕
布
と
な
り
、
そ
の
活
用
性
が
で
き
る
の

で
あ
る
。「
経
」
は
法
を
支
え
、〔「
経
」
に
よ
っ
て
〕
仏
の
覚

り
（
理
）
と
仏
の
言
葉
（
事
）
が
完
全
に
一
致
し
、〔『
観
経
』

に
説
く
〕
定
善
も
散
善
も
、
相
手
に
対
し
て
功
徳
が
な
い
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。〔
こ
の
『
観
経
』
の
も
と
定
散
二
善
を
〕
実

践
す
る
人
に
対
し
て
、
必
ず
教
え
と
実
践
の
縁
と
因
と
に
よ
っ

て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
本
願
力
に
乗
じ
て
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往

生
し
て
、
彼
の
〔
極
楽
世
界
に
お
い
て
〕
覚
り
（
無
為
法
楽
）

を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
の
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し

た
後
は
、
も
は
や
何
も
恐
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
永
い
時

間
に
わ
た
っ
て
〔
菩
薩
〕
行
を
修
し
、
菩
提
を
極
め
、〔
極
楽

世
界
で
得
た
〕
法
身
（
（3
（

が
永
遠
で
あ
る
こ
と
は
さ
な
が
ら
虚
空
の

よ
う
で
も
あ
る
。〔
経
典
は
〕
こ
の
よ
う
な
功
徳
を
も
た
ら
す

か
ら
こ
そ
「
経
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
一
巻
」
と
は
、
こ
の
『
観
経
』
一
部
が
王
舎
城
と
耆
闍
崛

山
の
二
箇
所
に
お
い
て
説
示
さ
れ
た
と
は
い
え
、〔
こ
の
二
会

を
〕
総
じ
て
こ
の
〔『
観
経
』
の
〕
一
〔
部
〕
が
成
立
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
一
巻
」
と
い
う
の
だ
。

　

そ
れ
故
に
〔
こ
の
経
典
の
経
題
を
〕「
仏
説
無
量
寿
観
経
一

巻
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
〔
本
経
典
の
〕
経
題
の
解
釈
を
終
え
る
こ
と
と

す
る
。

〔
宗
旨
門
（
（3
（

〕

　

第
三
に
〔
本
経
典
の
〕
主
旨
と
〔
他
経
典
の
主
旨
の
〕
相
違
、

〔
お
よ
び
本
経
典
の
〕
教
え
が
大
〔
乗
〕
か
そ
れ
と
も
小
〔
乗

で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
判
別
〕
と
は
、〔
た
と
え
ば
〕

『
維
摩
経
（
（3
（

』
は「
不
可
思
議
な
る
解
脱
」
を
以
っ
て〔
経
典
の
〕
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主
旨
と
し
て
い
る
。〔
あ
る
い
は
〕『
大
品〔
般
若
〕
経
（
（3
（

』
は「〔
す

べ
て
の
存
在
が
〕
空
〔
で
あ
る
と
如
実
に
知
見
す
る
智
〕
慧
」

を
以
っ
て
〔
経
典
の
〕
主
旨
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は

〔
決
し
て
〕
ひ
と
つ
で
は
な
い
。

　

今
、
こ
の『
観
経
』
は「
観
仏
三
昧
（
（3
（

」
を
以
っ
て〔
経
典
の
〕

主
旨
と
し
、
ま
た
〔
同
時
に
〕「
念
仏
三
昧
（
（3
（

」
を
以
っ
て
〔
経

典
の
〕
主
旨
と
す
る
。〔
こ
の
二
種
の
実
践
行
は
〕
た
だ
ひ
た

す
ら
〔
極
楽
世
界
へ
の
往
生
の
た
め
に
〕
廻
向
し
、〔
極
楽
世

界
へ
の
往
生
を
〕
願
い
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
〔
次
に
、
こ
の『
観
経
』
の
〕
教
え
が
大
乗
か
、〔
そ
れ
と
も
〕

小
乗
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　

問
う
。
こ
の
『
観
経
』
は
〔
声
聞
蔵
と
菩
薩
蔵
の
〕
二
蔵
の

中
で
は
ど
ち
ら
の
蔵
に
含
ま
れ
る
教
え
で
あ
り
、〔
ま
た
頓
教

と
漸
教
の
〕
二
教
の
中
で
は
ど
ち
ら
の
教
え
に
収
ま
る
も
の
な

の
か
。

　

答
え
る
。
今
、
こ
の
『
観
経
』
は
菩
薩
蔵
（
（3
（

に
含
ま
れ
る
教
え

で
あ
り
、
頓
教
（
（4
（

に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。

〔
説
人
差
別
門
（
（4
（

〕

　

第
四
に
、〔
本
経
典
が
〕
誰
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
の
か
と

い
う
問
題
を
説
明
し
よ
う
。
お
お
よ
そ
経
典
が
説
示
さ
れ
る
方

法
は
以
下
の
五
種
で
あ
る
。〔
第
〕
一
に
は
仏
の
所
説
で
あ
る
。

〔
第
〕
二
に
は
聖
な
る
〔
仏
〕
弟
子
の
所
説
で
あ
る
。〔
第
〕
三

に
は
天
人
や
仙
人
の
所
説
で
あ
る
。〔
第
〕
四
に
は
鬼
や
異
神

の
所
説
で
あ
る
。〔
第
〕
五
に
は
〔
上
述
の
四
種
の
存
在
が
本

体
を
隠
し
、〕
姿
を
〔
何
か
別
の
物
に
〕
変
え
現
れ
た
上
で
の

所
説
で
あ
る
。

　

今
、
こ
の
『
観
経
』
は
〔
あ
く
ま
で
も
〕
仏
の
自
説
で
あ
る
。

　

問
う
。
仏
は
ど
こ
の
場
所
に
お
い
て
、
誰
の
た
め
に
〔
こ
の

『
観
経
』
を
〕
説
示
さ
れ
た
の
か
。

　

答
え
る
。
仏
は
王
舎
城
に
お
い
て
、
韋
提
〔
希
夫
人
〕
を
は

じ
め〔
未
来
世
一
切
の
衆
生
〕
の
た
め
に
、〔
こ
の『
観
経
』
を
〕

説
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（4
（

。
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〔
定
散
料
簡
門
（
（4
（

〕

　

第
五
に
、
定〔
善
と
〕
散〔
善
と
い
う
〕
二〔
種
の
〕
善〔
行
〕

を
区
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、〔
以
下
の
〕
六
項
目
が
あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
は
〔
釈
尊
に
対
し
て
、
こ
の
『
観
経
』
の
説
示

を
〕
依
頼
し
た
人
物
（
能
請
者
）
に
つ
い
て
明
か
す
。
こ
れ
は

韋
提
〔
希
夫
人
〕
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
二
に
は
〔
こ
の
『
観
経
』
の
説
示
を
〕
依
頼
さ
れ
た

人
物
（
所
請
者
）
に
つ
い
て
明
か
す
。
こ
れ
は
釈
尊
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
三
に
は
〔
こ
の
『
観
経
』
を
〕
説
示
し
た
人
物
（
能

説
者
）
に
つ
い
て
明
か
す
。
こ
れ
は
如
来
（
（4
（

で
あ
る
。

　
〔
第
〕
四
に
は
〔
如
来
た
る
釈
尊
に
よ
っ
て
〕
説
示
さ
れ
た

〔
こ
の『
観
経
』
の
〕
内
容
に
つ
い
て
明
か
す
。
こ
れ
は
定〔
善

と
〕
散
〔
善
と
い
う
〕
二
〔
種
の
〕
善
〔
行
〕、
す
な
わ
ち
十

六
観
門
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
五
に
は〔
こ
の『
観
経
』
に
お
け
る
〕
救
済
者（
能
為
）

を
明
か
す
。
こ
れ
は
如
来
で
あ
る
。

　
〔
第
〕
六
に
は
〔
こ
の
『
観
経
』
に
お
け
る
〕
救
済
対
象
（
所

為
）
を
明
か
す
。
こ
れ
は
韋
提
〔
希
夫
人
〕
を
は
じ
め
〔
未
来

世
一
切
の
衆
生
〕
で
あ
る
。

　

問
う
。〔
こ
の
『
観
経
』
が
説
示
す
る
〕
定
〔
善
と
〕
散
〔
善

と
い
う
〕
二
〔
種
の
〕
善
〔
行
〕
は
、
一
体
、
誰
の
依
頼
に
よ

っ
て
説
か
れ
た
の
か
。

　

答
え
る
。
定
善
の
一
門
は
韋
提
〔
希
夫
人
〕
の
依
頼
に
よ
っ

て
〔
説
示
さ
れ
た
教
説
で
あ
る
〕。
散
善
の
一
門
は
釈
尊
自
ら

〔
の
意
志
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
教
説
〕
で
あ
る
。

　
〔
で
は
〕
問
う
。〔
こ
の
定
散
二
善
の
区
分
に
つ
い
て
〕
い
さ

さ
か
疑
問
が
残
る
。〔
こ
の
〕
定
散
二
善
は
〔
一
体
、『
観
経
』

の
〕
ど
こ
に
〔
そ
の
〕
出
典
が
あ
る
の
か
。〔
ま
た
〕
今
、
す

で
に
〔
こ
の
『
観
経
』
に
定
散
二
善
の
〕
教
え
が
そ
な
わ
っ
て

い
て
、〔
そ
の
こ
と
に
〕
不
備
が
な
け
れ
ば
、〔
一
体
〕
ど
の
よ

う
な
人
々
が
〔
こ
の
『
観
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
定
散
二
善

の
教
え
を
〕
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

答
え
る
。〔
こ
れ
ら
二
点
の
疑
義
に
対
し
て
〕
考
え
る
と
、〔
次

の
〕
二
種
の
内
容
が
あ
る
。

　
〔
ま
ず
第
〕
一
に
、
仏
教
を
謗
る
者
、
信
仰
心
が
皆
無
な
者

な
ど
、〔
こ
れ
ら
の
者
は
こ
の
『
観
経
』
の
教
え
を
〕
受
け
る
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こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
〔
彼
ら
は
〕
朽
ち
果
て
た
林

や
、
硬
い
石
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、〔
い
く
ら
水
を
か
け
て
も
、

決
し
て
〕
潤
い
、
成
長
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
人
々
は
決
し
て
教
え
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

彼
ら
以
外
〔
の
す
べ
て
の
人
々
は
〕
た
だ
ひ
た
す
ら
に
〔
心
の

底
か
ら
阿
弥
陀
仏
を
〕
信
じ
、〔
我
が
身
の
〕
往
生
を
願
い
求
め
、

で
き
得
れ
ば
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
少
な
く
と
も
十
念
に
お
よ

ぶ
ま
で
〔
念
仏
す
れ
ば
〕、〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て

誰
ひ
と
り
と
し
て
往
生
し
な
い
者
は
な
い
。
以
上
で
先
ほ
ど
の

「
誰
が
こ
の
教
え
を
受
け
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ

と
と
す
る
。

　
〔
第
〕
二
に
、〔
こ
の
定
散
二
善
が
『
観
経
』
の
〕
ど
の
経
文

を
出
典
と
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
〔
答
え
る
と
〕、

「
通
」
と
「
別
」
と
が
あ
る
。

　
「
通
」
に
は
〔
以
下
の
〕
三
義
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い

う
と
、〔
第
〕
一
に
〔『
観
経
』
に
説
く
〕「
韋
提
白
仏
唯
願
為

我
広
説
無
憂
悩
処
（
（4
（

」
よ
り
以
下
で
は
、
こ
れ
は
韋
提
が
自
身
の

た
め
に〔
一
切
の
苦
が
な
い
世
界
を
〕
自
ら
が
行
く
べ
き
先（
所

求
）
と
し
て
〔
釈
尊
に
対
し
て
説
き
示
す
こ
と
を
〕
願
っ
て
い

る
。〔
第
〕
二
に
〔『
観
経
』
に
説
く
〕「
唯
願
仏
日
教
我
観
於

清
浄
業
処
（
（4
（

」
よ
り
以
下
で
は
、
こ
れ
は
韋
提
が
自
身
の
た
め
に

〔
一
切
の
苦
が
な
い
世
界
へ
〕
自
ら
が
行
く
方
法
（
去
行
）
に

つ
い
て
〔
釈
尊
に
対
し
て
説
き
示
す
こ
と
を
〕
願
っ
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔『
観
経
』
に
説
く
〕「
世
尊
光
台
現
国
（
（4
（

」
よ
り
以

下
は
、
先
ほ
ど
〔
韋
提
が
〕「
一
切
の
苦
し
み
が
な
い
世
界
」

を
求
め
た
こ
と
に
対
す
る
、
釈
尊
の
返
答
で
あ
る
。〔
以
上
の
〕

三
義
〔
の
区
別
〕
が
あ
る
が
、〔
こ
の
三
義
に
よ
り
〕
先
ほ
ど

の
「
通
」
に
つ
い
て
答
え
終
わ
る
。

　
「
別
」
に
は〔
以
下
の
〕
二
義
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に〔『
観
経
』

に
説
く
〕「
韋
提
白
仏
我
今
樂
生
極
楽
世
界
弥
陀
仏
所
（
（4
（

」
よ
り

以
下
で
は
、
韋
提
が
自
身
の
た
め
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界

だ
け
を
〕
別
出
し
て
、
自
ら
が
行
く
べ
き
先
と
し
て
選
定
し
て

い
る
。〔
第
〕
二
に
〔『
観
経
』
に
説
く
〕「
唯
願
教
我
思
惟
教

我
正
受
（
（4
（

」
よ
り
以
下
で
は
、
韋
提
が
自
身
の
た
め
に
〔
阿
弥
陀

仏
の
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
の
〕
特
別
な
方
法
に
つ
い
て

〔
釈
尊
に
対
し
て
説
き
示
す
こ
と
を
〕
願
っ
て
い
る
。〔
以
上
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の
〕
二
義
〔
の
区
別
〕
が
あ
る
が
、〔
こ
の
二
義
に
よ
り
〕
先

ほ
ど
の
「
別
」
に
つ
い
て
答
え
終
わ
る
。

　

こ
こ
か
ら
以
下
で
は
、
次
に
定
散
二
善
〔
の
区
分
に
〕
つ
い

て
答
え
よ
う
。

　

問
う
。〔
一
体
、〕
ど
の
よ
う
な
〔
実
践
行
を
〕
定
善
と
い
い
、

〔
ま
た
〕
ど
の
よ
う
な
〔
実
践
行
を
〕
散
善
と
い
う
の
か
。

　

答
え
る
。〔『
観
経
』
に
説
く
第
一
〕
日〔
想
〕
観
か
ら
、〔
第
〕

十
三
観
ま
で
を
定
善
と
い
う
。〔
世
福
・
戒
福
・
行
福
の
〕
三

福
と
〔
第
十
四
観
・
第
十
五
観
・
第
十
六
観
の
〕
九
品
を
散
善

と
い
う
（
（5
（

。

　

問
う
。〔
で
は
、
そ
の
〕
定
善
の
中
に
は
〔
一
体
、〕
ど
の
よ

う
な
相
違
が
あ
り
、〔
ま
た
そ
の
こ
と
は
『
観
経
』
の
中
の
〕

ど
の
経
文
を
典
拠
と
す
る
の
か
。

　

答
え
る
。
ど
の
経
文
を
典
拠
と
す
る
の
か
と
は
、『
観
経
』

に
「
教
我
思
惟
教
我
正
受
（
（5
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
経
文
を

以
っ
て
典
拠
と
す
る
。〔
次
に
、
定
善
の
中
の
〕
相
違
に
つ
い
て
、

〔
以
下
の
〕
二
義
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に
は
「
思
惟
」、〔
第
〕
二

に
は
「
正
受
」
で
あ
る
。

　
「
思
惟
」
と
は
観
〔
察
行
〕
の
前
段
階
で
あ
り
、
彼
の
〔
極

楽
〕
世
界
の
依
正
二
報
の
全
体
の
様
子
と
、
個
別
の
様
子
に
思

い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
〔『
観
経
』
の
第

三
〕
地
〔
想
〕
観
の
経
文
の
中
に
「
如
此
想
者
名
為
粗
見
極
楽

國
土
（
（5
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
〔
通
り
で
あ
る
〕。
こ
の
こ
と
は
つ

ま
り
上
述
し
た
〔『
観
経
』
の
〕「
教
我
思
惟
」〔
と
い
う
経
文
〕

の
一
句
と
一
致
す
る
。

　
「
正
受
」
と
は
心
が
何
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

〔
心
が
対
象
に
対
し
て
〕
思
い
を
か
け
る
こ
と
も
、〔
心
が
そ
の

対
象
に
つ
い
て
〕
思
慮
分
別
す
る
こ
と
も
な
く
、
三
昧
〔
と
い

う
境
地
〕
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
正

受
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
〔『
観
経
』
の
第
三
〕
地
〔
想
〕

観
の
経
文
の
中
に
「
若
得
三
昧
見
彼
国
地
了
了
分
明
（
（5
（

」
と
説
か

れ
て
い
る
〔
通
り
で
あ
る
〕。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
上
述
し
た

〔『
観
経
』
の
〕「
教
我
正
受
」〔
と
い
う
経
文
〕
の
一
句
と
一
致

す
る
。
定
善
と
散
善
に
つ
い
て
は
二
義
が
あ
る
が
、
以
上
の
よ

う
に
先
ほ
ど
の
問
い
に
つ
い
て
答
え
終
え
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
ま
で
説
示
し
た
〔
十
六
観
を
定
善
と
散
善
に
区
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別
す
る
〕
解
釈
は
、〔
私
、
善
導
以
前
の
他
の
〕
諸
師
〔
た
ち

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
『
観
経
』
解
釈
〕
と
は
〔
大
き
く
〕
異
な

る
も
の
で
あ
る
。〔
私
、
善
導
以
前
の
他
の
〕
諸
師
は〔『
観
経
』

の
〕「
思
惟
」
と
い
う
一
句
を
典
拠
と
し
て
、〔
世
福
・
戒
福
・

行
福
の
〕
三
福
と
〔
第
十
四
観
・
第
十
五
観
・
第
十
六
観
の
〕

九
品
と
合
わ
せ
て
、〔
こ
れ
ら
三
福
と
九
品
を
〕
散
善
と
〔
規

定
〕
し
て
い
る
。〔
ま
た
〕「
正
受
」
と
い
う
一
句
を
典
拠
と
し

て
、〔『
観
経
』
所
説
の
〕
十
六
観
と
合
わ
せ
て
、〔
こ
の『
観
経
』

所
説
の
十
六
観
を
〕
定
善
と
〔
規
定
〕
し
て
い
る
（
（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
に
つ
い
て
考
え
る
に
、〔
こ
れ
は
〕
決
し

て
正
し
い
〔『
観
経
』
の
解
釈
〕
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
何

か
と
い
う
と
、『
華
厳
経
』
に
は
「
思
惟
と
正
受
、
こ
れ
ら
は

三
昧
の
別
の
名
称
で
あ
る
（
（5
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
〔『
観

経
』
の
第
三
〕
地
〔
想
〕
観
の
経
文
〔
で
あ
る
「
如
此
想
者
名

為
粗
見
極
楽
國
土
」
と「
若
得
三
昧
見
彼
国
地
了
了
分
明
」〕
と
、

こ
の
〔『
華
厳
経
』
の
〕
経
文
と
に
よ
っ
て
、〔
思
惟
と
正
受
が

と
も
に
三
昧
で
あ
る
こ
と
は
〕
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
う
し
て

〔
思
惟
が
、
三
福
と
九
品
の
〕
散
善
に
通
じ
る
こ
と
が
あ
ろ
う

か
（
（5
（

。
　

ま
た
、
こ
こ
ま
で
は
韋
提
が
先
に
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
願
い

出
て
「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
述
べ
、
引
き
続
く
〔
経
文
で

は
、
釈
尊
に
対
し
て
〕
願
い
出
て
「
教
我
思
惟
正
受
」
と
述
べ

て
い
る
。〔
こ
の
よ
う
に
韋
提
か
ら
釈
尊
に
対
し
て
〕
二
度
の

願
い
出
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
〔
二
度
の
願
い
は
、
と
も
に
〕
定

善
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

ま
た
、
散
善
に
つ
い
て
は
〔
韋
提
か
ら
釈
尊
に
対
す
る
〕
願

い
出
は
一
切
な
い
。〔
散
善
は
〕
た
だ
仏
〔
た
る
釈
尊
が
、
あ

く
ま
で
も
〕
自
ら
の
〔
意
志
の
も
と
で
〕
説
き
示
し
た
〔
教
え

で
あ
る
〕。〔
こ
の
こ
と
は
〕
後
出
の
散
善
〔
顕
行
〕
縁
の
中
で

「
亦
令
未
来
世
一
切
凡
夫
（
（5
（

」
と
説
き
示
す
〔
経
文
こ
そ
が
、
散

善
が
仏
自
説
の
証
明
と
な
る
〕
一
文
で
あ
る
。

〔
経
論
和
会
門
（
（5
（

〕

　

第
六
に
、〔
本
〕
経
典
と
〔
諸
々
の
〕
論
書
と
の
相
違
点
を

突
き
合
わ
せ
、
様
々
な
観
点
か
ら
問
答
を
提
示
し
て
〔
本
経
典

に
対
す
る
〕
疑
惑
を
取
り
除
く
と
は
、
こ
の
〔
一
〕
門
の
中
に
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〔
以
下
の
〕
六
項
目
が
あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
は
〔
私
、
善
導
以
前
の
〕
諸
々
〔
の
先
学
の
〕

法
師
に
つ
い
て
、〔
彼
ら
の
〕
九
品
に
関
す
る
理
解
を
整
理
す
る
。

　
〔
第
〕
二
に
は
道
理
に
よ
っ
て
〔
こ
れ
ら
先
学
の
諸
師
の
九

品
解
釈
が
根
本
的
に
過
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ

れ
を
〕
否
定
す
る
。（
道
理
破
）

　
〔
第
〕
三
に
は
〔
第
二
の
道
理
破
に
引
き
続
い
て
〕
再
度
、

九
品
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、〔
こ
の
九
品
〕
一
々
に
つ
い
て
〔
自

説
を
提
示
し
て
、
諸
師
の
解
釈
を
〕
否
定
す
る
。（
翻
対
破
）

　
〔
第
〕
四
に
は
〔『
観
経
』
の
〕
経
文
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、〔
こ
の
『
観
経
』
は
〕
あ
く
ま
で
も
凡
夫
の
た
め
〔
に

説
示
さ
れ
た
経
典
で
あ
り
、
決
し
て
〕
聖
者
の
た
め
に
〔
説
示

さ
れ
た
経
典
で
は
〕
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
。（
出
文
顕
証
）

　
〔
第
〕
五
に
は〔
凡
夫
の
往
生
は
即
時
で
は
な
く
、〕
別
時〔
の

往
生
で
あ
る
と
す
る
〕
問
題
に
つ
い
て
〔
整
理
し
〕
対
応
す
る
。

（
別
時
意
会
通
説
）

　
〔
第
〕
六
に
は
二
乗
種
は
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
〔
整
理
し
〕
対
応
す

る
。（
二
乗
種
不
生
説
）

　

第
一
に
〔
九
品
に
関
す
る
〕
諸
師
の
解
釈
と
は
、
ま
ず
上
輩

の
三
人
に
関
す
る
〔
諸
師
の
規
定
を
〕
挙
げ
れ
ば
、
上
〔
品
〕

上
〔
生
の
者
〕
と
は
、
こ
れ
は
〔
菩
薩
の
階
位
に
お
い
て
〕
第

四
地
か
ら
第
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
理
解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
で

は
、
上
品
上
生
の
者
は
〕
極
楽
〔
世
界
〕
に
往
生
す
る
と
、
そ

の
ま
ま
す
ぐ
に
無
生
忍
を
獲
得
す
る
〔
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〕

か
ら
で
あ
る
（
（5
（

。

　

上
〔
品
〕
中
〔
生
の
者
〕
は
、
こ
れ
は
初
地
か
ら
第
四
地
に

入
る
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
理

解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
で
は
、
上
品
中
生
の
者

は
〕
極
楽〔
世
界
〕
に
往
生
す
る
と
、
一
小
劫〔
と
い
う
時
間
〕

を
経
過
し
て
無
生
忍
を
獲
得
す
る
〔
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〕
か

ら
で
あ
る
（
（6
（

。

　

上
〔
品
〕
下
〔
生
の
者
〕
は
、
こ
れ
は
種
性
位
か
ら
初
地
に

入
る
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
理



研究ノート

133　善導『観経疏』現代語訳①

解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
で
は
、
上
品
下
生
の
者

は
〕
極
楽〔
世
界
〕
に
往
生
す
る
と
、
三
小
劫〔
と
い
う
時
間
〕

を
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
初
地
〔
の
位
〕
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
〔
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
（
（6
（

。

　
〔
諸
師
の
解
釈
で
は
、〕
こ
れ
ら
〔
上
輩
の
〕
三
品
の
人
々
は
、

い
ず
れ
も
大
乗
の
〔
菩
薩
た
る
〕
聖
者
が
〔
極
楽
世
界
に
〕
往

生
す
る
階
位
で
あ
る
〔
と
さ
れ
て
い
る
〕。

　

次
に
中
輩
の
三
人
に
関
す
る
〔
諸
師
の
規
定
を
〕
挙
げ
れ
ば
、

中
〔
品
〕
上
〔
生
の
者
〕
と
は
、
こ
れ
は
三
果
（
（6
（

〔
の
位
の
〕
者

で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
理
解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

〔『
観
経
』
で
は
、
中
品
上
生
の
者
は
〕
極
楽
〔
世
界
〕
に
往
生

す
る
と
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
阿
羅
漢〔
の
位
〕
を
獲
得
す
る〔
こ

と
に
な
っ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
（
（6
（

。

　

中〔
品
〕
中〔
生
の
者
〕
と
は
、
こ
れ
は
内
凡〔
の
位
の
者
〕

で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
理
解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

〔『
観
経
』
で
は
、
中
品
上
生
の
者
は
〕
極
楽
〔
世
界
〕
に
往
生

す
る
と
、
須
陀
洹
〔
の
位
〕
を
獲
得
す
る
〔
こ
と
に
な
っ
て
い

る
〕
か
ら
で
あ
る
（
（6
（

。

　

中
〔
品
〕
下
〔
生
の
者
〕
と
は
、
こ
れ
は
世
間
一
般
に
お
け

る
善
行
を
実
践
す
る
凡
夫
で
あ
る
。〔
彼
ら
は
〕
苦
を
厭
い
、〔
極

楽
世
界
へ
の
〕
往
生
を
求
め
る
〔
者
〕
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
な
理
解
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
で
は
、
中

品
下
生
の
者
は
〕
極
楽〔
世
界
〕
に
往
生
す
る
と
、
一
小
劫〔
と

い
う
時
間
〕
を
経
過
し
て
阿
羅
漢
果
を
獲
得
す
る
〔
こ
と
に
な

っ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
（
（6
（

。

　
〔
諸
師
の
解
釈
で
は
、〕
こ
れ
ら
〔
中
輩
の
〕
三
品
の
人
々
は
、

た
だ
小
乗
の
聖
者
な
ど
で
あ
る
。

　

下
輩
の
三
人
に
関
す
る
〔
諸
師
の
規
定
を
〕
挙
げ
れ
ば
、
こ

れ
は
大
乗
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
凡
夫
で
あ
る
。〔
彼
ら
は

犯
し
た
〕
罪
の
軽
重
に
し
た
が
っ
て
、〔
下
輩
の
中
で
〕
三
品

に
区
分
さ
れ
る
。〔
彼
ら
下
輩
の
三
人
は
〕
と
も
に
同
一
の〔
下

輩
と
い
う
〕
位
で
あ
り
、
往
生
を
願
い
求
め
る
者
が
必
ず
し
も

〔
上
輩
や
中
輩
の
よ
う
に
厳
然
と
三
品
に
〕
区
分
で
き
る
も
の

で
は
な
い
（
（6
（

。〔
以
上
の
諸
師
の
所
説
は
〕
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
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〔
第
〕
二
に
は
道
理
に
よ
っ
て
〔
こ
れ
ら
先
学
の
諸
師
の
九

品
解
釈
が
過
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
を
〕
否

定
す
る
と
は
、
先
程
〔
諸
師
の
上
品
上
生
と
上
品
中
生
の
解
釈

に
つ
い
て
〕「
初
地
か
ら
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
」

と
言
っ
た
が
、『
華
厳
経
』
に
は
「
初
地
か
ら
七
地
に
入
る
ま

で
〔
の
菩
薩
〕
は
、
仏
の
よ
う
な
身
体
（
法
性
生
身
（
（6
（

）
で
あ
り
、

〔
か
つ
〕
六
道
輪
廻
か
ら
離
れ
た
身
体
（
変
易
生
身
（
（6
（

）
で
あ

る
（
（6
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
〔
初
地
か
ら
七
地
に

入
る
ま
で
の
菩
薩
に
は
〕
も
は
や
生
死
輪
廻
の
中
で
迷
う
苦
し

み
が
な
い
。
彼
ら
の
行
い
は
、
す
で
に
二
大
阿
僧
祇
劫
〔
と
い

う
限
り
な
く
永
い
時
間
を
〕
経
て
、〔
他
者
を
〕
幸
福
に
す
る

修
行
と
〔
自
ら
が
〕
智
慧
を
極
め
る
修
行
を
両
方
と
も
修
め
、

自
分
に
も
世
界
に
も
実
体
が
な
く
〔
執
着
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
〕
知
り
尽
く
し
、
彼
ら
は
み
な
不
可
思
議
で
あ
っ
て
〔
言

葉
で
は
表
現
で
き
な
い
〕
存
在
で
あ
る
。〔
ま
た
彼
ら
は
〕
神

通
力
を
自
在
に
使
い
、
ど
こ
に
で
も
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
身
は
報
土
（
（7
（

に
あ
り
、
常
に
報
仏
（
（7
（

の
説
法
を
聞
き
、
全
世
界

〔
の
人
々
〕
を
憐
れ
み
救
済
し
、
瞬
時
に
ど
こ
に
で
も
現
れ
る
。

〔
彼
ら
が
〕
さ
ら
に
何
を
憂
慮
し
て
、〔
凡
夫
で
あ
る
〕
韋
提
が

自
ら
の
た
め
に
釈
尊
に
対
し
て
救
い
を
求
め
る
こ
と
を
頼
み
に

し
て
、
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ

の
文
章
か
ら
証
明
す
る
と
、
諸
師
が
説
く
こ
と
は
当
然
、
誤
り

で
あ
る
。〔
以
上
、〕
上
の
二〔
で
あ
る
上
品
上
生
と
上
品
中
生
〕

に
関
し
て
答
え
終
わ
る
。

　

上
品
下
生
と
は
先
程〔
諸
師
の
上
品
下
生
の
解
釈
に
つ
い
て
〕

「
種
性
位
か
ら
初
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
」
と
言
っ
た

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
経
典
（
（7
（

に
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
説

か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
菩
薩
の
こ
と
を
「
不
退
」
と

い
い
、
身
体
は
生
死
輪
廻
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
生
死
輪
廻

に
染
ま
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
ア
ヒ
ル
が
水
上
に
あ
っ
て

も
〔
羽
が
〕
濡
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
こ

の
こ
と
は
〕『
大
品
〔
般
若
〕
経
（
（7
（

』
に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
位
の
中
の
菩
薩
は
、
二
種
類
の
真
実
の
善
知
識

の
加
護
が
あ
る
か
ら
不
退
な
の
だ
。
そ
の
二
種
と
は
、
第
一
に

は
十
方
の
諸
仏
で
あ
り
、
第
二
に
は
十
方
の
諸
大
菩
薩
で
あ
る
。

〔
こ
れ
ら
十
方
の
諸
仏
と
十
方
の
諸
大
菩
薩
の
加
護
が
〕
常
に
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〔
身
・
口
・
意
の
〕
三
業
の
外
か
ら
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
善
い
教
え
に
背
を
向
け
る
こ
と
も
、〔
ま
た
教
え

を
〕
失
う
こ
と
も
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
不
退
位
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
ま
た
〔
仏
の
生
涯
で
あ
る
〕
八
相
成

道
（
（7
（

を
示
現
し
、
人
々
を
教
え
導
く
。
こ
の
行
い
は
、
す
で
に
一

大
阿
僧
祇
劫
〔
と
い
う
限
り
な
く
永
い
時
間
を
〕
経
て
、〔
他

者
を
〕
幸
福
に
す
る
修
行
と
〔
自
ら
が
〕
智
慧
を
極
め
る
修
行

を
両
方
と
も
修
め
る
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
有
し
て
い
る
。

〔
彼
ら
が
〕
さ
ら
に
何
を
憂
慮
し
て
、〔
凡
夫
で
あ
る
〕
韋
提
が

自
ら
の
た
め
に
釈
尊
に
対
し
て
救
い
を
求
め
る
こ
と
を
頼
み
に

し
て
、〔
極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生
を
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

こ
の
文
章
か
ら
証
明
す
る
。
よ
く
よ
く
知
る
が
よ
い
。
諸
師
が

説
く
と
こ
ろ
は
、
か
え
っ
て
誤
り
を
招
い
て
い
る
の
だ
。〔
以

上
、〕
上
輩
〔
に
関
す
る
諸
師
の
解
釈
の
誤
解
〕
に
関
す
る
批

判
を
終
わ
る
。

　

次
に
中
輩
の
三
人
〔
に
関
す
る
諸
師
の
誤
解
を
〕
批
判
す
る

と
、
諸
師
は
中
品
上
生
に
つ
い
て
三
果
の
位
の
者
と
規
定
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
〔
三
果
の
位
の
者
は
〕
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生

に
永
遠
に
堕
ち
る
こ
と
な
く
、〔
ま
た
〕
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

修
羅
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
も
な
い
。〔
こ
れ
ら
三
果
の
位
の

者
が
も
し
〕
現
世
に
お
い
て
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
、
来
世
に

お
い
て
〔
そ
の
罪
の
〕
報
い
を
決
し
て
招
く
こ
と
は
な
い
。
仏

が
「
こ
の
四
果
の
人
は
自
分
と
同
じ
く
解
脱
の
床
に
座
る
〔
資

格
が
あ
る
（
（7
（

〕」
と
説
く
通
り
で
あ
る
。〔
こ
れ
ら
三
果
の
位
の
者

に
は
〕
す
で
に
こ
の
よ
う
な
功
徳
が
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
な
彼

ら
が
〕
さ
ら
に
何
を
憂
慮
し
て
、〔
凡
夫
で
あ
る
〕
韋
提
が
〔
自

ら
の
た
め
に
〕
釈
尊
に
対
し
て
救
い
を
求
め
る
こ
と
を
頼
み
に

し
て
、〔
極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生
の
方
法
を
求
め
る
必
要
が
あ

ろ
う
か
。
む
し
ろ
諸
仏
の
大
悲
は
苦
し
む
者
の
た
め
に
あ
り
、

〔
諸
仏
の
大
慈
悲
〕
心
は
た
だ
い
つ
ま
で
も
苦
海
に
沈
む
人
々

を
憐
れ
み
、
心
を
寄
せ
る
か
ら
こ
そ
、
浄
土
に
向
か
う
よ
う
に

勧
め
る
。
ま
た
溺
れ
て
い
る
人
こ
そ
急
ぎ
救
う
べ
き
で
あ
り
、

ど
う
し
て
岸
の
上
に
あ
る
人
か
ら
先
に
救
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

こ
の
文
章
か
ら
証
明
す
る
。
よ
く
よ
く
知
る
が
よ
い
。〔
こ
の

よ
う
に
〕
諸
師
が
〔
中
輩
に
つ
い
て
〕
判
断
し
た
内
容
は
、
前

述
の
〔
上
輩
と
〕
同
様
に
誤
り
で
あ
る
。
以
下
〔
の
下
輩
〕
に
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つ
い
て
も
〔
同
じ
よ
う
に
〕
知
る
が
よ
い
。

〔
第
〕
三
に
は
〔
第
二
の
道
理
破
に
引
き
続
い
て
〕
再
度
、
九

品
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、〔
こ
の
九
品
〕
一
々
に
つ
い
て
〔
自

説
を
提
示
し
て
、
諸
師
の
解
釈
を
〕
否
定
す
る
と
は
、
諸
師
（
（7
（

は

上
品
上
生
に
つ
い
て
「
第
四
地
か
ら
第
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩

薩
で
あ
る
」
と
言
う
が
、
で
は
何
故
に
『
観
経
』
に
〔
次
の
よ

う
に
〕
説
く
の
か
。

「
三
通
り
の
衆
生
が
い
て
、〔
彼
ら
は
〕
必
ず
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
何
が
三
通
り
か
〔
と
い
え
ば
〕、
第
一

に
は
た
だ
戒
を
た
も
ち
慈
し
み
〔
の
行
い
〕
を
実
践
す
る

〔
衆
生
〕、
第
二
に
は
戒
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、〔
ま

た
〕
慈
し
み
〔
の
行
い
〕
を
実
践
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

た
だ
大
乗
経
典
を
読
誦
す
る
〔
衆
生
〕、
第
三
に
は
戒
を

た
も
つ
こ
と
も
、
大
乗
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

た
だ
仏
と
法
と
僧
〔
の
三
宝
〕
な
ど
を
念
じ
る
〔
衆
生
〕

で
あ
る
。
こ
の
三
通
り
の
衆
生
が
各
々
、
自
ら
が
修
す
る

実
践
行
を
通
じ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
我
が
心
を
励
ま
し
、

一
日
一
夜
か
ら
七
日
七
夜
の
間
に
連
続
し
て
絶
え
間
な
く

実
践
す
る
。〔
こ
れ
ら
三
種
の
衆
生
が
〕
そ
れ
ぞ
れ
自
ら

が
修
し
た
実
践
行
〔
の
功
徳
〕
を
振
り
向
け
、〔
極
楽
世

界
へ
の
〕
往
生
を
願
い
求
め
る
。〔
こ
れ
ら
三
種
の
衆
生

が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
世
界
で
の
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、

阿
弥
陀
仏
お
よ
び
化
仏
や
菩
薩
や
大
衆
は
光
を
放
っ
て
手

を
差
し
伸
べ
、
指
を
弾
く
ほ
ど
の
〔
わ
ず
か
な
〕
時
間
の

間
で
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
（7
（

」
と
。

こ
の
〔
経
〕
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
、〔
上
品
上
生
の
衆
生

と
は
〕
ま
さ
し
く
釈
尊
が
こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
の

〔
時
代
に
生
き
る
〕
大
乗
〔
の
教
え
に
出
会
っ
た
〕
極
上
な
善

行〔
を
実
践
す
る
〕
上
品
の
凡
夫
で
あ
る
。〔
彼
ら
は
修
行
の
〕

日
数
は
少
な
い
も
の
の
、
実
践
の
時
は
勇
猛
〔
果
敢
〕
で
あ
る
。

〔
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
こ
と
を
〕
ど
う
し
て
上
聖
（
（7
（

と
同
様
の
存

在
と
し
て
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
第
四

地
か
ら
第
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
に
つ
い
て
そ
の
功
徳
を
論

ず
れ
ば
、〔
そ
れ
は
〕
不
可
思
議
〔
で
あ
っ
て
、
も
は
や
説
明

で
き
る
も
の
で
は
な
い
〕。〔
こ
の
第
四
地
か
ら
第
七
地
に
入
る
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ま
で
の
菩
薩
が
〕
ど
う
し
て
一
日
か
ら
七
日
と
い
っ
た
〔
短
い

時
間
の
〕
善
〔
行
の
功
徳
〕
に
よ
っ
て
、〔
阿
弥
陀
仏
や
化
仏

や
菩
薩
な
ど
が
〕
華
台
〔
を
持
っ
て
到
来
し
、〕
手
を
差
し
伸

べ
迎
え
入
れ
て
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
の
か
。〔
第
四
地
か
ら
第
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
が
少

な
い
善
行
の
功
徳
で
極
楽
へ
の
往
生
を
求
め
る
必
要
な
ど
な

い
。〕
以
上
で
上
品
上
生
に
関
す
る
批
判〔
と
是
正
〕
を
終
え
る
。

　

次
に
上
品
中
生
に
つ
い
て
批
判
〔
と
是
正
〕
を
行
う
。
諸
師

は
〔
上
品
中
生
の
階
位
を
〕「
初
地
か
ら
第
四
地
に
入
る
ま
で

の
菩
薩
」
と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
ど
う
し
て
『
観
経
』〔
の

経
文
〕
に
「
必
ず
し
も
大
乗
〔
経
典
〕
を
保
持
す
る
必
要
は
な

い
（
（7
（

」
と
説
く
の
か
。
一
体
ど
の
よ
う
な
こ
と
を「
必
ず
し
も〔
そ

う
す
る
〕
必
要
は
な
い（
不
必
）」
と
言
う
の
か
。
時
に
は〔
大

乗
経
典
〕
を
読
誦
し
た
り
、
時
に
は
読
誦
し
な
か
っ
た
り
す
る

か
ら
「
必
ず
し
も
〔
そ
う
す
る
〕
必
要
は
な
い
（
不
必
）」
と

言
う
の
で
あ
る
。〔『
観
経
』
の
経
文
に
は
〕「
よ
く
理
解
し（
善

解
（
（8
（

）」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
特
に
実
践
行
に
つ
い
て
触
れ
て
い

な
い
。
ま
た
〔『
観
経
』
の
経
文
に
は
〕「
因
果
の
通
り
を
深
く

信
じ
、
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
謗
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
善
行
の

功
徳
を
振
り
向
け
て
往
生
を
願
え
ば
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る

時
、
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
化
仏
や
菩
薩
や
大
衆
が
み
な
同
時
に
手

を
差
し
伸
べ
、
極
楽
世
界
に
往
生
さ
せ
る
（
（8
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
〔
経
〕
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
、〔
上
品
中
生
の
衆
生

と
は
〕
ま
さ
し
く
釈
尊
が
こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
の

〔
時
代
に
生
き
る
〕
大
乗〔
の
教
え
に
出
会
っ
た
〕
凡
夫
で
あ
る
。

〔
彼
ら
は
〕
実
践
行
〔
の
功
徳
が
〕
や
や
弱
い
か
ら
（
（8
（

、〔
こ
の
世

界
か
ら
〕
去
り
〔
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
〕
際
の
来
迎
の
様
子

が
〔
上
品
上
生
の
衆
生
と
〕
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
初

地
か
ら
第
四
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
に
つ
い
て
そ
の
功
徳
を
論

じ
れ
ば
、『
華
厳
経
（
（8
（

』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
〔
そ
れ
は
〕
不
可

思
議
〔
で
あ
っ
て
、
も
は
や
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
〕。

ど
う
し
て
〔
初
地
か
ら
第
四
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
が
〕
韋
提

の
〔
釈
尊
に
対
す
る
〕
願
い
出
を
頼
り
と
し
て
、
往
生
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
か
。〔
い
や
、
そ
の
必
要
は
な
い
。
以
上
で
〕
上

品
中
生
に
関
す
る
批
判
〔
と
是
正
〕
を
終
え
る
。

　

次
に
上
品
下
生
に
つ
い
て
批
判
〔
と
是
正
〕
を
行
う
。
諸
師



　138

は
〔
上
品
下
生
の
階
位
を
〕「
種
性
位
か
ら
初
地
に
入
る
ま
で

の
菩
薩
」
と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
ど
う
し
て
『
観
経
』〔
の

経
文
〕
に
「
ま
た
因
果
の
道
理
を
信
ず
る
こ
と
も
あ
る
（
（8
（

」
と
説

い
て
あ
る
の
か
。「
ま
た
信
ず
る
こ
と
も
あ
る
（
亦
信
）」
と
は
、

時
に
は
〔
因
果
の
道
理
を
〕
信
じ
た
り
、
時
に
は
信
じ
な
か
っ

た
り
す
る
か
ら
、「
ま
た
（
亦
）」
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
〔『
観
経
』
の
経
文
に
〕「
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
謗
る
こ

と
な
く
、
た
だ
仏
道
を
求
め
る
こ
の
上
な
い
心
（
無
上
道
心
（
（8
（

）

を
発
す
（
（8
（

」
と
説
く
。
こ
の
一
句
〔
に
説
か
れ
る
実
践
行
〕
を
ま

さ
し
く
〔
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
〕
実
践
行
と
し
、〔
こ
の

上
品
下
生
で
は
〕
そ
の
他
の
善
行
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の

〔「
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
謗
る
こ
と
な
く
、
た
だ
仏
道
を
求
め
る

こ
の
上
な
い
心
（
無
上
道
心
）
を
発
す
」
と
い
う
〕
一
行
を
廻

向
し
て
、〔
極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生
を
願
い
求
め
る
。〔
こ
の
こ

と
は
『
観
経
』
の
〕「
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏

お
よ
び
化
仏
や
菩
薩
や
大
衆
が
同
時
に
手
を
差
し
伸
べ
、〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
（8
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。〔
こ

の
〕
経
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
、〔
上
品
下
生
の
衆
生
と
は
〕

た
だ
釈
尊
が
こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
の
〔
時
代
に
生
き

る
〕
大
乗
心
（
（8
（

を
お
こ
し
た
す
べ
て
の
人
々
で
あ
る
。〔
彼
ら
は
〕

行
の
実
践
が
〔
そ
れ
ほ
ど
〕
堅
実
で
も
な
い
の
で
、〔
こ
の
世

界
か
ら
〕
去
り
〔
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
〕
際
の
来
迎
の
様
子

が
〔
上
品
中
生
の
衆
生
と
〕
異
な
っ
て
い
る
。

　
〔
ま
た
〕
も
し
こ
の
種
性
位
か
ら
初
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩

の
実
践
能
力
を
考
え
る
な
ら
ば
、〔
彼
ら
は
〕
あ
ら
ゆ
る
浄
土

に
意
の
ま
ま
に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
（
（8
（

。
ど
う
し
て
〔
種
性
位
か

ら
初
地
に
入
る
ま
で
の
菩
薩
〕
が
、
韋
提
が
〔
苦
悩
の
す
え
〕

自
身
の
た
め
に
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕
願
い
出
た
こ
と
を
頼
り
と

し
て
、
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。〔
い
や
、

そ
の
必
要
は
な
い
。
以
上
で
〕
上
品
下
生
に
〔
関
す
る
批
判
と

是
正
〕
を
終
え
る
。

　
〔
ま
た
〕
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
上
品
の
三
生
は
そ
れ
ぞ
れ〔
こ

の
世
界
か
ら
〕
去
り
〔
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
〕
際
の
来
迎
の

様
子
に
異
な
り
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
と
い
う
と
、

上
品
上
生
は
〔
こ
の
世
界
か
ら
〕
去
り
〔
極
楽
世
界
に
往
生
す

る
〕
際
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
と
無
数
の
化
仏
と
が
同
時
に
〔
目
の
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前
に
立
ち
現
れ
〕、
手
を
差
し
伸
べ
る
。
上
品
中
生
は
〔
こ
の

世
界
か
ら
〕
去
り
〔
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
〕
際
、〔
阿
弥
陀
〕

仏
と
千
体
の
化
仏
と
が
同
時
に
〔
目
の
前
に
立
ち
現
れ
〕、
手

を
差
し
伸
べ
る
。
上
品
下
生
は
〔
こ
の
世
界
か
ら
〕
去
り
〔
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
〕
際
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
と
五
百
体
の
化
仏

と
が
同
時
に
〔
目
の
前
に
立
ち
現
れ
〕、
手
を
差
し
伸
べ
る
。

こ
れ
は
た
だ
、〔
上
品
の
三
生
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
行
〔
と
そ

の
功
徳
〕
に
強
弱
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
異
な
り
で
あ
る
。

　

次
に
中
輩
の
三
人
に
つ
い
て
〔
自
説
を
提
示
し
て
、
諸
師
の

解
釈
を
〕
否
定
し
よ
う
。

　

諸
師
は
「
中
品
上
生
〔
の
衆
生
〕
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
小
乗

の
三
果
〔
の
階
位
〕
で
あ
る
」
と
説
く
。〔
そ
れ
な
ら
ば
〕
ど

う
し
て『
観
経
』
に「
も
し
衆
生
が
五
戒
や
八
戒
を
た
も
ち
、〔
あ

る
い
は
〕
諸
々
の
戒
を
修
め
て
、
五
逆
は
犯
さ
ず
、
破
戒
も
な

け
れ
ば
、〔
そ
の
者
の
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀

仏
は
出
家
修
行
者
の
聖
僧
と
と
も
に
、
金
色
の
光
を
放
ち
、
法

を
説
き
な
が
ら
そ
の
者
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。〔
そ
の
〕

行
者
は
〔
こ
う
し
た
こ
と
を
〕
見
終
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
（
（9
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
経
文

に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
、〔
中
品
上
生
の
衆
生
と
は
〕
釈
尊
が

こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
の
〔
時
代
に
生
き
る
〕
小
乗
の

戒
を
保
持
す
る
凡
夫
で
あ
る
。〔
彼
ら
が
〕
ど
う
し
て
小
乗
の

聖
者
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
次
に
〕
中
品
中
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
「〔
中
品
中
生
の
衆

生
は
〕
見
道
以
前
の
内
凡
（
（9
（

〔
の
位
の
者
〕」
と
説
く
。〔
そ
れ
な

ら
ば
〕
ど
う
し
て
『
観
経
』
に
「
一
日
一
夜
の
間
に
守
る
べ
き

戒
を
保
持
し
、
こ
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
、
極
楽
世
界
に
往
生

し
た
い
と
願
い
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、〔
阿
弥
陀
〕
仏

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
の
ま
ま
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す

る
（
（9
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
経
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る

と
、〔
中
品
中
生
の
衆
生
が
〕
ど
う
し
て
内
凡
の
人
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
中
品
中
生
の
衆
生
は
決

し
て
内
凡
の
人
で
は
な
い
。
彼
ら
は
〕
釈
尊
が
こ
の
世
界
か
ら

立
ち
去
っ
た
後
の
〔
時
代
に
生
き
る
〕
特
別
な
善
根
を
修
す
る

こ
と
が
な
い
凡
夫
で
あ
る
。〔
彼
ら
は
〕
そ
の
命
が
日
夜
に
長

ら
え
、
小
乗
の
教
え
に
知
遇
し
、
小
乗
の
戒
を
授
か
り
、
そ
の
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功
徳
を
振
り
向
け
て
、
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
い
と
願
い
、〔
阿

弥
陀
〕
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
小
乗
の
聖
者
に
つ
い
て
言
及
す

る
の
で
あ
れ
ば
、〔
小
乗
の
聖
者
な
ら
ば
自
ら
の
力
で
極
楽
世

界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
〕
極
楽
世

界
に
往
生
す
る
に
何
の
障
害
も
な
い
。
こ
の
『
観
経
』
は
、
仏

が
凡
夫
の
た
め
に
説
示
し
た
〔
経
典
で
〕
あ
っ
て
、
聖
者
に
は

関
わ
り
合
い
が
な
い
〔
教
え
〕
で
あ
る
。

　
〔
次
に
〕
中
品
下
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
「〔
中
品
下
生
の
衆

生
は
〕
小
乗
の
内
凡
以
前
の
〔
い
わ
ゆ
る
〕
世
間
〔
一
般
の
〕

俗
世
に
あ
る
凡
夫
で
あ
り
、
た
だ
世
間
的
な
善
行
の
み
を
実
践

し
て
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
求
め
て
い
る
」
と
説
く
。〔
そ
れ
な

ら
ば
〕
ど
う
し
て
『
観
経
』
に
「
も
し
衆
生
が
父
母
に
孝
行
を

尽
く
し
、
ま
た
博
愛
の
精
神
を
発
揮
し
て
き
た
と
し
よ
う
。〔
こ

の
人
が
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
、
仏
教
へ
と
正
し
く
導

く
人
が
自
分
の
た
め
に
阿
弥
陀
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
安
ら
い

だ
あ
り
さ
ま
や
、〔
法
蔵
比
丘
が
建
て
た
〕
四
十
八
願
を
縷
々

説
き
示
す
。
こ
の
人
は
〔
こ
れ
ら
の
教
え
を
〕
聞
き
終
え
る
と
、

そ
の
ま
ま
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
す
る
（
（9
（

」
と
説
か
れ
て
い

る
の
か
。
こ
の
経
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
、〔
中
品
下
生
の

衆
生
と
は
、
こ
の
世
界
で
〕
た
だ
仏
の
教
え
に
出
会
う
こ
と
が

な
か
っ
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。〔
彼
ら
は
〕
父
母
に
孝
行
を
尽

く
し
た
と
し
て
も
、
ま
だ
心
の
中
に
〔
こ
の
輪
廻
の
中
か
ら
〕

解
脱
す
る
こ
と
を
願
い
求
め
る
気
持
ち
も
な
く
、
た
だ
臨
終
の

時
に
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
か
ら
〔
極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生

を
勧
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
人
は
〔
こ
の
仏
教
へ
と
正

し
く
導
く
人
か
ら
の
〕
勧
め
に
よ
っ
て
心
を
あ
ら
た
め
、
彼
の

〔
極
楽
〕
世
界
へ
の
往
生
を
得
る
。
ま
た
こ
の
人
は
在
世
中
に

当
然
の
よ
う
に
父
母
に
孝
行
を
尽
く
し
た
ま
で
で
あ
り
、〔
輪

廻
の
中
か
ら
〕
解
脱
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
父
母
に
孝
行
を

尽
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

次
に
下
輩
の
三
人
に
つ
い
て
〔
自
説
を
提
示
し
て
、
諸
師
の

解
釈
を
〕
否
定
し
よ
う
。
諸
師
は
「
こ
れ
ら
〔
下
品
三
生
〕
の

人
々
は
、
大
乗
を
学
び
は
じ
め
た
凡
夫
で
あ
り
、〔
犯
し
た
〕

罪
の
軽
重
に
し
た
が
っ
て
三
段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。〔
彼

ら
は
〕
ま
だ
仏
道
修
行
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら
、〔
そ
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の
位
の
〕
上
下
を
確
定
し
に
く
い
」
と
説
く
が
、〔
こ
の
よ
う

な
理
解
は
〕
絶
対
的
に
過
ち
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の

〔
下
品
の
〕
三
生
は
、
仏
教
は
も
ち
ろ
ん
、
世
間
一
般
の
善
行

の
功
徳
が
ま
っ
た
く
な
く
、
た
だ
悪
を
犯
す
こ
と
だ
け
し
か
知

ら
な
い
〔
人
々
な
の
だ
〕。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
分

か
る
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
の
〕
下
品
上
生
〔
の
経
文
〕
に

〔
次
の
よ
う
に
〕
説
か
れ
て
い
る
。

「〔
数
々
の
悪
業
を
重
ね
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
た
だ
し

そ
の
者
は
〕
五
逆
と
大
乗
経
典
を
誹
謗
す
る
こ
と
〔
だ

け
〕
は
犯
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
業

と
い
う
悪
業
は
す
べ
て
犯
し
た
上
に
、
ま
っ
た
く
恥
じ
入

る
こ
と
さ
え
も
な
い
。〔
こ
の
人
が
〕
命
が
尽
き
よ
う
と

す
る
時
に
な
っ
て
、
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
が
〔
そ
の

人
の
〕
た
め
に
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
き
、
さ
ら
に
〔
こ

の
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
が
、
こ
の
罪
深
き
人
に
〕
教

え
て〔「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
阿
弥
陀
〕
仏
の
名
号
を
一
声
、

称
え
さ
せ
る
こ
と
に
出
会
う
。
そ
の
時
、
彼
の
〔
阿
弥

陀
〕
仏
は
即
座
に
化
仏
と
菩
薩
を
遣
わ
せ
、
こ
の
人
の
た

め
に
来
迎
し
、〔
極
楽
〕
世
界
へ
と
往
生
を
さ
せ
る
の
で

あ
る
（
（9
（

」
と
。

た
だ
し
こ
の
よ
う
な
悪
人
は
、〔
今
こ
の
世
界
で
〕
目
の
前
に

い
る
人
々
す
べ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
な
衆
生
で

あ
っ
て
も
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
と
の
出
会
い
に
知
遇
す

れ
ば
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
る
。
も
し
〔
こ

の
よ
う
な
衆
生
が
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
と
の
出
会
い
に

知
遇
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
や
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生

の
三
つ
の
〕
悪
し
き
境
涯
に
堕
ち
、
再
び
〔
こ
の
三
種
の
悪
し

き
境
涯
か
ら
〕
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
〔
次
に
〕
下
品
中
生
と
は
〔『
観
経
』
の
経
文
に
は
次
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
〕。

「
こ
の
〔
下
品
中
生
の
〕
人
は
、
先
に
仏
教
の
戒
を
受
け

な
が
ら
も
、
受
戒
以
後
に
〔
自
ら
が
受
け
た
そ
の
戒
を
〕

保
持
す
る
こ
と
な
く
、〔
そ
の
戒
を
〕
破
り
〔
罪
を
犯
し

続
け
る
〕。
ま
た
教
団
の
物
を
掠
め
、
教
団
に
供
養
さ
れ

た
物
を
盗
み
取
り
、
欲
に
か
ら
れ
て
布
教
し
、〔
そ
れ
で

い
て
〕
恥
も
外
聞
も
ま
っ
た
く
な
い
。〔
こ
の
人
が
〕
命
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が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
な
っ
て
、
地
獄
で
〔
燃
え
盛
っ

て
い
る
〕
様
々
な
炎
が
一
気
に
迫
り
来
る
。〔
ま
さ
に
そ

の
時
、
そ
の
人
は
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
に
出
会
う
。

〔
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
は
〕
そ
の
人
の
た
め
に
彼
の

〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
〔
さ
ま
ざ
ま
な
〕
功

徳
を
説
き
示
し
、〔
こ
の
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
よ
う

に
と
勧
め
る
。
こ
の
人
は
〔
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
の

話
し
を
〕
聞
き
終
え
る
と
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
を
目
の
当
た

り
に
し
、
化
〔
仏
〕
に
付
き
従
っ
て
〔
極
楽
世
界
に
〕
往

生
す
る
（
（9
（

」
と
。

　
〔
こ
の
経
文
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
悪
を

犯
す
人
は
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
〕
は
じ
め
は
仏
教
へ
と

正
し
く
導
く
人
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
地
獄
で
〔
燃
え

盛
っ
て
い
る
〕
炎
が
迫
り
来
る
。〔
し
か
し
〕
そ
の
後
に
仏
教

へ
と
正
し
く
導
く
人
に
出
会
う
こ
と
で
、
化
仏
が
〔
こ
の
人
の

前
に
〕
来
迎
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
本

願
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
（9
（

。

　
〔
次
に
〕
下
品
下
生
と
は
〔『
観
経
』
の
経
文
に
は
次
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
〕。

「
こ
の〔
下
品
下
生
の
〕
衆
生
は
、
不
善
の
業〔
の
極
み
〕

で
あ
る
五
逆
や
十
悪
を
犯
し
て
、〔
さ
ら
に
そ
の
他
に
も
〕

あ
ら
ゆ
る
悪
事
に
手
を
染
め
て
い
る
。
こ
の
人
は
悪
業
を

犯
し
た
が
た
め
に
、
必
ず
や
地
獄
に
堕
ち
、〔
そ
こ
で
〕

と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
を
過
ご
し
〔
、
し
か
も
果
て
し

な
く
苦
し
み
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
〕
こ
の
よ

う
な
人
が
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
な
っ
て
、〔
た

ま
た
ま
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
と
出
会
い
、〔
こ
の

仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
か
ら
〕
阿
弥
陀
仏
の
〔
名
号

を
〕
称
え
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生

す
る
よ
う
に
と
勧
め
ら
れ
る
。
こ
の
人
は
〔
仏
教
へ
と
正

し
く
導
く
人
の
〕
教
え
の
ま
ま
に
〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
〔
名

号
を
〕
称
え
、〔
そ
の
〕
念
〔
仏
の
声
に
〕
乗
じ
て
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
の
で
あ
る
（
（9
（

」
と
。

こ
の
〔
下
品
下
生
の
〕
人
は
、
も
し
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人

と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
〔
永
遠
の
苦
し
み
の
世
界
で

あ
る
地
獄
に
〕
堕
ち
、
沈
み
こ
む
こ
と
に
な
る
。〔
た
だ
〕
命
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が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
に
出
会
う

か
ら
こ
そ
、
七
宝
〔
の
華
台
が
〕
来
迎
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
〔
こ
の
〕『
観
経
』
の
定
善
お
よ
び
〔
散
善
所
説
の
〕

三
輩
九
品
そ
れ
ぞ
れ
の
経
文
の
本
旨
を
尋
ね
る
と
、〔
そ
の
対

象
は
〕
す
べ
て
た
だ
釈
尊
が
こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
の

五
濁
の
〔
時
代
と
世
界
の
中
で
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
〕
凡
夫
で
あ

る
。〔
こ
の
仏
滅
後
の
五
濁
悪
世
の
中
の
人
々
の
相
異
は
〕
た

だ
〔
個
々
が
こ
の
世
界
で
、
た
ま
た
ま
〕
出
会
う
縁
に
よ
っ
て

異
な
り
が
あ
り
、〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
九
品
の
区
別
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。〔
そ
の
縁
の
相
異
と
は
〕
何
か
と
い
う
と
、
上
品

の
三
人
は
大
乗
〔
の
教
え
〕
に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
凡
夫
で
あ

り
、
中
品
の
三
人
は
小
乗
〔
の
教
え
〕
に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た

凡
夫
で
あ
り
、
下
品
の
三
人
は
悪
に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
凡
夫

で
あ
る
。〔
下
品
の
三
人
は
、
自
ら
が
犯
し
た
〕
悪
し
き
行
い

の
故
に
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く

人
〔
と
の
出
会
い
と
、
そ
の
導
き
〕
に
よ
っ
て
、〔
阿
弥
陀
〕

仏
の
本
願
力
に
乗
じ
て
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
彼
の
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し
た
後
に
は
、

〔
往
生
人
を
包
ん
だ
蓮
の
〕
華
が
開
き
、〔
そ
の
往
生
人
が
姿
を

現
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
は
〕
は
じ
め
て
発
心
（
（9
（

す
る
。〔
こ

の
よ
う
に
罪
深
く
、
ま
た
極
楽
世
界
で
は
じ
め
て
発
心
す
る
よ

う
な
人
の
こ
と
を
〕
ど
う
し
て
大
乗
を
学
び
は
じ
め
た
人
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
言
い
得
な
い
。〕
も
し
も〔
下

品
三
生
に
つ
い
て
〕
こ
の
よ
う
な
理
解
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
身
が
過
失
を
犯
す
と
と
も
に
、
他
の
人
に
も
誤
っ
た
理
解
を

さ
せ
て
し
ま
い
、〔
自
他
と
も
に
〕
甚
だ
し
い
誤
解
を
生
む
こ

と
に
な
る
。

　
〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
今
〔
こ
こ
で
〕
一
々
に
〔『
観
経
』
の
〕
経

文
を
引
用
し
、〔
そ
の
経
文
に
よ
っ
て
『
観
経
』
が
あ
く
ま
で

も
凡
夫
を
対
象
と
し
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
〕
証
明
し
よ
う
。

今
の
時
代〔
を
生
き
る
〕
善〔
行
を
な
し
、
あ
る
い
は
〕
悪〔
行

を
犯
す
〕
凡
夫
を
す
べ
て
九
品
に
配
し
、〔
そ
し
て
釈
尊
が
い

な
い
こ
の
時
代
を
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
が
、
必
ず
極
楽
世
界

に
往
生
す
る
と
い
う
〕
信
を
生
じ
、〔
こ
の
こ
と
を
決
し
て
〕

疑
う
こ
と
な
く
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
本
願
力
に
乗
じ
て
一
切
〔
の

凡
夫
は
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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第
四
に
〔『
観
経
』
の
〕
経
文
を
引
用
し
、〔『
観
経
』
が
凡

夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
〕
証
明
す
る
。

　

問
う
。
上
述
〔
し
た
よ
う
に
、
第
三
に
挙
げ
た
諸
師
の
九
品

理
解
に
対
す
る
〕
否
定
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
〔
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
〕
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
釈
尊
が〔
こ
の『
観
経
』

の
説
示
対
象
を
〕
凡
夫
に
限
定
し
、
聖
者
を
対
象
と
し
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
。〔
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、

出
典
が
な
く
〕
た
だ
人
間
の
思
い
つ
き
の
ま
ま
で
教
え
を
推
し

量
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
聖
教
の
も
と
〔
明
確
な
る
〕
出
典
が

あ
っ
た
上
で
〔
主
張
し
て
い
る
の
か
〕。

　

答
え
る
。
衆
生
は
〔
自
ら
の
煩
悩
が
原
因
で
犯
す
罪
の
〕
垢

〔
と
も
い
う
べ
き
障
害
〕
が
重
た
く
、〔
そ
の
一
方
で
〕
智
慧
が

〔
極
め
て
〕
浅
く
狭
い
。〔
し
か
し
仏
の
〕
聖
な
る
意
志
は
〔
極

め
て
〕
広
く
〔
ま
た
〕
深
い
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
〔
智
慧

浅
き
衆
生
が
〕
自
ら
の
〔
勝
手
な
〕
思
い
の
ま
ま
で
〔
広
く
深

い
仏
の
覚
り
の
境
涯
を
推
し
量
る
こ
と
が
〕
で
き
よ
う
か
。〔
い

や
、
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
。〕
今
、
一
〔
文
〕
一
〔
文
〕
に
、

す
べ
て
〔『
観
経
』
に
基
づ
い
て
〕
仏
の
説
示
を
引
用
す
る
こ

と
で
明
ら
か
な
証
拠
と
す
る
。〔
こ
の
明
ら
か
ら
な
〕
証
拠〔
の

経
文
の
〕
中
に
、〔
次
の
〕
十
句
が
あ
る
。

　

そ
の
十
句
と
は
、
第
一
に
、『
観
経
』
に
〔
は
次
よ
う
に
〕

説
か
れ
て
い
る
。「
釈
尊
が
韋
提
希
に〔
次
の
よ
う
に
〕
説
い
た
。

《
私
は
今
、
そ
な
た
の
た
め
に
様
々
な
教
え
を
幅
広
く
説
き
明

か
し
て
お
こ
う
。
ま
た
未
来
の
世
の
、
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
人
々

の
誰
で
あ
っ
て
も
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
者
に
は
、
西
方
極
楽

世
界
へ
と
往
生
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
（
（9
（

》」
と
。
こ
れ

が
〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
一
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
二
に
、〔『
観
経
』
に
は
次
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〕「
仏

た
る
私
は
今
、
煩
悩
と
い
う
賊
人
に
よ
っ
て
激
し
く
傷
つ
け
ら

れ
て
し
ま
う
未
来
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
た
め
に
、
清
ら
か
な

仏
道
修
行
を
説
き
明
か
そ
う
（
（10
（

」
と
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未

来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
二
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
三
に
、〔『
観
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〕「
仏
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た
る
私
は
今
、
韋
提
希
と
未
来
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
西
方
極

楽
世
界
を
見
え
る
よ
う
に
導
こ
う
（
（10
（

」
と
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』

が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
三
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
四
に
、〔『
観
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〕「
韋

提
希
が
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。《
釈
尊
よ
。
私
の
場
合
、
今
や

釈
尊
の
〔
目
に
見
え
な
い
〕
力
に
よ
っ
て
極
楽
世
界
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。〔
し
か
し
〕
も
し
も
釈
尊
が
亡
く
な
ら
れ

た
後
の
多
く
の
衆
生
は
、
悪
が
は
び
こ
り
善
が
滅
ぶ
、
濁
り
き

っ
た
世
の
中
で
五
種
の
苦
し
み
（
（10
（

に
お
び
や
か
さ
れ
ま
す
。〔
そ

の
よ
う
な
中
で
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
を

見
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
（
（10
（

》」
と
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未

来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
四
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
五
に
、〔
第
一
〕
日
想
観
の
冒
頭
に
〔
次
よ
う
に
〕
説
か

れ
て
い
る
。「
釈
尊
が
韋
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。《
そ
な
た
や

〔
未
来
の
人
々
も
含
め
た
〕
衆
生
は
〔
西
の
方
角
に
〕
意
識
を

一
方
向
に
集
中
さ
せ
よ
（
（10
（

》」
か
ら
以
下
、「〔
そ
も
そ
も
西
を
想

い
始
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、〕
誰
で
あ
れ
目
が
不
自
由
で

な
い
限
り
は
、
み
な
そ
の
目
で
〔
西
の
彼
方
に
沈
ん
で
い
く
〕

太
陽
を
見
な
さ
い
（
（10
（

」
ま
で
が
、〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫

の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ

る
〕
第
五
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
六
に
、〔
第
三
〕
地
観
の
中
に
〔
次
よ
う
に
〕
説
か
れ
て

い
る
。「
釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。《
そ
な
た
は
〔
今
、

私
が
示
し
た
〕
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
お
け
。
苦
し
み
か
ら
脱
し

た
い
と
願
う
未
来
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
た
め
に
、
こ
の
〔
極

楽
世
界
の
大
地
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
観
地
の
法
を
説
き
示

せ
（
（10
（

》」
と
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に

説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
六

の
証
明
で
あ
る
。

　

第
七
に
、〔
第
七
〕
華
座
観
の
中
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
説
か

れ
て
い
る
。「
韋
提
希
が
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。《
釈
尊
よ
。
私

は
今
、
あ
な
た
様
の
目
に
見
え
な
い
強
大
な
力
（
仏
力
）
に
よ

り
、
阿
弥
陀
仏
と
〔
観
世
音
・
大
勢
至
の
〕
二
菩
薩
に
ま
み
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。〔
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
、
あ
な
た
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様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
な
ら
ば
、〕
そ
の
後
の
衆
生
は
ど

の
よ
う
に
し
て
〔
阿
弥
陀
仏
と
観
世
音
・
大
勢
至
の
二
菩
薩
の

お
姿
を
〕
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
（
（10
（

。》」
と
。

こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た

経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
七
の
証
明
で

あ
る
。

　

第
八
に
、〔
こ
の
第
七
の
証
明
の
経
文
に
対
す
る
釈
尊
の
〕

答
え
の
中
に
次
の
よ
う
に
〕
説
か
れ
て
い
る
。「〔
す
る
と
〕
釈

尊
が
韋
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。《
そ
な
た
と
人
々
（
（10
（

が
、〔
も
し

も
〕
彼
の
〔
阿
弥
陀
〕
仏
を
〔
自
ら
〕
目
の
当
た
り
に
し
た
い

と
望
む
な
ら
ば
、〔
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
〕
想
い
描
き
は
じ

め
な
さ
い
（
（10
（

。》」
と
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫

の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ

る
〕
第
八
の
証
明
で
あ
る
。

　

第
九
に
、〔
第
八
〕
像
観
の
中
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
説
か
れ

て
い
る
。「
釈
尊
が
韋
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。《
諸
仏
如
来
は
、

す
べ
て
の
人
々
が
心
に
〔
仏
を
〕
想
い
描
く
と
こ
ろ
に
入
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
な
た
た
ち
が
心
の
仏
を
想
い
描
く
時
》」
と
。

こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た

経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
九
の
証
明
で

あ
る
。

　

第
十
に
、
九
品
の
中
で
〔
九
品
〕
そ
れ
ぞ
れ
に
「
諸
々
の
衆

生
の
た
め
に
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
〔『
観
経
』
が
未

来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
仏
語
に
よ
る
〕
第
十
の
証
明
で
あ
る
。

　

以
上
、〔『
観
経
』
が
未
来
世
一
切
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た

経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
語
に
よ
る
〕
十
の
文
章
に
よ

っ
て
、
釈
尊
が
〔『
観
経
』
で
〕
こ
の
十
六
種
の
観
察
方
法
に

つ
い
て
説
く
こ
と
は
、
た
だ
常
に
〔
輪
廻
に
〕
沈
み
込
ん
で
い

る
人
々
の
た
め
で
あ
り
、
大
乗
や
小
乗
の
聖
者
の
た
め
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
証
明

す
る
通
り
、〔
諸
師
の
よ
う
に
『
観
経
』
の
説
示
対
象
を
大
乗

や
小
乗
の
聖
者
と
す
る
こ
と
が
〕
ど
う
し
て
誤
り
で
は
な
い
と

言
え
よ
う
か
。〔
い
や
、
こ
れ
は
明
ら
か
な
誤
解
で
あ
る
。〕

　
〔
第
〕
五
に
は〔
凡
夫
の
往
生
は
即
時
で
は
な
く
、〕
別
時
（
（11
（

〔
の
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往
生
で
あ
る
と
す
る
〕
問
題
に
つ
い
て
〔
整
理
し
〕
対
応
す
る

と
は
、〔
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
〕
二
項
目
が
あ
る
。

　
〔
第
〕
一
に
、『
論
』（
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』）
に
〔
次
の

よ
う
に
〕
説
か
れ
て
い
る
。「
も
し
〔
あ
る
〕
人
が
多
宝
仏
を

念
ず
れ
ば
、
無
上
菩
提
に
お
い
て
退
転
し
た
り
落
伍
し
た
り
す

る
こ
と
が
な
い
（
（11
（

」
と
。
こ
こ
で
言
う
「
菩
提
」
と
は
、
つ
ま
り

「
覚
り
」
の
名
称
で
あ
る
。〔
こ
の
「
菩
提
」
の
こ
と
を
〕
ま
た

「
正
報
」
と
も
言
う
。
道
理
と
し
て
成
仏
の
方
法
は
、
必
ず
す

べ
て
の
実
践
行
を
完
全
に
修
め
、〔
そ
の
功
徳
を
〕
完
成
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
念
仏
の
一
行
の
み
で
〔
成
仏
の
道

理
が
〕
完
成
し
よ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
す
べ
て
の
実
践
行
、

ひ
い
て
は
成
仏
を
〕
完
成
さ
せ
よ
う
と
望
む
人
に
と
っ
て
は
、

〔
念
仏
の
一
行
の
み
で
す
べ
て
の
実
践
行
、
ひ
い
て
は
成
仏
が

完
成
す
る
と
い
う
〕
道
理
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。〔
し
か
し

な
が
ら
、
確
か
に
念
仏
の
一
行
で
は
〕
未
だ
覚
り
を
得
て
は
い

な
い
も
の
の
、〔
念
仏
の
一
行
は
〕
す
べ
て
の
実
践
行
の
中
の

一
行
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
こ
の
こ
と
が
分
か
る
か
と
言
え
ば
、『
華
厳
経
』

に
は〔
次
よ
う
に
〕
説
か
れ
て
い
る
。「
功
徳
雲
比
丘
が
善
財〔
童

子
〕
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
説
い
た
。《
私
（
功
徳
雲
比
丘
）
は

あ
ら
ゆ
る
仏
道
修
行
の
三
昧
に
関
す
る
教
え
の
中
で
、
た
だ
一

行
の
み
を
知
り
〔
実
践
し
て
き
た
〕。
こ
の
〔
一
行
こ
そ
〕
が

念
仏
三
昧
で
あ
る
（
（11
（

》」
と
。

　

こ
の
経
文
か
ら
証
明
す
る
と
、〔
こ
の
念
仏
こ
そ
が
、
仏
道

修
行
に
お
け
る
〕
一
行
で
は
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。〔
い
や
、

念
仏
一
行
こ
そ
が
、
仏
道
修
行
に
お
け
る
一
行
な
の
だ
。
し
か

も
〕
こ
れ
は
〔
確
か
に
〕
一
行
で
は
あ
る
が
、〔
生
死
〕
輪
廻

の
中
に
お
い
て
成
仏
に
至
る
ま
で
、〔
こ
の
念
仏
一
行
の
実
践

の
よ
っ
て
〕
永
久
に
退
転
し
た
り
沈
み
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

な
い
か
ら
、「
落
伍
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
」（
不
堕
）
と
言

う
の
で
あ
る
。

　

問
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
『
法
華
経
』
に
「〔
誰
し

も
〕
一
回
で
も
《
南
無
仏
》
と
称
え
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
は
す

で
に
仏
道
を
完
成
し
て
い
る
。〔
そ
し
て
〕
ま
た
成
仏
を
〔
獲

得
し
〕
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
（11
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。〔
で
は
〕

こ
の
〔『
摂
大
乗
論
』
と
『
法
華
経
』
の
〕
二
文
は
ど
の
よ
う
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な
違
い
が
あ
る
と
言
う
の
か
。

　

答
え
る
。『
摂
大
乗
論
』
の
中
に
説
く
「
称
仏
」
と
は
、
た

だ
自
ら
覚
り
を
完
成
さ
せ
よ
う
す
る
〔
実
践
行
で
あ
る
。
一

方
、〕『
法
華
経
』
の
中
に
説
く
「
称
仏
」
と
は
、〔
自
ら
を
〕

九
十
五
種
の
外
道
と
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
外
道
の
中
に
は
ま
っ
た
く
称
仏
の
人
は
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
も
し
、
一
回
で
も
称
仏
を
実
践
す
れ
ば
、〔
そ
の
人
は
〕

そ
の
ま
ま
仏
道
の
中
に
あ
り
、〔
仏
道
修
道
の
中
に
〕
収
め
ら

れ
て
い
る
〔
こ
と
と
な
る
〕。
だ
か
ら
こ
そ
〔『
法
華
経
』
に
〕

「
す
で
に
〔
仏
道
を
完
成
さ
せ
、
覚
り
を
獲
得
し
〕
終
え
て
い

る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。

　
〔
第
〕
二
に
、『
論
』（
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』）
に
「
も

し
〔
あ
る
〕
人
が
た
だ
発
願
の
み
に
よ
っ
て
安
楽
土
に
往
生
す

る
（
（11
（

」
と
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
論
書
に
精
通
し
た
研
究
者
た
ち

は
、『
論
』（
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』）
の
趣
旨
を
整
理

せ
ず
に
、
誤
解
し
た
ま
ま
〔『
観
経
』
の
〕
下
品
下
生
に
説
く

十
回
、
声
に
出
し
て
仏
名
を
称
え
る
〔
実
践
行
〕
を
引
き
合
い

に
出
し
、〔『
観
経
』
に
説
く
十
声
称
仏
説
が
〕
こ
の
〔
た
だ
発

願
の
み
に
よ
っ
て
安
楽
土
に
往
生
す
る
と
言
う
説
示
〕
と
似
通

っ
て
い
る
か
ら
、〔
十
声
称
仏
で
は
〕
す
ぐ
に
〔
極
楽
世
界
に
〕

往
生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
〔
主
張
す
る
〕。
一
枚
の
硬
貨

を
千
枚
の
硬
貨
と
す
る
た
め
に
は
、
長
い
日
数
を
要
す
る
も
の

で
あ
り
、〔
た
っ
た
〕
一
日
で
〔
一
枚
の
硬
貨
を
〕
千
枚
の
硬

貨
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
声
に
出
し
て
仏
名
を
称
え
る

〔
実
践
行
〕
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。〔
声
に
出
し
て
仏
名
を
称
え

る
実
践
行
は
、
あ
く
ま
で
〕
は
る
か
未
来
に
〔
極
楽
世
界
に
〕

往
生
す
る
た
め
の
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
声

に
出
し
て
仏
名
を
称
え
る
実
践
行
で
は
〕
す
ぐ
に
〔
極
楽
世
界

に
〕
往
生
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
に
誤
解

し
た
人
た
ち
は
〕
仏
は
た
だ
未
来
の
凡
夫
の
た
め
に
、
悪
を
捨

て
て
、
仏
〔
の
名
を
〕
称
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
偽
っ
て
〔
凡

夫
で
あ
っ
て
も
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
と
言
っ
て
い
る
〔
に

過
ぎ
な
い
〕。

　

実
際
の
と
こ
ろ
は
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
「
別
時
意
」
と
言
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し

て
『
阿
弥
陀
経
』
に
「
釈
尊
が
舎
利
弗
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
告
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げ
た
。《
も
し
男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
、
善
良
な
人
々
が
阿
弥
陀

仏
に
つ
い
て
説
か
れ
る
の
を
聞
け
ば
、〔
そ
の
人
は
〕
そ
の
ま

ま
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
名
号
を
称
え
続
け
る
こ
と
が
、
も
し
く
は

一
日
、
あ
る
い
は
も
し
く
は
七
日
…
、
た
だ
ひ
た
す
ら
〔
極
楽

世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
べ
き
で
あ
る
。〔
そ
の
人
が
〕

命
尽
き
る
時
、
阿
弥
陀
仏
は
諸
々
の
聖
者
た
ち
と
と
も
に
、〔
そ

の
人
の
た
め
に
〕
来
迎
し
、
手
を
差
し
伸
べ
て
、〔
極
楽
世
界

に
〕
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
（11
（

》」
と
〔
説
か
れ
て
い
る
の
か
〕。

　
〔
ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
の
〕
続
く
以
下
の
〔
経
文
〕
に
「
十

方
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
〔
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
真
実
を

告
げ
る
〕
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
出
し
、〔
そ
の
舌
で
〕
あ

ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
覆
い
、
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉

を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。《
そ
な
た
た
ち
衆
生
よ
、
み
な
こ
の

『
一
切
諸
仏
所
護
念
経
』
を
信
ぜ
よ
（
（11
（

》」
と
〔
説
か
れ
て
い
る
の

か
〕。

　
〔
こ
の
よ
う
に『
阿
弥
陀
経
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
諸
仏
が
〕「
護

念
す
る
こ
と
」
と
は
、
つ
ま
り
上
述
に
引
用
し
た
経
文
の
「
も

し
く
は
一
日
、
も
し
く
は
七
日
、
仏
名
を
称
え
続
け
る
」
こ
と
、

〔
ま
さ
に
こ
の
こ
と
の
〕
の
名
称
で
あ
る
。
今
す
で
に
こ
の

〔『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
〕
聖
教
に
よ
っ
て
〔
往
生
が
別
時
意
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
の
〕
明
ら
か
な
る
証
拠
と
す
る
。

　
〔
な
ら
ば
、
こ
こ
で
〕
疑
問
が
あ
る
。
今
の
時
代
の
す
べ
て

の
行
者
が
、
ど
う
い
う
理
由
が
あ
っ
て
か
凡
夫
や
小
乗
が
説
く

論
は
素
直
に
信
じ
て
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
諸
仏
が
説
く
真
実

の
言
葉
を
返
っ
て
妄
言
と
す
る
と
い
う
の
か
〔
ま
っ
た
く
〕
理

解
し
難
い
。〔
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
〕
大
い
な
る
〔
誤
ち
〕
で

あ
る
。
一
体
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
耐
え
る
に
忍
び
な
い

〔
あ
り
得
ぬ
誤
解
を
〕
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
す
べ
て
の
往
生
を
切
望
す

る
学
者
た
ち
よ
。〔
ど
う
か
〕
よ
く
よ
く
自
ら〔
次
の
こ
と
を
〕

考
え
る
が
よ
い
。「
も
し
〔
万
が
一
に
も
〕
こ
の
世
界
で
誤
っ

て
仏
の
〔
真
実
の
〕
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
を
損
な
お
う
と
も
、

〔
覚
り
を
得
て
い
な
い
〕
菩
薩
の
所
論
に
固
執
し
て
、
そ
れ
を

〔
自
ら
の
仏
道
の
〕
指
南
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
」〔
と
い
う
こ

と
を
〕。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
〔
菩
薩
の
所
論
に
対
し
て
〕
固
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執
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、〔
仏
道
の
修
行
に
お
い
て
〕

自
ら
が
誤
ち
を
犯
す
こ
と
と
な
り
、〔
ま
た
〕
他
人
に
も
誤
ち

を
犯
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

　

問
う
。〔
で
は
〕
一
体
、
ど
の
よ
う
な
実
践
行
の
こ
と
を〔
指

し
て
、
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
の

か
。

　

答
え
る
。
も
し
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し
た
い
と
望
む
の
で

あ
れ
ば
、
必
ず〔
自
ら
が
、
実
践
〕
行
と
願〔
往
生
心
〕
を〔
と

も
に
〕
具
足
す
る
よ
う
に
せ
よ
。〔
そ
う
す
る
こ
と
で
〕
必
ず

〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〔
な

お
〕
今
〔
こ
の
〕『
摂
大
乗
論
』
の
中
で
は
、
た
だ
発
願
〔
の

み
で
往
生
す
る
こ
と
を
別
時
往
生
と
〕
説
示
し
、〔
往
生
の
た

め
に
〕
実
践
行
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

　

問
う
。
で
は
ど
う
し
て
〔『
摂
大
乗
論
』
の
中
で
は
、
往
生

の
た
め
に
実
践
行
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
〕
言
及
し
て
い

な
い
の
か
。

　

答
え
る
。〔『
摂
大
乗
論
』
で
は
〕
一
回
の
念
仏
に
つ
い
て〔
さ

え
も
〕、
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
か
ら
、
何
も
触
れ
て
い
な

い
の
だ
。

　

問
う
。〔
で
は
〕「
願
」
と
「
行
」
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
区
別
が
あ
る
の
か
。

　

答
え
る
。〔
こ
の
こ
と
は
す
で
に
〕『
経
（
（11
（

』
の
中
に
説
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
た
だ
実
践
行
だ
け
が
存
在
〔
し
、
発
願
が
欠

如
〕
す
る
場
合
は
疑
い
が
多
く
、〔
次
の
世
で
〕
行
く
べ
き
仏

土
が
ど
こ
に
も
な
い
。〔
一
方
、〕
た
だ
発
願
だ
け
が
存
在
〔
し
、

実
践
行
が
欠
如
〕
す
る
場
合
は
真
実
で
は
な
く
、〔
こ
の
場
合

も
次
の
世
で
〕
行
く
べ
き
仏
土
が
ど
こ
に
も
な
い
。〔
極
楽
世

界
に
往
生
す
る
た
め
に
は
〕
必
ず
発
願
と
実
践
行
は
相
互
に
支

え
合
う
こ
と
で
、〔
発
願
と
実
践
行
の
双
方
の
〕
目
的
を
す
べ

て
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
今
、
こ
の
『
摂
大
乗
論
』
の
中
で
は
た
だ
発
願

の
こ
と
だ
け
を
説
示
し
、
実
践
行
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら〔『
摂
大
乗
論
』
で
は
発
願
の
み
で
は
、

次
の
生
で
極
楽
世
界
に
〕
す
み
や
か
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、〔
こ
の
場
合
の
発
願
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
輪
廻
を
繰
り
返



研究ノート

151　善導『観経疏』現代語訳①

し
た
後
に
〕
遠
い
未
来
の
生
〔
に
お
い
て
極
楽
世
界
に
往
生
す

る
〕
た
め
の
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
を〔
説
示
し
て
い
る
〕。〔
こ

の
こ
と
が
『
摂
大
乗
論
』
の
〕
実
際
の
本
意
で
あ
る
。

　

問
う
。〔『
摂
大
乗
論
』
で
は
〕「
願
」〔
だ
け
〕
の
内
容
で
は
、

ど
う
し
て
〔
極
楽
世
界
に
す
み
や
か
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
説
く
の
か
。

　

答
え
る
。〔
誰
か
〕
他
の
人
が
「
西
方
〔
極
楽
世
界
の
〕
快

楽
は
不
可
思
議
で
あ
る
」
と
説
く
こ
と
を
耳
に
し
て
、「
願
う

こ
と
な
ら
ば
、
こ
の
身
も
往
生
し
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
口
に

は
出
す
が
、
そ
う
言
い
な
が
ら
も
他
に
は
何
も
実
践
を
続
け
る

こ
と
が
な
い
か
ら
、「
願
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
の
『
観
経
』
の
中
に
説
く
十
声
の
称
〔
名
念
〕
仏
と

は
、
つ
ま
り
「
十
の
願
」
と
「
十
の
実
践
行
」
と
が
完
全
に
具

足
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
具
足
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、〔「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
と
き
、〕「
南
無
」

と
〔
声
を
出
す
こ
と
〕
は
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
〔
阿
弥
陀
仏
に
対

す
る
〕
帰
依
で
あ
り
、
ま
た
〔
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
自
ら
の
往

生
を
〕
発
願
し
廻
向
す
る
と
い
う
こ
と
な
る
の
だ
。〔
そ
し
て
〕

「
阿
弥
陀
仏
」
と〔
声
を
出
す
こ
と
〕
は
こ
れ
が
そ
の
ま
ま〔
極

楽
世
界
へ
の
往
生
を
目
的
と
し
た
〕
実
践
行
と
な
る
の
だ
。
こ

の
〔「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
称
名
念
仏
の
中
に
す
で
に
願

と
実
践
行
と
が
具
足
さ
れ
て
い
る
と
い
う
〕
こ
と
に
よ
っ
て
、

〔
称
名
念
仏
を
実
践
す
る
人
は
誰
し
も
が
〕
必
ず
〔
極
楽
世
界

に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た『
摂
大
乗
論（
世
親
釈
）』
の
中
で「
多
宝
仏
の〔
仏
名
〕

を
称
え
て
仏
果
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
（
（11
（

」
は
、
こ
れ
〔
こ

そ
〕
が
〔
仏
道
の
修
道
に
お
い
て
〕
正
し
い
結
果
（
正
報
）
で

あ
る
。〔『
摂
大
乗
論
（
世
親
釈
）』
に
お
い
て
、
こ
の
説
の
次

に
〕
続
け
て
、「
た
だ
発
願
の
み
で
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
求

め
る
こ
と
」
は
、
こ
れ
は
〔
仏
道
の
修
道
に
お
い
て
〕
二
次
的

な
結
果
（
依
報
）
で
あ
る
。〔『
摂
大
乗
論
（
世
親
釈
）』
の
中

で
説
く
よ
う
に
、
仏
道
の
修
道
に
お
い
て
〕
ひ
と
つ
は
正
し
い

結
果（
正
報
）
で
あ
り
、〔
も
う
〕
ひ
と
つ
は
二
次
的
な
結
果（
依

報
）
で
あ
る
。
ど
う
し
て
〔
正
し
い
結
果
（
正
報
）
と
二
次
的

な
結
果
（
依
報
）〕
が
、〔
互
い
に
〕
相
似
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
得
よ
う
か
。〔
い
や
、
正
し
い
結
果
（
正
報
）
と
二
次
的
な
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結
果
（
依
報
）
と
が
相
似
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
（
（11
（

〕。

　

し
か
し
な
が
ら〔
仏
道
の
修
道
に
お
け
る
〕
正
し
い
結
果（
正

報
）、〔
す
な
わ
ち
覚
り
〕
は
将
来
的
に
も
成
就
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
実
践
行
が
い
か
に
精
緻
で
あ
ろ
う
と
も
、

〔
ひ
と
つ
の
実
践
行
で
は
〕
い
ま
だ
〔
正
し
い
結
果
（
正
報
）、

す
な
わ
ち
覚
り
は
〕
成
就
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
〔
一
方
、
仏
道
の
修
道
に
お
い
て
〕
二
次
的
な
結
果
（
依
報
）、

〔
す
な
わ
ち
浄
土
へ
の
往
生
〕
は
求
め
や
す
い
が
、
ひ
と
つ
の

こ
と
を
願
う
心
だ
け
で
は
、
い
ま
だ〔
二
次
的
な
結
果（
依
報
）、

す
な
わ
ち
浄
土
へ
〕
入
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
譬
え
る
な
ら
ば
、
地
方
の
者
が
仕
え
る
こ
と
は

容
易
で
あ
っ
て
も
、〔
一
国
の
〕
主
と
な
る
こ
と
は
〔
極
め
て
〕

困
難
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

今
の
時
代
に
あ
っ
て
〔
極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生
を
切
望
す
る

人
々
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
す
べ
て
〔
阿
弥
陀
仏
に
〕
に
帰
依

し
た
衆
生
で
あ
る
。〔
こ
の
往
生
を
願
う
す
べ
て
の
衆
生
に
お

い
て
〕
ど
う
し
て
往
生
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

〔
い
や
、
往
生
を
願
う
す
べ
て
の
衆
生
に
お
い
て
、
往
生
は
容

易
な
こ
と
な
の
だ
。
今
の
時
代
に
あ
っ
て
自
身
の
往
生
を
切
望

す
る
す
べ
て
の
人
々
は
〕
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
上
限
は
一
生
涯

か
ら
、
下
限
は
十
念
に
い
た
る
ま
で
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
の

故
に
、
す
べ
て
の
衆
生
が
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し
な
い
と
い

う
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ〔
二
次
的
な
結
果（
依

報
）、
す
な
わ
ち
浄
土
へ
の
往
生
の
こ
と
を
〕
容
易
と
言
う
の

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
言
葉
に
よ
っ
て
〔「
願
」
と
「
行
」
の
語
義
の

み
を
〕
定
義
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。〔
そ
う
す
る
こ
と

で
〕
信
じ
る
者
が
疑
い
を
抱
き
か
ね
な
い
。〔
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
議
論
す
る
際
に
は
〕
必
ず
〔
仏
の
言
葉
で

あ
る
〕
聖
教
を
引
用
し
て
〔
そ
れ
を
〕
経
證
と
し
、
こ
の
〔
聖

教
を
〕
聞
い
た
者
に
対
し
て
は
、
ま
さ
に
〔
自
身
の
極
楽
世
界

へ
の
往
生
に
関
す
る
〕
疑
惑
を
取
り
払
う
の
だ
。

　
〔
第
〕
六
に
は
二
乗
種
（
（12
（

は
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
〔
整
理
し
〕
対
応
す

る
〔
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
〕。
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問
う
。
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
国
土
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
報
〔
土
〕
な
の
か
、
そ
れ
と
も
化
〔
土
〕
な
の
か
。

　

答
え
る
。
こ
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
は
、
あ
く
ま
で

も
〕
報
〔
土
〕
で
あ
り
、〔
決
し
て
〕
化
〔
土
〕
で
は
な
い
。

ど
う
し
て
こ
の
こ
と
を
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、

『
大
乗
同
性
経
』
に
は
「
西
方
の
安
楽
世
界
に
ま
し
ま
す
阿
弥

陀
仏
は
、
こ
れ
は
報
仏
〔
で
あ
り
〕
報
土
で
あ
る
（
（12
（

」
と
説
か
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
『
無
量
寿
経
』
に
は
「
法
蔵
菩
薩
が
、
世
自
在
王
仏
が

説
法
す
る
場
所
で
、
菩
薩
道
を
実
践
し
て
い
る
時
に
、
四
十
八

の
誓
願
を
発
し
、〔
そ
の
四
十
八
種
の
誓
願
の
〕
一
願
一
願
に

お
い
て
、
自
ら
誓
っ
て
《
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
、〔
仏
と
な
っ
た
後
の
、

こ
の
〕
私
の
名
号
を
称
え
、
私
の
国
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
っ

て
、
少
な
く
と
も
十
遍
、〔
仏
と
し
て
の
私
の
名
を
〕
称
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
万
が
一
に
も
〕
往
生
し
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
（
（12
（

》」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。〔
こ
の
法

蔵
菩
薩
は
〕
今
や
す
で
に
〔
正
覚
を
得
て
、
阿
弥
陀
〕
仏
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
〔
自
ら
が
発
し
た
誓
願
を
す
べ
て
完

成
さ
せ
て
、
仏
と
な
る
べ
き
〕
要
因
に
対
し
て
〔
完
全
に
〕
報

い
る
こ
と
で
〔
仏
の
〕
身
と
な
っ
た
〔
存
在
（
酬
因
之
身
）
で

あ
る
〕。

　

ま
た
『
観
経
』
の
中
で
、
上
輩
の
三
人
が
命
尽
き
よ
う
と
す

る
と
き
に
あ
た
っ
て
、〔
釈
尊
は
こ
の
上
輩
の
三
人
〕
す
べ
て

に
対
し
て
「
阿
弥
陀
仏
と
化
仏
と
が
〔
と
も
に
〕
到
来
し
て
、

こ
の
人
を
迎
え
る
（
（12
（

」
と
説
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
報
身
は
化

〔
身
〕
を
兼
ね
る
〔
仏
身
で
も
〕
あ
り
、〔
報
身
と
化
身
と
が
〕

と
も
に
到
来
し
て
〔
往
生
人
に
対
し
て
〕
手
を
差
し
伸
べ
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
経
文
に
「
お
よ
び
」
と
説
か
れ
て
い
る

の
だ
。
こ
の
経
文
の
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
ま
た
、

よ
く
よ
く
〕
知
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
阿
弥
陀
仏
は
〕
報
身
で

あ
る
こ
と
を
。

　

さ
て
こ
こ
で
〔
考
え
る
べ
き
こ
と
は
報
身
と
応
身
の
関
係
で

あ
る
。〕
報
身
と
応
身
と
は
〔
い
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
さ
な
が

ら
〕「
眼
」
と
「
目
」
が
異
な
っ
た
名
称
〔
で
同
一
の
存
在
を
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指
示
す
る
よ
う
に
、
報
身
と
応
身
も
同
じ
存
在
を
指
示
し
て
い

る
の
〕
で
あ
る
。
前
の
翻
訳
で
は「
報
」
を「
応
」
と
訳
し
、〔
そ

し
て
〕
後
の
翻
訳
で
は
「
応
」
を
「
報
」
と
訳
し
て
い
る
（
（12
（

。
そ

も
そ
も
「
報
」
と
は
原
因
と
し
て
の
実
践
が
空
虚
な
も
の
で
は

な
く
、
必
ず
結
果
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
で
あ
り
、〔
そ
の
〕
結

果
が
原
因
と
対
応
す
る
こ
と
を
「
報
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
菩
薩
が
三
大
阿
僧
祇
劫
〔
と
い
う
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

の
永
い
時
間
を
か
け
〕
修
す
る
あ
ら
ゆ
る
実
践
行
は
、
将
来
的

に
必
ず
菩
提
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〔
こ
の

法
蔵
菩
薩
は
〕
今
や
す
で
に
仏
道
〔
修
道
〕
を
完
成
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
応
身
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
過
去
か

ら
現
在
の
諸
仏
が
〔
仏
身
と
し
て
の
〕
三
身
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
を

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〔
仏
身
に
と
っ
て
、〕
こ
の

〔
三
身
を
〕
除
い
た
以
外
、
そ
の
ほ
か
の
〔
仏
身
は
〕
存
在
し

な
い
。
も
し
も
〔
仏
身
に
〕
計
り
知
れ
な
い
八
相
〔
成
道
の
様

相
〕、
名
号
が
無
数
（
（12
（

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、〔
こ
れ
ら
無
数
の
八

相
成
道
や
無
数
の
名
号
を
有
す
る
〕
仏
身
を
ま
と
め
て
論
じ
れ

ば
、〔
こ
の
仏
身
〕
は
す
べ
て
化
〔
身
〕
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
、〔
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
〕
彼
の
阿

弥
陀
仏
〔
の
仏
身
〕
は
、
実
際
に
こ
れ
は
報
〔
身
〕
で
あ
る
。

　

問
う
。
そ
の
よ
う
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
を
〕
報
〔
身
と
規

定
〕
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
報
身
は
常
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

永
遠
に
生
じ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
滅
す
る
こ
と
も
な
い
〔
は
ず

で
あ
る
〕。〔
な
ら
ば
〕
ど
う
し
て
『
観
音
授
記
経
』
に
「
阿
弥

陀
仏
に
も
入
涅
槃
の
時
が
あ
る
（
（12
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
こ

の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

　

答
え
る
。〔
仏
が
〕
涅
槃
に
入
る
こ
と
も
、〔
あ
る
い
は
涅
槃

に
〕
入
ら
な
い
こ
と
も
、〔
こ
れ
は
ひ
と
え
に
〕
諸
仏
の
境
界

で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
〔
声
聞
や
縁
覚
や
菩
薩
と
い
う
〕
三
乗
の

浅
は
か
な
智
慧
で
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
智
慧
浅
き
凡
夫
が
簡
単
に

〔
仏
の
涅
槃
に
つ
い
て
〕
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い

や
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
〕。

　

し
か
し
な
が
ら
必
ず
こ
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
の
で
あ

れ
ば
、
こ
こ
で
仏
の
教
説
を
引
用
し
て
、〔
仏
の
涅
槃
に
つ
い

て
〕
明
ら
か
な
る
証
拠
と
し
よ
う
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
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『
大
品
〔
般
若
〕
経
』
の
「
涅
槃
非
化
品
」
に
あ
る
〔
以
下
の
〕

所
説
で
あ
る
。

　

仏
が
須
菩
提
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ
た
。

「〔
須
菩
提
よ
、〕
そ
な
た
は
ど
う
考
え
る
か
。
も
し
仮
に

人
の
姿
を
し
た
者
が
あ
り
、〔
そ
の
者
が
〕
仮
に
人
の
姿

を
し
た
者
と
な
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
〔
場
合
の
〕
仮
の

姿
と
は
、
本
当
に
実
際
の
事
実
で
あ
り
、
空
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
〔
、
そ
れ
と
も
な
い
の
か
〕」。

　

須
菩
提
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
〕「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

　
〔
す
る
と
〕
釈
尊
が
〔
次
の
よ
う
に
〕
須
菩
提
に
お
説

き
に
な
っ
た
。「
色
と
は
〔
実
に
と
こ
ろ
〕
こ
れ
は
仮
の

姿
〔
で
し
か
な
い
〕。
受
や
想
や
行
や
識
も
〔
ま
た
同
様

に
〕
仮
の
姿
〔
で
し
か
な
い
〕。
さ
ら
に
は
一
切
種
智
〔
で

さ
え
も
〕
仮
の
姿
〔
で
し
か
な
い
〕」。

　

須
菩
提
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ

た
。「
釈
尊
よ
。
も
し
こ
の
世
界
の
〔
あ
ら
ゆ
る
〕
存
在

が
仮
の
姿
で
し
か
な
く
、
ま
た
覚
り
の
世
界
の
〔
あ
ら
ゆ

る
〕
存
在
が
仮
の
姿
〔
で
し
か
〕
な
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

四
念
処
、
四
正
勤
、
四
如
意
足
、
五
根
、
五
力
、
七
覚
分
、

八
聖
道
分
、
三
解
脱
門
、
仏
の
十
力
、
四
無
所
畏
、
四
無

礙
智
、
十
八
不
共
法
、
さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
結
果
、

お
よ
び
賢
聖
人
た
ち
、〔
具
体
的
に
は
〕
須
陀
洹
、
斯
陀
含
、

阿
那
含
、
阿
羅
漢
、
辟
支
仏
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
諸
仏
世
尊

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
存
在
も
ま
た
仮
の
姿
で
し
か
な
い

の
で
し
ょ
う
か
、〔
そ
れ
と
も
〕
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

釈
尊
が
須
菩
提
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ
た
。

「
す
べ
て
の
存
在
は
、
仮
の
姿
で
し
か
な
い
の
だ
。
こ
の

〔
仮
の
姿
と
し
て
の
〕
存
在
の
中
に
、
声
聞
の
存
在
の
仮

の
姿
が
あ
り
、
辟
支
仏
の
存
在
の
仮
の
姿
が
あ
り
、
菩
薩

の
存
在
の
仮
の
姿
が
あ
り
、
諸
仏
の
存
在
の
仮
の
姿
が
あ

り
、
煩
悩
の
存
在
の
仮
の
姿
が
あ
り
、
行
為
に
と
も
な
う

因
縁
生
起
の
仮
の
姿
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
因
縁
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、〔
よ
い
か
〕
須
菩
提
よ
、
す
べ
て
の
存
在
は
仮

の
姿
な
の
だ
」。

　
〔
す
る
と
〕
須
菩
提
が〔
釈
尊
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
〕
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申
し
上
げ
た
。「
釈
尊
よ
。
こ
の
様
々
な
煩
悩
、
つ
ま
り

須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢
果
、
辟
支

仏
果
に
お
い
て
様
々
な
煩
悩
の
薫
習
を
断
ち
切
る
こ
と
も
、

す
べ
て
こ
れ
は
仮
の
姿
で
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、〔
そ

れ
と
も
〕
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

釈
尊
が
須
菩
提
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ
た
。

「
も
し
存
在
に
生
じ
た
り
、
あ
る
い
は
滅
し
た
り
す
る
姿

が
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
れ
ら
は
〕
す
べ
て
仮
の
姿
で
し
か

な
い
」。

　

須
菩
提
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ

た
。「
釈
尊
よ
。〔
で
は
一
体
〕
ど
の
よ
う
な
存
在
が
、
仮

の
姿
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

釈
尊
が
〔
須
菩
提
に
、
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ

た
。「
も
し
、〔
そ
の
〕
存
在
が
、
生
じ
る
こ
と
も
な
く
、〔
ま

た
〕
滅
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、〔
そ
の
存
在
は
〕
仮
の

姿
で
は
な
い
と
言
え
る
」。

　

須
菩
提
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ

た
。「〔
釈
尊
よ
。〕
で
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
存
在
が
生

じ
る
こ
と
も
な
く
、〔
ま
た
〕
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、〔
そ

し
て
〕
仮
の
姿
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

釈
尊
が
〔
須
菩
提
に
、
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ

た
。「
偽
り
な
き
姿
で
あ
る
涅
槃
こ
そ
が
、
仮
の
姿
で
は

な
い
と
言
え
る
」。

　
〔
須
菩
提
が
、
釈
尊
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ

た
。〕「
釈
尊
よ
。〔
今
こ
こ
で
、〕
仏
〔
た
る
釈
尊
が
〕
自

ら
お
説
き
に
な
っ
た
よ
う
に
、
諸
々
の
存
在
は
平
等
〔
で

あ
り
、
仮
の
姿
〕
で
あ
っ
て
、
声
聞
が
作
り
出
し
た
も
の

で
は
な
く
、
辟
支
仏
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、

諸
々
の
菩
薩
摩
訶
薩
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
諸

仏
が
作
り
出
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
が
こ
の
世

に
ま
し
ま
す
時
も
、〔
あ
る
い
は
〕
仏
が
こ
の
世
に
不
在

の
時
も
、
諸
々
の
存
在
の
本
質
は
常
に
空
な
の
で
す
。〔
こ

の
〕
本
質
が
空
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
涅
槃
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
し
て
〔
偽
り
な
き
姿
で
あ
る
〕
涅
槃
の
教
え

だ
け
が
、
さ
な
が
ら
仮
の
姿
で
は
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

ょ
う
か
。〔
い
や
、
涅
槃
も
ま
た
さ
な
が
ら
仮
の
姿
な
の



研究ノート

157　善導『観経疏』現代語訳①

で
す
〕」。

　

釈
尊
が
〔
須
菩
提
に
、
次
の
よ
う
に
〕
お
説
き
に
な
っ

た
。「〔
須
菩
提
よ
、〕
そ
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
通
り
で

あ
る
。
諸
々
の
存
在
は
平
等
〔
で
あ
り
、
仮
の
姿
〕
で
あ

っ
て
、
声
聞
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て

〔
諸
々
の
存
在
の
本
質
は
常
に
空
で
あ
り
、
こ
の
〕
本
質

が
空
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
涅
槃
で
あ
る
。
も
し
初

め
て
菩
提
心
を
発
し
た
菩
薩
が
、
こ
の
「
す
べ
て
の
存
在

は
、
究
極
的
に
そ
の
本
質
は
空
で
あ
り
、
そ
し
て
〔
偽
り

な
き
姿
で
あ
る
〕
涅
槃
も
ま
た
さ
な
が
ら
仮
の
姿
で
あ

る
」
と
聞
い
た
な
ら
ば
、
心
に
恐
れ
と
慄
き
を
感
じ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
初
め
て
菩
提
心
を
発
し
た
菩

薩
の
た
め
に
、
生
じ
る
こ
と
と
滅
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
「
さ
な
が
ら
仮
の
姿
（
如
化
）」
と
説
き
、〔
ま

た
〕
生
じ
る
こ
と
も
な
く
滅
す
る
こ
と
も
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
「
さ
な
が
ら
仮
の
姿
で
は
な
い
（
不
如
化
）」
と

説
い
て
い
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
（
（12
（

。

今
こ
こ
で
、
こ
の
聖
な
る
〔
仏
の
〕
教
え
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

知
る
べ
き
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
存
在
は
絶
対
的
に
報
〔
身
〕

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
も
し
〔
阿
弥
陀
仏
が
〕
将
来
的
に
涅

槃
に
入
ろ
う
と
も
、
そ
の
こ
と
に
何
ら
の
問
題
も
な
い
。
諸
々

の
智
慧
あ
る
者
よ
、〔
こ
の
こ
と
を
〕
よ
く
よ
く
知
る
が
よ
い
。

　

問
う
。
彼
の
〔
阿
弥
陀
仏
〕
の
仏
身
と
仏
土
に
つ
い
て
、
今

の
よ
う
に
「
報
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
報
〔
身
と
報
土
の
存

在
〕
は
甚
だ
高
く
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

階
位
が
低
い
菩
薩
な
ど
で
は
到
底
、〔
そ
の
存
在
を
〕
見
た
り
、

あ
る
い
は
〔
そ
の
国
土
に
〕
到
達
で
き
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
。
自
ら
の
煩
悩
に
汚
さ
れ
た
凡
夫
が
、
ど
う
し
て
〔
報
土
と

い
う
仏
の
世
界
に
〕
入
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

答
え
る
。
も
し
も
凡
夫
の
煩
悩
が
深
い
こ
と
を
議
論
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
確
か
に
〔
凡
夫
は
報
土
に
〕
赴
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。〔
し
か
し
な
が
ら
〕
ま
さ
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
、

〔
そ
の
本
願
を
〕
絶
対
的
に
強
力
な
縁
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
五

乗
（
（12
（

を
〔
す
べ
て
〕
ひ
と
し
く
〔
極
楽
世
界
に
〕
入
ら
せ
る
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

問
う
。
も
し
凡
夫
や
小
乗
の
聖
者
が
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
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す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
世
親
の

『
往
生
論
』
に
「
女
人
と
身
体
的
な
理
由
な
ど
で
修
行
に
耐
え

ら
れ
な
い
人
、〔
そ
し
て
〕
二
乗
の
種
は
〔
極
楽
世
界
に
〕
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
（12
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
今
、
彼

の
〔
極
楽
〕
世
界
の
中
に
は
実
際
に
二
乗
が
存
在
し
て
い
る
（
（13
（

。

こ
の
よ
う
な
論
書
と
経
典
の
齟
齬
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の

か
。

　

答
え
る
。
そ
な
た
は
、
た
だ
文
章
〔
の
字
面
〕
だ
け
を
読
み
、

〔
そ
の
〕
内
容
に
つ
い
て
は
〔
何
も
〕
考
え
て
い
な
い
。〔
そ
な

た
の
言
い
分
は
、
あ
ま
り
に
も
〕
愚
か
し
い
こ
と
に
迷
い
を
い

だ
き
、〔
そ
の
誤
解
を
〕
正
す
に
い
か
な
る
手
立
て
も
な
い
。〔
そ

の
よ
う
な
誤
解
を
い
だ
く
、
そ
な
た
の
た
め
に
〕
今
、
仏
の
教

え
を
引
用
し
て
、〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
明
ら
か
な
る
証
拠
と
し
て
、

そ
な
た
の
〔
そ
の
〕
疑
い
を
退
け
よ
う
。
何
を
以
っ
て
〔
証
明

と
す
る
か
と
い
う
と
〕、『
観
経
』
に
説
示
す
る
下
輩
の
三
人〔
に

関
す
る
経
文
こ
そ
が
〕
そ
の
〔
証
し
〕
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
と
い
う
と
、『
観
経
』
の
下
品
上

生
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
が
い
る
。〔
彼
ら
は
〕
悪
事
を
重
ね
る
ば

か
り
で
、
少
し
も
恥
じ
入
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な

愚
か
な
者
は
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
あ
た
り
、
仏
教

へ
と
正
し
く
導
く
人
（
善
知
識
）
が
〔
愚
か
な
者
の
〕
た

め
に
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
く
こ
と
に
出
会
い
、〔
さ
ら

に
智
者
は
愚
か
な
者
に
〕「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
さ

せ
る
。〔
こ
の
者
が
、
阿
弥
陀
〕
仏
の
名
を
称
え
た
時
、

化
仏
や
菩
薩
が
そ
の
前
に
実
際
に
姿
を
現
す
。
金
色
に
光

輝
く
蓮
台
が
到
来
し
、〔
こ
の
者
を
乗
せ
〕
彼
の
〔
極
楽
〕

世
界
に
帰
っ
て
い
く
。〔
そ
し
て
極
楽
世
界
の
宝
の
池
の

中
に
咲
き
誇
る
蓮
の
中
に
生
ま
れ
、
そ
の
〕
蓮
〔
の
花
〕

が
開
き
終
え
る
と
、
観
音
菩
薩
は
〔
こ
の
往
生
人
の
〕
た

め
に
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
く
。
こ
の
人
が
〔
そ
の
大
乗

の
教
え
を
〕
聞
き
終
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
〔
す
ぐ
に
〕
無

上
道
心
を
発
す
の
で
あ
る
（
（13
（

。

　

問
う
。「
種
」
と
「
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
相
異
が
あ
る
と

い
う
の
か
。

　

答
え
る
。
よ
く
よ
く
考
え
る
に
、
様
々
な
事
例
か
ら
そ
の
内
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容
を
考
え
る
と
〔「
種
」
と
「
心
」
に
〕
相
異
は
な
い
。〔
極
楽

世
界
に
往
生
し
た
後
に
〕
蓮
の
花
が
開
く
と
き
に
な
っ
て
、
こ

の
〔
往
生
〕
人
の
身
体
が
〔
一
切
の
罪
の
報
い
な
ど
が
消
え
去

っ
て
〕
清
浄
に
な
り
、
ま
さ
に
〔
仏
の
〕
教
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
ま
た
〔
こ
の
際
に
〕
大
乗
と
小
乗

〔
の
教
え
〕
を
選
ぶ
こ
と
も
な
い
。
た
だ
教
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
〔
そ
の
教
え
に
対
す
る
〕
信
心
を
発
す

よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
観
音
菩
薩
は
〔
こ
の
往
生
人
の
〕

た
め
に
小
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
か
ず
、〔
ま
ず
〕
先
に
〔
こ
の

往
生
人
の
〕
た
め
に
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
く
。〔
こ
の
往
生

人
は
〕
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
聞
き
、〔
そ
し
て
〕
歓
び
が
湧
き

起
こ
り
、
そ
の
ま
ま
無
上
道
心
を
発
す
こ
と
を
、「
大
乗
の
種

が
生
じ
る
」
と
い
い
、
ま
た
「
大
乗
の
心
が
生
じ
る
」
と
も
い

う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
〔
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
〕
蓮
の
花
が
開
く
と
き

に
な
っ
て
、〔
も
し
仮
に
〕
観
音
菩
薩
が
〔
こ
の
往
生
人
の
〕

た
め
に
先
に
小
乗
〔
の
教
え
〕
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、〔
こ
の

往
生
人
は
〕
小
乗
〔
の
教
え
〕
を
聞
き
、〔
そ
し
て
小
乗
の
教

え
に
対
す
る
〕
信
心
を
発
す
よ
う
に
な
る
〔
こ
と
で
あ
ろ
う
〕。

こ
の
こ
と
を
「
二
乗
の
種
が
生
じ
る
」
と
い
い
、
ま
た
「
二
乗

の
心
が
生
じ
る
」
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
〔
下
〕
品
〔
上
生
〕
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
以

下
の
〔
下
品
中
生
と
下
品
下
生
〕
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
〔
下

輩
の
〕
三
品
の
人
々
は
と
も
に
彼
〔
の
極
楽
世
界
〕
に
お
い
て

発
心
す
る
の
だ
。〔
し
か
も
こ
の
下
品
三
生
は
、
極
楽
世
界
で
〕

ま
さ
に
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
乗
の
種

が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
小
乗
〔
の
教
え
〕
は
耳
に
し
な
い
か

ら
こ
そ
二
乗
の
種
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

言
う「
種
」
と
は
、
つ
ま
り「
そ
の〔
教
え
に
対
す
る
信
〕
心
」

の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
が
〔『
往
生
論
』
に
説
か
れ
る
〕「
二
乗

種
は
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
関
す

る
解
釈
で
あ
る
。

　
〔
次
に
〔『
往
生
論
』
に
説
か
れ
る
〕「
女
人
と
身
体
的
な
理

由
な
ど
で
修
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
」
に
関
し
て
は
、
彼
〔
の

極
楽
世
界
〕
に
は
〔
そ
れ
ら
の
人
々
〕
は
存
在
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
よ
く
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。
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ま
た
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
人
々
〔
の
中
〕
で
、
小
乗
の
戒
〔
を

保
持
す
る
〕
実
践
行
を
行
い
、〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ

と
を
願
う
者
が
あ
れ
ば
、〔
彼
ら
は
〕
ひ
と
り
と
し
て
何
の
障

害
も
な
く
、
す
べ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
〔
こ

の
よ
う
な
人
々
は
〕
彼
〔
の
極
楽
世
界
に
〕
往
生
し
て
、
ま
ず

小
乗
の
果
を
覚
る
こ
と
と
な
る
。〔
そ
し
て
〕
小
乗
の
果
を
覚

り
終
え
た
後
に
、
そ
の
ま
ま
大
乗
へ
と
転
向
す
る
こ
と
と
な
る
。

ひ
と
た
び
大
乗
に
転
向
す
れ
ば
、
そ
れ
以
後
は
決
し
て
二
乗
の

心
へ
と
退
転
し
、〔
二
乗
の
心
を
〕
生
じ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
「
二
乗
の
種
は
生
じ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
（13
（

。

　

前
段
の
解
釈
（
（13
（

は
大
乗
と
小
乗
が
決
定
し
て
な
い
場
合
の
最
初

の
時
点
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
段
の
解
釈
（
（13
（

は
小
乗
の
覚
り

の
終
点
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。〔
以
上
の
こ
と
を
〕
よ
く
よ

く
知
る
べ
き
で
あ
る
（
（13
（

。

〔
韋
提
得
忍
門
〕

　

第
七
に
、〔
本
経
典
に
お
い
て
〕
韋
提
希
夫
人
が
釈
尊
の
教

え
を
直
々
に
聞
き
、
ど
の
程
度
の
利
益
が
得
ら
れ
た
か
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

　

問
う
。〔
本
経
典
に
お
い
て
〕
韋
提
希
は
す
で
に
「
忍
」〔
と

い
う
覚
り
に
い
た
る
階
位
〕
を
獲
得
し
た
と
説
く
。〔
こ
こ
で
〕

疑
問
が
あ
る
。〔
韋
提
希
は
一
体
、〕
ど
の
時
点
で
「
忍
」
を
獲

得
し
た
の
か
。〔
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
『
観
経
』
の
〕
ど
の
経

文
を
典
拠
と
す
る
の
か
（
（13
（

。

　

答
え
る
。
韋
提
希
が
「
忍
」
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

〔『
観
経
』
の
〕
第
七
観
の
冒
頭
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。『
観
経
』

に
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
説
か
れ
て
い
る
。

　

釈
尊
が
韋
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。「〔
韋
提
希
よ
、〕

仏
〔
た
る
私
、
釈
尊
〕
は
汝
の
た
め
に
苦
悩
を
取
り
除
く

教
え
を
順
序
立
て
て
分
か
り
や
す
く
説
き
明
か
そ
う
」
と
。

　
〔
釈
尊
が
〕
こ
の
よ
う
に
仰
せ
に
な
っ
た
そ
の
時
、
無

量
寿
仏
は
空
中
に
立
っ
た
〔
姿
で
ま
し
ま
し
て
、
加
え

て
〕
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
の
お
二
人
も
〔
無
量
寿

仏
に
〕
付
き
従
い
左
右
に
立
っ
た
。

　

そ
の
瞬
間
、
韋
提
希
は
ま
さ
に
そ
の
時
、
無
量
寿
仏
を

目
の
当
た
り
に
し
、〔
両
方
の
掌
で
無
量
寿
〕
仏
の
お
み
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足
を
い
た
だ
き
、〔
深
々
と
〕
礼
し
、
心
の
底
か
ら
大
い

に
歓
び
、〔
無
量
寿
仏
を
〕
称
讃
し
た
時
に
、
無
生
法
忍

を
得
た
の
で
あ
る
（
（13
（

。

　

ど
う
し
て
〔
こ
の
よ
う
に
第
七
観
の
冒
頭
で
無
生
法
忍
を
得

た
こ
と
を
〕
知
り
得
る
の
か
と
い
う
と
、〔『
観
経
』
の
〕
後
の

部
分
で
あ
る
利
益
分
の
中
に
お
い
て

〔
韋
提
希
が
阿
弥
陀
〕
仏
と
〔
観
世
音
・
大
勢
至
の
〕
二

菩
薩
〔
の
お
姿
〕
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
、〔
韋
提
希

は
〕
心
に
大
い
な
る
歓
び
が
生
ま
れ
、「
か
つ
て
な
い
こ

と
だ
」
と
感
激
し
て
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
境
地

を
開
き
、
無
生
忍
を
得
た
の
で
あ
る
（
（13
（

。

と
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
〔
よ
う
に
韋
提
希
が
阿
弥
陀
仏
を

目
の
当
た
り
に
し
て
無
生
忍
を
得
た
〕
こ
と
は
、〔
釈
尊
が
韋

提
希
の
た
め
に
眉
間
の
白
毫
か
ら
放
っ
た
〕
光
明
が
〔
あ
た
か

も
須
弥
山
さ
な
が
ら
の
金
色
の
〕
高
台
と
な
り
、
そ
の
〔
高
台

の
〕
中
に
〔
み
仏
の
清
ら
か
で
妙
な
る
〕
国
土
が
出
現
し
た
時

の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
（
（13
（

。

　
〔
で
は
〕
問
う
。〔『
観
経
』
の
〕
上
の
部
分
に

彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
え
も
言
わ
れ
ぬ
ほ
ど
心
地
よ
く
な

る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、〔
必
ず
〕
心
の
底
か

ら
歓
喜
が
湧
き
起
こ
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
無
生
法
忍
（
（14
（

と

い
う
境
地
を
得
る
（
（14
（

。

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

か
。

　

答
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
釈
尊
が
そ
の
前
〔
に
あ
る
韋

提
希
の
〕
個
別
の
願
い
出
に
答
え
て
、
そ
の
功
徳
を
お
示
し
に

な
っ
た
〔
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
〕、
方
便
の
端
緒
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て〔
こ
の
こ
と
が
〕
知
り
得
る
の
か
と
い
う
と
、〔『
観

経
』
の
〕
続
く
経
文
の
中
で
は

〔
私
も
含
め
〕
仏
た
る
者
に
は
、
そ
な
た
が
〔
極
楽
世
界

を
〕
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
特
別
な
手
立
て

が
あ
る
の
だ
（
（14
（

。

と
説
か
れ
て
い
る
。〔
そ
し
て
〕
以
下
の
日
想
〔
観
〕
か
ら
、

水
想
〔
観
〕、
氷
想
〔
観
〕
を
経
て
、
第
十
三
観
に
い
た
る
ま

で
〔
の
定
善
を
指
示
し
て
〕「
特
別
な
手
立
て
」（
異
方
便
）
と

い
う
の
で
あ
る
。
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〔
釈
尊
は
、〕
人
々
が
こ
の
観
門
に
よ
っ
て
、〔『
観
経
』
に
説

示
さ
れ
て
い
る
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
〔
の
極
楽
世
界
の
情
景
〕
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
成
就
で
き
、
彼
の
〔
極
楽
世
界

の
〕
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
に
素
晴
ら
し
き
〔
様
相
を
〕
見
て
、

心
の
底
か
ら
歓
喜
が
湧
き
起
こ
る
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
無
生
を

獲
得
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。

　
〔
ま
た
〕
こ
の
こ
と
は
た
だ
如
来
〔
た
る
釈
尊
〕
が
、
未
来

世
〔
の
人
々
〕
の
こ
と
を
大
慈
悲
に
よ
っ
て
憐
憫
し
、
あ
え
て

〔
先
に
〕
功
徳
を
挙
げ
て
実
践
を
促
し
、〔
こ
の
『
観
経
』
の
も

と
〕
学
問
を
積
み
、〔
そ
し
て
実
践
を
続
け
る
〕
人
々
に
対
し

て
、〔
定
善
十
三
観
を
実
践
〕
し
の
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、〔
阿

弥
陀
仏
の
〕
聖
な
る
〔
不
可
思
議
な
〕
力
が
目
に
は
見
え
ず
と

も
外
か
ら
加
わ
り
、
実
際
に
〔
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
い

う
〕
利
益
が
あ
る
よ
う
に
と
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
玄
義
分
総
結
（
（14
（

〕

　
〔
私
、
善
導
は
自
ら
の
宗
教
体
験
を
以
っ
て
〕
証
明
し
て〔
次

の
こ
と
を
〕
言
お
う
。

　

掌
に
は
〔
こ
の
『
観
経
』
と
い
う
経
典
を
つ
な
ぐ
〕
機
織
の

た
て
糸
を
握
り
、〔
こ
の
「
玄
義
分
」
の
内
容
で
あ
る
七
門
分

別
と
経
論
和
会
六
段
を
合
わ
せ
た
〕
十
三
結
を
（
（14
（

、
一
条
一
条

〔
縫
い
合
わ
せ
〕、〔
仏
が
説
き
示
す
〕
道
理
の
ま
ま
、
玄
〔
義

を
示
す
一
〕
門
と
さ
せ
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
〔「
玄
義
分
」
の
〕
内
容
は
完
全
な
の
だ
。〔
な
ぜ
な
ら

ば
私
、
善
導
は
こ
の
「
玄
義
分
」
の
撰
述
に
あ
た
り
〕
す
で
に

三
度
に
わ
た
る
仏
か
ら
の
確
固
た
る
証
明
を
受
け
て
い
る
〔
か

ら
で
あ
る
（
（14
（

〕。

　

以
上
、
七
門
に
わ
た
る
内
容
の
異
な
り
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

〔
こ
の「
玄
義
分
」
は
〕
す
べ
て〔『
観
経
』
の
〕
経
文〔
解
釈
〕

の
前
の
極
め
て
奥
深
き
枢
要
な
内
容
で
あ
る
。〔
こ
の
「
玄
義

分
」
で
は
〕
経
典
と
論
書
の
相
違
点
や
、〔
阿
弥
陀
仏
信
仰
に

対
す
る
様
々
な
〕
非
難
や
中
傷
に
対
し
て
〔
対
応
し
〕
説
明
す

る
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
仏
の
教
え
を
引
用
す
る
こ
と
で
、

〔
凡
夫
が
報
土
に
往
生
す
る
と
い
う
教
え
が
絶
対
的
に
正
し
い

教
え
で
あ
る
こ
と
を
〕
証
明
し
た
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
信
じ
る

人
々
に
対
し
て
、
疑
い
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く
、〔
ま



研究ノート

163　善導『観経疏』現代語訳①

た
こ
の
教
え
を
〕
求
め
る
人
々
に
対
し
て
退
転
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。〔
以
上
の
こ
と
を
〕
よ
く
よ

く
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　　
注（

1
）
現
代
語
に
訳
す
と
煩
雑
に
な
る
た
め
、
原
語
の
ま
ま
と
し
た
。

あ
え
て
訳
出
す
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「『〔
無
量

寿
〕
観
経
』〔
に
お
け
る
〕
最
も
枢
要
な
る
内
容
（
玄
義
）〔
に
つ

い
て
〕
の
章
」。

（
2
）
あ
え
て
訳
出
す
れ
ば
、「
沙
門
で
あ
る
善
導
が
〔
釈
尊
の
教
説

を
〕
集
〔
め
、
こ
こ
に
〕
記
〔
す
〕」
と
な
る
。
な
お
「
集
記
」

と
は
、
善
導
特
有
の
表
現
で
あ
る
。

（
3
）
こ
の
十
四
行
偈
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
、
お
よ
び
善
導
と
ほ
ぼ

同
時
代
の
金
石
文
で
あ
る
中
国
龍
門
第
一
〇
七
四
窟
「
慧
審
造
像

銘
」（
倉
本
尚
徳
「
善
導
の
著
作
と
龍
門
阿
弥
陀
造
像
記

―
『
観

経
疏
』
十
四
行
偈
石
刻
の
新
発
見
―
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

六
三
巻
第
二
号
、
七
八
六
頁
～
七
九
一
頁
、
東
京
・
日
本
印
度
學

佛
教
學
會
、
二
〇
一
五
年
三
月
を
参
照
の
こ
と
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
十
四
行
偈
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
「
善
導
『
観

経
疏
』
所
説
の
十
四
行
偈
に
つ
い
て
」（『
三
康
文
化
研
究
所
年

報
』
第
四
七
号
、
一
八
七
頁
〜
二
一
九
頁
、
東
京
・
三
康
文
化
研

究
所
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
こ
の
「
無
上
心
」
と
は
願
往
生
心
、
ひ
い
て
は
菩
提
心
を
示
唆

す
る
。
柴
田
泰
山「
善
導『
観
経
疏
』
所
説
の
大
乗
心
に
つ
い
て
」

『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
四
五
号
、
一
四
一
頁
～
一
五
七
頁
、

東
京
・
三
康
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）
四
爆
流
と
は
、
欲
流
・
有
流
・
見
流
・
無
明
流
と
い
う
三
界
の

煩
悩
の
こ
と
。

（
6
）
こ
の
「
法
性
眞
如
海
」
は
「
玄
義
分
」
中
「
序
題
門
」
の
内
容

を
反
映
し
た
語
句
で
あ
り
、
思
想
的
背
景
と
し
て
は
明
ら
か
に

『
大
乗
起
信
論
』（
大
正
蔵
三
二
・
五
七
五
頁
・
中
）
を
有
し
つ
つ
も
、

『
大
乗
起
信
論
』
的
な
如
来
蔵
説
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
偏
在
す
る
法
身
を
意
図
し
た
記
述
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
こ
の
記
述
か
ら
善
導
が
提
示
す
る
仏
身
論
が
法
身
・
報
身
・
化

身
の
三
身
論
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
8
）
な
お
法
宝
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
善
導

は
こ
の
十
四
行
偈
全
体
が
主
張
し
て
い
る
浄
土
門
の
存
在
を
法
宝

と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
十
地
以
前
の
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
地
前
の
菩
薩
の
こ
と
。

（
10
） 

こ
こ
で
は
大
乗
菩
薩
道
を
完
遂
し
た
完
全
な
る
菩
薩
に
対
す

る
帰
依
と
同
時
に
、
い
ま
だ
大
乗
菩
薩
道
の
途
上
に
あ
り
修
行
が

完
成
し
て
い
な
い
菩
薩
に
対
し
て
も
帰
依
を
表
明
し
て
い
る
。

（
11
）
こ
こ
で
は
第
八
地
以
前
、
第
八
地
以
後
、
そ
し
て
十
地
菩
薩
、
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妙
覚
、
等
覚
、
仏
果
に
至
る
ま
で
の
高
位
の
菩
薩
に
対
す
る
帰
依

を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
極
楽
世
界
の
一
切
の
聖
衆
こ
そ

が
、
善
導
に
と
っ
て
は
大
乗
菩
薩
道
の
モ
デ
ル
的
存
在
で
あ
る
と

と
も
に
、
一
切
の
凡
夫
は
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
階
位
上
に
す
ら
存

在
し
得
な
い
か
ら
こ
そ
、
大
乗
菩
薩
道
上
の
全
菩
薩
に
対
す
る
帰

依
を
説
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

（
12
）
こ
こ
で
『
観
経
』
が
菩
薩
蔵
と
頓
教
と
一
乗
の
教
え
で
あ
る
こ

と
を
提
示
す
る
こ
と
で
、『
観
経
』
ひ
い
て
は
浄
土
法
門
が
完
全

な
る
大
乗
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
善
導
は
こ
の
こ
と
を

主
張
す
る
こ
と
で
未
来
世
一
切
衆
生
を
三
宝
に
帰
依
せ
し
め
、
ま

た
そ
う
す
る
こ
と
で
善
導
自
ら
が
仏
心
つ
ま
り
大
慈
悲
と
完
全
な

る
一
致
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
善
導

の
教
判
論
に
つ
い
て
は
柴
田
泰
山
「
善
導
『
観
経
疏
』
所
説
の
教

判
論
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
一
巻
第
二
号
、

七
四
〇
頁
〜
七
四
七
頁
、
東
京
・
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
。

（
13
）
慧
審
造
像
銘
で
は
「
広
開
浄
土
門
」
が
「
広
流
浄
土
門
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
是
非
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
善
導
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
「
広
開
浄
土
門
」
で
あ

り
、
善
導
の
教
え
を
受
け
た
慧
審
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
善
導
が
開

示
し
た
浄
土
門
を
広
く
末
代
に
伝
え
る
と
い
う
意
志
の
も
と
「
広

流
浄
土
門
」
と
記
載
し
た
と
も
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
倉
本
尚
徳
「
善
導
の
著
作
と
龍
門
阿
弥
陀
造
像
記

―
『
観
経

疏
』
十
四
行
偈
石
刻
の
新
発
見
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

六
三
巻
第
二
号
、
七
八
六
頁
～
七
九
一
頁
、
東
京
・
日
本
印
度
學

佛
教
學
會
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）
こ
こ
で
善
導
は
「
玄
義
分
」
の
構
成
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
て

い
る
。

（
15
）
従
来「
先
ず
序
題
を
標
し
」
と
訓
読
し
て
き
た
が
、
ほ
か
に「
序

題
」
と
い
う
用
例
は
同
時
代
文
献
に
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
「
標

序
」
と
い
う
用
例
（
南
朝
、
梁
、
劉
勰
『
文
心
雕
龍
、
誄
碑
』
漢

語
大
辞
典
）
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
も
一
例
に
留
ま
る
。

（
16
）
な
お
こ
の
「
依
文
釈
義
」
に
つ
い
て
、
良
忠
は
前
文
の
「
依
文

釈
義
」
と
区
分
し
、
玄
義
分
の
第
三
門
以
降
を
経
典
に
準
じ
解
釈

し
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る（『
玄
義
分
記
』
浄
全
二
・
一
一
四
下
）。

た
だ
し
第
三
門
を
見
る
限
り
、
こ
の
「
依
文
釈
義
」
は
前
文
か
ら

の
誤
写
の
可
能
性
も
否
め
な
い
。

（
17
）
こ
の
序
題
門
は
、
文
章
表
現
は
『
大
乗
起
信
論
』
か
ら
の
影
響

も
見
ら
れ
る
が
、
論
旨
そ
の
も
の
は
『
観
経
疏
』
の
総
序
的
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
序
題
門
と
『
大
乗
起
信
論
』（
大
正
蔵

３
２
・５
７
８
頁
・
上
～
下
）
を
比
較
す
る
と
、
序
題
門
で
は
「
真

如
」
の
「
体
」
に
つ
い
て
「
無
辺
際
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
点
に
対
し
て
、『
大
乗
起
信
論
』
で
は
「
無
辺
際
」
で
あ
る

理
由
と
「
真
如
」
が
「
法
身
」
で
あ
り
「
如
来
蔵
」
で
あ
る
こ
と
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も
説
示
し
て
い
る
。「
真
如
」
の
「
相
」
に
つ
い
て
は
、
序
題
門

で
は
そ
の
質
量
と
所
在
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

『
大
乗
起
信
論
』
で
は
質
量
に
は
触
れ
ず
「
唯
一
真
如
」
と
「
一

切
差
別
相
」
の
関
係
の
解
明
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、「
真
如
」

の
「
用
」
に
つ
い
て
は
、
序
題
門
が
「
寂
用
湛
然
」
と
い
う
の
み

に
対
し
て
、『
大
乗
起
信
論
』
で
は
心
意
識
説
と
仏
身
論
と
を
関

連
さ
せ
、「
真
如
」
本
来
は
「
法
身
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
凡
夫
・

二
乗
の
転
識
に
よ
っ
て
応
身
が
所
見
の
対
象
と
な
り
、
菩
薩
の
転

識
に
よ
っ
て
報
身
が
所
見
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
序
題
門
の
「
真
如
」
に
関
す
る
表
現
が
、
非
常
に
簡
略

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
恐
ら
く
善
導
が
意
図
的
に
「
真
如
」
の

別
側
面
で
あ
る
「
法
身
」・「
如
来
蔵
」
の
表
現
を
差
し
控
え
た
こ

と
、
お
よ
び
「
真
如
」
の
「
相
」
に
関
し
て
心
意
識
説
的
仏
身
論

を
受
容
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
善
導
は
「
真
如
」
に

つ
い
て
、『
大
乗
起
信
論
』
所
説
の
内
容
を
理
解
し
、
か
つ
「
真

如
」
を
「
覚
り
の
境
界
」
と
し
て
認
知
し
つ
つ
も
、「
但
以
、
垢

障
覆
深
、
淨
體
無
由
顯
照
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
の
煩

悩
が
「
浄
体
」
を
覆
い
隠
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
根
拠
と
し
て
、

「
真
如
」
と
同
時
成
立
的
に
存
在
し
て
い
る
は
ず
の
自
己
が
、
も

は
や
「
真
如
」
と
は
無
関
係
な
状
況
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
こ

と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

善
導
が
提
示
し
て
い
る
「
真
如
」
は
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
、
覚
り

の
境
地
に
関
す
る
説
示
は
『
大
乗
起
信
論
』
を
典
據
と
し
つ
つ
も
、

実
際
に
は
『
大
乗
起
信
論
』
の
記
述
か
ら
離
れ
た
表
現
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
18
）
一
般
的
に
は
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
。
詳
し
く
は
良

忠
『
玄
義
分
記
』（
浄
全
二
・
一
一
七
下
～
一
一
八
上
）
を
参
照
。

（
19
）
真
如
の
異
名
と
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
良
忠
『
玄
義
分
記
』（
浄

全
二
・
一
一
八
上
）
を
参
照
。

（
20
）
菩
薩
の
階
位
の
う
ち
、
初
地
以
上
の
菩
薩
。

（
21
）
原
文
は
「
体
量
量
性
」。
量
性
の
用
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た

ら
ず
、
ま
た
良
忠
『
玄
義
分
記
』（
浄
全
二
・
一
一
八
上
）
も
特
記

す
べ
き
註
釈
を
付
し
て
い
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
文
脈
を
考
慮
し

て
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

（
22
）
原
文
は
「
無
辺
辺
体
」。
良
忠
『
玄
義
分
記
』（
浄
全
二
・

一
一
八
下
）
で
も
特
記
す
べ
き
註
釈
を
付
し
て
い
な
い
の
で
、
ひ

と
ま
ず
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

（
23
）
原
文
は
「
両
垢
如
如
」。
良
忠
『
玄
義
分
記
』（
浄
全
二
・

一
一
九
下
）
に
よ
れ
ば
、
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』（
大
正
蔵

三
一
・
一
八
八
中
）
に
あ
る
有
垢
真
如
・
無
垢
真
如
を
指
す
と
し

て
い
る
。

（
24
）
こ
こ
ま
で
の
文
脈
か
ら
、
こ
の「
浄
体
」
と
は『
大
乗
起
信
論
』

な
ど
を
典
拠
と
し
た
真
如
あ
る
い
は
如
来
蔵
と
し
て
理
解
さ
れ
得

る
。
こ
の
よ
う
に
善
導
は
真
如
に
つ
い
て
、『
大
乗
起
信
論
』
説
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示
の
内
容
を
理
解
し
、
か
つ
真
如
を
覚
り
の
境
界
と
し
て
認
知
し

つ
つ
も
、「
但
、
以
垢
障
覆
深
、
淨
體
無
由
顯
照
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
自
己
の
煩
悩
が
浄
体
を
覆
い
隠
し
て
い
る
と
い
う
事

実
を
根
拠
と
し
て
、
真
如
と
同
時
成
立
的
に
存
在
し
て
い
る
は
ず

の
自
己
が
、
も
は
や
真
如
と
は
無
関
係
な
状
況
に
お
い
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
善
導
が
提
示
し
て
い
る
真
如
は
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
、

『
大
乗
起
信
論
』
を
典
據
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
記
述
か
ら
離
れ
た

表
現
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
25
）
成
仏
に
至
る
ま
で
永
い
時
間
を
必
要
と
す
る
法
門
の
こ
と
。

（
26
）
速
や
か
に
成
仏
に
至
る
法
門
の
こ
と
。

（
27
）『
観
経
』
の
原
文
は
「
我
今
樂
生
極
樂
世
界
阿
彌
陀
佛
所
。
唯

願
世
尊
。
教
我
思
惟
教
我
正
受
。」（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・

一
四
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）
こ
の
釈
名
門
で
は
「
仏
説
無
量
寿
観
経
」
と
い
う
経
題
に
つ
い

て
、
経
題
を
「
仏
」「
説
」「
無
量
寿
」「
観
」「
経
」
に
文
節
化
し
、

善
導
独
自
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

（
29
）
こ
の
記
述
か
ら
、
善
導
が
使
用
し
た
『
観
経
』
の
経
題
が
「
仏

説
無
量
寿
観
経
一
巻
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お

『
観
経
』
の
経
題
の
相
違
に
つ
い
て
は
『
伝
通
記
』（
浄
全
二
・

一
三
五
頁
・
下
）
や
大
野
法
道
『
大
乗
戒
経
の
研
究
』（
東
京
・

理
想
社
、
一
九
五
四
年
三
月
⇒
東
京
・
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
六
三
年
七
月
、
一
八
二
頁
）
で
は
、『
観
経
』
の
経
名
に
つ

い
て
、
僧
祐
録
（
麗
本
）・
静
泰
録
は
「
観
無
量
寿
経
」、
僧
祐
録

（
三
本
）・
大
周
録
・
開
元
録
・
北
宋
録
は
「
観
無
量
寿
仏
経
」、

梁
高
僧
伝
・
彦
琮
録
・
内
典
録
・
開
元
録
の
亦
名
は
「
無
量
寿
観

経
」、
麗
・
南
宋
・
元
・
明
の
諸
本
は
「
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
」、

流
布
本
は
「
仏
説
観
無
量
寿
経
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
整
理
し

て
い
る
。

（
30
）
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
と
い
う
六
種
の
感
覚
器
官
の
こ
と
。

（
31
）
善
導
所
説
の
名
号
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の

研
究
』
第
二
巻
所
収
の
「
善
導
『
観
経
疏
』
所
説
の
名
号
論
」

（
二
二
三
頁
〜
二
六
七
頁
、
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四

年
）
を
参
照
。

（
32
）
原
文
は
「
法
界
之
凡
聖
」。
後
の
部
分
で
「
十
方
法
界
同
生
」

と
い
う
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
（『
伝
通
記
』
／
浄
全
二
・
一
四
四

頁
・
下
）、
こ
こ
の
「
法
界
」
は
「
仏
の
世
界
」
と
し
て
理
解
し

て
お
き
た
い
。

（
33
）
こ
の
「
法
身
」
は
如
来
蔵
的
存
在
で
は
な
く
、
覚
り
を
獲
得
し

た
身
体
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
。（『
伝
通
記
』
／
浄
全
二
・

一
五
〇
頁
・
下
〜
一
五
一
頁
・
上
）

（
34
）
こ
の
宗
旨
門
で
は
慧
遠
や
道
綽
な
ど
の
説
示
を
受
け
た
上
で
、

善
導
は
『
観
経
』
の
宗
旨
を
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
、
さ
ら
に
『
観
経
』
は
あ
く
ま
で
も
菩
薩
蔵
に
含
ま
れ
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る
教
え
で
あ
り
、
ま
た
頓
教
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。

（
35
）
こ
の
『
維
摩
経
』
の
経
旨
に
関
す
る
説
示
は
、
慧
遠
『
観
経
義

疏
』
の
「
如
維
摩
經
以
不
思
議
解
脱
爲
宗
」（
大
正
蔵

三
七
・
一
七
三
頁
・
上
）
な
ど
を
背
景
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）
慧
遠
の
『
観
経
義
疏
』
で
は
「
大
品
經
等
以
慧
爲
宗
」（
大
正

蔵
三
七
・
一
七
三
頁
・
上
）
と
説
示
し
て
い
る
。

（
37
）
こ
の
「
観
仏
三
昧
」
と
は
、「
安
心
注
想
得
生
清
淨
處
」（
浄
全

二
・
二
七
頁
・
下
）、「
専
心
念
佛
注
想
西
方
」（
浄
全
二
・
三
二
頁
・

下
）、「
注
想
西
方
」（
浄
全
二
・
三
二
頁
・
下
）、「
羣
生
、
注
念
願

見
、
西
方
依
正
二
厳
、
了
了
常
如
眼
見
」（
浄
全
二
・
五
二
頁
・
下
）

と
い
う
用
例
か
ら
、
衆
生
に
よ
る
「
心
一
境
性
」（
浄
全
二
・
三
八

頁
・
上
）
的
な
実
践
方
法
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
38
）
こ
の
「
念
仏
三
昧
」
と
は
、「
定
善
義
」
中
「
第
九
仏
身
観
」

に
お
け
る
「
如
『
無
量
壽
經
』、
四
十
八
願
中
、
唯
明
専
念
彌
陀

名
號
得
生
。
又
、
如
『
彌
陀
經
』
中
、
一
日
七
日
専
念
彌
陀
名
號

得
生
。
又
、
十
方
恒
沙
諸
佛
證
誠
不
虚
也
。
又
『
此
經
』
定
散
文

中
、
唯
標
専
念
名
號
得
生
。
此
例
非
一
也
。
廣
顯
念
佛
三
昧
竟
。」

（
浄
全
二
・
四
九
頁
・
上
）
と
い
う
記
述
か
ら
、
善
導
は
「
専
念
弥

陀
名
号
」
を
「
念
仏
三
昧
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
「
念
仏
三
昧
」
と
は
、「
専
念
弥

陀
名
号
」
で
あ
り
、
か
つ
「
正
定
之
業
」
と
同
義
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
詳
細
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山

喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
四
六
四
頁
〜
四
六
九
頁
を
参
照
の

こ
と
。

（
39
）
善
導
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
、
い
わ
ば
完
全
な
る
大
乗
に

お
い
て
こ
そ
、
大
乗
菩
薩
と
し
て
の
実
践
階
位
上
に
す
ら
存
在
し

得
な
い
凡
夫
が
救
済
さ
れ
得
る
唯
一
の
法
門
と
し
て
浄
土
門
を
捉

え
て
お
り
、
菩
薩
蔵
た
る
『
観
経
』
こ
そ
凡
夫
救
済
の
無
二
な
る

法
門
と
し
て
主
張
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
柴
田
泰
山
「
善

導
『
観
経
疏
』
所
説
の
教
判
論
に
つ
い
て
」（『
日
本
印
度
學
佛
教

學
研
究
』
六
一
巻
第
二
号
、
七
四
〇
頁
〜
七
四
七
頁
、
東
京
・
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
。

（
40
）
善
導
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
根
拠
と
し
て
対
応
し
、
罪
悪
生
死

の
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
根
拠
と
し
て
極
楽
世
界
に
即
得
往

生
し
、
得
生
以
後
は
阿
弥
陀
仏
の
威
神
力
と
授
記
の
も
と
速
や
か

に
大
乗
菩
薩
道
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
主
張
す
る
た
め
に
、
教
判
に

お
い
て
頓
教
を
提
示
し
た
も
の
と
考
え
る
。（『
日
本
印
度
學
佛
教

學
研
究
』
六
一
巻
第
二
号
、
七
四
〇
頁
〜
七
四
七
頁
、
東
京
・
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
。

（
41
）
こ
の
説
人
差
別
門
で
は
、『
観
経
』
が
あ
く
ま
で
も
仏
説
、
す

な
わ
ち
釈
尊
の
自
説
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
対
告

衆
が
韋
提
希
の
み
で
は
な
く
未
来
世
一
切
衆
生
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
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（
42
）
な
お
「
未
来
世
一
切
衆
生
」
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導

教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）

二
四
六
頁
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
43
）
こ
の
定
散
料
簡
門
で
は
、
慧
遠
の
所
説
を
批
判
し
つ
つ
、
定
善

＝
思
惟
・
正
受
＝
十
三
観
＝
韋
提
致
請
、
散
善
＝
三
福
お
よ
び
九

品
＝
釈
尊
自
説
と
い
う
自
説
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
柴
田
泰
山

『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）

四
一
四
頁
〜
四
三
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
44
）
こ
の
如
来
は
釈
尊
の
こ
と
で
あ
る
。

（
45
）
浄
全
一
・
三
八
頁
／
聖
典
一
・
一
四
四
頁

（
46
）
浄
全
一
・
三
八
頁
／
聖
典
一
・
一
四
五
頁

（
47
）
浄
全
一
・
三
八
頁
／
聖
典
一
・
一
四
五
頁

（
48
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
六
頁

（
49
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
六
頁

（
50
）
慧
遠
は
『
観
経
疏
義
』
に
お
い
て
「
三
福
＝
観
の
前
方
便
＝
散

善
」・「
観
仏
三
昧
＝
十
六
観
＝
定
善
」
と
い
う
理
解
を
提
示
し
て

い
る
が
、
善
導
は
こ
の
よ
う
に
「（
韋
提
致
請
＝
）
定
善
＝
十
三

観
」
と
「（
仏
自
説
＝
）
散
善
＝
三
福
九
品
」
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。

（
51
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
六
頁

（
52
）
浄
全
一
・
四
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
五
二
頁

（
53
）
浄
全
一
・
四
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
五
二
頁

（
54
）
こ
れ
は
慧
遠
の
十
六
観
に
関
す
る
説
示
で
あ
る
。（
浄
全
五
・

一
八
一
頁
・
上
、
一
九
九
頁
・
上
）

（
55
）
こ
の
『
華
厳
経
』
の
引
用
は
出
典
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
近

似
し
た
表
現
を
智
儼
の
『
捜
玄
記
』（
大
正
蔵
三
五
・
六
四
頁
・
上
）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
柴
田
泰
山『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・

山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
56
）
こ
こ
で
善
導
は
「
思
惟
、
つ
ま
り
三
昧
は
決
し
て
散
善
に
通
じ

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
十
六
観
す
べ
て
が
定
善
で
あ
る
こ
と
も

な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

（
57
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
七
頁

（
58
）
こ
の
経
論
和
会
門
で
は
『
観
経
』
と
論
書
と
の
内
容
的
な
相
違

に
つ
い
て
、
特
に
九
品
階
位
問
題
と
別
時
意
会
通
説
と
二
乗
種
不

生
説
を
取
り
上
げ
、
善
導
独
自
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

（
59
）
こ
れ
は
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
八
三
頁
・
上
）
で
あ
る
。

慧
遠
は
『
仁
王
般
若
経
』
を
典
據
と
し
て
無
生
法
忍
を
十
地
中
の

七
・
八
・
九
地
と
理
解
し
た
上
で
、
こ
の
無
生
法
忍
階
位
か
ら
逆

算
し
て
上
品
上
生
の
階
位
を
四
・
五
・
六
地
と
設
定
し
て
い
る
。

柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二

〇
〇
六
年
）
二
七
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
60
）
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
〇
頁
・
上
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
上
品
上
生
の
階
位
か
ら
逆
算
し
て
初
・
二
・
三
地
の
菩

薩
と
規
定
し
て
い
る
。
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（
61
）
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
〇
頁
・
下
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
上
品
中
生
の
階
位
か
ら
逆
算
し
て
地
前
菩
薩
と
し
て
捉

え
、「
種
性
解
行
の
菩
薩
」
と
し
て
い
る
。

（
62
）
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
の
こ
と
。

（
63
）
こ
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
一
頁
・
上
）
で
あ
る
。

慧
遠
は
阿
羅
漢
果
か
ら
逆
算
し
て
、
中
品
上
生
を
預
流
果
・
一
来

果
・
不
還
果
と
規
定
し
て
い
る
。

（
64
）
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
一
頁
・
下
）
で
あ
る
。

慧
遠
は
中
品
中
生
を
三
賢
・
四
善
根
と
規
定
し
て
い
る
。

（
65
）
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
一
頁
・
下
）
で
あ
る
。

慧
遠
は
中
品
下
生
を
「
見
道
已
前
世
俗
凡
夫
、
修
餘
世
福
求
出
離

者
」
と
設
定
し
て
い
る
。

（
66
）
こ
れ
も
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
九
一
頁
・
下
）
で
あ
る
。

慧
遠
は
下
品
三
生
に
つ
い
て
個
々
の
明
確
な
区
分
は
提
示
せ
ず

「
於
彼
大
乘
始
學
人
中
、
隨
過
輕
重
分
爲
三
品
」
と
述
べ
、
下
品

三
生
は
い
ず
れ
も
大
乗
人
の
中
に
お
い
て
外
凡
で
あ
り
罪
が
あ
る

者
で
あ
っ
て
、
そ
の
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
分
類
さ
れ
る
と
い
う

設
定
を
行
な
い
、
さ
ら
に
「
未
有
道
位
、
難
辨
階
昇
。」
と
述
べ
、

下
品
三
生
は
道
位
（
＝
仏
道
修
行
の
段
階
）
に
入
っ
て
い
な
い
者

と
し
て
い
る
。

（
67
）
こ
こ
で
い
う
「
法
性
生
身
」
と
は
初
地
か
ら
七
地
ま
で
の
菩
薩

の
身
体
を
意
味
し
、
法
性
す
な
わ
ち
覚
り
を
そ
の
身
体
の
本
質
と

し
て
い
る
菩
薩
の
こ
と
。

（
68
）
こ
こ
で
い
う
「
変
易
生
身
」
と
は
「
法
性
生
身
」
同
様
に
初
地

か
ら
七
地
ま
で
の
菩
薩
の
身
体
を
意
味
し
、
生
死
輪
廻
か
ら
離
れ

た
身
体
を
有
す
る
菩
薩
の
こ
と
。

（
69
）
こ
の『
華
厳
経
』
は
出
典
未
詳
。
た
だ
し
吉
蔵
の『
法
華
玄
論
』

（
大
正
蔵
三
四
・
四
二
七
頁
・
中
）
に
近
似
し
た
表
現
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
70
）「
報
土
」
は
、
用
例
的
に
は
吉
蔵
の『
浄
名
玄
論
』（
大
正
三
八
・

九
〇
六
頁
・
中
）
や
『
法
華
義
疏
』（
大
正
蔵
三
四
・
六
〇
三
頁
・

上
）
な
ど
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
浄
名
玄
論
』
に「
報
佛

如
來
眞
實
淨
土
第
一
義
攝
」（
大
正
三
八
・
九
〇
六
頁
・
中
）
と

あ
る
よ
う
に
報
仏
が
存
在
す
る
浄
土
の
こ
と
。

（
71
）「
報
仏
」
は
用
例
的
に
多
数
あ
り
、
た
と
え
ば
吉
蔵
の
『
金
剛

般
若
疏
』
に
は
「
報
佛
正
是
修
因
滿
故
得
菩
提
」（
大
正
蔵

三
八
・
一
一
二
頁
・
上
）
と
あ
り
、
因
を
完
成
さ
せ
菩
提
を
獲
得

し
た
仏
身
を
報
仏
と
規
定
し
て
い
る
。

（
72
）
こ
の
経
典
は
初
地
を
不
退
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
確
な

出
典
は
不
詳
で
あ
る
。
た
と
え
ば
吉
蔵
の『
法
華
義
疏
』
に
は「
初

地
已
上
得
無
生
忍
不
復
生
心
動
念
名
念
不
退
也
」（
大
正
蔵

三
四
・
四
六
一
頁
・
下
）
と
あ
る
。

（
73
）
こ
の
『
大
品
経
』
の
引
用
は
『
安
楽
集
』（
大
正
蔵
四
七
・
九
頁
・

上
〜
中
）
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
74
）
こ
の
「
八
相
成
道
」
と
い
う
術
語
は
翻
訳
語
と
い
う
よ
り
中
国

仏
教
で
使
用
さ
れ
た
術
語
で
あ
り
、
善
導
は
「
序
分
義
」
に
お
い

て
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
八
相
成
道
説
を
提
示
し
て
い
る
。

（
75
）
こ
の
一
文
の
出
典
は
未
詳
。「
解
脱
床
」
の
用
例
は『
大
智
度
論
』

（
大
正
蔵
二
五
・
八
三
頁
・
上
）
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

善
導
が
言
う
よ
う
な
「
四
果
の
人
が
仏
と
同
じ
解
脱
の
床
に
座

る
」
と
い
う
記
述
は
、
現
時
点
で
は
善
導
が
参
照
可
能
な
文
献
中

に
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
76
）
こ
れ
は
慧
遠
の
解
釈
（
浄
全
五
・
一
八
三
頁
・
上
）
で
あ
る

（
77
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
七
頁
〜

一
四
八
頁
）
の
引
用
で
あ
り
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
78
）
こ
の
「
上
聖
」
と
は
「
第
四
地
か
ら
第
七
地
に
入
る
ま
で
の
菩

薩
」
の
こ
と
。

（
79
）
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
七
九
頁

（
80
）
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
七
九
頁

（
81
）
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
七
九
頁

（
82
）
原
文
は
「
行
業
稍
弱
」。
こ
れ
は
上
品
中
生
が
上
品
上
生
と
比

較
し
て
「
読
誦
大
乗
」
あ
る
い
は
「
受
持
大
乗
」
な
ど
の
実
践
行

が
不
足
し
て
い
る
か
ら
、
実
践
行
の
功
徳
が
及
ば
な
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

（
83
）
明
確
な
出
典
は
未
詳
。
な
お
『
六
十
華
厳
』（
大
正
蔵
九
・
五

四
五
頁
・
下
）
な
ど
に
「
不
可
思
議
」
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
84
）
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
八
一
頁

（
85
）
な
お
善
導
が「
無
上
道
心
」
と
説
く
部
分
は
、『
観
経
』
で
は「
迴

向
願
求
生
極
樂
國
」（
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
八
一
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。

（
86
）
浄
全
一
・
四
七
頁
／
聖
典
一
・
一
八
一
頁

（
87
）
浄
全
一
・
四
八
頁
／
聖
典
一
・
一
八
一
頁

（
88
）
柴
田
泰
山「
善
導『
観
経
疏
』
所
説
の
大
乗
心
に
つ
い
て
」（『
三

康
文
化
研
究
所
年
報
』
四
五
号
、
一
四
一
〜
一
五
七
頁
、
東
京
・

三
康
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
89
）
菩
薩
が
十
方
浄
土
を
遊
化
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
『
涅
槃
経
』

（
大
正
蔵
一
二
・
四
四
八
頁
・
下
）
や
『
大
智
度
論
』（
大
正
蔵

二
五
・
七
五
三
頁
・
下
）
な
ど
に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
90
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
八
頁
／
聖
典
一
・
一
八
二
〜
一

八
三
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
91
）
こ
れ
は
慧
遠
の
解
釈
で
あ
る
。

（
92
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
八
頁
／
聖
典
一
・
一
八
四
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
93
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
九
頁
／
聖
典
一
・
一
八
五
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
94
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
九
頁
／
聖
典
一
・
一
八
六
〜
一

八
七
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。
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（
95
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
九
〜
五
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
八

八
〜
一
八
九
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
96
）
善
知
識
に
知
遇
す
る
こ
と
ま
で
も
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
導
に
と
っ
て
も
善
知
識
の

存
在
は
、
や
は
り
釈
尊
も
し
く
は
釈
尊
に
準
じ
る
存
在
で
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（
97
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
五
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
九
〇
〜
一

九
一
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
98
）
こ
の
「
発
心
」
は
往
生
以
後
の
発
心
で
あ
り
、
発
菩
提
心
を
意

味
す
る
。

（
99
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
七
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
100
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
八
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
101
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
八
〜
一

四
九
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
102
）『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
三
四
／
浄
全
二
・
二
一
・
上
）
に
よ
れ

ば
生
苦
・
老
苦
・
病
苦
・
死
苦
の
四
苦
に
愛
別
離
苦
を
加
え
た
も

の
。

（
103
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
九
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
104
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
四
九
〜
一

五
〇
頁
）
の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
105
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
五
〇
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る

（
106
）
浄
全
一
・
四
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
五
二
頁

（
107
）
こ
の
『
観
経
』（
浄
全
一
・
四
二
頁
／
聖
典
一
・
一
五
八
頁
）

の
引
用
文
は
、
善
導
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
。

（
108
）
経
文
な
し
。
善
導
の
意
図
的
な
挿
入
で
あ
ろ
う
。

（
109
）
浄
全
一
・
四
二
頁
／
聖
典
一
・
一
五
八
頁

（
110
）「
別
時
」
と
は
命
終
後
、
即
時
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
後
も
輪
廻
を
繰
り
返
し
た
末
に
や
が
て
往
生
が

で
き
る
と
い
う
理
解
で
あ
り
、
こ
れ
は
道
綽
か
ら
懐
感
ま
で
の
約

百
年
間
に
わ
た
っ
て
中
国
浄
土
教
で
議
論
が
展
開
し
た
問
題
で
あ

る
。

（
111
）
大
正
蔵
三
一
・
一
九
四
頁
・
上
〜
下

（
112
）
大
正
蔵
九
・
六
九
〇
頁
・
上
〜
中
、
取
意
文

（
113
）
大
正
蔵
九
・
九
頁
・
上

（
114
）
大
正
蔵
三
一
・
一
九
四
頁
・
中

（
115
）
浄
全
一
・
五
四
頁
／
聖
典
一
・
二
〇
二
頁
〜
二
〇
三
頁

（
116
）
浄
全
一
・
五
四
頁
〜
五
五
頁
／
聖
典
一
・
二
〇
三
頁
〜
二
〇
七
頁

（
117
）
出
典
未
詳
。
な
お
『
伝
通
記
』（
浄
全
二
・
一
九
七
頁
・
上
）
で

は
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
五
三
・
八
八
三
頁
・
上
〜
中
、
大
正
蔵

五
三
・
四
〇
五
頁
・
中
〜
下
）
を
受
け
た
『
往
生
要
集
』
を
提
示
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し
て
い
る
。

（
118
）
大
正
蔵
三
一
・
一
九
四
頁
・
中

（
119
）
こ
こ
で
は
「
多
宝
仏
を
称
し
て
仏
果
を
求
め
る
」（
第
一
説
＝

正
報
）
と
、「
た
だ
発
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
る
」

（
第
二
説
＝
依
報
）
と
が
、
全
く
別
個
の
議
論
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。

（
120
）
こ
こ
で
善
導
は
二
乗
（
声
聞
と
縁
覚
）
が
往
生
で
き
る
か
否
か

と
い
う
問
題
を
提
示
し
て
い
る
が
、
善
導
が
冒
頭
か
ら
「
二
乗

種
」
と
し
て
論
じ
、
い
わ
ゆ
る
二
乗
種
不
生
の
問
題
を
「
二
乗
の

往
生
の
可
否
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
往
生
以
後
の
二
乗
種
（
＝

二
乗
心
）
の
有
無
」
と
い
う
問
題
と
し
て
議
論
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
121
）
大
正
蔵
一
六
・
六
四
五
頁
・
上
、
取
意
文
。

（
122
）
浄
全
一
・
七
頁
／
聖
典
一
・
二
八
頁
。
な
お
こ
こ
で
善
導
が「〔
そ

の
四
十
八
種
の
誓
願
の
〕
一
願
一
願
に
お
い
て
」
と
説
く
よ
う
に
、

善
導
は
四
十
八
願
個
々
の
根
底
に
お
い
て
第
十
八
願
が
存
在
す
る

こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

（
123
）
浄
全
一
・
四
六
頁
〜
四
八
頁
／
聖
典
一
・
一
七
六
頁
〜
一
八
二
頁

（
124
）
こ
の
よ
う
に
報
身
と
応
身
の
関
係
を
訳
語
か
ら
見
て
同
義
と
す

る
用
例
は
、
智
儼
の
『
華
厳
経
五
十
問
答
』
に
「
報
身
佛
。
亦
名

應
身
」（
大
正
蔵
四
五
・
五
一
九
頁
・
中
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
125
）
こ
こ
で
善
導
は
一
仏
に
無
数
の
八
相
成
道
や
、
あ
る
い
は
名
号

が
あ
る
場
合
、
そ
の
仏
身
は
化
身
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
論
じ
て

い
る
。

（
126
）
大
正
蔵
一
二
・
三
五
七
頁
・
上
、
取
意
文
。

（
127
）
大
正
蔵
八
・
四
一
五
頁
・
中
〜
四
一
六
頁
・
上

（
128
）
こ
の
五
乗
と
は
人
、
天
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
で
あ
り
、
善
導

は
五
乗
つ
ま
り
如
何
な
る
存
在
で
あ
ろ
う
と
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願

に
乗
ず
る
こ
と
で
必
ず
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が
絶
対
的
な

真
実
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
129
）
浄
全
一
・
一
九
二
頁
／
聖
典
一
・
三
二
七
頁

（
130
）
こ
の
よ
う
に
極
楽
世
界
に
二
乗
が
存
在
す
る
記
述
は
『
無
量
寿

経
』（
浄
全
一
・
一
四
頁
／
聖
典
一
・
五
一
頁
〜
五
二
頁
）
や
『
阿

弥
陀
経
』（
浄
全
一
・
五
三
頁
／
聖
典
一
・
二
〇
〇
頁
〜
二
〇
一
頁
）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
131
）
浄
全
一
・
四
九
頁
／
聖
典
一
・
一
八
六
頁
〜
一
八
八
頁

（
132
）
こ
の
問
答
の
大
意
は
「「
種
」
と
「
心
」
と
は
同
義
で
あ
り
、

往
生
す
れ
ば
大
乗
の
無
上
道
心
を
発
心
し
、
二
乗
の
教
え
を
求
め

る
心
が
生
じ
な
い
か
ら
二
乗
種
不
生
と
い
う
の
で
あ
り
、
ま
た
女

人
お
よ
び
根
欠
は
最
初
か
ら
浄
土
に
は
存
在
し
て
い
な
い
か
ら

「
不
生
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
小
乗
の
戒
を
実
践
し
て
往

生
を
願
う
場
合
で
も
往
生
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
人
は
往
生
す
る

と
ま
ず
小
乗
の
果
を
證
得
し
、
そ
の
後
、
大
乗
に
転
向
し
て
再
び
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小
乗
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
こ
と
を
二
乗
種
不
生
と

い
う
の
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学

の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
三
二
三
頁

を
参
照
。

（
133
）
こ
こ
は
「
浄
土
に
往
生
以
後
は
大
乗
心
し
か
生
じ
な
い
」
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山

喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
三
二
四
頁
を
参
照
。

（
134
）
こ
こ
は
「
現
生
に
お
い
て
小
乗
戒
を
実
践
す
る
願
生
者
も
往
生

可
能
で
あ
り
、
往
生
以
後
は
小
乗
果
獲
得
の
後
に
大
乗
へ
と
転
向

し
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
柴
田
泰
山

『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）

三
二
四
頁
を
参
照
。

（
135
）
こ
の
よ
う
に
善
導
に
と
っ
て
二
乗
種
不
生
論
と
は
、
単
純
に
二

乗
な
ど
が
往
生
可
能
か
不
可
能
か
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
下

品
三
生
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
も
凡
夫
往
生
と
い
う
問
題
の
一
環
で
あ
り
、
同
時
に
浄

土
・
往
生
の
い
ず
れ
も
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
根
拠
と
し
て
成
立

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
の
議
論
で
あ
る
。

柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
東
京
・
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
〇
六
年
）
三
二
六
頁
を
参
照
。

（
136
）
こ
こ
で
善
導
は
慧
遠
以
来
の
韋
提
希
得
忍
論
を
提
示
し
、
そ
の

階
位
と
得
忍
の
時
点
を
議
論
す
る
こ
と
で
、
韋
提
希
は
あ
く
ま
で

も
一
凡
夫
で
あ
り
、
獲
得
し
た
忍
も
十
信
中
の
忍
で
あ
る
こ
と
を

通
じ
て
、『
観
経
』
が
ど
こ
ま
で
も
凡
夫
救
済
を
説
示
す
る
経
典

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
137
）
浄
全
一
・
四
二
頁
／
聖
典
一
・
一
五
七
頁
〜
一
五
八
頁

（
138
）
浄
全
一
・
五
〇
頁
／
聖
典
一
・
一
九
一
頁
〜
一
九
二
頁

（
139
）
こ
の
よ
う
に
善
導
は
韋
提
希
の
得
忍
の
時
点
を
阿
弥
陀
仏
を
目

の
当
た
り
に
し
た
時
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
韋
提
希
の
得
忍

も
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
一
環
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。

（
140
）
通
常
、
無
生
法
忍
の
階
位
は
第
八
地
で
聖
者
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
が
、
善
導
は
『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
七
一
／
浄
全
二
・

三
三
・
上
）
で
喜
忍
（
心
生
歡
喜
）・
悟
忍
（
廓
然
大
悟
）・
信
忍

（
十
信
中
の
忍
）
と
い
う
三
忍
の
内
容
を
有
す
る「
十
信
中
の
忍
」

で
あ
る
と
設
定
。
し
か
も
「
十
解
や
十
行
以
上
の
階
位
に
位
置
す

る
忍
で
は
な
い
」
と
説
示
し
、
大
変
に
低
い
階
位
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。

（
141
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
八
頁
〜
一
四
九
頁

（
142
）
浄
全
一
・
三
九
頁
／
聖
典
一
・
一
四
九
頁

（
143
）
こ
こ
で
善
導
は
こ
の
「
玄
義
分
」
が
仏
の
証
明
を
受
け
た
仏
説

的
言
説
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
144
）
こ
の
十
三
と
い
う
数
字
の
解
釈
に
つ
い
て
は
『
伝
通
記
』（
浄

全
二
・
二
一
六
頁
・
下
）
を
参
照
。
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（
145
）
な
お
こ
の
部
分
は
『
伝
通
記
』（
浄
全
二
・
二
一
六
頁
・
下
）
の

よ
う
に
「
こ
の
こ
と
は
す
で
に
整
っ
て
お
り
、
後
の
三
巻
に
つ
い

て
も
同
様
に
仏
の
証
明
を
受
け
て
い
る
」
と
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

※
本
研
究
ノ
ー
ト
は
『
浄
土
宗
聖
典
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
た

善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
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『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
中
之
二
　
書
き
下
し

平
成
二
十
九
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ　

研
究
ノ
ー
ト

う
こ
こ
ろ
は
、
欲
界
閻
浮
提
の
中
に
此
の
金
、
第
一
に
し

て
、
此
れ
従
り
勝
る
る
金
無
し
。
爾
る
に
夜
摩
天
に
閻
浮

檀
金
有
り
と
い
う
に
は
非
ず
。
閻
浮
檀
金
、
只
、
人
間
に

在
り
。
人
間
の
中
に
於
き
て
勝
る
る
金
の
名
を
借
り
て
、

以
ち
て
彼
の
天
金
に
名
づ
く
る
、
是
れ
、
其
の
勝
れ
た
る

こ
と
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
。
畢
竟
、
夜
摩
天

は
、
欲
界
の
頂
き
ニ
シ
テ
、
空
居
天
の
初
め
な
り
。
故
に

彼
の
天
に
比
挍
す
。
是
れ
、
尚
、
分
喩
な
り
。
扨
、

百
千
万
億
と
は
、
夜
摩
天
の
閻
浮
檀
金
を
百
千
万
億
に
合

わ
せ
た
る
色
ト
云
ウ
コ
ト
な
り
。
爾
レ
バ
百
千
万
億
と
云

う
は
、
金
の
色
の
勝
る
る
ホ
ド
ヲ
云
う
ナ
リ
。
世
間
ニ
テ

物
の
勝
レ
タ
ル
ヲ
云
う
ト
キ
、
百
ホ
ド
勝
ル
ト
云
う
ガ
如

［612b

］観
無
量
寿
経
随
講
聞
録
巻
中
之
二

第
九
仏
身
観
は
、
下
、
真
身
観
。
来
意
は
、
形
像
を
観
ず

る
こ
と
は
、
本
、
是
れ
真
仏
を
観
ぜ
ん
が
為
な
り
。
已
に

像
を
観
じ
了
る
。
次
に
当
に
真
像
を
観
ず
べ
し
。
次
い
で

有
り
。
故
に
像
観
に
次
ぎ
て
此
の
観
、
来
た
れ
り
。
扨
、

真
は
似
に
対
す
る
辞
、
謂
わ
く
、
形
像
似
に
対
す
る
な
り
。

●
更
と
は
、
形
像
の
似
せ
者
の
外
に
更
に
無
量
寿
仏
を
観

ぜ
よ
と
な
り
。

●
如
百
千
万
億
夜
摩
天
閻
浮
檀
金
色
と
は
、
此
れ
、「
真
仏

の
身
相
、
天
金
の
色
に
踰
え
た
る
こ
と
を
顕
す
な
り 1 

」
已

上
。
閻
浮
檀
金
は
黄
金
に
紫
色
を
帯
ぶ
る
色
な
り
。
今
、
言
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シ
。
積
み
重
ね
テ
大
キ
ナ
ル
ヲ
云
う
に
は
非
ズ
。
喩
え
ば
、

紅べ
に
ぞ
め染

、
一い

ち

と
入
る
サ
エ
見
事
ナ
ル
ニ
、
二
と
入
り
、
三
と

入
る
染
ナ
ラ
バ
、
尚
、
見
事
ナ
ル
ベ
シ
。
今
も
一
つ
サ
エ

ナ
ル
ニ
、
百
千
万
億
、
合
わ
せ
タ
ル
ホ
ド
勝
レ
タ
ル
色
と

云
ウ
コ
ト
な
り
。
扨
、
此
の
文
を［613a

］今
家
は
真
仏
の

身
相
の
色
ト
見
給
ウ 2 

。
霊
芝
は
、
夜
摩
天
と
は
其
の
身

相
の
大
な
る
に
喩
う
、
閻
浮
金
を
肉
体
の
色
と
見
た
ま
う 3 

。

此
の
解
、
不
可
な
り
。
既
に
次
下
に
身
量
を
説
け
り
。
忽

ち
経
文
に
違
す
。
爾
れ
ば
百
千
万
億
と
云
う
は
、
只
、
勝

た
る
色
を
云
ハ
ン
ト
テ
説
き
玉
ウ
な
り
。

●
仏
身
高
六
十
万
億
等
と
は
、『
科
』
に
「
身
量
大
小 4 

」

と
云
え
り
。
惣
じ
て
、
今
家
の
科
に
、
或
い
は
大
小
と
云

い
、
或
い
は
多
少
と
云
い
、
或
い
は
遠
近
と
云
う
。
皆
、

是
れ
其
の
ホ
ド
ラ
イ
ト
云
う
コ
ト
な
り
。
今
家
の
釈
、
処

処
に
之
れ
有
り
。
遠
き
ホ
ド
ラ
イ
、
近
き
ホ
ド
ラ
イ
等
、

例
し
て
応
に
知
る
べ
し
。
今
、
仏
身
の
ホ
ド
ラ
イ
ヲ
云
う

ト
キ
、
報
身
は
所
証
の
理
、
無
辺
ナ
ル
ガ
故
に
、
能
証
の

智
も
亦
た
無
辺
な
り
。
智
、
無
辺
ナ
レ
バ
身
も
亦
た
無
辺

際
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
今
、
所
観
の
境
を
取
る
を
以
ち

て
の
故
に
、
且
く
分
量
を
説
く
。
実
に
は
、
能
観
の
行
者
、

所
見
に
随
い
て
身
量
不
同
な
り
。
仏
身
に
其
の
量
、
有
る

に
非
ず
。
只
、
是
れ
非
数
量
の
上
に
数
量
を
説
き
て

「
六
十
万
億
」
等
と
言
う
。
既
に
下
の
雑
想
観
に
「
如
先
所

説
無
量
寿
仏
身
量
無
辺
非
是
凡
夫
心
力
所
及 5 

」、
又
た

「
或
現
大
身
満
虗
空
中 

6 

」
と
云
う
。
知
り
ぬ
、
限
量
無
き

こ
と
を
。
今
、「
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
由
旬
」
と
云
う
は
、

是
れ
即
ち
非
数
量
な
り
。
此
れ
『
仏
地
経
論
』
一
巻
、
五
紙
、

九
紙
に
他
受
用
を
釈
し
て
「
周
円
無
際
其
量
難
測 7 

」
と
云

う
に
同
じ
。
次
に
六
十
万
億
等
を
弁
ぜ
ば
、
先
ず
由
旬
と

云
う
は
、
天
竺
ニ
テ
ノ
馬
次
ぎ
ニ
テ
云
う
コ
ト
な
り
。
西

天
の
駅
路
は
、
四
十
里
を
以
ち
て
一ひ

と
や
ど宿

と
す
。
馬
次
ト
ス

ル
ナ
リ
。
此
れ
を
一
由
旬
と
云
う
。
爾
れ
ば
、
仏
身
の
量

は
唯
の
由
旬
に
非
ず
。
四
十
里
を
一
由
旬
と
す
。
其
の
数
、

［613b

］恒
河
沙
由
旬
な
り
。
然
る
に
、
彼
の
恒
河
沙
は
細

な
る
こ
と
麪
麦
の
如
し
ウ
ド
ン
ノ
粉
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
細
カ
ナ
リ
。
其
の

沙
の
数
の
如
き
由
旬
な
り
。
此
の
恒
河
沙
由
旬
は
、
唯
一
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の
恒
河
沙
由
旬
に
非
ず
。
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
此

れ
亦
た
唯
一
の
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
に
非
ず
。
億
那
由
佗

恒
河
沙
由
旬
な
り
。
此
れ
亦
た
、
唯
一
の
億
那
由
他
恒
河

沙
由
旬
に
非
ず
。
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
此
れ

亦
た
、
唯
一
の
万
億
恒
河
沙
由
旬
に
非
ず
。
十
万
億
那
由

他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
此
れ
亦
た
、
唯
一
の
十
万
億
那
由

他
恒
河
沙
由
旬
に
非
ず
。
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬

な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
此
れ
非
数
量
な
り
。
爾
れ
ど
も
、

若
し
此
の
身
量
を
説
か
ず
ん
ば
、
凡
夫
の
所
観
、
成
じ
難

し
。
今
、
身
量
を
説
く
を
以
ち
て
、
行
者
の
機
休
め
と
成

り
て
、
且
く
分
量
有
る
に
似
た
り
。
能
観
の
機
、
当ア

テ
ド処

が

出
来
る
な
り
。
是
の
故
に
六
十
万
億
等
と
説
け
り
。
爾
ら

ざ
れ
ば
、
観
、
恐
ら
く
は
成
じ
難
し
。
実
に
は
、
報
仏
は

機
見
に
随
う
が
故
に
、
初
地
は
劣
り
、
二
地
は
勝
れ
て
拝

見
ス
ル
な
り
。
但
し
、
数
量
を
説
く
に
就
き
て
、
浄
影
・

天
台
、
皆
、
是
れ
謬
解
な
り
。
霊
芝
の
釈
は
、
尤
も
可
な

り
。
尚
、
次
下
に
之
れ
を
弁
ず
。

●
眉
間
白
毫
と
は
、
此
れ
を
「
眉
間
の
白
毫
」
と
は
点
ず

べ
か
ら
ず
。「
眉
間
白
毫
」
と
点
ず
べ
し
。
三
十
二
相
の
中

に
眉
間
白
毫
と
一
相
に
取
る
が
故
に
、
只
、
眉
間
白
毫
ト

ツ
ヾ
ケ
テ
点
ズ
ベ
シ
。
扨
、
禅
那
院
の
珍
海
已
講
、
白
毫

相
を
釈
し
て
云
わ
く
『
菩
提
心
集
』
上
、
三
十
五
紙 8 

。
但
、
先
づ

眉
間
白
毫
に
心
ヲ
カ
ケ
テ
明
ラ
カ
ニ
セ
ヨ
。
其
の
毛
一
筋
、

長
さ
一
丈
五
尺
。
端は

し

を
取
り
て
引
き
延
ぶ
れ
ば
、
直
に
ウ

ル
ワ
シ
ク
シ
テ
中
ニ
穴
ア
キ
虗う

つ
ろナ
リ
。
ユ
ル
セ
バ
マ
ク
リ
、

［614a

］縮ち
じ
まリ

テ
玉
の
如
く
ニ
テ
眉
の
間
に
ア
リ
。
周
り
三

寸
ナ
リ
。
其
の
毛
、
白
ク
シ
テ
雪
ノ
如
し
、
タ
オ
ヤ
カ
ニ

シ
テ
右
に
旋
レ
リ
ト
此
の『
集
』、
近
世
に
板
行
す
。
爾
る
に『
安
楽
集
記
』

下
、
卅
一
紙
、
珍
海
の
『
菩
薩
要
集
』
と
引
く
は
、
印
板
の
誤
な
り 9 

。
記
主
も
此

の
『
集
』
所
覧
と
見
え
た
り
。

●
如
五
須
弥
山
と
は
、
一
須
弥
の
高
量
八
万
由
旬
な
り
。

此
れ
を
路み

ち
の
り程

に
し
て
、
計
る
に
三
百
三
十
六
万
里
な
り
。

縦
広
亦
た
爾
な
り
。「
五
須
弥
山
」、
共
に
計
る
に

一
千
六
百
八
十
万
里
な
り
霊
芝
の
釈
の
意 10 

。

●
如
四
大
海
水
と
は
、
一
海
の
縦
広
八
万
四
千
由
旬
な
り
。

此
の
須
弥
に
七
金
山
の
第
七
魚
形
山
と
小
鉄
囲
山
と
の
間
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の
外
海
の
分
量
な
り
。
四
大
海
、
共
に
合
し
て
、

三
十
三
万
六
千
由
旬
な
り
。
然
る
に
、
浄
影
・
天
台
両
師

の
釈
に
、
此
の
白
毫
及
び
眼
量
は
六
十
万
億
那
由
他
恒
河

沙
由
旬
の
仏
身
に
は
相
応
せ
ず
、
其
の
量
甚
小
な
り
。
眼

に
准
じ
て
、
身
を
定
む
、
正
し
く
長
け
六
十
万
億
那
由
佗

由
旬
な
り
。
恒
河
沙
と
言
う
は
、
或
い
は
伝
訳
の
者
、
謬

り
て
之
れ
を
置
く 11 
と
。
此
れ
等
の
釈
、
皆
、
人
情
を
以

ち
て
量
を
定
む
。
何
ぞ
仏
意
に
叶
わ
ん
。
霊
芝
の
釈
、
尤

も
可
な
り
。
若
し
観
成
に
至
ら
ば
、
必
ず
相
応
の
仏
眼
等

を
拝
見
す
べ
し
。
実
に
五
須
弥
山
の
白
毫
・
四
大
海
の
眼

を
も
ち
て
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
の
仏
身
に
付
き

て
見
れ
ば
富
士
に
芥
子
を
付
け
て
置
く
如
く
ナ
ル
ベ
シ
。

蓋
し
此
れ
等
は
皆
、
非
数
量
を
顕
わ
し
て
態
と
算
用
の
合

せ
ざ
る
様
に
説
く
モ
ノ
ナ
リ
。
若
し
算
用
が
合
う
と
報
身

の
仏
体
が
凡
夫
の
情
量
に
落
つ
ル
な
り
。

●
青
白
分
明
と
は
、
童
子
の
眼
の
如
く
黒
白
分
明
な
り
。

●
演
出
光
明
と
は
、
演
は
猶
、
流
の
ご
と
し
霊
芝
の
意 12 

。

●
如
須
弥
山
と
は
、
霊
芝
の
云
わ
く
「
一
一
の
毛
孔
の
所

出
の
光
明
、
大
き
さ
須
弥
の
如
し 13 

」
已
上
。
元
祖
の

［614b

］『
観
経
釈
』
曰
わ
く
「
善
導
、
釈
し
て
云
わ
く
、〈
此
れ

毛
孔
光
の
大
小
を
明
か
す 14 

〉。
愚
、
案
じ
て
曰
わ
く
、

是
れ
乃
ち
遍
身
の
光
か
。
遍
身
の
光
に
於
き
て
、
諸
仏
同

じ
か
ら
ず
。
且
く
毘
婆
尸
仏
、
及
び
尸
棄
仏
の
如
き
遍
身

の
光
、
一
百
由
旬
な
り 

云
云
。
是
の
如
く
七
仏
の
身
光
、
大

小
不
同
な
り 15 

」
已
上
。
私
に
云
わ
く
、
毛
孔
光
と
は
遍
身
毛
孔
光
な
り
。

元
祖
御
釈
に
依
り
之
れ
を
思
う
に
「
如
須
弥
山
」
と
言
う
は
一
須
弥
の
縦
広
八
万
由

旬
な
り
。
五
須
弥
は
四
十
万
由
旬
な
り
。
爾
れ
ば
遍
身
光
四
十
万
由
旬
と
云
う
こ
と

な
ら
ん
。
経
文
は
毛
孔
所
出
の
光
明
ノ
ホ
ド
ラ
イ
ヲ
五
須
弥
山
の
如
し
、
と
な
り
。

●
彼
仏
円
光
と
は
、
元
祖
の
曰
わ
く
「
是
れ
則
ち
彼
の
仏

の
頂
の
円
光
な
り 16 

」
已
上
。
扨
、
円
光
と
言
う
は
尽
く

木
像
の
上
ニ
テ
之
れ
を
言
う
。
総
じ
て
円
光
の
俗
に
輪
光
と
云

う
中
の
空
な
る
処
が
円
光
な
り
。
縁ふ

ち

の
雲
の
様
ナ
ル
処
は
光

明
な
り
。

●
如
百
億
三
千
大
千
世
界
と
は
、
穢
土
の
一
婆
婆
世
界
の

量
を
借
り
て
浄
土
の
量
を
説
く
。
爾
る
に
仏
を
無
量
光
と

云
う
。
円
光
、
何
ぞ
百
億
ナ
ル
ヤ
ト
云
う
ト
キ
、
既
に
無
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辺
光
な
り
、
何
ぞ
分
量
有
ら
ん
。
此
れ
は
是
れ
円
光
の
こ

と
を
云
う
。
円
光
に
は
分
量
有
り
と
雖
ど
も
其
の
外
照
の

光
明
は
無
量
無
辺
な
り
。
譬
え
ば
日
暈か

さ

・
月
暈
に
は
分
量

有
れ
ど
も
、
光
は
四
天
下
を
ら
す
が
如
し
。
今
、
亦
た
此

く
の
如
し
。

●
有
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
化
仏
と
は
、
今
時
の
後
光
仏

の
如
き
な
り
。
元
祖
『
観
経
釈
』
曰
わ
く
、「
是
れ
、
彼
の
真

仏
の
化
作
す
る
所
な
り
。
此
の
化
仏
、
本
、
彼
の
土
の
所

有
に
非
ず
。
神
通
力
を
以
ち
て
の
故
に
、
暫
く
之
れ
を
化

作
す
。
本
、
無
に
し
て
忽
有
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
化
と

す
。
此
の
化
仏
、
常
に
行
者
の
為
に
随
逐
護
念
し
た
ま
う
。

又
た
、
来
迎
引
接
も
、
多
く
は
亦
た
化
仏
な
り 17 
」
已
上
。

扨
、
此
の
化
仏
に
就
き
て
第
二
の
化
・
第
三
の
化
と
云
う
事
、

白
旗
・
名
越
の
諍
な
り
。
具
さ
に
『
述
聞
鈔 18 

』
の
如
し

云
云
。

●
以
為
侍
者
と
は
、
是
れ
観
・
勢
等
の
化
菩
薩
な
り
。
元

祖
の
曰
わ
く
、「
諸
仏
、［615a

］皆
、
執
事
の
弟
子
有
り
。

且
く
毘
婆
尸
仏
の
如
き
執
事
の
弟
子
有
り
。
一
を
騫
荼
と

名
づ
く
。
二
を
提
舎
と
名
づ
く
。
以
後
の
六
仏
、
皆
、
執

事
の
弟
子
有
り
。
化
仏
に
も
亦
た
執
事
の
弟
子
有
り
。
今
、

弥
陀
の
化
仏
に
執
事
の
多
少
を
説
く
な
り
。
然
る
に
、
大

僧
は
必
ず
沙
弥
を
用
い
て
執
事
の
弟
子
と
し
て
、
大
僧
を

用
い
ず
。
故
に
釈
迦
牟
尼
仏
は
阿
難
を
以
ち
て
執
事
の
弟

子
と
し
た
ま
う
。
阿
難
は
習
を
留
め
て
学
地
に
居
す
る
を

以
ち
て
な
り
。
是
の
故
に
、
今
仏
は
観
・
勢
二
菩
薩
を
以

ち
て
侍
者
と
し
た
ま
う
。
然
る
に
、
此
の
二
士
は
、
実
に

は
是
れ
古
仏
な
り
。
実
を
隠
し
、
権
を
示
し
て
仏
の
侍
者

と
し
て
聖
化
を
輔
翼
す
と
な
り 19 

」
云
云
。

●
有
八
万
四
千
相
と
は
、
是
れ
報
身
な
る
が
故
に
、
応
身

に
揀
し
て
八
万
四
千
相
と
云
う
。
之
れ
に
就
き
て
仏
の
相

好
を
明
か
す
。「
四
種
の
説
有
り
。
一
に
は
三
十
二
相
、
二

に
は
八
十
随
好
、
三
に
は
八
万
四
千
、四
に
は
無
量
塵
数
な

り
。
人
相
に
同
ず
る
が
故
に
、
三
十
二
と
説
く
。
諸
天
に

勝
る
る
が
故
に
、
八
十
随
形
好
と
説
く
。
諸
菩
薩
の
為
の

故
に
、
八
万
四
千
と
説
く
。
仏
の
実
の
相
好
を
明
か
す
故

に
、
無
量
塵
数
と
説
く
な
り
。
今
、
弥
陀
仏
の
相
を
説
く
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に
、
亦
た
二
説
有
り
。
一
に
は
三
十
二
相
、
二
に
は

八
万
四
千
な
り
。
一
に
三
十
二
相
と
は
、『
般
舟
経
』
并
び

に
今
の
「
像
観
」
の
初
め
の
文
、
是
れ
な
り
。
二
に

八
万
四
千
と
は
、
則
ち
今
の
文
、
是
れ
な
り 20 

」
已
上
、
元

祖
の
釈
な
り
。
具
に
『
観
仏
経
』
第
九 21 

、
云
云
。

●
一
一
相
と
は
、
上
の
八
万
四
千
相
を
指
し
て
「
一
一
」

と
云
う
。

●
随
形
好
と
は
、
元
祖
、
曰
わ
く
、「
相
と
好
と
、
同
有
り
、

異
有
り
。
同
と
は
、『
観
仏
経
』
に
曰
わ
く
、〈
人
相
に
同

ず
る
が
故
に
三
十
二
相
と
説
く
。
諸
天
に
勝
る
る
故
に
、

八
十
種
好
と
説
く 22 

〉。
斯
れ
則
ち
、
相
と
好
と
全
く
別

物
に
非
ざ
る［615b

］な
り
。
異
と
は
、
同
『
経
』
に
、
又

た
相
と
好
と
、
各
別
に
之
れ
を
説
く
な
り
。
今
の
文
は
是

れ
相
好
別
の
義
に
依
る
な
り
。
相
と
は
是
れ
好
の
大
な
る

な
り
。
好
と
は
是
れ
相
の
小
な
る
な
り 23 

」已
上
、
取
意
。
扨
、

随
形
好
と
は
、
形
は
相
な
り
。
相
は
大
相
な
り
。
好
と
は

小
相
な
り
。
喩
え
ば
眼
の
大
相
に
オ
イ
テ
、
或
い
は
、
ヲ

ソ
ロ
シ
キ
眼
に
も
非
ず
。
亦
た
、
シ
タ
ヽ
ル
ク
イ
ヤ
ラ
シ

キ
眼
ニ
モ
非
ズ
ト
云
う
如
キ
ノ
、
細
ナ
ル
方
ヲ
好
と
云
う

な
り
。
今
、
形
の
大
相
に
随
う
好
ナ
レ
バ
、
即
ち
上
の
相

を
指
し
て
形
と
云
う
。
故
に
随
形
好
と
云
う
。

●
復
有
八
万
四
千
光
明
と
は
、
相
・
好
・
光
の
三
は
皆
、

八
万
四
千
と
云
う
は
、
障
に
即
し
て
徳
を
顕
わ
す
。
故
に

此
の
数
を
成
ず
。
仏
、
凡
地
に
居
す
る
と
き
は
、

八
万
四
千
の
塵
労
を
具
す
。
此
の
塵
労
に
於
き
て
、
皆
、

実
相
を
見
る
。
理
智
、
既
に
合
す
る
が
故
に
能
く
相
好
・

光
明
を
示
現
す
。
故
に
節
節
、
八
万
四
千
と
云
う
『
妙
宗
鈔
』

下
の
意 24 

。
上
の
第
七
観
の
処
に
も
之
れ
を
弁
ず
。
言
う
所
の
光
明
と

は
、
是
れ
阿
弥
陀
如
来
挙
身
の
常
光
な
り
委
く
は
、
次
下
に
弁
ず

べ
し
。

●
一
一
光
明
遍
照
等
と
は
、
抑
も
此
の
文
は
、
一
経
両
宗

の
明
拠
、
特
に
是
れ
口
称
三
昧
は
、
定
散
の
中
の
独
尊
な

る
こ
と
、
茲
に
顕
然
た
り
。
所
謂
、
十
三
定
善
は
観
仏
為

宗
、
散
善
九
品
は
念
仏
三
昧
為
宗
な
り
。
散
善
の
念
仏
、

定
善
に
通
ず
と
言
う
は
、
源
、
此
の
文
に
拠
れ
り
。『
疏
』

に
此
の
文
を
科
し
て
、「
四
に
は
、
光
照
の
遠
近
を
明
か
し
、
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五
に
は
、
光
の
及
ぶ
所
の
処
、
徧
く
摂
益
を
蒙
る
こ
と
を

明
か
す 25 

」
と
云
え
り
。
扨
、
此
の
文
に
二
義
有
り
。
一

義
は
、
初
め
よ
り
「
世
界
」
に
至
り
て
、
報
仏
の
常
光
、

周
徧
の
義
を
明
か
す
。
謂
わ
く
、
彼
の
仏
光
、
徧
く
十
方

念
・
不
念
の
者
及
び
情
・
非
情
等
を
照
ら
す
是
れ
、
色
光
を
明
か

す
。
但
し
、
文
の
帰
す
る
所
、［616a

］専
ら
念
を
照
ら
す
に

在
り
。「
念
仏
」
已
下
は
、
唯
、
念
仏
の
者
を
摂
す
こ
と
を

明
か
す
是
れ
、
心
光
を
明
か
す
。
故
に
「
照
」
の
字
、「
世
界
」

の
字
に
流
至
す
べ
し
。
又
た
一
義
は
、
一
一
等
の
十
八
字

は
、
偏
に
摂
取
の
光
明
を
明
か
す
。
謂
わ
く
、
彼
の
仏
光
、

唯
、
十
方
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
、
余
を
照
摂
せ
ず
唯
、

心
光
を
明
か
す
。
故
に
、「
照
」
の
字
は
、「
衆
生
」
の
字
に
流

至
す
べ
し
。
二
義
、
倶
に
之
れ
を
用
う
。
共
に
相
伝
の
義

な
る
が
故
に
『
記
』、
両
義
を
挙
げ
之
れ
を
釈
す
故
に 26 

。
但
し
、
再

徃
、
之
れ
を
言
わ
ば
、
初
義
を
正
と
す
。
今
家
の
釈 27 

に

凖
ず
る
が
故
に
具
に
次
下
、
之
れ
を
弁
ず
。
先
ず
、
光
明
と
は
弥

陀
挙
身
の
常
光
、
徧
と
は
普
徧
の
義
な
り
。
十
方
世
界
と

は
浄
穢
に
通
ず
。
衆
生
と
は
一
切
善
悪
の
凡
夫
な
り
。
扨
、

常
光
と
は
、
元
祖
『
漢
語
灯
』
七
巻
曰
わ
く
、「
今
、
細
か
く
分

別
す
る
に
、
更
に
多
種
の
光
明
有
り
。
大
い
に
分
か
ち
て

二
と
す
。
一
に
は
常
光
、
二
に
は
神
通
光
な
り
。
初
め
に

常
光
と
は
、
即
ち
是
れ
常
恒
不
断
の
光
明
な
り
。
然
る
に
、

諸
仏
の
常
光
、
各
お
の
意
楽
に
随
い
て
即
ち
、
遠
近
長
短

の
不
同
有
り
。
釈
迦
仏
の
如
き
は
、
常
光
一
尋
な
り
。
或

い
は
、
七
尺
を
照
ら
し
、
或
い
は
一
里
を
照
ら
し
、
或
い

は
一
由
旬
を
照
ら
し
、
或
い
は
二
三
四
五
乃
至
百
千
由
旬

を
照
ら
し
、
或
い
は
四
天
下
を
照
ら
し
、
或
い
は
一
仏
世

界
を
照
ら
し
、
或
い
は
二
仏
三
仏
乃
至
百
千
仏
の
世
界
を

照
ら
す
等
な
り
。
今
、
此
の
阿
弥
陀
仏
の
常
光
は
、
凡
そ

八
方
上
下
無
央
塵
数
の
諸
仏
世
界
に
於
き
て
、
照
ら
さ
ざ

る
所
、
無
し
。
此
の
常
光
を
弁
ず
る
に
、
乃
ち
異
説
有
り
。

『
平
等
覚
経
』
に
は
、
別
し
て
頭
光
を
指
し 28 

、『
観
経
』

に
は
、
総
じ
て
身
光
と
云
う 29 

。『
徃
生
要
集
』
に
広
く

其
の
義
を
解
せ
り
。
次
に
神
通
光
と
は
、
是
れ
乃
ち
時
に

臨
み
て
発
起
す
る
光
明
な
り
。
且
く
、
釈
迦
如
来
の
『
法

華
経
』
を
説
か
ん
と
欲
す
る
の
時
、
東
方
万
八
千
土
を
照
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ら
す
が
如
き
は
、
即
ち
神
通
光
な
り 30 

」［616b

］已
上
。
扨
、

色
光
と
は
、
一
切
有
情
・
非
情
・
山
・
河
・
大
地
、
皆
悉

く
照
さ
ざ
る
所
無
し
。
譬
え
ば
、
日
光
の
、
一
切
を
照
し

て
余
り
無
き
が
如
し
。
心
光
と
は
、
仏
、
別
し
て
大
悲
心

を
添
え
て
照
し
た
ま
う
を
心
光
と
云
う
な
り
。
但
し
、
色

光
を
離
れ
て
別
に
心
光
有
る
に
非
ず
。
譬
え
ば
、
夜
に
客

人
を
送
る
が
如
し
。
一
つ
の
挑
灯
を
以
ち
て
正
客
と
相
伴

の
人
と
を
送
る
に
、
正
客
の
見
る
灯
も
相
伴
の
人
の
見
る

灯
も
、
灯
光
は
一
ツ
ナ
レ
ド
モ
、
別
し
て
亭
主
の
馳
走
の

心
を
添
ゆ
る
は
、
唯
、
正
客
の
方
、
計
り
な
り
又
た
、
客
を
招

き
て
座
敷
に
蝋
燭
を
出
だ
す
も
、
同
じ
意
な
り
。
此
の
譬
を
以
ち
て
、
応

に
色
・
心
二
光
の
差
別
を
知
る
べ
き
な
り
。
凡
そ
色
・
心

二
光
を
分
か
つ
こ
と
は
、
是
れ
鎮
西
義
の
相
伝
な
り
。
然

る
に
、
他
流
西
山
に
は
色
・
心
二
光
の
分
別
、
甚
だ
依
用
せ

ず
。
唯
、
心
光
の
一
辺
に
落
着
し
て
当
流
の
義
を
破
す
。

所
破
の
意
、
文
点
を
も
っ
て
二
光
を
分
つ
こ
と
大
い
に
文

法
に
違
せ
り
。
若
し
所
説
の
如
く
ん
ば
、
応
に
「
摂
取
念

仏
衆
生
不
捨
」
言
う
べ
し
。
文
を
枉
げ
て
義
を
取
り
て
、

何
ん
が
色
・
心
二
光
を
分
け
ん
や
四
句
倶
に
唯
、
心
光
一
辺
に
約
す
時
、

十
方
世
界
の
句
は
衆
生
の
居
処
に
見
る
。
当
流
に
云
わ
く
、
此
の
義
、

一
徃
其
の
理
有
り
と
雖
ど
も
、
只
、
其
の
一
を
知
り
て
未

だ
其
の
二
を
知
ら
ず
。
所
破
、
甚
だ
当
ら
ず
。
当
流
の
相

伝
、
私
の
今
按
に
非
ず
。
源
、
一
家
大
師
の
相
承
に
拠
る
。

汝
が
義
は
還
り
て
一
家
の
釈
判
に
違
す
。
汝
、
未
だ
見
ず

や
。『
徃
生
礼
讃
』
八
紙
、「『
観
経
』
に
云
わ
く
、
彼
仏
の

光
明
、
無
量
に
し
て
、
十
方
の
国
を
照
す
に
障
碍
す
る
所

無
し 31 

」
是
れ
、
色
光
を
明
か
す
。「
唯
、
念
仏
の
衆
生
を
照
し

て
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
」
と
是
れ
、
心
光
を
明
か
す
。
又
た

卅
四
紙
『
日
中
の
讃
文
』
に
云
わ
く
、「
相
好
の
光
明
、
十
方

を
照
す
。
唯
、
念
仏
の
み
有
り
て
光
摂
を
蒙
る
」
と
。
又

た
云
わ
く
、「
真
形
の
光
明
、
法
界
に
遍
ず
。
光
触
を
蒙
る

者
は
、
心
、
退
せ
ず 32 

」
と
。『
般
舟
讃
』
廿
三
紙
に
云
わ
く
、

「
相
好
、
弥
い
よ
多
く
し
て
、
八［617a

］万
四
な
り
。
一
一

の
光
明
、
十
方
を
照
す
。
余
縁
の
為
に
光
り
普
く
照
さ
ず
。

唯
、
念
仏
徃
生
の
人
を
覓
む 33 

」
と
。
此
れ
等
の
釈
文
、

如
何
が
之
れ
を
会
す
る
や
。
色
・
心
二
光
の
分
別
は
、
本
、
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一
家
の
指
南
な
り
。
文
法
は
左と

も
か
く右

ア
レ
色
・
心
二
光
に
約
し
て
四
句

を
分
別
す
る
時
は
、「
念
仏
衆
生
」
は
其
の
体
を
云
う
。「
摂
取
不
捨
」
は
其
の
用
を

云
う
浄
土
の
人
師
、
証
定
の
妙
釈
を
忘
れ
て
何
ぞ
宗
家
に
違

せ
ん
。
若
し
汝
が
義
の
如
き
は
、
恐
ら
く
是
れ
自
害
の
み
心

光
一
遍
に
拠
る
こ
と
源
、
望
西
に
在
り
。『
拾
因
記
』中
、
八
紙 34 

。『
同
新
抄
』中
、

十
八
紙 35 

。
貞
凖
の
作
な
り
。『
観
経
新
記
』定
、
四
巻
、
十
一
紙 36 

。
同
作
、
皆
、

同
じ
。
洞
空
の
『
会
疏
』
此
の
義
を
依
用
す
。
大
い
に
当
流
を
破
す
。
中
、
廿
八
紙 

37 

、
徃
き
て
見
よ
。
扨
、
此
の
光
明
は
上
に
言
う
が
如
く
、
弥

陀
挙
身
の
常
光
な
り
。
既
に
本
願
所
成
の
光
明
な
る
が
故

に
。
若
し
神
通
光
ナ
ラ
バ
何
れ
の
仏
か
然
ら
ざ
ら
ん
。
故

に
『
大
経
』
の
説
も
、
余
仏
は
一
尋
の
光
明
、
弥
陀
は
無

量
の
光
明
な
り
ト
。
元
祖
曰
わ
く
、「
一
一
の
相
の
光
明
を

慧
心
、
之
れ
を
勘
え
て
云
わ
く
、〈
一
一
の
相
の
中
に
各
お

の
七
百
五
倶
低
六
百
万
の
光
明
を
具
し
て
、
熾
然
赫
奕
た

り 38 

〉
と
。
一
相
よ
り
出
す
所
の
光
明
、
斯
の
如
し
。
况

ん
や
八
万
四
千
相
を
や 39 

」
已
上
。 

『
漢
語
灯
』
七
巻
、
卅
一
紙
、『
要

集
』
中
本
、
十
一
紙
。
扨
、
念
仏
と
は
、
今
『
経
』
の
如
ん
ば
、

惣
じ
て
観
・
称
に
通
ず
。
爾
る
に
今
、
此
の
念
仏
と
云
う
は
、

称
名
と
定
む
る
な
り
。
問
う
。
此
の
念
仏
は
、
亦
た
是
れ

観
仏
な
る
べ
し
。
既
に
観
念
の
行
者
所
見
の
光
明
な
り
。

然
れ
ば
能
観
・
所
観
、
相
当
し
て
観
仏
な
る
べ
し
、
如
何
。

答
う
。
然
ら
ず
。
仏
光
、
観
行
者
を
照
す
と
雖
も
、
摂
取

不
捨
の
義
、
無
し
。
摂
取
不
捨
の
光
益
に
預
る
こ
と
、
唯
、

称
名
念
仏
の
行
人
に
局
る
。
然
る
所
以
は
、
光
明
は
是
れ

義
、
即
ち
阿
弥
陀
仏
の
体
な
り
。
念
仏
は
是
れ
名
、
即
ち

阿
弥
陀
仏
の
名
な
り
。
然
れ
ば
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
う
る

名
の
下
に
、
仏
体
離
れ
ず
。
故
に
名
義
不
離
に
し
て
不
捨

の
益
有
り
。
爾
る
に
、
観
仏
の
行
者
は
此
の
義
無
し
。
何

ぞ［617b

］摂
護
不
捨
の
益
有
ら
ん
。
故
に
『
礼
讃
』
に
「
唯
、

念
仏
の
み
有
り
て
光
摂
を
蒙
る
。
当
に
知
る
べ
し
、
本
願
、

最
も
強
し
と
為
す 40 

」
と
云
え
り
。
此
の
義
を
以
ち
て
の

故
に
知
る
、
此
の
念
仏
は
称
名
念
仏
な
る
こ
と
を
。
今
家
、

深
く
此
の
旨
を
得
て
、
広
く
親
縁
・
近
縁
・
増
上
縁
の
三

縁
を
釈
し
た
ま
う
又
た
元
祖
大
師
、「
光
明
遍
照
」
の
文
に
就
き
て
、
平
等

本
願
と
親
縁
等
の
三
義
を
以
ち
て
委
悉
に
釈
し
た
ま
う 41 

。
往
き
て
看
よ
。
然

る
に
此
の
念
仏
衆
生
の
念
仏
を
観
仏
に
属
す
る
は
、
只
、
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経
文
の
面
に
就
き
て
之
れ
を
解
し
て
其
の
幽
旨
を
得
ず
。

故
に
、
謬
り
て
観
仏
に
属
す
。
若
し
現
文
に
就
き
て
、
一

徃
之
れ
を
言
わ
ば
、
彼
の
地
観
の
中
に
「
如
此
想
者
名
為

粗
見
極
楽
国
地 42 

」
と
云
い
、
楼
観
の
中
に
「
此
想
成
已

名
為
粗
見 43 
」
と
云
う
が
如
く
、
倶
に
粗
見
と
云
う
。
皆
、

以
ち
て
、
思
惟
に
属
す
べ
き
か
。
若
し
唯
、
文
を
読
み
て

未
だ
其
の
義
を
解
せ
ざ
れ
ば
、
倶
に
以
ち
て
思
惟
に
属
す

べ
し
。
今
、
亦
た
然
な
り
。
倶
に
念
仏
三
昧
と
云
う
。
語

の
濫
す
る
を
以
ち
て
、
観
仏
に
属
せ
ば
、
呼
び
て
経
の
幽

旨
を
解
せ
ざ
る
者
と
云
わ
ん
。
今
の
念
仏
と
流
通
の
「
若

念
仏
者 44 

」
と
は
、
唯
、
是
れ
称
名
な
り
。
像
観
の
「
得

念
仏
三
昧 45 

」
と
真
身
観
の
「
故
名
念
仏
三
昧 46 
」
と
は
、

唯
、
是
れ
観
仏
な
り
。
蓋
し
念
仏
の
語
、
本
、
是
れ
観
・

称
に
通
ず
。
是
の
故
に
訳
家
、
濫
し
て
語
を
下
す
。
若
し

濫
を
揀
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
像
観
・
真
身
両
処
の
念
仏
三
昧

を
観
仏
三
昧
と
翻
訳
せ
ば
、
文
を
見
て
義
を
解
せ
ざ
ら
ん

者
も
更
に
迷
執
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。
此
れ
を
以
ち
て
、

今
家
、
経
の
幽
旨
を
得
て
此
の
義
を
釈
し
顕
し
た
ま
う
。

本
願
の
「
乃
至
十
念
」
を
『
礼
讃
』
に
「
下
至
十
声
」
と

引
き
た
ま
う
が
如
し
。
須
ら
く
例
し
て
知
る
べ
し
。
扨
、

此
の
称
名
念
仏
を
第
九
仏
身
観
定
観
の
中
に
説
き
た
ま
う

は
、
何
の
意
ゾ
ト
云
う
ト
キ
、
古
来
の
伝
説
、
観
・
称
の

二
を
並
ぶ
る
時
、
観
は
非
本
願
、
称
名
は［618a

］本
願
な

り
。
二
仏
の
本
意
、
随
自
意
念
仏
な
る
が
故
に
、
定
善
の

真
中
に
於
き
て
吾
れ
を
忘
れ
て
説
き
出
し
た
ま
う
。
是
れ

「
思
風
、
胸
臆
に
発
す
れ
ば
、
言
泉
、
唇
歯
に
流
る 47 

」

と
云
い
、
又
た
「
錐
、
嚢
を
脱
す
る 48 

」
と
云
う
の
謂
い

な
り
。
定
善
の
中
に
於
き
て
説
く
べ
か
ら
ざ
る
所
の
法
を
、

図
ら
ざ
る
も
説
き
顕
し
た
ま
う
と
云
云
。
此
の
義
、
甚
だ
非

な
り
。
皆
、
是
れ
人
情
に
し
て
更
に
仏
意
に
預
ら
ず
。
若

し
汝
が
如
く
解
せ
ば
、
釈
迦
の
方
便
、
無
実
の
語
に
し
て
、

恐
ら
く
は
経
意
を
失
す
。
本
願
念
仏
な
る
が
故
に
、
説
く

べ
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
図
ら
ず
説
き
玉
ウ
ナ
ラ
バ
其
レ

ハ
釈
迦
の
贔
負
方
を
説
き
玉
ウ
ニ
ナ
ル
な
り
。
仏
意
に
於

き
て
其
の
義
有
る
べ
か
ら
ず
。
仏
は
只
、
有
り
様
な
り
。

凡
夫
の
如
く
心
に
思
う
コ
ト
を
誤
り
て
説
き
た
ま
う
こ
と
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無
し
。
実
に
信
用
す
る
に
足
ら
ず
。
然
れ
ば
此
の
文
、
如

何
が
之
れ
を
解
す
る
ゾ
ト
云
フ
と
き
、
此
の
「
念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
」
は
所
観
の
境
に
し
て
釈
迦
の
思
ハ
ク
ニ
ハ
非
ず
。

熟
つ
ら
今
家
の
科
文
を
按
ず
る
に
、
蓋
し
所
観
の
境
を
釈

迦
、
有
り
の
儘
に
説
き
た
ま
う
な
り
。
謂
わ
く
、
能
観
の

行
者
、
定
中
に
仏
光
を
見
る
時
、
自
ら
「
念
仏
衆
生
摂
取

不
捨
」
の
益
を
知
る
。
其
の
処
を
釈
迦
の
説
き
顕
し
給
う

な
り
。
然
る
所
以
は
、
先
ず
能
観
の
行
者
、
清
浄
の
境
界

を
観
察
す
る
時
、
観
、
成
就
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
、
色

光
を
以
ち
て
十
方
世
界
、
有
情
・
非
情
の
草
・
木
・
藪
・
林
・

山
・
河
・
大
地
マ
デ
、
皆
、
悉
く
照
ら
し
玉
う
。
其
の
中
に
、

念
仏
の
行
者
は
名
義
具
足
の
故
に
、
別
し
て
心
光
を
以
ち

て
摂
取
護
念
し
給
う
。
其
の
模
様
ヲ
観
行
者
、
定
中
に
於

き
て
悉
く
詳
か
に
之
れ
を
拝
見
す
る
な
り
。
其
の
模
様
ヲ

釈
迦
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
説
き
玉
フ
マ
デ
ノ
事
な
り
。 

若
し
、

古
来
相
伝
の
義
の
如
く
ナ
レ
バ
、
釈
迦
の
只
、
方
便
の
言

説
に
し
て
、［618b

］無
体
と
成
る
。
又
た
、
定
中
所
観
の

境
と
見
る
時
、
釈
迦
の
真
実
の
言
説
に
し
て
、
有
体
と
成

る
。
有
体
・
無
体
、
其
の
義
懸
隔
な
り
。
爾
れ
ば
、
能
観

の
行
者
が
定
中
ニ
テ
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た

ま
わ
ざ
る
事
を
、
慥
か
に
シ
ツ
カ
リ
ト
見
る
こ
と
な
り
。

彼
の
相
伴
人
に
正
客
の
馳
走
の
為
の
挑
灯
と
知
る
が
如
く

に
之
れ
を
見
る
。
此
の
譬
の
意
に
て
、
応
に
知
る
べ
し
。

必
ず
古
来
の
臆
説
を
伝
説
す
る
こ
と
勿
れ
。
記
主
禅
師
の

云
わ
く
、「
行
者
、
実
の
如
く
光
明
を
観
る
時
、
彼
の
仏
の

光
明
は
、
唯
、
称
名
を
摂
し
て
、
観
行
を
益
せ
ず
。
故
に

称
名
の
行
者
を
摂
す
と
観
じ
て
、
観
念
の
行
者
を
照
摂
す

と
観
ぜ
ず 

『
定
記
』
三
巻
、
五
紙 49 

、『
决
疑
鈔
』
三
巻
、
廿
二
紙 50 

。

此
の
御
釈
、
其
の
旨
、
顕
然
な
り
。
何
ぞ
異
義
を
存
せ
ん

や
私
に
云
わ
く
、
師
の
或
る
夜
の
夢
に
、
聖
僧
を
感
ず
。
即
ち
善
導
な
り
。
上
来

の
解
釈
、
委
曲
に
之
れ
を
伝
え
た
ま
え
り
。
師
、
礼
敬
・
聴
受
し
て
、
積
年
の
疑
訝
、

立
地
に
消
却
す
。
覚
め
て
後
、
喜
躍
に
堪
え
ず
、
落
涙
千
行
、
即
ち
起
き
て
、
沐

浴
・
焚
香
・
拝
書
し
て
、
之
れ
を
函
底
に
韞
む
。
師
や
、
講
筵
に
臨
む
時
、
上
来
の

解
釈
は
是
れ
乃
ち
感
夢
な
り
と
言
う
の
義
、
堅
く
秘
し
て
談
ぜ
ず
。
只
、
今
按
の
義

趣
と
し
て
、
之
れ
を
講
じ
畢
ん
ぬ
。
爰
に
、
小
僧
親
し
く
座
下
に
在
り
。
師
や
、
之

れ
を
許
し
、
密
か
に
感
夢
の
聖
僧
の
霊
告
を
語
る
。
之
れ
を
聴
き
て
随
喜
し
、
肝
に
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銘
ず
。
其
の
後
、
年
を
経
て
記
主
の
『
抄
』・『
記
』
を
拝
閲
す
る
に
、
恰
も
符
節
を

合
す
る
が
如
し
。
夢
感
、
唐
捐
な
ら
ず
、
法
門
、
私
曲
無
し
。
実
に
、
信
ず
る
に
足

る
者
哉
。
爾
る
に
今
、
師
や
没
後
に
及
ぶ
。
仏
意
に
怖
れ
有
り
と
雖
も
、
将
来
の
未

聞
の
為
に
、
且
く
之
れ
を
筆
記
す
。
聊
爾
に
巷
説
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

●
摂
取
不
捨
と
は
、「
摂
」
は
謂
わ
く
摂
護
、「
取
」
は
謂

わ
く
不
捨
な
り
。
爾
れ
ば
摂
護
不
捨
の
護
念
な
り
。
護
と

は
覆
護
の
義
に
シ
テ
、
阿
弥
陀
如
来
、
大
慈
悲
の
身
を
曲

げ
て
行
者
を
覆
い
給
い
て
現
在
の
一
切
障
難
を
除
か
シ
メ
、

且
つ
命
終
に
も
歴
縁
対
境
を
得
ず
、
信
心
堅
固
為
ら
し
む
。

当
来
は
决
定
徃
生
の
益
を
得
セ
シ
メ
玉
う
。
喩
え
ば
一
切

の
物
に
能
く
蓋
を
オ
ヽ
ヒ
塵
ホ
コ
リ
ノ
カ
ヽ
ラ
ヌ
様
に
す

る
を
覆
護
と
云
う
ナ
リ
。
畢
竟
、
護
念
と
言
う
は
『
智
論
』

に
「
譬
え
ば
魚
子
の
母
、
若
し
子
を
念
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち

爛
壊
す 51 

」と
云
う
が
如
く
、
又
た『
論
註
』に［619a
］「
魚

母
、
子
を
念
持
す
れ
ば
澩か

く

を
経
て
壊
せ
ず 52 

」
と
云
う
が

如
し
澩
は
『
爾
雅
』
に
曰
わ
く
、「
夏
、
水
有
り
て
、
冬
、
水
無
き
は
澩
な
り 53 

」。

因
み
に
『
父
子
相
迎
要
解
』
上
、
四
十
一
紙
に
云
わ
く
、「
愚
、
按
ず
る
に
、
魚
、

冬
月
に
孕
ん
で
、
春
の
末
夏
の
初
め
、
子
を
生
じ
、
数
日
の
中
に
化
え
る
モ
ノ
な
り
。

因
り
て
『
論
注
』
の
意
を
按
ズ
ル
ニ
、
夏
の
日
の
子
を
岸
頭
に
生
ん
で
後
、
タ
ト
イ

旱
に
、
水
、
減
じ
て
、
多
日
ヲ
ヘ
テ
モ
母
ノ
念
ズ
ル
子
は
腐
壊
セ
ズ
ト
云
う
義
ナ
ル

ベ
シ
。『
本
草
綱
目
』
巻
四
十
四
に
云
わ
く
、〈
孟
詵
、
云
わ
く
、
凡
そ
、
魚
、
子
を

生
じ
、
皆
、
粘
し
て
草
上
及
び
土
中
に
在
り
。
冬
日
、
寒
水
に
遇
い
て
後
も
、
亦
た

腐
壊
せ
ず
。
五
月
三
伏
の
日
に
到
る
。
雨
中
に
便
ち
化
し
て
魚
と
為
る
。
時
珍
、
云

わ
く
、
凡
そ
魚
、
皆
、
冬
日
に
子
を
孕
む
。
春
の
末
、
夏
の
初
め
に
至
る
。
則
ち
湍

水
草
際
に
於
き
て
子
を
生
む
。
牡
魚
有
り
て
之
れ
に
随
う
。
白
を
洒
ぎ
て
葢
う
。
其

の
子
、
数
日
、
化
し
て
出
ず
。
之
れ
を
魚
苗
と
謂
う
。
最
も
長
大
し
易
し
。
孟
氏
が

説
、
葢
し
謬
伝
に
出
ず
〉。
此
の
時
珍
が
語
は
、
現
量
の
説
な
れ
ど
も
、『
論
註
』
に

は
齟
齬
す
る
に
似
た
り
。
孟
氏
が
説
も
、
見
る
所
ア
ル
ベ
シ
。
一
槩
に
は
定
め
ガ
タ

シ 54 

」（
已
上
）『
要
解
』
な
り
。
爾
る
に
魚
母
、
子
を
念
ず
る
事
、
常
に
人
口
に

在
り
。
異
説
有
る
を
以
ち
て
玆
に
於
き
て
具
に
載
す
。
見
る
人
、
厭
う
こ
と
勿
れ
。

如
来
大
悲
の
摂
護
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
若
し
摂
護
の
益

に
預
か
る
時
は
、
三
垢
、
漸
漸
微
薄
に
、
一
切
の
災
障
も

自
然
に
消
散
す
。
豈
に
虗
説
ナ
ラ
ン
ヤ
。
只
、
信
仰
ス
ベ

シ
。

●
不
捨
と
は
、
仏
、
行
者
の
手
を
執
り
て
、
三
悪
の
火
坑

に
堕
ち
ざ
る
様
に
、
キ
ッ
ト
握
り
て
放
た
ざ
る
を
、「
不
捨
」
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と
云
う
。
雲
居
寺
の
如
来
、
唯
蓮
房
の
感
得
、
是
れ
な
り

『
决
疑
鈔
』
第
三
巻 55 

。
然
る
に
此
の
摂
護
不
捨
の
利
益
は
、
唯
、

念
仏
の
行
者
に
在
り
て
、
是
れ
則
ち
名
義
不
離
の
称
名
な

る
が
故
な
り
。
是
の
故
に
、
今
家
、
此
処
に
至
り
て
別
し

て
三
縁
を
釈
し
て
其
の
旨
を
行
者
に
知
ら
し
め
た
ま
う 56 

。

当
に
知
る
べ
し
、
如
来
大
悲
の
御
手
に
摂
取
せ
ら
れ
、
現

生
護
念
、
当
来
順
次
、
决
定
往
生
せ
ん
こ
と
を
。
然
り
と

雖
も
、
此
の
益
は
三
心
决
定
の
人
の
み
に
在
り
。
三
心
驚

動
の
人
に
は
無
し
。
爾
れ
ば
念
仏
の
行
者
、
常
に
我
身
を

顧
み
て
、
心
行
相
続
し
て
、
此
の
益
を
蒙
る
べ
き
の
み
。

『
科
』
に
、「
結
少
顕
多 57 

」
と
は
、
上
の
所
説
の
惣
別
の

身
相
を
結
す
。
八
万
等
と
言
う
と
雖
も
、
一
一
に
別
説
せ

ず
。
故
に
少
と
云
う
。
若
し
別
説
せ
ば
、
説
き
尽
す
べ
か

ら
ざ
る
を
多
と
云
う
。

●
不
可
具
説
と
は
、
上
来
の
所
説
、
只
、
少
分
の
み
。

［619b

］仏
の
口
説
、
尚
、
具
に
説
く
こ
と
能
わ
ず
。
行
者
、

証
し
て
知
れ
と
な
り
。

●
即
見
十
方
一
切
諸
仏
と
は
、
仏
は
是
れ
一
味
の
体
、
仏

仏
平
等
な
る
が
故
に
一
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
と
き
は
、
則

ち
一
切
の
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
所
観
は
一
仏
な
れ
ど
も
、

観
成
に
は
必
ず
一
切
の
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
譬
え
ば
、

一
星
を
見
ん
と
欲
す
る
に
諸
星
、
皆
、
見
ゆ
る
が
如
し
。

●
名
念
仏
三
昧
と
は
、
是
れ
観
仏
な
り
。
仏
観
成
就
し
て
、

已
に
諸
仏
を
見
る
。
念
仏
三
昧
、
此
れ
を
以
ち
て
名
を
得
。

念
仏
と
観
仏
と
、
名
異
、
義
同
じ
。
像
観
に
遥
に
指
す
、

即
ち
此
の
文
な
り
。

●
名
観
一
切
仏
身
と
は
、
一
切
の
仏
身
を
所
観
の
境
と
為

し
て
、
之
れ
を
観
ず
る
に
非
ず
。

●
亦
見
仏
心
と
は
、
夫
れ
仏
心
は
、
因
の
所
知
に
非
ず
。

等
覚
・
十
地
、
尚
、
知
る
こ
と
能
わ
ず
。
况
や
、
凡
夫
を
や
。

今
、
言
う
所
の
仏
心
と
は
、
仏
の
大
悲
を
云
う
。
凡
そ
、

仏
身
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
上
、
烏
瑟
自
り
、
下
、
千
輻

に
至
る
ま
で
、
大
悲
摂
衆
生
の
形
な
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。

此
の
大
悲
心
、
相
好
に
顕
れ
た
る
所
の
慈
悲
の
相
を
見
た

て
ま
つ
る
を
「
見
仏
心
」
と
云
う
な
り
。
総
じ
て
、
人
の

心
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
他
心
智
を
得
ず
ん
ば
、
知
る
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こ
と
能
わ
ず
と
雖
も
、
人
の
内
心
に
瞋
恚
有
る
時
は
、
其

の
相
必
ず
外
に
顕
る
。
歓
喜
有
る
ト
キ
ハ
、
亦
た
其
の
相
、

外
に
顕
る
。
憂
苦
有
る
ト
キ
モ
亦
た
爾
な
り
。
今
、
仏
の

大
悲
の
相
好
を
見
た
て
ま
つ
る
を
見
仏
心
と
は
云
う
な
り
。

相
を
見
て
、
心
を
知
る
こ
と
、
是
れ
法
相
の
相
分
心
を
見

る
に
当
た
る
。
仏
、
相
分
心
を
起
こ
す
を
ば
、
一
切
凡
夫

も
悉
く
皆
、
知
る
な
り
と
云
え
り
。
今
、
見
仏
心
と
言
う

は
、
是
れ
相
分
心
を
見
る
な
り
。
具
に
『
群
疑
論
』
第
六 

58 

に
述
ぶ
る
が
如
し
。

●
以
無
縁
慈
と
は
、
三
種
の
慈
悲
有
り
。
一
つ
に
、
衆
生

縁
の
慈
悲
と
は
、
人
執
を
断
ぜ
ざ
る
者
、
衆
生
の
相
を
縁

じ
て
起
す
慈
悲
な
り
。
是
れ
我
執
を
帯
び
て［620a
］縁
有

る
者
を
愛
愍
す
。
凡
夫
に
在
る
な
り
。
二
つ
に
、
法
縁
の

慈
悲
と
は
法
執
を
断
ぜ
ざ
る
者
、
法
を
縁
じ
て
起
す
慈
悲

な
り
。
是
れ
、
我
は
空
ズ
レ
ド
モ
、
其
の
上
に
因
縁
所
生

の
法
を
縁
じ
て
起
す
慈
悲
な
り
。
二
乗
と
菩
薩
と
に
在
る

な
り
。
三
つ
に
、
無
縁
の
慈
悲
と
は
、
二
執
を
断
じ
て
衆

生
及
び
法
を
縁
ぜ
ず
し
て
起
す
慈
悲
な
り
。
是
れ
は
実
相

を
縁
じ
て
起
す
慈
悲
な
り
。
仏
、
諸
縁
不
実
に
し
て
顛
倒

虚
誑
と
知
る
が
故
に
、
心
に
所
縁
無
く
、
無
縁
に
し
て
而

も
縁
じ
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
。
初
地
已
上
分
に
此
の
慈
悲

を
得
る
な
り
。
爾
る
に
仏
の
慈
悲
は
是
れ
無
縁
の
慈
悲
な

り
。
無
縁
と
言
う
は
、
心
に
寄
る
所
無
く
し
て
、
而
も
大

悲
を
行
ず
る
を
無
縁
の
慈
悲
と
云
う
。
二
種
の
慈
悲
は
、

衆
生
と
法
と
に
心
を
寄
せ
て
起
す
、
故
に
有
縁
な
り
。
無

縁
は
爾
ら
ず
。
月
、
能
照
の
思
い
無
く
し
て
好
く
一
切
を

照
す
と
云
う
が
如
し
。
爾
る
に
、
今
時
の
説
法
者
な
ど
が

其
の
身
の
一
類
眷
属
の
外
の
他
人
、
或
い
は
乞
丐
人
ナ
ド

ニ
平
等
ニ
利
益
ス
ル
ヲ
無
縁
の
慈
悲
ナ
ド
ト
云
ワ
ル
ル
コ

ト
、
実
に
文
盲
ナ
ル
コ
ト
な
り
三
種
慈
悲
、
具
に
は
『
記
』
三
巻
、

十
九
紙 59 

、
往
き
て
見
よ
。

●
捨
身
他
世
と
は
、
第
三
地
観
の
処
に
之
れ
を
弁
ず
る
が

如
し
。

●
生
諸
仏
前
と
は
、
実
に
は
極
楽
の
阿
弥
陀
仏
の
前み

ま
えな

り
。

且
つ
諸
仏
等
同
の
辺
に
約
し
て
、「
生
諸
仏
前
」
と
云
う
。

但
し
『
群
疑
論
』
六
巻
四
釈
有
り 60 

。
知
ら
ん
と
欲
っ
せ
ば
、
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往
き
て
見
よ
。

●
得
無
生
忍
と
は
、
此
れ
、
生
後
の
益
な
り
。
上
上
品
に

凖
ず
る
に
、
初
地
の
無
生
な
り
、
或
い
は
い
う
べ
し
、
解

行
已
上
な
り
。『
法
事
讃
』
に
「
不
退
を
証
得
し
て
、
三
賢

に
入
る 61 

」
と
曰
う
。

●
智
者
と
は
、
惣
じ
て
能
観
の
行
者
を
指
す
。
縦
い
一
文

不
通
の
凡
夫
も
此
の
観
を
修
す
る
時
、
観
行
、
成
就
ス
レ

バ
、
必
ず
徃
生
ス
ル
ゾ
ト
信
ず
る
者
は
、
皆
、［620b

］智

者
な
り
。
物
の
知
る
と
い
う
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

●
観
無
量
寿
仏
者
と
は
、
自
下
、
観
の
方
規
を
明
か
す
。

広
大
の
仏
身
な
る
が
故
に
、
凡
夫
、
率
爾
に
、
観
じ
難
し
、

故
に
一
相
よ
り
入
ら
し
む
。
是
れ
即
ち
、
観
の
方
便
を
示

す
な
り
。「
無
量
寿
仏
を
観
ぜ
ば
」
と
も
点
ず
。

●
従
一
相
好
入
等
と
は
、「
相
に
八
万
有
り
。
都
て
想
え
ば
、

成
じ
難
し
。
故
に
但
、
眉
間
白
毫
を
観
ぜ
し
む
」。「
此
の
観
、

若
し
成
ず
れ
ば
、
八
万
、
皆
、
現
ず
。
此
れ
を
要
門
と
な

す
な
り
」『
妙
宗
抄
』
下
巻
、
十
一
紙 62 

。「
問
う
、
何
ぞ
必
ず
白

毫
一
相
を
観
ぜ
し
む
。
●
答
う
、
白
毫
は
余
相
に
勝
る
る

が
故
に
。
弥
陀
の
因
行
に
順
ず
る
が
故
に
、
余
相
に
勝
る

と
は
、『
往
生
要
集
』
に
『
観
仏
経
』
を
引
き
て
云
わ
く
。〈
如

来
に
無
量
の
相
好
有
り
、
一
一
の
相
の
中
に
八
万
四
千
の

諸
の
小
相
好
あ
り
、
是
の
如
き
相
好
の
、
白
毫
少
分
の
功

徳
に
及
ば
ず
〉 63 

」（
云
云
）。
私
に
曰
わ
く
『
観
仏
経
』
第
二
巻
、
十
三

紙
に
曰
わ
く
。「
一
時
の
中
に
於
き
て
、
分
ち
て
少
分
と
す
。
少
分
の
中
に
能
く
須

臾
の
間
も
白
毫
を
念
わ
ん
者
、
若
く
は
、
相
好
を
見
、
若
く
は
見
る
こ
と
を
得
ず
、

此
の
如
き
等
の
人
、
九
十
六
億
那
由
他
恒
河
沙
微
塵
数
劫
生
死
の
罪
を
除
却
す 64 

」
已
上
。『
要
集
』
下
巻
、
初
紙
、
所
引 65 

。「
因
行
に
順
ず
と
は
、
同

『
経
』
に
云
わ
く
、〈
過
去
空
王
仏
の
眉
間
白
毫
相
を
弥
陀
尊
、

礼
敬
し
て
、
罪
を
滅
し
、
今
、
仏
を
得
た
ま
え
り
。
我
れ

今
、
弥
陀
を
礼
す
る
も
、
亦
た
、
当
に
復
た
是
の
如
く
な

る
べ
し
〉」
已
上
。
問
答
並
に
引
文
、『
記
』
の
所
引
な
り 66 

。
但
し
過
去
空

王
仏
の
偈
、『
要
集
』
中
末
に
出
づ
、
二
巻
、
十
二
紙 67 

。
本
は
、『
観
仏
経
』
第

九
巻
、
五
紙 68 

に
在
り
。
具
に
『
要
集
』
下
本
、
十
一
紙
、「
引
例
勧
信
」 69 

の

中
の
如
し
。
慈
覚
大
師
、
彼
の
経
の
意
に
依
り
て
此
の
偈
を
結
す
る
な
り
。 70 

本

『
経
』に「
敬
礼
」と
云
う
。
西
塔
の
常
行
堂
に
は
礼
拝
と
云
う
。
東
塔
今
の
如
し
。『
指

麾
抄
』
十
七
巻
七
紙 71 
。
凡
そ
如
来
の
諸
相
は
皆
、
百
福
荘
厳
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相
ナ
レ
ど
も
別
し
て
、
白
毫
は
余
相
に
勝
る
か
故
に
、
諸

相
の
功
徳
、
白
毫
少
分
の
功
徳
に
及
ば
ず
。
况
ん
や
、
弥

陀
の
因
行
に
順
ず
る
を
や
。
此
れ
等
の
義
あ
る
が
故
に
諸

相
の
中
、
特
に
白
毫
を
勧
む
。
此
れ
に
由
る
恵
心
も
『
要

集
』
の
中
に
雑
・
略
・
観
及
び
極
・
略
・
観 72 

第
五
門
の
中
、

懺
悔
衆
生
罪 73 
、
第
六
門
の
中
、
臨
終
行
儀 74 

［621a

］

第
七
門
の
中
、
滅
罪
生
善
と
は
、
引
例
勧
信
と
に
皆
、
白

毫
を
勧
む
。
有
信
の
衆
生
、
其
れ
能
く
之
れ
を
ま
さ
に
知

る
べ
し
『
要
集
』
中
本
十
五
紙
、 75 

同
『
記
』
五
巻
廿
一
紙
、 76 

『
指
麾
抄
』

十
三
巻
、
三
十
四
紙 77 

。

●
即
見
十
方
無
量
諸
仏
と
は
、
一
仏
一
切
仏
な
る
が
故
に
。

●
諸
仏
現
前
授
記
と
は
、
一
切
諸
仏
、
異
口
同
音
に
授
記

し
玉
ウ
。
授
記
の
言
、
二
義
を
含
む
。
近
く
は
往
生
の
授

記
な
り
。「〈
世
尊
悉
記
皆
当
往
生 78 

〉
と
い
う
が
如
し
。

此
れ
乃
ち
、
観
機
、
方
に
往
生
を
期
す
る
が
故
に
、
諸
仏
、

其
の
得
生
を
記
す 79 

」。
遠
く
は
成
仏
の
授
記
な
り
。
是

れ
多
く
は
往
生
の
授
記
ナ
ル
ベ
シ
。「
現
前
」と
言
う
は
、『
菩

提
資
糧
論
』
第
三
に
曰
わ
く
、「
大
乗
の
中
、
四
種
の
授
記

を
説
く
。
謂
わ
く
、
未
発
菩
提
心
の
授
記
・
共
発
菩
提
心

の
授
記
・
隠
覆
の
授
記
・
現
前
の
授
記
、
是
れ
を
四
種
と
す
。

又
た
、
別
に
密
意
の
授
記
有
り
。
以
ち
て
第
五
と
す 80 

。

憬
興
云
わ
く
、「
現
前
に
自
ら
二
種
あ
り
、
一
に
は
、
忍
理

現
前
、
無
生
忍
を
得
、
不
動
地
に
住
す
、
即
ち
彼
の
論
に

所
謂
、
現
前
授
記
な
り
。
二
に
は
、
対
仏
現
前
、
仏
前
に

現
在
し
て
記
を
獲
得
す
る
故
に
。
即
ち
此
の
『
経
』
に
所

謂
現
前
記
な
り 81 

」。

●
一
切
色
身
と
は
、
一
切
の
言
、
或
い
は
総
じ
て
所
見
の

諸
仏
を
指
し
、
或
い
は
別
し
て
弥
陀
の
諸
相
に
在
り
。
二

釈
、
並
び
に
通
ず
。

●
名
第
九
観
と
は
、
此
の
観
の
中
に
滅
罪
の
文
、
无
き
は

略
な
り
。
若
し
横
の
機
に
約
せ
ば
、
必
ず
別
説
す
べ
し
。

義
は
含
み
て
有
り
、
知
る
べ
し
。

第
十
観
音
観
の
下
、
観
音
観
。
来
意
は
、
既
に
教
主
を
観

ず
。
主
は
必
ず
伴
有
り
。
故
に
主
に
次
い
で
伴
を
観
ず
。

然
る
に
、
彼
土
の
徒
衆
、
無
量
無
辺
な
り
。
此
の
二
大
士

は
、
仏
の
左
右
に
在
り
て
聖
化
を
翼
賛
し
、
卓
然
と
し
て
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海
衆
の
中
に
超
出
す
。
故
に
、
特
に
此
の
二
菩
薩
を
観
ず

る
な
り
。
左
右
に［621b

］次
い
で
有
り
。
故
に
仏
観
に
次

い
で
、
先
づ
観
音
を
観
ず
。
或
い
は
意
楽
に
随
い
て
仏
観

の
前
に
於
き
て
二
菩
薩
を
観
ず
る
も
、
亦
た
得
た
り
。

●
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
と
は
、
第
九
仏
身
は
六
十
万
億
、

此
の
菩
薩
は
八
十
万
億
な
り
。
菩
薩
の
身
量
、
還
り
て
大

ナ
ル
ハ
如
何
と
云
う
と
き
、
此
れ
に
就
き
て
、
諸
師
異
解

す
。
或
い
は
万
の
字
を
除
き
て
「
八
十
億
」
と
云
い
、
或

い
は
文
字
を
倒
じ
て
「
十
八
万
」
と
云
い
、
或
い
は
十
の

字
を
除
き
て
「
八
万
億
」
と
云
い
、
或
い
は
八
の
字
を
除

き
て
「
十
万
億
」
と
云
う
。
是
の
如
く
種
種
異
説
あ
れ
ど
も
、

皆
、
是
れ
人
情
な
り
。
今
、
謂
わ
く
、
第
九
仏
身
に
は
、

「
恒
河
沙
由
旬
」
と
有
り
。
此
に
は
恒
河
沙
の
言
を
減
ず
。

元
祖
の
曰
わ
く
、「
異
本
の
『
経
』
に
は
那
由
他
の
下
に
恒

河
沙
の
三
字
を
加
う
る
が
故
に
観
音
の
身
量
、
反
り
て
仏

よ
り
高
し
と
曰
う
。
然
れ
ど
も
、
豈
に
伴
の
主
よ
り
高
か

ら
ん
や
。
故
に
、
今
の
本
を
正
と
為
る
な
り
『
観
経
釈
』
十
五
紙 

82 

。
当
に
知
る
べ
し
、
菩
薩
の
身
量
、
仏
身
の
量
よ
り
低

き
こ
と
を
。
実
に
は
非
数
量
な
り
。
何
ぞ
凡
夫
の
情
量
を

以
ち
て
之
れ
を
計
ら
ん
や
。

●
身
紫
金
色
と
は
、
閻
浮
金
は
勝
る
る
が
故
に
、
仏
の
身

色
と
す
。
紫
金
は
是
れ
劣
る
が
故
に
菩
薩
の
色
と
す
。
斯

れ
乃
ち
因
果
の
位
別
を
顕
示
す
。

●
頂
有
肉
髻
と
は
、
凡
そ
肉
髻
は
是
れ
仏
頂
に
一
層
の
高

処
有
り
。
葢
拳
の
如
き
は
即
ち
是
れ
肉
髻
な
り
。『
定
善
義

略
鈔
』
を
按
ず
る
に
、
云
わ
く
、「
肉
髻
は
頂
骨
な
り
。『
観

仏
経
』
一
巻
の
説
に
凖
ず
る
に
、
頭
骨
、
二
重
に
し
て
、
其

の
骨
、
高
く
、
上
を
髻
の
如
く
、
毛
、
其
の
上
に
生
ず 

83 

」
已
上
。
然
る
に
、
世
人
、
但
、
世
形
像
の
頂
に
小
さ
き

赤
珠
有
る
を
見
て
、
偏
に
之
れ
を
認
め
て
肉
髻
と
謂
え
り
。

殊
に
知
ら
ず
、
一
段
の
高
処
、
総
て
是
れ
肉
髻
な
る
こ
と

を
。
今
、
為
に
証
を
引
き
て
具
に
肉
髻
の
相
を
示
さ
ん
。

且
く
『
大
般
若
経
』
の
第
三
百
八
十
一
に［622a

］説
く
が

如
き
、「
世
尊
頂
上
の
烏う

し
つ
に
し
ゃ

瑟
膩
沙
、
高
く
顕
れ
て
周
円
な
る

こ
と
、
猶
し
天
蓋
の
如
し 84 

」
と
。『
慧
琳
音
義
』
第
四

巻
に
之
れ
を
釈
し
て
云
わ
く
、「
烏
瑟
膩
沙
は
梵
語
な
り
。
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如
来
の
頂
相
の
号
な
り
。『
観
仏
三
昧
海
経
』に
云
わ
く
、〈
如

来
頂
相
の
肉
髻
、
団
円
、
中
に
当
り
て
涌
起
し
、
高
く
顕

れ
て
、
端
厳
な
る
こ
と
、
猶
し
天
葢
の
如
し 85 

〉 86 

」
と

已
上
、
恵
琳
。『
観
仏
三
昧
経
』
第
一
に
云
わ
く
、「
如
来
の
頂

骨
は
猶
お
葢
を
合
わ
せ
た
る
が
如
し 87 

」「
蓋
」、
一
本
に
「
拳
」

に
作
る
。『
定
記
』
三
巻
、
廿
四
紙
、
所
引 88 

。『
無
上
依
経
』
の
下
巻

に
云
わ
く
、「
頂
骨
、
涌
起
し
て
、
自
然
に
髻
を
成
ず 89 

」『
玄
応
音
義
』
三
、
此
の
文
を
引
く
。
上
来
の
所
説
、
頭
骨
涌
起
す

る
一
層
の
高
処
、
是
れ
肉
髻
な
る
こ
と
、
経
文
、
分
明
な

り
。
敢
て
疑
訝
す
る
こ
と
莫
れ
。
是
の
故
に
、『
観
念
法
門
』

の
中
、
経
に
依
り
て
具
に
観
仏
の
方
軌
を
陳
ぶ
れ
ど
も
、

而
も
亦
た
別
の
肉
髻
を
明
か
さ
ず
、
唯
、「
頭
皮
、
金
色
を

作
す
。
髪
、
紺
青
色
を
作
す
。
一
髪
一
螺
、
巻
い
て
頭
上

に
在
り
。
頭
骨
、
雪
色
を
作
し
て
、
内
外
明
徹
す
。
脳
、

玻

色
の
如
し 90 

」
と
云
え
り
。
此
の
釈
、
既
に
別
記
せ

ず
。
又
た
、『
大
論
』
第
廿
一
廿
紙
に
云
わ
く
、「
肉
骨
髻
相

は
青
珠
山
の
頂
の
如
し 91 

」
と
已
上
。
此
れ
等
の
論
釈
に

て
暁
ら
か
に
知
る
、
頂
骨
涌
起
の
処
、
即
ち
是
れ
肉
髻
な

る
こ
と
を
。
然
る
に
世
の
仏
像
を
瞻
る
に
、
其
の
頂
上
高

低
の
中
際
に
於
き
て
小
赤
珠
を
安
じ
て
名
づ
け
て
肉
髻
と

す
。
世
人
、
皆
、
之
れ
に
傚
い
て
共
に
肉
髻
相
と
思
え
り
。

此
の
説
、
伝
え
来
る
こ
と
、
只
、
本
朝
の
み
な
ら
ず
、
漢

土
も
亦
た
爾
り
。
今
、
経
釈
の
意
を
按
ず
る
に
、
外
よ
り

し
て
之
れ
を
見
る
と
き
は
則
ち
、
只
、
是
れ
紺
青
の
螺
髪
。

肉
の
相
を
観
る
と
き
は
則
ち
赤
白
玻

色
な
り
。
然
れ
ば

今
、
小
赤
珠
を
安
ず
る
は
、
斯
れ
乃
ち
此
の
所
謂
、
肉
玻

色
の
少
分
を
顕
示
し
て
、
人
を
し
て
識
知
せ
し
む
。
又

た
、
唐
製
の
仏
像
を
拝
す
る
に
、
多
く
頂
上
の
高
処
、
皆
、

紅
色
に
作
る
も
、
亦
た
、
此
の
意
な
る
の
み
『
定
善
義
略
鈔
』
二

巻
、
十
七
紙
に
云
わ
く
、「
穢［622b

］土
の
釈
迦
、
肉
色
を
現
じ
給
え
る
は
、
外
道

の
謗
を
破
ら
ん
が
為
な
り
。
浄
土
の
仏
は
其
の
紅
色
な
る
肉
を
顕
す
こ
と
有
る
べ
か

ら
ざ
る
か
。
然
る
に
世
人
、
常
に
其
の
紅
な
る
肉
許
り
肉
髻
と
思
う
は
然
ら
ざ
る
事

な
り 92 

」。
因
み
に
弁
ず
、
当
麻
の
変
相
は
別
に
肉
髻
を
顕

さ
ず
。
其
の
外
、
処
々
の
霊
像
、
亦
た
多
く
別
に
肉
髻
無

し
。
此
れ
、
所
謂
、
頂
骨
即
ち
肉
髻
な
る
を
以
ち
て
の
故

な
り
。
然
る
に
他
流
に
謬
り
て
、
当
麻
の
変
相
に
肉
髻
無
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し
と
謂
え
り
。
若
し
肉
髻
無
く
ん
ば
、
応
に
仏
頂
無
か
る

べ
け
れ
ば
、
応
に
相
好
を
闕
く
べ
し
。
故
に
下
の
文
に
「
唯

頂
上
肉
髻
及
無
見
頂
相
不
及
世
尊 93 

」
と
云
え
り
已
上
。

記
主
の
釈
に
『
定
記
』
三
、「
仏
は
勝
れ
た
る
肉
髻
を
具
せ
り 

94 

」
と
云
え
り
。
何
ぞ
其
れ
惑
わ
ん
や
。
従
上
の
経
釈
に

依
り
て
精
し
く
肉
髻
の
体
相
を
験
得
せ
ば
、
自
ら
彼
の
所

伝
の
孟ま

ん
ろ
う浪
な
る
こ
と
を
知
ら
ん
。
又
た
肉
髻
は
乃
ち
一
身

の
尊
、
胡な

ん
す為

れ
ぞ
之
れ
を
廃
せ
ん
や
。
執
者
、
謬
り
て
変

相
に
肉
髻
無
し
と
云
え
る
は
、
譬
え
ば
頭
に
日
月
を
戴
せ

て
行
き
て
其
の
晴
を
却
ら
ざ
る
を
言
う
者
の
如
し
。
是
れ

何
の
謂
い
ぞ
や
。
又
た
肉
髻
相
の
現
証
を
明
か
さ
ば
、「
昔
、

南
岳
大
師
、
法
華
三
昧
を
行
じ
た
ま
う
に
、
普
賢
菩
薩
、

来
り
て
其
の
頂
を
摩
し
た
ま
う
。
頂
上
、
忽
に
肉
髻
を
生

ず
。
又
た
沙
門
遵
式
、
般
舟
三
昧
を
行
ず
る
こ
と
四
十
九

日
、
常
行
し
て
坐
臥
せ
ず
、
此
れ
に
由
り
て
病
を
受
け
血

を
吐
く
こ
と
、
甚
だ
多
し
。
死
を
以
ち
て
期
と
為
し
て
、

終
に
退
転
せ
ず
。
親
し
く
観
音
を
見
る
。
手
を
其
の
口
に

垂
れ
て
数
虫
を
引
き
出
す
。
復
た
指
を
舒
べ
て
甘
露
を
口

に
注
ぐ
。
身
心
清
凉
に
、
嘔
血
、
頓
に
止
ま
る
。
既
に
し

て
、
頂
、
高
き
こ
と
寸
余
、
宛
も
肉
髻
に
似
た
り
。
然
る

に
此
れ
は
是
れ
、
勇
猛
精
進
の
功
、
一
時
に
感
得
す
る
の

み
。
常
途
の
事
に
非
ら
ざ
る
な
り 95 

」『
漢
語
灯
』
第
八
巻
、
六
紙
。

私
に
云
わ
く
、
世
に
肉
髻
の
体
を
知
る
人
、
斯
れ
近
代
、
享
保
中
、
獅
谷
の
前
住
、

寳
洲
上
人
、『
菩
提
心
集
夾
注
』
に
粗
ぼ
之
れ
を
記
す
。
尚
、
別
記
有
り
。
更
に
此

の
義
を
詳
し
く
す
。
今
、
彼
の
記
を
省
略
し
て
録
し
て
茲
に
載
せ
竟
る
。
但
、
南

岳
・
遵
式
二
尊
者
の
感
得
に
至
り
、
余
が
管
見
に
任
せ
て
之
れ
を
加
う
。
中
に
就
き

て
当
麻
変
相
肉
髻
の
有
無
の
評
、
曼
陀
羅
諸
抄
に
異
説［623a

］粉
紜
た
り
。
各
お

の
其
の
臆
説
を
談
じ
て
未
だ
一
分
も
的
中
せ
ず
。
爰
に
余
、
之
れ
を
慨
す
る
こ
と
、

年
、
久
し
。
是
れ
、
皆
、
肉
髻
の
体
を
知
ら
ず
、
肉
髻
と
言
う
は
、
惣
じ
て
是
れ
仏

頂
の
事
と
い
う
こ
と
を
弁
別
せ
ざ
る
故
な
り
。
洛
陽
誓
願
寺
の
本
尊
、
亦
た
、
肉
髻

無
し
。
応
に
知
る
べ
し
。
爾
る
に
彼
の
縁
起
の
中
、
肉
髻
相
無
き
に
就
き
て
、
別
に

一
義
を
設
く
。
新
義
、
今
案
に
し
て
、
甚
だ
付
会
の
説
、
依
用
す
る
に
足
ら
ず
。
見

る
人
、
必
ず
之
れ
を
取
用
す
る
こ
と
莫
れ
。
嗚
呼
、
一
蹉
す
れ
ば
百
蹉
す
。
之
れ
を

跬
歩
に
失
う
。
差
に
千
里
を
以
ち
て
す
。
斯
の
如
き
の
謬
は
、
源
、
肉
髻
の
体
を
知

ら
ざ
る
に
由
り
て
起
る
。
古
徳
、
曰
え
る
こ
と
有
り
。「
習
俗
の
人
を
移
る
、
賢
智

の
者
も
免
れ
ず 96 
」
と
。
誠
な
る
か
な
、
斯
の
言
。
上
件
の
正
説
、
今
、
幸
に
之
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れ
を
得
。
因
り
て
茲
に
採
集
し
て
、
之
れ
を
将
来
に
伝
う
。
是
れ
、
余
が
婆
心
な
る

の
み
。
又
た
仏
菩
薩
、
肉
髻
の
差
別
、
下
に
至
り
て
之
れ
を
弁
ぜ
ん
。

●
頂
有
円
光
と
は
、「
項
」
は
頸
後
な
り
。
ク
ビ
ス
ジ
ノ
処

な
り
。「
円
光
」
と
は
、
ボ
ン
ボ
リ
ト
シ
タ
ル
光
ア
ル
な
り
。

●
面
各
と
は
、「
面
」
の
字
は
、
ヲ
モ
テ
ト
訓
ズ
ベ
シ
。
マ

ノ
ア
タ
リ
ト
ハ
訓
ズ
べ
カ
ラ
ズ
。
ワ
タ
リ
ノ
意
ニ
テ
指
シ

渡
シ
ノ
事
な
り
。「
各
」
と
は
、
縦
横
各
お
の
百
千
由
旬
と

云
う
こ
と
な
り
。

●
百
千
由
旬
と
は
、
身
量
は
極
大
に
し
て
、
円
光
は
極
少

な
る
は
何
ぞ
や
と
云
う
と
き
、
聖
境
測
り
難
し
。
但
し
、

義
を
以
ち
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
仏
光
熾
盛
に
し
て
円
光
蔽

わ
る
る
が
故
な
り
。
譬
え
ば
、
月
の
日
に
対
す
る
如
し
。

正
し
く
観
成
所
見
の
ト
キ
ハ
、
身
量
相
応
の
円
光
ナ
ル
ベ

シ
。
今
は
、
且
く
観
行
者
の
為
に
示
す
。
一
往
の
説
な
り
。

勢
至
も
亦
た
然
り
。

●
如
釈
迦
牟
尼
仏
と
は
、
是
れ
身
量
に
喩
う
。
丈
六
の
身

な
る
こ
と
を
顕
す
。
或
い
は
、
彼
の
光
中
化
仏
の
身
相
、

今
日
の
釈
迦
の
相
好
の
如
し
。
必
ず
し
も
丈
六
に
同
ず
る

に
非
ず
。
問
う
、
因
位
の
光
中
に
何
ぞ
果
仏
を
現
ず
る
や
。

答
う
、
大
菩
薩
の
化
儀
、
皆
、
以
ち
て
此
の
如
し
。
例
せ

ば
、
普
賢
の
光
中
に
亦
た
化
仏
菩
薩
有
る
が
如
し
。
此
れ

乃
ち
因
位
な
れ
ど
も
、
初
地
已
上
は
、
証
真
如
の
位
な
れ

ば
、
分
に
仏
果
の
功
徳
を
備
う
る
故
に
、
果
仏
を
現
ず
。

妨
げ
無
し
。
天
台
の
円
教
の
意
な
れ
ば
、
初
住
已
上
は
八

相
作
仏
し
て
分
に
果
徳
を
現
ず
る
こ
と
自
在
な
り
。
故
に

光
中
に
現
ず
る
な
り
。

●
以
為
侍
者
と
は
、
問
う
、
真
身
と
勢［623b

］至
と
の
両

観
に
凖
ず
る
に
化
仏
と
侍
者
と
別
段
為
る
べ
し
。
答
う
、

是
れ
開
合
の
異
な
り
。
開
す
る
所
以
は
、
化
仏
と
侍
者
と

は
、
位
、
各
別
な
る
が
故
に
。
合
す
る
所
以
は
、
倶
に
是

れ
円
光
の
荘
厳
な
る
が
故
な
り
。

●
挙
身
と
は
、「
挙
」
と
は
、
皆
な
り
。
猶
お
惣
体
と
言
う

が
ご
と
し
。

●
光
中
五
道
衆
生
等
と
は
、
霊
芝
『
疏
』
下
、
廿
五
紙
曰
わ
く
、

「
五
道
衆
生
と
は
修
羅
を
合
す
る
が
故
な
り
。
菩
薩
、
形
を

五
道
に
垂
れ
て
苦
の
衆
生
を
救
う
故
に
、
光
中
に
於
き
て
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其
の
色
相
を
現
ず
已
上 97 

」。『
正
観
記
』下
、
十
八
紙
に
曰
わ
く
、

「
良
に
菩
薩
の
性
に
十
界
を
具
し
、
同
体
の
悲
を
運
び
て
四

摂
の
法
を
行
ず
る
に
由
り
て
、
自
然
に
感
に
関
る
故
に
光

中
に
現
ず
已
上 98 

」。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
修
羅
を
合
し
て
五

道
と
云
う
。
具
に
は
六
道
な
り
。
所
現
の
五
道
の
衆
生
は
、

観
音
菩
薩
の
所
化
の
衆
生
な
り
。
今
、
光
中
に
現
ず
る
こ

と
は
、
此
の
菩
薩
、
内
心
に
大
悲
有
る
が
故
に
、
之
れ
を

現
じ
て
極
楽
界
中
の
一
切
の
菩
薩
に
見
せ
し
め
た
ま
う
。

是
れ
彼
界
の
菩
薩
を
し
て
大
悲
の
心
を
覚
動
せ
し
め
ん
が

為
な
り
。
時
に
一
切
の
菩
薩
、
皆
、
此
の
相
を
見
て
、
各

お
の
大
悲
心
を
増
長
し
た
ま
う
な
り
。
扨
、
此
の
如
く
現

ず
る
所
以
は
、
円
教
の
意
は
性
具
の
十
界
を
立
て
、
菩
薩

の
性
に
十
界
を
具
す
る
が
故
に
、
其
の
性
具
従
り
現
ず
る

な
り
。
爾
る
に
浄
土
は
出
過
三
界
の
国
土
な
り
。
若
し
五

道
を
現
ぜ
ば
浄
土
に
三
悪
趣
有
る
に
成
る
、
如
何
と
云
う

ト
キ
、
此
れ
は
大
悲
の
所
化
の
形
を
現
ず
。
実
に
大
悲
の

所
現
に
し
て
常
有
に
非
ず
。
更
に
妨
無
し
。

●
毘
楞
伽
と
は
、
如
意
珠
に
三
種
有
る
中
に
、
是
れ
は
純

真
金
色
な
り
。
具
に
宝
樹
観
の
処
に
之
れ
を
記
す
。

●
摩
尼
宝
と
は
、
同
処
に
記
す
が
如
し
。

●
有
一
立
化
仏
と
は
、
天
冠
の
化
仏
に
就
き
て
、
両
義
有

り
。
一
義
は
、
竜
樹
の
『
讃
』
に
云
わ
く
「
観
音
頂
戴
冠

［624a

］中
住
乃
至
故
我
頂
礼
弥
陀
尊
」 99 

。 

と
。
是
れ
阿
弥

陀
仏
を
云
う
な
り
、
故
に
『
般
舟
讃
』
に
は
、「
天
冠
の
化

仏
の
高
さ
千
里
な
り
、
慈
恩
を
念
報
し
て
、
常
に
頂
戴
す
」 

100 

。 

と
云
え
り
。
此
の
観
世
音
は
因
位
に
弥
陀
を
師
と
為

し
た
ま
う
故
に
、
慈
恩
を
報
ぜ
ん
が
為
に
頂
戴
し
た
ま
う

な
り
。
是
れ
今
家
の
意
な
り
。
一
義
は
、
天
台
等
の
諸
師

は
、
観
世
音
は
昔
、
已
に
成
仏
し
正
法
明
如
来
と
号
す
。

今
菩
薩
と
為
り
て
浄
土
の
行
を
修
す
。
此
れ
乃
ち
昔
の
果

徳
を
帯
び
て
、
今
の
因
行
を
行
ず
。
是
の
故
に
化
仏
は
果

を
帯
す
る
こ
と
を
表
す
な
り
又
た
憬
興
に
二
義
を
存
す
。
具
に
『
記
』

所
引
の
如
し 101 

。

●
面
如
閻
浮
檀
金
色
と
は
、
面
と
は
ミ
カ
オ
な
り
。
惣
身

は
紫
金
色
な
り
。「
問
う
、
身
色
に
仏
に
及
ば
ず
、
面
色
、

何
ぞ
仏
に
斉
し
か
ら
ん
。
答
う
、
聖
境
、
機
に
応
じ
て
各
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お
の
同
異
有
り
。
凡
の
測
る
所
に
非
ず
。
且
く
道
理
を
推

す
る
に
因
果
の
位
、
別
な
り
。
故
に
身
色
異
な
り
。
所
証

の
真
理
と
仏
異
な
る
こ
と
無
し
。
故
に
面
色
同
じ 102 

」。

●
備
七
宝
色
と
は
、
毫
相
は
純
白
色
な
り
。
今
は
白
色
の

上
に
七
寳
の
艶
、
有
る
を
云
う
な
り
。
譬
え
ば
孔
雀
、
項

は
縁
の
色
ナ
レ
ド
モ
、
光
の
艶
、
紫
金
色
を
帯
る
が
如
き

な
り
。
今
時
の
野
鳩
の
ノ
ド
ク
ビ
ニ
色
々
ノ
ツ
ヤ
ア
ル
ガ

如
し
『
記
』
に
『
疏
鈔
』
を
引
く 103 
。

●
一
一
光
明
と
は
、
次
上
の
八
万
四
千
種
を
指
し
て

「
一
一
」
と
曰
う
。

●
変
現
自
在
と
は
、
衆
多
の
身
を
同
時
に
変
現
し
て
種
種

の
自
在
を
作
施
す
る
、
是
れ
化
仏
侍
者
の
変
現
自
在
な
り
。

本
、
観
世
音
、
変
現
自
在
の
徳
を
備
う
る
、
故
に
化
仏
の

侍
者
も
、
亦
復
、
是
の
如
し
。

●
譬
如
紅
蓮
華
色
と
は
、
譬
の
字
、
或
る
本
に
「
臂
」
に

作
る
。
法
聡
・
知
礼
・
霊
芝
・
戒
度
、
同
じ
く
「
臂
」
の

字
を
用
う
。
今
家
・
浄
影
は
同
じ
く
「
譬
」
の
本
に
依
る
。

諸
師
、
皆
、
両
本
を
見
た
ま
う
な
ら
ん
か
。
爾
る
に
此
の

「
譬
」
の
意
、
甚
だ
解
し
難
し
。
今
、
譬
の
意
を
按
ず
る
に

此
れ［624b

］数
の
多
き
こ
と
を
譬
う
る
か
。
若
し
爾
ら
ば
、

何
ぞ
赤
色
の
譬
を
用
う
る
や
、
と
云
う
と
き
、『
記
』
の
意

に
凖
ず
る
に
、
此
れ
盛
ん
な
る
貌
を
取
り
て
、
化
仏
侍
者

の
多
き
に
譬
う
。
其
の
化
仏
侍
者
、
魏
魏
と
し
て
虚
空
に

徧
満
す
る
こ
と
、
紅
蓮
華
の
赫
赫
と
し
て
池
に
満
ち
、

美う
る
わ麗

し
く
数
多
く
ア
ル
ガ
如
し
ト
云
う
こ
と
な
り 104 

。

又
た
、
赤
色
を
用
う
る
こ
と
は
、
或
い
は
密
教
に
凖
ず
る

に
、
紅
頗
黎
色
の
弥
陀
・
観
音
を
説
く
こ
と
有
り
。
葢
し
、

此
の
類
か
。『
観
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
に
曰
わ
く
、「
観

自
在
菩
薩
の
身
は
紅
頗
黎
色
な
り
。
蓮
華
台
上
に
坐
す
。

首
に
宝
冠
を
戴
き
、
冠
中
に
化
仏
有
り
」 105 

と
。
又
た

『
大
教
王
儀
軌
』
に
云
わ
く
、「
敬
愛
は
、
賢
聖
の
像
は
赤

色
な
り
」 106 

と
。
今
、
按
ず
る
に
此
の
説
も
大
悲
の
深
重

の
変
現
、
五
道
の
衆
生
を
救
愛
す
る
相
貌
か
已
上
『
合
讃
』 107 

。

若
し
「
臂
」
の
本
に
依
ら
ば
、
彼
の
菩
薩
の
身
相
を
観
ず

る
に
其
の
次
第
に
順
じ
て
謂
わ
く
、
初
の
身
量
よ
り
終
り

足
相
に
至
り
て
皆
、
次
第
観
な
り
。
身
量
・
身
色
・
肉
髻
・



研究ノート

197　『観無量寿経随聞講録』中之二　書き下し

項
光
・
身
光
・
天
冠
・
面
色
・
毫
相
・
臂
相
・
手
相
・
足

相
此
の
十
一
段
、
知
礼
の
科
な
り 108 

。
憬
興
の
意 109 

、
亦
た
同
じ
。
故

に
知
る
、
臂
の
本
、
是
な
り
。
譬
の
本
、
訛
な
り
。
此
の

解
有
り
と
雖
も
、
頗
る
依
用
し
難
し
。
今
意
は
初
心
の
行

者
、
未
だ
化
仏
侍
者
の
徧
満
を
見
ず
。
故
に
此
の
華
を
用

い
て
比
類
す
。
何
ぞ
其
れ
怪
し
か
ら
ん
や
。
又
た
、
仏
身

観
及
び
勢
至
観
、
別
に
臂
を
観
ぜ
ず
。
此
の
菩
薩
に
限
り

て
、
何
ぞ
独
り
臂
を
観
ぜ
ん
や
、
況
や
、
臂
の
み
赤
色
ナ

ラ
バ
、
此
れ
亦
た
イ
ナ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
又
た『
合
讚
』師
云
わ
く
、「
按

ず
ル
ニ
、
時
称
所
訳
の
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
に
云
わ
く
、〈
薬
王
菩
薩
、
其

の
手
臂
、
百
寳
色
の
如
し
。
手
の
十
指
端
よ
り
諸
の
七
寳
を
雨
ら
す
。
若
し
衆
生
有

り
て
此
の
菩
薩
の
十
指
端
を
観
ず
れ
ば
四
百
四
病
、
自
然
に
除
滅
す 110 
〉
と
。

之
れ
に
凖
ず
る
に「
臂
」の
本
、
其
の
義
、
亦
た
通
ず
。
若
し
之
れ
を
用
う
る
と
き
は
、

則
ち
此
の
一
句
、
下
文
に
属
す
。
宜
く
科
を
改
め
て
臂
色
光
瓔
と
為
す
べ
し
。 

111

」。
●
有
八
十
億
光
明
と
は
、
光
明
の
上
に
、
或
る
本
に
、
微

妙
の
二
字
有
り
。

●
以
為
瓔
珞
と
は
、
光
、
瓔
珞
と
成
る
。
衆
宝
の
作
に
非

ず
。［625a

］之
れ
に
由
り
て
、
彼
の
国
の
殊
妙
の
相
、
其

の
中
に
現
ず
。
光
明
変
じ
て
瓔
珞
に
成
る
と
言
う
は
、 

「
以
」
の
字
の
変
現
な
り
。「
用
い
テ
」
ノ
意
な
り
。『
疏
』

に
云
わ
く
、「
正
し
く
身
服
の
光
瓔
、
衆
宝
の
作
に
非
ざ
る

こ
と
を
明
か
す 112 

」
已
上
。
元
祖
の
云
わ
く
、「
身
に
光
瓔

を
服
す
と
は
、
光
瓔
と
は
乃
ち
観
世
音
の
所
服
の
宝
衣
な

り
。
瓔
珞
の
中
に
、
普
く
一
切
の
諸
の
荘
厳
の
事
を
現
ず 

113 

已
上
。

●
一
切
諸
荘
厳
事
と
は
、
凡
そ
有
り
て
好
き
ホ
ド
ノ
物
、

皆
、
現
ず
る
と
云
う
こ
と
な
り
。

●
五
百
億
雑
蓮
華
色
と
は
、
元
来
紫
摩
金
な
り
。
其
の
上

に
五
百
億
の
雑
蓮
華
色
を
作
す
と
な
り
。

●
一
一
指
端
と
は
、
十
指
の
一
一
の
端は

し

に
印
文
を
押
し
タ

ル
如
き
ノ
画
ア
リ
ト
な
り
。
今
日
の
凡
夫
の
指
先
ニ
モ
螺

文
ア
リ
。
其
の
如
く
ニ
有
る
な
り
。

●
其
光
柔
輭
と
は
、
不
寒
・
不
暑
・
温
・
冷
、
柔
輭
な
り
。

穢
土
の
如
き
は
、
春
秋
は
日
月
の
光
も
柔
輭
ナ
レ
ド
モ
、

寒
夜
の
月
、
夏
日
の
日
は
、
皆
、
柔
輭
に
非
ず
。
今
、
例
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し
て
、
応
に
知
る
べ
し
。

●
以
此
宝
手
接
引
衆
生
と
は
、
宝
手
と
は
是
れ
称
美
の
言
。

衆
宝
の
作
と
言
に
は
非
ざ
る
な
り
。『
正
観
記
』に『
大
悲
経
』

を
引
き
て
曰
わ
く
、「
手
に
提
抜
の
力
有
り
。
眼
に
照
明
の

用
有
り 114 
」
と
已
上
。
衆
生
、
生
ぜ
ん
時
、
手
に
蓮
台
を

取
り
、
行
者
を
接
引
し
た
ま
う
。
斯
れ
乃
ち
観
音
の
願
重

く
し
て
、
十
方
に
影
現
し
、
宝
手
、
光
を
舒
べ
て
、
機
に

随
い
て
、
引
接
す
。 

『
日
中
の
讃
』
に
曰
わ
く
、「
恒
に

百
億
光
王
手
を
舒
べ
て
、
普
く
有
縁
を
摂
し
て
、
本
国
に

帰
す 115 

」
と
。
頼
母
敷
か
な
。
一
切
衆
生
命
終
の
時
、

蓮
台
を
捧
げ
来
た
り
て
、
行
者
を
載
せ
、
即
ち
浄
土
に
帰

り
た
ま
う
。
所
謂
、「
接
引
衆
生
」
と
云
う
、
是
れ
な
り
。

●
足
下
有
千
輻
輪
相
と
は
、
常
途
の
車
輪
は
三
十
輻
な
り
。

仏
・
菩
薩
に
在
る
は
、
一
千
の
輻
な
り
。
是
れ
三
十
二
相

の
随
一
に
し
て
、
仏
・
菩
薩
、
各
お
の
之
れ
を
具
足
し
た

ま
う
。

　
［625b

］〔
千
輻
輪
相
〕

　

如
来
ノ
足
下
に
四
相
・
十
六
好
・
八
文
ア
リ
。
四
相

ト
ハ
足
下
千
輻
輪
相
・
足
指
纎
長
相
・
足
指
鞔
細
相
・

足
跟
広
平
相
是
れ
な
り
。
十
六
好
ト
ハ
五
指
ノ
爪
ノ

端
ニ
、
各
各
師
子
ノ
口
ア
リ
是
れ
五
。
五
指
ノ
端
ノ
螺

文
、
宛
モ
天
宝
ノ
印
ノ
如
シ
是
れ
五
。
五
指
ノ
端
の
卍

字
の
間
ニ
千
輻
輪
ア
リ
是
れ
五
。
足
跟
に
亦
た
梵
王
ノ

頂
相
ア
リ
。
衆
螺
ト
異
ナ
ラ
ズ
是
れ
一
。
八
文
ト
ハ
金

剛
杵
の
像
・
魚
王
ノ
像
・
華
瓶
ノ
像
・
螺
王
ノ
像
・
日

天
ノ
像
・
宝
幢
ノ
像
・
華
輪
ノ
像
・
霊
茅
ノ
像
、
是
れ

ナ
リ
。
具
に
は
、『
百
福
荘
厳
相
経
』『
大
般
若
経
』『
観

仏
三
昧
経
』『
大
品
般
若
経
』『
瑜
伽
論
』
等
ニ
出
タ
リ
。

『
西
域
記
』
に
曰
わ
く
、「
摩
掲
陀
国
の
精
舎
の
中
に
大

石
有
り
。
如
来
の
履
き
た
ま
う
所
の
、
双
足
、
猶
お

存
す
。
其
の
長
、
尺
有
八
寸
、
広
さ
六
寸
に
余
る
。

両［626a

］迹
、
倶
に
輪
相
有
り
。
十
指
、
皆
、
華
文

を
帯
ぶ
。
魚
形
、
映
起
し
、
光
明
、
時
に
照
ら
す 116 

」

已
上
。
如
来
遊
行
シ
玉
ウ
時
ハ
、
是
ノ
如
ク
石
上
ナ
ド

ニ
印
文
、
現
ズ
ル
な
り
。
其
の
処
ノ
地
中
ノ
虫
、
七
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日
極
安
楽
ニ
シ
テ
、
死
シ
テ
天
ニ
生
ず
。
若
し
仏
の

足
下
の
相
ヲ
拝
見
ス
ル
者
は
、
千
劫
極
重
の
悪
業
ヲ

除
ク
ト
経
に
説
き
玉
エ
リ
。『
貞
元
録
』に
曰
わ
く
、「
金

剛
智
三
蔵
、
獅
子
国
に
往
き
、
楞
伽
山
に
上
り
て
仏

の
足
跡
を
礼
す
。
七
日
に
し
て
山
の
頂
に
至
る
。
一

の
円
石
を
見
る
。
高
さ
四
五
尺
た
る
べ
し
、
方
広
、

二
丈
た
る
べ
し
。
仏
の
右
の
足
、
石
の
上
に
隠
在
す
。

見
る
に
損
欠
有
り
。
心
、
即
ち
疑
を
生
ず
。
天
を
仰

ぎ
て
、
号
泣
し
て 

昔
の
如
来
を
憶
す
。
遂
に
五
色
雲
、

現
じ
、
及
び
円
光
有
り
て
仏
跡
の
相
輪
、
分
明
に
顕

現
す
る
こ
と
を
感
ず
。
聞
く
に
声
有
り
。
言
う
、〈
此

れ
真
の
仏
跡
な
り
。
但
、
末
代
の
衆
生
、
業
、
重
き

が
為
に
、
此
の
跡
を
留
む
る
の
み
〉
と
。
聞
き
已
り
て

歓
喜
し
、
香
華
供
養
す 117 

」
已
上
。
日
本
南
都
薬
師

寺
の
堂
前
に
仏
足
石
ア
リ
。『
明
慧
上
人
伝
』に
曰
わ
く
、

「
金
剛
智
三
蔵
ノ
仏
足
を
礼
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
羨
シ
ケ
レ

バ
、
栂
尾
の
山
奥
ノ
大
石
ニ
仏
の
足
跡
ヲ
彫
付
け
テ

供
養
す 118 

」
已
上
。
古
人
は
是
の
如
く
ニ
仏
跡
ヲ
渇

仰
せ
り
。
今
の
人
々
は
、
仏
足
ノ
相
ヲ
ダ
ニ
知
ラ
ズ
。

仍
り
て
其
の
相
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
為
、
且
は
証
誠
護
念

の
為
ニ
、
図
シ
テ
拝
瞻
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。 

尤
も
此
の
千
輻
輪
は
世
に
勝
れ
た
る
徳
有
る
が
故
に
、
此

の
相
を
具
し［626b

］給
フ
な
り
。『
大
論
』
第
四
廿
一
紙
に
曰

わ
く
、「
足
下
二
輪
の
相
、
千
輻
と
輞
と
轂
と
の
三
事
具
足

し
、
自
然
に
成
就
し
、
人
工
を
待
た
ず
。
諸
天
工
師
毘
首

羯
磨
も
是
の
如
き
妙
相
を
化
作
す
る
こ
と
能
わ
ず 119 

」
已
上
。

今
、
言
う
こ
こ
ろ
は
、
足
を
挙
げ
た
ま
え
ば
足
下
の
跡
に

千
輻
輪
の
形
を
現
ず
る
な
り
。
天
竺
に
は
仏
足
石
、
所
々

に
在
り
。
皆
、
千
輻
輪
相
、
分
明
な
り
。
或
い
は
六
斎
日

に
彼
の
石
よ
り
光
明
を
放
つ
等
の
瑞
あ
り
。
今
現
在
せ
り 

と
『
西
域
記
』
八
巻
、
四
紙
に
曰
わ
く
、「
摩
訶
陀
国
阿
輸
迦
王
（
唐
に
は
無
憂
と

曰
う
。
旧
に
、
阿
育
王
と
云
う
は
誤
り
な
り
）。
妑
都
婆
の
側
、
遠
か
ら
ず
。
精
舎

の
中
、
大
石
有
り
。
如
来
、
履
く
所
の
双
跡
、
猶
お
存
せ
り
。
其
の
長
け
尺
有
八
寸
。

広
さ
六
寸
余
り
。
左
右
の
迹
、
倶
に
輪
相
有
り
。
十
指
、
皆
、
花
文
を
帯
び
魚
形
、

映
起
せ
り
。
光
明
、
時
ど
き
照
ら
す
。
昔
、
如
来
、
将
に
寂
滅
を
取
ら
ん
と
す
。
北
、

拘
尸
那
城
に
趣
か
ん
と
し
て
、
南
、
摩
訶
陀
国
を
顧
み
、
此
の
石
上
を
蹈
み
て
、
阿
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難
に
告
げ
て
曰
わ
く
、
吾
、
今
、
最
後
に
此
の
足
跡
を
留
む
。
将
に
寂
滅
に
入
ら
ん

と
す
。
摩
訶
陀
国
を
顧
み
た
ま
う
な
り 120 

」
已
上
。
又
た
、
第
一
巻
、
六
紙
、

第
九
巻
、
九
紙
、
第
十
巻
、
二
紙
。
此
の
外
、
往
き
て
之
れ
を
看
よ
。
此
の
方

に
も
、
南
都
薬
師
寺
に
仏
足
石
有
り
。
伝
え
聞
く
、
天
竺

よ
り
高
麗
に
来
た
り
、
後
、
日
本
に
渡
る
。
仏
足
の
碑
有

り
。
光
明
皇
后
、
之
れ
を
建
つ
。

●
自
然
化
成
乃
至
光
明
台
と
は
、
足
を
挙
ぐ
る
時
に
於
き
て
、

光
台
有
り
て
擎
ぐ
。

●
下
足
時
有
等
と
は
、
既
に
「
足
下
有
千
輻
輪 121 

」
と

云
う
。
上
下
、
忽
に
相
違
す
る
ト
云
う
ト
キ
、
是
れ
各
お

の
一
辺
を
説
き
て
其
の
徳
を
顕
す
な
り
。
或
い
は
、
地
を

蹈
む
に
千
輻
輪
の
相
有
り
。
或
い
は
、
花
、
足
を
擎
ぐ
な

り
。

●
金
剛
摩
尼
華
と
は
、
霊
芝
の
云
わ
く
、「
即
ち
蓮
華
を
蹈

む
。
金
剛
と
摩
尼
と
の
、
二
宝
の
所
成
な
り 122 

」
已
上
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
二
宝
所
成
の
蓮
華
な
り
。
惣
じ
て
仏
菩

薩
は
、
直
ち
に
地
を
蹈
む
こ
と
無
く
、
必
ず
蓮
華
擎
げ
奉

る
な
り
。

●
莫
不
弥
満
と
は
、
ハ
ビ
コ
リ
ミ
ダ
ス
ト
云
う
こ
と
無
き

な
り
。

●
其
余
身
相
等
と
は
、
菩
薩
亦
た
八
万
四
千
の
相
好
を
具

す
る
が
故
に
、
明
・
昧
、
異
な
り
と
雖
も
、
仏
に
類
す
べ

き
が
故
に
「
無
異
」
と
云
う
な
り
。
或
い
は
い
う
べ
し
、

多
分
は
異
な
る
こ
と
無
く
、
少［627a

］分
は
異
な
る
こ
と

有
り
。

●
唯
頂
上
の
肉
髻
及
無
見
頂
相
と
は
、
肉
髻
は
三
十
二
相

の
随
一
、
無
見
頂
相
は
、
即
ち
是
れ
好
な
り
。『
無
上
依
経
』

下
、
五
紙
に
曰
わ
く
、「
如
来
八
十
種
好
と
は
、
一
に
は
、
無

見
頂
等
と
は 123 

」。
若
し
爾
ら
ば
、
無
相
頂
好
と
云
う
べ

し
。
何
ぞ
、
頂
相
と
云
う
や
。
謂
わ
く
、
相
と
好
と
元
来

一
物
の
故
に
妨
げ
無
し
相
と
好
と
同
異
、
具
に
次
上
の
第
九
観
の
処 124 

、

之
れ
を
弁
じ
畢
る
。
或
い
は
、
並
べ
て
相
と
名
づ
く
る
こ
と
有

り
。
謂
わ
く
、
肉
髻
は
大
相
、
無
見
頂
は
是
れ
小
相
な
り
因

に
、
獅
谷
寳
洲
上
人
、
肉
髻
と
无
見
頂
と
の
同
異
を
弁
じ
て
曰
わ
く
、
四
明
の
『
妙

宗
抄
』
に
云
わ
く
、「
肉
髻
は
是
れ
相
、
无
見
頂
は
是
れ
好
な
り 125 

」
と（
已
上
）。

謂
わ
く
、
肉
髻
と
无
見
頂
と
は
、
其
の
体
、
是
れ
一
に
し
て
相
と
好
と
の
異
な
り
な
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り
。
故
に
諸
経
の
中
、
或
い
は
合
し
て
説
き
、
或
い
は
開
し
て
説
く
。
且
く
、『
金

剛
秘
密
善
門
陀
羅
尼
経
』
に
説
く
が
如
き
は
、「
時
に
其
の
肉
髻
无
見
頂
上
に
於
き
て
、

大
人
相
の
光
を
出
す 126 

」と
、
是
れ
合
し
て
説
く
な
り
。『
今
経
』の
如
ん
ば
、「
唯

頂
上
肉
髻
及
无
見
頂
相 127 

」
と
云
う
。
是
れ
開
し
て
説
く
な
り
。
故
に
、
三
十
二

相
に
約
す
る
と
き
は
、
則
ち
肉
髻
と
名
づ
く
。
若
し
、
八
十
種
好
に
約
す
る
と
き
は
、

則
ち
无
見
頂
と
名
づ
く
。「
其
の
、
丈
六
の
身
に
過
ぎ
ず
、
能
く
頂
き
を
見
る
者
、

无
き
が
如
き 128 

」、
是
れ
な
り
。
長
水（『
筆
削
記
』）に
云
わ
く
、「
相
に
依
り
て

好
有
り
と
は
、
即
ち
大
相
に
依
り
て
小
相
を
流
出
す
。
楷
公
云
わ
く
、
徳
を
表
す
る

を
相
と
名
づ
け
、
情
に
愜
を
好
と
名
づ
く 129 
」。
天
台
、
云
わ
く
、「
相
は
総
で
、

好
は
別
な
り
。
相
、
若
し
好
无
く
ん
ば
、
則
ち
円
満
な
ら
ず
。
輪
王
釈
梵
、
亦
た
相
、

有
れ
ど
も
好
无
き
を
以
ち
て
の
故
に
、
相
、
微
妙
な
ら
ず
」
と 130
」（
已
上
）。
因

に
、
頂
相
見
不
見
の
事
、『
群
疑
論
』
六
巻
、
十
四
紙 131 

、『
探
要
』
十
三
巻
、

十
二
紙 132 

、『
合
讚
』
末
五
紙 133 

。

●
不
及
世
尊
と
は
、
世
尊
と
は
阿
弥
陀
仏
を
指
す
な
り
。

『
疏
』
に
曰
わ
く
、「
正
く
師
徒
位
別
に
、
果
願
未
だ
円
な

ら
ず
、
二
相
虧
る
こ
と
有
ら
し
む
こ
と
を
致
し
て
不
足
の

地
に
居
る
こ
と
を
表
す
る
こ
と
を
明
か
す
な
り 134 

」
已
上
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
師
徒
因
果
位
別
な
る
が
故
に
弥
陀
世
尊

に
及
ば
ざ
る
な
り
。
但
し
仏
と
菩
薩
と
に
就
い
て
少
分
異

有
る
中
、
別
し
て
此
の
二
相
を
挙
ぐ
る
こ
と
は
、
不
同
の

相
顕
な
る
辺
に
約
し
て
之
れ
を
挙
ぐ
。
全
無
と
云
う
に
は

非
ず
。
故
に
記
主
『
定
記
』
三
巻
、
二
八
に
云
わ
く
、「
劣
を
以

ち
て
虧
と
為
す
。
全
無
と
云
う
に
は
非
ず
。
故
に
『
経
』

に
〈
不
及
〉
と
云
う
の
み 135 

」
已
上
。
又
た
云
わ
く
、「
仏

は
勝
れ
た
る
肉
髻
を
具
せ
り 136 

」
と
已
上
。
此
に
釈
し
て
、

「
勝
れ
た
る
肉
髻
」
と
云
う
は
謂
く
螺
髻
な
り
。
肉
髻
は
其

の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。
又
た
、
肉
髻
と
仏
の
螺
髻
と
不

同
の
義
を
明
か
す
と
き
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
肉
髻
と

［627b

］仏
の
螺
髻
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
。『
略
鈔
』
定
、
二
巻
、

十
七
紙
に
之
れ
を
釈
し
て
云
わ
く
、「
肉
髻
は
仏
と
菩
薩
と
に

通
ず
る
の
相
な
り
。
但
し
仏
の
肉
髻
は
即
ち
螺
髻
な
り
。

菩
薩
の
肉
髻
は
髪
を
上
げ
て
天
冠
を
着
け
た
ま
え
り
。
今

の
釈
は
此
の
意
な
り
と
言
う
は
、
仏
髻
は
螺
貝
の
如
く
に
、

一
髪
一
螺
に
し
て
巻
き
て
頂
上
に
在
り
。
是
れ
勝
れ
た
る

肉
髻
相
な
り
。
菩
薩
の
髪
は
結
髻
な
り
。
舒
べ
た
る
髪
を

之
れ
を
上
げ
纒
め
て
今
時
の
婦
人
、
シ
マ
ダ
ワ
ケ
ノ
様
ナ
リ
、
其
の
上
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に
天
冠
を
着
け
た
ま
え
り
。
是
れ
其
の
別
な
り 137 

。『
記
』

に
之
れ
を
釈
し
て
云
わ
く
、「
肉
髻
に
其
の
二
種
有
り
。
一

に
仏
の
肉
髻
は
即
ち
是
れ
螺
髻
な
り
。
二
に
菩
薩
の
肉
髻

は
髻
を
結
い
て
冠
を
著
た
り
。
故
に
不
同
と
云
う
な
り 

138 

」。
又
た
若
し
密
教
に
依
ら
ば
、
報
身
に
も
宝
冠
の
弥

陀
は
螺
髻
に
非
ず
。
舒
べ
た
る
髪
を
之
れ
を
上
げ
て
宝
冠

を
着
け
た
ま
う
な
り
。
是
れ
報
身
は
大
梵
王
の
如
く
宝
冠

を
着
け
た
ま
う
。
応
身
は
輪
王
の
形
に
似
る
、
即
ち
螺
髻

な
り
。
真
言
家
の
紅
頗
黎
色
の
弥
陀
は
菩
薩
の
様
に
髻
を

結
び
て
宝
冠
を
著
け
た
ま
う
な
り
。
仏
は
自
在
の
故
に
、

或
い
は
巻
き
或
い
は
舒
ぶ
。
須
ら
く
其
の
宜
き
に
随
う
べ

し
。
但
し
顕
教
の
中
に
は
報
身
を
説
く
と
雖
ど
も
、
未
だ

其
の
相
を
明
か
さ
ず
、
分
別
せ
ぬ
な
り
記
主
云
わ
く
、
山
門
の
常
行

堂
の
本
尊
の
弥
陀
は
寳
冠
の
弥
陀
な
り
。
四
菩
薩
は
仏
座
の
蓮
華
よ
り
枝
を
着さ

て
、

四
方
に
蓮
華
座
あ
っ
て
坐
し
給
え
り
。
恐
く
は
法
利
因
語
の
四
菩
薩
か 139 

」（
已

上
）。『
十
勝
論
』
第
十
一
巻
、
廿
二
紙
に
『
菩
提
心
論
』
を
引
き
て
曰
わ
く
、「
西

方
阿
弥
陀
仏
、
四
菩
薩
を
摂
し
金
剛
法
・
金
剛
利
・
金
剛
因
・
金
剛
語
の
四
菩
薩
と

す
也 140 

。
上
来
、
仏
・
菩
薩
の
肉
髻
・
螺
髻
・
結
髻
の
義
、

次
上
の
「
頂
有
肉
髻
」
の
処
に
於
き
て
之
れ
を
弁
ず
べ
し

と
雖
ど
も
、
広
く
肉
髻
の
相
を
弁
ず
る
こ
と
、
其
の
濫
を

恐
れ
て
之
れ
を
略
す
。
今
、
茲
に
至
り
て
之
れ
を
記
し
竟

る
。
後
賢
、
之
れ
を
看
て
怪
む
こ
と
莫
れ
。

●
不
遇
諸
禍
等
と
は
、
自
下
、
文
に
両
義
有
り
。
一
義
は

滅
罪
生
善
の
両
益
と
見
る
。
謂
わ
く
、「
不
遇
諸
禍 141 

」

の
下
、「
生
死
之
罪 142 

」に
至
る
ま
で
、
滅
の
益
な
り
。「
獲

無
量
福 143 

」
の
一
句
は
生
善
の
益
な
り
。「
如
此
菩
薩

［628a

］但
聞
其
名 144 

」
の
二
句
は
、
滅
罪
・
生
善
の
両

益
に
懸
る
な
り
。
一
義
は
現
当
の
両
益
と
見
る
。
謂
わ
く
、

「
不
遇
諸
禍
浄
除
業
障 145 

」の
二
句
は
現
益
、「
除
無
数
却
」

の
下
、「
獲
無
量
福 146 

」
に
至
る
ま
で
、
当
益
な
り
。
或

い
は
「
獲
無
量
福
」
の
一
句
は
通
じ
て
現
当
両
益
に
亘
る

な
り
。
中
に
於
き
て
初
め
の
二
句
は
現
難
を
除
く
な
り
。

次
の
二
句
は
往
業
を
破
る
な
り
。
次
の
二
句
は
「
普
門
品 

147 
」
に
広
く
説
く
が
如
し
。

●
獲
無
量
福
と
は
、
世
・
出
世
の
福
を
無
量
福
と
云
う
。

即
ち
利
益
な
り
。
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●
先
観
頂
上
肉
髻
次
観
天
冠
と
は
、
別
し
て
此
の
二
を
指

す
。
肉
髻 148 

は
仏
に
降
り
、
冠
中
の
化
仏
は
大
勢
至
に

簡
ぶ
。
此
れ
観
音
の
別
相
な
り
。
下
文
に
「
但
観
首
相
知

是
観
世
音
知
是
大
勢
至
」
と
云
う
是
れ
な
り
『
会
疏
』
中
、
卅
五

紙 149 

。

第
十
一
勢
至
観
の
下
。
勢
至
観
の
来
意
は
、
観
音
は
左
面
、

勢
至
は
右
面
、
左
右
次
第
な
り
。
又
た
前
は
悲
を
主あ

ず

か
り
、

今
は
則
ち
、
智
を
主
か
る
、
悲
・
智
、
次
い
で
有
り
、
惣

じ
て
当
観
の
下
、
経
文
並
び
に
、『
疏
』
の
釈
、
多
く
之
れ

を
略
す
。
或
い
は
、
影
略
互
顕
の
意
有
り
。
見
悪
し
。
意

を
付
け
て
見
る
べ
し
。

●
次
復
応
観
大
勢
至
菩
薩
と
は
、
此
れ
惣
じ
て
観
の
名
を

挙
ぐ
。
即
ち
生
後
の
み
に
し
て
、
結
前
の
句
を
略
す
な
り
。

扨
、
今
家
並
び
に
記
主
所
覧
の
本
に
は
「
次
観
大
勢
至 

150 

」
に
作
る
。「
復
応
」
の
二
字
無
し
。

●
此
菩
薩
身
量
等
と
は
、
是
れ
従
り
已
下
、
今
家
、
多
く

虚
科
を
立
つ
。
此
の
菩
薩
、
応
に
観
音
に
同
じ
か
る
べ
し
。

故
に
、
経
文
無
し
と
雖
も
、
義
を
以
ち
て
、
加
釈
す
。
況

ん
や
下
の
文
に
「
余
の
諸
の
身
相
、
観
世
音
の
如
く
、
等

し
く
し
て
異
な
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し 151 

」
と
云
う
を

以
ち
て
の
故
に
。
経
文
は
之
れ
訳
家
の
略
の
み
。

●
大
小
と
は
、
上
に
之
れ
を
弁
ず
る
が
如
く
、
ホ
ド
ラ
イ

ト
云
ウ
こ
と
な
り
。『
科
』
に
「
光
相［628b

］等
類
観
音 

152 

」
と
は
、
光
相
と
は
、
光
相
相
好
な
り
。
但
し
観
音
の

身
光
に
は
五
道
を
現
ず
。
勢
至
は
爾
ら
ず
。
然
れ
ど
も
同

く
法
界
を
照
す
故
に
、
等
類
と
名
づ
く
。
故
に
、『
大
経
』

に
云
わ
く
、「
二
菩
薩
有
り
、
最
尊
第
一
な
り
。
威
神
光
明
、

普
く
三
千
大
千
世
界
を
照
す 153 

」。

●
面
各
百
二
十
五
由
旬
と
は
、「
二
菩
薩
の
身
量
、
既
に
等

し
。
円
光
、
何
ぞ
大
小
の
不
同
有
ら
ん
。
況
や
勢
至
は
光

明
を
徳
と
す
。
其
の
光
、
勝
る
べ
し
と
云
う
ト
キ
、
菩
薩

光
明
、
巻
舒
不
定
な
り
。
前
の
観
音
観
に
は
舒
業
を
明
か

す
。
故
に
百
千
由
旬
な
り
。
今
は
巻
業
を
論
ず
。
故
に

百
二
十
五
由
旬
な
り
道
誾
の
意
。
或
い
は
左
勝
右
劣
、
其
の

理
、
已
に
定
れ
り
『
疏
鈔
』
の
意
。
或
い
は
縁
に
由
り
て
同
じ

か
ら
ず
。
故
に
広
狭
有
り
憬
興
の
意
。
又
、
多
少
不
同
な
る
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所
以
は
、
或
い
は
菩
薩
の
化
現
に
殊
り
有
り
。
或
い
は
経

家
、
一
往
、
異
を
分
つ
。
下
、
皆
、
此
れ
に
例
せ
よ
『
正
観

記
』 154 

」。
上
来
、『
記
』
の
所
引 155 

、
但
し
記
主
の
意
は

道
誾
、
并
に
『
正
観
記
』、
其
の
義
、
依
用
か
。

●
照
二
百
五
十
由
旬
と
は
、「
問
う
。
穢
土
の
日
輪
五
十
一

由
旬
な
る
す
ら
、
尚
、
四
万
由
旬
の
四
天
下
を
照
ら
す
。

何
が
故
ぞ
、
円
光
百
廿
五
由
旬
な
る
に
、
只
、
二
百
五
十

由
旬
を
照
す
や
。
答
う
。
聖
境
測
り
難
し
。
云
何
ぞ
度
量

せ
ん
。
蓋
し
亦
た
、
縁
に
由
る
の
み
。
或
い
は
仏
光
、
蔽

う
が
故
に
、
今
は
仏
光
、
蔽
わ
る
る
辺
を
説
く
か
。『
科
』

三
化
仏
多
少
と
、
四マ

マ

種
と
は
多
少 156 
と
は
三
・
四
の
二
科
、

『
経
』
に
説
か
ず
と
雖
も
、「
観
音
観
」
に
凖
じ
て
、
今
、

亦
た
、
之
れ
を
立
つ
。
問
う
。
今
の
大
科
は
観
音
に
同
じ

か
ら
ざ
る
こ
と
を
述
す
、
何
ぞ
上
に
凖
ず
と
云
う
。
答
う
。

凡
そ
大
菩
薩
の
円
光
に
皆
、
化
仏
侍
者
有
り
。
何
ぞ
独
り

勢
至
の
み
然
ら
ざ
ら
ん
。
故
に
観
音
の
光
に
凖
じ
て
此
の

釈
を
作
す
な
り
。
但
し
「
不
同
」
と
言
う
は
此
に
円
光
の

広
狭
を
指
す
。［629a

］化
侍
の
有
無
に
関
ら
わ
ず
。
若
し

円
光
に
凖
ぜ
ば
化
仏
侍
者
も
、
亦
、
多
少
不
同
有
る
べ
し
。

然
る
に
『
経
』
に
説
か
ざ
る
故
に
、
其
の
数
、
知
り
難
し
」

已
上
『
記
』 157 

。

●
挙
身
光
明
と
は
、「
身
光
の
言
、
惣
別
を
兼
ぬ
る
な
り
。

総
と
は
身
の
諸
の
毛
孔
の
光
な
り
。
別
と
は
八
万
相
好
の

光
な
り
」『
楷
定
記
』「
定
」
八
巻
、
八
紙 158 

。

●
照
十
方
国
と
は
、
此
れ
も
亦
た
『
大
経
』
に
「
普
照

三
千 159 

」
の
文
と
相
違
ス
ル
ト
云
う
と
き
、『
大
経
』
の

説
は
、
常
光
な
り
。
今
は
、
挙
身
の
現
起
光
な
り
感
に
随
い
て
、

即
ち
照
し
て
、
能
く
物
の
苦
を
救
う
神
通
光
の
こ
と
な
り
。
時
と
し
て
十
方

国
を
照
ら
す
こ
と
有
り
。
故
に
、
相
違
に
非
ず
此
の
菩
薩
は
、

別
し
て
、
光
明
を
徳
と
す
。
今
、
此
の
穢
土
の
中
も
照
し
給
う
こ
と
、
有
る
べ
き
な

り
。『
大
経
』
の
「
三
千
」
は
、
即
ち
極
楽
を
指
す
。
他
方

に
因
准
し
て
、
且
く
「
三
千
」
と
云
う
。
当
に
知
る
べ
し
、

「
照
十
方
国
」
は
、
是
れ
神
通
光
な
る
こ
と
を
。

●
作
紫
金
色
と
は
、
光
明
の
触
る
る
所
の
器
界
・
草
木
・

人
畜
等
、
悉
く
皆
変
じ
て
、
紫
金
色
と
作
る
な
り
。

●
有
縁
衆
生
等
と
は
、「
二
義
有
る
べ
し
。
一
に
は
、
則
ち
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勢
至
結
縁
の
輩
な
り
。
二
に
は
、
是
れ
弥
陀
三
縁
の
類
な

り
。
勢
至
章
に
曰
わ
く
、〈
我
れ
本
、
因
地
に
、
念
仏
の
心

を
以
て
、
無
生
忍
に
入
る
。
今
、
此
の
界
に
於
き
て
、
念

仏
の
人
を
摂
し
て
浄
土
に
帰
せ
し
む
〉 160 

」『
楷
定
記
』「
定
」

八
巻
、
六
紙
。
当
に
知
る
べ
し
、
無
縁
衆
生
は
、
見
る
こ
と
能

わ
ざ
る
な
り
。

●
但
見
此
菩
薩
等
と
は
、
上
の
「
挙
身
光
明 161 

」
の
句

に
対
し
て
、「
但
」
と
曰
う
。「
問
う
。
因
果
の
位
、
別
な
り
。

何
が
故
ぞ
、
因
位
の
菩
薩
の
毛
光
を
見
る
に
依
り
て
、
諸

仏
の
果
の
上
の
浄
妙
光
明
を
見
る
や
。
答
う
。
今
家
大
師
、

其
の
由
を
釈
せ
ず
。
或
い
は
、
是
れ
勢
至
の
別
徳
に
し
て
、

其
の
光
明
、
其
の
徳
を
備
う
る
の
み
。
此
の
菩
薩
、
光
明

の
徳
を
得
た
ま
う
。
故
に
、
此
の
光
明
、
余
徳
に
勝
る
。

因
位
な
り
と
雖
も
、
果
上
に
斉
し
。
例
せ
ば
、
彼
の
文
珠

を
諸
仏
の
覚
母
と
し
、
諸
仏
の
師
と
し
、
観
音
を［629b

］

大
悲
の
王
と
し
て
、
諸
仏
の
慈
悲
を
総
集
し
、
普
賢
を
願

王
と
名
づ
け
て
、
一
切
諸
仏
の
行
願
の
本
と
す
る
が
如
し
。

斯
れ
乃
ち
、
各
お
の
宰
る
所
の
故
な
り
。
然
る
に
、
此
の

菩
薩
、
智
慧
を
宰
る
を
別
徳
と
す
。
故
に
、
其
の
光
明
、

是
の
如
く
の
徳
有
り
。
是
を
以
ち
て
無
辺
光
と
も
号
す
る

な
り
」
已
上
『
記
』
の
意 162 

。
因
位
な
れ
ど
も
、
別
徳
に
約
す
る
事
、
譬
え
ば
、

世
間
に
て
、
万
斛
取
り
の
大
名
が
一
人
扶
持
取
る
家
来
に
て
も
、
若
し
、
其
の
者
、

一
芸
有
る
時
は
、
主
人
に
其
の
徳
を
譲
る
。
今
も
亦
た
然
り
。
例
し
て
知
る
べ
し
。

●
浄
妙
と
は
、
清
浄
微
妙
な
り
。『
科
』
に
「
光
之
体
用 

163 

」
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
七
に
光
の
躰
用
を
明
か
す
。

即
ち
無
漏
を
体
と
す
。
故
に
智
恵
光
と
名
づ
く
。
又
た
能

く
、
十
方
三
悪
の
苦
を
除
息
す
れ
ば
、
無
上
力
と
名
づ
く
。

即
ち
為こ

れ

用
な
り 164 

」
已
上
。

●
以
智
慧
光
と
は
、『
記
』
に
云
わ
く
、「
仏
及
び
菩
薩
所

有
の
智
慧
よ
り
身
光
を
起
す
が
故
に
智
慧
光
と
名
づ
く 

165 

」
已
上
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
智
慧
は
体
な
り
、
光
明
は

用
な
り
。
今
、
用
を
説
く
に
体
を
挙
ぐ
。
智
慧
従
り
出
づ

る
光
明
な
る
が
故
に
、
智
慧
光
と
云
う
。
摩
尼
従
り
出
づ

る
水
を
摩
尼
水
と
云
う
が
如
し
。

●
普
照
一
切
と
は
、
一
切
衆
生
を
指
す
。
霊
芝
の
曰
わ
く
、

「
光
を
以
ち
て
衆
生
を
照
ら
す
。
苦
を
抜
き
、
楽
を
与
う 
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166 

」
已
上
。

●
令
離
三
塗
と
は
、
此
の
光
を
蒙
る
者
は
、
皆
、
三
途
を

離
る
。
今
、
重
き
に
約
し
て
「
三
途
」
と
云
う
。
実
に
は

人
天
を
も
離
れ
、
即
ち
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
せ
し
む

る
な
り
。

●
得
無
上
力
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
能
く
十
方
三
悪

の
苦
を
除
息
す
る
を
無
上
力
と
名
づ
く
。
即
ち
用
と
す
る

な
り 167 

」
已
上
。
言
う
こ
こ
ろ
は
智
慧
光
の
別
徳
、
仏
の

無
上
力
と
全
く
同
じ
き
が
故
に
、「
無
上
力
」
と
曰
う
無
上
力

は
即
ち
、
是
れ
果
上
の
徳
。
円
満
の
徳
光
な
る
が
故
に
、「
無
上
力
」

と
云
う
な
り
。
此
の
時
は
、
文
を
訓
じ
て「
離
」自
り「
令
」

に
之
く
。「
三
途
を
離
れ
し
む
る
に
無
上
力
を
得
た
り
」。

是
れ
、
今
家
の
意
な
り
。
又
た
、
天
台
・
知
礼
・
霊
芝
等

の
意
は
、
無
上
力
を
仏
果
と
見
て
、
先
づ
三
途
を
離
れ
、

［630a

］後
に
仏
果
を
得
せ
し
む
。
此
の
時
は
、
文
を
点
じ

て
、「
得
」
自
り
「
令
」
に
至
る
。「
三
途
を
離
れ
無
上
力

を
得
せ
し
む
」。
諸
師
は
遠
近
の
意
と
見
て
、
無
上
力
を
仏

果
と
見
る
な
り
。
今
家
は
光
の
体
用
と
科
し
て
智
慧
光
は

体
、
離
三
途
は
光
の
用
な
り
と
釈
し
た
ま
う
。
学
者
、
応

に
知
る
べ
し
。
扨
、
元
祖
大
師
を
円
光
と
号
す
る
は
、
是

れ
円
満
徳
光
の
義
な
り
。
円
満
と
言
う
は
、
仏
果
の
徳
な

り
。
即
ち
無
上
力
を
得
た
ま
う
。
茲
れ
に
因
り
て
円
光
大

師
と
号
す
『
合
讚
』
師
の
云
わ
く
、「『
清
海
曼
陀
』
の
銘
文
に
曰
わ
く
、〈
弥
陀

の
右
蓮
に
坐
し
て
衆
生
を
化
す
る
に
、
王
為
り
〉。
今
、
按
ず
る
に
、
元
祖
、
此
の

尊
の
応
跡
と
し
て
専
念
の
法
を
以
ち
て
、
普
く
群
生
を
化
し
、
堕
悪
を
免
れ
浄
邦
に

帰
入
せ
し
む
。
実
に
是
れ
本
地
の
慧
光
を
以
ち
て
垂
迹
の
徳
用
を
施
す
。
嗚
呼
、
皇お

う
い

な
る
か
な 168 

」。

●
名
無
辺
光
と
は
、「
此
の
名
、
既
に
是
れ
弥
陀
の
尊
号
な

り
。
知
り
ぬ
、
此
の
菩
薩
は
念
仏
の
心
を
以
ち
て
無
生
に

入
る
。
故
に
以
ち
て
此
の
称
を
立
つ
。
今
時
、
因
行
当
果

も
亦
た
然
り
。
故
に
『
大
経
』
に
云
わ
く
、〈
光
を
聞
き
て

称
念
す
れ
ば
彼
の
国
に
生
じ
已
り
て
諸
の
聖
衆
・
諸
仏
の

為
に
歎
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
、
還
た
今
の
如
し 169 

〉
応
に
知

る
べ
し
」『
楷
定
記
』「
定
」
八
巻
、
六
紙 170 

。

●
名
大
勢
至
と
は
、「
至
」、
或
い
は
「
志
」
に
作
る
。
至
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と
志
と
、
義
、
別
な
り
。『
思
益
経
』
第
三
に
曰
わ
く
、「
得

大
勢
菩
薩
の
言
わ
く
、〈
若
し
菩
薩
、
投
足
す
る
所
の
処
、

三
千
大
千
世
界
及
び
魔
の
宮
殿
を
震
動
す
。
是
れ
を
菩
薩

と
す
〉 171 
」
已
上
。
又
た
『
悲
華
経
』
三
巻
、
十
七
紙
取
意
に
曰

わ
く
、「
宝
蔵
仏
の
言
わ
く
、
汝
、
大
千
世
界
を
取
ら
ん
と

願
ず
る
に
由
る
が
故
に
、
今
、
当
に
汝
を
字
し
て
大
勢
志

と
す
べ
し 172 

」已
上
。『
法
華
疏
記
』
に
曰
わ
く
、「『
思
益
』

は
行
に
約
し
、『
悲
華
』
は
願
に
約
す
。『
思
益
』
は
威
勢

に
約
し
て
以
ち
て
勢
を
釈
す
。
正
し
く
字
義
に
当
た
れ
り
。

〈
取
大
千
〉
と
は
、
世
を
以
ち
て
執
を
釈
す
。
勢
力
を
も
て

世
を
取
る
。
其
の
志
に
違
わ
ず
。
志
の
大
な
る
を
以
ち
て

の
故
に
。
故
に
仏
、
之
れ
を
記
し
た
ま
う
。
志
、
世
を
取

る
故
に
、
亦
た
世
志
と
名
づ
く 173 

」
已
上
。
今
、
勢
至
と

言
う
は
、
勢
は
力
勢
、
至
は
至
極
の
義
な
り
。
勢
用
の
勝

れ
た
る
、
至
極
せ
る
菩
薩
と
い
う
こ
と
な
り
。
既
に

［630b

］無
上
力
を
得
た
ま
う
故
に
。

●
有
五
百
宝
華
と
は
、
観
音
は
毘
楞
伽
摩
尼
宝
を
天
冠
と

す
。
今
は
則
ち
宝
華
な
り
寳
華
、
即
ち
蓮
華
な
り
。『
糅
抄
』

四
十
一
巻
、
廿
二
紙
に
云
わ
く
、「
一
義
は
宝
華
、
即
ち
天
冠
な
り
。

一
義
は
宝
華
は
是
れ
天
冠
を
荘
厳
す
る
華
な
り 174 

」
已
上
。

或
る
本
に
「
宝
蓮
華
」
に
作
る
。

●
広
長
之
相
と
は
、「
長
」
の
字
、
ナ
ガ
シ
ト
訓
ズ
ル
ト
キ
ハ
、

濁
音
な
り
。
ヲ
サ
ト
訓
ズ
ル
ト
キ
ハ
清
音
な
り
。

●
皆
於
中
現
と
は
、
言
う
所
の
「
中
」
と
は
、
宝
台
の
中

な
り
。「
現
」
と
は
、
影
現
な
り
。
本
土
を
壊
せ
ず
、
大
小

を
現
ず
る
こ
と
、
無
碍
な
り
。
彼
の
本
土
、
此
の
影
現
、

数
、
増
減
無
し
。
謂
わ
く
、
宝
台
の
中
に
土
と
し
て
現
ぜ

ず
と
い
う
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
『
経
』
に
「
皆
於
中
現
」

と
云
う
。「
皆
」
の
言
の
表
す
所
、
此
の
宝
台
の
中
に
、
皆
、

悉
く
十
方
浄
土
を
摂
尽
す
。
是
の
故
に
本
土
も
増
せ
ず
、

現
土
も
減
ぜ
ず
。
例
せ
ば
宝
樹
の
宝
葢
の
中
に
大
千
界
を

現
ず
る
が
如
し
。
問
う
。
浄
土
は
弥
い
よ
広
く
、
宝
台
は

最
も
窄
し
。
豈
に
一
の
宝
台
、
十
方
を
包
容
せ
ん
や
。
答

う
。
若
し
迷
事
に
約
せ
ば
、
大
小
、
永
く
隔
た
る
。
若
し

悟
境
を
論
ぜ
ば
、
相
容
、
無
碍
な
り
。
例
せ
ば
、
維
摩
の

方
丈
の
如
し
已
上
、『
記
』
の
意 175 

。『
科
』
に
「
他
土
現
無
増
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減 176 

」
と
は
、『
疏
』
に
「
四
に
他
方
の
土
、
現
ず
れ
ど
も
、

彼
・
此
、
都
て
増
減
を
無
き
こ
と
を
明
か
す 177 

」
と
釈
す
。

『
楷
定
記
』「
定
」
八
巻
、
七
紙
に
曰
わ
く
、「
科
釈
・
子
段
の
四

の
中
、
三
は
文
、
一
は
義
な
り
。
義
科
の
中
に
〈
無
増
減
〉

と
は
、
本
土
も
増
ぜ
ず
、
現
土
も
減
ぜ
ず
。
理
、
必
然
の

故
に 178 

」。

●
偊
頭
摩
華
と
は
、
此
れ
に
赤
白
有
り
。
今
、
赤
蓮
華
を

取
る
。『
大
日
経
の
疏
』
に
云
わ
く
、「
鉢
頭
摩
に
復
た
二

種
有
り
。
一
に
は
、
赤
色
、
即
ち
此
の
間
の
蓮
華
な
り
。

二
に
は
、
白
色
な
り
。
今
、
此
の
間
に
有
る
白
蓮
華
、
是

れ
な
り
。
分
陀
利
に
非
ず 179 

」
已
上
。
霊
芝
に
曰
わ
く
、

「
鉢
頭
摩
、
此
に
赤
蓮
華
と
云
う 180 

」
已
上
。
問
う
。
肉
髻

は
紺
青
な
り
。
何
ぞ［631a

］紅
蓮
に
類
せ
ん
。
答
う
。『
観

仏
経
』「
観
相
品
」
に
曰
わ
く
、「
如
来
の
頂
骨
団
円
と
し
て
、

猶
お
葢
拳
を
合
せ
る
が
如
し
。 

其
の
色
、
正
白
な
り
。
若

し
、
薄
皮
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
紅
色
と
す
。
或
い
は
、

厚
皮
を
見
れ
ば
、
則
ち
金
剛
色
な
り 181 

」
已
上
。
上
来
、『
記
』 

182 

の
所
引
な
り
。
但
、『
観
仏
経
』
は
、『
合
讃
』 183 

所
引
を
載
す
。
私
に
按
ず

る
に
、
薄
皮
と
言
う
は
、
肉
相
、
外
に
見
る
べ
か
ら
ず
。
此
れ
則
ち
、『
観
念
法
門
』

に
、『
経
』
に
依
り
、
観
仏
の
方
軌
を
陳
ぶ
る
中
に
、「
頭
骨
、
雪
色
を
作
し
て
脳
、

玻
糅
色
の
如
し 184 

」
と
云
え
る
は
是
れ
な
り
。
厚
皮
と
言
う
は
、
外
相
に
し
て

金
色
な
り
。
紺
青
螺
髪
、
其
の
上
に
生
ず
。
是
を
以
ち
て
外
よ
り
し
て
之
れ
を
見
れ

ば
、
則
ち
是
れ
一
等
螺
髪
な
り
。『
観
念
法
門
』
に
、「
頭
皮
、
金
色
を
作
す
。
髪
、

紺
青
色
を
作
す 185 

」
と
云
え
る
是
れ
な
り
。

●
於
肉
髻
上
有
一
宝
缾
と
は
、
応
に
冠
中
に
在
る
べ
し
。

然
る
に
、
前
の
冠
中
も
亦
た
肉
髻
の
上
な
り
。
上
下
文
異

に
し
て
、
互
い
に
顕
せ
り
『
会
疏
』
中
、
三
十
七
紙 186 

。

●
盛
諸
光
明
と
は
、
光
体
一
な
り
と
雖
も
、
光
色
差
別
、

或
い
は
滅
罪
生
善
等
の
徳
用
差
別
、
其
の
数
無
量
な
り
。

故
に
「
諸
光
」
と
云
う
。
或
い
は
、
此
れ
宝
缾
、
応
に
摂

取
光
を
盛
る
べ
し
。『
五
会
讃
』
に
曰
わ
く
、「
頂
上
の
宝
缾
、

光
、
顕
照
し
て
普
く
念
仏
往
生
の
機
を
収
む 187 

」
已
上
。

●
余
諸
身
等
と
は
、
此
れ
は
其
の
因
を
示
す
。
身
色
・
面

相
・
毫
相
等
な
り
。

●
此
菩
薩
行
時
と
は
、『
科
』
に
「
行
不
同
相 188 

」
と
云
う
。

然
る
に
、「
此
の
句
に
は
、
不
同
の
言
無
し
と
雖
も
、
下
の
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句
に
は
、
広
く
不
同
の
相
を
説
く
が
故
に
、
此
の
句
に
亦

た
不
同
の
意
を
含
む
。
若
し
直
ち
に
之
れ
を
言
わ
ば
、
応

に
行
相
と
云
う
べ
し 189 

」
已
上
、『
記
』。
今
、
按
ず
る
に
経

文
の
「
行
時
」
の
二
字
に
不
同
の
意
、
有
り
。
其
の
不
同

の
相
、
次
下
の
経
文
、
段
々
に
之
れ
を
説
く
。
故
に
、
其

の
意
を
得
て
、
斯
く
の
如
く
科
釈
し
た
ま
う
。

●
十
方
世
界
一
切
震
動
と
は
、
此
の
文
、
影
略
互
顕
な
り
。

坐
す
る
時
、
自
国
揺
ぎ
、
行
く
時
、
十
方
動
ず
。
実
に
は
、

坐
行
共
に
自
他
の
土
、
動
ず
。
爾
れ
ば
、
此
の
処
に
七
宝

国
土
一
時
動
揺
の
句
を
入
れ
て
、
見
る
ベ
シ
。
此
の
七
宝

国
土
と
い
う
は
、
極
楽
を
指
す
。
故
に
自
国
な
り
。
爾
れ

ば
、
次
に
他
国
の
十
方
動
の
句
有
る
べ
き
こ
と
な
り
。
故

に
、
具
に
は
応
に［631b

］此
の
菩
薩
、
行
く
時
、
極
楽
及

び
十
方
世
界
一
切
震
動
す
と
言
う
べ
し
。
今
、
下
の
坐
時

を
以
ち
て
此
の
行
時
を
顕
す
。
是
れ
、
影
略
互
顕
な
り
。

下
の
坐
時
の
処
も
須
く
之
れ
に
凖
じ
て
知
る
べ
し
。
惣
じ

て
、
観
世
音
は
、
大
悲
を
以
ち
て
の
故
に
柔
軟
な
り
。
此

の
菩
薩
は
、
知
慧
勝
る
が
故
に
勢
盛
な
り
。

●
一
切
震
動
と
は
、
既
に
大
勢
至
と
名
づ
く
。
其
の
勢
力

有
り
。
力
用
の
足
を
蹈
む
が
故
に
、
自
国
・
他
国
、
皆
、

悉
く
震
動
す
る
な
り
。

●
有
五
百
億
宝
華
と
は
、
宝
華
は
蓮
花
な
り
。『
般
舟
讃
』

に
云
わ
く
、「
勢
至
、
行
く
時
、
法
界
を
震
う
。
震
う
処
に

蓮
華
自
然
に
出
づ
。
蓮
花
の
荘
厳
、
極
楽
の
如
し
。
一
切

の
仏
国
、
皆
、
是
の
如
し 190

」 

。

●
高
顕
と
は
、
殊
更
に
秀
で
て
勝
れ
た
る
を
高
顕
と
云
う
。

高
き
を
云
う
に
は
非
ず
。
只
、
勝
れ
て
目
に
立
つ
気
味
な

り
。

●
如
極
楽
世
界
と
は
、
衆
宝
合
成
し
て
高
顕
最
勝
な
り
。

故
に
類
同
と
す
『
楷
定
記
』「
定
」、
八
巻
、
七
紙 191 

。
此
の
下
「
宝

華
荘
厳
高
顕
」
の
六
字
を
入
れ
て
見
る
べ
し
。
極
楽
世
界
、

宝
華
荘
厳
、
高
顕
な
る
が
如
し
。

●
此
菩
薩
坐
時
と
は
、
此
の
下
へ
「
十
方
世
界
一
切
震
動
」

の
句
を
入
れ
て
見
る
べ
し
。

●
七
宝
国
土
と
は
、
此
れ
自
国
の
極
楽
な
り
。
他
方
は
行

く
時
顕
し
、
自
国
は
坐
す
る
時
顕
す
。
影
略
互
顕
な
り
。
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具
に
は
、
応
に
此
の
菩
薩
行
く
時
、
極
楽
及
び
他
方
一
切

震
動
す
、
又
た
坐
す
る
時
、
他
方
及
び
極
楽
一
時
に
動
揺

す
と
言
う
べ
し
。
今
、
互
に
一
辺
を
挙
ぐ
る
の
み
。『
科
』

に
「
三
に
次
に
他
方
を
動
ず 192 

」
と
は
、
此
れ
は
是
れ

虚
科
な
り
。
上
の
「
行
時
震
動
十
方
」
に
准
ず
る
に
、
坐

す
る
時
も
亦
た
、
十
方
を
震
動
す
べ
し
。
今
、
上
下
と
言

い
て
八
方
を
明
か
さ
ず
。
故
に
虚
科
を
立
て
、
以
ち
て
其

の
意
を
顕
す
。

●
従
下
方
金
光
仏
刹
等
と
は
、
十
方
の
中
に
於
き
て
上
下

の
二
方
を
挙
げ
て
、
八
方
を
略
す
な
り
。「
乃
至
」の［632a

］

言
の
中
に
八
方
有
り
。
其
の
動
ず
る
国
土
は
、
下
方
金
光

仏
刹
従
り
乃
ち
上
方
光
明
王
仏
刹
に
至
る
。『
疏
』及
び『
記
』

の
意
に
准
ず
る
に
、「
王
仏
刹
」
の
下
は
言
を
略
せ
り 193 

。

「
莫
不
動
揺
」
の
四
字
を
入
れ
て
、
応
に
、
光
明
王
仏
刹
、

動
揺
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
莫
し
と
言
う
べ
し
。
然
る
に
霊

芝
の
意
は
、「
従
下
方
」
の
下
は
動
相
を
説
か
ず 194 

。
知

り
ぬ
、
是
れ
応
に
、
無
量
塵
数
の
分
身
の
仏
菩
薩
の
所
在

の
処
を
明
か
す
べ
し
と
い
う
こ
と
を
。
故
に
次
下
の
分
身

雲
集
の
科
に
懸
け
て
見
た
ま
う
な
り 195 

。
此
の
義
、
今

家
の
意
に
非
ず
。『
疏
』
に
は
「
四
に
は
下
上
の
仏
刹
を
動

揺
す
る
多
少
の
相
を
明
か
す 196 

」
と
云
い
、『
般
舟
讃
』

に
は
、「
坐
す
る
時
、
先
ず
弥
陀
国
を
動
ず
、
後
、
上
下
塵

沙
刹
に
震
う 197 

」
と
云
う
。
経
文
、
動
の
言
無
し
と
雖

ど
も
、
行
く
時
の
震
動
、
既
に
十
方
に
逮
ぶ
。
坐
す
る
時

の
動
揺
、
何
ぞ
自
国
に
局
ら
ん
、
况
や
動
揺
に
拠
り
て
分

身
遠
く
来
た
る
。
何
ぞ
動
揺
国
土
と
分
身
所
在
と
各
別
な

り
と
云
わ
ん
。
今
の
解
は
理
に
順
ぜ
り
。
霊
芝
の
所
判
、

依
用
に
足
ら
ず
已
上
、『
記
』
意 198 

。

●
於
其
中
間
と
は
、
上
下
八
方
の
中
間
義
と
い
う
な
り
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
八
方
上
下
動
揺
の
処
を
指
し
て
、
中
間

と
云
う
。

●
皆
悉
雲
集
極
楽
国
土
と
は
、
此
の
菩
薩
、
坐
す
る
時
、

動
揺
し
給
う
に
、
一
仏
二
菩
薩
、
無
量
の
国
土
へ
分
身
し

た
ま
う
。
其
の
分
身
の
仏
菩
薩
、
皆
、
悉
く
極
楽
国
土
へ

帰
り
、
集
り
給
う
な
り
。
之
れ
を
以
ち
て
、
経
文
を
見
る

に
、
行
き
た
ま
う
時
、
仏
菩
薩
の
分
身
、
亦
た
十
方
に
徧
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満
す
べ
し
。
今
、
来
集
よ
り
、
之
れ
を
見
れ
ば
十
方
に
行

く
こ
と
を
説
か
ざ
る
は
、
文
の
略
な
り
。
故
に
『
記
』
に
、

「
間
う
て
云
わ
く
、
何
が
故
ぞ
行
く
時
の
動
揺
に
分
身
雲
集

を
説
か
ざ
る
や
。
答
う
、
或
い
は
化
儀
不
定
な
り
。
或
い

は
影
顕
の
意
な
る
の
み 199 

」
老
師
、
云
わ
く
、
此
の
二
義
中
に
化
儀

不
定
と
云
う
は
、『
記
』
の
釈
、
恐
ら
く
は
取
違
へ
る
か
。
言
う
所
の
分
身

と
は
、『
般
舟
讃
』
廿
六
紙
の
中
に
「
化
身 200 

」
と
言
う
と

謂
ど
も
、
理
、［632b

］報
化
に
通
ず
。
上
輩
に
、〈
報
身
兼

化
共
来
授
手 201 

〉
と
説
く
が
如
し
。
此
れ
即
ち
十
方
往

迎
の
身
な
り
『
楷
定
記
』
定
八
、
巻
八
紙 202 

。

●
側
塞
空
中
と
は
、
極
楽
界
空
中
な
り
。
側
塞
は
ソ
バ
ダ

チ
フ
サ
ガ
ル
ナ
レ
バ
、
数
多
き
こ
と
を
顕
す
。
分
身
の
仏

菩
薩
、
無
数
塵
沙
の
如
き
故
に
オ
シ
ヤ
ウ
テ
、
塞
ガ
ル
ホ

ド
多
き
ト
云
う
気
味
な
り
。

●
度
苦
衆
生
と
は
、
度
苦
と
言
う
は
、
彼
土
の
苦
は
地
前

を
地
上
に
望
み
て
、
苦
と
す
。
下
智
証
を
上
智
証
に
望
み

て
、
苦
と
す
。
是
れ
「
但
だ
、
下
位
を
進
め
て
上
位
に
昇

ら
し
め
、
下
証
を
転
じ
て
上
証
を
得
せ
し
め
ん
が
為
に
、

本
所
求
に
称
う
を
、
即
ち
名
づ
け
て
楽
と
す
。
故
に
度
苦

と
言
う
な
り 203 

」
已
上
『
疏
』。
又
た
感
師
は
、「
通
じ
て
、

自
他
の
土
の
苦
の
衆
生
を
度
す 204 

」
と
言
う
。
自
国
の

衆
生
は
苦
苦
無
き
と
雖
ど
も
行
苦
を
離
れ
し
む
る
を
名
づ

け
て
度
苦
と
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
扨
、
此
の
分
身
の

説
法
も
亦
た
、
影
略
互
顕
な
り
、
謂
わ
く
上
の
行
時
の
処

も
十
方
国
の
衆
生
の
為
に
分
身
説
法
有
る
べ
し
。

●
観
此
菩
薩
者
等
と
は
、
観
の
利
益
を
明
か
す
。
此
の
文

の
中
に
滅
罪
と
往
生
と
二
の
利
益
有
り
。
応
に
知
る
べ
し
。

●
不
処
胞
胎
と
は
、『
記
』
に
三
義
有
り
。
一
義
は
「
若
し

浄
土
に
生
ず
れ
ば
胎
生
を
受
け
ざ
れ
ど
も
未
だ
胎
生
を
離

れ
ず
、
生
死
絶
え
ず
。
今
、
勢
至
の
智
光
に
逢
う
の
者
は
、

常
に
妙
土
に
遊
び
、
永
く
胞
胎
を
絶
つ
。
其
の
実
に
は
浄

土
に
往
生
す
る
時
、
三
界
・
四
生
、
一
時
に
頓
に
捨
す
。

今
は
、
人
胎
に
約
す
故
に
胞
胎
と
云
う
」。
一
義
は
「
三
界

の
牢
獄
を
以
ち
て
胞
胎
と
す
。
故
に
『
礼
讃
』
に
云
わ
く
、

〈
三
界
の
内
に
流
浪
し
て
痴
愛
を
も
ち
て
胎
獄
に
入
る 205 

〉

と
。
此
れ
は
三
界
に
処
す
る
こ
と
、
猶
し
胞
胎
の
如
し
」。
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一
義
は
「
疑
惑
の
胎
生
を
指
し
て
胞
胎
と
す 206 

」。

●［633a

］此
観
成
已
と
は
、
前
々
の
例
に
任
せ
ば
、
当
観

を
指
し
て
「
此
観
」
と
曰
う
。
又
た
は
観
・
勢
両
観
を
指

し
て
「
此
観
」
と
曰
う
。
是
れ
、
通
じ
て
二
菩
薩
の
観
を

兼
ぬ
る
な
り
。

●
名
為
具
足
等
と
は
、「
此
の
二
菩
薩
は
悲
智
一
双
に
し
て

相
い
離
れ
ざ
る
が
故
に
同
じ
く
弥
陀
仏
の
化
儀
を
助
く
。

故
に
合
し
て
以
ち
て
牒
結
す
」
已
上
『
記
』 207 

。
扨
、
具
足

観
と
言
う
と
雖
も
更
に
別
し
て
観
世
音
を
観
ず
る
に
非
ず
。

例
せ
ば
、
依
境
観
の
終
り
に
総
観
想
と
云
う
が
如
く
、
此

れ
依
報
を
一
一
に
別
観
す
る
に
非
ず
。
只
、
依
報
を
一
処

に
括
り
て
結
す
る
な
り
具
に
前
に
記
す
る
が
如
し
。
又
た
、
此
の

観
・
勢
の
両
観
成
就
ス
レ
バ
悲
智
一
双
を
も
ち
て
具
足
観

と
云
う
。
若
し
一
方
計
り
ニ
テ
ハ
具
足
観
に
は
非
ず
。

第
十
二
普
観
想
の
下
。
普
観
の
「
来
意
は
、
上
来
、
極
楽

の
依
正
二
報
・
身
土
主
伴
、
具
に
之
れ
を
観
じ
畢
り
ぬ
。

往
生
の
行
、
已
に
満
足
す
。
然
る
に
上
の
諸
観
を
修
す
る

こ
と
は
本も

と

、
往
生
の
為
な
り
。
已
に
依
正
を
観
ず
と
雖
も
、

未
だ
往
生
の
観
を
修
せ
ず
。
故
に
上
に
次
い
で
、
此
の
観

来
れ
り 208 

」
已
上
。
扨
、
此
の
普
往
生
観
は
別
し
て
殊
勝

ナ
ル
観
ナ
リ
。
人
々
、
心
を
懸
け
て
常
に
観
ず
べ
し
。
又

た
、
普
観
の
名
義
、
具
に
下
に
至
り
て
弁
ず
べ
し
。

●
見
此
事
時
と
は
、
総
じ
て
は
前
の
十
一
観
を
指
し
て
「
此

事
」
と
曰
う
。
謂
わ
く
、
此
の
観
は
、
是
れ
自
身
彼
国
に

往
生
し
て
前
の
十
一
観
の
中
の
依
正
を
見
、
彼
の
説
法
を

聞
く
こ
と
を
観
ず
。
故
に
広
く
は
前
の
十
一
観
を
指
し
、

別
し
て
は
次
上
の
勢
至
の
一
観
を
指
し
て
「
此
事
」
と
曰
う
。

謂
わ
く
、
上
来
諸
観
の
結
前
、
次
上
を
指
す
が
故
に
。
又

た
、
用
欽
は
前
の
三
観
を
指
し
、
戒
度
は
前
の
五
観
を
指
す 

209 

。
此
の
如
き
の
多
義
有
り
と
雖
も
初
義
を
正
と
す
。

●
当
起
自
心
と
は
、
自
心
と
言
う
は
、
想
念
即
能
観
の
心

な
り
。
所
謂
、
観 

［633b

］行
は
方
に
自
心
を
運
び
て
、
勝

解
作
意
し
て
、
想
念
を
生
起
す
べ
し
。
日
観
に 

「
当
起
想

念 210 

」
と
云
う
が
如
し
。

●
於
蓮
華
中
結
跏
趺
坐
と
は
、
問
う
。
何
が
故
ぞ
、
来
迎

の
儀
式
を
観
ぜ
ざ
る
。
答
う
。
此
の
処
、
経
文
甚
だ
略
な
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り
。
故
に
、
元
祖
大
師
、
経
文
の
次
第
に
依
り
て
、
詳
ら

か
に
往
生
の
想
を
釈
し
た
ま
う
。
往
生
の
想
と
は
、
謂
わ

く
、「
華
台
聖
衆
、
未
だ
来
迎
せ
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、

予
じ
め
来
迎
の
想
を
為
す
。
未
だ
命
終
せ
ず
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
、
予
じ
め
命
終
の
想
を
為
す
。
未
だ
蓮
台
に
乗
ぜ

ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
予
じ
め
蓮
台
に
乗
ず
る
想
を
為

す
。
未
だ
往
生
せ
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
予
じ
め
往
生

の
想
を
為
す
。
未
だ
宝
池
に
入
ら
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、

予
じ
め
宝
池
に
入
る
想
を
為
す
。
蓮
華
、
未
だ
開
か
ず
と

雖
も
、
而
れ
ど
も
、
予
じ
め
蓮
華
開
く
る
想
を
為
す
。
眼

目
、
未
だ
開
か
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
予
じ
め
眼
目
開

く
る
想
を
為
す
。
光
明
、
未
だ
照
さ
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど

も
、
予
じ
め
光
明
照
す
想
を
為
す
。
未
だ
仏
・
菩
薩
を
見

ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
予
じ
め
仏
・
菩
薩
を
見
る
想
を

為
す
。
未
だ
水
鳥
・
樹
林
、
諸
仏
の
説
法
を
聞
か
ず
と
雖
も
、

而
れ
ど
も
、
予
じ
め
之
れ
を
聞
く
想
を
為
す
。
此
の
如
き

の
勝
解
作
意
を
も
て
、
往
生
の
観
を
為
す
。
此
の
観
、
若

し
成
ず
れ
ば
、
必
ず
往
生
を
得 211 

」
と
已
上
。
故
に
知
ん

ぬ
。
来
迎
の
文
は
略
し
て
無
き
の
み
。
又
、
当
観
の
行
者

は
、
勝
解
作
意
し
て
来
迎
の
想
を
越
え
て
、
直
ち
に
、
自

身
、
蓮
華
の
中
に
在
り
と
観
す
る
な
り
。
扨
、
此
の
普
観

は
、
散
心
の
行
者
も
想
い
習
う
べ
き
観
な
り
。
時
々
心
を

懸
け
て
観
じ
習
う
べ
し
。
別
し
て
睡
眠
に
入
ら
ん
時
ナ
ド

ハ
、
此
の
観
を
作
ス
ベ
シ
ト
叮
嚀
に
勧
化
ア
リ
。

●
作
蓮
華
合
想
と
は
、「
問
う
。
上
品
上
生
、
尚
、
華
合
無

し
。
況
ん
や
勝
れ
た
る
定
機
、
何
ぞ
華
合
有
ら
ん
。
答
う
。

定
観
の
勝
機
、
既
に
華
合
を
観
ず
。
故
に
知
ん
ぬ
。
一
切

皆
、
華
合
有
る
と
云
う
こ
と
を
。
上
品
も
亦
た
華
合
有
り

と
雖
も
、
而
れ
ど
も
、
華
開
速
や
か
な
り
。
故
に
、［634a

］

『
経
』
に
説
き
た
ま
わ
ず
。
若
し
、
爾
ら
ず
ん
ば
、
上
上
に

第
十
門
を
欠
く
過
有
り 212 

」
已
上
『
記
』。
私
に
云
わ
く
。
既
に
五

苦
所
逼
の
観
法
、
縦
い
、
定
機
と
雖
も
、
本
、
是
れ
凡
夫
な
り
。
三
業
障
有
る
べ
し
。

何
ぞ
、
華
合
無
か
ら
ん
。
上
上
品
は
、
暫
時
の
華
合
に
し
て
、
華
開
速
疾
の
故
に
、

『
経
』
に
説
か
ず
。
又
た
、
按
ず
る
に
、
此
の
華
合
は
、
命
終
・
来
迎
の
時
の
所
乗

の
蓮
華
か
。『
疏
』、
既
に
、
坐
し
已
れ
ば
、
華
合
す
る
想
を
作
す 213 

。
今
、
此

の
相
を
説
く
な
ら
ん
。
上
下
品
の
文
に
云
わ
く
、「
金
蓮
華
に
坐
し
て
、
坐
し
已
り
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て
華
合
し
て
、
世
尊
の
後
に
随
う 214 

」
と
。
中
中
品
に
云
わ
く
、「
蓮
華
即
合
し

て
西
方
に
生
ず 215 

」
と
。
若
し
、
此
れ
等
の
観
想
ナ
ル
ベ
キ
か
。
今
、
且
く
、

開
想
有
る
に
対
し
て
、
合
想
を
説
く
な
り
。『
述
将
記
』
二
巻
四
十
紙 216 

を
併
せ

見
よ
。

●
作
蓮
華
開
想
と
は
、
罪
障
悉
く
尽
き
て
須
臾
開
想
を
作

す
な
り
。

●
五
百
色
光
と
は
、
仏
及
び
菩
薩
の
光
明
な
ら
ん
か
。
上

中
品
に
云
わ
く
、「
宿
を
経
て
、
即
ち
開
き
、
仏
及
び
菩
薩
、

倶
時
に
光
明
を
放
ち
て
行
者
の
身
を
照
ら
す
。
目
、
即
ち

開
明
な
り 217 

」
と
。『
般
舟
讃
』
に
云
わ
く
、「
弥
陀
を

見
た
て
ま
つ
る
に
、
光
、
雑
色
な
り
。
光
光
、
自
身
を
相

い
照
ら
し
、
来
た
る
と
想
え 218 

」。
或
い
は
依
・
正
に
通

ず
べ
し
。
次
下
の
演
法
、
依
・
正
に
通
ず
る
が
故
に
。
照

身
も
亦
た
然
な
ら
ん
。

●
来
照
身
想
と
は
、
未
だ
照
さ
ざ
る
已
前
は
朦
朧
と
し
て

居
す
る
な
り
。

●
眼
目
開
想
と
は
、
是
れ
心
眼
と
や
為
ん
、
将
た
眼
根
明

か
に
成
り
た
る
を
云
う
や
。
謂
わ
く
、
一
義
に
、
経
文
、

既
に
「
眼
目
」
と
云
う
。
知
り
ぬ
、
是
れ
、
眼
、
明
ら
か

に
成
り
た
る
な
り
。
喩
え
ば
冷
水
を
も
て
面
を
洗
え
ば
、

則
ち
眼
目
即
明
な
る
が
如
し
。
一
義
は
、
光
明
に
照
ら
さ

る
。
故
に
心
眼
明
か
な
る
を
云
う
。
問
う
。
眼
根
に
約
す

る
義
、
未
だ
審
か
な
ら
ず
。
含
花
の
時
、
尚
、
盲
者
に
非

ず
。
如
何
。
答
う
。
花
、
開
け
て
初
め
て
光
明
に
照
ら
さ

れ
て
、
広
大
の
国
土
を
見
る
故
に
、
眼
根
開
け
て
明
か
に

成
る
な
り
。
彼
の
上
品
下
生
見
仏 219 

の
如
し
。
応
に
知

る
べ
し
。

●
見
仏
菩
薩
と
は
、
仏
は
即
ち
彼
土
の
中
の
報
身
の
変
化

の
諸
も
ろ
の
弥
陀
仏
な
り
。
菩
薩
は
即
ち
二
大
菩
薩
及
び

諸
も
ろ
の
清
浄
菩
薩
衆
な
り
。

●
満
虚
空
中
と
は
、
満
空
と
は
、
葢
し
多
き
を
謂
う
な
り
。

宝
樹
の
下
、
宝
池
の
上
、
宝
楼
の
中
、
皆
、
悉
く
徧
満
す
。

喩
え
ば
世
間
ニ
テ
座
敷
一
杯
有
る
ト［634b

］云
う
が
如
し
。

●
十
二
部
経
と
は
、
浄
土
経
を
指
す
。
浄
土
経
の
中
に
所

観
の
境
を
明
か
す
を
以
ち
て
の
故
に
。
既
に
三
経
の
所
説
、

一
轍
に
し
て
毛
頭
、
異
る
こ
と
無
し
。
故
に
浄
土
の
三
部
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を
指
し
て
十
二
部
経
と
云
う
。
新
訳
に
は
翻
じ
て
十
二
分

教
と
す
。
或
い
は
一
経
に
十
二
分
を
具
す
る
有
り
。
或
い

は
其
の
多
分
少
分
を
具
す
る
有
り
。
今
は
、
則
ち
言
、
総

に
し
て
通
じ
て
十
二
と
称
す
。『
涅
槃
』
に
云
う
が
如
し 220 

。

小
乗
は
九
部
広
と
問
と
記
と
を
除
く
、
大
乗
は
十
二
部
な
り
と
『
合

讚
』
末
、
十
四
紙
。
同
、
四
十
七
紙 221 

。
併
せ
見
よ
。
小
乗
に
も
亦
た
、
十
二

部
有
る
事
、『
探
要
記
』
十
一
巻
、
五
紙 222 

。

●
見
此
事
已
と
は
、
如
上
の
依
正
二
報
荘
厳
、
皆
、
悉
く

見
る
を
云
う
な
り
。

●
是
為
普
観
想
と
は
、
具
に
普
往
生
観
と
云
う
。
普
観
と

名
づ
く
る
に
、
多
義
有
り
。
先
づ
、
普
と
は
遍
な
り
。
彼

土
の
依
正
、
悉
く
観
ず
る
が
故
に
。『
記
』
に
云
わ
く
、「
自

ら
彼
に
生
じ
て
遍
く
依
・
正
を
見
る
こ
と
を
観
ず
。
故
に

普
観
と
名
づ
く
。
故
に
下
の
文
に
云
わ
く
、〈
念
を
注と

ど

め
て

西
方
を
見
ん
と
願
ず
れ
ば
、
依
正
二
厳
、
了
了
と
し
て
常

に
眼
に
見
る
が
如
く
し
て 223 

〉
已
上
。
斯
れ
乃
ち
自
の
往

生
に
就
き
て
前
の
十
一
観
を
結
す
る
な
り
。
又
た
始
め
自

生
よ
り
、
終
り
聞
法
に
至
る
ま
で
、
遍
く
自
身
往
生
の
諸

相
を
観
ず
。
故
に
普
観
と
名
づ
く
元
祖
。
又
た
、〈
惣
じ
て

無
量
寿
仏
の
身
と
及
び
徒
衆
と
教
門
と
を
観
ず
。
故
に
普

観
と
名
づ
く 224 

〉
嘉
祥
。
又
た
、〈
自
身
の
往
生
想
を
作
し

て
、
彼
の
境
界
に
称
い
て
、
一
一
に
具
足
し
て
観
ず 225 

〉。

故
に
普
観
と
名
づ
く
天
台
。
又
た
、〈
今
、
彼
に
生
じ
て
依

正
の
諸
相
を
普
見
普
聞
せ
ん
こ
と
想
う
を
、
名
づ
け
て
普

観
と
す 226 

〉
知
礼
。
又
た
、〈
双
べ
て
依
正
を
結
す
。
故
に
普
の
名
を
得 

227 

〉
霊
芝
。
又
た
、
普
と
は
詳
に
解
せ
ば
四
義
有
り
。
一
に

諸
仏
・
菩
薩
の
普
、
二
に
依
・
正
両
報
の
普
、
三
に
見
色
・

聞
声
の
普
、
四
に
仮
・
実
合
観
の
普
。
応
に
理
の
如
く
思

う
べ
き
な
り 228 

〉
憬
興
。
諸
師
の
同
・
異
、
学
者
、
思
択

せ
よ
。 229 

」
已
上
『
記
』。
但
し
、
上
来
、［635a

］諸
師
の
同
・

異
有
り
と
雖
も
、
元
祖
の
釈
、
正
と
す
べ
き
な
り
。

●
名
第
十
二
観
と
は
、
上
来
の
十
二
観
は
、
正
く
韋
提
の

請
を
答
う
。
下
の
一
観
は
請
に
因
り
て
下
機
鈍
根
の
為
に

説
き
た
ま
う
。
故
に
別
機
の
観
な
り
。

●
無
量
寿
仏
等
と
は
、
此
の
二
十
三
字
は
観
の
利
益
護
念

を
明
か
す
。
此
の
文
、
上
下
に
通
ず
。
先
づ
、
観
を
分
か
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ち
て
二
と
す
。
一
に
は
次
第
観
、
二
に
は
各
別
観
な
り
。

上
来
は
上
根
に
約
し
、
下
の
一
観
は
下
根
に
約
す
。
此
の

文
、
中
間
に
在
り
て
上
下
に
通
ぜ
し
む
。
爾
れ
ば
、
此
の

護
念
は
、
当
観
の
利
益
に
局
ら
ず
、
上
件
の
諸
観
、
一
観

毎
に
観
成
の
者
は
、
皆
、
護
念
有
り
。
下
の
雑
想
観
、
亦

た
、
然
な
り
。
其
の
上
、
此
の
観
は
依
正
の
終
り
、
下
の

一
観
は
別
機
の
観
に
し
て
、
依
正
、
混
雑
す
。
故
に
中
間

に
置
き
て
、
前
後
に
通
ぜ
し
む
。
此
れ
は
是
れ
、
訳
者
の

筆
体
な
り
。

●
化
身
無
数
と
は
、
是
れ
亦
た
、
中
間
に
置
き
て
下
の
二

菩
薩
に
も
通
ぜ
し
む
る
な
り
。

●
常
来
至
此
行
人
之
所
と
は
、
此
れ
、
重
ね
て
能
観
の
人
、

弥
陀
等
の
三
身
護
念
の
益
を
蒙
る
こ
と
を
明
か
す
。『
観
念

門
』
に
云
わ
く
、「
若
し
人
有
り
て
、
一
切
時
処
に
日
夜
至

心
に
弥
陀
浄
土
の
二
報
荘
厳
を
観
想
す
れ
ば
、
若
し
は
見
、

見
ざ
る
も
、
無
量
寿
仏
、
無
数
の
化
仏
を
化
作
し
、
観
音
・

大
勢
至
、
亦
た
無
数
の
化
身
を
作
し
て
、
常
に
此
の
行
人

の
所
に
来
至
す
と
。
亦
た
是
れ
、
現
生
護
念
増
上
縁
な
り 

230 

」
と
。
即
ち
是
れ
定
観
の
利
益
、
覆
護
々
念
の
為
に
行

者
の
所
に
来
至
し
た
ま
う
。
此
の
如
く
観
の
利
益
マ
デ
ヲ

説
き
玉
イ
テ
諸
観
を
結
し
た
ま
う
な
り
。

第
十
三
雑
想
観
の
下
。
雑
観
の
来
意
は
、「
先
に
は
大
身
の

仏
・
菩
薩
を
観
じ
、
今
は［635b

］小
身
の
仏
・
菩
薩
を
観
ず
。

此
に
れ
三
意
有
り
。
一
に
、
先
づ
大
身
を
観
ず
る
こ
と
は
、

行
者
を
し
て
自
在
に
之
れ
を
観
ぜ
し
め
ん
が
為
な
り
。
二

に
、
或
い
は
観
、
未
だ
成
ぜ
ざ
る
の
人
に
は
、
大
を
去
り

て
、
小
に
就
か
し
む
。
三
に
、
意
楽
に
随
い
て
、
之
れ
を

観
ぜ
し
む 231 

」
已
上
。
扨
、
当
観
の
文
、
甚
だ
解
し
難
し
。

『
疏
』
の
科
文
、
能
く
弁
別
し
て
解
す
べ
し
。
自
分
の
解
を

加
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
雑
想
観
と
は
、
元
祖
曰
わ
く
、

「
此
の
観
に
乃
ち
三
尊
に
有
り
。
独
り
仏
を
観
ず
る
に
非
ざ

る
な
り
。
又
た
、
真
仏
有
り
、
形
像
有
り
、
小
身
有
り
、

大
身
有
り
、
又
た
華
座
等
有
り
、
故
に
雑
想
と
云
う
な
り
。

雑
の
義
、
甚
だ
多
し
。
且
く
、
一
両
を
述
ぶ
。
余
は
凖
じ

て
之
れ
を
知
れ 232 

」
已
上
。
是
の
如
き
、
依
・
正
二
報
、

通
別
・
真
仮
、
惣
雑
し
て
之
れ
を
観
ず
。
故
に
雑
と
云
う
。
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爾
る
に
、
此
の
観
を
用
ゆ
る
こ
と
は
、
上
来
の
諸
観
は
、

境
大
に
、
心
小
に
し
て
、
浅
劣
の
機
は
、
輒
く
観
じ
難
し
。

是
れ
を
以
ち
て
如
来
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
教
え
て
、
境
を

易
え
心
を
転
じ
て
、
機
・
境
相
い
称
わ
し
め
ん
と
欲
し
て
、

此
の
観
を
開
き
た
ま
う
な
り
。
扨
、
此
の
観
、
亦
た
は
漸

観
と
名
づ
く
。
漸
は
、
謂
わ
く
漸
次
な
り
。
大
観
に
堪
え

ず
、
漸
く
小
観
に
入
る
。
斯
の
如
く
、
漸
次
の
故
に
漸
観

と
云
う
。
扨
、
此
れ
は
下
機
の
観
と
雖
も
、
定
機
の
中
の

下
機
の
為
に
、
此
の
観
開
き
た
ま
う
な
り
。
下
の
散
善
九

品
の
機
に
対
す
れ
ば
、
尚
、
上
機
と
云
う
。
若
し
、
向
前

の
十
二
観
に
対
す
れ
ば
、
下
機
と
云
わ
る
る
な
り
。
若
し
、

曲
し
く
之
れ
を
言
わ
ば
、
彼
土
の
依
・
正
を
観
ず
る
こ
と

能
わ
ざ
る
者
に
は
、
如
来
、
異
の
方
便
を
以
ち
て
更
に
此

の
観
を
示
し
た
ま
う
。
又
た
、
観
を
一
度
に
仕
舞
タ
ガ
ル

モ
ノ
ノ
タ
メ
ニ
境
を
縮
め
て
皆
、
一
処
に
観
ぜ
し
む
る
故

に
、
雑
想
観
と
云
う
な
り
。「
問
。
普
と
雑
と
何
の
別
ぞ
や
。

答
。
普
観
は
、
則
ち
自
身
の
往
生
を
観
ず
。 

是
れ
、
諸
観

を
結
す
。
今
の
雑
想
観
は
、
更
に
鈍
機
に
被
ら
し
む
。
故

に
『
総
讃
』
に
云
わ
く
、〈
復
た
、
衆
生
有
り
。
心
に［636a

］

惑
を
帯
び
て
、
真
の
上
境
を
縁
ず
る
に
成
し
難
か
ら
ん
こ

と
を
恐
れ
て
、
如
来
を
し
て
漸
観
を
開
か
し
む
る
こ
と
を

致
す
。
華
池
丈
六
等
の
金
形
変
現 233 

」
の
霊
儀
、
大
小

あ
り
と
雖
も
、
物
の
時
宜
に
応
じ
て
有
情
を
度
す 234 

〉

と
已
上
、『
記
』
問
答
。

●
仏
告
阿
難
及
韋
提
希
と
は
、
上
の
諸
観
に
堪
え
ざ
る
鈍

根
・
劣
機
の
為
に
此
の
漸
観
を
開
く
。
故
に
是
に
於
き
て

仏
勅
、
改
ま
る
な
り
。

●
若
欲
至
心
等
と
は
、「
行
人
、
前
の
依
・
正
の
諸
観
に
於

き
て
、
修
す
る
に
入
ら
ず
と
雖
も
、
求
生
の
意
、
弥
い
よ

敦
督
を
加
う
る
を
名
づ
け
て
至
心
と
す 235 

」『
妙
宗
抄
』
下
卅
、

五
紙
。 

是
れ
、
鈍
根
一
機
の
為
の
故
に
、
此
の
文
有
る
な
り
。

●
先
当
と
は
、
下
の
二
菩
薩
に
対
し
て
、
仏
を
指
し
て
先

と
曰
う
。
或
い
は
、
後
の
真
仏
に
対
し
て
丈
六
の
像
を
指

し
て
、
先
と
曰
う
。
二
義
共
に
可
な
り
。
但
し
、
義
を
以

ち
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
後
義
、
親
し
き
か
。
此
の
観
は
、

漸
観
な
る
が
故
に
。
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●
一
丈
六
像
在
池
水
上
と
は
、
此
れ
、
像
を
観
じ
て
以
ち

て
真
を
表
し
、
水
を
想
い
て
地
を
表
す
る
こ
と
を
明
か
す
。

所
謂
、「
像
」
と
は
、
彼
土
の
真
仏
の
丈
六
の
像
な
り
。
第

八
の
像
に
は
非
ず
。
第
八
は
娑
婆
泥
檀
の
形
像
な
り
。
今

は
浄
土
の
小
身
を
像
と
曰
う
。
像
は
似
の
義
、
即
ち
真
仏

の
大
身
に
似
た
る
が
故
に
。
譬
え
ば
壱
歩
も
即
ち
金
、
壱

両
も
即
ち
金
な
り
、
大
判
計
り
を
金
と
云
わ
ざ
る
が
如
し
。

所
謂
、「
水
」
と
は
、
彼
土
の
宝
池
の
水
分
な
り
。「
上
」

と
は
華
の
上
な
り
。
今
、
池
水
の
上
を
観
ず
る
こ
と
は
、

彼
土
の
可
平
の
相
を
表
す
る
な
り
。
扨
、
広
闊
無
辺
の
池

に
非
ず
。
丈
六
の
像
を
受
く
る
程
の
池
な
り
。
是
れ
は
行

者
の
意
楽
に
随
い
て
、
或
い
は
池
水
の
華
上
に
在
り
、
或

い
は
宝
宮
宝
閣
の
内
に
在
り
、
或
い
は
宝
林
宝
樹
の
下
に

在
り
、
或
い
は
宝
台
宝
殿
の
中
に
在
り
。
或
い
は
虚
空
宝

雲
華
葢
の
内
に
在
り
。
是
の
如
き
等
の
処
、
心
を
住
し
て

之
れ
を
観
ず
べ
し
。
経
文
は
只
、
池
水
の
一
辺
に
約
し
て

説
き
た
ま
う
。
此
の［636b

］『
疏
』
の
指
南
な
り
。『
疏
』

に
云
わ
く
、「
皆
、
化
仏
の
想
を
作
さ
し
む
。
機
境
、
相
称

し
て
成
ず
る
こ
と
を
得
易
す
か
ら
し
め
ん
が
為
の
故
な
り 

236 

」
已
上
。
霊
芝
曰
わ
く
、
丈
六
と
は
「
此
の
方
の
機
に

順
ず
る
な
り
」『
疏
』
下
、
卅
五
紙 237 

。

●
如
先
所
説
と
は
、
第
九
真
身
観
を
指
す
な
り
。

●
身
量
無
辺
と
は
、
六
十
万
億
の
仏
身
を
名
づ
け
て
無
辺

と
す
。
算
数
に
落
ち
ざ
る
を
無
辺
と
云
う
。
問
う
、
前
に

身
量
、
六
十
万
億
等
と
云
う
。
今
、
何
ぞ
無
辺
と
云
う
や
。

答
う
、
前
は
行
者
の
機
を
息や

す

め
ん
が
為
に
且
く
分
量
を
説

く
。
其
れ
実
に
は
無
辺
な
り
。
報
身
は
、
所
証
真
如
の
理
、

無
辺
な
れ
ば
、
能
証
の
智
も
無
辺
な
る
が
故
に
身
も
亦
た

無
辺
な
り
。

●
非
是
凡
夫
等
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
境
大
に
心
小

に
し
て
卒
に
成
就
し
難
け
れ
ば
、
聖
意
を
し
て
悲
傷
し
て

勧
め
て
小
を
観
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す 238 

」
已
上
。

●
然
彼
如
来
等
と
は
、
此
の
文
、
更
に
伏
難
を
通
ず
。
伏

難
の
意
の
言
わ
く
、
凡
心
、
真
観
に
及
ば
ず
と
謂
わ
ば
、

何
が
故
ぞ
前
の
真
身
観
有
る
や
。
通
ず
る
意
は
、
凡
夫
な

れ
ど
も
阿
弥
陀
如
来
の
願
力
に
依
り
て
成
就
せ
し
む
る
な
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り
。
故
に
本
願
を
以
ち
て
其
の
疑
を
釈
す
る
な
り
。
問
う
、

若
し
爾
ら
ば
此
の
観
既
に
凡
夫
に
蒙
ら
し
む
。
何
ぞ
凡
夫

の
心
力
及
ば
ず
と
云
う
や
。
答
う
、
凡
夫
に
打
ち
任
せ
て

は
、
成
就
せ
ざ
れ
ど
も
、
宿
願
力
に
依
る
が
故
に
成
就
す

る
な
り
。
問
う
、
若
し
願
力
に
依
り
て
観
想
成
就
す
と
い

わ
ば
、
当
観
の
機
も
亦
た
第
九
の
真
観
を
成
就
す
べ
き
や
。

答
う
、
機
に
利
鈍
有
り
。
故
に
仏
の
願
力
も
加
す
べ
き
に

加
す
。
今
は
劣
機
な
る
が
故
に
仏
力
加
被
し
て
像
仏
を
観

ぜ
し
む
る
な
り
。
扨
、
此
の
経
文
、
伏
難
を
通
ず
と
い
う

義
、
先
ず
『
疏
』
の
釈
意 239 

を
能
く
能
く
領
解
し
、
次

に
『
記
』
の
伏
難
の
意 240 

を
解
す
べ
し
。
経
文
の
面
、

真
に
伏
難
を
通
ず
と
迄
は
見
え
ざ
る
が
故
に
『
疏
』
の
釈

に
意
を
付
く
べ
し
。

●
宿
願
力
と
は
、『
般
舟
経
』［637a

］所
説
の
三
力
中
の
大

誓
願
力
、
六
八
の
別
願
に
は
非
ざ
る
な
り
『
般
舟
経
』
所
説
の
三

念
願
力
と
は
、
乃
ち
因
位
の
惣
願
な
り
。『
観
念
法
門
』
に
『
般
舟
経
』
を
引
い
て

云
わ
く
、「
一
に
は
大
誓
願
力
を
以
ち
て
加
念
す
る
が
故
に
見
仏
す
る
こ
と
を
得
。

二
に
は
三
昧
定
力
を
以
ち
て
加
念
す
る
が
故
に
見
仏
す
る
こ
と
を
得
。
三
に
は
本
功

徳
力
を
以
ち
て
加
念
す
る
が
故
に
見
仏
を
得 241 

」。
然
れ
ば
大
身
・
小

身
に
限
ら
ず
、
凡
夫
の
有
漏
心
を
以
ち
て
無
漏
の
浄
境
を

見
る
は
、
皆
、
宿
願
力
に
由
る
が
故
な
り
。
爾
れ
ば
利
鈍

共
に
願
力
に
依
る
な
り
。
或
い
は
い
う
べ
し
、
摂
機
の
願

な
り
。「
此
れ
乃
ち
凡
心
は
狭
小
な
り
、
聖
境
は
広
寛
な
り
。

想
を
注
し
て
観
を
凝
す
と
も
、
恐
ら
く
は
行
、
成
じ
難
か

ら
ん
。
而
る
を
弥
陀
尊
、
本
、
摂
凡
夫
の
重
誓
願
を
発
し

て
能
く
加
被
し
た
ま
う
。
故
に
想
者
を
し
て
皆
、
成
就
せ

し
む
る
こ
と
を
致
す
な
り
」（
已
上
）『
决
疑
鈔
』
の
二
巻
、
卅
九
紙 

242 

。『
合
讃
』
之
れ
を
引
く 243 

。

●
但
想
仏
像
等
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
比
挍
し
て
、

勝
る
こ
と
を
顕
す
。
像
を
想
う
す
ら
尚
、
自
ら
福
を
得
る

こ
と
無
量
な
り
。
何
に
况
や
真
仏
を
観
ぜ
ん
者
は
、
得
益

の
功
、
更
に
甚
し 244 

」
已
上
。
仏
像
と
は
、『
記
』
に
「
二

意
有
り
。
一
に
は
或
い
は
重
ね
て
極
楽
丈
六
の
像
を
挙
げ

て
真
仏
の
観
に
况
す
。
二
に
は
或
い
は
仏
像
と
は
此
土
の

形
像
な
り
、
以
ち
て
浄
土
の
丈
六
に
况
す 245 

」
已
上
。
初

の
意
は
仏
の
方
よ
り
観
行
の
者
に
気
を
持
ち
て
報
仏
の
大
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身
を
観
ぜ
サ
セ
タ
フ
思
し
召
し
ニ
シ
テ
、
観
を
励
マ
サ
シ

メ
ン
タ
メ
な
り
。
次
の
意
は
此
土
の
木
像
を
観
ジ
テ
サ
エ

無
量
の
福
を
得
、
况
や
浄
土
の
真
仏
を
観
ん
を
や
、
但
し

二
意
の
中
に
初
の
意
、
可
な
り
。
今
家
、
既
に
当
観
を
漸

観
と
釈
す
。
葢
し
行
者
を
策
励
し
、
終
に
真
観
を
成
ぜ
し

む
る
為
な
り
。
漸
観
と
名
づ
く
る
意
、
此
の
謂
い
な
ら
ん

や
。

●
得
無
量
福
と
は
、
滅
罪
な
り
。『
観
仏
経
』
九
巻
、
十
六
紙
に

云
う
が
如
し
、「
是
の
観
を
作
す
者
は
六
十
億
劫
生
死
の
罪

を
除
却
す
る
こ
と
を
、
亦
た
見
仏
と
名
づ
く 246 

」
云
云
。

具
に
『
合
讃
』、
之
れ
を
引
く 247 

。
当
観
の
中
に
は
、「
得
無
量
福
」

と
説
く
。
第
八
の
像
観
に
は
「
除
無
量［637b
］罪 248 

」

と
言
う
。
葢
し
文
、
互
に
現
す
の
み
。

●
観
仏
具
足
身
相
と
は
、
上
の
仏
像
に
二
意
有
る
時
、
初

義
の
意
な
れ
ば
第
九
の
真
身
を
指
す
。
次
の
義
の
意
な
れ

ば
、
彼
土
の
丈
六
の
像
を
指
し
て
「
仏
具
足
身
相
」
と
云

う
な
り
。

●
阿
弥
陀
仏
神
通
等
と
は
、
此
れ
「
所
観
の
仏
像
を
観
ず

る
に
、
身
に
大
小
有
り
と
雖
も
、
明
に
皆
、
是
れ
真
な
る

こ
と
を
明
か
す 249 

」
已
上
『
疏
』。

●
如
意
と
は
、
二
種
有
り
。
一
に
は
衆
生
の
意
に
如か

な

う
。

彼
の
心
念
に
随
い
て
、
大
小
身
を
現
じ
て
、
皆
、
応
じ
て

之
れ
を
度
す
。
二
に
は
、
弥
陀
の
意
に
如
う
。
衆
生
の
機

の
度
す
べ
き
者
を
観
じ
て
、
一
念
の
中
に
前
と
無
く
、
後

と
無
く
斉
し
く
之
れ
を
度
す
。
仏
意
、
大
小
の
身
を
現
ぜ

ん
と
思
う
に
随
い
て
、
意
の
如
く
、
自
在
に
現
じ
給
う
な

り
已
上
『
疏
』
の
意 250 

。
如
の
字
は
称か

な

う
。
加
の
義
な
り
。

●
変
現
自
在
と
は
、
或
い
は
小
身
、
或
い
は
丈
六
、
或
い

は
八
尺
、
変
現
自
在
な
り
。

●
或
現
大
身
或
現
小
身
と
は
、
大
身
と
言
う
は
、

六
十
万
億
の
真
身
、
是
れ
第
九
の
境
な
り
。
小
身
と
言
う

は
、
丈
六
八
尺
、
即
ち
当
観
の
境
な
り
。『
楷
定
記
』
八
巻
、

廿
二
紙
に
云
わ
く
、「〈
或
〉
は
不
定
の
辞
な
り
。
既
に
、
変

現
自
在
と
曰
う
。
大
身
と
言
う
と
雖
も
六
十
万
億
に
局
る

べ
か
ら
ず
。
小
身
と
説
く
と
雖
も
、
丈
六
に
局
る
べ
か
ら

ず
。
亦
た
尺
寸
等
の
極
小
に
も
通
ず
べ
し 251 

」
已
上
。 

又
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た
『
観
仏
経
』
に
「
仏
身
の
量
を
見
る
に
、
機
の
感
見
に
随
い
て
大
小
あ
り
。
或
い

は
虚
空
に
同
じ
。
或
い
は
須
弥
山
、
或
い
は
十
丈
、
或
い
は
百
千
丈
、
或
い
は
丈
六
、

或
い
は
七
尺
、
或
い
は
三
尺
、
或
い
は
徧
に
梵
世
に
至
る
。
或
い
は
七
寸
、
乃
至
、

微
塵
の
如
し 252 
」。
具
に
『
合
讃
』 253 

に
之
れ
を
引
く
。
往
て
見
よ
。 

今
、

縁
に
随
い
て
所
現
の
身
、
大
小
不
定
な
ら
ん
。
大
小
有
り

と
雖
も
、
皆
、
是
れ
仏
身
な
り
と
説
く
。
以
ち
て
衆
疑
を

去
り
て
、
人
の
重
意
を
生
む
。
所
謂
、
衆
疑
と
は
、
前
に

広
大
無
辺
量
と
聞
き
、
今
、
観
小
と
聞
き
て
、
仏
身
に
非

ず
と
疑
い
て
、
小
に
於
き
て
敬
せ
ず
。
是
の
故
に
皆
、
是

れ
仏
と
明
か
し
て
、
疑
を
去
り
て
其
の
重
意
を
生
ぜ
し
む
已

上
。
天
台
の
意
。『
記
』
の
所
引
。『
合［638a

］讃
』、
之
れ
を
釈
す 254 

。

●
丈
六
八
尺
と
は
一
丈
六
尺
、
或
い
は
八
尺
な
り
。
或
い

は
云
わ
く
丈
六
は
立
像
、
八
尺
は
坐
像
。
此
の
義
は
余
り

穿
鑿
の
説
な
り
。

●
所
現
之
形
皆
真
金
色
と
は
、「
其
の
形
、
大
・
小
異
な
り

と
雖
も
、
其
の
色
、
真
金
に
し
て
惟
れ
同
じ
き
が
故
に
、

真
は
謂
わ
く
第
九
な
り
。
円
光
の
化
仏
、
及
以
び
、
宝
華
、

上
の
説
に
譲
る
が
故
に 255 

」
已
上
『
記
』。
言
う
所
の
金
色

と
は
、
閻
浮
檀
金
色
な
り
。
扨
、
此
の
「
所
現
」
等
の
二
句
、

『
疏
』 256 

に
大
科
の
第
六
の
科
に
属
し
て
今
の
如
く
は
第

三
の
子
段
と
す
。
或
い
は
大
科
の
第
七
段
と
す
。
先
づ
第

六
の
大
科
に
属
す
る
こ
と
は
、「
顕
色
・
形
色
異
な
り
と
雖

も
同
じ
く
仏
色
な
る
が
故
に
合
し
て
第
六
大
科
の
中
の
第

三
の
子
段
と
す
。
或
い
は
大
科
の
第
七
段
と
為
す
は
、
顕

色
と
形
色
と
、
其
の
相
、
異
な
る
が
故
に
、
開
し
て
六
七

両
段
の
大
科
と
す
。
故
に
是
れ
縦
容
の
釈
な
り 257 

」『
記
』

三
巻
、
四
十
六
紙
。『
散
記
』
一
巻
九
紙 258 

、
併
せ
見
よ
。

●
如
上
所
説
と
は
、
円
光
の
化
仏
は
第
九
観
の
如
し
。
宝

蓮
華
は
第
七
観
の
如
し
。
故
に
「
如
上
」
と
曰
う
。

●
於
一
切
処
と
は
、
上
の
十
方
国
土
を
指
す
。

●
身
同
と
は
、
観
音
、
若
し
八
尺
な
れ
ば
、
勢
至
も
亦
た

八
尺
な
り
。
故
に
「
身
同
」
と
云
う
。
斯
れ
乃
ち
、
上
の

菩
薩
観
に
大
身
の
同
を
説
く
を
以
ち
て
、
今
の
小
身
の
同

を
知
ら
し
む
。
此
の
二
菩
薩
の
身
量
は
程ほ

ど
よ好

く
、
中
尊
に

相
応
し
て
現
じ
給
う
ベ
シ
。
ト
カ
ク
中
尊
は
高
か
る
べ
き

な
り
。
爾
る
に
『
合
讃
』
に
「
或
い
は
い
う
べ
し
。
三
身
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等
同
な
り
。
故
に
〈
身
同
〉
と
曰
う
。
按
ず
る
に
此
の
義
、

当
麻
の
変
相
、
当
観
に
於
き
て
等
身
の
三
尊
を
織
る
に
符

合
す
。
応
に
知
る
べ
し 259 

」
已
上
『
合
讃
』。
私
に
云
わ
く
、

「
此
の
三
尊
の
身
の
長た

け

、
古
来
、
同
量
と
言
う
。
此
の
義
、

不
可
な
り
。『
曼
陀
羅
不
審
鈔
』
に
云
わ
く
、〈
問
う
。
池

中
の
三
尊
を
織
る
に
其
の
長た

け

、
斉
等
な
る
は
何
の
義
ぞ
や
。

答
う
。
世
間
、
皆
、
長た

け

、
等
し
と
思
い
て［638b

］義
を
成

ず
。
本
曼
陀
羅
を
拝
し
て
其
の
長
短
寸
方
を
取
る
に
、
中

尊
は
五
分
高
し
。
脇
士
は
五
分
短
し
〉
と 260 

。『
酉
疏
』

に
云
わ
く
、〈
中
尊
の
眉
の
辺
よ
り
脇
士
の
頂
な
り
〉
と 

261 

。
此
れ
等
の
釈
に
依
る
に
長
短
、
実
に
明
ら
け
し
」『
曼

陀
羅
捫
象
』
七
巻
、
卅
七
紙 262 

、『
述
奨
記
』 263 

亦
、
長
短
有
る
な
り
。

●
衆
生
但
観
等
と
は
、
此
の
二
菩
薩
の
身
、
同
じ
う
し
て
、

見
別
し
難
し
。
故
に
首
相
を
以
ち
て
其
の
異
を
知
ら
し
む

故
に
、「
但
観
」
等
と
云
う
な
り
。
言
う
所
の
「
衆
生
」
と

は
能
知
の
人
を
挙
ぐ
。
首
相
と
は
所
知
の
境
を
弁
ず
。
所

謂
、
観
音
の
頂
上
に
は
其
の
化
仏
有
り
。
勢
至
の
頂
上
に

は
、
宝
瓶
有
り
。
故
に
二
首
を
観
て
、
便
ち
別
を
知
る
か
浄

影
、
霊
芝 

。
扨
、
首
相
を
或
る
本
に
手
相
に
作
る
。
浄
影
・

源
清
・
憬
興
・
霊
芝
、
皆
、
首
の
本
を
用
う
。
天
台
は
首
・

手
の
二
本
共
に
依
用
す
其
の
義
、
彼
の
『
疏
釈
』
の
如
し
。
具
に
『
記
』

に
之
れ
を
引
く
。
今
家
の
意
、
首
の
本
を
用
う
。
上
の
経
文
を

見
る
に
、
侍
者
の
別
を
知
る
こ
と
、
正
し
く
首
相
に
在
り
。

故
に
首
相
の
本
、
其
の
理
、
允
え
り
。
扨
、
衆
生
の
二
字
、

浄
影
は
上
句
に
属
し
て
、
身
、
衆
生
に
同
じ
と
云
う
。
浄

影
、
釈
し
て
云
わ
く
、
下
、
菩
薩
を
観
ず
る
中
に
於
き
て

初
に
は
観
音
・
勢
至
、
一
切
処
に
於
き
て
、
身
、
衆
生
に

同
じ
、
以
て
別
を
取
り
難
き
こ
と
を
明
か
す
。「
但
観
」
以

下
は
、
人
を
し
て
之
れ
を
別
た
し
む
。
源
清
、
之
れ
を
釈

し
て
云
わ
く
、
若
し
「
身
同
衆
生
」
と
謂
わ
ば
、
何
ぞ
身

首
同
異
を
弁
ぜ
ん
、
と
已
上
『
記
』
所
引 264 

。
衆
生
の
二
字
、

上
の
句
に
属
す
る
は
、
其
の
義
、
未
だ
穏
か
な
ら
ず
、
今

家
の
意
、
下
の
句
に
属
す
。
其
の
義
、
允
当
せ
り
。

●
助
阿
弥
陀
仏
普
化
一
切
と
は
、
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
、

等
し
く
宿
願
の
縁
重
く
、
誓
い
て
同
じ
く
悪
を
捨
て
、
等

し
く
菩
提
に
至
る
ま
で
、
影
響
の
如
く
相
い
随
し
て
遊
方
・
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化
益
し
た
ま
う
。
故
に
「
普
化
」
と
曰
う
。
其
の
義
、
具

さ
に
は
『
悲
華
経
』 265 266 

の
如
し
『
記
』
に
云
わ
く
。「
弥
陀
は
形

声
の
如
し
。
菩
薩
は
影
響
の
如
し 267 

」。

●
是
為
雑
想
観
と
は
、
或
る
本
に
は
、［639a

］「
想
」
の
字

無
し
。
雑
想
観
の
名
義
、
具
さ
に
、
前
に
記
す
が
如
し
。

又
、
元
祖
の
曰
わ
く
。「
此
の
観
に
、
乃
ち
、
三
尊
有
り
。

独
り
仏
を
観
ず
る
に
非
ざ
る
な
り
。
又
、
真
仏
有
り
。
形

像
有
り
。
小
身
有
り
。
大
身
有
り
。
又
た
、
華
座
等
有
り
。

故
に
雑
想
と
云
う
な
り
。
雑
の
義
、
甚
だ
多
し
。
且
く
一

両
を
述
ぶ
。
余
は
凖
じ
て
之
れ
を
知
れ
。
如
上
の
十
三
観
、

時
節
を
限
ら
ず
。
只
だ
、
成
就
を
以
ち
て
期
と
す
。 

日
数

を
説
き
て
、
観
の
成
就
を
論
ぜ
ざ
る
所
以
な
り
。
衆
生
の

根
に
利
鈍
有
る
に
由
る
が
故
に 268 

」
已
上
。
次
に
『
疏
』
の
華
坐

観
中
の
地
想
観
修
観
の
法
、
唯
、「
観
方
寸
一
尺 269 

」
等
の
釈
を
叮
嚀
に
引
き
合

わ
せ
た
ま
う
。
繁
き
が
故
に
之
れ
を
畧
す
。
往
き
て
看
る
べ
し
。
扨
、『
疏
』

に
曰
わ
く
。「
上
に
、
日
観
従
り
下
、
雑
想
観
に
至
る
已
来

は
、
総
じ
て
、
世
尊
、
前
に
韋
提
の
第
四
の
請
い
に
〈
教

我
思
惟
正
受
〉
と
云
え
る
両
句
を
答
え
た
ま
う
を
明
か
す 

270 

」
已
上
。『
記
』
に
云
わ
く
。「
問
う
。
曲
に
『
経
』
文

を
考
う
る
に
、
先
づ
、
国
土
を
見
て
、
所
見
の
分
に
局
り

て
、
其
の
去
行
を
請
す
。
是
れ
、
依
観
を
請
す
る
に
、
正

報
、
未
だ
見
せ
ず
。
何
ぞ
、
預
じ
め
、
之
れ
を
請
せ
ん
。

終
に
座
観
に
至
り
、
三
尊
を
見
已
り
て
、
始
め
て
正
観
を

請
す
。
而
る
に
、
今
何
ぞ
「
十
三
、
通
じ
て
、
思
惟
・
正

受
を
答
す
」
と
云
う
や
。
答
う
。
若
し
、
夫
人
に
約
せ
ば
、

所
見
の
境
に
就
き
て
、
依
を
請
す
る
に
当
る
と
雖
も
、
若

し
仏
意
に
約
せ
ば
、
茲
の
二
請
に
因
ん
で
、
広
く
依
正
を

説
く
。
今
、
此
の
義
に
約
し
て
、
十
三
観
に
通
じ
て
二
請

を
答
う
る
に
当
る 271 

」
已
上
『
記
』
三
巻
、
四
十
九
紙
。。
上
来
定

善
十
三
観
畢
ん
ぬ
。

観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
中
之
二 

終
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義
山
良
照
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
中
之
二
（『
浄
土
宗
全
書
』
第

一
四
巻
所
収
）
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
。
訓
読
に
当
た
り
、 

•	
字
体
及
び
仮
名
遣
い
は
、
新
字
体
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。 

•	
原
則
と
し
て
『
浄
全
』
本
に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
た
が
、
一
部
改
め

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

•	

所
釈
の
『
観
無
量
寿
経
』
本
文
は
、『
浄
全
』
で
は
「
●
」
に
続
い
て

示
さ
れ
る
。
本
書
き
下
し
で
は
、
●
の
前
に
改
行
を
加
え
、『
無
量
寿

経
』
本
文
を
太
字
に
て
示
し
た
。 

•	

割
注
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
下
し
文
で
そ
れ
を
再
現
す
る
と
極

め
て
読
み
に
く
い
。
本
書
き
下
し
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
示
し

た
。 

•	

［ 

］
内
の
数
字
は
『
浄
全
』
一
四
巻
の
頁
数
で
あ
る
。 

注（1

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、48b
。

（2

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、48b

。

（3

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』、
浄
全5,400a

。

（4

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、48b

。

（5

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、46

。

（6

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、46

。

（7

）　
親
光
（
等
）
造
、
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
一
、
大
正26

、293b

。

（8

）　
珍
海
『
菩
提
心
集
』、
浄
全15

、509

下
。

（9

）　
良
忠
『
安
楽
集
私
記
』
下
、
浄
全1

、748a

。
た
だ
し
「
菩
提
要
集
」

と
す
る
。

（10

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、400

下
。

（11

）　
浄
影
寺
慧
遠『
観
無
量
寿
経
義
疏
』末
、
浄
全5

、186b

。
智
顗『
観

無
量
寿
経
疏
』
下
、
浄
全5

、213a

。

（12

）　
元
照
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、400b

。

（13

）　
元
照
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、400b

。
取
意
。

（14

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
三
、
浄
全2

、48b

。

（15

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、340b

。

（16

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、340b

。

（17

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』
浄
全9

、340b

。

（18

）　
良
暁
『
浄
土
述
聞
鈔
』
浄
全11

、542a-543b

。

（19

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、

340b-341a

。

（20

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、341a

。

（21

）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
九
、
大
正15

、687b

。

（22

）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
九
、
大
正15

、687b

。

（23

）　
元
祖
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、341a

。

（24

）　
知
礼
『
観
経
疏
妙
宗
鈔
』
五
、
浄
全5

、300a

。

（25

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、49a

。

（26

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、349b-350a

。

（27

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、49a

。

（28

）　『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
一
、
浄
全1

、64b

。

（29

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、43-44

。

（30

）　
法
然
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
（『
漢
語
灯
録
』
七
）、
浄
全9

、398

。

（31
）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』。
浄
全4

、357b

。

（32
）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』。
浄
全4

、372b

。

（33

）　
善
導
『
般
舟
讃
』。
浄
全4

、541a

。

（34

）　
了
慧
道
光
『
往
生
拾
因
私
記
』
中
。
浄
全15

、425a

。
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（35

）　
貞
準
『
往
生
拾
因
新
鈔
』、
未
見
。

（36
）　
貞
凖
『
観
経
定
善
義
新
記
』
四
、十
一
紙
。

（37
）　
洞
空
『
観
経
会
疏
註
経
』、
未
見
。

（38
）　
源
信
『
往
生
要
集
』
中
本
、
浄
全15

、84a

。

（39

）　
法
然
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
（『
漢
語
灯
録
』
七
）、
浄
全9

、

397a

。

（40

）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、372a

。

（41

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
漢
語
灯
録
』
二
）、
浄
全9

、351b

。

（42

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1
、40

。

（43

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1
、41
。

（44

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、51
。

（45

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、43
。

（46

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、44

。

（47

）　
空
海
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
。

（48

）　
小
野
篁
（『
和
漢
朗
詠
集
』
上
）

（49

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2
、350a

。

（50

）　
良
忠
『
決
疑
鈔
』、
浄
全9

、259b

。

（51

）　
竜
樹
『
大
智
度
論
』
三
七
、
大
正25

、333a

。

（52

）　
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
上
、
浄
全1

、227a

。

（53

）　『
爾
雅
註
疏
』
七
。

（54

）　
湛
澄
『
父
子
相
迎
要
解
』
上
、
四
十
一
紙
。

（55

）　
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
三
、
浄
全7

、258b-259a

。

（56

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、49a

。

（57

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、49a

。

（58

）　
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
、
浄
全6

、86a

。

（59

）　
良
忠
『
往
生
論
註
記
』
二
巻
。
浄
全1

、279a

。

（60

）　
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
。
浄
全6

、85ab

。

（61

）　
善
導
『
法
事
讃
』
上
。
浄
全4

、8b

。

（62

）　
知
礼
『
観
経
疏
妙
宗
鈔
』
五
、
浄
全5

、302a

。

（63

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
。
浄
全2

、356b

〜

357a

。

（64

）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
二
、
大
正15

、655b

。

（65

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
下
本
、
浄
全15

、117b

。

（66

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
。
浄
全2

、357a

。

（67

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
中
末
、
浄
全15

、104b

。

（68

）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
九
、
大
正15

、688c

。

（69

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
下
本
、
浄
全15

、125a

。

（70

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
下
本
、
浄
全15

、117b

。

（71

）　
廓
瑩
『
往
生
要
集
指
麾
鈔
』。
未
見
。

（72

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
中
本
（
第
四
観
察
門
）、
浄
全15

、79a

。

（73

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
中
末
、
浄
全15

、104b

。

（74

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
中
末
、
浄
全15

、66b

。

（75

）　
源
信
『
往
生
要
集
』
下
本
、
浄
全15

、117b

。

（76

）　
良
忠
『
往
生
要
集
巻
下
義
記
』
第
七
、
浄
全15

、328b

。

（77

）　
廓
瑩
『
往
生
要
集
指
麾
鈔
』。
未
見
。

（78

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、50

。

（79

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、357b

。

（80
）　
竜
樹
本 

達
磨
笈
多
訳 

自
在
比
丘
釈
『
菩
提
資
糧
論
』
三
、
大
正

蔵32
、528b

。

（81

）　
未
詳
。

（82

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』、
浄
全9

、342

下
。

（83

）　
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』（
定
善
義
）
二
、
浄
全2

、561a

。
取
意
。
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（84

）　『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
三
八
一
、
大
正6

、968a

。

（85

）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
該
当
箇
所
見
当
た
ら
ず
。

（86
）　
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
四
、
大
正54

、329c

。

（87
）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
一
、
大
正15

、648c

。

（88
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、363a

。

（89

）　『
無
上
依
経
』
下
、
大
正16

、474b

。

（90

）　
善
導
『
観
念
法
門
』、
浄
全4

、222ab

。

（91

）　『
大
智
度
論
』
二
一
、
大
正25

、219c

。

（92

）　
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』（
定
善
義
）
二
、
浄
全2

、561a

。

（93

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1
、45

。

（94

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、538b

。

（95

）　『
逆
修
説
法
』（『
漢
語
灯
録
』
八
）、
浄
全9

、407b

。

（96

）　
未
検
。

（97

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
巻
。
浄
全5
、403b
。

（98

）　
戒
度
『
観
経
疏
正
観
記
』
巻
下
。
浄
全5
、497a

。

（99

）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』
浄
全4

、363b

（100

）　
善
導
『
般
舟
讃
』
浄
全4

、541a

（101

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2
、359b
。

（102

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、359b
。

（103

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、359b-360a
。

取
意
。

（104

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、359a

。
取
意
。

（105

）　『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
上
、
大

正
蔵20

、74b

。

（106

）　『
一
切
秘
密
最
上
名
義
大
教
王
儀
軌
』
上
、
大
正
蔵18

、537c

。

（107

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、118

。

（108

）　
知
礼
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
鈔
』
六
、
浄
全5

、310b

。

（109

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、360a

。

（110

）　『
仏
説
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』、
大
正
蔵20

、662c

。

（111

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、118

頁
。

（112

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、50a

。

（113

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』、
浄
全9

、343a

。

（114

）　
戒
度
『
観
無
量
寿
経
義
疏
正
観
記
』、『
卍
続
蔵
経
』22

、411b

。

／
知
礼
『
千
手
眼
大
悲
心
呪
行
法
』、
大
正46

、977c

。

（115

）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、377b

。

（116

）　
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
八
、
大
正51

、611c

。

（117

）　『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
一
四
、
大
正55

、875c

。

（118

）　
未
見
。

（119

）　『
大
智
度
論
』
大
正25

、90b

。

（120

）　
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
八
、
大
正51

、911c

。

（121

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（122

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』、
浄
全5

、405a

。

（123

）　『
無
上
依
経
』
下
、
大
正16

、474c

。

（124

）　『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
中
之
二
。
浄
全14

、615a

。

（125

）　
知
礼
『
観
経
疏
妙
宗
鈔
』
浄
全5

、310b

。

（126

）　『
金
剛
秘
密
善
門
陀
羅
尼
経
』、
大
正20

、583b

。

（127

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（128

）　
元
暁
『
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』、
浄
全5

、86a

。「
其
」
の
字
な
し
。

（129
）　
子
璿
『
起
信
論
疏
筆
削
記
』
一
五
。
大
正44

、378c

。

（130
）　
智
顗
『
法
界
次
第
初
門
』
下
之
下
、
大
正46

、696b

（131
）　
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
、
浄
全6

、84

。

（132

）　
道
忠
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
一
三
、
浄
全6

、508a

。
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（133

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、121

。

（134

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、50b

〜51a

。

（135
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、360b

。

（136
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、358b

。

（137

）　
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』（
定
善
義
）
第
二
、
浄
全2

、561a

。

（138

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、358b

。

（139

）　
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』（
定
善
義
）
第
二
、
浄
全2

、561

下
。

（140

）　
澄
円
『
浄
土
十
勝
箋
節
論
』。
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』、
大
正32

、574a

。

（141

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1
、45

。

（142

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1
、45
。

（143

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45
。

（144

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（145

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（146

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（147

）　『
妙
法
蓮
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」。

（148

）　
浄
全
は
「
内
髻
」。
肉
髻
の
誤
植
。
大
正
大
蔵
写
本
に
よ
る
。

（149

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』、
浄
全5

、409b

（150

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」
に
「
従
次
観
大
勢
至
已
下
」。
浄

全2

、050b

。
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
に
「
一
明
挙
観
名

中
経
次
観
大
勢
至
者
或
本
云
次
復
応
観
」。
浄
全2

、361a

。

（151

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45

。

（152

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、51a

。

（153

）　『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1

、21

。

（154

）　
戒
度
『
観
経
疏
正
観
記
』
下
、
浄
全5

、497b

。

（155

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、361b

。
取
意
。

（156

）　
四
種
者
多
少
は
四
侍
者
多
少
の
こ
と
か
。

（157

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、361b-362a

。

取
意
。

（158

）　
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』
八
、
大
日
本
仏
教
全
書11

、199a

。

（159

）　『
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、21a

。

（160

）　
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』
八
、
大
日
本
仏
教
全
書11

、199a

、

取
意
。【
参
考
】
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、566b

。

（161

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、45a

。

（162

）　
良
忠
『
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、362b

。

（163

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、127

。

（164

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、51a

。

（165

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、262b

。

（166

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、406b

。

（167

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、51a

。

（168

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、127-8

。

（169

）　『
無
量
寿
経
』
上
、
浄
全1

、13

、
取
意
。

（170

）　
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書11

、199b

。

取
意
。

（171

）　『
思
益
梵
天
所
問
経
』
三
、
大
正15

、48c

。

（172

）　『
悲
華
経
』
三
、
大
正3

、186c

。
取
意
。

（173

）　
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
二
中
、
大
正34

、184c

。

（174
）　
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
四
一
、
浄
全3

、897b

。
取
意
。

（175
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、263b

。

（176
）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、129

。

（177

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、51b

。

（178

）　
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書11

、199b

。
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観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、129

。

（179

）　
一
行
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏 

』
一
五
、
大
正39

、734a

。

（180

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、407a

。

（181
）　『
観
仏
三
昧
海
経
』
一
、
大
正15

、648c

。

（182
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』「
定
善
義
」
三
、
浄
全2

、364a

。
取
意
。

（183

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、
浄
土
宗
選
集4

、129

。

（184

）　
善
導
『
観
念
法
門
』、
浄
全4

、222b

。
取
意
。

（185

）　
善
導
『
観
念
法
門
』、
浄
全4

、222ab

。
取
意
。

（186

）　
洞
空
『
観
経
会
疏
註
経
』、
未
見
。

（187

）　
法
照
『
五
会
法
事
讃
』
下
、
浄
全6

、700a

。

（188

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、
浄
土
宗
選
集4

、130

。

（189

）　
良
忠
『
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、363a

。

（190

）　
善
導
『
般
舟
讃
』。
浄
全4

、542a
。

（191

）　
顕
意
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書

11

、199b

。

（192

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、
浄
土
宗
選
集4
、131

。

（193

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
、
浄
全2

、51b

。
良
忠
『
定
善
義
記
』

第
三
、
浄
全2

、363a

。

（194

）　
元
照
、『
観
経
義
疏
』
巻
下
。
浄
全5

、407

下
。

（195

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
。
浄
全2

、51

下
。

（196

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
。
浄
全2

、51

下
。

（197

）　
善
導
『
般
舟
讃
』。
浄
全4

、542a

。

（198

）　
良
忠
『
定
善
義
記
』
第
三
。
浄
全2

、363b

。

（199

）　
良
忠
『
伝
通
記
』「
定
善
義
」
三
、
浄
全2

、363b

。

（200

）　
善
導
『
般
舟
讃
』
浄
全4

、542a

。

（201

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、
浄
全2

、51b

。

（202

）　
顕
意
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書

11

、199b

。

（203

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、52a

。

（204

）　
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
六
、
浄
全6

、81b

。

（205

）　
善
導
『
往
生
礼
讃
』、
浄
全4

、365a

。

（206

）　『
記
』
の
三
義
は
す
べ
て
、
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）

三
、
浄
全2

、364a

。

（207

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、364a

。

（208

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』、『
漢
語
灯
録
』
二
、
浄
全9

、345a

。

（209

）　
戒
度
『
観
経
疏
正
観
記
』
下
、
浄
全5

、498b

。

（210

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、40

。

（211

）　
法
然
『
観
経
釈
』、
浄
全9

、345a

。

（212

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
記
）、
浄
全2

、365a

。

（213

）　
善
導
『
観
経
疏
』（
散
善
義
）、
浄
全2

、66a

。

（214

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、48

。

（215

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、48

。

（216

）　
未
検
。

（217

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、47

。
取
意
。

（218

）　
善
導
『
般
舟
讃
』、
浄
全4

、542a

。

（219

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、48

。

（220

）　
不
詳
。

（221

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、137

。
同

191
。

（222
）　
道
忠
『
群
疑
論
探
要
記
』
一
一
、
浄
全6

、447ab

。

（223
）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、52

。

（224

）　
吉
蔵
『
観
経
義
疏
』、
浄
全5

、348b

。
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（225

）　
智
顗
『
観
経
疏
』
下
、
浄
全5

、214b

。

（226

）　
知
礼
『
観
経
疏
妙
宗
鈔
』
六
、
浄
全5

、312a

。

（227
）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
下
、
浄
全5

、409a

。

（228
）　
未
詳
。

（229

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、365ab

。

（230

）　
善
導
『
観
念
法
門
』、
浄
全4

、228b

。

（231

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』、
浄
全9

、345b

。
取
意
。

（232

）　
法
然
『
観
無
量
寿
経
釈
』、
浄
全9

、345b

。
取
意
。

（233

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、366a

。

（234

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
、
浄
全2

、54a

。

（235

）　
知
礼
『
観
経
疏
妙
宗
鈔
』
下
、
浄
全5

、312b

。

（236

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
。
浄
全2
、53

上
。

（237

）　
元
照
『
観
経
義
疏
』
巻
下
。
浄
全5
、409
上
。

（238

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
。
浄
全2

、53
上
。

（239

）　
善
導
『
観
経
疏
』
定
善
義
。
浄
全2

、53

上
。

（240

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
定
善
義
。
浄
全2

、367
上
。

（241

）　
善
導
『
観
念
法
門
』。
浄
全4

、231a

。

（242

）　
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
第
二
。
浄
全7

、233

。

（243

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、140
。

（244

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、53a

。

（245

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、368a

。

（246

）　『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
大
正15

、691b

。

（247

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、140

。

（248

）　『
観
無
量
寿
経
』、
浄
全1

、43

。
取
意
。

（249

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、53a

。

（250

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、53a

。

（251

）　
顕
意
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書

11

、204a

か
。
未
検
。

（252

）　『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
大
正15

、668b

。

（253

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、142

。

（254

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
書
』4

、142

。

（255

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、368b

。

（256

）　
善
導
『
観
経
疏
』「
定
善
義
」、
浄
全2

、53ab

。

（257

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、368b

。
取
意
。

（258

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
散
善
義
）
一
、
浄
全2

、375b

。

（259

）　
観
徹
『
観
無
量
寿
経
合
讃
』
末
、『
浄
土
宗
選
集
』4

、143

。

（260

）　『
観
経
曼
陀
羅
不
審
鈔
』
未
見
。

（261

）　
聖
聡
『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』
か
。
未
検
。

（262

）　
円
智
『
当
麻
曼
陀
羅
捫
象
』
七
、37

丁
裏
。

（263

）　
義
山
『
当
麻
曼
荼
羅
述
奨
記
』
か
。

（264

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、369a

。
取
意
。

（265

）　
顕
意
『
観
無
量
寿
経
四
帖
疏
楷
定
記
』
八
。
大
日
本
仏
教
全
書

11

、205c

参
照
。

（266

）　
未
検
。

（267

）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
）
三
、
浄
全2

、369b

。

（268

）　
法
然
『
観
経
釈
』、
浄
全9

、345b

。

（269

）　
善
導
『
観
経
疏
』（
定
善
義
）、
浄
全2

、45b

。

（270
）　
善
導
『
観
経
疏
』（
定
善
義
）、
浄
全2

、53b

。

（271
）　
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』（
定
善
義
記
）、
浄
全2

、370a

。
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身
〉」
と
「
仮
の
お
姿
〈
化
身
〉」
の
二
種
類
を
あ
げ
て
説
明

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
仮
の
お
姿
」
が
2.7
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
、
西
方
極
楽
浄

土
で
説
法
し
て
お
ら
れ
、
そ
し
て
私
た
ち
を
お
迎
え
に
来
て

く
だ
さ
る
、
阿
弥
陀
仏
の
「
ま
こ
と
の
お
姿
」
の
身
長
は
一

体
ど
れ
程
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
答
え
は
『
観
無
量
寿
経
』「
真
身
観
文
」
に
「
仏

身
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
」
と
説
か
れ
る
通
り
、

六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
、
化
身
の
大
き
さ
を
2.7
メ
ー
ト
ル
と
述
べ
ま
し
た
が
、

で
は
こ
の
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
と
は
何
メ
ー
ト
ル

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佛
身
の
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り

�

市
川
定
敬

　

総
本
山
知
恩
院
の
阿
弥
陀
堂
に
は
大
き
な
阿
弥
陀
様
が
お

ら
れ
ま
す
。
座
っ
た
お
姿
で
お
よ
そ
2.7
メ
ー
ト
ル
、
対
面
し

て
み
ま
す
と
非
常
に
大
き
く
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ
は
阿
弥
陀

様
の
仮
の
お
姿
の
大
き
さ
で
す
。『
観
無
量
寿
経
』
が
「
あ

る
い
は
小
身
を
現
ず
れ
ば
丈
六
八
尺
な
り
」
と
説
く
と
こ
ろ

で
す
。

　

宗
祖
法
然
上
人
は『
逆
修
説
法
』で「
今
し
ば
ら
く
真
身・

化
身
の
二
身
を
以
ち
て
、
弥
陀
の
功
徳
を
讃
歎
し
奉
る
」
と
、

阿
弥
陀
仏
の
お
体
の
有
り
様
に
つ
い
て「
ま
こ
と
の
お
姿〈
真

義
山
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
中
之
二
　
に
関
す
る
コ
ラ
ム
集

平
成
二
十
九
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ　

研
究
ノ
ー
ト
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ま
ず
「
六
十
万
億
」
は
「
6
×
10
の
13
乗
」
つ
ま
り
六

兆
、
そ
し
て
「
那
由
他
」
は
一
千
億
と
も
一
千
万
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
「
恒
河
沙
」
と
出
て
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
ガ
ン
ジ
ス
川（
恒
河
）の
砂
の
数
を
表
し
ま
す
。『
観

経
随
聞
講
録
』
に
は
「
ウ
ド
ン
ノ
粉
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
細
カ
ナ

リ
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の

底
は
い
わ
ゆ
る
粘
土
質
で
そ
の
粒
の
数
を
数
え
る
に
は
顕

微
鏡
が
必
要
な
ほ
ど
微
細
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
川
の
全

長
は
二
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

こ
こ
に
「
由
旬
」
と
続
き
ま
す
。『
随
聞
講
録
』
は
「
四

十
里
を
一
由
旬
と
す
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
約7.2
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
な
る
そ
う
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て

か
け
合
わ
せ
る
と
…　

あ
ま
り
意
味
が
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

高
さ
6
兆
…
と
い
う
時
点
で
我
々
の
想
像
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
を
掛
け
あ
わ
せ
る

と
な
る
と
、『
随
聞
講
録
』
が
説
明
す
る
通
り
「
非
数
量
」

と
す
る
し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

　

宗
祖
は
「
真
言
教
の
弥
陀
は
こ
れ
己
心
の
如
来
、
外
を

尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
こ
の
教
の
弥
陀
は
こ
れ
法
蔵
比
丘
の
成
仏

な
り
。
西
方
に
お
わ
し
ま
す
故
に
、
そ
の
心
大
き
に
異
な

り
。」（
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
）
と
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

な
ら
ば
こ
の
「
仏
身
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
」
は

私
た
ち
の
心
の
中
に
お
ら
れ
る
仏
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

い
ま
現
に
西
方
極
楽
浄
土
で
説
法
し
て
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏

の
「
ま
こ
と
の
お
姿
」
が
「
仏
身
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河

沙
由
旬
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
身
長

が
我
々
の
思
い
浮
か
べ
る
能
力
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
う
ち
ょ

っ
と
だ
け
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
孫
悟
空
が
こ
の

世
の
果
て
の
柱
と
間
違
え
て
お
釈
迦
様
の
指
に
落
書
き
を
し

た
と
い
う
お
話
は
有
名
で
す
が
、
実
は
私
た
ち
も
阿
弥
陀
仏

を
毎
日
拝
見
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
余
り
の

大
き
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
。『
観
無

量
寿
経
』に
は「
阿
弥
陀
仏
、
こ
こ
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」

と
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。                                                                



　232

凡
夫
の
理
解
の
範
囲
？

�

齊
藤
舜
健

　
『
観
経
』
真
身
観
文
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
身
長
を
「
六
十

万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
」
と
い
う
。『
観
経
』
で
は
、
こ

の
他
に
も
極
楽
世
界
の
蓮
華
の
花
弁
の
大
き
さ
や
、
観
世
音

菩
薩
、
勢
至
菩
薩
の
身
長
な
ど
に
多
く
の
数
量
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
て
、
極
楽
世
界
の
あ
り
さ
ま
を
、
な
ん
と
な
く
、

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
な
ん
と
な
く
」
が
「
は
っ
き
り
と
」
分
か
る

よ
う
に
、
そ
の
大
き
さ
を
現
代
の
私
た
ち
が
使
う
単
位
で
表

そ
う
と
し
て
み
る
と
、
途
端
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。
数

の
単
位
や
長
さ
の
単
位
を
定
め
難
く
、
電
卓
を
片
手
に
計
算

し
て
み
て
も
余
り
の
天
文
学
的
な
数
字
を
前
に
し
て
途
方
に

く
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
本
来
は
数
量
表
現
で

き
な
い
も
の
を
仮
に
数
量
表
現
し
た
と
い
う
「
非
数
量
の
数

量
」
で
あ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、『
観
経
』
の
注

釈
者
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
数
量
表
現
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
を
施
し
て
理
解
し
よ
う
と
つ
と
め
る
。

　

真
身
観
文
で
は
阿
弥
陀
仏
の
眼
球
に
つ
い
て
「
如
四
大
海

水
」
と
い
う
。
こ
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
義
山
は
次
の
よ
う

に
言
う
。「
…
四
大
海
は
あ
わ
せ
て
三
十
三
万
六
千
由
旬
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
浄
影
寺
慧
遠
と
智
顗
の
二
人
は
、〈
こ

の
白
毫
相
と
眼
球
の
大
き
さ
は
、
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙

由
旬
の
仏
の
身
長
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
の
大
き
さ
は

小
さ
す
ぎ
る
。
眼
球
に
あ
わ
せ
て
身
長
を
定
め
る
な
ら
ば
、

六
十
万
億
那
由
他
由
旬
と
な
る
は
ず
で
、
恒
河
沙
と
い
う
の

は
、
翻
訳
者
が
間
違
え
て
記
載
し
た
も
の
だ
ろ
う
〉
と
言
う
。

こ
う
い
っ
た
解
釈
は
す
べ
て
、
人
情
に
よ
っ
て
大
き
さ
を
定

め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
仏
の
御
心
に
か
な
う
と
い

え
よ
う
か
。
…
こ
れ
ら
は
す
べ
て
非
数
量
を
表
し
て
、
わ
ざ

と
計
算
が
合
わ
な
い
よ
う
に
説
い
て
あ
る
も
の
で
あ
る
（
浄

全14

、614a

）」。

　

経
典
の
言
葉
が
、
凡
夫
の
理
解
を
超
え
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
凡
夫
の
理
解
の
範
囲
（
人
情
）
に
読
み
替
え
る
の
は

間
違
い
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
義
山
は
随
処
で
い
う
。
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浄
土
三
部
経
を
は
じ
め
、
様
々
な
経
典
に
は
、
近
代
科
学

の
知
見
に
慣
れ
き
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
理
解
を

超
え
た
こ
と
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
謂
わ
く
、
釈
尊
は
母
親
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ

た
、
謂
わ
く
、
釈
尊
の
身
体
は
黄
金
に
輝
い
た
、
謂
わ
く
、

釈
尊
は
王
舎
城
の
王
宮
か
ら
耆
闍
崛
山
ま
で
空
を
歩
い
て
行

っ
た
。
エ
ト
セ
ト
ラ
エ
ト
セ
ト
ラ
。
並
べ
挙
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
人
が
正
し
い
と
信
じ
る

倫
理
観
や
価
値
観
か
ら
外
れ
た
こ
と
だ
っ
て
、
数
え
れ
ば
き

り
が
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
、
私
た
ち
自
身
の
理
解
の
範

囲
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
、
勝
手
に
解
釈
し
た
り
、
な
か
っ
た

こ
と
に
し
て
し
ま
う
。
常
識
か
ら
外
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
無
理
や
り
捻
じ
曲
げ
て
檀
信
徒
に
説
く
。
そ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
仏
教
と
世
間
の
価

値
観
は
異
な
る
。
人
間
（
凡
夫
）
の
認
識
に
に
は
限
界
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
私
た
ち
凡
夫
の
価
値
観
と
認
識
が
基
準
に
な

る
と
考
え
る
の
は
、
傲
慢
の
極
み
で
あ
ろ
う
。
経
典
の
言
葉

を
、「
人
情
に
よ
っ
て
」
読
み
替
え
る
の
で
は
な
く
、
言
葉

通
り
に
受
け
止
め
る
努
力
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
だ

ろ
う
か
。
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光
明

�

田
中
芳
道

　『
観
経
』
の
十
六
観
中
、
第
九
仏
身
観
に
は
「
光
明
徧
照

十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
い
う
、
所
謂
摂
益
文
が

あ
る
。
善
導
は
こ
れ
を
親
縁
・
近
縁
・
増
上
縁
の
摂
取
の
三

縁
で
解
釈
す
る
。
そ
れ
は
慧
遠
が
経
の
「
以
無
縁
慈
攝
諸
衆

生
」
を
衆
生
縁
・
法
縁
・
無
縁
の
慈
悲
の
三
縁
で
解
釈
す
る

の
と
対
比
す
る
と
、
同
じ
三
縁
で
も
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
。

善
導
の
解
釈
は
『
大
経
』
の
第
十
八
願
を
「
唯
明
㆘ス
専
念
㆓
　　弥

陀
ノ
名
号
㆒ヲ
得
㆑
生
ヿ
ヲ
」
と
受
け
止
め
、『
小
経
』
が
「
一
日

七
日
専
念
弥
陀
名
号
得
生
．
又
十
方
恒
沙
諸
仏
証
誠
不
虚
」

と
説
く
所
に
基
づ
い
て
、
本
願
を
根
拠
と
す
る
称
名
念
仏
に

余
行
に
越
え
た
勝
行
性
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。『
往
生
礼
讃
』

の
「
弥
陀
世
尊
本
発
ノ
深
重
誓
願
以
㆓テ
光
明
名
号
㆒ヲ
摂
㆓
化
十

方
㆒ヲ
」（
前
序
）、「
弥
陀
ノ
身
色
如
㆓シ
金
山
㆒ノ
・
相
好
光
明
照
㆓ス

十
方
㆒ヲ
・
唯
有
㆓テ
念
仏
㆒ノ
ミ
蒙
㆓ル
光
摂
㆒ヲ
・
当
㆑ニ
知
ル
本
願
最
モ
為
㆑

強
ト
・
六
方
ノ
如
来
舒
㆑テ
舌
ヲ
証
ス
・
専
ラ
称
㆓ス
レ
ハ
名
号
㆒ヲ
至
㆓ル
ト
西

方
㆒ニ
」（
日
中
）
に
も
そ
う
し
た
解
釈
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
法
然
を
善
導
浄
土
教
へ
向
か
わ
せ
た
源
信
の『
往
生
要
集
』

大
文
第
四
正
修
念
仏
は
、
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
の
行
と
し
て

世
親
の
五
念
門
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
第
四
観
察
門
で

は
初
心
の
観
行
者
に
色
相
観
を
別
相
観
・
総
相
観
・
雑
略
観

に
わ
た
っ
て
勧
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
観
経
』
の
光
明
摂

取
の
文
は
、
総
相
観
で
一
回
、
雑
略
観
で
は
二
回
言
及
さ
れ

て
い
る
。
雑
略
観
で
は
、「
彼
一
一
ノ
光
明
遍
ク
照
㆓
十
方
ノ
世

界
㆒ヲ
・
念
仏
ノ
衆
生
ヲ
摂
取
不
㆑
捨
・
我
亦
在
㆓テ
彼
摂
取
之
中
㆒ニ
・

煩
悩
ニ
障
㆑レ
テ
眼
ヲ
雖
㆑
不
㆑
能
㆑
見
ル
ヿ
」「
光
明
遍
照
摂
㆓ス
我
等
㆒ヲ・

願
共
㆓ニ
衆
生
一
生
㆓セ
ン
ト
彼
国
㆒ニ
．
若
有
㆑ラ
ハ
不
㆑
堪
㆑
観
㆓
念
ス
ル
ニ
相

好
㆒ヲ
・
或
依
㆓リ
共
帰
命
ノ
相
㆒ニ
或
依
㆓リ
引
摂
ノ
相
㆒ニ
或
依
㆓ル
往
生
ノ

相
㆒ニ
・
応
㆓ニ
一
心
ニ
称
念
㆒ス
」
と
あ
る
。
前
者
は
十
方
に
遍
照

す
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明
中
に
在
り
な
が
ら
煩
悩
の
障
の
た
め

に
不
見
で
あ
る
こ
と
、
後
者
は
観
念
に
堪
え
ざ
る
者
は
称
念

に
よ
っ
て
光
明
摂
取
に
預
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
法
然
は
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
の
文
に
関
し
て
『
観
経
釈
』

で
は
平
等
義
・
本
願
義
・
親
縁
等
の
三
義
で
、『
選
択
集
』
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第
七
章
で
は
親
縁
等
の
三
義
と
本
願
義
の
二
義
を
以
て
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
で
は
長
照
不
断
の

常
光
に
対
し
、
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
の
光
明
を
別
々
に
照
ら

す
神
通
光
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
『
三
部
経
釈
』
で
は
光

明
遍
照
の
文
を
『
大
経
』
の
第
十
二
光
明
無
量
願
、
第
十
七

諸
仏
称
揚
願
、
第
十
八
念
仏
往
生
願
、
第
十
三
寿
命
無
量
願
、

第
十
九
来
迎
引
摂
願
の
五
願
を
以
て
解
釈
し
、「
光
明
の
縁

と
名
号
の
因
と
和
合
せ
ば
摂
取
不
捨
の
益
を
蒙
ら
ん
こ
と
疑

う
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。                       
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光
明　

―
明
恵
の
批
判
―

�

米
澤
実
江
子

　

明
恵
（
一
一
七
三
～
一
二
三
二
年
）
は
、『
摧
邪
輪
』（
一

二
一
二
年
）
な
ら
び
に
『
荘
厳
記
』（
一
二
一
三
年
）
を
撰

述
し
て
、
法
然（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
年
）の『
選
択
集
』

（
一
一
九
八
年
）に
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

法
然
の
「
光
明
の
解
釈
」
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。

　

善
導
は
『
観
経
』
の
「
光
明
遍
照
十
方
世
界
。
念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
（
（
（

」
に
つ
い
て
、『
観
経
疏
』
で
は
「
仏
光
は
遍
く

照
ら
す
。
三
縁
（
親
縁
・
近
縁
・
増
上
縁
）
に
よ
っ
て
、
念

仏
者
の
み
を
摂
取
す
る
（
（
（

」、『
観
念
法
門
』
で
は
「
阿
弥
陀
仏

の
身
光
は
十
方
の
世
界
を
照
ら
す
。（
阿
弥
陀
）
仏
の
心
光

は
阿
弥
陀
仏
を
専
念
す
る
衆
生
を
常
に
照
ら
し
、
摂
護
し
て

捨
て
る
こ
と
は
な
い
。
余
の
雑
行
の
行
者
を
照
摂
す
る
こ
と

を
論
じ
な
い
（
（
（

」
等
の
解
釈
を
示
し
た
。

　

法
然
は
、
こ
れ
ら
を
引
用
し
て
「
念
仏
は
二
百
一
十
億
の

中
か
ら
選
取
さ
れ
た
妙
行
で
あ
り
本
願
行
で
あ
る
。
諸
行
は

選
捨
さ
れ
た
粗
行
で
あ
り
非
本
願
の
行
で
あ
る
」
と
し
、「
浄

土
門
の
諸
行
に
つ
い
て
比
較
し
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
、
念
仏
（
称
名
）
行
者
が
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
摂
取

さ
れ
る
こ
と
を
『
選
択
集
』
に
示
す
（
（
（

。

　

明
恵
は
、
先
の
善
導
の
解
釈
を
「
身
光
は
十
方
衆
生
を
照

ら
し
て
大
悲
普
遍
の
徳
を
顕
し
、
心
光
は
専
念
の
行
者
を
摂

し
て
感
応
必
然
の
義
を
成
す
（
（
（

」
と
し
て
、
仏
の
光
明
は
す
べ

て
の
人
を
照
ら
し
、
ま
た
専
念
の
人
を
摂
取
す
る
意
味
で
あ

る
と
す
る
。

　

両
者
と
も
に
、
念
仏
者
が
光
明
に
摂
取
さ
れ
る
と
す
る
が
、

法
然
の
念
仏
は
「
称
名
」
で
あ
り
、
明
恵
の
念
仏
は
「
心
に

仏
を
思
う
（
（
（

」
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
思
い
を
伴
う
全
て
の

行
為
を
指
し
、「
称
名
」
も
含
む
。
し
か
し
、
法
然
在
世
中

か
ら
専
修
念
仏
の
行
者
は
、
仏
の
光
明
を
「
摂
取
不
捨
曼
陀

羅
」（
仏
の
光
明
が
専
修
念
仏
者
に
は
届
く
が
、
他
の
宗
派

や
称
名
念
仏
以
外
の
行
者
に
は
、
行
者
の
前
で
向
き
を
変
え

る
な
ど
し
て
届
か
な
い
）
と
し
て
描
き
、
布
教
の
手
段
に
用

い
て
い
た
（
（
（

。
明
恵
は
、
仏
の
光
明
が
仏
教
者
を
差
別
す
る
よ
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う
な
布
教
が
行
わ
れ
る
原
因
は
『
選
択
集
』
の
内
容
に
あ
る

と
し
、
ま
た
、
自
身
と
は
相
違
す
る
仏
教
解
釈
と
が
複
合
的

に
重
な
り
合
っ
て
、
法
然
の
光
明
解
釈
を「
仏
の
光
明
に《
十

方
の
衆
生
を
照
ら
さ
な
い
過
失
》
と
、
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に

《
不
遍
の
過
失
》を
負
わ
せ
る
（
（
（

」と
し
て
批
判
す
る
に
至
っ
た
。

　

法
然
が
凡
夫
の
救
い
を
教
え
の
内
容
に
求
め
、
見
い
出
し

た
の
に
対
し
て
、『
摧
邪
輪
』
撰
述
時
の
明
恵
は
、
凡
夫
の

在
り
方
を
教
え
の
文
言
の
ま
ま
に
理
解
す
る
立
場
を
崩
す
こ

と
は
な
い
。（
敬
称
略
）

　
注（

1
）　『
観
無
量
寿
経
』、『
浄
土
宗
聖
典
』
一
、
三
〇
〇
頁
。

（
2
）　『
観
経
疏
』、『
浄
土
宗
聖
典
』
二
、
二
七
二
～
二
七
五
頁
（
取

意
）。

（
3
）　『
観
念
法
門
』、『
浄
全
』
四
、
二
二
八
頁
下
。

（
4
）　『
選
択
集
』、『
浄
土
宗
聖
典
』
三
、
一
三
八
頁
（
書
下
文
）。

（
5
）　『
摧
邪
輪
』、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
〇
頁
下
。

（
6
）　『
摧
邪
輪
』、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
五
頁
下
、
他
。

（
7
）　『
沙
石
集
』、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
五
、
八
七
頁
。

（
8
）　『
摧
邪
輪
』、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
〇
頁
上
（
取
意
）。

【
参
考
】

・
藤
堂
恭
俊
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
あ
ま
ね
く
照
ら
す
」（
同

著
『
選
択
集
講
座
』
浄
土
宗
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
二
～

一
七
五
頁
）。

・
髙
橋
弘
次
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
菩
提
心
」（
同
著
『
続

法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五
年
、

一
八
一
頁
）。
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「
無
縁
の
慈
悲
」
に
つ
い
て

�

井
野
周
隆

　
「
無
縁
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
無
縁
墓
」
や
「
無
縁
仏
」

と
い
う
用
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
祀
り
手
の
な
い
精
霊
の
事

を
指
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
現
代
社
会
が
地
縁
や
血
縁
が

希
薄
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
無
縁
社
会
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
相
互
扶
助
の
関
係
が
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
間
一
般
で
は
「
縁
が
な
い
」
と
い
う
意

味
で
、
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
「
無
縁
の

慈
悲
」
の
「
無
縁
」
と
い
う
場
合
は
、「
縁
が
な
い
」
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、『
観
経
』
第
九
真
身
観
に
「
仏

心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
も
っ
て
、
も
ろ
も

ろ
の
衆
生
を
摂
し
た
ま
う
」（『
聖
典
』
一
、
三
〇
一
）
と
あ

り
、
対
象
（
縁
）
を
選
ば
な
い
仏
の
慈
悲
の
事
を
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
義
山
は
「
以
無
縁
慈
」
を
注
釈
す

る
中
で
、
三
種
の
慈
悲
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
最
初
に
、「
衆

生
縁
の
慈
悲
」。
こ
れ
は
我
執
を
断
ち
切
れ
な
い
凡
夫
が
、

有
縁
の
者
に
対
し
て
起
こ
す
慈
悲
で
あ
る
。
次
に
、「
法
縁

の
慈
悲
」。
こ
れ
は
、
法
執
を
断
ち
切
れ
な
い
二
乗
と
菩
薩

が
、
因
果
の
道
理
に
基
づ
い
て
起
こ
す
慈
悲
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
慈
悲
は
、
衆
生
と
法
と
を
対
象
に
し
て
起
こ
す
有
縁

の
慈
悲
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
後
の
「
無
縁
の
慈
悲
」
は
、

我
執
と
法
執
を
断
ち
切
っ
た
仏
が
、
実
相
を
縁
と
し
て
、
対

象
を
選
ば
ず
に
起
こ
す
慈
悲
で
あ
る
か
ら
、「
無
縁
の
慈
悲
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
三
種
の
慈
悲
は
、「
三
縁
の
慈
悲
」
と
も
呼
ば
れ
、

こ
の
表
現
は
『
大
般
涅
槃
行
』
梵
行
品
（『
大
正
』
14
、

694c

））
や
『
大
智
度
論
』
巻
二
十
（『
大
正
』
25
、209b 

~c

）
に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
慈
悲
心
の
生
起
す
る
理
由
と

そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
義
山
は
、
無
縁
の
慈
悲
の
在
り
方
を
、
月
影
に

例
え
て
、
あ
た
か
も
月
の
光
が
、
全
て
の
と
こ
ろ
を
隈
な
く

照
ら
し
て
い
る
よ
う
に
、
対
象
を
選
ば
な
い
の
が
最
高
の
慈

悲
の
在
り
方
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
尊
の
尊
容

�

八
橋
秀
法

　

観
音
菩
薩
は
諸
経
に
説
か
れ
、
様
々
な
姿
で
描
か
れ
る
。

し
か
し
、
勢
至
菩
薩
に
つ
い
て
説
か
れ
る
経
典
は
少
な
く
、

合
わ
せ
て
千
八
百
尊
近
く
描
か
れ
る
両
界
曼
荼
羅
で
も
胎
蔵

界
の
蓮
華
部
院
に
一
尊
描
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

今
回
掲
載
の
『
随
聞
講
録
』
で
は
、
数
少
な
い
勢
至
菩
薩

に
つ
い
て
説
か
れ
た
『
観
無
量
寿
経
』
の
当
該
箇
所
を
解
釈

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
弥
陀
・
観
音
の
尊
容
も
含
め
て
、
記

述
内
容
を
簡
単
な
表
に
ま
と
め
て
み
た
。

　

な
お
『
随
聞
講
録
』
の
頁
数
（
浄
全
14
）
も
記
載
し
て
い

る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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Sheet1
阿
弥
陀
佛

（
頁
）
観
音
菩
薩

（
頁
）
勢
至
菩
薩

（
頁
）

左
・
悲

628a
右
・
智

628a

特
記
以
外
は
仏
の

如
し

（
肉
髻
・
無
見
頂
相
は

　
仏
ほ
ど
で
は
な
い
）

626b
特
記
以
外
は
観
音

と
同
じ

631a

身
色

閻
浮
檀
金
色

612b
紫
金
色

621b
紫
金
色

（
観
音
と
同
じ
）

631a

身
高

六
十
万
億
那
由
他

恒
河
沙
由
旬

613a
八
十
万
億
那
由
他

由
旬

621b
八
十
万
億
那
由
他

由
旬

「
観
音
菩
薩
と
同
じ
」

628a

光
総
身
の
光
明

五
道
を
現
ず

623b
総
身
の
光
明

十
方
国
を
照
ら
す

 紫
金
色

629a

円
光

百
億
三
千
大
千
世
界
の

如
し

614b
ク
ビ
ス
ジ
の
円
光
縱
横
お
の
お
の

百
千
由
旬

623a
ク
ビ
ス
ジ
の
円
光
縱
横
お
の
お
の

百
二
十
五
由
旬

二
百
五
十
由
旬
を
照

ら
す

628b

白
毫
の
光
明

八
万
四
千
の
光
明

624b
八
十
億
の
光
明

瓔
珞
と
な
る

624b

化
仏

円
光
の
中

百
万
億
那
由
他
恒
河
沙

の
化
仏

614b
五
百
の
化
仏

釈
迦
牟
尼
仏
の
如
し

623a

天
冠
の
化
仏

623b

頭
部

肉
髻

621b
肉
髻

盋
頭
摩
華
の
如
し

630b

天
冠

毘
楞
伽
・
摩
尼
宝

623b
天
冠

五
百
の
宝
華
（
蓮
華
）

宝
華
に
宝
台
あ
り

630b

（
天
冠
の
中
の
）

宝
瓶

631a

顔
色

閻
浮
檀
金
色
の
如
し

624a

眉
間
白
毫

五
須
弥
山
の
如
し

（
一
千
六
百
八
十
万
里
）
613b

白
毫

七
宝
の
艶
あ
り

624a
毫
相

（
観
音
と
同
じ
）

631a

目
四
大
海
水
の
如
し
　

青
白
分
明

614a

面
相

（
観
音
と
同
じ
）

631a

手
掌

五
百
億
雜
蓮
華
色

625a
指
端

印
文
あ
り

625a

足
足
跡

千
輻
輪
相

625a

足
を
下
ろ
す
時

金
剛
・
摩
尼
の
蓮
華
が

広
が
る

626b
行
く
時

十
方
世
界
一
切
震
動

五
百
億
の
宝
華
が
現

れ
る

631a

坐
る
時

十
方
世
界
一
切
震
動

631b

ペ
ー
ジ
 1
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浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
浄
土
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
班
　
研
究
ノ
ー
ト

中
原
実
道
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
成
立
と
展

開
に
つ
い
て

�
曽
田　

俊
弘

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
中
原
実
道
師
（
一
九
二
九
～
二
〇
一
四
）
が
独
自

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
と
技
法
を
打
ち
立
て
、
そ
れ
を
教
育

の
現
場
に
導
入
し
、
さ
ら
に
布
教
教
化
の
領
域
へ
と
応
用
展
開

す
る
に
至
っ
た
過
程
を
、
中
原
師
の
著
作
・
講
演
録
と
経
歴
の

検
討
を
通
し
て
辿
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

一
、
中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　

中
原
師
は
、
広
島
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
二
八
年
か
ら
作
陽

短
期
大
学
で
の
一
年
余
り
の
助
手
生
活
を
経
て
、
昭
和
二
九
年

に
岡
山
市
立
旭
中
学
校
に
奉
職
し
、
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
特

殊
学
級
（
現
・
特
別
支
援
学
級
）
の
指
導
に
従
事
し
た
。
そ
の

傍
ら
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
で
研
究
活

動
を
行
い
、
昭
和
三
三
年
五
月
に
、
日
本
教
育
学
会
中
国
四
国

支
部
会
（
現
・
中
国
四
国
教
育
学
会
）
発
行
の
『
教
育
学
研
究

紀
要
』
第
三
巻
に
、
近
代
日
本
教
育
史
に
関
す
る
論
文
「
普
通

教
育
に
お
け
る
職
業
・
家
庭
科
的
教
育
―
明
治
前
期
―
」【
文
献

⑴
】
を
発
表
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
が
中
原
師
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の
発
表
年
の
最
も
古
い
論
文
で
あ
る
。
所
属
先
が
「
広
大
大
学

院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
院
修
士
課
程
に
お
け

る
研
究
成
果
、
す
な
わ
ち
修
士
論
文
を
要
約
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
教
育
活
動
に
専
念
し
た
た
め
か
論
文
発
表
が
途
絶

え
る
が
、
旭
中
学
校
勤
務
期
間
の
終
盤
か
ら
研
究
活
動
を
再
開

し
、
特
殊
学
級
の
指
導
法
の
研
究
に
取
り
組
み
、
昭
和
四
三
年

に
約
一
〇
年
ぶ
り
の【
文
献
⑵
】、
翌
昭
和
四
四
年
に【
文
献
⑶
】

を
発
表
し
た
。

　

昭
和
四
四
年
、
中
原
師
は
、
旭
中
学
校
か
ら
岡
山
県
教
育
セ

ン
タ
ー
に
移
動
し
、
指
導
主
事
に
就
任
し
、
教
育
相
談
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

（Carl Ransom
 Rogers, 1902

～1987

─
引
用
者
註
）
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
に
出
逢
う
」（【
文
献
㉝
】
七
頁
）
こ

と
と
な
る
。

　

そ
の
一
年
後
の
昭
和
四
五
年
に
【
文
献
⑷
】
を
発
表
し
た
が
、

こ
こ
で
中
原
師
は
、
特
殊
学
校
に
お
け
る
〝
見
ら
れ
意
識
”
を

持
っ
た
生
徒M

arginal M
an

（
境
界
人
）
を
見
ら
れ
意
識
を
克

服
し
自
己
価
値
を
見
失
わ
な
い
生
徒
へ
と
変
容
さ
せ
る
た
め
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
特
殊
学
級
入
級
に
際
し
、
親
の
拒
否
の

少
な
い
と
こ
ろ
にM

arginal M
an

は
少
な
い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
親
に
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
指
導
」
を

加
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
（
六
一
頁
）、
初
め
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
中
原
師
が
カ
ー
ル
・
ロ
ジ

ャ
ー
ズ
流
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
教
育
現
場
へ
の
導
入
を
決
意
し
た
こ
と
が
窺
え

る
。

　
【
文
献
⑷
】
の
発
表
か
ら
次
の
【
文
献
⑸
】
を
発
表
す
る
ま
で

に
四
年
の
空
白
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
中
原
師
は
、

教
育
相
談
業
務
の
傍
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
と
技
法
の
習

得
に
精
励
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

二
、
中
原
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
成
立

　

中
原
師
は
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
岡
山
県
教
育
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
た
後
、
昭
和
四
九
年
に
、
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
教

授
に
就
任
し
た
。
そ
の
翌
年
の
昭
和
五
〇
年
か
ら
五
六
年
に
至
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る
ま
で
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
流
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
非
指
示
的
療

法
・
来
談
者
中
心
療
法
・
人
間
性
中
心
療
法
）
の
理
論
と
技
法

を
教
育
の
現
場
へ
導
入
・
適
用
す
る
、
す
な
わ
ち
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
お
け
る
援
助
者
と
被
援
助
者
の
人
間
関
係
を
教
育
に
お

け
る
教
師
と
子
ど
も
、
教
師
と
学
級
集
団
の
人
間
関
係
へ
適
用

す
る
と
い
う
教
育
実
践
に
取
り
組
み
、
そ
の
実
践
的
研
究
成
果

を
論
文
に
ま
と
め
て
『
教
育
学
研
究
紀
要
』【
文
献
⑸
⑹
⑺
⑼
⑿

⒀
】
に
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
共
同
執
筆
し
た
教
育
原
理
【
文

献
⑻
】
と
道
徳
教
育
【
文
献
⑽
】
に
関
す
る
二
冊
の
教
科
書
の

分
担
執
筆
部
分
に
も
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
以
下
、
そ
の
八
本
の
論
文
の
内
容
を
概
観
し
た
い
。

　
【
文
献
⑸
】
に
お
い
て
、
中
原
師
は
、「
楕
円
の
関
係
」
と
い

う
教
育
に
お
け
る
人
間
関
係
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

・「
無
心
」「
空
」
に
な
っ
て
、「
あ
り
の
ま
ま
に
」「
あ
た

か
も
そ
の
人
の
如
く
」
な
り
き
る
と
い
う
「
異
円
同
心
の

関
係
」
に
入
る
こ
と
は
一
般
の
教
師
に
は
極
め
て
困
難
。

教
師
と
子
ど
も
、
子
ど
も
と
子
ど
も
と
い
う
、
二
つ
の
焦

点
（
中
心
）
を
持
つ
「
楕
円
の
関
係
」
に
入
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。

・
子
ど
も
を
受
け
容
れ
あ
り
の
ま
ま
に
理
解
す
る
関
係
、

そ
れ
に
よ
り
子
ど
も
が
変
容
し
て
ゆ
く
関
係
に
入
る
と
い

う
こ
と
は
即
ち
楕
円
の
関
係
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
楕
円
の
関
係
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
教
師
の

望
む
よ
り
質
の
高
い
教
育
的
意
図
（
教
育
作
用
）
も
子
ど

も
に
素
直
に
正
し
く
届
く
は
ず
で
あ
る
。

・
学
級
集
団
に
お
い
て
は
、
教
師
が
子
ど
も
た
ち
す
べ
て

に
対
し
て
楕
円
の
関
係
に
入
る
努
力
を
す
べ
き
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
教
師
を
中
心
に
楕
円
の
関
係
の
張
り
巡
ら
さ
れ

た
球
体
と
し
て
の
準
拠
集
団
が
成
立
す
る
。

こ
こ
で
中
原
師
は
、
空
・
無
我
・
自
他
不
二
（
自
他
一
如
）
の

境
地
と
も
言
う
べ
き
、
自
分
（
教
師
）
を
相
手
（
子
ど
も
）
と

同
化
さ
せ
る
と
い
う
、
中
心
が
一
つ
し
か
な
い
「
異
円
同
心
の

関
係
」
を
実
現
困
難
な
関
係
と
し
て
否
定
し
、
自
分
（
教
師
）

と
相
手
（
子
ど
も
）
と
い
う
二
つ
の
中
心
が
存
在
し
、「
一
方
の

焦
点
か
ら
出
る
光
は
片
方
の
焦
点
に
集
ま
り
、
逆
に
片
方
の
焦



　244

点
か
ら
出
る
光
は
、
今
度
は
一
方
の
焦
点
に
届
く
」
と
い
う「
楕

円
の
関
係
」
こ
そ
「
受
容
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
人
間
関
係
と

し
て
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
後
年
、

【
文
献
⒃
】
で
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
中
原
氏
は
、

そ
れ
ま
で
、
私
（
中
原
）
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
本
も
読
ん
だ
、
講
演
も
聴
い
た
。〝
無

に
な
れ
〟〝
空
に
な
れ
〟〝
あ
た
か
も
、
そ
の
人
の
如
く
感
じ
、

あ
り
の
ま
ま
に
見
よ
〟〝
受
容
〟
と
い
う
の
は
〝
あ
り
の
ま

ま
に
〟〝
無
条
件
に
〟〝
肯
定
的
に
（
大
事
に
）〟
受
け
容
れ

て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
と
。
頭
で
は
、
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
る
。
し
か
し
、
実
践
で
は
、
と
て
も
と
て
も
、
無
に
、

空
に
、
あ
た
か
も
そ
の
ひ
と
の
如
く
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
な
れ

な
い
。
と
て
も
な
れ
そ
う
に
な
い
。

と
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
教
育
相
談
業
務
を
始
め
て
か
ら
も
、

自
分
が
「
無
」「
空
」
に
な
っ
て
、「
あ
た
か
も
そ
の
人
（
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
）
の
如
く
」
な
り
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
深

く
悩
み
、「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
な
れ
な
い
。
と
て
も
な
れ
そ
う

に
な
い
」
と
い
う
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
陥
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
時
に
、
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
で
あ
る
不
登
校
の
子
ど
も
を
抱
え
る
母
親
の
、

悪
い
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
。
学
校
に
行
け
ぬ
の
は
。
し

か
し
、
あ
の
子
に
、
他
の
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
あ

れ
が
、
今
の
あ
の
子
に
で
き
る〝
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と
〟

〝
精
一
杯
の
こ
と
〟
な
の
で
す
ね
え
。

と
い
う
言
葉
に
出
あ
い
、〝
今
で
き
る
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と
〟

〝
精
一
杯
の
こ
と
〟
と
胸
の
中
で
称
え
な
が
ら
、
相
手
と
会
う
こ

と
が
、
私
の
〝
受
容
〟
の
実
践
的
な
あ
り
方
、
方
法
な
の
だ
と

悟
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
中
原
師
の
お
そ
ら
く
四
二
歳
か
ら
四
五
歳

に
か
け
て
の
四
年
間
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
修
行
中
の
出
来
事
と

思
わ
れ
る
、「
回
心
」
体
験
と
も
い
う
べ
き
「
受
容
」
の
実
践
的

悟
り
の
経
験
、
す
な
わ
ち
、
相
手
（
子
ど
も
）
の
今
の
態
度
や

姿
を
〝
今
で
き
る
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と
〟〝
精
一
杯
の
こ
と
〟
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と
受
け
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
の
す
べ
て
一
切
が
届
き
、

一
切
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
自
分
の
望
む

質
の
高
い
教
育
的
意
図
（
教
育
作
用
）
を
相
手
に
届
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
関
係
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信
を
「
教

育
に
お
け
る
人
間
関
係
モ
デ
ル
」「
対
人
援
助
モ
デ
ル
」
と
し
て

モ
デ
ル
化
し
た
も
の
が
「
楕
円
論
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
に
、
中
原
師
独
自
の「
受
容
」
に
基
づ
く「
教
育
関
係
論
」「
援

助
関
係
論
」
の
一
応
の
成
立
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
【
文
献
⑹
】
で
は
、
話
し
合
い
活
動
に
お
い
て
、
時
間
を
か
け

て
、
子
ど
も
に
（
主
張
す
る
よ
り
も
）
傾
聴
し
理
解
す
る
こ
と

に
努
め
さ
せ
、（
子
ど
も
を
信
頼
し
）
教
師
が
方
向
づ
け
・
価
値

づ
け
る
こ
と
を
控
え
た
と
こ
ろ
、
健
全
に
し
て
建
設
的
な
調
整

機
能
が
働
き
、
多
数
決
で
は
な
く
満
場
一
致
で
意
思
決
定
が
な

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の

い
う
「
人
間
（
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
）
の
本
質
（
積
極
的
な
方
向

を
持
つ
）
へ
の
信
頼
」、「
受
容
的
雰
囲
気
」、「
雰
囲
気
づ
く
り

の
条
件
」（
児
童
が
無
条
件
の
肯
定
的
配
慮
と
共
感
的
理
解
を
経

験
す
る
こ
と
）、「
傾
聴
の
理
論
」
に
よ
っ
て
、
仲
間
と
の
間
に

積
極
的
な
関
係
が
生
ま
れ
、
互
い
の
人
間
的
成
長
を
促
す
と
い

う
指
導
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。

　
【
文
献
⑺
】
で
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
ド
イ
ツ
の
教
育
哲
学
者
ボ

ル
ノ
ー
（Otto Friedrich Bollnow

, 1903

～ 1991

）
と
の

比
較
思
想
的
考
察
を
試
み
、

・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
有
機
体
と
し
て
の
人
間
種
族
の
一
般
的

成
長
傾
向
・
自
己
実
現
へ
の
衝
動
へ
の
絶
対
的
「
信
頼
」
と
、

ボ
ル
ノ
ー
の
人
間
の
生
と
存
在
（
成
長
へ
の
衝
動
・
傾
向

を
持
つ
人
間
の
本
来
性
）
に
対
す
る
「
包
括
的
信
頼
」
は

同
一
。

・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
、
教
師
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
の
、

子
ど
も
へ
の
無
条
件
の
肯
定
的
な
配
慮
（「
受
容
」）
と
感

情
移
入
の
「
共
感
」
的
理
解
は
、
ボ
ル
ノ
ー
の
、
子
ど
も

に
対
す
る
態
度
と
し
て
の
「
教
育
愛
」
と
「
善
意
」
の
実

践
的
、
具
体
的
行
為
表
現
。

・
ボ
ル
ノ
ー
の
「
希
望
」
と
「
忍
耐
」
は
、
人
間
本
来
の

傾
向
へ
信
頼
を
置
き
、
そ
れ
が
教
師
と
の
関
係
に
よ
っ
て

解
放
さ
れ
発
動
す
る
の
を
信
じ
て
待
つ
と
こ
ろ
の
、
カ
ウ
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ン
セ
リ
ン
グ
行
為
そ
の
も
の
。

と
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
ボ
ル
ノ
ー
の
思
想
的
親
近
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

　
【
文
献
⑻
】
で
は
、
教
師
の
役
割
に
つ
い
て
、「
教
師
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
、
児
童
・
生
徒
へ
の
親
密
な
接
近
と
対
話
関
係

に
入
る
こ
と
、
そ
れ
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
へ
の
内
面
的
理
解

と
受
容
と
共
感
と
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
的

な
関
係
の
基
盤
の
う
え
に
、
初
め
て
指
導
が
可
能
で
あ
り
、
人

間
形
成
の
教
育
活
動
が
成
立
す
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

（
一
一
二
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
望
ま
し
い
教
師
像
と
し
て
、

①
教
育
愛（
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大
事
に
す
る
教
師
）

②
受
容
と
共
感
（
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
理
解
す
る

教
師
）

③
信
頼
（
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
信
頼
す
る
教
師
）

④
忍
耐
（
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
力
を
待
つ
こ
と
が

で
き
る
教
師
）

⑤
援
助
（
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
援
け
る
こ
と
が
で

き
る
教
師
）

　
⑥
研
修
（
後
学
を
畏
敬
す
る
教
師
）

の
六
つ
の
理
想
像
を
あ
げ
、
そ
の
内
の
①
②
③
④
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。

①
い
ま
こ
こ
に
現
に
あ
る
、
そ
の
ま
ま
の
、
あ
る
が
ま
ま

の
個
々
の
こ
の
子
、
具
体
的
な
こ
の
子
を
、
そ
の
ま
ま
無

条
件
に
肯
定
的
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
愛
し
、
慈

し
む
と
い
う
素
朴
な
母
親
的
な
人
間
的
な
愛
な
の
で
あ
る
。

こ
の
愛
こ
そ
が
、
教
育
の
根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
愛
で
あ
る
。
こ
の
愛
が
、
子
ど
も

と
教
師
と
の
間
に
、
教
育
的
な
関
係
を
支
え
て
教
育
を
可

能
に
す
る
不
可
欠
な
前
提
な
の
で
あ
る
（
一
五
〇
～
一
五

一
頁
）。

②
子
ど
も
を
あ
る
が
ま
ま
を
愛
し
、
現
に
い
ま
、
あ
る
が

ま
ま
に
理
解
し
、
子
ど
も
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
無
条
件

に
、
し
か
も
、
肯
定
的
に
受
け
容
れ
る
こ
と
を
「
受
容
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
…
そ
の
愛
（
教
育
愛
―
引
用
者
註
）

に
抱
か
れ
て
、
そ
の
具
体
的
な
表
現
で
あ
る
受
容
的
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
、
子
ど
も
は
真
に
安
心
し
て
自
由
と
な
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り
、
持
ち
前
の
生
ま
れ
た
ま
ま
の
、
た
く
ま
し
い
能
力
が

発
動
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
教
師
に
援
け

ら
れ
て
、
成
長
し
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
（
一
五

四
頁
）。

③
教
師
が
子
ど
も
の
中
に
、
善
き
も
の
へ
向
か
っ
て
成
長

し
、
発
展
す
る
衝
動
力
を
信
じ
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
、

信
頼
す
る
に
足
る
者
と
し
て
の
哲
学
を
も
た
な
い
限
り
、

自
分
の
教
育
生
命
を
子
ど
も
に
賭
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
一
五
六
頁
）。

④
子
ど
も
の
中
に
あ
る
善
な
る
も
の
へ
、
よ
き
も
の
へ
と

向
か
っ
て
、
成
長
発
展
す
る
力
に
信
頼
を
置
く
教
師
は
、

素
朴
な
愛
の
お
も
む
く
ま
ま
に
、
子
ど
も
の
弱
さ
を
受
容

し
、
共
感
し
、
見
守
り
な
が
ら
、
そ
し
て
安
心
し
て
「
待

つ
」
こ
と
が
で
き
る
（
一
五
七
頁
）。

以
上
の
よ
う
な
中
原
師
の
提
示
し
た
理
想
の
教
師
像
は
、
師
が

【
文
献
（
７
）】
で
考
察
し
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
お
よ
び
ボ
ル
ノ
ー

の
理
論
の
強
い
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
が
如
実
に
窺
え
る
。

　
【
文
献
⑼
】
で
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
学
習
論
の
要
点
を
次
の
よ

う
に
整
理
し
て
い
る
。

・
受
容
的
雰
囲
気
の
中
で
、
真
に
自
発
的
、
自
主
的
な
主

体
と
し
て
生
き
は
じ
め
た
子
ど
も
が
学
習
す
る
と
き
、
そ

の
学
習
の
形
態
は
学
習
者
中
心
の
教
育
と
な
る
。

・
受
容
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
子
ど
も
に
自
由
や
自
己
指

示
が
与
え
ら
れ
る
と
き
に
、
子
ど
も
は
学
校
に
お
い
て
必

修
と
さ
れ
る
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
【
文
献
⑽
】
で
は
、
明
治
・
大
正
期
の
教
育
家
で
あ
っ
た
杉
浦

重
剛
（
一
八
五
五
～
一
九
二
四
）
の
弟
子
が
、
自
分
の
「
先
生
、

あ
の
枯
れ
す
す
き
に
火
を
つ
け
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う

ね
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
、
杉
浦
が
応
答
し
た
「
う
ん
、
わ

し
も
そ
う
思
う
が
、
や
ら
ん
だ
け
じ
ゃ
」
と
い
う
言
葉
を
終
生

忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
を
取
り
上
げ
、
杉
浦
の

言
葉
の
前
半
の
「
わ
し
も
そ
う
思
う
」
と
い
う
言
葉
が
弟
子
自

身
の
人
間
と
し
て
の
弱
さ
や
未
熟
さ
に
対
す
る
教
師
の
側
の
受

容
で
あ
り
、
共
感
で
あ
り
、
後
半
の「
が
、
や
ら
ん
だ
け
じ
ゃ
」

が
、
教
師
・
大
人
と
し
て
の
生
き
様
や
、
弟
子
の
持
っ
て
い
な
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い
英
知
を
示
し
て
い
る
と
し
、
こ
の
先
生
の
弟
子
に
対
す
る
受

容
的
・
共
感
的
理
解
に
対
し
て
、
弟
子
は
先
生
と
の
一
体
感
を

覚
え
、「
こ
の
よ
う
な
未
熟
な
自
分
で
あ
っ
て
も
、
あ
り
の
ま
ま

の
状
態
で
先
生
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感
と
解
放
感
を
も
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
先
生
か
ら
、
人

間
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
、
期
待
さ
れ
て
い
る
望
ま
し
い
あ

り
方
の
方
向
が
示
さ
れ
る
と
、
弟
子
の
方
は
ど
う
し
よ
う
も
な

く
、
自
分
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
あ
り
た
い
と
意
志
せ
ざ
る
を
え

な
い
よ
う
に
な
り
、
素
直
に
実
践
ま
で
入
っ
て
行
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
」（
二
〇
一
頁
）
と
述
べ
、
教
師
の
子
ど
も

に
対
す
る
受
容
し
、
共
感
的
に
理
解
す
る
と
い
う
「
評
価
」
の

重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
【
論
文
⑿
⒀
】
で
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
学
習
仮
説
「
重
要
な
意

義
あ
る
学
習
の
促
進
は
、
指
導
者
と
学
習
者
と
の
間
の
人
格
的

な
関
係
に
存
在
す
る
あ
る
態
度
の
質
に
基
づ
く
」
を
検
証
す
べ

く
、「
受
容
」「
共
感
的
理
解
」「
純
粋
」
と
い
う
三
つ
の
態
度
の

保
持
に
努
め
な
が
ら
教
育
原
理
の
講
義
を
五
年
間
試
行
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
態
度
が
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
か
な
り
高
度
に
知
覚

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
関
係
調
査
票
「
生
徒
か
ら
み
た
先
生

の
授
業
態
度
」
及
び「
授
業
観
察
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
」（
群
馬
方
式
）

に
よ
る
調
査
に
よ
っ
て
数
量
的
に
計
測
で
き
、
ま
た
学
生
自
身

の
「
総
合
自
己
評
価
」「
他
の
講
義
と
の
対
比
で
評
価
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
三
つ
の
態
度
に
学
生
が
好
感
を
持
ち
、

効
果
的
、
促
進
的
な
意
義
あ
る
講
義
と
し
て
高
く
評
価
し
た
こ

と
か
ら
、「
教
師
と
子
ど
も
と
の
人
間
関
係
に
お
い
て
、
学
習
が

促
進
さ
れ
る
か
否
か
は
、
教
師
の
発
言
と
態
度
と
が
子
ど
も
に

如
何
に
知
覚
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
を
提

示
し
て
い
る
。

　

以
上
、
中
原
師
の
教
育
実
践
研
究
の
成
果
を
概
観
し
た
が
、

中
原
師
は
、
こ
の
研
究
過
程
を
通
し
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
流
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
、
自
身
が
苦
悩
の
末
に
悟
っ
た
、
相
手
（
子
ど

も
）
の
今
の
態
度
や
姿
を〝
今
で
き
る
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と
〟

〝
精
一
杯
の
こ
と
〟
と
胸
の
中
で
称
え
な
が
ら
相
手
と
向
き
合
う

と
い
う
「
受
容
」
の
技
法
を
加
味
し
て
構
築
し
た
独
自
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
、
教
師
と
子
ど
も
、
教
師
と
学
級
集
団
の
人
間

関
係
形
成
の
た
め
に
極
め
て
有
効
で
あ
り
、
子
ど
も
を
好
ま
し
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い
人
格
へ
、
集
団
を
好
ま
し
い
雰
囲
気
へ
の
変
容
せ
し
め
る
優

れ
た
教
育
作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
を
確
信
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
中
原
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
完
成

　

昭
和
六
二
年
、
中
原
師
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
集
大
成
し
た『
養
護
教
育
の
教
育
観
と
子
ど
も
観
』【
文

献
⒃
】
と
い
う
著
書
を
上
梓
し
た
。
こ
こ
で
中
原
師
は
、
独
自

の
「
受
容
」
に
基
づ
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
を
具
体
的
に

説
き
明
か
し
て
い
る
。

　
中
原
師
は
、「
子
ど
も
の
現
在
の
姿
を
、
子
ど
も
の
今
の
行
為

を
［〝
今
で
き
る
た
っ
た
ひ
と
つ
の
こ
と
〟〝
精
一
杯
の
こ
と
〟

と
―
引
用
者
註
］〝
受
容
〟
の
心
で
受
け
と
め
、
見
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
教
師
・
親
の
口
か
ら
は
、
当
然
の
こ
と
に
、

そ
の
心
に
伴
っ
た
こ
と
ば
が
自
然
に
出
て
く
る
わ
け
で
す
」
と

し
て
、
受
容
の
心
か
ら
次
の
四
通
り
の
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
、

①
あ
い
づ
ち
の
こ
と
ば
（
相
手
に
、
ア
ラ
、
ソ
ウ
、
マ
ア
、

フ
ー
ン
、
ソ
レ
デ
、
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
返
す
）

②
繰
り
返
し
の
こ
と
ば
（
相
手
の
話
し
た
内
容
を
、
自
分

の
こ
と
ば
で
、
短
く
返
す
）

③
反
射
の
こ
と
ば
（
相
手
の
感
情
表
現
の
こ
と
ば
を
そ
の

ま
ま
繰
り
返
す
）

④
明
確
化
の
こ
と
ば
（
相
手
の
気
持
ち
が
、
言
い
た
い
こ

と
が
、
内
面
が
見
え
た
時
、
そ
れ
を
、
相
手
の
代
わ
り

に
、
口
に
出
し
表
現
し
て
や
る
。
明
確
に
し
て
や
る
）

が
わ
き
出
て
く
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
四
通
り
の
こ
と
ば
を
、
相
手
が
「
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
」「
大
事
に
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
、「
気
が
つ
い

た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
、
本
当
の
自
分
の
力
が
動
き
は
じ
め
て

い
る
。
本
当
の
自
分
の
力
が
動
き
は
じ
め
て
い
る
。
本
当
の
自

分
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
ば
で
あ
る
と
し
、
身
に
つ
け

た
い
こ
と
ば
と
し
て
人
々
に
勧
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
最
初
の
う
ち
は
、
相
手
と
の
対
話
は
、
あ
い
づ
ち
、

繰
り
返
し
、
反
射
の
こ
と
ば
が
80
％
、
90
％
を
占
め
、
明
確
化

の
こ
と
ば
は
少
し
し
か
出
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
化
の
こ

と
ば
が
80
％
、
90
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
一
つ
の
目
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標
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
原
師
の
四
通
り
の
こ
と
ば
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
非
指
示
的
療
法
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
る
が
、「
受
容
の
心
（
こ
れ
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ

ン
ド
と
い
い
ま
す
）
さ
え
で
き
る
な
ら
ば
、
共
感
的
理
解
や
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
な
こ
と
ば
が
、
自
然
に
伴
う
わ
け
で
す
」

（
一
九
八
頁
）
と
、
師
独
自
の
「
受
容
」
を
、
四
つ
の
こ
と
ば
を

生
み
出
す
源
泉
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
他
と
は
一
線

を
画
す
る
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
主
著
の
完
成
を
も
っ
て
、
中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
よ
う
や
く
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。

四
、
中
原
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
展
開

　

こ
れ
ま
で
概
観
し
た
、
中
原
師
の
著
作
に
は
、
仏
教
色
・
浄

土
宗
色
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
中
原
師
が
、
浄
土
宗
僧
侶
の
立
場

に
立
っ
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
浄
土
宗
の
教
え
を
関
連
付
け

て
説
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
中
原
師
が
六

〇
歳
に
な
ん
な
ん
と
す
る
、
昭
和
六
三
年
度
浄
土
宗
寺
庭
婦
人

会
代
表
者
研
修
会
に
お
け
る
講
演
「
添
う
心
」【
文
献
⒄
】
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
講
演
に
お
い
て
中
原
師

は
、

「
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
で
す
、
精
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
な
ん

で
す
」
と
い
う
見
方
。
そ
れ
は
、
今
や
っ
て
い
る
行
為
は

よ
く
な
い
こ
と
、
間
違
っ
て
い
て
困
っ
た
こ
と
に
違
い
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
し
な
い
で
は
お
れ
ぬ
心
情
を
、

そ
れ
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
は
、
罪
根
深
き
私

た
ち
を
そ
の
ま
ん
ま
大
事
に
抱
き
か
か
え
て
く
だ
さ
る
阿

弥
陀
様
の
姿
そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
ま
さ

に
浄
土
宗
的
だ
と
私
は
思
う
。
だ
か
ら
私
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
禅
的
だ
な
ん
て
い
う
の
に
対
し
て
、
極
め
て
浄
土

宗
的
だ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
（【
文
献
⒄
】
九
二
頁
）。

と
、
自
身
の
体
得
し
た
「
受
容
」
を
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
例
え
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
浄
土
宗
の
教
え
と
の
親
和
性
の
高
さ
を
指

摘
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、「
私
た
ち
は
阿
弥
陀
様
の
似
姿
と
し
て
の
私
た
ち
に

な
っ
て
悩
み
苦
し
む
子
供
、
青
年
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
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い
」（【
文
献
⒄
】
九
六
頁
）、「
阿
弥
陀
様
の
よ
う
な
心
で
、
阿

弥
陀
様
の
よ
う
な
目
で
関
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
」（
同
上
）
と
、
阿

弥
陀
仏
の
姿
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
を
見
出

し
、
そ
の
姿
を
真
似
て
い
く
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
れ
以
降
、
中
原
師
は
、「
受
容
」
は
「
仏
心
」
で
あ
り
「
大

慈
悲
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
真
の
受
容
の
た
め
に
は
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
「
凡
夫
と
し
て
の
自
覚
」、「
凡
夫
が
凡
夫
に
寄
り
添

う
」
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る

と
い
っ
た
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
教
え
と
結
び
つ
け
な
が
ら
中
原

流
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
解
説
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

中
原
師
が
、
初
め
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
出
あ
っ
た
四
〇
歳

の
時
点
で
、
浄
土
宗
の
教
え
と
の
親
和
性
の
高
さ
を
直
観
し
て

い
た
こ
と
は
、
次
の
一
文
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
輩
の
導
き
で
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー
「
教
育
相
談
室
」
担

当
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
に
出
逢
う
。
非
行
・
不
登
校
な

ど
に
悩
み
苦
し
む
、
親
・
子
・
教
師
の
生
々
し
い
苦
悩
、

悲
し
み
、
い
ら
立
ち
、
怒
り
、
不
安
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま

ま
に
、
無
条
件
に
大
事
に
受
容
し
寄
り
添
う
て
ゆ
く
。
そ

れ
は
、
父
母
と
私
、
父
母
を
通
し
て
の
阿
弥
陀
さ
ま
と
私

と
の
姿
。
な
に
や
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
と
関

係
が
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
（【
文
献
㉝
】
七
頁
）。

　

そ
し
て
、
そ
の
直
観
が
確
信
に
変
わ
っ
て
い
く
経
緯
は
、
次

の
一
文
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
ね
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
出
会
っ
て
、
初
め
て
仏
教

が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
私
、
寺
、
大
き
ら
い
。

逃
げ
回
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
私
は
、
教
育
学
が

専
攻
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
学
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
出
会
っ
て
、
こ
の
受
容
と

い
う
こ
と
に
行
き
当
た
っ
た
と
き
に
、
一
遍
に
仏
教
が
わ

か
っ
て
き
だ
し
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
教
育
学
を
学
生
に

話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
だ
し
た
の
で
す

（【
文
献
⒆
】
一
四
二
頁
）

師
自
身
の
述
懐
に
よ
る
と
、
浄
土
宗
寺
院
（
岡
山
教
区
総
社
組

清
雲
寺
）
に
生
を
受
け
た
が
、「
父
母
の
寺
経
営
の
苦
労
の
姿
が
、

子
供
心
に
辛
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
、
父
母
の
懸
命
な
念
佛
弘
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通
、
教
化
活
動
の
至
心
な
努
力
に
畏
怖
を
覚
え
、
つ
い
て
行
け

ぬ
」
と
寺
に
世
を
向
け
、「
も
っ
と
楽
な
普
通
の
生
活
を
し
た

い
！
」
と
の
思
い
か
ら
、
宗
門
外
の
一
般
大
学
へ
進
学
し
教
職

の
道
を
選
び
、「
寺
に
住
み
な
が
ら
俗
人
の
よ
う
な
生
活
」
を
し
、

「
父
母
の
強
制
で
、
し
ぶ
し
ぶ
」
浄
土
宗
教
師
養
成
特
別
講
座

（
特
講
）
を
受
け
た
も
の
の
、「
心
の
無
い
も
の
だ
か
ら
、
講
義

の
内
容
な
ん
て
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
で
、
批
判
ば
か
り
が

先
に
立
つ
」
と
い
っ
た
有
り
様
で
、
昭
和
四
五
年
に
伝
宗
伝
戒

道
場
を
成
満
し
浄
土
宗
教
師
資
格
を
得
た
も
の
の
、「
日
暮
れ
て
、

勤
め
か
ら
帰
っ
て
く
る
私
の
目
と
耳
に
、
本
堂
か
ら
の
法
要
・

別
時
会
の
灯
火
の
明
か
り
、
念
佛
の
声
、
木
魚
の
音
。
私
一
人

蚊
帳
の
外
の
人
間
、
な
に
や
ら
異
質
な
私
。
わ
び
し
い
、
淋
し

い
」（【
文
献
㉝
】
七
頁
）
と
、
寺
院
生
活
に
も
仏
教
や
浄
土
宗

の
教
え
に
も
違
和
感
と
疎
外
感
を
感
じ
続
け
て
い
た
中
原
師
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
出
あ
い
、
学
び
、
独
自
の
「
受
容
」
を
体

得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
（
教
育
学
お
よ
び
）
仏
教
が

理
解
で
き
た
、
す
な
わ
ち
仏
教
な
ら
び
に
浄
土
宗
の
教
え
（
お

よ
び
寺
院
生
活
）
を
「
受
容
」
で
き
た
と
い
う
実
感
を
得
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
「
初
め
て
仏
教
が
わ
か
っ
た
（「
受
容
」
で
き
た
）」
と

い
う
体
験
を
中
原
師
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

観
無
量
寿
経
、
佛
身
観
文
中
に
「
佛
心
者
大
慈
悲
是
以
無

縁
慈
摂
諸
衆
生
」
の
言
葉
を
発
見
。
無
縁
慈
こ
そ
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
「
受
容
」、
そ
れ
は
「
無
条
件
性
」。
あ
り
の

ま
ま
、
そ
の
ま
ま
を
大
事
に
。
後
に
恵
谷
上
人
の
『
結
縁

授
戒
講
座
〔
マ
マ
〕』
の
中
に
、
そ
の
言
葉
「
無
条
件
」
性

を
発
見
。
浄
土
宗
の
信
仰
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
大
慈
悲
に

よ
う
や
く
た
ど
り
着
け
た
私
（【
文
献
㉝
】
七
頁
）。

す
な
わ
ち
中
原
師
は
、
仏
の
慈
悲
を
無
縁
の
慈
悲
と
説
く
『
観

無
量
寿
経
』
の
経
文
と
、
こ
の
仏
の
無
縁
の
慈
悲
を
「
無
条
件

的
な
愛
情
」（
恵
谷
隆
戒
『
結
縁
授
戒
講
話
』
浄
土
宗
、
一
九
八

一
年
、
六
一
頁
）
と
す
る
恵
谷
隆
戒
師
の
解
釈
と
に
出
あ
い
、

阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
「
無
条

件
の
受
容
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
得
し
、「
浄
土
宗
の
信

仰
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
大
慈
悲
に
よ
う
や
く
た
ど
り
着
け
た
」、

す
な
わ
ち
「
回
心
」
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
中
原
師
の
「
回
心
」
は
、
恵
谷
師
の
『
結
縁
授
戒
講
話
』

が
刊
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
五
六
年
三
月
で
あ
る
の
で
、
五
二
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
中
原

師
が
、
四
〇
歳
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
出
あ
っ
て
か
ら
一
二
年

あ
ま
り
、
四
二
歳
か
ら
四
五
歳
の
間
に
（
一
回
目
の
「
回
心
」

と
い
う
べ
き
）「
受
容
」
の
実
践
的
悟
り
を
経
験
し
て
か
ら
お
よ

そ
一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
、
遂
に
中
原
流
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

浄
土
宗
の
教
え
と
が
幸
福
な
融
合
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
中
原
師
は
布
教
伝
道
を
志
し
、
研
鑽
を
積
み
、
平

成
二
年
三
月
に
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
に
叙
任
さ
れ
る
が
、
先

に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
研
鑽
期
間
中
の
昭
和
六
三
年（
度
）
か
ら
、

「
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
＝
受
容
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン

ド
）」
と
い
う
確
信
に
立
脚
し
て
講
演
活
動
を
開
始
し
、
布
教
師

と
な
っ
て
か
ら
は
、
平
成
二
六
年
に
遷
化
す
る
二
年
前
の
平
成

二
四
年
に
至
る
ま
で
の
約
二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
法
話
・
講

演
・
執
筆
を
通
し
て
、
浄
土
宗
僧
侶
や
寺
庭
婦
人
に
対
す
る
教

育
と
、
檀
信
徒
お
よ
び
一
般
の
人
々
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
と
教
化
に
ひ
た
す
ら
に
精
進
し
た
。

　
浄
土
宗
僧
侶
や
寺
庭
婦
人
に
対
し
て
は
、

貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
煩
悩
に
執
わ
れ
て
、
動
け
な
く
な
っ

て
い
る
姿
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
姿
を
、〝
そ
の
ま
ま
に
・

無
条
件
に
・
肯
定
的
に
〟
受
け
容
れ
て
い
く
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
御
心
の
、
御
本
願

の
現
代
精
神
科
学
的
表
現
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
は
、
極
め
て
浄
土
宗
的
で
あ
る

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
現
代
を
苦
悩
す
る
、
一
切
の

人
々
の
た
め
に
、
浄
土
宗
の
僧
侶
・
寺
族
の
者
こ
そ
が
、

阿
弥
陀
様
の
似
姿
と
し
て
、
現
代
精
神
科
学
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
働
き
得
る
第
一
人
者
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

（【
文
献
⒅
】
二
〇
頁
）。

と
い
う
信
念
の
も
と
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
を
吹

き
込
み
続
け
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ら
ん
と
す
る
自
覚
と
気
概
を

植
え
付
け
よ
う
と
し
た
。

　
そ
し
て
、
檀
信
徒
お
よ
び
一
般
の
人
々
に
対
し
て
は
、

阿
弥
陀
様
は
、
こ
の
私
を
こ
の
身
こ
の
ま
ま
に
大
事
に
し
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て
く
だ
さ
り
、
私
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
こ
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
私
は
、
不
安

に
お
び
え
る
人
に
寄
り
添
い
、
そ
の
人
の
心
の
支
え
に
な

れ
ば
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
努
め
ね
ば
と
考
え
ま
す
。

拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
親
を
持
た
な
い
人
に
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
、
し
っ
か
り
寄
り
添
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
の
う
ち
を
し
っ
か
り
傾
聴
し
て
差
し
上
げ
る
こ
と
で
、

人
間
と
し
て
万
策
尽
き
た
絶
望
の
淵
か
ら
光
明
を
見
出
す

信
仰
の
目
覚
め
へ
と
、
お
念
仏
申
せ
る
人
へ
と
教
化
の
道

が
開
か
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
人

間
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
な
け
れ
ば
生
き
れ
な
か
っ
た
者
が
、

阿
弥
陀
様
を
、
お
念
仏
を
絶
対
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て

生
き
る
者
へ
と
導
か
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
（【
文
献
㉓
】
一

五
頁
）

と
、
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
報
恩
の
行
と
し
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

に
寄
り
添
っ
て
傾
聴
し
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
さ
ら
に
阿

弥
陀
仏
と
い
う
絶
対
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
へ
と
導
こ
う
と
努
め
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
管
見
の
資
料
に
基
づ
い
て
中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
成
立
・
展
開
過
程
の
検
討
を
試
み
、
中
原
師
が
、
四
〇
歳

代
前
半
の
「『
受
容
』
の
実
践
的
悟
り
」
と
、
五
〇
歳
代
前
半
の

「
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
は
『
受
容
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
発

見
」
と
い
う
二
度
の
「
回
心
」
を
通
じ
て
、
師
独
自
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
構
築
し
、
そ
れ
を
浄
土
宗
の
教
え
と
融
合
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
う
暫
定
的
結
論
に
達
し
た
。

　

中
原
師
は
二
度
目
の
回
心
に
よ
っ
て
、
浄
土
宗
の
教
え
が
、

自
ら
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践
を
支
え
根
拠
づ
け
て
く
れ
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
自
分

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
浄
土
宗
の
教
え
の
意
義
、
特
に
対
人
援

助
関
係
を
支
え
る
思
想
と
し
て
の
意
義
を
読
み
解
き
伝
え
る
の

に
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
こ
の
確
信
に
立
脚
し
て
、
中
原
師
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と
布
教
・
教
化
と
い
う
二
つ
の
領
域
を
往
還
し
な
が
ら
、

両
者
を
高
い
レ
ベ
ル
で
融
合
さ
せ
る
と
い
う
独
自
の
境
地
を
切
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り
拓
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
中
原
師
は
、
対
人
援
助

者
と
し
て
の
僧
侶
の
ひ
と
つ
の
理
想
像
を
体
現
し
た
稀
有
な
存

在
で
と
い
え
よ
う
。

中
原
実
道
師
著
述
目
録
（
稿
）

⑴「
普
通
教
育
に
於
け
る
職
業・家
庭
科
的
教
育
―
明
治
前
期
―
」、

『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
三
巻
、
日
本
教
育
学
会
中
国
四
国
支
部

会
、
一
九
五
八
年
五
月

⑵
「
特
殊
学
級
に
お
け
る
作
業
学
習
と
系
統
的
学
習
と
の
関
連

に
つ
い
て
」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
一
三
巻
、
中
国
四
国
教

育
学
会
、
一
九
六
八
年
三
月

⑶「
特
殊
学
級
に
お
け
るM

arginal M
an

に
つ
い
て
の
研
究（
そ

の
１
）」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
巻
、
中
国
四
国
教
育
学

会
、
一
九
六
九
年
三
月

⑷「
特
殊
学
級
に
お
け
るM

arginal M
an

に
つ
い
て
の
研
究（
そ

の
２
）」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
一
六
巻
、
中
国
四
国
教
育
学

会
、
一
九
七
一
年
三
月
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⑸
「
学
級
集
団
に
お
け
る
教
師
の
位
置
―
人
間
関
係
論
―
」『
教

育
学
研
究
紀
要
』
第
二
〇
巻
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
一
九
七

五
年
三
月

⑹
「
集
団
の
意
志
決
定
へ
の
一
考
察
―
話
し
合
い
活
動
を
育
て

る
指
導
仮
説
と
そ
の
検
証
―
」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
二
一
巻
、

中
国
四
国
教
育
学
会
、
一
九
七
六
年
三
月

⑺
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
態
度
と
そ
の
雰
囲
気
及
び
方

法
を
教
育
一
般
に
適
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
考
察

　

そ
の
Ⅰ　

C.R.Rogers

に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
態
度

と
雰
囲
気
の
教
育
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
―O

.F.Bollnow

の
教
育
的
雰
囲
気
と
の
対
比
に
お
い
て
―
」、『
教
育
学
研
究
紀

要
』
第
二
二
巻
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
一
九
七
七
年
三
月

⑻
「
第
６
章　
子
ど
も
と
社
会
」「
第
８
章　
教
師
の
地
位
と
役

割
」、
大
谷
光
長
・
中
原
実
道
ほ
か
編
『
教
育
原
理
』（
保
育
講

座
４
）、
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
八
年
一
月

⑼
「「
教
育
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
―
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
の
学
習
論
に

つ
い
て
―
」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』
第
二
四
巻
、
中
国
四
国
教

育
学
会
、
一
九
七
九
年
三
月

⑽
「
第
五
章　

道
徳
教
育
の
評
価　

第
１
節　

道
徳
教
育
の
評

価
」、『
現
代
道
徳
教
育
の
研
究
』
め
い
け
い
出
版
、
一
九
七
九

年
三
月

⑾
「
教
育
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
こ
れ
か
ら
教
育
相
談
を
め
ざ

す
教
師
の
た
め
に
」、『
月
刊
生
徒
指
導
』
第
九
巻
第
一
四
号
、

学
事
出
版
、
一
九
七
九
年
一
一
月

⑿
「
学
習
指
導
に
お
け
る
受
容
的
雰
囲
気
―
効
果
的
な
学
習
の

た
め
の
人
間
関
係
と
そ
の
評
価
法
―
」、『
教
育
学
研
究
紀
要
』

第
二
五
巻
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
一
九
八
〇
年
三
月

⒀
「
学
習
指
導
に
お
け
る
受
容
的
雰
囲
気
─-

効
果
的
な
学
習
の
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た
め
の
人
間
関
係
と
そ
の
評
価
法
―
実
践
報
告
」、『
教
育
学
研

究
紀
要
』
第
二
六
巻
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
一
九
八
一
年
三

月⒁「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
教
育
」、
香
川
県
教
育
セ
ン
タ
ー
編『
教

育
講
演　
昭
和
六
二
年
』、
香
川
県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七

年
？
月

⒂
「
質
問
箱　

先
天
性
網
膜
色
素
変
性
症
の
父
を
も
つ
生
徒　

回
答
」、『
健
康
教
室
』
第
三
八
巻
第
八
号
（
通
巻
五
三
一
号
）、

一
九
七
八
年
六
月

⒃
『
養
護
教
育
の
教
育
観
と
子
ど
も
観
―
教
育
を
支
え
て
い
る

あ
な
た
に
―
』（
健
康
生
活
リ
ブ
レ
イ
ア
・
９
）、
東
山
書
房
、

一
九
八
七
年
八
月

⒄
「
昭
和
六
三
年
度
代
表
者
研
修
会
講
演
『
添
う
心
』」、
浄
土

宗
寺
庭
婦
人
会
会
誌
『
微
風
』
第
二
一
号
、
浄
土
宗
、
一
九
八

九
年
一
二
月

⒅
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
心
―
極
め
て
浄
土
宗
的
な
も
の
―
」、

『
知
恩
』
通
巻
五
五
五
号
、
総
本
山
知
恩
院
、
一
九
九
一
年
八
月

⒆
「
仏
心
と
受
容
の
心
」、『
佛
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
第
二

八
輯
、
総
本
山
四
天
王
寺
、
一
九
九
三
年
六
月

⒇
「
ま
こ
と
の
教
育
と
は
」、『
四
天
王
寺
』
六
一
九
号
、
四
天

王
寺
事
務
局
、
一
九
九
三
年
六
月

㉑
「
ま
こ
と
の
教
育
と
は
」、『
保
育
資
料
』
四
五
〇
号
、
本
願

寺
保
育
事
業
協
會
、
一
九
九
四
年
四
月

㉒
「
電
話
室
か
ら
」、
岡
山
い
の
ち
の
電
話
協
会
編
『
こ
こ
ろ
の

う
た
』、
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
六
月

㉓
「
拠
り
ど
こ
ろ
を
持
つ
」、『
浄
土
』
第
六
一
巻
第
五
号
、
法
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然
上
人
讃
仰
会
、
一
九
九
五
年
五
月

㉔
『
お
か
あ
さ
ん　

迷
わ
な
い
で
！
―
仏
の
こ
こ
ろ
で
子
育
て

―
』（
な
む
ブ
ッ
ク
５
）、
浄
土
宗
、
一
九
九
六
年
一
二
月 

㉕
「
よ
り
添
う
こ
こ
ろ
」、『
佛
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
第
三

二
輯
、
総
本
山
四
天
王
寺
、
一
九
九
七
年
六
月

㉖
「
お
盆
の
燈
火
」、『
華
頂
』
第
三
七
四
号
、
一
九
九
七
年
七

月㉗
「
佛
さ
ま
に
よ
り
添
わ
れ
」、『
真
生
叢
書
』
二
三
号
、
高
野

山
真
言
宗
大
阪
自
治
布
教
団
、
一
九
九
七
年
？
月　
　
　

　
　㉘

「
対
談
『
全
浄
青　
心
の
対
話
研
修
を
ふ
り
か
え
る
』」、『ZJ

』

一
九
九
八
年

㉙
「
普
通
の
小
寺
と
泥
和
尚IN

 

岡
山
清
雲
寺
」、『
知
恩
』
第
五

六
二
号
、
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

㉚
「
こ
の
人
、
こ
の
寺
、
こ
の
教
化
『
妄
念
の
中
の
お
念
佛
』」、

『
仏
教
ラ
イ
フ
』
四
九
号
、
社
団
法
人
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一

九
九
九
年
一
月
一
日

㉛
「
座
談
会
『
浄
土
宗
21
世
紀
劈
頭
宣
言
に
寄
せ
て　

家
庭
に

み
仏
の
光
を
』」、『
浄
土
宗
新
聞
』
四
〇
七
号
、
浄
土
宗
、
二
〇

〇
一
年
一
月
一
日

㉜
「
人
中
の
分
陀
利
華
」、『
吉
備
路
』（
岡
山
刑
務
所
）
二
〇
〇

一
年
九
月
一
五
日

㉝
「
私
の
青
年
僧
時
代　
第
３
回
」、『
じ
ょ
う
せ
い　
な
ら
』、

浄
土
宗
奈
良
教
区
青
年
会
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

㉞
「
と
も
し
び
」、
岡
山
・
生
と
死
を
考
え
る
会
『
会
報
』
第
二

九
・
三
〇
合
併
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
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㉟
「
特
別
企
画　
座
談
会
『
浄
土
宗
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』」、『
浄

土
学
』
第
四
六
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
六
月

㊱
「
よ
り
添
う
心
―
阿
弥
陀
様
の
大
慈
悲
（
上・下
）」、『
知
恩
』

第
七
八
二
・
七
八
三
号
、
二
〇
〇
九
年
七
・
八
月
号

㊲
「〈
講
演
録
〉
法
然
上
人
の
ま
な
ざ
し
」、『
よ
り
そ
う
心　
現

代
社
会
と
法
然
上
人
』（
総
研
叢
書
第
６
集
）、
浄
土
宗
総
合
研

究
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月

㊳
「
平
成
二
十
二
年
度
代
表
者
研
修
会
『
母
―
そ
の
愛
と
信
』」、

浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会
会
誌
『
微
風
』
第
四
三
号
、
浄
土
宗
、
二

〇
一
一
年
三
月

㊴
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」、『
新
纂　
浄
土
宗
大
辞
典
』、
浄
土
宗
、

二
〇
一
六
年
三
月
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中
原
実
道
氏
の
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
活
動

�

郡
嶋
昭
示

は
じ
め
に

　

中
原
実
道
師
が
浄
土
宗
僧
侶
と
い
う
立
場
で
初
め
て
講
演
や

執
筆
を
さ
れ
た
の
は
、
浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会
代
表
者
研
修
会
で

の
こ
と
で
あ
る
。
御
年
は
六
〇
で
あ
っ
た
。
調
査
の
及
ぶ
範
囲

で
は
、
こ
の
講
演
を
は
じ
め
と
し
て
、
浄
土
宗
の
行
事
は
も
ち

ろ
ん
、
四
天
王
寺
で
の
講
演
な
ど
、
宗
内
に
限
ら
ず
活
動
を
行

っ
て
お
ら
れ
る
。
宗
内
で
は
特
に
浄
土
宗
青
年
会
の
講
習
会
で

各
地
方
（
全
八
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
一
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
さ
れ

た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
も
の
で
、
他
に
も
全
国
各
教
区
で
行
わ

れ
た
講
習
会
へ
の
登
壇
、
講
習
会
に
限
ら
ず
対
談
や
浄
土
宗
出

版
か
ら
の
出
版
な
ど
の
活
動
が
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
恐
ら
く
は
寺
庭
婦
人
会
の
講
演
以
降
、
浄
土
宗

僧
侶
と
い
う
立
場
で
の
活
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
本
報
告
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
見
渡
し
、
①

一
連
の
活
動
の
中
で
長
き
に
わ
た
っ
て
説
き
続
け
て
い
る
も
の

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
②
浄
土
宗
の
思
想
を
応
用
し
た
主
張
は

ど
ん
な
も
の
か
、
そ
し
て
③
そ
れ
が
時
間
と
共
に
ど
う
変
化
、

あ
る
い
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
中
心
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

参
照
し
た
著
作
・
講
演
録

本
報
告
で
参
照
し
た
原
稿
・
講
演
録
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

・「
代
表
者
研
修
会
講
演
・
添
う
心
」（『
微
風
』
第
二
二
号
・
浄

土
宗
寺
庭
婦
人
会
・
一
九
八
九
）

・「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
心
―
極
め
て
浄
土
宗
的
な
も
の
―
」

　
（『
知
恩
』
第
五
五
五
号
・
総
本
山
知
恩
院
・
一
九
九
一
）

・「
仏
心
と
受
容
の
心
」（『
四
天
王
寺
』
第
六
一
九
号・一
九
九
三
）

・「
ま
こ
と
の
教
育
と
は
」（『
保
育
資
料
』
四
五
〇
号
・
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
・
一
九
九
四
）

・『
お
母
さ
ん
、
迷
わ
な
い
で
！
―
仏
の
こ
こ
ろ
で
子
育
て
―
』

（
浄
土
宗
出
版
・
一
九
九
六
）
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・「
よ
り
添
う
心
」（『
佛
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
第
三
二
輯
・

四
天
王
寺
・
一
九
九
七
）

・
対
談
「
全
浄
青　

心
の
対
話
研
修
を
ふ
り
か
え
る
（
全
国
浄

青
機
関
誌
『ZJ
』・
一
九
九
八
）

・
講
演
よ
り「
よ
り
添
う
心
―
阿
弥
陀
様
の
大
慈
悲　
上・下
―
」

（『
知
恩
』・
知
恩
院
・
二
〇
〇
九
・
七
～
八
月
号
）

・
座
談
会
「
浄
土
宗
僧
侶
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』

四
六
・
浄
土
学
研
究
会
・
二
〇
〇
九
）

・
浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会
秦
氏
像
序
幕
記
念
講
演
「
母
―
そ
の
愛

と
信
―
」（『
微
風
』
四
三・浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会・二
〇
一
一
）

・
講
演
録
「
法
然
上
人
の
ま
な
ざ
し
」（『
総
研
叢
書
』
第
六
集・

浄
土
宗
総
合
研
究
所
・
二
〇
一
〇
）

・
大
正
大
学
で
の
講
演
（
（
（

（
二
〇
一
二
）

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
記
録
が
未
見
な
た
め
で
は

あ
る
が
、
中
原
師
が
講
演
活
動
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
六
〇
歳
以
降
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
浄
土

宗
僧
侶
と
い
う
立
場
で
講
演
活
動
を
さ
れ
た
の
は
こ
れ
以
降
の

三
〇
数
年
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

主
張
さ
れ
る
内
容
―
長
き
に
わ
た
り
説
き
続
け
た
も
の
―

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
講
演
お
よ
び
原
稿
で
取
り
上
げ
た
内
容
に

つ
い
て
、
整
理
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。
中
原
師
は
各
種
講
演

な
ど
で
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い
る
。

①
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
（
よ
り
そ
う
こ
と
）
の
基
本

②
関
わ
り
方
（
言
葉
の
不
自
由
な
子
と
新
米
の
先
生
）

③
関
わ
り
方
（
転
ん
だ
子
へ
の
対
応
）

④
よ
り
ど
こ
ろ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
（
母
猿
と
子
猿
）

⑤
人
間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）

⑥
「
傾
聴
・
受
容
」
と
は
（
山
の
学
校
へ
行
く
子
）

⑦
仏
心
と
は
大
慈
悲
、
無
縁
の
慈
な
り

⑧
無
罪
の
七
施

⑨
学
校
よ
り
大
事
な
こ
と

⑩
人
生
の
区
切
り

⑪
７
５
０
Ｃ
Ｃ
の
バ
イ
ク

⑫
校
則
観
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⑬
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
る
態
度
・
条
件

⑭
楕
円
の
関
係
（
阿
弥
陀
仏
と
私
達
の
関
係
）

⑮
子
供
観
（
少
年
と
英
語
教
師
）

⑯
黒
柳
徹
子
の
は
な
し

⑰
北
風
と
太
陽

⑱
蜘
蛛
の
糸

⑲
バ
ラ
の
花
と
ト
ゲ

⑳
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
提
唱
の
非
指
示
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は

㉑
人
と
し
て
生
ま
れ
る
尊
さ

㉒
凡
夫
の
自
覚
（
真
の
受
容
の
た
め
に
）

㉓
法
然
上
人
の
姿
に
学
ぶ

㉔
葬
式
で
大
騒
ぎ
す
る
子

㉕
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
二
人
の
青
年

と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
の
ほ
と
ん
ど
は
何
度
も

説
か
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
場
面
で
説
か
れ
て
い

る
。

1991

昭
和
63
年
度
婦
人
会
代
表
者
研

修
会
講
演
「
添
う
心
」（『
微
風
』

22
）

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦

1991

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
心
―
極
め

て
浄
土
宗
的
な
も
の
―
」（『
知
恩
』

８
月
号
）

⑥
⑦

1993

「
仏
心
と
受
容
の
心
」（『
仏
教
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
28
）

①
②
⑥
⑦
⑤
③

⑧
⑮
⑨
⑩
⑪
⑫

1996

『
お
母
さ
ん
、
迷
わ
な
い
で
！
』

②
⑧
④
③
⑤
⑥

⑰

1997

「
よ
り
添
う
心
」（『
仏
教
と
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
』
32
）

①
②
⑧
㉑
⑲
㉒

⑤
⑬
⑯
㉓

2009

『
知
恩
』
７
月
号

①
②

2009

『
知
恩
』
８
月
号

⑦
⑥

2009

『
浄
土
学
』
46
号

⑤
⑳

2011
秦
氏
像
建
立
記
念
講
演
「
母
―
そ

の
愛
と
信
」（『
微
風
』
43
）

③
⑥
⑱
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2012

大
正
大
学
講
演

⑥
⑦
㉔
㉕
⑭
⑰

㉓

　

こ
の
整
理
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
多
く
の
場
で
話
さ

れ
て
い
る
も
の
は
「
⑥
「
傾
聴
・
受
容
」
と
は
（
山
の
学
校
へ

行
く
子
）」
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
⑦
仏
心
と
は
大
慈
悲
、
無

縁
の
慈
な
り
」、
そ
し
て
「
⑤
人
間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）」

の
話
で
、
そ
の
ほ
か
「
①
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
（
よ
り
そ
う
こ
と
）

の
基
本
」、「
②
関
わ
り
方
（
言
葉
の
不
自
由
な
子
と
新
米
の
先

生
）」「
③
関
わ
り
方
（
転
ん
だ
子
へ
の
対
応
）」
の
話
も
早
い
時

期
の
講
演
録
な
ど
に
よ
く
見
え
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
説
の

内
容
を
簡
単
に
整
理
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
①
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
（
よ
り
そ
う
こ
と
）
の
基
本

　

講
演
の
冒
頭
で
、
受
講
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
二

人
一
組
横
並
び
で
互
い
の
背
中
の
真
ん
中
に
手
を
当
て
、
目
を

閉
じ
て
集
中
す
る
と
い
う
も
の
。

②
関
わ
り
方
（
言
葉
の
不
自
由
な
子
と
新
米
の
先
生
）

　

新
米
の
小
学
校
教
員
が
、
言
葉
が
不
自
由
な
児
童
に
寄
り
添

う
話
。「
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
」
と
い
う
教
員
に
心
を
閉
ざ
し

て
し
ま
っ
た
児
童
が
、
新
米
の
先
生
の
行
動
で
み
ん
な
の
前
で

音
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
。
新
米
の
先
生
は
教
科

書
一
斉
読
み
の
時
に
、
そ
の
児
童
の
横
で
、
背
中
に
手
を
当
て

て
寄
り
添
い
、
応
援
の
気
持
ち
を
肌
で
伝
え
た
だ
け
で
、
心
を

開
き
、
勇
気
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
も
の
。

③
関
わ
り
方
（
転
ん
だ
子
へ
の
対
応
）

　

転
ん
で
泣
い
て
い
る
子
供
に
対
し
て
お
母
さ
ん
が
取
る
対
応

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
を
、
受
講
者
に
考
え
て
も
ら
う
も

の
。「
教
育
用
語
」
と
し
て
提
示
し
た「
原
因
追
究
」「
指
示
用
語
」

「
批
判
用
語
（
評
価
用
語
）」「
勝
手
な
解
釈
」
の
四
通
り
の
言
葉

が
飛
び
交
い
、
子
供
が
泣
き
や
む
に
は
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
に
よ

る
と
い
う
も
の
。
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⑤
人
間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）

　

人
間
に
は
１
０
０
人
の
う
ち
叩
い
て
鍛
え
て
強
く
な
る
人
が

９
５
％
、
鍛
え
る
と
刃
こ
ぼ
れ
を
お
こ
し
て
ダ
メ
に
な
っ
て
し

ま
う
人
が
５
％
い
る
と
い
う
も
の
。
一
様
に
理
想
を
押
し
付
け

て
も
全
て
の
人
に
と
っ
て
有
益
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
も
の
。

⑥
「
傾
聴
・
受
容
」
と
は
（
山
の
学
校
へ
行
く
子
）

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
「
傾
聴
」
と
「
受
容
」
が
重

要
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
行
動
が
理
想
的
な
の
か
を
自
身

の
体
験
を
用
い
て
考
え
る
も
の
。
学
校
に
行
く
ふ
り
を
し
て
学

校
に
は
行
か
ず
、
山
の
中
で
一
日
を
過
ご
し
て
学
校
に
行
っ
た

ふ
り
を
し
て
帰
っ
て
く
る
子
供
を
目
の
当
た
り
に
し
た
お
母
様

に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
様
子
。
恐
ろ
し
い
ま
で
の
沈
黙

を
、
我
慢
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、
非
指
示
的
な
方
法
の
具
体

性
を
示
す
。

⑦
仏
心
と
は
大
慈
悲
、
無
縁
の
慈
な
り

　

阿
弥
陀
様
の
御
心
は
、
大
慈
悲
こ
そ
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う

経
文
を
取
り
上
げ
、
相
手
に
よ
り
そ
う
理
想
的
な
形
を
阿
弥
陀

様
に
求
め
な
が
ら
、
凡
夫
に
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

し
か
し
な
が
ら
阿
弥
陀
様
は
念
仏
す
る
衆
生
の
行
動
を
一
つ
も

否
定
せ
ず
に
見
守
っ
て
下
さ
る
ス
ー
パ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ

る
と
い
う
主
張
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
原
師
最
後
の
大
正
大
学
で
の
講
義
に

お
い
て
も
、
⑥
⑦
が
見
え
、
ま
た
そ
の
直
前
に
行
わ
れ
た
『
浄

土
学
』
の
対
談
で
も
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
一
連
の
説

は
中
原
師
の
活
動
の
中
で
も
特
に
長
き
に
わ
た
り
説
き
続
け
ら

れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

先
行
著
『
養
護
教
諭
の
教
育
観
と
子
ど
も
観
』
で
の
主
張

　

こ
の
よ
う
に
中
原
師
が
説
き
続
け
て
き
た
も
の
を
整
理
し
て

み
た
が
、
中
原
師
は
こ
の
よ
う
な
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
活
動

に
先
立
ち
、
単
著
『
養
護
教
諭
の
教
育
観
と
子
ど
も
観
―
教
育
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を
支
え
て
い
る
あ
な
た
に
―
』（
東
山
書
房
・
一
九
八
七
、
以

下
『
教
育
観
と
子
ど
も
観
』
と
略
し
ま
す
）
を
記
し
て
い
る
。

本
書
を
見
る
と
、
今
後
の
活
動
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
張
の
ほ

と
ん
ど
が
、
こ
こ
で
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
先
ほ
ど
の
整
理
で
い
う
と
、
①
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

（
よ
り
そ
う
こ
と
）
の
基
本
、
②
関
わ
り
方
（
言
葉
の
不
自
由

な
子
と
新
米
の
先
生
）、
③
関
わ
り
方
（
転
ん
だ
子
へ
の
対
応
）、

④
よ
り
ど
こ
ろ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
（
母
猿
と
子
猿
）、
⑤
人

間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）、
⑥
「
傾
聴・受
容
」
と
は
（
山

の
学
校
へ
行
く
子
）、
⑫
校
則
観
、
と
い
う
主
張
が
す
で
に
説

か
れ
て
お
り
、
ま
た
⑭
楕
円
の
関
係
（
阿
弥
陀
仏
と
私
達
の
関

係
）
に
つ
い
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
思
想
は
登
場
し
な
い
な
が
ら

も
、
す
で
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
が
記
さ
れ
た
直

後
に
行
わ
れ
た
寺
庭
婦
人
会
で
の
講
演
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
思

想
や
、
浄
土
宗
の
信
仰
を
持
つ
こ
と
の
尊
さ
な
ど
が
い
く
つ
も

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

寺
庭
婦
人
会
で
の
講
演
「
添
う
心
」
で
の
阿
弥
陀
仏
の
話

　

具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
寺
庭
婦
人
会
で
の
講
演

（
以
下
「
添
う
心
」
と
略
す
）
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
指
摘

で
き
る
。
ま
ず
、
②
の
新
米
の
先
生
の
例
を
紹
介
し
た
後
に
、

そ
う
い
い
ま
す
と
、
私
た
ち
の
阿
弥
陀
如
来
様
は
、
何
だ

か
今
の
新
米
の
先
生
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
私
た
ち
に
寄
り

添
う
て
、
私
た
ち
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
さ

ま
を
持
っ
て
い
る
。
幸
せ
で
す
ね
（
（
（

。

と
い
っ
て
、
私
達
に
は
阿
弥
陀
仏
が
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
、
幸
せ
な
こ
と
で
す
と
主
張
し
て
お
り
、
ま

た
、
④
の
母
猿
と
子
猿
の
例
え
を
用
い
て
拠
り
所
を
も
つ
こ
と

の
安
心
さ
を
説
く
部
分
で
は
、

私
達
は
浄
土
宗
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
阿
弥
陀
様
の
御
本

願
に
抱
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称

え
て
、
絶
対
に
す
が
り
つ
く
も
の
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
幸
せ
な
な
こ
と
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
（
（
（

。
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て
い
る
。（
※
左
図
参
照
）

　

こ
の
例
か
ら
は
、
子
ど
も
と
教
師
の
理
想
的
な
関
係
と
し
て

提
唱
さ
れ
た「
楕
円
の
関
係
」
が
、
法
然
上
人（
以
下
敬
称
略
）

を
経
由
し
て
捉
え
ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
思
想
を
応
用
し
て
説
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ

の
説
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら

か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

と
い
っ
て
、
浄
土
宗
を
拠
り
所
と
す
る
私
達
の
置
か
れ
た
状
況

に
つ
い
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
の
人
を
５
％
い
て
当

た
り
前
の
も
ろ
い
人
間
で
あ
る
と
捉
え
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、

絶
対
に
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
。

離
れ
た
ら
い
け
な
ん
い
ん
で
す
。
阿
弥
陀
様
は
私
た
ち
に

ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
う
て
く
だ
さ
っ
て
る
ん
で
す
。
遠
く

か
ら
離
れ
て
見
て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ
し

て
阿
弥
陀
様
は
絶
対
に
私
た
ち
に
手
は
先
に
先
に
下
し
て

は
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
。
じ
い
っ
と
寄
り
添
う
て
く
だ
さ
っ

て
ま
す
。
方
向
を
決
め
る
の
は
私
な
ん
で
す
。
立
ち
上
が

ろ
う
と
す
る
の
は
私
な
ん
で
す
。
立
つ
の
は
私
な
ん
で
す
。

そ
の
私
の
力
が
出
る
ま
で
じ
い
っ
と
大
事
に
見
守
っ
て
、

寄
り
添
う
て
く
だ
さ
っ
て
る
。
そ
れ
が
阿
弥
陀
様
の
お
姿

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
お
姿
と
違
っ
て
、
先
に
、
孫
か

わ
い
さ
余
り
に
手
を
出
し
て
い
く
か
ら
変
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
問
題
の
子
供
た
ち
を
治
療
し
て
い
く

の
も
、
み
ん
な
こ
の
阿
弥
陀
様
の
姿
で
い
く
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
よ
う
に
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
う

て
ね
（
（
（

。

と
い
っ
て
、
理
想
的
な
よ
り
そ
い
の
姿
勢
と
し
て
、「
あ
あ
し

ろ
こ
う
し
ろ
」
と
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
く
れ
る
阿
弥
陀
仏
を
取

り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
教
育
観
と
子
ど
も
観
』
で
の
主
張
が
も
と
と

な
っ
て
、
そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
の
思
想
を
付
け
加
え
て
い
く
姿
が

見
ら
れ
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
が
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
、
拠
り
所
と
す
る
教
え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
、
そ
し
て
理
想
と
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
例
に
阿
弥

陀
仏
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

楕
円
の
関
係
と
仏
教

　

ま
た
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
「
⑭
楕
円
の
関
係
（
阿
弥
陀
仏
と

私
達
の
関
係
）」
も
、
阿
弥
陀
仏
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、『
教

育
観
と
子
ど
も
観
』
で
子
供
た
ち
と
の
理
想
的
な
関
係
と
し
て

す
で
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
の
固
い
心
の
殻
の
中
に
は
元
か
ら
い
る
子
ど
も
の

心
（
中
心
）
と
努
力
し
て
殻
の
中
へ
入
れ
た
教
師
の
心
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（
中
心
）
と
、
二
つ
の
中
心
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
つ
の
殻
・
円
の
中
に
、
中
心
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
も

う
普
通
の
円
で
は
な
く
て
、
特
別
な
関
係
の
円
、
楕
円
な

の
で
す
（
（
（

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
自
分
と
相
手
の
二
つ
の
円
で
は
な
く
、
一
つ

の
楕
円
の
な
か
に
二
つ
の
中
心
点
が
あ
る
状
態
が
理
想
的
で
、

そ
の
た
め
に
は
相
手
の
信
用
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
信

用
を
得
る
こ
と
で
相
手
の
円
の
中
に
自
分
の
中
心
点
を
置
け
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
説
で
、
中
原
師
は
こ
れ
を
「
楕
円
の
関

係
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
仏
教
の
思
想
を
用
い
た

説
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
後
の
講
演
で
は
阿
弥
陀
仏
と
私
達
の

関
係
が
こ
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
く
る
。
後
の
講
演
資
料
に
よ
る
と
、
法
然
上
人
の
「
月

影
」
の
歌
を
紹
介
し
た
後
に
、
阿
弥
陀
仏
と
私
達
の
関
係
は
こ

の
楕
円
の
関
係
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
と
私
達
の
二
つ
の
中
心
点

が
あ
り
、
つ
ね
に
私
達
が
心
を
許
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
し
て

多
く
の
限
り
な
い
数
の
衆
生
と
そ
の
関
係
を
た
も
ち
続
け
る
の

が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
こ
れ
が
究
極
の
理
想
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
。（
※
左
図
参
照
）

　

こ
の
例
か
ら
は
、
子
ど
も
と
教
師
の
理
想
的
な
関
係
と
し
て

提
唱
さ
れ
た「
楕
円
の
関
係
」
が
、
法
然
上
人（
以
下
敬
称
略
）

を
経
由
し
て
捉
え
ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
思
想
を
応
用
し
て
説
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ

の
説
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら

か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
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四
天
王
寺
『
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
で
の
浄
土
教
思
想

　

こ
の
よ
う
に
『
教
育
観
と
子
ど
も
観
』
と
そ
の
後
の
寺
庭
婦

人
会
の
講
演
録
「
添
う
心
」
と
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
思
想
を
意

識
し
た
説
が
加
え
ら
れ
て
説
か
れ
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
こ
れ
以
降
は
次
第
に
付
け
加
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
根

本
的
な
部
分
に
お
い
て
法
然
の
浄
土
教
思
想
を
用
い
る
説
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

一
九
九
七
年
に
『
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
誌
に
掲
載
さ

れ
た
四
天
王
寺
で
の
講
演
「
よ
り
添
う
心
」
で
は
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
う
上
で
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、
法
然
の
凡
夫
の

思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
二
章
に
お
い
て
、

「
凡
夫
と
し
て
の
自
覚
（
真
の
受
容
の
た
め
に
）」
と
い
う
章
が

設
け
ら
れ
て
、

ま
ず
自
分
自
身
が
紛
れ
も
な
く
こ
う
い
う
人
間
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
の
自
覚
が
な
い
限
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
共

感
も
へ
っ
た
く
れ
も
あ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と

な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
分
が
そ
う
い
う
人

間
だ
っ
て
い
う
こ
と
が
気
が
つ
か
な
い
で
、
自
分
は
賢
く

て
、
尊
く
て
き
れ
い
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
限
り
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
は
え
せ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
本
当
の
受

容
は
わ
か
ら
な
い
（
（
（

。

と
い
う
、
中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
ス
タ
ン
ス
が

よ
く
伝
わ
る
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
中
原
師
は
、

私
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
悩
ん
で
や
っ
て
来
る
人
（
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
）
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。
同
じ
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
、

四
苦
八
苦
し
て
三
毒
煩
悩
に
悩
み
生
き
続
け
て
い
る
、
凡

夫
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
そ
の
凡
夫
が
凡
夫
を
ど
う
や

っ
て
導
く
の
か
。

と
い
っ
て
、
相
手
も
凡
夫
、
そ
し
て
自
分
も
悩
み
続
け
る
凡
夫

で
あ
り
、
凡
夫
が
凡
夫
に
対
す
る
の
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
そ
の
後
生
涯
に
わ
た
っ
て

説
き
続
け
ら
れ
る
中
原
師
の
思
想
の
根
幹
と
も
い
え
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
は
四
天
王
寺
に
て
行
っ
た
講
演
の
記
録
だ
が
、
そ
れ
以

前
に
行
わ
れ
た
寺
庭
婦
人
会
で
の
講
演
か
ら
六
年
が
経
過
し
て
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い
る
。
そ
の
間
に
は
四
天
王
寺
で
の
別
の
講
演
（「
仏
心
と
受

容
の
こ
こ
ろ
」）
が
あ
り
、
ま
た
、
浄
土
宗
出
版
か
ら
『
お
母

さ
ん
迷
わ
な
い
で
！
』
の
出
版
も
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
凡
夫
の
思
想
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
恐

ら
く
は
こ
の
講
演
を
皮
切
り
に
、
凡
夫
の
思
想
を
応
用
し
た
人

間
観
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
以
降
十
数
年
間
、
説
か
れ
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
思

想
は
中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
の
特
色
で
あ
り
、
浄
土

宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
思
想
と
し
て
注
目

す
べ
き
説
で
あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
理
想
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も

の
と
言
え
る
も
の
だ
が
、
㉓
法
然
上
人
の
姿
に
学
ぶ
、
と
い
う

説
も
こ
れ
以
降
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
室

津
に
て
教
化
し
た
と
さ
れ
る
「
友
君
」
へ
の
対
応
を
例
に
と
り
、

決
し
て
卑
下
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
ま
ま
念
仏
を
称
え
な
さ

い
、
す
る
と
阿
弥
陀
仏
は
寄
り
添
っ
て
下
さ
る
、
と
い
う
法
然

の
姿
勢
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
理
想
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
、

こ
の
話
も
後
に
説
か
れ
続
け
ら
れ
て
い
く
。

大
正
大
学
で
の
講
演

　

そ
し
て
最
終
講
義
と
自
ら
述
べ
ら
れ
て
行
わ
れ
た
大
正
大
学

で
の
講
演
で
は
、
⑥
山
の
学
校
へ
行
く
子
、
⑦
阿
弥
陀
仏
の
無

縁
の
慈
悲
、
⑭
楕
円
の
関
係
、
㉔
葬
式
で
大
騒
ぎ
す
る
子
、
⑤

人
間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）、
㉕
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た

二
人
の
青
年
、
と
い
う
話
が
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
内
容
を
見
る
と
、
最
後
ま
で
山
の
学
校
へ
行
く
子
の
親

御
様
と
の
で
き
ご
と
、
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
の
無
縁
の
慈
悲
を
例

に
し
た
受
容
の
姿
勢
、
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
の
例
え
、
と
い
う
、

講
演
活
動
の
初
期
の
段
階
で
説
か
れ
出
し
た
も
の
が
、
最
後
ま

で
繰
り
返
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
ほ
ど
自
分

の
意
が
表
現
で
き
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
、
中
原
師
の
主
張
が

端
的
に
現
わ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。

　

㉔
葬
式
で
大
騒
ぎ
す
る
子
、
㉕
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
二
人

の
青
年
、
と
い
う
二
つ
の
話
は
、
い
つ
ご
ろ
の
出
来
事
な
の
か

は
っ
き
り
は
し
な
い
が
、
特
に
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
青
年
の

話
は
中
原
師
の
浄
土
教
信
仰
に
関
わ
る
苦
悩
が
に
じ
み
出
る
話
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で
、
私
も
実
際
に
何
度
も
う
か
が
っ
た
。
そ
れ
は
、

私
自
身
が
、
二
人
の
青
年
を
自
殺
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
た

め
に
つ
い
に
私
の
踏
ん
切
り
が
で
き
な
い
で
自
殺
を
さ
せ

て
し
ま
っ
た
、
も
う
苦
い
苦
い
苦
い
経
験
な
ん
で
す
。
い

ま
だ
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
他
の
宗
派
、
他
の
宗
教

の
方
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
教
え
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ん
で
す
。

　

徹
底
的
に
相
手
の
言
う
言
葉
に
寄
り
添
う
て
、
大
事
に

し
て
、
そ
し
て
精
一
杯
の
姿
な
ん
だ
と
、
よ
し
よ
し
、
そ

う
い
う
言
い
方
も
、
そ
う
い
う
考
え
方
も
、
今
の
あ
な
た

に
は
そ
れ
が
精
一
杯
、
よ
し
よ
し
っ
て
続
い
て
い
く
わ
け

な
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
三
年
間
、
四
年
間
、
自
殺
し
た
い

っ
て
い
う
そ
の
青
年
に
寄
り
添
う
て
や
っ
て
き
ま
す
と
、

私
自
身
も
く
た
び
れ
ま
す
。
向
こ
う
も
く
た
び
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
仏
教
に
す
が
ろ
う
と
し
て
、「
先
生
、
禅

宗
の
座
禅
行
っ
て
組
ん
で
き
た
」
と
か
、
あ
れ
や
こ
れ
や

言
い
出
す
わ
け
な
ん
で
す
。

　
「
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
念
仏
、
阿
弥
陀
さ
ま
、
わ
し
に
と

っ
て
阿
弥
陀
さ
ま
は
ス
ー
パ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ん
で
、

私
の
悩
み
は
お
念
仏
の
声
に
乗
せ
て
、
阿
弥
陀
さ
ん
に
全

部
聞
い
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
わ
し
は
す
る
ん
じ

ゃ
け
ど
も
、
あ
ん
た
も
阿
弥
陀
さ
ま
と
い
う
仏
様
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀

仏
の
声
に
乗
せ
て
、
中
原
に
言
う
て
も
ま
だ
届
か
な
い
深

い
深
い
心
の
闇
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
阿
弥
陀
さ
ん
に

聞
い
て
も
ら
お
う
や
」。

　

ど
れ
だ
け
言
い
た
か
っ
た
か
。
で
も
口
に
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
そ
の
お
坊
ち
ゃ
ん
に
そ
う
い
う

こ
と
を
言
う
て
い
い
ん
だ
ろ
う
か
。
言
う
て
い
い
ん
だ
ろ

う
か
。
た
め
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
機
会
を
失
っ
て
、
二
人

と
も
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

と
い
う
話
で
、
こ
の
話
は
幾
度
も
う
か
が
っ
た
話
で
あ
り
な
が

ら
、
他
で
活
字
に
な
っ
た
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は

中
原
師
の
法
然
浄
土
教
に
関
す
る
想
い
が
、
最
も
顕
れ
た
部
分

で
は
な
い
か
と
思
う
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
整
理
か
ら
、
本
報
告
で
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
た
い
と
思
う
。

　

①
幾
度
も
説
か
れ
続
け
て
い
る
話
は
あ
る
が
、
中
で
も
「
⑥

「
傾
聴
・
受
容
」
と
は
（
山
の
学
校
へ
行
く
子
）」
と
、
そ
れ
に

関
連
す
る
「
⑦
仏
心
と
は
大
慈
悲
、
無
縁
の
慈
な
り
」、
そ
し

て
「
⑤
人
間
理
解
（
５
％
の
カ
ミ
ソ
リ
）」
の
話
は
、
最
後
の

講
演
ま
で
説
か
れ
続
け
ら
れ
た
話
で
あ
る
。

　

②
浄
土
宗
の
教
え
を
例
と
し
た
も
の
、
応
用
し
た
も
の
と
し

て
、
阿
弥
陀
仏
が
常
に
寄
り
添
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
、
阿
弥

陀
仏
と
い
う
拠
り
所
が
あ
る
こ
と
の
幸
せ
さ
を
説
く
も
の
、
相

手
も
凡
夫
で
あ
り
自
分
も
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
人
間
理
解
の
重

要
性
、
阿
弥
陀
仏
は
ス
ー
パ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
と
い
う

理
解
、
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　

③
付
け
加
え
て
い
く
形
で
阿
弥
陀
仏
の
思
想
を
例
え
と
す
る

話
が
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
根
本
的
な
部
分

に
浄
土
宗
の
教
え
を
根
拠
と
す
る
説
が
登
場
し
、
こ
れ
が
根
幹

と
な
っ
て
話
が
展
開
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
浄
土

宗
僧
侶
と
し
て
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
時
が
進
む
に
つ
れ
、
深
い

部
分
で
浄
土
宗
の
教
え
を
根
拠
と
す
る
思
想
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

と
い
う
点
が
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
、『
教
育
観
と
子
ど
も
観
』
か
ら
そ
の
後
の
講
演
録
な
ど

を
見
て
い
く
と
、
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
主
張
し
た
い
こ
と
が
色

濃
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
一
九
九
一
年
の
寺
庭

婦
人
会
で
の
講
演
で
は
、
私
達
に
は
阿
弥
陀
仏
と
い
う
強
い
味

方
が
い
る
と
い
う
主
張
が
付
け
加
え
ら
れ
、
一
九
九
七
年
の
四

天
王
寺
で
の
講
演
で
は
、
相
手
も
凡
夫
、
そ
れ
に
応
ず
る
私
も

凡
夫
と
い
う
根
本
的
な
人
間
観
が
、
こ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
強
い
口
調
で
展
開
さ
れ
、
大
正
大
学
で
の
最
後
の
講
演
に

至
っ
て
も
、
こ
れ
が
説
き
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
流
れ
が
確

認
で
き
た
。
他
に
も
晩
年
に
な
っ
て
説
か
れ
出
し
た
自
殺
さ
せ

て
し
ま
っ
た
青
年
の
話
や
、
理
想
的
な
関
係
と
し
て
の
「
楕
円

の
関
係
」
も
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
と
同
じ
と
い
う
主
張
が
追
加



　272

さ
れ
て
き
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
整
理
か
ら
、
浄
土
宗
僧
侶
と
い
う
立
場
で
活
動
し
た

中
原
師
の
言
葉
か
ら
は
、
浄
土
宗
の
思
想
に
基
づ
い
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
理
論
の
提
示
、
そ
し
て
そ
れ
が
最
も
理
想
的
で
あ
る

と
い
う
主
張
が
晩
年
に
な
る
に
つ
れ
て
色
濃
く
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
恐
ら
く
、
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
活
動
を
し
な
が
ら
、
中

原
師
自
身
の
信
仰
の
深
ま
り
と
、
体
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

形
作
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

特
に
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
二
人
の
青
年
の
話
に
特
に
現
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
凡
夫
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
は
ス
ー
パ

ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
お
念
仏
の
声
に
乗
せ
て
い
つ
も
悩

み
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
共
に
お
念
仏
を
し
て
阿
弥
陀
仏

に
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
伝
え
る
べ
き
だ
っ
た
の
に
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
の
体
験
の
告
白
に
は
、
浄
土
宗
僧
侶
と

し
て
の
使
命
と
、
理
想
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
像
が
浄
土
宗
の

思
想
か
ら
導
き
出
せ
る
と
い
う
、
中
原
師
の
心
か
ら
主
張
し
た

い
想
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）
二
〇
一
二
年
大
正
大
学
浄
土
学
大
学
院
生
主
催
の
講
演
会
。
別

途
報
告
書
に
て
全
文
を
掲
載
予
定
。

（
2
）
浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会
誌
『
微
風
』
第
二
号
（
一
九
八
年 

一
二

月
）・
五
三
頁

（
3
）
前
掲
『
微
風
』
第
二
号
・
五
七
頁

（
4
）
前
掲
『
微
風
』
第
二
号
・
九
六
頁

（
5
）『
養
護
教
諭
の
育
観
と
子
ど
も
―
を
支
え
て
い
る
あ 

な
た
に

―
』（
東
山
書
房
・
一
九
八
七
）
二
〇
頁

（
6
）「
よ
り
添
う
心
」（『
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
グ
』
第
三
二
輯
・ 

四

天
王
寺
、
一
九
七
）
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中
原
実
道
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
に
つ
い
て

　

―
「
抑
止
」
と
「
摂
取
」
に
注
目
し
て
―

�

　

星　

俊
明

一
、
は
じ
め
に

　

浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会
で
は
現
在
、
中
原
実
道

師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
（
以
下
、「
中
原
理
論
」
と
す

る
（
（
（

）
に
注
目
を
し
て
い
る
。
中
原
理
論
と
は
、
カ
ー
ル
・
ロ
ジ

ャ
ー
ズ
の
提
唱
し
た
来
談
者
中
心
療
法
、
非
指
示
的
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
基
づ
く
、「
傾
聴
・
寄
り
添
い
」
を
重
視
し
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
理
論
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
は

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
も
凡
夫
で
あ
る
」
と
す
る
点
で
あ
り
、

凡
夫
に
過
ぎ
な
い
自
分
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

の
抱
え
る
問
題
に
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
課
題

と
し
て
構
築
さ
れ
た
の
が
中
原
理
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
研
究
会
で
は
、
こ
の
中
原
理
論
が
「
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
」
の
模
範
の
一
つ
で
あ
る
と
注
目
し
、
浄
土
宗
学
教
理

面
か
ら
も
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

中
原
理
論
の
中
で
主
張
さ
れ
る
「
無
条
件
の
肯
定
」
と
、「
戒

律
の
必
要
性
を
示
す
」
と
い
う
一
見
相
反
す
る
よ
う
に
も
見
え

る
二
つ
の
事
項
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
ま
た
、
そ
れ
が
浄

土
宗
的
な
理
解
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
て

み
た
い
。

　
二
、
中
原
理
論
に
お
け
る
「
無
条
件
の
肯
定
」
と
「
戒
律
の
必

要
性
」

　
「
無
条
件
の
肯
定
」
と
は
そ
も
そ
も
来
談
者
中
心
療
法
に
お

け
る
中
核
の
一
つ
で
あ
る
が
、
中
原
師
は
か
つ
て
友
田
不
二
男

氏
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ん
だ
際
、「
無
条
件
の
肯
定
」

と
は
自
分
自
身
の
心
を
「
空
」
に
し
て
「
無
」
に
し
て
、
相
手

の
言
葉
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
く
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
教
え
を

受
け
て
、「
自
分
に
は
出
来
な
い
と
感
じ
た
」
と
述
懐
し
て
い

る
（
（
（

。
　

中
原
理
論
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
も
同
じ
凡

夫
で
あ
る
と
す
る
が
、
凡
夫
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
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エ
ン
ト
に
「
無
条
件
の
肯
定
」
を
行
う
た
め
の
方
法
を
、
中
原

師
は
「
精
一
杯
の
姿
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
て
い
る
。
様
々
な

悩
み
、
問
題
を
抱
え
て
相
談
に
訪
れ
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
対
し

て
、
そ
の
悩
み
や
問
題
を
自
分
自
身
の
事
の
よ
う
に
完
全
に

「
共
感
」
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
今
ま
さ
に
苦
し
ん
で
い

る
相
手
の
姿
は
、
そ
の
人
の
「
精
一
杯
の
姿
」
で
あ
る
と
受
け

止
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

悩
み
苦
し
む
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
、「
精
一
杯
の
姿
」
な
の
だ
と

受
け
止
め
、
そ
の
上
で
「
そ
れ
で
よ
し
」
と
あ
り
の
ま
ま
に
肯

定
し
て
い
く
と
い
う
の
が
中
原
師
の
到
達
さ
れ
た
「
無
条
件
の

肯
定
」
で
あ
る
。

　

中
原
師
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が

た
と
え
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
時
、
そ
の

人
に
で
き
る
「
精
一
杯
の
姿
」
だ
っ
た
の
だ
と
「
無
条
件
の
肯

定
」
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
中
原
師
は
仏
教
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
「
罪
を
犯
し

て
は
な
ら
な
い
」
す
な
わ
ち
仏
教
的
に
い
え
ば
「
戒
律
の
必
要

性
を
示
す
」
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

だ
っ
て
、
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
は
、
こ
れ
は
仏
教
の
お

き
て
な
ん
で
す
。
―
中
略
―
自
殺
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

と
言
わ
れ
た
ら
、
浄
土
宗
の
坊
さ
ん
は
、
や
は
り
お
釈
迦

様
、
仏
様
、
仏
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
は
、
こ
れ
は
真
実

で
す
か
ら
、「
す
な
」
と
言
う
ん
だ
か
ら
「
す
な
」
と
。

こ
れ
は
も
う
揺
る
い
だ
ら
仏
教
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
う
す
る
と
坊
さ
ん
は
「
し
ち
ゃ
い
け
ん
」
と
。
自
殺
し

ち
ゃ
い
け
ん
。
ど
こ
か
で
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

中
原
師
は
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
相
手
に
対
し
て
「
無
条
件

の
肯
定
」
を
行
う
一
方
で
、
仏
教
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
は

「
罪
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
。
そ
の
善
悪
判
断
の
基
準
は
仏
教
者
に
お
い
て
絶
対

的
な
価
値
を
も
つ
仏
語
、
仏
説
に
お
け
る
「
戒
律
」
で
あ
る
。

僧
侶
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
以
上
、
こ
の
「
戒
律
」
は
必
ず

ど
こ
か
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
中
原
師
は
主
張
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
続
け
て
師
は
、

け
れ
ど
も
、
そ
の
示
さ
れ
た
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
よ
な

あ
。
そ
し
て
、
気
が
付
い
た
ら
、
あ
の
と
き
、
あ
の
場
所
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で
、
あ
の
人
に
出
会
っ
た
た
め
に
、
気
が
付
い
た
ら
こ
う

す
る
こ
と
が
精
一
杯
の
姿
だ
っ
た
ん
だ
も
ん
な
あ
。
本
当

に
や
っ
て
の
け
た
悪
人
に
対
し
て
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
で

見
て
い
く
の
が
、
阿
弥
陀
仏
の
ま
な
ざ
し
な
ん
だ
よ
な
あ
。

し
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
し
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
け

ど
、
百
も
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
そ
こ
が
凡
夫
の
悲
し

い
ま
で
の
現
実
。
や
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
な
あ
。
よ
し

よ
し
、
そ
れ
で
よ
し
と
、
ど
こ
ま
で
も
阿
弥
陀
仏
は
見
捨

て
た
ま
わ
ん
。

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
戒
律
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
大
原
則
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
必
ず
し
も
守
る
こ
と

が
出
来
な
い
の
が
凡
夫
と
い
う
存
在
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

戒
律
を
示
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
戒
律
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
相

手
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
相
手
に
対
し
て
は
そ
れ
が
「
悲
し

い
ま
で
の
現
実
」
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。
そ
れ
が
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
に
出
来
た
「
精
一
杯
の
姿
」
な
の
だ
と
し
て
、
決
し
て
否

定
せ
ず
に
、
今
の
相
手
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
肯
定
的
に
受
け
入

れ
て
い
く
と
い
う
の
が
中
原
理
論
に
お
け
る
「
無
条
件
の
肯

定
」
と
「
戒
律
の
必
要
性
」
の
関
係
性
で
あ
る
と
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

三
、
浄
土
宗
に
お
け
る
戒
律

　
１
、
善
導
の
会
通

　

前
節
の
通
り
、
中
原
師
は
仏
教
徒
に
お
け
る
絶
対
的
な
善
悪

判
断
の
基
準
で
あ
る
「
戒
律
」
は
必
ず
ど
こ
か
で
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
同
時
に
、
現
実
に
お
い
て
必
ず
し
も

戒
律
を
厳
守
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
が
我
々
凡
夫
と
い
う
存

在
で
あ
る
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
相
手
に
対
し
て
も
決
し
て

否
定
せ
ず
に
受
け
止
め
て
い
く
の
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
原
理
論
を
浄
土
宗
学
的
に
検
証
す
る
上
で
も
っ
と
も

妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
善
導
に
よ
る
『
無
量
寿

経
』
第
十
八
願
と
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
の
会
通
で
あ
る
。

《『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
》

設
我
得
仏
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不

生
者
不
取
正
覚
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
（
（
（　
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《『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
》

仏
告
阿
難
及
韋
提
希
下
品
下
生
者
或
有
衆
生
作
不
善
業
五

逆
十
悪
具
諸
不
善
。
如
此
愚
人
以
悪
業
故
応
堕
悪
道
経
歴

多
劫
受
苦
無
窮
。
如
此
愚
人
臨
命
終
時
遇
善
知
識
種
種
安

慰
為
説
妙
法
教
令
念
仏
。
此
人
苦
逼
不
遑
念
仏
。
善
友
告

言
汝
若
不
能
念
者
応
称
無
量
寿
仏
。
如
是
至
心
令
声
不
絶

具
足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
。
称
仏
名
故
於
念
念
中
除
八

十
億
劫
生
死
之
罪
。
命
終
之
時
見
金
蓮
華
猶
如
日
輪
住
其

人
前
。
如
一
念
頃
即
得
往
生
極
楽
世
界
。
於
蓮
華
中
満
十

二
大
劫
蓮
華
方
開
。
観
世
音
・
大
勢
至
以
大
悲
音
声
為
其

広
説
諸
法
実
相
除
滅
罪
法
。
聞
已
歓
喜
応
時
即
発
菩
提
之

心
。
是
名
下
品
下
生
者
（
（
（

。

　

両
経
の
説
示
を
比
較
す
る
と
『
無
量
寿
経
』
は
救
済
条
件
と

し
て「
乃
至
十
念
」
を
示
す
と
同
時
に
そ
の
救
済
対
象
か
ら「
五

逆
誹
謗
正
法
」
と
い
う
罪
を
犯
し
た
衆
生
を
除
く
の
に
対
し
、

『
観
無
量
寿
経
』
で
は
「
作
不
善
業
五
逆
十
悪
具
諸
不
善
」
と

い
っ
た
罪
を
犯
し
た
衆
生
で
あ
っ
て
も
、「
至
心
令
声
不
絶
具

足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
す
れ
ば
罪
業
は
除
か
れ
救
済
を
得

ら
れ
る
と
説
く
。

　
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
十
念
」
に
よ
っ
て
も
救
済
対
象
か
ら

除
か
れ
る「
五
逆
」
の
衆
生
が
、『
観
無
量
寿
経
』
で
は
同
じ「
十

念
」
に
よ
っ
て
救
済
対
象
と
し
て
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経

典
間
に
お
け
る
相
違
矛
盾
に
つ
い
て
の
解
釈
を
会
通
と
い
い
、

善
導
は
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
す
。

《『
観
経
疏
』「
散
善
義
」》

問
曰
、
如
四
十
八
願
中
、
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
、
不
得
往

生
。
今
此
観
経
下
品
下
生
中
、
簡
謗
法
摂
五
逆
者
、
有
何

意
也
。

答
曰
、
此
義
仰
就
抑
止
門
中
解
。
如
四
十
八
願
中
、
除
謗

法
五
逆
者
、
然
此
之
二
業
其
障
極
重
。
衆
生
若
造
直
入
阿

鼻
、
歴
劫
周
慞
無
由
可
出
。
但
如
来
恐
其
造
斯
二
過
、
方

便
止
言
不
得
往
生
。
亦
不
是
不
摂
也
。
又
下
品
下
生
中
、

取
五
逆
除
謗
法
者
、
其
五
逆
已
作
。
不
可
捨
令
流
転
。
還

発
大
悲
摂
取
往
生
。
然
謗
法
之
罪
未
為
。
又
止
言
若
起
謗
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法
、
即
不
得
生
。
此
就
未
造
業
而
解
也
。
若
造
、
還
摂
得

生
。
雖
得
生
彼
、
華
合
逕
於
多
劫
。
此
等
罪
人
在
華
内
時
、

有
三
種
障
。
一
者
不
得
見
仏
及
諸
聖
衆
。
二
者
不
得
聴
聞

正
法
。
三
者
不
得
歴
事
供
養
。
除
此
已
外
更
無
諸
苦
。
経

云
、｢

猶
如
比
丘
入
三
禅
之
楽
也｣

、
応
知
。
雖
在
華
中

多
劫
不
開
。
可
不
勝
阿
鼻
地
獄
之
中
、
長
時
永
劫
受
諸
苦

痛
也
。
此
義
就
抑
止
門
解
竟
（
（1
（

。

　

善
導
は
こ
の
両
経
説
示
に
つ
い
て「『
無
量
寿
経
』
で
は「
五

逆
・
誹
謗
」
の
者
が
往
生
を
得
ら
れ
な
い
」
と
説
く
の
に
対
し

「『
観
無
量
寿
経
』
で
は
「
五
逆
」
の
衆
生
の
往
生
は
説
か
れ
、

「
誹
謗
」
の
衆
生
は
除
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
点
に
注
目
し
、

こ
れ
ら
は
「
抑
止
門
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述

べ
る
。

　

本
来
「
五
逆
・
誹
謗
」
の
二
業
と
は
最
も
重
い
罪
で
あ
る
た

め
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
衆
生
が
そ
の
罪
を
犯
さ
な
い
よ

う
に
「
抑
止
」
し
て
い
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る

よ
う
に
「
五
逆
」
の
衆
生
で
あ
っ
て
も
回
心
し
て
往
生
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
大
悲
に
よ
っ
て
「
摂
取
」
す
る
と

い
う
。
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』
の
説
示
は
未
だ
「
五
逆
・
誹

謗
」
の
罪
を
犯
し
て
い
な
い
衆
生
に
対
す
る
「
抑
止
」
で
あ
り
、

『
観
無
量
寿
経
』
の
説
示
は
す
で
に
「
五
逆
」
の
罪
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
衆
生
に
対
す
る
「
摂
取
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
お
い
て「
誹
謗
」
の
衆
生
に
対
す
る「
摂

取
」
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
は
未
だ
「
誹
謗
」
の
罪
を
犯
し
て

い
な
い
衆
生
に
対
す
る
「
抑
止
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
実
際
に
は

「
謗
法
」
の
衆
生
で
あ
っ
て
も
「
摂
取
」
を
得
ら
れ
る
と
い
う

の
が
善
導
の
理
解
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
こ
の
善
導
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
と
は
衆
生

に
対
し
て
「
五
逆
」
や
「
誹
謗
正
法
」
と
い
っ
た
善
悪
の
基
準

を
示
し
、
原
則
的
に
そ
れ
を
遵
守
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の

の
（
抑
止
）、
そ
の
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
衆
生
が
い
る
こ
と
も

承
知
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
衆
生
も
決
し
て
見
捨
て

る
こ
と
な
く
救
い
摂
る
（
摂
取
）
存
在
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（1
（

。

　

中
原
理
論
に
お
け
る
「
無
条
件
の
肯
定
」
と
「
戒
律
の
必
要

性
」
の
関
係
性
は
、
前
者
は
摂
取
、
後
者
は
抑
止
で
あ
る
と
置
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き
換
え
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
善
導
の
会
通
と
一
致
す
る
も
の

で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

２
、
法
然
の
説
示

　

一
方
で
法
然
の
遺
文
の
中
に
は
、
こ
の「
抑
止
」
と「
摂
取
」

と
い
う
善
導
の
理
解
に
つ
い
て
の
直
接
的
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
曽
根
宣
雄
氏
は
こ
の
「
抑
止
」
と
「
摂
取
」
と
い
う
視

点
か
ら
法
然
の
遺
文
を
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
（
（1
（

。

Ａ　

抑
止
の
立
場
か
ら
説
い
て
い
る
も
の

１
「
佛
は
悪
人
を
捨
て
給
は
ね
と
も
、
好
み
て
悪
を
造
る
こ

と
、
是
佛
の
弟
子
に
は
非
す
（
（1
（

」

２
「
佛
の
慈
悲
の
あ
ま
ね
き
事
を
聞
て
は
、
罪
を
造
れ
と
思

し
召
す
と
云
ふ
解
り
を
な
さ
は
、
佛
の
慈
悲
に
漏
ぬ
へ
し
（
（1
（

」

３
「
悪
を
あ
ら
た
め
て
善
人
と
な
り
て
念
佛
せ
ん
人
は
、
ほ

と
け
の
御
心
に
か
な
ふ
べ
し
（
（1
（

」

４
「
悪
を
は
、
さ
れ
は
佛
の
御
心
に
好
み
て
作
れ
と
や
勧
め

給
へ
る
、
構
え
て
止
め
よ
と
こ
そ
誡
め
給
へ
（
（1
（

」

Ｂ　

摂
取
の
立
場
か
ら
説
い
て
い
る
も
の

１
「
我
身
の
悪
を
止
む
る
に
あ
た
は
す
は
、
佛
慈
悲
を
捨
て

給
は
す
し
て
、
此
罪
を
滅
し
て
迎
へ
給
へ
と
申
す
へ
し
（
（1
（

」

２
「
悪
人
迄
を
も
捨
て
給
は
ぬ
本
願
と
知
ら
ん
（
（1
（

」

３
「
凡
夫
の
習
ひ
、
當
時
の
迷
い
に
引
か
れ
て
悪
を
作
る
事

は
力
及
は
ぬ
事
な
れ
は
、
慈
悲
を
發
し
て
捨
て
給
は
ぬ
に
て

こ
そ
あ
れ
（
（1
（

」

４
「
サ
ホ
ト
ノ
罪
人
タ
ニ
モ
十
聲
一
聲
ノ
念
佛
ニ
テ
往
生
ハ

シ
候
（
（2
（

」

　
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
廃
悪
修
善
を
勧
奨
す
る

説
示
と
、
Ｂ
に
代
表
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
救
済
に
お
い
て
破
戒

や
造
罪
を
不
問
と
す
る
説
示
は
一
見
し
て
矛
盾
し
て
い
る
よ
う

に
も
窺
え
、
法
然
の
提
唱
す
る
阿
弥
陀
仏
の
選
択
本
願
に
よ
る

念
仏
一
行
に
よ
る
往
生
の
論
理
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
Ｂ
こ
そ
が

本
義
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

た
だ
し
曽
根
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
善
導
の
『
無
量
寿
経
』

『
観
無
量
寿
経
』
の
会
通
に
よ
る
「
抑
止
」「
摂
取
」
と
い
う
理
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解
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
Ａ
と
Ｂ
は
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
こ
の
両
立
に
よ
る
「
罪
は
犯
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
大
原
則
、「
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
現
実
認
識
、

「
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
者
」
の
救
済
と
い
っ
た
「
抑
止
」
と

「
摂
取
」
に
基
づ
く
展
開
こ
そ
が
法
然
を
特
徴
付
け
る
も
の
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

す
で
に
春
本
龍
彬
氏
の
指
摘
（
（2
（

に
も
あ
る
通
り
、
伝
記
類
に
見

ら
れ
る
法
然
の
教
化
の
姿
勢
に
は
、
中
原
師
が
提
唱
す
る
よ
う

な
来
談
者
を
「
精
一
杯
の
姿
」
と
し
て
受
け
止
め
、
傾
聴
し
寄

り
添
う
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
法
然
は
来
談

者
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
つ
つ
も
最
終
的
に
浄
土
宗
の
教
え
を

示
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
も
や
は
り
「
抑
止
」
と
「
摂
取
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

特
に
顕
著
と
い
え
る
の
が
、
中
原
師
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
る

『
四
十
八
巻
伝
』
の
室
泊
の
遊
女
化
益
の
事
で
あ
る
。

同
国
室
の
泊
に
着
き
給
う
に
、
小
船
一
艘
近
付
き
来
る
。

こ
れ
遊
女
が
船
な
り
け
り
。
遊
女
申
さ
く
、「
上
人
の
御

船
の
由
承
り
て
推
参
し
侍
る
な
り
。
世
を
渡
る
道
区
々
な

り
。
如
何
な
る
罪
あ
り
て
か
、
斯
か
る
身
と
な
り
侍
ら
む
。

こ
の
罪
業
重
き
身
、
如
何
に
し
て
か
後
の
世
助
か
り
候
べ

き
」
と
申
し
け
れ
ば
、
上
人
哀
れ
み
て
宣
わ
く
、「（
１
）

実
に
も
左
様
に
て
世
を
渡
り
給
う
ら
ん
罪
障
、
真
に
軽
か

ら
ざ
れ
ば
、
酬
報
又
計
り
難
し
。
若
し
斯
か
ら
ず
し
て
、

世
を
渡
り
給
わ
ぬ
べ
き
計
り
事
あ
ら
ば
、
速
や
か
に
そ
の

業
を
捨
て
給
う
べ
し
。（
２
）
若
し
余
の
計
り
事
も
な
く
、

又
、
身
命
を
顧
み
ざ
る
程
の
道
心
未
だ
起
こ
り
給
わ
ず
ば
、

唯
、
そ
の
儘
に
て
、
も
っ
ぱ
ら
念
仏
す
べ
し
。
弥
陀
如
来

は
、
左
様
な
る
罪
人
の
為
に
こ
そ
、
弘
誓
を
も
立
て
給
え

る
事
に
て
侍
れ
。
唯
、
深
く
本
願
を
馮
み
て
、
敢
え
て
卑

下
す
る
事
な
か
れ
。
本
願
を
馮
み
て
念
仏
せ
ば
、
往
生
疑

い
あ
る
ま
じ
き
」（
後
略
（
（2
（

）

（
１
）
傍
線
部
に
お
い
て
法
然
は
遊
女
の
言
葉
を
受
け
止
め
、

「
抑
止
」
の
立
場
か
ら
は
直
ち
に
こ
れ
以
上
の
造
罪
を
止
め
る

べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
（
２
）
波
線
部
に
お
い
て
は

「
摂
取
」
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
本
願
を
憑

ん
で
念
仏
す
れ
ば
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
救
済
が
得
ら
れ
る
と
示
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す
。

　

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
「
若
し
斯
か
ら
ず
し
て
、
世

を
渡
り
給
わ
ぬ
べ
き
計
り
事
あ
ら
ば
、
速
や
か
に
そ
の
業
を
捨

て
給
う
べ
し
。
若
し
余
の
計
り
事
も
な
く
、
又
、
身
命
を
顧
み

ざ
る
程
の
道
心
未
だ
起
こ
り
給
わ
ず
ば
、
唯
、
そ
の
儘
に
て
、

も
っ
ぱ
ら
念
仏
す
べ
し
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
法
然
は
遊
女

に
対
し
「
抑
止
」
と
「
摂
取
」
を
巧
み
に
用
い
る
こ
と
で
、「
造

罪
を
止
め
て
念
仏
せ
よ
」
と
も
「
造
罪
は
問
題
な
い
か
ら
念
仏

す
れ
ば
よ
い
」
と
も
言
い
切
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
最
終
的
な
結

論
は
遊
女
自
身
の
判
断
に
委
ね
「
敢
え
て
卑
下
す
る
事
な
か

れ
」
と
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
説
示
方
法
は
、「
戒
律
の
必
要
性
」
は
示
し
た
上
で
、

そ
れ
が
実
現
可
能
で
あ
っ
て
も
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ

れ
が
相
手
の
「
精
一
杯
の
姿
」
と
し
て
受
け
止
め
、「
無
条
件

の
肯
定
」
で
受
け
止
め
て
い
く
と
い
う
、
ま
さ
し
く
中
原
理
論

を
象
徴
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
小
結

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
原
理
論
に
お
け
る
「
無
条
件
の
肯
定
」

と「
戒
律
の
必
要
性
」
の
関
係
は
、
善
導
に
よ
る『
無
量
寿
経
』

『
観
無
量
寿
経
』
の
会
通
に
よ
る
「
抑
止
」「
摂
取
」
と
い
う
解

釈
が
浄
土
宗
的
な
教
理
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
ま
た
法
然

遺
文
中
に
は
、
直
接
こ
の
「
抑
止
」「
摂
取
」
に
つ
い
て
の
解

釈
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
抑
止
」「
摂
取
」
の
視
点
か
ら
説

か
れ
た
法
語
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
伝
記
類
に
お
け
る
法
然

の
教
化
の
姿
勢
に
も
そ
れ
が
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

阿
弥
陀
仏
の
選
択
本
願
に
基
づ
く
念
仏
一
行
で
の
救
済
を
説

き
な
が
ら
も
、
廃
悪
修
善
を
説
く
法
然
の
立
場
は
決
し
て
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
が
法
然
を
特
徴
付
け
る
も
の

で
あ
り
、「
無
条
件
の
肯
定
」
と
い
っ
た
立
場
に
あ
り
な
が
ら

も
「
戒
律
の
必
要
性
」
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
中
原
理

論
は
、
ま
さ
に
浄
土
宗
僧
侶
が
模
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
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注（

7
）
中
原
理
論
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
曽
根
宣
雄
氏
「
中
原
実
道
氏

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学

会
年
報
』
四
六
、
二
〇
一
五
）
を
参
考
。

（
8
）
本
稿
で
は
、
二
〇
一
二
年
大
正
大
学
に
お
け
る
中
原
実
道
師
の

最
終
講
義
録
（
現
在
未
公
表
・
本
研
究
会
に
て
翻
刻
・
発
表
予
定
）

よ
り
引
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
た
い
。

（
8
）『
浄
全
』
一
、
七
頁

（
9
）『
浄
全
』
一
、
五
一
頁

（
10
）『
浄
全
』
二
、
六
九
頁
、
上
下

（
11
）
曽
根
宣
雄
氏
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
「
廃
悪
修
善
」
と
「
悪

人
救
済
」
に
つ
い
て
」（
阿
川
文
正
教
授
古
稀
記
念
論
集
『
法
然

浄
土
教
の
思
想
と
伝
歴
』
二
〇
〇
一
）
参
考
。

（
12
）
同
右

（
13
）『
昭
法
全
』
六
七
九
頁

（
14
）『
昭
法
全
』
六
八
〇
頁

（
15
）『
昭
法
全
』
四
六
二
頁

（
16
）『
昭
法
全
』
六
〇
三
頁

（
17
）『
昭
法
全
』
六
八
〇
頁

（
18
）『
昭
法
全
』
六
八
〇
頁

（
19
）『
昭
法
全
』
六
〇
三
頁

（
20
）『
昭
法
全
』
五
四
二
頁

（
21
）
春
本
龍
彬
氏
「
中
原
実
道
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
―
法
然

上
人
の
寄
り
添
い
と
の
関
係
性
―
」（『
教
化
研
究
』
二
八
、
四
六

～
六
一
頁
、
二
〇
一
七
）。

（
22
）『
聖
典
』
六
、
五
五
四
頁
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現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏
教
の
研
究

平
成
二
十
九
年
度
　
現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏
教
研
究
班
　
研
究
ノ
ー
ト

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
や
僧
侶
の
具
体
相

―
浄
土
宗
寺
院
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

開
催
の
可
能
性

�

研
究
員　
東
海
林
良
昌

は
じ
め
に

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏
教
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
、「
老
い
」

を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
日
本
の
社
会
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
課

題
の
最
優
先
順
位
に
位
置
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
老
い
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の

分
析
を
基
に
「
現
代
人
の
老
い
」
に
お
け
る
仏
教
的
な
「
場
」

の
提
案
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
「
場
」
に

お
い
て
、「
老
い
」
に
対
す
る
見
解
、
資
質
を
備
え
た
相
談
相

手
、
法
話
、
儀
礼
を
備
え
た
寺
院
や
僧
侶
が
、
こ
の
問
題
に
関

わ
る
意
味
は
少
な
か
ら
ず
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

問
題
意
識
か
ら
、
仏
教
的
見
地
に
立
っ
た
分
か
ち
合
い
や
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
の
場
を
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分
野
の
協
力
に

よ
り
創
出
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
僧
侶
像
を
提
案
し
て
い
く
こ
と

が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
老
い
」
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
寺
院
と
社
会
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
提
示

し
た
い
。
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一
、「
老
い
」
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
経
緯

　

私
た
ち
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
生
の
最
終

段
階
と
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
続
け
て
き
た
。
私
達
研
究
班
の
前
身
と

な
る
、「
往
生
と
死
へ
の
準
備
」「
生
と
死
の
問
題
」
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
場
で
僧
侶
が
連
携
す

る
可
能
性
を
探
る
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
で
は
、
は
じ
め

に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
台
湾
な
ど
の
海
外
の
病
院

や
ホ
ス
ピ
ス
に
お
け
る
僧
侶
と
医
療
の
連
携
に
関
す
る
先
進
事

例
研
究
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
国
内
の
仏
教
系
の
病
院
や
ホ
ス
ピ

ス
で
の
活
動
事
例
の
調
査
も
同
様
に
行
っ
た
。

　

そ
の
研
究
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
も
あ
っ
た
。
二
〇
一
一

年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
僧
侶
に
よ
る
傾
聴
や
心

理
的
サ
ポ
ー
ト
が
評
価
さ
れ
、
東
北
大
学
実
践
宗
教
学
講
座
に

よ
る
「
臨
床
宗
教
師
」、
公
益
財
団
法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議

会
に
よ
る
「
臨
床
仏
教
師
」
な
ど
、
宗
教
者
と
医
療
の
連
携
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
仏
教
系
医
療
施
設
で
行

わ
れ
て
い
た
医
療
と
宗
教
の
連
携
は
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
檀
信
徒

教
化
ツ
ー
ル
と
し
て
の
浄
土
宗
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
『
縁

の
手
帖
』
の
作
成
で
あ
っ
た
。
浄
土
宗
の
教
え
に
基
づ
い
た『
縁

の
手
帖
』
は
、
教
導
職
、
寺
族
、
檀
信
徒
の
積
極
的
評
価
を
受

け
、
四
万
三
〇
〇
〇
部
を
販
売
し
た
。

　

教
導
職
、
寺
族
と
檀
信
徒
が
共
に
、
人
生
、
医
療
の
選
択
、

葬
儀
、
供
養
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
場
面
作
り
の
き
っ
か
け
を

提
示
し
た『
縁
の
手
帖
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
、

実
際
に
寺
院
と
地
域
住
民
が
交
流
を
持
ち
、
信
頼
関
係
を
作
り

出
し
て
い
く
具
体
的
な
場
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
を
も
ま
た
残
し
な
が
ら
前
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
終
了
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、「
現
代
に
お
け
る
老
い
と
仏

教
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
立
ち
上
が
っ
た
。
老
い
と
は
加
齢
に
よ

る
心
身
の
変
化
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
病
、
介
護
、
死
と
い
う
、

仏
教
で
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
生
老
病
死
の
四
苦
と
も
大
き
く
重
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な
っ
て
い
る
。
特
に
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
日
本
に
お
い
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
介
護
の
問
題
で
あ
る
。

　

毎
日
新
聞
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
宅
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
人
の
約
７
割
が
精
神
的
・
肉
体
的
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
こ

と
が
毎
日
新
聞
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
約
２
割
は
介
護
疲
れ
な

ど
か
ら
殺
人
・
心
中
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
と
し
、
被
介
護
者

に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
経
験
を
持
つ
人
も
二
割
を
超
え
た
。
負
担

や
孤
立
に
悩
み
な
が
ら
、
愛
す
る
家
族
を
支
え
る
介
護
者
像
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
（
（
（

。

　

さ
ら
に
別
な
統
計
で
は
、
要
介
護
四
以
上
で
在
宅
介
護
を
行

っ
て
い
る
家
族
の
約
半
数
が
ほ
と
ん
ど
終
日
介
護
を
行
っ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
記
事
や
調
査
か
ら
、
介
護
者
は
愛
す
る
家
族

を
介
護
し
な
が
ら
も
負
担
や
孤
立
に
よ
り
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
（
（
（

。

　
こ
こ
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
実
際
の
介
護
者
の
声
を
紹
介
す
る
。

二
年
前
は
、
私
も
パ
ー
ト
に
出
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ

（
1
）『
毎
日
新
聞
』、
二
〇
一
六
年
四
月
四
日
朝
刊

（
2
）
厚
生
労
働
省
『
国
民
生
活
基
礎
調
査
』、
二
〇
一
三
年

イ
マ
ー
と
診
断
さ
れ
て
も
、
留
守
番
は
、
出
来
ま
し
た

し
、
徘
徊
な
ど
は
し
な
か
っ
た
か
ら
。
し
か
し
、
次
第
に

お
金
の
問
題
で
朝
か
ら
晩
ま
で
同
じ
事
の
繰
り
返
し
や
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、（
私
も
不
器
用
な
の
で
）
仕
事
も

お
世
話
も
で
き
な
く
な
り
、
精
神
的
に
も
ま
い
っ
て
し
ま

い
、
結
局
、
辞
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
数
ヶ
月
間
は
、

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
受
け
入
れ
て
や
さ
し
く
介

護
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
次
第
に
顔
を
見
る
の

も
イ
ヤ
に
な
り
、
口
を
き
く
の
も
イ
ヤ
に
な
り
ま
し
た
。

誰
に
も
こ
の
思
い
も
伝
え
ら
れ
ず
、
話
す
こ
と
も
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
催
し
に
行
き
、
偶
然
隣
り
合
わ
せ

に
座
っ
た
人
が
介
護
を
終
え
た
人
で
、
い
ろ
い
ろ
と
共
感

で
き
る
話
を
き
き
ま
し
た
。
少
し
元
気
が
出
て
き
て
、
あ

せ
ら
な
い
で
ス
ロ
ー
な
気
持
ち
で
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
（
（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
介
護
者
は
相
談
を
す
る
相
手
も
な
く
、
孤
独
の

（
3
）『
介
護
者
の
声
』、
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ケ
ア
む

す
び
、
二
〇
一
七
年
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中
に
あ
る
の
が
常
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
現
代
日
本
の

状
況
を
鑑
み
た
時
に
、
具
体
的
に
介
護
を
し
て
い
る
檀
信
徒
や

地
域
住
民
と
の
接
点
の
具
体
像
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
た
の
が
本
研
究
で
あ
る
。

二
、
研
究
動
向
に
つ
い
て

　

こ
の
研
究
を
始
め
る
に
当
た
り
、
ま
ず
我
々
は
研
究
員
間
で

現
代
に
お
け
る
老
い
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
介
護

や
人
生
に
お
け
る
最
終
段
階
に
関
す
る
書
籍
、
行
政
に
よ
る
統

計
資
料
、
新
聞
記
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
の
報
道
番
組
な
ど
を
取
り

上
げ
、
合
評
会
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
介
護
に
関
す

る
有
識
者
、
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ア
ラ

ジ
ン
理
事
長
牧
野
史
子
氏
、
東
京
大
学
講
師
成
瀬
昴
氏
を
招
聘

し
、
研
究
員
各
々
が
最
新
の
介
護
者
支
援
の
現
状
や
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
た
。
ま
た
、
先
進
事
例
の
調
査
と
し

て
、
千
葉
県
柏
市
に
あ
る
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
「
み
ち
く
さ

亭
」
を
視
察
、
そ
し
て
、
浄
土
宗
寺
院
と
し
て
地
域
の
介
護
者

や
介
護
関
係
者
を
対
象
と
し
た
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を
行
っ
て

い
る
葛
飾
区
香
念
寺
に
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
七
年
九
月
六
～
七
日
に
開
催
さ
れ
た
、
浄
土

宗
総
合
学
術
大
会
へ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
に
よ
る
中

間
報
告
を
行
っ
た
。
九
月
十
二
日
に
は
、
先
進
的
な
老
い
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
石
川
県
金
沢
市
佛
子
園
で
の
訪
問
調

査
を
行
っ
た
。
同
園
は
日
蓮
宗
行
善
寺
を
母
体
と
し
、
日
本
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ　
Ｒ
ｅ
ｔ

ｉ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
、
継
続
的
な
ケ
ア

付
き
高
齢
者
共
同
体
の
意
）、
す
な
わ
ち
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し

た
人
が
第
二
の
人
生
を
健
康
的
に
楽
し
む
街
と
し
て
米
国
か
ら

生
ま
れ
た
概
念
を
日
本
化
し
、
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
移
住

し
、
必
要
な
時
に
医
療
と
介
護
の
ケ
ア
を
受
け
て
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
施
設
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
私
達
は
、
特
に
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
知
ら
れ
る

「
シ
ェ
ア
金
沢
」
お
よ
び
廃
寺
を
利
用
し
た
温
泉
入
浴
、
障
害

者
就
労
支
援
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
、「
西
圓
寺
」

を
視
察
し
た
。
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三
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

二
〇
一
八
年
二
月
十
九
日
に
は
、
二
年
間
の
研
究
成
果
と
し

て
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
寺
院
の
役
割
―
介
護
者
に
寄
り
添
う
」
を
ス
タ
ッ
フ

含
め
一
〇
〇
名
を
越
え
る
参
加
者
の
も
と
開
催
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
介
護
に
関
わ
る
有
識
者
や
実
践
家
を
交
え
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
よ
う
な

新
し
い
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の

可
能
性
を
提
案
し
、
未
来
に
光
を
当
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
。

　

基
調
講
演
は
東
京
都
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
自
立
促
進

と
介
護
予
防
研
究
チ
ー
ム
研
究
員
、
医
学
博
士
岡
村
毅
氏
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

先
述
の
牧
野
史
子
氏
、
介
護
雑
誌
『
Ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ　
Ｃ
ａ
ｒ

ｅ
』
編
集
長
野
田
真
智
子
氏
、
在
宅
介
護
者
の
孤
立
と
苦
悩
を

描
い
た
映
画
『
ま
な
ざ
し
（
（
（

』
監
督
、
介
護
福
祉
士
卜
部
敦
史

氏
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
主
宰
、
香
念
寺
住
職
下
村
達
郎
氏
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
私
が
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。

　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、
登
壇

者
の
報
告
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
来
場
者
と
の
質
疑
応
答

は
、
寺
院
や
僧
侶
と
い
う
、「
場
」
と
「
人
」
へ
の
可
能
性
と

期
待
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

問
題
意
識
と
可
能
性
は
、
き
た
る
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
に
向

け
て
、
宗
が
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
の
い
く
つ
か
に
関
わ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
た
知
見
を
さ

ら
な
る
研
究
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
（
（
（

。

四
、
葛
飾
区
香
念
寺
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
実
地
調
査

　

当
研
究
班
で
は
、
都
内
浄
土
宗
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ア

（
4
）
卜
部
敦
史
監
督
作
品
『
ま
な
ざ
し
』、
二
〇
一
五
年

（
5
）「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
─
介
護
者
に
寄
り
添

う
」
報
告
①
、『
和
合
』
二
〇
一
八
年
七
月
号
。「
同
」
報
告
②
、

『
同
』
二
〇
一
八
年
八
月
号
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ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
は
、
実
際

に
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
、
東
京
都
葛
飾
区
香

念
寺
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
住
職
で
あ
る
下
村
氏
は
、
香

念
寺
住
職
を
務
め
る
傍
ら
、
当
研
究
班
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
も

あ
る
。
氏
は
介
護
者
へ
の
支
援
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
、
寺
院

と
し
て
寄
り
添
い
の
場
を
設
け
る
べ
く
介
護
者
カ
フ
ェ（
ケ
ア

ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
）開
催
を
企
画
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
し
た

方
が
、
思
い
を
打
ち
明
け
る
た
め
の
場
を
提
供
す
る
活
動
を

二
〇
一
六
年
よ
り
開
始
し
た
。

　

寺
院
に
お
い
て
は
会
場
、
お
菓
子
、
お
茶
と
い
っ
た
、
一
般

的
な
市
民
団
体
に
お
い
て
は
用
意
す
る
こ
と
が
一
つ
の
ハ
ー
ド

ル
と
な
る
部
分
を
既
に
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
地
域
資
源
と
し

て
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
無
理
の
な
い
形
で
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
開
催
へ
と
至
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
香
念

寺
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
は
、
原
則
的
に
奇
数
月
の
第
三
火

曜
日
の
午
後
二
時
半
～
四
時
半
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
カ
フ

ェ
と
関
連
行
事
の
開
催
日
時
と
参
加
人
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

第
一
回 

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
六
日（
水
） 

参
加
者
一
五

名 （
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
五
名
、
新
聞
社
取
材
二
名
含
む
）

第
二
回 

二
〇
一
七
年 

一
月
二
四
日（
火
） 

参
加
者
一
一

名 （
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
三
名
含
む
）

第
三
回 

同
年
三
月
一
四
日（
火
） 

参
加
者
一
〇
名 

（
研
究

班
ス
タ
ッ
フ
三
名
含
む
）

第
四
回 

同
年
五
月
一
六
日（
火
） 

参
加
者
九
名 

（
研
究
班

ス
タ
ッ
フ
二
名
含
む
）

第
五
回 

同
年
七
月
一
八
日（
火
） 

参
加
者
一
四
名 

（
研
究

班
ス
タ
ッ
フ
六
名
、
新
聞
社
取
材
一
名
含
む
）

第
六
回 

同
年
九
月
一
九
日（
火
） 

参
加
者
一
〇
名 

（
研
究

班
ス
タ
ッ
フ
三
名
含
む
）

第
七
回 

同
年
一
一
月
一
四
日（
火
） 

参
加
者
四
名 

（
研
究

班
ス
タ
ッ
フ
二
名
含
む
）

第
八
回 

二
〇
一
八
年
一
月
二
三
日（
火
） 

参
加
者
九
名 

（
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
二
名
含
む
）

第
九
回 
同
年
三
月
一
三
日（
火
） 

参
加
者
一
〇
名 

（
研
究
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班
ス
タ
ッ
フ
二
名
含
む
）

　

関
連
行
事（
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
か
ら
の
助
成
に
よ

り
開
催
）

　

・
二
〇
一
八
年
一
月
一
九
日（
金
）  

映
画
『
ま
な
ざ

し
』
上
映
会
と
監
督
に
よ
る
講
演

（
会
場:

亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
参
加
者
五
二
名
）

　

・
二
〇
一
八
年
二
月
三
日（
土
） 

介
護
者
サ
ポ
ー
タ
ー

入
門
講
座

（
会
場:

香
念
寺
客
殿
、
参
加
者
一
八
名
）

　

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
会
場
は
、
香
念
寺（
東
京
都
葛
飾
区
）

客
殿
で
、
最
寄
り
駅
の
Ｊ
Ｒ
亀
有
駅
か
ら
徒
歩
八
分
の
住
宅
街

に
あ
る
。
こ
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、

香
念
寺
檀
信
徒
・
部
内
寺
院
・
部
内
寺
院
檀
信
徒
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
・
介
護
者
支
援
活
動
団
体
メ
ン
バ
ー
・
葛
飾
区
区
議
会

議
員
・
区
役
所
高
齢
者
支
援
課
職
員
・
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）職
員
な
ど
で
あ
る
。

　

開
催
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
参
加
者
の
到
着
前
に
お
茶

と
お
菓
子
を
用
意
し
、
門
前
の
掲
示
板
と
玄
関
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
す
る
。
定
刻
に
な
っ
た
ら
テ
ー
ブ
ル
席
に
て
主
催
側
の
挨

拶
、
お
茶
と
茶
菓
子
を
と
り
な
が
ら
、
参
加
者
の
簡
潔
な
自
己

紹
介
後
、
円
座
に
移
動
し
座
談
会
を
開
始
。
会
の
中
で
得
た
個

人
情
報
は
口
外
し
な
い
よ
う
主
催
者
が
伝
え
る
。

　

こ
の
座
談
会
で
は
、
参
加
者
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
思
い
思

い
の
こ
と
を
話
し
、
寺
院
側
が
医
療
の
専
門
知
識
を
提
供
す
る

機
会
や
必
要
性
は
無
い
。
二
時
間
と
い
う
時
間
は
不
足
も
間
延

び
も
無
い
ち
ょ
う
ど
い
い
長
さ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返

し
参
加
す
る
方
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
具
体
的
に
自

身
の
現
状
等
を
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
下
、
こ
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
で
実
際
に
提
出
さ
れ
た
意

見
の
一
部
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

介
護
者
支
援
に
関
し
て

・
介
護
者
へ
の
公
的
な
経
済
支
援
に
つ
い
て
の
要
望

・
介
護
離
職
後
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
の
要
望

・
企
業
に
お
け
る
家
族
介
護
者
へ
の
配
慮
の
必
要
性（
人

事
異
動
、
介
護
休
暇
取
得
）

・
介
護
施
設
に
お
け
る
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
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つ
い
て（
対
人
関
係
改
善
の
必
要
性
）

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
に
関
し
て

・
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
気
持
ち
を
話
せ
る
の
が
あ
り
が

た
い

・
寺
院
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い

・
介
護
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

と
し
て
続
け
て
ほ
し
い

・
よ
り
宗
教
色
、
癒
し
の
側
面
を
出
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か

　

こ
の
香
念
寺
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
に
参
加
者
の
属
性

は
、
寺
院
檀
信
徒
、
部
内
寺
院
関
係
介
護
者
、
介
護
者
支
援
団

体
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
寺
院
に
縁
の
あ
る
方
だ

が
、
そ
の
方
々
は
介
護
者（
も
し
く
は
将
来
的
に
介
護
者
に
な

り
う
る
方
）で
あ
り
、
知
識
の
共
有
や
休
息
の
場
所
と
し
て
の

意
義
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
自
身
の
思
い
や
現
状

を
主
体
的
に
話
す
た
め
、
主
催
側
と
し
て
は
多
く
の
専
門
知
識

を
持
た
な
く
て
も
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
の 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
都
内
で
の

名
称
は
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）の
職
員
が
毎
回
参
加

し
て
お
り
、
行
政
と
介
護
者
の
橋
渡
し
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
寺
院
の
社
会
的
信
頼
度
の
高
さ
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

介
護
者
支
援
活
動
家
の
間
で
は
、「
本
当
に
困
っ
て
い
る
介

護
者
に
は
根
強
く
声
を
掛
け
な
い
と
届
か
な
い
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
寺
院
と
し
て
無
理
の
無
い
頻
度
で
、
細
く
長
く
会
を
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
香
念

寺
住
職
は
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
ケ
ア

会
議
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
有
識
者
と
の
連
携
が

生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
研
究
で
取
り
上
げ
た
介
護
者
支
援
の
取
り
組
み
は
、
現
代

日
本
の
問
題
と
直
接
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
業
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界
紙
『
中
外
日
報
（
（
（

』、『
月
刊
住
職
（
（
（

』、
は
も
と
よ
り
、
一
般

紙
で
あ
る
『
東
京
新
聞
（
（
（

』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
の
方
々

の
関
心
も
集
め
て
い
る
。
全
日
本
仏
教
会
と
大
和
証
券
が
共
同

で
行
っ
た
統
計
に
よ
る
と
、
寺
院
や
僧
侶
が
社
会
活
動
を
行
う

イ
メ
ー
ジ
は
無
い
と
い
う
一
方
、
寺
院
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

活
動
に
つ
い
て
は
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

興
味
深
い
統
計
結
果
も
あ
る
（
（
（

。

　

今
回
研
究
所
で
も
調
査
を
行
っ
た
、
葛
飾
区
香
念
寺
下
村
氏

が
主
宰
す
る
亀
有
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
の
会
で
行
っ
た
、
映
画

『
ま
な
ざ
し
』
の
上
映
会
に
来
場
し
た
方
達
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
同
趣
旨
の
声
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　
Ｑ 

「
亀
有
介
護
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
は
二
ヶ
月
に
一

度
、
寺
院
の
客
殿
を
使
っ
て
の
介
護
者
の
集
い
（
ケ
ア
ラ

（
6
）『
中
外
日
報
』、
二
〇
一
六
年
十
一
月
一
八
日
、
二
〇
一
七
年
、

七
月
一
六
日
二
〇
一
八
年
一
月
五
日

（
7
）『
月
刊
住
職
』、
二
〇
一
八
年
四
月

（
8
）『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
八
年
四
月
二
二
日
朝
刊

（
9
）
全
日
本
仏
教
会
、
大
和
証
券
「
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調

査
報
告
」、
二
〇
一
七
年

ー
ズ
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
寺
院
が
介
護
者
支

援
等
、
地
域
貢
献
活
動
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か

・
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
や
看
取
り

は
、
魂
の
部
分
や
、
哲
学
的
な
部
分
が
あ
る
の
で
寺
院
で

カ
フ
ェ
が
行
わ
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す

・
昔
と
違
い
お
寺
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
葬
儀
の
と
き
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
身
近
な
問
題
で
あ
る
介
護
に

つ
い
て
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る
の
は
と
て
も
良
い
と
思
い

ま
し
た
。
精
神
的
な
支
え
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

・
と
て
も
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
仏
教

者
が
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
、
介
護
者
に
と
っ
て
癒

し
に
な
る
と
思
い
ま
す
（
（1
（

　

こ
の
よ
う
な
介
護
者
支
援
と
い
う
寺
院
の
取
り
組
み
は
、
エ

ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
（Engaged Buddhism

）
と

（
10
）
映
画
『
ま
な
ざ
し
』
上
映
会
と
監
督
に
よ
る
講
演
会
ア
ン
ケ
ー

ト
、
亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
一
月
一
九
日
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い
う
世
界
的
な
仏
教
の
潮
流
の
中
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド・ブ
デ
ィ
ズ
ム
と
は
、「
行
動
す
る
仏
教
」、「
社

会
を
作
る
仏
教
」、「
社
会
参
加
仏
教
」、「
戦
う
仏
教
」
と
も
訳

さ
れ
る
。
英
語engage

は
、
仏
語
の
「
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン

=

政
治
に
積
極
的
に
参
加
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド･

ブ
デ
ィ
ズ
ム
と
は
、
自
己
内
省
、
他
者
へ
の

関
心
、
苦
に
対
す
る
適
切
な
行
動
と
運
動
と
い
う
一
連
の
流
れ

を
促
進
す
る
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
（1
（

。

　

そ
も
そ
も
仏
教
の
目
的
は
苦
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。
現
代
に

生
き
る
仏
教
徒
と
し
て
、
私
達
自
身
に
し
か
で
き
な
い
、
社
会

の
個
別
・
具
体
的
な
困
難
な
状
況
に
関
わ
り
な
が
ら
、
自
他
共

に
苦
か
ら
の
開
放
さ
れ
る
道
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

現
代
に
お
け
る
利
他
行
こ
れ
ま
で
は
仏
教
者
の
行
う
社
会
実

践
は
陰
徳
に
基
づ
く
善
行
で
あ
り
社
会
へ
の
伝
達
は
無
用
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
役
割
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
資
本
）
と
し
て
の
社
会
貢
献
が
注

（
11
）
大
來
尚
順
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ズ
ム
の
定
義
と
日
本
語

訳
」『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』、
２
０
０
９
年

目
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
説
明
責
任
と
社
会
提
言
が
求

め
ら
れ
る
。

　

仏
教
的
実
践
や
経
験
に
基
づ
く
共
感
と
慈
悲
の
心
を
も
っ
て

社
会
と
か
か
わ
り
続
け
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
（
社
会
福
祉
事
業
）
と
仏
教
の
関
わ
り
の
中
で
。
重

要
視
さ
れ
る
姿
勢
で
あ
る
。
仏
教
徒
の
多
い
国
や
民
族
的
に
仏

教
を
背
景
と
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
合
、
儀
礼
や
瞑

想
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
個

人
的
洞
察
の
深
化
、
対
立
解
決
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
る
（
（1
（

。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
は
「
政
教
分
離
」
や
「
信
教

の
自
由
」
が
厳
密
に
適
用
さ
れ
る
中
で
、
公
的
機
関
と
の
協
働

に
積
極
的
に
な
り
、
宗
教
活
動
へ
の
活
動
が
消
極
的
に
な
る
傾

向
が
あ
る

　

我
が
国
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
社
会
福
祉
事
業
）

（
12
）
エ
ド
ワ
ー
ド
・
R
・
カ
ン
ダ
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四

年
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と
仏
教
と
の
関
わ
り
は
密
接
に
な
っ
て
お
り
、
僧
侶
や
仏
教
徒

が
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
自
死
防
止
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
貧
困
支

援
、
環
境
運
動
、
平
和
運
動
へ
と
活
動
分
野
を
広
げ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
世
俗
化
、
過
疎
、
少
子
超
高
齢
化
社
会
な
ど
、
解

決
困
難
な
社
会
問
題
へ
の
対
応
を
も
行
っ
て
お
り
、
国
際
的
に

も
他
国
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
の
二
〇
一
〇
年
～
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
世
界
の
宗
教
人
口
の

変
化
の
統
計
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
人
口
は
、
三
〇%

ま
で
増
え
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
同
様
に
同
程
度
ま
で
増
加
す
る

が
、
仏
教
徒
の
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
い
く
と
い
う
。
そ
の
要
因

は
高
齢
化
と
低
出
生
率
で
あ
る
。
世
界
中
の
仏
教
徒
の
数
は
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
に
か
け
て
四
億
八
八
〇
〇
万

人
か
ら
五
億
一
一
〇
〇
万
人
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
全
体
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
、
仏
教
徒
の
増

加
以
上
に
全
体
の
人
口
増
加
が
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
割
合
は

二
〇
一
〇
年
の
約
七
％
か
ら
二
〇
五
〇
年
に
は
五
％
に
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
徒
の
人
口
の
シ
ェ
ア
の
低
下
が

予
想
さ
れ
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
仏
教
徒
の
高
齢

化
と
他
の
宗
教
団
体
と
比
較
し
て
低
い
出
生
率
の
結
果
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
～
二
〇
五
〇
年
の
間
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

圧
倒
的
多
数
の
仏
教
徒
が
残
る
が
、
こ
の
地
域
の
仏
教
徒
人
口

は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
全
体
の
仏
教
徒
人
口
と
シ
ェ
ア
の

両
方
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、

仏
教
徒
が
そ
の
地
域
の
人
口
の
約
一
二
％
を
占
め
て
い
た
が
、

二
〇
五
〇
年
に
は
、
仏
教
徒
は
そ
の
地
域
住
民
の
約
一
〇
％
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
に
、
こ
の
地
域
の

仏
教
徒
の
数
は
四
億
八
一
〇
〇
万
人
か
ら
四
億
七
六
〇
〇
万
人

に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

日
本
で
は
す
で
に
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
人
口
に
占
め
る

六
十
五
歳
以
上
年
齢
人
口
が
二
割
を
超
え
、
超
高
齢
社
会
に
突

入
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
諸
国
よ
り
も
早
く
高
齢
化
し
た

日
本
の
社
会
は
、
他
国
の
未
来
を
先
取
り
し
て
い
る
の
で
あ

（
13
）Pew

 Research Center “The Future 

of W
orld Religions: 

Population Grow
th Projections, 2010-2050”,2017
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り
、
先
例
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
は
国
際
的

に
も
超
高
齢
社
会
の
問
題
と
い
ち
早
く
直
面
す
る
の
が
日
本
の

仏
教
で
あ
り
、
日
本
の
仏
教
が
世
界
の
仏
教
の
潮
流
の
中
で
船

頭
役
を
務
め
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
は
、
人
々
を
分
け
隔
て
な
く
、

受
け
入
れ
て
く
れ
る
庵
と
寄
り
添
う
法
然
上
人
が
描
か
れ
て
い

る
。
法
然
上
人
の
庵
は
常
に
分
け
隔
て
な
く
皆
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
お
念
仏
の
称
え
ら
れ
て
い
る
場
所
だ
と
私
達
は

考
え
て
い
る
。
法
然
上
人
の
お
手
紙
に
は
、「
あ
な
た
の
お
手

紙
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
受
け
と
め
ま
し
た
」
と
い
う
書
き
出
し

を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
法
然
上
人
は
人
々
に
お
念
仏
の
教
え
を

説
く
以
前
に
、
ま
ず
は
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
悩
み
を
聴

き
、
寄
り
添
わ
れ
て
い
た
。
私
た
ち
一
人
一
人
も
、
法
然
上
人

に
な
ら
い
、
相
手
の
悩
み
や
立
場
を
察
し
、
そ
の
気
持
ち
と
共

に
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
寺
院
と
い
う

場
の
力
と
教
師
の
共
感
力
、
布
教
・
伝
道
以
前
に
寺
院
や
教
師

と
接
点
を
持
つ
機
会
作
り
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
現

代
の
僧
侶
が
心
が
け
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

介
護
者
カ
フ
ェ
で
寺
院
を
訪
れ
る
人
の
中
に
は
、
寺
院
庭
園

の
緑
や
、
お
線
香
の
か
お
り
、
御
仏
や
先
祖
に
護
ら
れ
て
い
る

安
心
感
を
口
に
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
は
寺
院
の
持

つ
場
の
力
で
あ
ろ
う
。
介
護
は
「
突
然
始
ま
り
、
孤
独
の
中
で

戦
い
、
突
然
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
寺
院

お
よ
び
僧
侶
は
介
護
の
諸
局
面
に
お
い
て
、「
突
然
始
ま
る
」

に
つ
い
て
は
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
な
ど
の
福

祉
関
係
者
の
つ
な
が
り
を
基
に
し
た
事
前
の
知
識
共
有
、「
孤

独
の
中
で
戦
い
」
に
つ
い
て
は
情
報
共
有
と
精
神
的
な
つ
な
が

り
、
そ
し
て
「
突
然
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
に
つ
い
て
は
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
や
分
か
ち
合
い
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
「
人
対
人
」、「
凡
夫
対
凡
夫
」
の
寄
り
添
い

や
協
同
の
仏
教
実
践
、
こ
こ
に
現
代
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
で
あ
る
市
民
や
檀
信
徒
の
意
識
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
本
研
究
で
も
調
査
を
行
っ

た
「
寺
院
で
行
う
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
」
は
、
悩
み
を
深
め
る

介
護
者
の
心
ほ
ぐ
し
の
場
に
な
り
、
社
会
資
源
と
し
て
の
寺
院
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や
僧
侶
の
具
体
相
と
な
り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

本
研
究
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
成
果
と
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題

を
基
に
、
今
後
と
も
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

追
記
：
論
中
「
四
、
葛
飾
区
香
念
寺
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

実
地
調
査
」
は
、
当
研
究
班
下
村
達
郎
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
報

告
を
参
考
に
し
た
。

福
祉
現
場
な
ら
び
に
地
域
医
療
へ
の
臨
床
宗
教

師
・
臨
床
仏
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　

�

研
究
ス
タ
ッ
フ　

伊
藤
竜
信

一
、
調
査
趣
旨

　

本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
代
。“
老
い
”
を
め
ぐ

る
問
題
は
、
社
会
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
最
優
先
の
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。
仏
教
で
は
“
老
”
の
問
題
は
「
四
苦
」
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
、
ま
た
か
つ
て
僧
侶
や
寺
院
は
伝
統
的
に
「
老
い
」

に
対
す
る
見
解
、
資
質
を
備
え
た
相
談
相
手
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。

　

し
か
し
現
代
、“
老
い
”
や
、
ま
た
同
じ
く
四
苦
の
一
つ
で

あ
る
“
病
”
に
付
随
す
る
課
題
が
噴
出
す
る
医
療
・
福
祉
の
現

場
は
、
高
度
に
職
能
化
・
分
業
化
さ
れ
た
専
門
家
に
よ
り
担
わ

れ
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
僧
侶
・
宗
教
者
の
存
在
感
は
必
ず
し
も

高
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
以
降
、
様
々
な
“
苦
”
の
現
場
に
お
け
る
悲
嘆
や
心
の
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ケ
ア
に
対
す
る
宗
教
者
の
役
割
や
関
わ
り
や
が
再
び
注
目
を
集

め
、
現
在
、
そ
れ
ら
専
門
化
さ
れ
た
対
人
支
援
の
現
場
で
も
活

動
が
可
能
な
僧
侶
・
宗
教
者
の
育
成
、
資
格
取
得
等
の
取
組
み

が
、
教
育
機
関
や
団
体
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
そ
の
代
表
的
な
支
援
資
格
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
臨
床

宗
教
師
、
臨
床
仏
教
師
の
資
格
取
得
者
が
、
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
報

告
を
行
う
。

二
、
調
査
対
象
・
内
容

　
Ⅰ
、
宮
城
県
大
崎
市
に
あ
る
医
療
法
人
「
心
の
郷
」
に
お
い

て
、
同
施
設
が
提
供
す
る
医
療
・
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
臨
床

宗
教
師
（
髙
橋
悦
堂
師
）
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
。

　
Ⅱ
、
福
島
県
猪
苗
代
町
「
ば
ん
だ
い
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
進
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
臨
床
仏
教
師

（
楠
恭
信
師
）
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
。

臨
床
宗
教
師
と
は

　

臨
床
宗
教
師
は
、
被
災
地
や
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
な
ど
の

公
共
空
間
で
心
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
宗
教
者
。
布
教
や
伝
道
を

目
的
と
せ
ず
、
相
手
の
価
値
観
を
尊
重
し
つ
つ
、
宗
教
者
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
、
苦
悩
や
悲
嘆
を
抱
え
る
人
々
に
寄
り
添

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
宗
教
や
宗
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
様
々

な
信
仰
を
持
つ
宗
教
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
の
東

日
本
大
震
災
を
機
に
、
東
北
大
学
文
学
研
究
科
実
践
宗
教
学
寄

附
講
座
（
※
１
）
で
第
一
期
の
養
成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の

後
龍
谷
大
学
、
鶴
見
大
学
、
高
野
山
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
種

智
院
大
学
、
愛
知
学
院
大
学
、
大
正
大
学
等
の
大
学
機
関
で
も

養
成
が
開
始
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
一
般
社
団
法
人
日
本
臨
床

宗
教
師
会
に
よ
る
「
認
定
臨
床
宗
教
師
」
の
資
格
制
度
が
始
ま

っ
た
。

　

※
１　

実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
…
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
の
た
め
、
地
元
の
宗
教
者
、
医
療
者
、
研
究
者
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
だ
「
心
の
相
談
室
」
の
活
動
を
踏
ま
え
、
被

災
地
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
・
福
祉
等
の
現
場
で
、
様
々
な
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人
々
の
苦
し
み
を
受
け
止
め
、
適
切
に
向
き
合
う
こ
と
の
で
き

る
専
門
職
「
臨
床
宗
教
師
」
を
育
成
す
る
べ
く
、
地
元
の
宗
教

界
な
ど
の
支
援
を
受
け
東
北
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
講
座
。
同

講
座
の
修
了
者
は
二
〇
一
七
年
度
ま
で
に
の
べ
一
八
一
名
を
数

え
る
。

臨
床
仏
教
師
と
は

　

臨
床
仏
教
師
は
、（
公
財
）
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
（
※

２
）
が
養
成
す
る
、
現
代
に
お
け
る
生
老
病
死
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
苦
の
現
場
（
医
療
、
老
い
、
孤
立
な
ど
）
で
活
動
す
る

仏
教
者
の
こ
と
。
そ
れ
ら
苦
の
現
場
で
、
不
安
や
孤
独
、
答
え

の
出
な
い
問
い
な
ど
、
様
々
な
苦
悩
に
直
面
す
る
人
に
対
し
、

仏
教
の
教
え
や
精
神
に
基
づ
き
寄
り
添
い
、
ま
た
様
々
な
専
門

多
職
種
と
の
連
携
を
は
か
り
つ
つ
、
支
援
を
行
う
こ
と
を
活
動

趣
旨
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
よ
り
第
一
期
の
養
成
講
座
が

開
か
れ
、
二
〇
一
八
年
四
月
ま
で
に
十
一
名
の
臨
床
仏
教
師
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
第
三
期
、
第
四
期
の
養
成
講
座
が

開
催
中
。

　

※
２　

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
…
伝
統
仏
教
教
団
六
十
余

宗
派
と
関
連
企
業
が
協
力
し
、
一
九
六
二
年
、
青
少
年
の
育
成

支
援
の
た
め
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
。
い
じ
め
、
不
登

校
、
少
年
犯
罪
な
ど
の
社
会
的
な
課
題
に
対
す
る
支
援
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
付
属
機
関
と
し
て
二
〇
〇
八
年
に
「
臨
床
仏

教
研
究
所
」
を
設
立
。
現
代
社
会
に
お
い
て
僧
侶
や
仏
教
者
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
研
究
し
、
活
動
者
（
臨
床
仏
教

師
）
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
、
調
査
報
告

Ⅰ
、
臨
床
宗
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て

ⅰ
臨
床
宗
教
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

髙
橋
悦
堂
（
た
か
は
し
え
つ
ど
う
）
師　

一
九
七
九
年
宮
城

県
生
ま
れ
。
一
般
社
団
法
人
臨
床
宗
教
師
会
認
定　

認
定
臨
床

宗
教
師
。

　

大
震
災
後
の
傾
聴
支
援
活
動
に
参
加
し
た
際
、
在
宅
緩
和
ケ

ア
の
医
師
、
故
・
岡
部
健
氏
と
出
会
い
、
二
〇
一
二
年
、
臨
床

宗
教
師
養
成
講
座
を
受
講
、
修
了
。
以
後
、
臨
床
宗
教
師
と
し
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て
岡
部
医
院
（
宮
城
県
名
取
市
）
で
在
宅
緩
和
ケ
ア
に
携
わ
る

ほ
か
、
今
回
紹
介
す
る
心
の
郷
（
宮
城
県
大
崎
市
）
な
ど
県
内

の
各
種
施
設
・
病
院
で
も
活
動
中
。
宮
城
県
栗
原
市
曹
洞
宗
普

門
寺
副
住
職
。

ⅱ
調
査
対
象
・
内
容

　

今
回
、
調
査
を
行
っ
た
心
の
郷
（
三
浦
正
悦
理
事
長
）
は
、

内
科
全
般
・
緩
和
ケ
ア
の
診
療
を
行
う
「
穂
波
（
ほ
な
み
）
の

郷
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
る
か

未
来
館
」、
緩
和
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
に
対
し
、
在
宅
で
の
療

養
支
援
を
行
う
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
る
か
」、

要
介
護
・
支
援
認
定
を
受
け
た
患
者
を
対
象
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
や
相
談
な
ど
を
行
う
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所　

こ

こ
に
幸
あ
り
」
の
四
つ
の
部
門
か
ら
な
る
医
療
法
人
で
あ
る
。

（
参
考
：
心
の
郷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://cocoronosato.

net/

）

　
“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
”
を
理
念
に
掲
げ
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
患

者
家
族
、
ひ
い
て
は
患
者
・
利
用
者
自
身
が
当
事
者
と
し
て
参

与
し
、
相
互
に
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
は
る
か
未
来
館
」
で
は
、
利
用
者
に
対
し
日
替
わ
り
で
、

特
色
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
、
毎
週
木

曜
日
開
か
れ
る
「
人
生
改
善
ク
ラ
ブ
」
に
は
、
臨
床
宗
教
師
の

髙
橋
悦
堂
師
が
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

ⅲ
「
人
生
改
善
ク
ラ
ブ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
悦
堂
師
の
関
わ

り
に
つ
い
て

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
心
の
郷
か
ら
理
学
・
作
業
療
法
士
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
調
理
師
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
臨

床
宗
教
師
ら
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
有
志
の
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
利
用
者
自
身
が
で
き
る
こ
と
を
通
し
て
ケ
ア

に
参
加
し
て
い
る
。
当
日
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、

①
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
、
体
温
、
脈
拍
の
測
定
な
ど
）、

②
理
学
療
法
士
に
よ
る
集
団
健
康
体
操
（
利
用
者
の
運
動
機
能

や
リ
ハ
ビ
リ
効
果
の
確
認
も
含
む
）、
③
自
由
時
間
（
利
用
者



　298

の
個
人
リ
ハ
ビ
リ
や
集
団
作
業
な
ど
。
時
に
利
用
者
が
自
分
の

半
生
を
皆
に
語
り
聞
か
せ
る
時
間
も
設
け
ら
れ
る
）、
④
昼
食

（
調
理
・
準
備
・
配
膳
に
は
、
利
用
者
も
参
加
す
る
）、
⑤
「
仏

教
語
講
座
」（
利
用
者
の
一
人
が
、
一
つ
の
仏
教
語
を
取
り
上

げ
、
そ
の
言
葉
を
解
説
す
る
講
座
）、
⑥
後
片
付
け
（
利
用
者

参
加
）、
⑦
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
作
成
（
利
用
者
が
、
当
日
行

わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
撮
影
さ
れ
た
自
分
自
身
の
写
真
を
、
各

自
所
有
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
貼
り
付
け
る
こ
と
で
作
成
さ

れ
る
。
恒
例
化
さ
れ
、
利
用
者
自
身
の
振
り
返
り
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
）、
⑧
合
唱
（
利
用
者
か
ら
の
“
皆
で
歌
い
た
い
”
と

の
希
望
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
等
々
で
あ
る
。

　

参
加
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
、
参

加
者
の
体
調
な
ど
に
よ
り
異
動
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
定
期
的

に
同
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
。
髙
橋
師
は
、
上

記
全
般
の
内
容
に
関
わ
る
ほ
か
、
③
、
⑤
に
つ
い
て
は
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
タ
ー
・
司
会
を
務
め
る
。

ⅳ
臨
床
宗
教
師
の
関
わ
り
に
関
す
る
、
協
働
ス
タ
ッ
フ
・
利

用
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・
大
石
春
美
さ
ん
（
穂
波
の
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

　

当
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
悦
堂
師
が
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
提
供
す
る
ケ
ア
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
加
わ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

時
に
利
用
者
に
対
し
、
一
緒
に
ケ
ア
を
受
け
て
い
た
仲
間
の
訃

報
を
お
伝
え
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
面
が
あ
る
。
時
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ら
れ
る
方
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
れ
ば
よ

い
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
思
案
を
重
ね
て
い
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。

　

悦
堂
師
の
参
加
以
後
、
訃
報
を
お
伝
え
す
る
際
、
師
が
亡
く

な
っ
た
方
の
名
前
と
と
も
に
、
そ
の
ご
生
涯
や
、
一
緒
に
過
ご

し
た
思
い
出
を
紹
介
し
、
と
も
に
手
を
合
わ
せ
る
時
間
や
、
寄

せ
書
き
を
書
く
時
間
を
設
け
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
者

の
間
で
そ
の
方
を
偲
び
、
そ
の
命
に
思
い
を
は
せ
る
雰
囲
気
が

非
常
に
強
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
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時
に
“
死
”
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
避
け
ら

れ
な
い
と
し
て
も
、
人
の
生
涯
へ
の
思
い
や
、
命
を
尊
ぶ
雰
囲

気
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
ケ
ア
の
現
場
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
宗
教
者
が
加
わ
っ
て

く
れ
た
こ
と
の
一
つ
の
意
義
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

悦
堂
師
が
加
わ
っ
て
以
来
、
デ
イ
ケ
ア
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
に
、
人
の
生
き
死
に
や
こ
れ
ま
で
の
来
し
方
に
つ
い

て
考
え
る
内
容
の
も
の
が
自
然
と
増
え
て
き
て
い
る
。
デ
イ
ケ

ア
と
い
う
と
、
通
常
、
利
用
者
は
手
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
過

ご
す
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
主
流
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
悦
堂

師
が
加
わ
っ
た
お
か
げ
で
、
当
会
が
取
り
組
む
ケ
ア
の
幅
が
多

面
的
か
つ
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

医
療
者
・
介
護
者
の
ケ
ア
に
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
関
わ
り

や
技
術
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
ゆ
え
か
「
相
手
を
引
き
揚
げ

る
」、「
提
供
す
る
」
姿
勢
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
悦
堂

師
の
関
わ
り
方
に
は
、
利
用
者
の
「
中
に
あ
る
も
の
を
引
き
出

す
」、「
互
い
の
あ
り
方
を
尊
重
し
つ
つ
慈
し
む
」
姿
勢
が
う
か

が
え
、
一
つ
の
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
ケ
ア
の
現
場
で
は
、
悦
堂
師
は
常
に
作
務
衣
姿
で
あ

る
。
こ
の
作
務
衣
の
雰
囲
気
も
あ
っ
て
か
、
悦
堂
師
の
話
す
言

葉
に
は
皆
耳
を
傾
け
る
雰
囲
気
が
あ
る
。
身
を
引
き
締
ま
る
思

い
が
す
る
。

　

も
し
課
題
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
活
動
頻
度
の
問
題
で

あ
る
。
悦
堂
師
は
現
在
、
木
曜
日
の
み
の
出
勤
で
、
今
会
い
た

い
、
今
す
ぐ
話
を
聴
い
て
欲
し
い
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
は
な
か

な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
じ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
悦
堂

師
が
臨
床
宗
教
師
、
ま
た
僧
侶
と
し
て
常
に
ご
多
忙
な
ご
様
子

の
た
め
、
独
り
の
人
に
こ
れ
以
上
負
担
を
か
け
て
良
い
も
の

か
、
と
い
う
躊
躇
も
感
じ
る
。

　

悦
堂
師
の
活
動
を
通
じ
、
ケ
ア
の
現
場
に
宗
教
者
へ
の
ニ
ー

ズ
が
確
か
に
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
し
か
し
現
実
的
な
問
題

と
し
て
、
地
元
の
宗
教
者
に
、
そ
う
し
た
関
わ
り
を
気
軽
に
頼

め
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
、
恐
れ
多

い
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
こ
う
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
宗
教
者
の
方
々
が
、
ケ
ア
の
現
場

に
関
わ
っ
て
下
さ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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・
武
田
寿
彦
さ
ん
（
穂
波
の
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク　
理
学
療
法
士
）

“
死
”
に
つ
い
て
の
視
点
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
語
れ
る
人
と
い

う
の
は
、
実
は
な
か
な
か
い
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
稀

有
な
存
在
で
あ
る
と
感
じ
る
。
こ
れ
ま
で
は
接
点
が
な
く
、
僧

侶
、
お
寺
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
別
の
存
在
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
共
に
活
動
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
人
々
に
対
す

る
垣
根
が
低
く
な
っ
た
。
周
辺
地
域
で
は
、
心
の
郷
以
外
は
宗

教
者
と
医
療
活
動
を
と
も
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
。
一
緒

に
活
動
で
き
る
こ
と
が
、
と
て
も
貴
重
だ
と
感
じ
て
い
る

・
利
用
者
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
（
男
性
、
六
〇
代
）

　

一
〇
年
ほ
ど
ま
で
教
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
脳
腫
瘍
を
患

い
、
ま
た
昨
年
の
五
月
に
は
白
血
病
の
診
断
が
下
っ
た
。
外
来

で
診
て
も
ら
い
つ
つ
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
。

　

学
生
時
代
に
学
ん
だ
武
道
を
入
り
口
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り

仏
教
に
強
く
興
味
を
惹
か
れ
、
菩
提
寺
の
薦
め
や
通
販
な
ど
の

手
段
を
通
じ
、
仏
教
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た
。
悦
堂
さ
ん
が
今

サ
ー
ビ
ス
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
れ
ま

で
学
ん
だ
仏
教
に
関
す
る
知
識
を
、
皆
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
仏
教
語
講

座
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。
仏
教
語
は
難
し
い
が
と
て
も
良
い

言
葉
ば
か
り
で
励
ま
し
て
も
ら
え
る
。
言
葉
の
チ
ョ
イ
ス
や
資

料
の
作
成
な
ど
は
自
分
で
行
っ
て
い
る
が
、
悦
堂
さ
ん
や
周
り

の
力
を
借
り
な
が
ら
も
、
講
座
を
開
け
る
こ
と
が
自
分
の
張
り

合
い
に
な
っ
て
い
る
。

・
利
用
者　
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
（
女
性　
八
〇
代
）

（
悦
堂
さ
ん
に
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
場
所
に
居
て
も
ら
え
て
、

す
ご
く
安
心
感
が
あ
る
。

　

普
通
の
お
話
も
、
仏
教
の
お
話
も
、
聞
い
て
い
て
わ
か
り
や

す
く
、“
い
い
な
ぁ
”
と
素
直
に
思
え
る
。

　

お
坊
さ
ん
を
と
て
も
身
近
に
感
じ
る
。
何
か
あ
っ
た
ら
頼
れ

る
人
だ
と
。
上
か
ら
目
線
で
、
威
張
っ
て
い
る
人
（
お
坊
さ

ん
）
は
ダ
メ
。
も
っ
と
こ
う
い
う
人
が
増
え
た
ら
い
い
の
に
、

と
思
う
。

・
利
用
者　
Ｓ
・
Ｔ
さ
ん
（
女
性
）

　

身
近
に
居
て
く
れ
て
、
お
坊
さ
ん
や
仏
教
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
。
ホ
ッ
と
す
る
。
普
通
な
ら
聞
け
な
い
こ
と
を
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聞
け
る
。
医
者
や
医
療
者
に
は
話
せ
な
い
、
在
宅
医
療
の
苦
し

み
や
要
望
な
ど
を
話
せ
る
。
先
生
と
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
に
な
っ

て
く
れ
る
。
こ
こ
で
同
じ
も
の
を
食
べ
、
同
じ
目
線
で
話
し
て

く
れ
る
こ
と
で
垣
根
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

ⅴ
臨
床
宗
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察

　

今
回
の
調
査
に
お
け
る
悦
堂
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
協
働

す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
利
用
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、

悦
堂
師
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
当
該
施
設
で
提
供
さ
れ
る
ケ
ア

の
内
容
や
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
に
い
く
つ
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
一
つ
に
は
ケ
ア
の
現
場
で
必
ず
直
面
せ
ね
ば
な

ら
な
い
“
死
”
の
話
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
忌
避
す
る
こ
と
な

く
話
せ
る
機
会
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
従
来
の
医
療
・

介
護
系
職
種
と
は
異
な
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ
存
在
で
あ
る

ゆ
え
に
、
ケ
ア
の
内
容
や
協
働
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
に
新
し

い
視
点
や
刺
激
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

今
後
、
よ
り
専
門
化
、
多
岐
化
、
チ
ー
ム
化
が
進
む
で
あ
ろ

う
医
療
・
介
護
現
場
で
の
ケ
ア
に
お
い
て
、
新
し
い
参
画
者
で

あ
る
宗
教
者
の
存
在
は
、
そ
の
ケ
ア
内
容
の
多
様
化
、
深
化
に

寄
与
で
き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ケ
ア
現
場
で
活
動
す
る
悦
堂
師
の
姿
を
通
し
「
仏

教
」
や
「
お
坊
さ
ん
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
以
前
よ
り
も
向
上
し

た
と
の
意
見
も
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
活
動
が
宗
教
者
の
社
会
的

な
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
一
助
と
な
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て

い
る
。

Ⅱ
、
臨
床
仏
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て

ⅰ
臨
床
仏
教
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

楠
恭
信
師
（
く
す
の
き　

き
ょ
う
し
ん
）
師　

一
九
七
九
年
福

島
県
生
ま
れ
。（
公
財
）
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
認
定　

臨

床
仏
教
師
。

　

僧
侶
と
し
て
得
度
し
て
以
後
、
社
会
に
お
け
る
そ
の
役
割
に

つ
い
て
模
索
す
る
中
、
二
〇
一
三
年
に
始
ま
っ
た
臨
床
仏
教
師

養
成
講
座
（
第
一
期
）
を
受
講
、
病
院
な
ど
で
の
実
習
を
経

て
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
臨
床
仏
教
師
と
し
て
資
格
認
定
を
受

け
る
。
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以
後
、
福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
の
緩
和
ケ

ア
病
棟
で
傾
聴
活
動
に
取
り
組
む
ほ
か
、
亡
く
な
っ
た
患
者
さ

ん
の
家
族
が
参
加
す
る
遺
族
会
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
者
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た

地
元
・
猪
苗
代
町
の
地
域
医
療
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
福
島

県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町　

曹
洞
宗　

長
照
寺
副
住
職

ⅱ
調
査
対
象
・
内
容

　

今
回
、
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
福
島
県
ば
ん
だ
い
地
域
を
中

心
に
活
動
す
る
「
ば
ん
だ
い
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
ば
ん
ネ
ッ
ト
）
に
お
け
る
楠
恭
信
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で

あ
る
。
同
ネ
ッ
ト
は
ば
ん
だ
い
地
域
（
福
島
県
猪
苗
代
町
、
磐

梯
町
、
北
塩
原
村
）
の
在
宅
医
療
、
介
護
に
関
わ
る
多
職
種
の

会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
連
携
団
体
で
、
医
療
法
人
社
団
敬
天

会　

敬
愛
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
（
福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗

代
町
）
に
事
務
局
を
有
し
、
猪
苗
代
町
の
保
健
福
祉
課
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
つ
つ
、
同
地
域
の
在
宅
診
療

に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
勉
強
会
や

多
職
種
協
働
に
よ
る
利
用
者
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ⅲ
ば
ん
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
臨
床
仏
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

ば
ん
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
中
心
を
担
う
、
敬
愛
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
医
療
法
人
社
団
敬
天
会　

小
川
医
院
の
内
部
に

二
〇
〇
五
年
に
開
所
。
以
来
、
猪
苗
代
町
と
そ
の
近
隣
町
村
を

対
象
に
、
在
宅
支
援
診
療
所
や
訪
問
看
護
、
が
ん
診
療
、
介
護

予
防
講
習
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
き
た
。

　

在
宅
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
そ
の
充
実
化

が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、
当
該
地
域
に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
試

み
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
に
「
ば
ん
ネ
ッ
ト
」
が
発
足

さ
れ
、
そ
の
一
角
を
担
う
宗
教
者
と
し
て
楠
師
が
参
加
。
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
む
、
人
生
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

介
護
に
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

楠
師
の
活
動
内
容
は
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
宅
訪
問
診
療

に
同
行
し
、
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
情
報
収
集
）
に
関
わ

る
ほ
か
、
希
望
す
る
利
用
者
へ
の
傾
聴
活
動
を
行
う
。

　

傾
聴
活
動
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
に
つ
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い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
病
気
な
ど
に
よ
る
不
安
を
聴
い
て
欲

し
い
」、「
家
族
に
は
言
え
な
い
思
い
を
聴
い
て
欲
し
い
」、「
た

だ
話
す
相
手
が
欲
し
い
」
等
々
、
利
用
者
に
よ
り
様
々
と
の
こ

と
。

い
わ
ゆ
る
「
教
え
を
説
く
」
よ
う
な
形
で
の
伝
道
的
な
関
わ
り

は
控
え
、
ま
ず
相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
「
聴
く
」
こ
と
か
ら
は

じ
め
、
寄
り
添
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
初
回
訪
問
の

後
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
楠
師
が
単
独
で
定
期
的
に
訪
問
し
、
治

療
に
つ
な
が
る
対
話
内
容
に
つ
い
て
は
医
療
者
と
シ
ェ
ア
し
、

利
用
者
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
。
ま
た
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、

希
望
に
応
じ
て
利
用
者
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
手
渡
し
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
大
切
な

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
残
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
亡
く
な
っ
た
利
用
者
の
遺
族
に
対
す
る
ケ
ア

も
思
案
中
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
現
場
で
の
活
動
に
加
え
、
ば
ん
ネ
ッ
ト
が
進

め
る
地
域
の
医
療
・
介
護
連
携
事
業
の
中
に
お
い
て
は
、
地
域

の
寺
院
の
副
住
職
と
し
て
培
っ
た
関
係
性
や
人
脈
な
ど
を
活
か

し
、
多
職
種
が
参
加
す
る
勉
強
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
や
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
地
域
住
民
へ
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
の
中
心
的
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
こ
の
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
。

ⅳ
臨
床
仏
教
師
の
関
わ
り
に
関
す
る
、
協
働
ス
タ
ッ
フ
、
利

用
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・小
椋
ひ
ろ
み
さ
ん（
敬
愛
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
）

　

楠
師
の
利
用
者
へ
の
関
わ
り
の
中
で
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た

も
の
と
し
て
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
て
い
る
。

　

癌
の
在
宅
診
療
の
利
用
者
で
あ
っ
た
女
性
Ｋ
さ
ん
。
配
偶
者

の
Ｏ
さ
ん
は
献
身
的
な
看
護
を
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、
大
切
な

人
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
や
、
症
状
の
進
行

な
ど
か
ら
そ
の
思
い
を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
ご
様
子
だ

っ
た
。

Ｋ
さ
ん
に
対
し
、
定
期
的
に
傾
聴
を
行
っ
て
い
た
楠
師
は
、
遠

方
の
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
後
も
訪
問
を
行
い
、
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
で
Ｏ
さ
ん
へ
の
思
い
を
聞
き
取
り
、
手
紙
に
し
た
た
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め
た
。
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
医
療
者
と
と
も
に
ご
自

宅
を
訪
れ
た
楠
師
が
、
Ｏ
さ
ん
に
そ
の
手
紙
を
手
渡
し
た
と
こ

ろ
、「
妻
の
気
持
ち
を
受
け
取
り
ま
し
た
」
と
落
涙
さ
れ
た
。

　

人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
現
場
で
は
、
患
者
さ
ん
が
「
最
後

ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
を
支
え
る
支
援
が
重
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
家
族
と
も
様
々
な
思
い
を
共
有
で

き
る
よ
う
な
関
わ
り
方
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
、
必
ず
誰
に
で
も
訪
れ
る
「
死
」
に
つ
い
て
、
そ
の
狭
間
に

立
ち
、
宗
教
者
と
し
て
の
寄
り
添
い
を
行
え
る
臨
床
仏
教
師
の

役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

・
今
田
か
お
る
さ
ん
（
小
川
医
院
在
宅
診
療
所
・
敬
愛
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
医
師
、
ば
ん
ネ
ッ
ト
会
長
）

　

自
立
し
た
生
活
が
難
し
く
な
っ
て
か
ら
の
時
間
や
、
人
生
の

最
終
段
階
を
、
自
宅
で
過
ご
す
方
々
が
増
加
す
る
昨
今
、
そ
の

介
護
や
看
護
を
支
え
る
地
域
の
多
職
種
の
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
は
、
ど
の
地
域
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

約
三
〇
年
近
く
、
在
宅
診
療
に
携
わ
っ
て
き
た
医
師
と
し

て
、
ば
ん
ネ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
と
推
進
は
、
地
域
の
人
に
で
き

る
だ
け
安
ら
か
に
在
宅
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
必
要
な
取
り

組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ば
ん
ネ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、
楠
師
が
臨
床
仏
教

師
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
多
い

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
地
元
の
お
寺
の
副
住
職
で
も
あ
る

楠
師
は
、
青
年
会
議
所
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
人
脈
も
広

く
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
地
域
の
多
職
種
の
間
を
繋
げ
る
ハ
ブ

と
し
て
、
ま
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
、
強
い
存
在
感
を

発
揮
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
院
や
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
関
わ
る
患
者
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
際
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
、
ご
家

族
の
希
望
に
応
じ
通
夜
や
告
別
式
で
弔
辞
の
奉
読
を
行
っ
て
い

る
。
死
別
の
場
面
に
お
い
て
、
亡
く
な
っ
た
方
の
お
人
柄
や
最

期
の
日
々
の
ご
様
子
、
ご
家
族
の
献
身
の
姿
を
言
葉
と
し
て
伝

え
る
こ
と
は
、
そ
の
方
の
尊
厳
を
支
え
る
こ
と
だ
と
実
感
し
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
場
面
に
常
に
立
ち
会
う
宗
教
者
の
言
葉
や

関
わ
り
方
は
、
遺
さ
れ
た
家
族
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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医
療
・
介
護
の
現
場
に
宗
教
者
が
関
わ
る
こ
と
に
は
、
多
職

種
間
の
ハ
ブ
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ

と
を
自
分
自
身
で
実
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
も
よ
り
多
く
の
僧
侶
に
、
楠
さ
ん

の
よ
う
に
地
域
の
医
療
・
介
護
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
。

ⅴ
臨
床
仏
教
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察

　

今
回
の
調
査
に
お
け
る
楠
師
の
関
わ
り
か
ら
窺
え
る
の
は
、

一
つ
に
は
ケ
ア
現
場
で
の
寄
り
添
い
の
担
い
手
と
し
て
の
重
要

性
、
ま
た
一
つ
は
、
ま
だ
発
足
し
て
間
も
な
い
ば
ん
ネ
ッ
ト
の

活
動
に
お
い
て
、
楠
師
が
、
地
元
の
お
寺
の
副
住
職
と
し
て
培

っ
た
こ
れ
ま
で
の
関
係
性
や
人
脈
を
活
か
し
、
多
職
種
参
加
の

た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
な
ら
び
に
中
心
的
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
す
る
姿
だ
っ
た
。
こ
れ
は
地
元
に
住
む
僧
侶
の
存
在
感

や
、
地
域
の
ハ
ブ
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
た
役
割
で
あ
る
と

も
言
え
、
現
在
「
地
域
で
支
え
る
」
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
目
標

と
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
い
て
、
宗
教
者
が
重
要
な
役
割

を
担
え
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ば
ん
ネ
ッ
ト
の
在
宅
診

療
の
中
で
、
楠
師
が
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
情
報
収
集
）

に
関
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
在
宅
診
療
の
際
、
ス
タ
ッ
フ
は

診
察
や
利
用
者
の
表
情
、
部
屋
の
様
子
な
ど
か
ら
現
在
の
健

康
・
心
理
状
態
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
う
が
、
楠
師
は
医

療
者
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
（
部
屋
の
中
の
仏
壇
や
神
棚
が
ど

の
よ
う
に
整
え
ら
れ
て
い
る
か
、
会
話
の
中
に
気
に
な
る
言
葉

は
な
い
か
）
を
提
供
す
る
例
が
ま
ま
あ
り
、
多
角
的
に
利
用
者

の
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
。

四
、
考
察
と
結
語

　

以
上
、
限
ら
れ
た
事
例
で
は
あ
る
が
、
臨
床
宗
教
師
と
臨
床

仏
教
師
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
現
場
で
の
活
動
を
調
査
し
、
考
察
を

行
っ
た
。
こ
こ
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、
医
療
・
介
護
の
現
場
に

お
い
て
、
両
師
の
存
在
や
取
り
組
み
は
歓
迎
さ
れ
、
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
っ
た
。

　

両
師
と
も
に
協
働
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
「
宗
教
者
は

“
死
”
へ
の
視
座
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
が
語
ら
れ
、
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現
場
で
は
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
関
わ
り
が
持
た
れ
て
い
る
。
ま

た
両
師
の
関
わ
り
に
は
、
利
用
者
の
こ
れ
ま
で
の
生
涯
や
尊
厳

を
振
り
返
り
、
尊
ぶ
姿
勢
が
う
か
が
え
、
近
年
“
人
生
の
伴
走

者
”
と
注
目
さ
れ
る
僧
侶
（
宗
教
者
）
へ
の
期
待
が
強
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
従
来
の
ス
タ
ッ
フ
・
職
種
と
は
異
な
る
立

場
か
ら
の
関
わ
り
が
期
待
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
側
面
も
あ
り
、

楠
師
の
事
例
で
は
、
地
元
の
僧
侶
と
し
て
の
人
脈
や
信
頼
性
を

活
か
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
啓
発
や
多
職
種
交
流
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
タ
ー
役
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。

　

こ
れ
ら
は
前
掲
東
海
林
の
論
考
中
に
も
言
及
さ
れ
る
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
資
本
）
と
し
て
の
宗
教
者
（
仏
教

者
・
寺
院
）
の
社
会
貢
献
の
実
践
と
も
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
二
〇
一
八
年
二
月
に
開
か
れ
た
浄
土
宗
総
合

研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
岡
村
毅
氏
（
東
京
都
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）
の
、「
宗
教
は
、
本
当
は
非
常
に
重
要

な
社
会
資
源
で
あ
り
、
社
会
の
か
な
め
」
と
い
う
発
言
（
（
（

に
も

合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、
東
北
の
施
設
で
の
活
動
を
対
象
と
し
た
も

の
で
、
大
都
市
で
の
活
動
と
は
地
域
性
な
ど
の
上
で
違
い
も
生

ず
る
か
と
思
う
が
、
宗
教
と
医
療
と
の
連
携
の
可
能
性
と
い
う

点
で
、
先
進
的
で
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
他
の
心
理
系
資
格
取
得
者
に
比
べ
、
臨
床
仏
教
師
、

臨
床
宗
教
師
は
と
も
に
資
格
取
得
者
が
ま
だ
少
な
く
、
活
動
の

場
所
も
わ
ず
か
な
こ
と
、
ま
た
現
場
で
の
ケ
ア
手
法
に
つ
い

て
、
い
わ
ゆ
る
「
伝
道
的
な
手
法
（
読
経
や
お
説
教
な
ど
）」

を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
ゆ
く
か
が
思
案
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
資
格
取
得
者
の
増
加

や
活
躍
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
高
齢
社
会
に
果

た
せ
る
役
割
は
大
き
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
�

　
　
　

以
上

（
1
）「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
─
介
護
者
に
寄
り
添
う
」

報
告
①
、『
和
合
』
二
〇
一
八
年
七
月
号
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案を行った。それらとの有機的な結びつきと相乗効果によって、念仏アプリ制

作への投資がはじめて意味をなすことになる。

　この点を最後に強調して本報告書を締めくくりたい。
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ない」という意見も多く聞かれた。

　しかしながら、『縁の手帖』のサブタイトルに「つながりの中に生き往くた

めに」と題したように、「往生」を中心とする浄土宗の教義のポイントをしっ

かりとおさえた企画を遂行したことにより、むしろ現場の住職や檀信徒はもと

より、介護職やファイナンシャルプランナーなどの専門家からもアンケートハ

ガキを通じて満足の声が届き、現在、４万部を超えるスマッシュヒットとなっ

ている。結局のところ、「何を使うか」ではなく、「どのように使うか」という

点が重要なのである。すなわち、今回のアプリ開発の企画についていえば、

現世をすぐべき様は、念仏の申されん様にすぐべし。念仏のさまたげにな

りぬべくば、なになりともよろずをいといすてて、これをとどむべし。い

わく、ひじりで申されずば、妻をもうけて申すべし。めをもうけて申され

ずば、ひじりにて申すべし。一人で申されずば、スマートフォンにて申す
べし。

という思いである。

　他方、念仏アプリは浄土宗にとって最も根幹的な教義と深く関連するもので

あるからこそ、教化面での期待が過剰になってしまう可能性も懸念される。た

だし、これはあくまでスマートフォンアプリという一広報ツールに過ぎないと

いうことを常に念頭に入れておく必要がある。アプリが勝手に念仏の教えを説

いて弘法してくれるわけではなく、あくまでライトな信者に浄土宗の教えの入

口を提供し、念仏実践の継続をサポートするものである。したがって、単にア

プリをリリースしただけでは、作っただけの満足感で終わってしまい、たちど

ころに廃れてしまうことはほぼ間違いない。

　すなわち、実際の現場でアプリを積極的に活用してもらい、最大限の効果を

発揮するためには、広報プロモーション活動との連動が必須だということであ

る。その具体的な提案として、本報告書では同唱十念運動や関連イベントをは

じめとして、念仏アプリ以外のアプリやＶＲの企画との連携などについても提
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これは第２章の浄土宗の社会的なポジションの分析にもとづく「仏教ファンな

ど浄土宗のライトな信者となりうる層を開拓する余地がある」そして「アプリ

を通じて念仏を称えるシンプルな教えを体験してもらう」という考えにかなう

ものである。

　最終的に提案したのは育成型ゲーム感覚の念仏実践アプリである。浄土宗の

広報的な視座から見た本アプリ企画の基本戦略としては、①極楽浄土の世界を

スマホ画面で美しく表現して浄土宗の教えと名前を広める（目的）、②念仏を

実際に体験してもらい念仏弘通の門戸を広げる（主機能）、③表面上の宗教色

を薄めて万人に親しみやすくする（手段）の三点を挙げることができる。以上

の点をふまえて、「浄土宗」という看板と象徴的な言葉や教義（念仏・浄土・

極楽）のイメージがうまく結びつくような形で社会的知名度を上げ、ブランド

価値を高めてゆくことを目標としたい。

　次に「第４章　広報プロモーションおよび開発スケジュールに関する検討」

では、アプリの認知と利用を拡散してゆくための広報プロモーション活動とそ

のスケジュールについて提言した。その基幹運動の一例として提案したのが、

同唱十念運動である。アプリに限らず、葬儀・年回法要などさまざまな機会や

ツールを通じて同唱十念を勧めて、ライトな浄土宗信者を増やしてゆこうとい

うものである。本章ではこれに付随して、さまざまなイベントの開催、プレゼ

ント企画、別アプリとの連携など広報プロモーションの一例を示した。

　以上の検討結果を踏まえて、本報告書では次年度における念仏アプリの製作

着手を提言するものである。

　なお、浄土宗教団によるスマートフォンアプリのリリースは、安易に流行を

取り入れたものとして批判され得る可能性もある。すでに浄土宗総合研究所の

研究班が作成した『縁の手帖』の場合も、正式リリース前には「終活なる世間

的・商業的なブームに乗ったものではないか」と懸念する声や「作っても売れ
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第５章　まとめ

　本報告書では、総長公室の依頼要件を勘案した上で、檀信徒向けスマートフ

ォンアプリに関する企画・提案を行ってきた。

　まず「第１章　他教団におけるスマートフォンアプリの開発状況の調査」で

は、さまざまな宗教教団がアプリ開発を行っていることが判明したが、現段階

ではいずれの教団も大ヒットアプリの開発までには至っていない。既成仏教教

団では、曹洞宗が開発した教団公式アプリがリリース数や完成度の面で秀でて

いる。ただし、教団公式の「心の鏡」（坐禅・写経・祖師の言葉など）よりも、

むしろ教団色をやや薄めた「心のノート」（毎日の気持を記録する）の方がユ

ーザーに受け入れられており、これは「ユーザー目線」をしっかり意識したか

否かという点に起因するものであろう。ダウンロード数や商業的な成功（課

金）という視点からすれば、宗教色をほぼ脱色したマインドフルネス（瞑想）

の「実践参加型」のアプリが大きな成功を収めている事実も明らかとなった。

　次に「第２章　浄土宗の社会的ポジションの分析」では、包括法人浄土宗に

対する３Ｃ分析とＳＷＯＴ分析を行うことで、教団の強みと弱みについて明ら

かにした。その中でアプリ開発にとって重要なのは「強み」と「機会」であり、

仏教自体への関心が必ずしも失われたわけでない現況の中で、継続的なアプロ

ーチを試みることにより浄土宗に関する布教を行うチャンスは残されており、

かつ全国を網羅する浄土宗のブランドと基盤には優位な点があることを指摘し

た。ＩＴ技術の進歩やＳＮＳの発展により一般の方々とのコミュニケーション

の難度が下がっていることを踏まえて、アプリ開発と利用を通じて、浄土宗の

「念仏を称える」というシンプルな教えを実体験してもらえる可能性を提案し

た。

　次に「第３章　アプリの具体的な提案に関する検討」では、第１章の他教団

調査で得られた着眼点にもとづき、体験参加型の点からは「念仏実践サポート」、

ユーザー目線の点からは「極楽浄土の疑似体験」というアイデアを捻出した。
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　また、歯ブラシは寺院で配布するグッズとしても最適であろう。長期間保存

可能で、消耗品でもらっても困らず、災害のときには必需品となり、イメージ

もよい。「なむちゃん歯ブラシ」も子供向けによいかもしれない。ライオンや

サンスターなどの企業とコラボでオリジナル歯ブラシを作成することも企画し

たい。

　なお、株式会社ライオンの「今日を愛するツナガルサイト（13）」の企画は秀

逸である。たとえば、「#歯みがキス」投稿キャンペーンと題して、「大切な人

とのキスショット」または「歯みがきをしている写真」を撮影してインスタグ

ラムに投稿する企画を行い、その写真を用いて、モザイクアート「LIONふれ

あいの木」を作っている。また、日々のちょっといいエピソードをコトダマと

して募集し紹介している。ぜひ一覧いただければと思う。

（13）ライオンＨＰ「今日を愛する。ツナガルサイト」（https://kyouai.lion.co.jp/）
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組み合わせて、念仏アプリを含めたライトな念仏実践（同唱十念）の意義を重

層的にサポートすることを提案するものである。

ⅱ、深呼吸と念仏

　キャッチコピーは「浄土宗の深呼吸は同唱十念」である。日常の中で、「ど

うしよう、困った…」という思いをいくつも抱えて、頭の中がこんがらがった

とき、心と身体を落ち着け、背筋をピッと伸ばして、大きく深呼吸をして、十

回の念仏を称えてみる。問題はすぐには解決しないかもしれない。でも、ほん

の少しだけ、一歩だけでも足を進めてみよう、というきっかけになれば、とい

うものである。

　念仏を他者のため（法事や葬儀等の追善回向の念仏）ではなく、自分自身の

ための実践として行ってもらうことを想定している。

ⅲ、ハミガキと念仏

　キャッチコピーは「お念仏は心のハミガキ」である。身・口・意（心）を磨

くこととハミガキの行為を重ね、十善戒における口業の罪（妄語、綺語、悪口、

両舌）などを磨き滅するイメージとする。ハミガキは、歯をきれいに磨き終え

た次の瞬間から、新しい歯垢がたまってゆく。私たちの煩悩（欲垢）と一緒で

ある。すなわち、毎日磨き続ける習慣の必要性と、念仏の習慣性の意義を重ね

てはどうかというものである。なお、『観経』下品下生には「仏名を称するが

故に、念々の中において八十億劫の生死の罪を除く」とあり、念仏滅罪につい

て説かれている。

　子ども向けの「ハミガキプロジェクト」もよいであろう。ハミガキをしっか

り行い、歯を磨くことで身と口を清め、心を磨くことで気持を新たにしてゆく。

ハミガキは鏡の前で行うことが多いので、鏡を見つめて、自己を見つめて、他

人のことを思いやって、身口意を磨いてゆく姿を描いてゆく。
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　また、同唱十念の推進者を浄土宗教師だけに限定せず、寺庭婦人や僧籍のな

い浄土宗職員なども参加できるように、できるだけ伝えやすい形に整えて、よ

り多くの人材を念仏伝道者として活用してゆこうとする点も重要であり、かつ

「アプリによる念仏実践に重みがない」という批判を想定して、広報してゆく

側のスタンスを示したものでもある。

ⅰ、スマホアプリでの念仏

　浄土宗の念仏が、極楽往生を真剣に願い求める心（三心）を伴うべきもので

あることは言うまでもない。その教義および実践の主たる布教機会は、通夜・

葬儀や年回法要、あるいは施餓鬼等（法話含む）の定例行事であり、ここでは

他者のための追善回向の念仏が中心となる。

　追善回向の念仏を、日常生活の中で意識し実践するタイミング・場所として

は、たとえば自宅にある仏壇（位牌）の前で手を合わせる時、菩提寺への参拝、

お墓参りなどが重要な役割を果たしてきたと思われる。しかし近年、一般家庭

における仏壇所有率は低下の一途をたどっており（12）、現代人のライフスタイ

ルが大きく変化する中で、日常生活において手を合わせる機会が減少している

ことは否めない。そのような環境下で、自身のための願往生の念仏実践を、日

常の中で継続的に行ってゆくきっかけをつかむのは難しい。

　とはいえ、普段から念仏の実践しておかなければ、本当に大事なとき、必要

な場面でお念仏の声が自然とは出ないのではないか。そのためには、まずは念

仏実践を、わずか十念であったとしても事前に体験しておくことが重要であろ

う。

　そこで、日常生活の中で念仏を称える「新たなきっかけ」となり得るのが、

念仏アプリを用いた念仏である。さらに、深呼吸とハミガキも日常生活におけ

る十念のタイミングを創出するきっかけとなる可能性を持っており、これらを

（12）小谷みどり「宗教的心情としきたりの関連」（『Life design report』209,2014年）
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（４）広報案②　―同唱十念の現代的な実践タイミング例―

　もう一つの広報案として、「日常性」に焦点を当て、念仏をポジティブに実

践してゆく、ライトな檀信徒および一般の方向けのイメージ戦略を提案したい。

　とくに注目するのは、「スマホアプリ」「どうしよう」「深呼吸」「ハミガキ」

である。これらの日常的な行為と念仏（十念）を結びつけて、生活の中に自然

な形で刷り込ませることにより、念仏実践の契機を作り出し、習慣化すること

を目的とする（表２参照）。「日々継続することの重要性」というテーマは、特

定の宗教に限らず、一般社会にも通底する内容であろう。

【表２ 十念を生活の中で実践するタイミング】

一
般
的
な
布
教
機
会

タイミング いつ どこで 意図
起床 朝 家 目標・抱負、挨拶（おはよう）
食事 朝昼晩 家 感謝（ありがとう）

出かける時
帰ってきた時 朝晩 家 気持の切替、心の整理、護念（見

守ってください）

仏壇など （朝・晩） 家
追善回向（日々の報告）、往生・
倶会一処（また会いましょう）、
護念（見守ってください）

ハミガキ 朝昼晩 家、職場？ 心のハミガキ（口業の罪→滅罪）

どうしよう いつでも どこでも 困ったときの心の整理、怒りの抑
制、反省、護念

深呼吸 いつでも どこでも リフレッシュ、心の整理

スマホアプリ いつでも どこでも ゲーム感覚、リフレッシュ、心の
整理

就寝 晩 家 反省・懺悔、挨拶（おやすみ）
会議の前後 随時 職場等 気持ちの切り替え
寺・墓参り 月１～年１回 寺院、霊園等 追善回向、往生・倶会一処、護念
年回法要 数年に１回 寺院、自宅等 追善回向、往生・倶会一処、護念
通夜・葬儀 十数年に１回 寺院、式場等 追善回向、往生・倶会一処、護念
定例行事など 年１回？ 寺院等 追善回向、往生・倶会一処、護念
その他イベント 年１回？ 寺院等 往生、護念、反省、感謝

　※なお、スマホアプリがあれば一人でも同唱十念が可能である。

日
常
の
中
で
の
念
仏
（
習
慣
化
）
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説明を加えることができるという利点がある。使用場面としては、たとえば懺

悔者は日々の「どうしよう」の思いを告白し、２体のゆるキャラに挟まれなが

ら同唱十念を行う、などの使い方が考えられる。ゆるキャラは良くも悪くも

「バズる（10）」くらいがちょうど良い。「バズる」は若者を中心とした新しい価

値観であるが、その若干はみ出した部分こそが、ＳＮＳなどのメディアに載っ

て、檀信徒を超えて一般の方々にも届く可能性を秘めている。結果的に、同称

十念や浄土宗のことを知ってもらえればよいのではないかと考える。

　タレントの壇蜜氏は『どうしよう』（マガジンハウス、2016年）という名称

のエッセイ本を刊行している。内容は、自身のコンプレックスや弱点、本音を

ちりばめながらさまざまなものに折り合いをつけて生きる、というものであり、

これは浄土宗の人間観・凡夫観とも相性がよいだろう。イベントゲストに招聘

するアイデアも考えられる。

　往年のテレビ番組『学校へ行こう』には「未成年の主張」という、生徒が学

校の屋上で自分の思いの丈を叫ぶというコーナーがあった。これになぞらえて、

お寺の境内（鐘楼など）を利用して、「どうしよう」を叫ぶという企画を考え

てみてもユニークであろう。

　また、「どうしよう」をコンセプトにしたウェブＣＭや広告をつくってみて

はどうだろうか。メッセージを作成する際に参考にしたいのは、軽井沢高原教

会の電車窓上広告メッセージである（11）。いわゆる「説教臭さ」が少ない、厳

選された言葉で綴られており、一般の方々への訴求力も非常に高い内容となっ

ている。

（10）特定の単語や物事がインターネット上で爆発的に多くの人に取り上げられるこ
とを意味する語。TwitterやFacebookなどのSNSで急に話題となった時に用いら
れることが多い。「口コミ」という意味のマーケティング用語「Buzz」を動詞化
したものと思われる。

（11）軽井沢高原教会ＨＰ（https://www.karuizawachurch.org/message/）。



＊ 79

いという心を共におこして（阿弥陀さま助けて !! Oh my Amida!!）【③】、

「どうしょう じゅーねん」の掛け声に合わせて、十遍の念仏を一緒にお称

えする【④⑤】。

　そうすれば、仏さまと菩薩さまが臨終の夕べにお迎えに来て、極楽浄土

に生まれてさせてくださり【⑧】、かけがえのない大切な人たちと同じ処

で再会することがかなう【⑨⑩】。そんな法然上人のみ教え、念仏のご縁

を結ぶ場を作ってゆきましょう【⑥】。「お念仏からはじまる幸せ」です。

以上のように、皆さんの「どうしよう」という悩み、苦しみの思いにしっかり

向き合い、寄り添ってゆきます、といった教団メッセージを発信することは社

会的にもインパクトがあるだろう。

（３）広報案①　―「どうしよう」という困った思い―

　「どうしよう（困った）」という思い【①】は、人なら誰しもが日常的に感じ

る極めて普遍的な感情である。

　広報例としては、「こんなことに困った」という体験談を集めて、それをし

っかり傾聴し、最後に一緒に同唱十念を称えて、浮かばれない感情を供養する

イベントを開催してみてはどうか。阿弥陀仏は身口意（三縁）で私たちの思い

を受け止めてくださるスーパーカウンセラーであり、普通であれば打ち捨てら

れ、浮かばれないはずの感情を拾いあげてくださる尊い存在である（9）。

　さらに、なむちゃんの弟的な新ゆるキャラとして

「どうしょう君」と「じゅうねん君」の着ぐるみを作

って、上記のイベントを盛り上げてはどうだろうか。

これは合掌をモチーフにしたキャラクターであり、造

形の由来を尋ねられた時に、必然的に念仏（十念）の

（9）中原実道・林田康順・曽根宣雄「浄土宗とカウンセリング」（『浄土学』46、2009年）
を参照。

どうしよう君とじゅう
ねん君（仮）
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の通りである、なお、浄土宗21世紀劈頭宣言と関連する語句についてはそれ

を示した。

①どうしよう（困った）

　→どうにかしよう（一緒に考えよう、傾聴）　　　　【社会に慈しみを】

②どうしようもない（性質、凡夫性）　　　　　　　　【愚者の自覚を】

③Oh my Buddha!! ／ Oh my Amida!!（どうしよう…助けて）　　

④同称（本願念仏、同称十念）

⑤同唱（一緒に唱える、同唱十念）

⑥道場（念仏結縁の場）

⑦同照（仏さまが私達を遍く照らす）　　　　　　　　【家庭にみの光を】

⑧同生（同発菩提心 往生安楽国）　　　　　　　　　　【世界に共生を】

⑨同処（倶会一処）

⑩同乗（一蓮托生）

　これらの「どうしよう」に関連する語義例を、一続きの文脈において書き連

ねると次の通りである。

　どうしようもない性質（凡夫）の私たちは、「どうしよう」（お釈迦さま

助けて !! Oh my Buddha!!）といつも困っている【①②③】。

　それを私たち浄土宗の僧侶は「どうにかしよう」という思いで受け止め、

一緒に悩み、一緒に考え、一緒にできる限りのことをやってみる。自分だ

けで解決できないことは、他の専門家につないだり、いろいろな方に相談

したりしながら（社会福祉関連、電話相談、ケアラーズカフェ、臨床宗教

師・仏教師など）、最後までつながりを断ち切らないように尽力する【①】。

それでもこの世は無常である…。万策尽きて「どうしようもできない」こ

ともたくさんある。

　そんなとき、仏さまの慈悲のみ光が私たち一人ひとりをあまねく照らし

てくださっていることに気づき【⑦】、苦しみのない安楽の世界に往きた
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【補説】同唱十念運動の一般向け案「どうしようプロジェクト」について

（１）同唱十念運動の問題点

　本報告書において取り上げた同唱十念運動について、「同唱十念」の表記は、

「同唱十念」と「同称十念」の二種があり、現状ではいずれかに統一されず、

両方が使われている（本報告書では便宜上「同唱十念」を用いた）（8）。

　宗門の関係者あるいは檀信徒であれば、「同唱十念」は、そのままの語句で

も充分に意味が通じるが、それ以外の一般の方にとっては、専門用語であるが

ゆえに馴染みづらく、伝わりにくい部分もあるかもしれない。

　同唱十念運動の趣旨を考慮すれば、あえて「浄土宗＝同唱十念」を定着させ

るために専門用語をそのままに残しておくことも重要であると考えられるが、

研究会の内部でも「よりキャッチ―な名称が必要ではないか」との意見も少な

くなかった。

（２）どうしようプロジェクトの提案

　既述した問題点を踏まえて、同唱十念運動の一般向けの名称として、下記の

通りの試案を提示したい。

　　「同唱十念運動」（教師向け）　➡「どうしようプロジェクト」（一般向け）

　すなわち同唱十念を「どうしよう（じゅーねん）」の平仮名にして、ほぼ同

音異義の多義的な意味をもつワードとして利用するものである。語義例は下記

（8）「浄土宗全書テキストデータベース」（http://jodoshuzensho.jp/jozensearch/）を
用いて「同唱十念」「同称十念」の両語句を検索してみたが、いずれも結果は0件
であった。したがって、同唱十念の語句やその唱え方は、おそらく近代以降の各
種道場や檀信徒教化の中で生まれ、その利用しやすさから現代まで継承がなされ
てきたのであろう。
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社会学科情報コミュニケーション研究室・

森沢幸博教授）、2017年 10月 8日に行わ

れた寺フェス（於埼玉工業大学ものづくり

研究センター）では、脳波とＶＲを組み合

わせたユニークな展示（ZENAVI）が行

われた。連携も視野に入れておきたい。

（７）浄土宗教師向けのプロモーション【2020年度～】

　一般社会への広報はインターネットやＳＮＳを通じた広報も重要であるが、

もっとも効果の高い広報活動は口コミであり、それは浄土宗寺院および僧侶を

通じて行われるものであろう。どのようにして、浄土宗の各人にこの情報を伝

えて内部広報するのかをしっかり議論しておかなければならない。

・浄土宗青年会との連携

　アプリの利用をするのが比較的若い層だということを考えれば、浄土宗青年

会の会員にアプリを広報して、各種事業において利用してもらえるにように連

携することが重要であろう。なお、前述したとおり全国浄土宗青年会が行って

いる「同時同行念仏会」のイベントは、念仏アプリとも深く関与する内容であ

り、連携のアイデアを用意しておくことが重要になるだろう。

・各種講座での広報

　また当然ながら各地の講習会（教学・教化）で広報することも重要である。

他にも、宗門大学の生徒や養成道場の受講生、加行修了者、あるいは研修会館

の受講生に対して、浄土宗から広報（浄土宗ポータルアプリと共に）すること

も可能であろう。念仏アプリのカウント機能を日課誓約の実践（加行成満者、

五重相伝受者など）と結びつけて利用することも考えられる。
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まぎらわしい文字もどんどんあらわれる（間違えてタッチするとマイナス）。

だんだん難易度が上がってゆく、いろいろな文字バージョンがあらわれる。

例）南無阿弥陀仏、なむあみだぶつ、ナムアミダブツ、無量光仏、

Amitābha、無量寿仏、Amitāyus　など

（６）二河白道ＶＲ制作【2020年度～】

　スマホアプリではないが「二河白道」をＶＲ（バーチャルリアリティー）化

すれば、話題性の高い広報手段として期待できる。アプリ制作業者によれば、

ＶＲに適する要素は「怖いこと」と「体験できないこと」の二点であり、まさ

に二河白道はベストマッチな題材である。また、古来より二河白道図は視覚的

な教化に用いられてきており、五重相伝もこの二河白道の説示にもとづいて念

仏往生の疑似的な宗教体験が行われている。

　ＶＲの機材を装着した状態（現実世界や周りの環境は見えていない状態）で、

身体にタッチされる驚きや恐怖が倍増するという。住職が一緒に手をつないで

あげながら、二河白道を渡ってゆくという演出を行えば、信仰的な効果も大き

いと予想される。いわば現代的な五重相伝の体験であろう。

　なお、念仏アプリを通じて作成した極楽浄土の様相やキャラクター（宝樹や

迦陵頻伽など）を再利用することでコスト減に資することができる。

　もし、ＶＲが作成できたならば、それをどのように各寺院へフィードバック

できるかいう点も考えなければならない。業者によれば、高性能のノートＰＣ

とＶＲ機材（計50～ 100万円程度か）があれば実現できるという。浄土宗で

数セット用意して、なむちゃんの着ぐるみと同様に貸し出してはどうだろうか。

　広報プロモーションとしては、エンディング産業展示会（東京・大阪）にブ

ース出展することを提案したい。おそらくニュース性は高く、メディアに取り

上げてもらえる可能性がある。

　なお、埼玉工業大学が最先端技術と仏教に関する研究を推進しており（情報
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　また現在、縁の手帖の作成を担った研究班の後継的なプロジェクトとして、

「現代における老いと仏教」（次年度より「超高齢化社会の寺院の可能性」へ改

称）があり、この研究班では介護関連の情報を重点的に収集し、現在、お寺の

空間を利用したケアラーズカフェの提案を行っている（本年の公開シンポジウ

ムにも取り上げ、現在、社会福祉推進事務局および東京教区教化団においても

関連事業が着手されている）。ケアラーズカフェ・認知症カフェ・グリーフケ

アを行っている寺院やその開催情報、あるいはそういった活動へスペース貸し

を行っている寺院などをアプリで表示できるようにしてはどうだろうか。他に

も介護に関するさまざまな情報を提供したり、寺院が地域包括ケアセンターと

提携していることなどを示すのも有効だろう。

　前述したとおり、プロフィール欄に十念動画を収録する機能を付け、それを

念仏アプリで利用するなど、アプリ同士の連携を高めてゆくことも重要である。

・浄土宗Ｅラーニングアプリ【2023年度～】

　いわゆる浄土宗クイズであり、それをアプリあるいはウェブ上で回答し、答

え合わせして点数を競うものである。なお、他教団では日蓮検定（書籍版）や、

創価学会の検定クイズ（アプリ版）、あるいは宗派色のない仏教クイズ（アプ

リ版）などはすでに存在する。

　浄土宗の場合は、新纂浄土宗大辞典（他には、なむブックス、てらこやブッ

クス）をもとに問題を作成し、答え合わせの場面では、回答の典拠を新纂浄土

宗大辞典（ウェブ版）の項目に求め、リンクを貼っておくなどの工夫を行うこ

とができる。また、問題をクリアしステップアップしてゆくことで、浄土宗ポ

イントが貯まるようにしてはどうか。

・なむあみだぶつゲーム【2022年度～】

　「なむあみだぶつ」の文字を指で消してゆく単純でライトなパズルゲーム。
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が、本アプリは広く仏教に興味を持っている方（ライトな信者）も対象とする

ため、阿弥陀仏の教えと釈尊の教えとの関係性も提示することが重要である。

　次年度より、総合研究所において「釈尊聖語の翻訳プロジェクト」を実施す

る予定である。これは浄土宗の教えをしっかり踏まえたうえで、釈尊のことば

（『法句経』や『スッタニパータ』など）を再解釈してゆこうとするものである。

その成果を反映することにより、釈尊の教えと浄土三部経の教えとの調和を取

り、浄土宗が弥陀・釈迦の二尊教であることを提示する。

・その他コラボ企画

　法然上人800年遠忌記念事業の際は、さだまさし氏とのコラボがあった。

同様に広報的な視点から、アプリ用の主題歌を著名人に歌ってもらってはどう

か。当然のことだが、できれば浄土宗とのご縁がある方が望ましい（たとえば

ＴＭレボリューションの西川貴教氏など）。主題歌だけでなく、アプリの画像

やキャラクターのデザインについても、著名なグラフィックデザイナー（たと

えば紙兎ロペのデザイナーの青池良輔氏など）に依頼してみてはどうか。

（５）他アプリとの連携

・縁の手帖アプリ制作【2021年度～】

　2014年に発行を開始した浄土宗版エンディングノート『縁の手帖』のアプ

リ版の制作である。曹洞宗が作成した「心のノート」アプリも、元来は冊子と

して制作されていたもの（曹洞宗北信越管区教化センター発行）をアプリとし

て作り直したものである。

　すでに書籍版においても、社会福祉推進事務局と共同して、『縁の手帖』の

副読本として『記述サポート手引書』を作成済みである。これをさらに一歩進

めて、アプリ版では記述サポート機能を付加し、各項目の説明動画や一言アド

バイスなどがポップアップされるように工夫する。
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・日記機能、浄土宗の教え機能の追加【2019年度～】

　毎日、念仏を継続したことをカレンダーに記録をしてゆく。同時にその時の

心の気持ちなども顔スタンプなどで記録する（なむちゃんが望ましいか）。

　曹洞宗公式アプリ「心のノート」は反響が大きい。寄せられる感想は、「宗

派がつくったものと思わなかった」という戸惑いの声もあるが、圧倒的に好意

的なものが多い。タイトルには「曹洞宗」を冠していないので、檀信徒ではな

いユーザーもかなり多いと考えられる。

　「心のノート」の日記機能＆心のみちしるべ機能を参考としつつ、日々の念

仏実践の継続を励ますような要素として、毎日の念仏と心の記録カレンダー

（朝＝抱負／夕方＝反省・懺悔・感謝）、さらには浄土宗の教え（法然上人や浄

土三部経のことばの現代語訳＆英訳）のメッセージを届けることができるよう

にしてはどうか。

・浄土宗ポイントの創設【2019年度～】

　浄土宗への関わりや親和性を示すポイントである。念仏アプリの使用期間や

カウント数に応じてポイントが貯まる。アプリ経由で、浄土宗関連のホームペ

ージや電子書籍、法話動画などを閲覧した場合もポイントがつく。関連書籍の

購入や檀信徒としての付き合い（布施）など、経済的な内容を含む関わりとは

別枠で評価をした方がよいと考える。

　ポイントを貯めることでなむちゃんグッズのプレゼントや総大本山解説付き

ツアー、あるいは回向の権利などが当たる。

・釈尊のことば配信【2022年度～】

　念仏アプリでは「浄土教あるいは法然上人の教えに関することば」を届ける

機能を予定している。さらに「釈尊のことば」を配信する機能も追加すること

を提案したい。浄土宗の檀信徒であれば阿弥陀仏に関連した教えだけで十分だ
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・念仏カウントの達成

　法然上人は日々6万遍のお念仏を称え、在家の方にも日課1万遍を推奨し

ている。しかしながら、現実的に一日でこれだけの回数をこなすのは困難であ

る。そこで念仏アプリを用いて行った念仏実践の総計カウントの目標値をこれ

らの数に設定してはどうだろうか。

　具体的には、カウントが総計1万遍を超えたらなむちゃんグッズ、総計6

万遍を越えたらオリジナル腕輪数珠、総計100万遍を超えたらオリジナル数

珠をプレゼントし、表彰して浄土宗新聞に掲載する。あるいはリアルな寺院の

朝勤行などで回向してもらえるというのも喜ばれるのではないか。

（４）アプリのアップデート（追加機能など）【2019年度～】

　アプリはリリースした時点で終わりでなく、ユーザーからの声にしっかりと

耳を傾けたうえで修正や改善を随時行ってゆく必要がある。むしろ、リリース

時はやや粗削りであっても、その後の修正を重ねて安定してゆくのが一般的な

行程なのだという（一つもエラーがない完全なものを作ろうと考えるとどんど

んリリース時期が遅くなり、時宜を得たタイミングを逃してしまうとのこと）。

　改善点についても、小規模なものから、大胆な機能面での追加も考えなけれ

ばならない。数年間まったく同じ機能のままだとユーザーに飽きられてしまう

可能性があるからだ。提案できるものをいくつか下記に示したい。

・修正アップデート

　ユーザーからのコメント（Google Play、App storeなど）やアンケートに

もとづいて修正。アプリのなかにエラーを報告するための入力フォーマットな

どを用意する。また、必要であれば毎年少しずつアップデートを行う。
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会場で実際に大結集するというイベントを催してもよいのではないか。具体的

な目標はやはり46000人であり、一か所で収容可能なのはドーム会場となる

だろう（全国各ブロックの会場を中継する形も考えられる）。その人数で僧俗

が一緒に同唱十念すれば、大地が轟くような史上最大規模の音量になり、来場

した檀信徒が浄土宗に誇りを持てるようなインパクトのある法要になる。また、

記念法要において、イベントまでに収集した十念動画を奉納したい。イベント

を盛り上げるためにはなむちゃんだけでなく、新たなゆるキャラ（なむちゃん

の弟的存在）を作成することも重要な広報戦略になるだろう。

　ちなみに曹洞宗は梅花講のイベントで1万人の動員（2日間）を予定してお

り、少なくとも1万人というのは不可能な数字ではない。

　事前の準備（同唱十念の収集）やその後の影響（お念仏の浸透）など教化面

でも期待ができる。“打ち上げ花火”的な一過性のイベントではなく、劈頭宣

言の「家庭にみ仏の光を」の実現につながるだろう。

（３）アプリ使用者へのプレゼント企画【2018年度～】

　念仏アプリを使用し続けることで、極楽浄土の様相が進展してゆくなど、ゲ

ーム内でのご褒美は用意されている。現在のところ、六ヶ月程度の継続的なア

プリ使用によって最終画面への到達が予定されている。またアプリを通じて行

った念仏のカウントもある程度蓄積されるはずである。

　この段階まで使用してくれたユーザーに対して何らかのプレゼントを用意し

てはどうか（任意で住所氏名を入力してくださった方のみに郵送する、など）。

・プレイ期間の達成

　念仏体験の日数を最後まで完了（六ヶ月）したら、終了証を送る（ライトな

浄土宗ファンとして認定）。あるいは、浄土宗新聞＆かるな（スマートフォン

で読める電子版でもよいか）の無料一年分などをお届けしてはどうか。
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ていることも少なくないのでクオリティが高い写真を残せる機会でもある（年

配の方々の遺影を撮影する絶好のチャンスでもある）。

（２）念仏アプリと各種イベントの連携【2023年度～】

　前述した十念動画を収集（コレクション）する具体的な目標値を源智上人の

結縁交名帳46000人になぞらえた数に設定して、さまざまなイベントを立ち

上げてはどうか。

Ｄ、同時同行念仏会との連携（アプリ利用による結縁）【2023年度～】

　現在、全国浄土宗青年会では「同時同行念仏会」を数年来行っている。ＨＰ

によれば（平成30年 2月 25日現在）、平成29度の実績は、寺院・自宅・宗

門関係学校・各寺院関連施設など、107ヶ所・4091名のエントリーがあり、

僧俗共に念仏を称えたという。

　この事業の人数をカウントする際に、念仏アプリを利用してはどうだろうか。

アプリ使用中の人数や使用地域が把握できる仕様にして、画面に「現在○○人

がアプリを用いて念仏をしています」というコメントがアクティブに表示され

るというものである。目標はもちろん46000人である。また、都道府県（教

区）や世界各地の会員数を明示することで、教区同士の競争意識を高め、より

多くのアプリ利用者を確保したい。アプリ利用による「バーチャルな念仏道

場」を実現することで、劈頭宣言にある「世界に共生を」を達成する。

Ｅ、檀信徒大結集念仏会の開催【2024年度～】

　法然上人800年遠忌法要の際、知恩院や増上寺において中心を陣取るのは

僧侶であった。遠忌法要という性質上、仕方ない部分はあるが、浄土宗開宗の

記念事業の場合にはむしろ主役を檀信徒にすべきではないかと考える。

　前述したアプリを通じた46000人の念仏結縁が達成できた後には、大きな
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・『縁の手帖』アプリ版

　冊子版『縁の手帖』のアプリ版を作成する（詳細は後述する）。

　『縁の手帖』の最初のページは、仏さまの写真と南無阿弥陀仏の名号をなぞ

るところから始まる。したがって、アプリ版ではこの項目の入力時に、スマー

トフォンを用いて、十念の動画を撮って登録するように勧奨することができる。

・お寺での明るい遺影撮影会

　広島県の浄土宗寺院で実際に行われている活動である。プロのカメラマンを

お呼びして、遺影映え（？）するお寺の建物や庭などをバックに写真を撮って

もらう。遺影撮影会と題するとどうしても暗く思えてしまうので、あえて「明

るい」と銘打ったのだという。このタイミングであれば、合掌写真や十念動画

を自然な流れで撮ることができるだろう。

・七五三法要や智慧結び法要

　他にも写真や動画を収集するタイミン

グとして、現在、浄土宗総合研究所の「次

世代継承に関する研究班」が創案してい

る「七五三法要」と「智慧結び法要」を

提案したい（『子どもの成長儀礼 実践マ

ニュアル』として既に刊行し、全ヶ寺に

配付している）。

　いずれの法要も、お寺で行う子どもの

成長儀礼である。子どもの晴れ舞台には

当然、父母が参加し、さらには祖父母も

一緒に同席する可能性が高い。この法要の際に、家族全員での合掌写真や個々

人の十念の姿を収めることができると考えらえる。プロのカメラマンを依頼し
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であれば合掌や念仏に関わる何らかの要素が入っていること、動画であればバ

ックに十念の声が入っていること、である。仏像、本堂、季節の風景、世界の

絶景、お寺の庭、子どもの十念など、必ずしも十念の姿にこだわらずにさまざ

まなものがあった方がバラエティに富んでいておもしろいだろう。テーマは

「パワースポットを探せ」「仏さまにお見せしたい絶景」「格好いい十念」など

キャッチーな内容がよいかもしれない。

　より多くの投稿を促すためには何らかのインセンティブが必要と思われるが、

伝統仏教教団としてのイメージを勘案すると、賞金という形式は難しく、何ら

かの商品を提供するのがよいだろうか。ちなみに、曹洞宗が主催する「曹洞禅

フォトコンテスト」では賞状、副賞（１～５万円分）、記念品が褒賞となって

いる（7）。

　宗門関係学校の生徒や幼稚園・保育園の親御さんにも宣伝してもらうことが

できればフレッシュな投稿が期待できるだろう（インスタグラムの利用年齢層

がフェイスブックやツイッターよりも低いことを考慮すると、年配の方々から

の投稿は現時点ではあまり期待できない）。

Ｃ、［年配者向け推進］あなたの「十念」残しませんか？【2021年度～】

　前述した年配の方向けの十念映像を収集する活動のことである。上述した通

り、比較的年忌が進んだ法事などにおいてお声がけすることを想定したが、な

かなかちょうどよいタイミングをみつけるのは難しいかもしれない。

　そこで収集のためのサポートになるようなアプリやイベントについて、いく

つかの提案をしたい。

（7）曹洞宗ＨＰ「曹洞禅フォトコンテスト」
　　（https://www.sotozen-net.or.jp/gyoji/photocon04.html）
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　上記の内容は必ずしも寺院関係者による投稿だけではなくて、若い方で、お

そらく宗門学校の生徒などが投稿したものと思われる（とくに上段の３枚）。

インスタグラムは写真や動画が数多く並ぶという特性があり、ツイッターなど

の文字情報が中心のＳＮＳより見映えがよく、一般の方も取っ付きやすい。

　さらには浄土宗などの特定の教団のＨＰではなく、利用率の高いＳＮＳのプ

ラットフォームを使っていることでより多くの人の目に触れて共有される可能

性を有している。

・浄土宗ＨＰ、公式チャンネル浄土宗、念仏アプリとの連携

　インスタグラムにアップされた「#同唱十念」のハッシュタグを持つ写真と

動画のなかから選りすぐりの画像を浄土宗のＨＰに、動画を公式チャンネル浄

土宗にアップする。その際、浄土宗公認であることを示すために850年シン

ボルマークを画像の右下などに挿入する。

　また、念仏アプリとも連携して、アプリから浄土宗ＨＰや公式チャンネルに

登録された「みんなの同唱十念」の画像

や動画が見られるようにリンクする。

・インスタグラムの投稿推進（同唱十念

コンテスト）

　浄土宗の職員や寺院関係者が投稿する

だけでは大きな広がりや多様性は望めず、

一般の方々にも積極的に投稿してもらう

ようなはたらきかけが必要となるだろう。

　一案として、「#同唱十念」を持つ画

像や動画の公募（同唱十念コンテスト）

を行ってはどうだろうか。条件は、画像 世界の絶景での十念例
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15012件、「極楽浄土」は4314件、「法然」は672件、「法然上人」は1442件

といった具合である。

　念仏についても、「念仏」は968件、「南無阿弥陀仏」は6667件あるが、そ

の一方、「同唱十念」は11件、「同称十念」は6件とわずかな件数しか用いら

れていない。これは「同唱十念」というキーワードが世の中で充分な認知度を

持っていないことを示しているが、別の視点から見ればこのハッシュタグを用

いた領域（アドレス）が存分に空いており、開拓の余地があるということであ

る。すなわち、このハッシュタグを伴った画像や動画が増加することを、その

ままこの運動のバロメーターとして視覚化することができるということである。

　ちなみに「#同唱十念」のハッシュタグで投稿された画像を見てみると次の

通りである（6）。

インスタグラムでの「同唱十念」検索

　

（6）インスタグラム「同唱十念」検索（https://www.instagram.com/explore/tags/%
E5%90%8C%E7%A7%B0%E5%8D%81%E5%BF%B5/?hl=ja）
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と銘打って広報してはどうか。収集方法としては、比較的年忌が進んだ法事や

七五三法要や智慧結び法要、あるいは『縁の手帖』アプリ版などが考えられる

（詳細は後述する）。

・最終目標／ライトな信者による「みんなの同唱十念」（十念動画撮影アプリ）

　最終的な目標は、日本および世界各地の老若男女の檀信徒およびライトな信

者による十念映像を数多く収集することであり、「みんなの同唱十念」と銘打

って広報活動を促進したい。

　集めた十念動画は、開宗八五〇年記念法要で奉納する、あるいは浄土宗のホ

ームページに掲載することで念仏を実践している信者の顔を見えるようにする、

などさまざまな場面において利用できる可能性がある。

　なお、より多くの十念映像を集めるためには、浄土宗職員や各寺院が撮影す

るだけでなく、信者自身が撮影し投稿する形が望ましい。そのためには簡潔な

機能のみに特化した「十念動画撮影用アプリ」を作成すべきであろう。集めた

動画や写真はインスタグラムやユーチューブなどを利用することで管理のコス

トを小さくできる（詳細は後述する）。

Ｂ、［若者向け促進］インスタグラムでの写真＆動画募集【2020年度～】

　先述したようにインスタグラムを用いた写真・動画の収集と管理を提言した

い。インスタグラムとは端的にいえば、写真や動画の投稿に特化したＳＮＳで

ある。写真と簡単なコメントだけという手軽さから、多くの利用者を獲得して

おり、2017年 9月には利用者が8億人を突破し、力強い成長を遂げている。

　具体的な利用方法としては、ハッシュタグを用いたものを考えている。ハッ

シュタグとは#（シャープ）と単語や絵文字で構成される文字で、投稿する写

真や動画に関係する検索キーワードの役割を果たしている。

　たとえば、インスタグラムで「浄土宗」を検索すれば7754件、「極楽」は



＊ 63

・十念のマニュアル映像

　はじめて十念をとなえるライトな信者のために、お十念の作法や日々行うべ

きタイミング（起床・就寝時、朝昼晩、食前・食後など）、さらに浄土三部経

と法然上人の教え、21世紀劈頭宣言「愚者の自覚を　家庭にみ仏の光を　社

会に慈しみを　世界に共生を」との関係などを簡潔にまとめたマニュアル映像

が必要である。

・海外教区の十念映像

　アメリカ・ブラジル・フランス等の各開教区に所属する教師や信者による十

念映像。外国人の方が十念を称えている映像はインパクトがあり、浄土宗の教

えがグローバルであることを端的に示すことができる。まさに浄土宗の広報テ

ーマである「法然上人の心を世界へ」に適う内容である。

・子どもの十念映像

　子どもがお念仏を行っている姿は圧倒的に可愛らしく、動画映えするはずで

ある。「はじめての同唱十念」と銘打って、たどたどしくお念仏する姿を撮影

する。各寺院の子息や浄土宗寺院関連の幼稚園・保育園などに声をかけて動画

を集めたい。

・年配の方の十念映像

　年配の方によるお十念の姿は、まさに「浄土宗的な遺影（像）」である。写

真であれば実際に遺影としても用いることができ、動画であれば、葬儀や年忌

法要などの際に、「故人によるお念仏の声」を再現することで、参列している

方々のお十念の声と重ねてお称えするという、心に染み入る演出を提供するこ

とが期待できる。

　収集の方法やタイミングが課題となるが、「あなたの十念残しませんか？」
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同唱十念運動とイベント その他の動き
2018年度 念仏アプリ制作
2019年度 同唱十念運動Ａ アプリ修正アップデート
2020年度 同唱十念運動Ｂ 二河白道ＶＲ制作、教師向け広報
2021年度 同唱十念運動Ｃ 縁の手帖アプリ制作
2022年度 釈尊のことば機能
2023年度 同時同行念仏会Ｄ 浄土宗Ｅラーニング機能
2024年度 檀信徒結集大会Ｅ 開宗八五〇年記念

（１）同唱十念運動Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ、公式チャンネル浄土宗への同唱十念動画のアップ【2019年度～】

　念仏アプリを用いた広報を檀信徒および一般の方々（潜在的なライトな浄土

宗信者）へと広げる前段階として、浄土宗各局における内部広報をしっかりと

行っておく必要がある。そのためには浄土宗における同唱十念のロールモデル

（模範、手本）をしっかりと示しておく必要があるだろう。

　そこで提案したいのが、昨年開設された「公式チャンネル浄土宗（ユーチュ

ーブ）」にさまざまな十念映像をアップすることである。後の広報活動の基礎

となるものであり、しっかりと地盤を固めることが重要であろう。

・総大本山の猊下・台下の十念映像

　浄土宗信者にとって象徴的な模範となるのは、浄土宗門主および各本山台下

による十念のお念仏であろう。もちろん、総大本山や各地巡錫先で直接にお聞

きすることができればそれが一番の効果を発揮するが、一般の方とくに檀信徒

以外の方へ届けるのはなかなかに難しい。

　総大本山の猊下・台下による渾身のお十念の姿を録画し、さらに一言メッセ

ージを加えることでより強力な広報効果ができる。
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第４章　広報プロモーションおよび開発スケジュールに関する検討

　本アプリのコンセプトは本宗における広報活動の一環として「お念仏を称え

るきっかけと環境を掌に届ける」ことにある。そうした「きっかけと環境」作

りにおいては、作成したアプリがしっかり認知され、ダウンロードして利用し

てもらうための基幹的な広報戦略が求められる。

　そこで基幹運動として提案するのが「同唱（称）十念運動」である。

　念仏を称える宗派は浄土宗に限らない。また浄土宗においても念仏の称え方

にはバリエーションがある。そのなか「十念」は、フレーズとして自ずと完結

するリズムを有し、伝えやすく、憶えやすく、ともに称えやすい「型」を具え、

かつ第十八念仏往生願に直結している。これこそ浄土宗の教えを体現する称え

方と言えよう。

　今日、浄土宗の檀信徒をどのように定義すべきかについては議論もあろうが、

本報告書においては「十念」を称える者をひとまずライトな浄土宗信者（浄土

宗ファン）と捉え、葬儀・年回法要はもちろん、さまざまな機会、さまざまな

ツールを通じて「同唱十念」を勧めていくことを「同唱十念運動」と位置付け、

ライトな信者を増やしてゆくことで「同唱十念＝浄土宗」という認識を世間に

浸透させたい。

　また、本アプリは2024年に迎える開宗850年のテーマ「お念仏からはじま

る幸せ」、あるいは開宗の文にある「行住坐臥・不問時節久近（いつでもどこ

でも）」という性質とも親和性が非常に高い。したがって、記念事業を逆算し

た広報プロモーション計画を立案することで、本アプリとともに浄土宗にとっ

て大きな広報効果が望めると考えられる。

　同唱十念運動を主軸にした場合の、広報計画の一例を試案として示せば下記

の通りである。以下、それぞれの提案について説明を加えてゆきたい。
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　【スライド9　試作段階の紹介②】

　念仏を日々継続することで、蓮の花が段々に開き、中から往生人のシルエッ

トが出たり、水の流れる音がしたり、宝樹を登場して燦めいたり、風鈴が鳴っ

たり、鳥が舞って囀りが聞こえたり、花が舞い散ったり、菩薩が現れたり、宝

池に宝船が浮かんだり（当麻曼陀羅を参照）、といった要素が段階的に数日単

位で出現する。最終的な画面では、華座が登場し、上方から光とシルエットで

阿弥陀仏が表現される、というアイデアも出ている。また、3Ｄグラフィック

の画面を、拡大・縮小・旋回も可能とする。

　最終形の場面に到達するまでに、およそ3ヶ月～6ヶ月を要する設定とする。

その後の継続要素については要検討であるが、触れてもらう期間をなるべく長

くすることで、極楽浄土のイメージを刷り込み、お念仏を習慣化してもらう。

　多機能の詰め込みはユーザーから敬遠されるためシンプルな機能を心がけ、

開教区での使用なども見据えてグローバルに対応できるように、文字による説

明を極力省きアイコン中心のユニバーサルデザインを目指す。
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　【スライド8　試作段階の紹介①】

【目的と対象】

対象者：浄土宗檀信徒のスマホユーザーのうち浄土宗に関する認知度が低いラ

イトな檀信徒（次世代の檀信徒）、また一般的なスマホユーザーで仏

教に多少の興味がある人も対象とする。

目　的：ユーザーが「極楽浄土」の世界を意識しながら、継続的に念仏に触れ、

称えることの習慣化を目的とする。このアプリを通じて「極楽」「念

仏」といえば「浄土宗」という図式をアピールし、「光り輝く浄土宗」

のブランディングに資する。

【機能の概要】

・念仏実践のサポート／十念・木魚念仏、朝晩の通知設定

・極楽浄土のＶＲ・3Ｄグラフィック／蓮を育て開く→極楽浄土の世界

・日記／念仏＆心の記録、日々の抱負・反省・感謝

・浄土宗の教えを届ける／法然上人＆浄土三部経＆釈尊のことば
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　【スライド7　【試作段階アプリ】極楽浄土公式アプリ（仮）】

　本研究班が提案するのは『アビスリウム』を参考にした、「極楽浄土」の荘

厳を主な素材とした育成ゲーム感覚の念仏実践アプリである。

　コンセプトを一言で表現するならば『お念仏を称えるきっかけと環境を掌に

届ける』ということができる（第２章ＳＷＯＴ分析を踏まえて）。

　具体的には、蓮のつぼみが極楽の池に浮かんでいる様相をスタート画面とし、

画面上の「木魚」を念仏しながら指で叩くことを「称名念仏」に見立てながら

進展し、その回数や継続率をポイント化してゆく。継続するとそのポイントが

加算され、「極楽の荘厳（アイテム）」を獲得でき、極楽浄土の世界が数日単位

で徐々に展開し、荘厳が増えてゆくというものである。

　また、アプリの名称は、どのような言葉でアプリが検索されるか、また教団

がどのようなメッセージを託しているかという点でも重要である。

　現段階では「極楽浄土」の認知度を生かした「極楽浄土公式アプリ（仮）」を

考えている。極楽浄土を求願する主たる教団としてのアイデンティティを表明

し、かつそれを「浄土宗」「念仏」と結び付けてゆくことを想定したものである。
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　【スライド6　【参考例】大ヒット育成ゲーム「アビスリウム」の紹介】

　ここで紹介したいのは、人気アプリ『アビスリウム―タップで育つ水族館』

である。これは全世界で1000万超ダウンロードを達成した魚育成ゲームであ

り、仮想の「水族館」の岩が、スマホ画面をタッチして叩くことでレベルアッ

プしてゆく。継続的に叩いてポイントを獲得することで、魚が成長して美しい

海の世界が形成されるというものである。

　このアイデアはスマホアプリ作成業者（株式会社アストロテック：鴨林氏）

との打ち合わせを行い、念仏実践サポートのアプリとしてどのようなことが実

現できるかを共に検討していたところ、こちらの提案内容とイメージがうまく

重なるアプリとして紹介をいただいたものである。

　以降の提案はその打ち合わせを踏まえて、業者側に作成いただいたアプリイ

メージ画像を用いながら説明してゆくことにしたい。

※なお、アプリ作成の業者とは費用発生のない相談段階での打ち合わせを一度

行ったに過ぎない。教義的なすり合わせは受注以後に改めて行う。以降はあ

くまで画面イメージとして参照されたい。
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　【スライド5　アプリ企画の基本戦略（現状と目的）】

　一般社会において、「極楽」「浄土」「念仏」といった言葉自体は広く認知さ

れているが、残念ながらそれらの言葉が、「浄土宗」やその「教義」とはうま

く結びついていない現状がある（5）。浄土宗の檀信徒においても、総代などの

コアな層以外は同様の状況が予想される。

　これは教化というよりもむしろ広報の問題である。したがって、「浄土宗」

という看板と象徴的な言葉や教義のイメージがうまく結びつくような形で社会

的知名度を上げ、ブランド価値を高めてゆく必要がある。

　そこで、浄土宗の広報的な視座から見て作成すべきアプリ企画の基本戦略と

して、①浄土宗の名前を広める（目的）、②念仏を実際に体験してもらい念仏

弘通の門戸を広げる（主機能）、③表面上の宗教色を薄めて万人に親しみやす

くする（手段）の三点を挙げることができる。

　この目的・主機能・手段を達成する要素を含んだアプリを開発し、アプリの

利用を通じて、念仏の実践および教義認知の機会を広く提供すべきである。

（5）公益財団法人全日本仏教会／大和証券「仏教に関する実態把握調査（2017年度）報告書。
（http://www.jbf.ne.jp/assets/files/pdf/3510bukkyoureport/bukkyoureport2017-2th.pdf）
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　【スライド4　浄土宗の開発すべきアプリの領域について】

　以上のように、既存仏教教団では曹洞宗がアプリ開発に力を入れているが、

ほかに目立つものは少ない。比較的最近では天台宗が「一隅を照らす運動」に

関する閲覧型のアプリをリリースしている。他宗教教団ではキリスト教、イス

ラム教、新宗教では幸福の科学のほか、創価学会などが水準以上のアプリを出

している。宗教教団ではないが、宗教色の薄い「マインドフルネス」のアプリ

は、ユーザー目線での完成度が高く、ダウンロード数が多い点が顕著であった。

　浄土宗は、「浄土宗全書テキストデータベース」など経典等の検索閲覧にお

いては最先端であるが、スマホアプリの開発においては遅れをとっている。

　なお、閲覧型のアプリは、ホームページで表示される情報を、スマホ画面に

最適化すれば事足りるので、今後開拓してゆくべき領域とはいえない。

　ここで注目すべきアプリの方向性としては、マインドフルネスや曹洞宗の成

功を参考にして浄土宗に置き換えれば、分類Ⅰの「体験参加型」は「念仏実践

サポート」、分類Ⅲの「ユーザー目線」は「極楽浄土の疑似体験」が考えられる。

なお、分類Ⅱは浄土宗教団が非営利組織であり、かつ仏法を広めるという目的

を考えると課金型は考えにくく、無料サービス型とするべきだろう。
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【スライド3　新宗教を含めた他教団のアプリの状況調査の結果】

　具体的に他教団のアプリを紹介すると、曹洞宗は教団公式アプリとして『心

の鏡』をリリースしている。経典閲覧やGPSに連動した寺院検索の他、坐禅

や写経の実践をサポートする機能もあり先駆的な試みを行っているが、教団目

線が強いためか思ったよりもダウンロード数が伸びていない。

　一方、日々の心の状態を記録する日記型アプリ『心のノート』は、「曹洞宗」

という冠をなるべく意識させない、ユーザー目線の作りとなっており、「心の

～」という名称も検索に引っかかりやすい。利用者は檀信徒以外にも広がって、

10万ダウンロード以上を記録し、内容面も評判が高い（★4.4点）。

　幸福の科学の『今日の一言アプリ』は、毎朝8時に教祖による「本日の格言」

が自動通知され、さらに格言の下部に出典とその出典書籍の購入導線を設置す

るなど、教義布教・財源確保・継続性が戦略的に結びつけられている。

　マインドフルネスのアプリ（英語圏）は、体験参加型の完成度が高く、利用

者の達成感を刺激し、課金でレベルアップを求めたくなる仕様となっている。

軒並み100万ダウンロード以上を記録し、★平均4.5点を超えるものも多い。
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　【スライド2　スマートフォンの普及率について】

　スマートフォンの普及率は69.7％で、スマートフォン以外（従来型携帯電

話）の普及率は58.6%であり、この差はさらに広がるとみられる。ちなみに、

パソコンは76.7％、タブレット型端末は34.3%である（2）。

　性年代別に見ると男女とも30代以下の層は横ばいだが、40代～ 60代の中

高年層の所有率の上昇が顕著である（3）。

　なお、二人以上の世帯に絞ってみると、50代までは90％以上、60代までは

70％以上、70代でも約40％が所有している（4）。60代以降の所有者は現段階

でも相当数におよび、数年のうちには9割を超えることになると予想される。

（2）内閣府「消費動向調査」2017年3月現在
（3）メディア環境研究所「メディア定点調査2017」時系列分析（http://mekanken.com/

mediasurveys/）
（4）「携帯電話の普及率現状をグラフ化してみる（2017年）（http://www.garbagenews.

net/archives/2157553.html)
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　【スライド 1　「誰でも」「いつでも」使えるスマートフォンとは？】

　スマートフォン（スマホ）とは、パソコンで行うようなインターネット上の

記事の閲覧や、旧来型携帯電話（いわゆるガラケー）で行っていた通話・メー

ル機能などを多機能的に使用することが可能な、次世代型の携帯端末である。

　アプリケーション（アプリ）をダウンロードして入れることで、ゲーム・地

図案内・動画視聴・ニュース記事の閲覧などさまざまな機能を附帯することが

できる。その特徴をまとめると下記の通りである。

①　多機能性を持った、情報通信端末

②　普及率が約70％と高い

③　携帯し易い（誰でも・いつでも）

④　気軽に幅広い情報共有が可能

⑤　画面を叩いたり、なぞって操作する

⑥　解像度が高く、大きく鮮やかな画面

　このようにスマホは近年、急速なスピードで、「誰でも」使えるようになり、

生活する上で「いつでも」必要になっている。
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第３章　アプリの具体的な提案に関する検討

　上記の３Ｃ分析およびＳＷＯＴ分析を踏まえて、各研究員よりアプリ案の提

案を行った。複数のアイデアが挙がったが、ここでは最終的に採択された案に

ついてのみ説明を行う。

　なお、2017年 10月 31日（於東京宗務庁）および11月 20日（於京都宗務

庁）に行われた広報活動会議において、本研究班の提案するアプリ案について、

プレゼンテーション報告を行った。

　以下の内容はその報告内容に基づき、適宜に追記・修正を行ったものである。

　・特別プロジェクト「広報のあり方について」報告書（本状）

スライド 1　「誰でも」「いつでも」使えるスマートフォンとは？①

スライド 2　スマートフォンの普及率について②

スライド 3　新宗教を含めた他教団のアプリの状況調査の結果

スライド 4　浄土宗が開発すべきアプリの領域について

スライド 5　アプリ企画の基本戦略（現状と目的）

スライド 6　【参考例】アビスリウムについて

スライド 7　【試作段階アプリ】極楽浄土公式アプリ（仮）

スライド 8　試作段階の紹介①

スライド 9　試作段階の紹介②
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【表１　浄土宗のＳＷＯＴ分析】
プラス要因 マイナス要因

【強み】Strength 【弱み】Weaknes

内
　
部
　
要
　
因

・教団の伝統と歴史は知名度と正当
性を生み、組織としての規模、動
員可能な人材の総量には優位性が
ある。
・念仏を中心とした教義はシンプル
で分かりやすい。また真宗と比較
すれば、教義上の縛りが強すぎず、
ゆるやかである。
・歴史と伝統のある寺院は地域にお
ける信頼度にすぐれ、社会活動な
ども信頼を得やすい。

・組織ガバナンスが充分に機能して
いるとはいえず、浄土宗としての
方向性のある戦略立案・実行が停
滞している。
・外部への情報発信を担う仕組み・
制度の整理、広報機関が機能して
いない。
・非科学的とみなされがちな教義
（来世信仰）ゆえに、僧侶自身が
その価値に気付かず、また一般社
会においても教義的な誤解が生ま
れやすい。

【機会】Opportunity 【脅威】Threat

外
　
部
　
要
　
因

・実践行・知識としての仏教ブー
ムが数年で表面化し、布教の機
会が開かれてきた。
・IT 技術の進化により、一般人と
のコミュニケーションの難易度
が下がり距離が近くなっている。
・先祖供養としての墓参りの慣習
が依然残っており、宗教的な感
性にアプローチするチャンスは
まだ残っている。
・政府が地域包括システムなど地
域ネットワークの再生を推進す
る中で、寺院の社会貢献活動や
地域における信頼度（ソーシャ
ルキャピタル）を再評価する機
運が高まっている。

・個人化の考え方が加速し、その
中で先祖供養の意識が弱くなる
傾向も加速している。
・仏教離れ、寺院離れを促進させ
る「サービス（事業）」、葬祭業者、
メディアの声が影響力を強くな
る一方、個別宗派の情報発信が
届いていない。
・日本社会は少子高齢化が加速し、
2016 年新生児は戦後初めて 100
万人を切り、布教対象が確実に
激減している。
・マスコミは宗派個別のアピール
は取り上げず（教科書問題は特
例）、経済的な問題（過疎寺院
問題、葬儀の料金など）で取り
上げることが増えている。
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■宗教系サービス（お坊さん便、派遣僧侶会社、葬儀社、都市部納骨堂）

　昨今の日本社会の個人化、情報取得の簡便性向上に伴う手軽さへのニーズ

へマッチした事業モデルを構築しているケースが多い。しかし、宗教という

「継続性」が重視される分野において、一般企業がその責務を「損益」を重

視する意識の中で果たせるかについては多大な疑義がある。

■マインドフルネス・スピリチュアリティ

　欧米、インテリ層を中心に宗教性とは別の「実践的精神統一の方法」とし

て捉えられている（ベンチマークとしてはヨガ）。今後、大きな影響力を持

つことも考えられる。

③Company：自社、包括法人浄土宗

■強みと弱み

　布教がしやすい「教義」、850年にも及ぶ「歴史と伝統」、江戸時代におい

ては為政者である徳川家の庇護を受けて獲得した「信頼」、全国各地への「影

響力と認知度」を持っている一方で、そのブランド価値を活かすための戦略、

行動を起こすための「機能した組織運営」がなされていない。

■全体

　「浄土宗」と「本山」「一般寺院」はそれぞれが対内的に切り離されて一体

感がないため、組織的な大きな活動に結びついていない。遠忌事業などに対

する各寺院の参加意識の度合いの低さなどはその顕著な例であろう。

（３）浄土宗のＳＷＯＴ分析

　以下に「自社＝包括法人 浄土宗」と想定した場合のＳＷＯＴ分析を示す。
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縮小傾向にある）。さらに世代交代や地理的距離が遠くなるなど様々な要因

から、寺檀の信頼関係が弱まり、将来的に「離檀」の可能性もはらんでいる。

連絡網としての寺檀組織も弱体化してきている。かろうじて仏教との接点を
持つ人材を、浄土宗の篤信の信徒へ育てていける可能性は残されている。

■檀信徒以外（一般）

　先祖供養・宗教（信仰）としての仏教ではなく、思想・知識や実践行とし

ての仏教への興味が強い傾向がある。「仏教」から「浄土宗」への興味・意
識の移行、落とし込みへどうアプローチするかが課題である。

②Competitor：競合、他宗教団体、宗教系サービスを提供する企業

■競合の明確化

　包括法人浄土宗の活動を「宗教活動（教義面）」と「運営活動（経営面）」

に分けて分析した。

■他宗教団体（既成仏教教団）

　教団の歴史と伝統が、一般社会からの「信頼」を獲得する要因となってい

る。一方、組織内部では慣習を重んじる風潮が強いため、時代の流れに合わ

せた柔軟な変革が阻害されている可能性が高い。

■他宗教団体（新宗教）

　団体の規模、資金力によって活動の幅はあるが、トップダウン型の組織構

造が機能しており、費用対効果が高いと想定される活動がなされている。し

かし、教団によっては、地域性が強いことや、教祖周辺のカリスマ性に依存

する傾向が強いため、一過性の流行り廃りがある場合が多い。
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　以上の３Ｃ分析およびＳＷＯＴ分析について、それぞれ「自社＝包括法人 

浄土宗」と想定した場合にどのような項目が挙げられるかを研究会で検討した。

以降は分析の結果としてもたらされた、まとめの部分だけを示す。

（２）浄土宗の３Ｃ分析

　以下に「自社＝包括法人 浄土宗」と想定した場合の３Ｃ分析を示す。

①Customer：市場、顧客・檀信徒

■社会全体

　日本社会は確実に人口減少、少子高齢が進み、そのマクロトレンドの中で

「個人の判断・行動」に偏りやすい生活環境が整っている。また情報取得が

簡易になっている中で、「（自他への）面倒を避けたい」意識が強まっており、

何事も簡易化しようという流れがある。とはいえ、「仏教」への接点、関心
がないとは必ずしも言えず、適切かつ効果的なアプローチの機会を継続的に
持つことで、効果的な布教の機会を得られる可能性がある。

■各寺院

　個別寺院のおかれた地域環境や経済状況に応じて実施可能な行動の選択肢

に異なりが生じているものの、浄土宗のブランド価値、基盤の重要性（宗の
知名度やガバナンス機能、宗門子弟教育の提供など）は依然需要がある。し
かし、一部の寺院はあまり恩恵を感じられていない状態でもある。

■檀信徒

　浄土宗と既存のつながりを持つ檀家では、個人化が進む中でも諸行事にお

いては「家族単位」での意識がいまだに残っている（ただし家族のサイズは
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　　　（外部環境）

　　・Opportunity（機会）：自社の事業にとってチャンスとなる外部要因

　　・Threat（脅威） ：自社の事業を脅かすような外部要因

　クロスＳＷＯＴ分析は、集めて整理した情報を、それぞれ掛け合わせること

で施策を立案するものである。

　なお、クロスＳＷＯＴ分析で最も重要なのは「強み×機会」の内容であり、

自社の強みを活かして機会を勝ち取り、市場における自社のプレゼンスを高め

ることにつながる。

・強み×機会：事業機会に対して自社の強みを活かした施策を検討する。

・強み×脅威：自社の強みを活かすことで、外部環境である脅威を機会に

変えてしまう施策を検討する。または脅威を回避した上で

強みを発揮できるような施策を検討する。

・弱み×機会：事業機会が見えているので、自社の弱みを克服・補強する

ことで事業機会を活かせるような検討をする。

・弱み×脅威：自社の経営資源も弱く、脅威が迫っている場合には事業撤

退を検討する。

【図2　ＳＷＯＴ分析（「経営を学ぶ～経営学・MBA・起業～」より）】
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業の業績（売上高、市場シェア、利益など）に着目し、自社の相対的な強

み・弱みを把握することにつなげる。

③自社（Company）分析…自社の経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）

や現状の戦略、施策を定性的・定量的に把握する。具体的には、売上高、

市場シェア、収益性、ブランドイメージ、技術力などを分析する。

【図1　３Ｃ分析（「経営を学ぶ～経営学・MBA・起業～」より）】

ⅱ、ＳＷＯＴ分析とは

　ＳＷＯＴ分析とは、企業が経営・事業・機能別の戦略を立案する際に、自社

の内部環境と自社を取り巻く外部環境を分析するときに使用するものである。 

　　　（内部環境）

　　・Strength（強み） ：自社の経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報など）

の中で競合企業に比べて優位性を保っている武器

　　・Weakness（弱み）：自社の経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報など）

の中で競合企業に比べて劣っているもの
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第２章　浄土宗の社会的ポジションの分析

（１）３Ｃ分析とＳＷＯＴ分析について

　アプリの具体的な提案に先だって、現在の浄土宗が置かれている社会的なポ

ジションを整理し、そのうえで広報戦略としてどのようなアプリの開発が望ま

しいかという点について分析を行った。これは、まず研究班の研究員同士にお

ける現状分析の隔たりをなくして問題意識を共有し、かつ目的を見失って間違

った方向に進まないように立ち返るべき原点をつくることを目的とするもので

ある。

　具体的には、企業や事業の現状分析に使われる３Ｃ分析ならびにＳＷＯＴ分

析という分析手法のフレームワークを用いて検討を行った（1）。

ⅰ、３Ｃ分析とは

　まず、３Ｃとは、「市場（customer）」、「競合（competitor）」、「自社

（company）」の頭文字から成り立っている。３Ｃ分析とは、自社ではコント

ール不可能な外部環境である市場と競合企業の分析から、競合企業に対する自

社の優位性を把握し、自社の製品・サービスが市場ニーズに合っているのかど

うか分析を行うものである。

①市場（Costomer）分析…自社が製品やサービスを投入している市場や、

その市場にいる顧客を把握する。市場規模や市場の成長性、顧客ニーズ、

購買の意思決定プロセスなどの観点から分析を行う。

②競合（Competitor）分析…競争企業の状況について把握する。競合企

業から市場シェアを奪う、守るといった視点で分析を行う。競合企業の数、

参入障壁、競合企業が打ち出している戦略、各企業の強み・弱み、競合企

（1）３Ｃ分析とＳＷＯＴ分析の手法については下記のウェブサイトなどを参照。
　　「経営を学ぶ～経営学・MBA・起業～」
　　http://keiei-manabu.com/strategy/comprehensive-environmentalanalysis.html
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など経済的な側面でも成功している。

　以上を踏まえて、開発すべきアプリの方向性としては、マインドフルネスや

曹洞宗の成功を参考にして、これを浄土宗に置き換えれば、分類Ⅰの「体験参

加型」は「念仏実践サポート」、分類Ⅲの「ユーザー目線」は「極楽浄土の疑

似体験」が考えられる。なお、分類Ⅱは浄土宗教団が非営利組織であり、かつ

仏法を広めるという目的を考慮すると課金型は考えにくく、無料サービス型と

するべきであろう。
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広報を意識したもの、あるいは宗教色の薄いマインドネス関係の体験型、

あるいは聖典内容紹介の閲覧型などが挙げられる。総じて外部開放型と位

置付ければよいのかもしれないが、無料サービスであっても、信者しか閲

覧しないことを前提で作成してあれば、冷やかし拒否型（教団信者向け）

と言えるだろう。

Ｃ. ユーザー目線に適うか否かといった分類方法

・概して使い勝手のよいもの（閲覧型でいえばシンプルで分かりやすい操作

性、体験型でいえば諸機能の精度が良好であること）がユーザー視点に適

うアプリであり、使い勝手が悪く諸機能の精度の低いものはユーザー目線

には堪えられないものとなる。ユーザー目線に叶わないものとしては、作

ってみました型や教団の特殊事情に沿ったアプリが挙げられる。

　このように既存仏教教団では曹洞宗がアプリ開発に力を入れており、他宗教

教団ではキリスト教、イスラム教、新宗教では幸福の科学のほか、創価学会な

どが水準以上のアプリを作成している。浄土宗は、「浄土宗全書テキストデー

タベース」「Web版新纂浄土宗大辞典」など経典や辞典等の検索閲覧において

は最先端であるが、スマートフォンアプリの開発においては遅れをとっている。

　比較的最近では天台宗が「一隅を照らす運動」に関する閲覧型のアプリをリ

リースしている。ただし、閲覧型のアプリは、ホームページで表示される情報

を、スマートフォン画面に最適化すれば事足りるので、今後開拓してゆくべき

領域とはいえない。いずれにせよ全般的に見れば、突出して大ヒットしたアプ

リはまだないということができるだろう。

　注目すべきは、宗教色の薄い「マインドフルネス」の体験参加型アプリの存

在である。これらのアプリは英語版のものも多いが、総じてユーザー目線から

みても完成度が高く、それゆえにダウンロード数が多い点が顕著であり、課金
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て宗教性を排除して、癒しやリラックスによってストレスを軽減し、睡眠

をサポートする、あるいは集中力を挙げるといった効果を喧伝するものが

多い。総じてスタイリッシュな画面となっており、対象ユーザーは女性目

線を強く意識して作られているように感じる。アプリをインストールした

時点では無料だが、後にステップアップした際に課金するシステムが採用

されており、最大で30000円ほどのコースまで用意するアプリもある。

ダウンロード数や評価が高いことを鑑みれば、市場としては十分に成立し

ており、課金を払うに足るだけの完成度を誇ったアプリが数多く存在して

いる。

（３）まとめ

　あくまでも研究主務による主観であるが、今回調査したアプリについて類型

化を試みるならば、以下のような分類方法を挙げることができよう。

Ａ. 体験（参加）型と閲覧型からなる分類方法。二つの型から構成される混

合型もある。

・体験（参加）型の代表として、勤行（修行／瞑想）サポート型や日記サ

ポート型が挙げられる。

・閲覧型として大きくは聖典閲覧、小さくは聖典等から一節をチョイスす

る今日の一言型が挙げられる。

・聖典閲覧は場合によっては勤行サポート型の体験（参加）型と位置付け

られる。

Ｂ. 有料サービス型と無料サービス型からなる分類方法。

・有料サービス型として、冷やかし拒否型（教団信者向け）が挙げられる。

・無料サービス型としては上記以外のその他もろもろとなる。一般に向けた
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評価も高い。体験型。

　5 － 7．Relax Melodies

・ダウンロード数5000万以上。★は4.6（評価数60951）。

・内容としてはホワイトノイズ環境音を搭載した睡眠補助アプリに特化さ

れたもの。広義のマインドフルネス・瞑想系に連なるものか。まったく

宗教色はない。英語のみだが、インターフェイスがよくできていて、い

ろいろな音や要素を組み合わせる方法の操作性がよく、多くの支持を得

ているのも納得ができる。無料だが有料版へのステップあり（￥360～

9800）。

・体験型の側面もあるが、マインドフルネス・瞑想系と比べるとややレク

チャーの機能は弱く、リラックスと睡眠補助に特化している。

　5 － 8．寝たまんまヨガ 簡単瞑想：リラックスした睡眠で不眠解消！

・ダウンロード数10万以上。ただし、類型140万ダウンロード突破と宣

伝されている。★は4.2（評価数3245）。

・「ヨガ」「瞑想」「マインドフルネス」と宣伝、どちらかといえば瞑想レ

クチャーというよりも睡眠補助の方に比重が大きい。おそらく20代～

50代女性がメインターゲット。就寝時に使用する場合はかなりの効力

があるという感想が多く届いている。基本的には横に寝ころがった時に

使うものだが、朝の通勤時に使うという場面設定も興味深い。音声は女

性の声で聴きやすかった（体験版のみ）。プラーナやチャクラなど、も

っともらしい専門知識に裏付けられていることを謳っている。

・体験型の側面もあるが、レクチャーの機能よりも睡眠補助やリラックス

に比重が大きい。

　5 － 9．マインドフルネス関連まとめ

　調査対象アプリは基本的に瞑想サポートのアプリであり、体験型と言え

る。そもそもマインドネスの定義がはっきりとしないものも多いが、あえ
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宗派性を薄めたマインドフルネス教と考えられる。他のマインドフルネ

ス関係のアプリとは異なり、自分の好きなタイミングでトレーニングを

スタートするのではなくて、通知機能を使って瞑想の課題とマインドフ

ルネスリマインダーを送り込むシステムとなっている。1日あたりの通

知の数や曜日、おおよその時間帯は選べるがやや不便に感じることもあ

る。

・体験型で音声によるレクチャー。曲を聴いて感じたことを答えさせるな

ど、ほかのマインフルネストレーニングよりもフランクな感じの指示内

容が多い。

　5 － 4．MINDFULNESS THE ART OF BEING HUMAN LIFE

・ダウンロード数10万以上。★は4.4。

・瞑想、知識、ゲームなどを通じてマインドフルネスを体験できる勤行

（瞑想）サポートアプリ。精神を集中することにより日常生活を充実さ

せるためのもの。課金してステップアップすることができる。初心者か

ら上級者までフォローしている。英語のみ。

・体験型である。

　5 － 5．5 分間の瞑想

・ダウンロード数5万以上。★は4.4.。

・音声による誘導のもと5分間の瞑想ができる勤行（瞑想）サポートアプ

リ。英語のみ。シンプルな内容でステップアップなどはない。気の向い

た時にできる気軽さがある。これくらいが適当か。

・体験型である。

　5 － 6．マインドベル

・ダウンロード数50万以上。★は4.4.。

・鈴を鳴らして静かに時間を過ごすという勤行（瞑想）サポートアプリ。

極めてシンプルであることに、その良さがある。ダウンロード数も多く、
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とんど感じられない。すべて英語のみ。聴いているだけでリラックスで

きるような音楽と画像（音声は女性）。穏やかになりたい人、瞑想、睡眠、

リラックス、集中したいとき、リラックスしたいとき、就寝時などに使

用する。自然の画像や音が好きな人にとってはかなりよいデザインか。

背景などをかなりの数から選ぶことができるなどユーザーを意識した仕

様となっている。無料だが有料版へのステップがある（￥105 ～

30200）。

・体験型で音声によるレクチャー。また深呼吸用のメトロノームのような

機能もある。

　5 － 2．Headspace

・ダウンロード数100万以上。★は4.6（評価数47638）。

・内容はマインドフルネス、瞑想の音声ガイドによる指南。宗教性はほと

んど感じられず、ストレス、集中力、瞑想、不眠対策などを目的とする。

コンテンツが充実しており、スポーツや食事、飛行機に乗る時に不安を

感じた時など、日常のさまざまな場面を想定したレクチャーが用意され

ている。一回当たり10分ほどのプラクティスとなっており、女性では

なく男性の聞きやすい声を採用していることが特徴的である。デザイン

面はかなり秀逸で、国境を越えて受け入れられている理由の一つでもあ

るだろう。無料だが有料版へのステップがあり（￥650～ 12400）、ス

テップアップの構造も分かりやすく提示されている。

・体験型で音声によるレクチャーのみ。

　5 － 3．Zenfy ＋マインドフルネストレーニングと瞑想エクササイズ

・ダウンロード数1万以上。★は4.1（評価数675）。

・日、週、時間を指定してメッセージを送り、マインドフルネスな生活を

管理するアプリ。女性向け。『anan』で取り上げられた。日本語対応あ

り。宗教性はほとんど感じられないが、「Zen」の名称は入っており、
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・天理教第三大経典「おさしづ」を年月別に閲覧できるアプリ。年→月と

タップすると経典が表示される。

　　－ 5．おふでさき

・ダウンロード数1000未満。

・根本経典である「おふでさき」が閲覧できるアプリ。1号～ 17号ごと

に表示→タップ→章ごとに表示→タップ→読み方、英語訳、中国語訳、

註釈が表示される。読み方の表示は信者にとって必要であろう。

・天理教でどのようなお勤めがなされているか寡聞にて承知していないが、

閲覧型であると同時に勤行サポートの側面があるのかもしれない。だと

すれば音声も欲しい。

　　－ 6．天理教教祖逸話編

・ダウンロード数1000未満。

・教祖の逸話が閲覧できるアプリ。逸話の見出し一覧、検索、逸話編から

構成される。キーワードから検索可能。教祖の事蹟を知る上では有益と

思われる。研修会、法話会？などでも活用が可能であろうか。教化上、

必要なコンテンツであろう。

　　－ 7．天理教まとめ

　公式アプリの有無不明であるが、調査対象となったもののなかでは聖典

閲覧アプリが目につく。閲覧型ではあるが、勤行サポートを目的とするの

であれば、音声も欲しいところである。それにしてもダウンロード数は多

くないように思われる。

　5．マインドフルネス関連／【Android】

　5 － 1．Calm

・ダウンロード数100万以上。★は4.6（評価数60951）。

・マインドフルネスの指南を音声ガイドによって行うアプリ。宗教性はほ
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て世界がつながる感覚を得られるとすれば、「つながる型」とも言える

側面がある。

　4 － 4．幸福の科学まとめ

　閲覧型の操作性について、シンプルな機能ほど適していることが認識、

確認できた。また今日の一言型についていえば、単なる言葉の紹介よりも、

信者の世界観が広がるようなメッセージ性が重視されている。

　4 － 5．天理教関連

　　－ 1．天理教会系統図

・ダウンロード数1000未満。★は4.8。

・親教会・子教会という教会の筋を重視する天理教において、教会の系統

が追えるアプリ。また教会の位置が地図上に表示される。できはあまり

良くない。

・作ってみました型。地図も閲覧型に含まれるか。

　　－ 2．天理教会マップ

・ダウンロード数1000未満。★は4.3。

・全国地図上に教会の位置が表示されるというそれだけのアプリ。

・作ってみました型。

　　－ 3．おつとめの時間

・ダウンロード数1000未満。★は4.3。

・本部における朝夕のお勤めの時間を掲示する。アプリ天理教においては

一定期間ごとに朝夕のお勤めの時間が移行するため、本部の時間にあわ

せておつとめをしたい教会、信者にとっては必要なアプリであろう。教

団事情に応じたアプリと言える。

・広い意味で勤行サポート型に含まれるだろう。

　　－ 4．おさしづ

・ダウンロード数1000未満。★は4.4。
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導者と信者の一対一の関係を重視する教団の体質が影響しているかもしれ

ない。

　4 － 4．幸福の科学関連

　　－ 1．幸福の科学最新ニュース

・ダウンロード数1000未満。★は4.8。

・教団ホームページのダイジェスト版をスマートフォンで閲覧するといっ

たアプリ。上半分に新着ニュース、法話・言霊公開情報、行事案内、機

関紙、幸福実現党などのアップデートニュースが表示され、下半分に、

幸福の科学についての概略（総裁、教え、活動内容、精舎・支部一覧な

ど）が表示される。操作性が高い。内外に向けた広報を目的としたアプ

リと考えられる。

・閲覧型である。

　　－ 2．幸福の科学への道

・ダウンロード数500未満。

・幸福の科学の精舎・支部への地図アプリ、アクセスマップ。位置情報機

能を使用。作ってみました型と言える。あるいは自己満足型か。ブラン

ディングを意識しているようには思える。とはいえ信者対象が前提であ

ろう。

　　－ 3．本日の格言

・ダウンロード数1000未満。★は4.7。

・総裁の著書の中のメッセージが送られてくるアプリ。毎朝8時に送信

される。通勤通学を意識した時間と思われ、スマートフォンをいじって

いる可能性が高い時間帯と言える。メッセージは1分程度で読める短

いもの。お気に入りに追加可能であり、バックナンバーも検索可能。ダ

ウンロードを薦める紹介アニメがかわいい。

・今日の一言型であり、閲覧型である。信者にとっては総裁の言葉を通じ
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・おそらく「冷やかし拒否型」と考えられる。

　　－ 5．創価学会関連まとめ

　関連情報の閲覧や交流を目的としたものは有料サービスであったり登録

制であったりするため、既成信者を対象としていると思われる。その分、

閉鎖的とも言え、冷やかし拒否型と位置付けることができる。その他は、

作ってみました型であった。

　4 － 2．立正佼正会関連／月刊「佼正」

・教団月刊誌講読の有料サービス。アプリをダウンロードした時点で、有

料で最新刊が自動ダウンロードされる設定になっている。いわゆる一見

さんお断り。信者専用アプリと言っていいだろう。

・冷やかし拒否型と言える。

　4 － 3．真如苑

　　－ 1．真如苑ビューアー

・ダウンロード数5000未満。★は4.5。

・一如社オンラインショップで購入した電子書籍を閲覧するためのアプリ。

ブックビューアー機能。教団関連の電子書籍購入が前提。つまりは信者

を対象としており、一見さんお断り。

・閲覧型であり、冷やかし拒否型とも考えられる。

　　－ 2．聖地コンパス

・現在位置から真如苑聖地への距離、方角を表示。信者を対象にした地図

アプリ、アクセスマップである。報告によれば、位置情報機能の精度が

低く、本来の目的を達し得るか疑問であるという。もっとも報告者から

は、真如苑の教義に聖地信仰がはたしてあるのかという疑義が呈された。

・作ってみました型か。

　　－ 3．真如苑関連まとめ

　両アプリとも対象を信者に定めた内部向けのものと考えられる。宗教指
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こではアプリを有料サービスとすることで冷やかし的な閲覧、あるいはダ

ウンロードを拒否するパターンがあるように見受けられた。また教団独自

の事情に基づくアプリも見られた。

　4 － 1．創価学会関連

　　－ 1．SEIKYOU　ON　LINE

・ダウンロード数1万未満。★は4.5。

・おそらく唯一、教団作成によるもの。聖教新聞など、紙ベースの情報を

PDFで見ることができる。スマホでは読みにくいはずであるが、有料

サービスであることから信者向けと考えるのが妥当だろう。WEBマガ

ジン程度の位置付けであろうか。

・閲覧型である。

　　－ 2．シンプル唱題記録

・ダウンロード数1000未満。★は3.0。

・唱題を唱える時間を指定してタイマー機能を用いるアプリ。累計時間と

1分間に60回唱えることとして唱えた回数が記録される。機能は極め

てシンプル。

・学会作成か否かは不明。作ってみました型と言える。

　　－ 3．教学任用問題集（教学入門編）

・ダウンロード数1000未満。★は4.6。

・カテゴリー別の問題集となっており、正解率によりA～D評価が下さ

れる。問題数が少ないので繰り返し使用することはないだろう。歴史編

もあるらしい。

・教団事業を反映するアプリと言えるが、作ってみました型と言える。

　　－ 4．ソーシャルメディア　SOKA　net

・会員相互の交流を図るためもの。Facebookから登録。いわゆる一見さ

んお断り。
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　3 － 4．The Holy Rosary

・ダウンロード数100万未満。★は4.7。

・ローマカソリックに関連するアプリであり、「マリアとともに祈る」を

コンセプトとした勤行式サポートアプリのようである。トップページの

マリア像に自身があるようであり、検索に有利という側面があるかもし

れない。

・実践サポートのアプリである。

　3 － 5．Muslim Pro

・ダウンロード数1000万未満。★は4.7。

・イスラム教に関連するアプリで、正しい礼拝を促すことを目的とする。

勤行式サポートのようであり、またコンテンツとして「今日の一節」が

ある。イスラム教のアプリ検索も膨大な量がヒットする。ただし我が国

唯一のイスラム教信者団体（宗）日本ムスリム協会の公式アプリはなさ

そうである。イスラム教の教えは生活と密着しているため、信仰サポー

ト型のアプリは不可欠と思われる。またモスクの所在、ハラル料理店の

所在など情報提供も行っている。

・礼拝のサポートを中心とした参加型・体験型。ただし、今日の一節やハ

ラル料理店の情報提供の点では閲覧型である。

　3 － 6．キリスト教・イスラム教まとめ

　膨大な量のアプリが存在していると予想されるものの、調査対象アプリ

では勤行・礼拝サポート機能と聖典・聖句閲覧機能の二方面を認めること

ができた。

　4．新宗教教団関連アプリ／【Android】

　 創価学会関連4件、立正校正会関連1件、真如苑関連2件、幸福の科

学関連3件、天理教関連6件、その他1件について調査対象とした。こ



＊ 31

　3．キリスト教・イスラム教関連／【Android】

　キリスト教でアプリを検索すると膨大な数になり、特定の教団・教派の

公式アプリが存在するのか、どれがそうなのか、判別がつかない。調査対

象となったアプリは総じて信仰を深めることを目的とし、聖句の紹介や礼

拝のサポートをコンテンツとする。

　3 － 1．聖書

・ダウンロード数1億未満という突出した数値。★は4.7。

・Life Churchなる団体が作成したアプリ。研究代表が調べたところによ

るとTV布教を中心としたカルト教団のようである。日本語をはじめ

各国語による聖書を読むことができる。コンテンツとして「今日の聖

句」がある。

・聖書を広く読んでもらうための閲覧型である。

　3 － 2．Vacican.va

・ダウンロード数10万以上。★は4.5。

・ローマ法王庁公式アプリ。ローマ法王のメッセージを逐次伝える。また

ヴァチカンのヴァーチャルツアーを体験できる。ただしイタリア語を使

用しているため、内容までは把握できなかった。

・閲覧型であるが、一部体験型も兼ね備える。

　3 － 3．THE　ROPE　APP

・ダウンロード数10万以上。

・カソリックに関連するアプリであり、フランシスコ法皇の言動を伝える

ことに目的を特化。上記に対し世界のカソリック信者を対象としたもの

か。研究代表によれば、最も影響力のあるアプリという。

・閲覧型と判断して良い。
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どの宗派も1つは無料のものがある（浄土宗は「十念」）。録音機能があ

り、知り合いのお寺さんで録音して頂いて使うことができるとの記載が

ある。

・画面の中央上部に遺影の表示スペースがあるのがこのアプリの特徴。10

枚まで登録可能（表示は一枚ずつ）。アプリのコンセプトは仏壇がなく

ても墓参りに行けなくても、思い立った時に故人に思いを馳せることが

できるというもの。

　2 － 4．一隅を照らす運動アプリ（天台宗）

・ダウンロード数は5000未満。★は5.0（評価数7）。

・「一隅を照らす運動」の公式アプリ。運動に関わるお知らせや活動内容

について発信。内容は、行事予定・お知らせ、仏教今日のひとこと、一

隅チャンネル、しょうぐうさんブログ、救援協力のご案内、写経のご案

内、お問い合わせ。

・一隅を照らす運動の特設ホームページを、スマートフォン用に最適化し

て、見やすく整理を行ったアプリ。閲覧型である。

　2 － 5．寺旅コンシェルジュ－慈覚大師円仁－（天台宗）

・ダウンロード数は5000未満。★は3.8（評価数11）。

・慈覚大師円仁ゆかりの寺院等の拝観情報や各寺院の持つ歴史やおすすめ

ポイント、さらには全国各地の音声を紹介する。円仁クイズやGPSを

利用したスタンプラリーの機能もあり、さらに天台宗関連のイベント情

報が届けられる。閲覧型である。

・慈覚大師円仁の1150年御遠忌事業として作成された。

・製作者チームに直接話を聞く機会があったが、今振り返ってみると、ホ

ームページとして作成して、スマートフォンに最適化するだけで充分な

内容であったかもしれない。「スマホならでは」というアイデアが欠け

ていた、とのことであった。
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登録すると一覧表が出るので忘備にはなるが、カレンダーと連携したア

ラート機能などはない。リリース後、一度もアップデートなし。

・お勤めの補助という点からいえば体験型。また音声と偈文の意訳を表示

できる点は閲覧型の機能もうまく取り込んでいるといえる。また、年回

表や故人の没年登録もできる。

　2 － 2．浄土宗勤行式、浄土三部経、浄土宗偈文集

・勤行式アプリのダウンロード数は5000未満。★は4.8（評価数6）。

・三部経アプリのダウンロード数は5000未満。★は4.6（評価数8）。

・偈文集アプリのダウンロード数は5000未満。★は4.7（評価数13）。

・勤行式と偈文集は姉妹版アプリ。勤行式は浄土宗日常勤行式の各偈文が

閲覧でき（ルビ、博士もついている）、三部経は浄土三部経の経文が閲

覧できる。偈文集アプリは、偈文や誦経を自由に並び替え・組み換えを

して使用でき、リン機能もついている。

　2 － 3．おまいり～お経でお参り～

・ダウンロード数は不明。★は2.5（評価数83）。

・無料だが、App内の課金あり（￥240／ 1偈文・経典）。

・お墓参りの補助アプリ。近親者を亡くした人で、仏壇がない、墓参りに

いけない人をターゲットに選んでいる。黒背景で、上部に遺影、その下

に偈文セレクト＆再生、木魚、鈴の3つのボタンがあるだけのシンプ

ルなデザイン。遺影を表示できるため、遺族であればある程度の時間は

使用すると思われる。木魚と鈴のボタンがあり、遺影を表示し、お経を

再生しながら自由に打てる。体験型。

・真言宗2派、曹洞宗、日蓮宗、浄土宗、真宗2派のお経に対応。ただ

し、読経のクオリティが非常に低く聞くに堪えない。偈文等が表示され

ることはなく音声のみなので、自身のお勤めの補助ではなく、音声によ

る供養もしくはBGMとしての役割。基本的に偈文は1つ 240円だが、
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・永平寺町作成のアプリ。宗教性はない。観光情報や防災情報を得ること

ができる。ネーミングは検索を意識してか。ちなみに永平寺町には寺と

門前町による「禅の里まちづくり実行委員会」があり、Webサイトが

ある。

　1 － 7．曹洞宗関連アプリまとめ

　曹洞宗色を打ち出すアプリ「心の鏡」よりも宗教色の少ないアプリ「心

のノート」のダウンロード数が圧倒的に多い。この点を曹洞宗がどのよう

に捉えているか、興味が注がれる。また操作性が不十分なアプリもあり評

判は芳しくない。また類型の分類としては記録型、癒し型、今日の一言型、

体験型、参加型、閲覧型、作ってみました型などの視点が得られた。

　2．仏教系各宗派関連／【Android】【iOS】

　2 － 1．おつとめ（浄土宗のおつとめ）【iOS】

・ダウンロード数不明。★は5.0（評価数4）。

・iOSのリリースのみで、有料（￥480）。

・浄土宗の日常勤行式に関するアプリで、音声と偈文の意訳が表示され、

一緒にお勤めができる。基本的には「お勤めの補助」が目的。各偈文に

意訳が付されていたり、年忌表機能があったりすることから、作成者は

檀信徒を想定していると思われる。しかし、式次第に相当する目次がな

い点や、いわゆる「西日本用」と「東日本用」という2通りの勤行を搭

載したことによって、一般の檀信徒やユーザーには使い方が理解できな

いのではないか。五重相伝などを受けたことのあるような篤信の檀信徒

や「お経の会」等に参加経験があるようなユーザー、もしくは勤行の練

習をしたい寺族の練習用として需要はあると思われる。偈文の音声を再

生中に「偈文」と「意訳」を切り替えられて、どちらも参照できるのは

便利。読経のクオリティは非常に高い。年忌表は故人の没年や法名等を
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も搭載。ただし操作性がスムーズでなく、イライラすることもある。

・類型化すれば、体験型、参加型。

・斬新でユニークな機能もあるが、全体としてはとりあえず試作的に作っ

てみました感がある。類型を「作ってみました型」と命名しておきたい。

　1 － 3．「曹洞宗経典」

・ダウンロード数1万未満。★は4.2（評価数145）。

・曹洞宗で用いる経文・偈文を閲覧できるアプリ。コマンドの位置が分か

りづらいなど操作性に問題あり。「作成しない方がいい」との辛辣なコ

メントもあった。

・類型化すれば典型的な閲覧型。曹洞宗色そのもの。とりあえず、作って

みました型。

　1 － 4．梅花流詠讃歌練習

・ダウンロード1000未満。★は5.0（評価数2）。

・詠讃歌の練習サポート用アプリ。　譜面歌詞付。詠讃歌リストが示され

るが音声付きは3曲のみ。音声も悪い。拍数、鈴の音なども出る。調

律機能もある。ただし研究会では総じて評判が悪かった。

・類型化すれば、体験型、参加型、作ってみました型ということか。タブ

レット向きでは。

　1 － 5．ソウセイ

・ダウンロード1000未満。★は5.0（評価数6）。

・曹洞宗青年会の活動情報、告知などを閲覧するためのアプリ。報誌

『sousei』も閲覧できる。その他「法要公務帳」（『法要集』に該当か？）

が画像・映像とともに閲覧できる。

・対象を曹洞宗青年会に特化した情報誌、広報誌代わり閲覧型。

　1 － 6．永平寺町 AR アプリ ZEN

・ダウンロード1000未満（評価数0）。
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（２）他教団のスマートフォンアプリの開発状況の考察

　他教団のスマートフォンアプリの開発状況について、各研究員による報告を

もとに研究会で討議を行った。各調査票はチェック項目が多岐にわたり煩瑣で

あるため掲載は控え、以下に研究主務が特記事項を抽出して類型化した全体の

まとめのみを記す。

　なお、Androidと iOSの両方がある場合は、Android版での調査を優先した。

ダウンロード数や評価数および各機能等は、調査を行った2017年 4月当時の

ものである。

　

　1．曹洞宗関連／【Android】

　伝統的な仏教教団の中ではもっとも積極的にアプリの作成を行っている。

ホームページや寺院検索システムなども充実しており、ウェブ環境全体に

対する意識が高い。なお、アプリの中でダウンロード数が一番多いのが

「心のノート」で10万以上（評価数1276）、あとは1万未満であった。

　1 － 1．「心のノート」

・ダウンロード数10万以上。★は4.4（5点満点、評価数1276）。

・質問形式により自己を振り返る日記機能アプリ。デザイン性に富む。今

日の一言／一話がある。宗教性・曹洞宗色はあまり強くない。曹洞宗の

意図が気になるところである。

・類型化するとすれば、「記録型」「癒し型」であり、「今日の一言型」「体

験型」「閲覧型」を兼ね備える。

・バージョンアップによる未対応機種が発生。その点が評価に影響している。

　1 － 2．「心の鏡」

・ダウンロード数1万未満。★は4.0（評価数136）。

・坐禅・写経・巡拝のサポート。曹洞宗の説明があり寺院検索も可能。曹

洞宗色を全面に打ち出す。タップすれば木魚の音がするなど遊びツール
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第１章　他教団におけるスマートフォンアプリの開発状況の調査

（１）開発状況のチェック項目と調査教団

　まず、他教団においてすでに作成されたスマートフォンアプリの調査を行っ

た。これは同じ宗教教団が競合しているアプリ市場の現況を分析することで、

市場にはまだ参入の余地があるのか、また浄土宗はどのようなポジションのア

プリを作成すべきか、という点を明らかにすることを目的としたものである。

　調査の手法としては、各研究員に担当の教団を割り当て、実際にアプリ

（iOS／Android）をダウンロードして、数週間にわたってその挙動を検証し、

下記のチェック項目の印象について報告をまとめた。

他教団のスマートフォンアプリの開発状況チェック項目

1、宗教性
　　①宗教性は感じられるか
　　②教義に関連するか
　　③教団のブランドイメージを高めているか
　　④教団の教化活動と連動しているか

2、アプリの特性
　　①想定されるターゲット像（年齢・性別など）
　　②どのような場面で使用されるか（利用シーン）
　　③ネイティブアプリか、ウェブアプリか？
　　④色合いやデザインに特徴はあるか

3、アプリの挙動
　　①触っていて、5分以上触りたいと思うか（楽しいか）
　　②体験型か（スマホを動かすなどで反応があるか）
　　③使用中に通信は必要か

4、アプリの評価
　　①リリース日
　　②（推定）ダウンロード数
　　③ユーザーの★評価
　　④ユーザーの具体的な声
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第11回研究会　平成29年 7月 31日　アプリの具体的な提案の検討

第12回研究会　平成29年 8月 28日　アプリの具体的な提案の検討

第13回研究会　平成29年 9月 4日　アプリ作成業者案の検討

第14回研究会　平成29年 9月 15日　アプリ作成業者との打ち合わせ

第15回研究会　平成29年 9月 25日　アプリ作成業者案の検討

第16回研究会　平成29年 9月 29日　広報活動会議プレゼン（東京）

第17回研究会　平成29年 10月 2日　念仏サポートアプリの提案

第18回研究会　平成29年 10月 16日　念仏サポートアプリの検討

第19回研究会　平成29年 10月 30日　念仏サポートアプリの検討

第20回研究会　平成29年 11月 6日　広報活動会議プレゼンの検討

第21回研究会　平成29年 11月 13日　広報活動会議プレゼンの検討

第22回研究会　平成29年 11月 20日　広報活動会議プレゼン（京都）

第23回研究会　平成29年 11月 27日　報告書の作成について

第24回研究会　平成29年 12月 11日　報告書の作成について

第25回研究会　平成29年 12月 18日　報告書の作成について

第26回研究会　平成29年 12月 25日　報告書の作成について

第27回研究会　平成30年 1月 22日　報告書の作成について

第28回研究会　平成30年 1月 29日　報告書の作成について

第29回研究会　平成30年 2月 26日　報告書の作成について

第30回研究会　平成30年 3月 26日　報告書（補説）の作成について
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　　４．広報プロモーションおよび開発スケジュールに関する検討

（１）同唱十念運動Ａ・Ｂ・Ｃ

（２）念仏アプリと各種イベントの連携

（３）アプリ使用者へのプレゼント企画

（４）アプリのアップデート（追加機能など）

（５）他アプリとの連携

（６）二河白道ＶＲ制作

（７）浄土宗教師向けプロモーション

【補説】同唱十念運動の一般向け案「どうしようプロジェクト」について

　　５．まとめ

　以上の調査や分析を行った上で本報告書を作成した。なお、上記の１～５は

本報告書の各章目（第１章～第５章）とそれぞれ符合している。

（３）研究会の開催日

　研究会の開催日と議題は下記の通りである。

第1回研究会　平成29年 4月 3日　研究の目的と方法について

第2回研究会　平成29年 4月 24日　各教団のアプリ開発状況について

第3回研究会　平成29年 5月 8日　３Ｃ分析について

第4回研究会　平成29年 5月 15日　３Ｃ分析について

第5回研究会　平成29年 5月 22日　ＳＷＯＴ分析について

第6回研究会　平成29年 6月 5日　ＳＷＯＴ分析について

第7回研究会　平成29年 6月 12日　ＳＷＯＴ分析について

第8回研究会　平成29年 6月 26日　アプリの具体的な提案について

第9回研究会　平成29年 7月 3日　アプリの具体的な提案について

第10回研究会　平成29年 7月 10日　アプリの具体的な提案の検討
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③	 平成30年度に総長公室において業者選定・開発・リリースを行うこと

が目標とされていること。

　本研究会では、以上の依頼要件を勘案したうえで、平成29年度中に総長公

室に対して檀信徒向けスマートフォンアプリに関する企画・提案を行うものと

する。

（２）研究会の内容とその手順

　檀信徒向けスマートフォンアプリの具体案を提案するにあたって、次の手順

で研究会の活動を行った。

　　１．他教団におけるスマートフォンアプリの開発状況の調査

（１）開発状況のチェック項目と調査教団

（２）他教団のスマートフォンアプリの開発状況の考察

（３）まとめ

　　２．浄土宗の社会的ポジションの分析（３Ｃ分析、ＳＷＯＴ分析）

（１）３Ｃ分析とＳＷＯＴ分析について

（２）浄土宗の３Ｃ分析

（３）浄土宗のＳＷＯＴ分析

　　３．アプリの具体的な提案に関する検討

（１）「誰でも」「いつでも」使えるスマートフォンとは？

（２）スマートフォンの普及率について

（３）新宗教を含めた他教団のアプリの状況調査の結果

（４）浄土宗が開発すべきアプリの領域について

（５）アプリ企画の基本戦略（現状と目的）

　　【参考例】アビスリウムについて

　　【試作段階アプリ】極楽浄土公式アプリ（仮）

（６）試作段階の紹介
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総長公室委託プロジェクト

「檀信徒向けスマートフォンアプリに関する研究」
報告書

平成二十九年度　研究成果報告書

研究班メンバー：

代表　　　　　戸松義晴

主務　　　　　袖山榮輝

研究員　　　　齊藤舜健、名和清隆、東海林良昌

嘱託研究員　　工藤量導、石上壽應

研究スタッフ　大橋雄人、遠田憲弘、苅部尭應

はじめに

（１）研究目的

　本報告書は、総長公室の依頼にもとづき、平成29年 4月 1日より組織され

た浄土宗総合研究所特別プロジェクト「檀信徒向けスマートフォンアプリに関

する研究」の成果報告である。

　当研究班は、浄土宗の広報活動計画の一環に位置付けられる「檀信徒向けス

マートフォンアプリ」を開発するための企画・提案を目的として発足した。

　総長公室の依頼要件は下記のとおりである。

①	 Webを活用した広報活動の一環として、ニーズ、流行、他宗派の事例

を踏まえること。

②	 スマートフォンアプリと連動した事業やプロモーション活動について、

広報の観点から効果が期待される場合は、併せて企画提案すること。
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・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
　27日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）
・教学研究Ⅱ　（午前）�　 （総合研究所分室）
・教学研究Ⅱ　（午後）� （総合研究所分室）
　28日
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）

3月

5日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
7日
・布教研究　� 　（総合研究所）
8日
・法式研究� （京都・大本山金戒光明寺）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
12日
・教学研究Ⅰ� （浄土宗宗務庁　東京第1会議

室）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
�  （総合研究所）
13日
・教学研究Ⅱ� 　（総合研究所分室）
14日
・布教研究（午前）� （総合研究所）
・布教研究（午後）

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
15日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
19日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教� （総合研究所）
・法然上人御法語集第4・5巻
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
26日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ� 　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
27日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）



＊ 19

・現代における老いと仏教研究
� （東京・亀有地区センターホール）
　22日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究�（総合研究所）
　23日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　24日
・布教研究�（浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・災害対応の総合的研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
・法式研究　� （教化研修会館　道場）
　29日
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ　� 　（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
　30日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　31日
・教学研究Ⅱ� （総合研究所分室）

2月

　3日
・現代における老いと仏教�（東京・香念寺）

　5日
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教
� （東京・大本山増上寺）
・教学研究Ⅰ� （浄土宗宗務庁　東京第1会議

室）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
　6日
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　7日
・布教研究� 　（総合研究所）
・浄土宗における社会実践　（カウンセリン

グ）� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
　13日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究�（総合研究所）
　14日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）
　19日
・浄土宗総合研究所公開シンポジウム
� （大本山増上寺　光摂殿）
　20日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・法式研究　� （東京・大本山増上寺）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
　21日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　26日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� 　　　（総合研究所）



＊ 18

12月

　4日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
　5日
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
　6日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　7日
・布教研究　� 　（総合研究所）
　11日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・法式研究　� （総合研究所）
　12日
・布教研究　� 　（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� 　（教化研修会館　多目的ホール）
　13日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　14日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成　
� （京都・文教高校）
　15日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
　� （京都・文教高校）
　18日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・現代における老いと仏教研究
� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・法式研究　� （総合研究所）
　19日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・教学研究Ⅱ�（教化研修会館　多目的ホール）
　20日
・布教研究　　� 　（総合研究所）
　25日
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （人文情報学研究所）
 

1月

　9日
・布教研究　� 　（総合研究所）
　10日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　15日
・教学研究Ⅰ�（浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
　16日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （教化研修会館　多目的ホール）
　19日
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　30日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ　　� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・法式研究　　� （総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

11月

　1日
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　2日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　6日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
　7日　
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　10日
・法式研究　� （東京・大本山増上寺）
　13日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
　14日
・現代における老いと仏教研究
� （東京・香念寺）

・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
　16日
・布教研究　� （総合研究所）
　17日
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　20日
・教学研究Ⅰ
� 　（浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・現代における老いと仏教研究
� （総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
　21日
・布教研究　� 　（総合研究所）
・浄土宗総合研究所公開シンポジウム
� （浄土宗宗務庁　京都3階講堂）
　27日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・法式研究　� （総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　28日
・災害対応の総合的研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　29日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　30日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）



＊ 16

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）
・教学研究Ⅰ� 　　（総合研究所分室）
　26日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）
　27日
・布教研究　　� 　　　（総合研究所）
・教学研究Ⅱ　　� 　（総合研究所分室）
　28日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・教団付置研究所懇話会　平成29年度年次大

会� （東京・曹洞宗宗務庁）
　29日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　　　　　　　　（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　 

10月

　2日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
� 　　（大本山増上寺）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・教学研究Ⅰ　� （総合研究所分室）
　3日

・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　4日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　6日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　10日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　11日
・布教研究� 　（総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　12日
・法式研究� （教化研修会館　道場）
　16日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
　17日
・布教研究　　� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
　20日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　24日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （教化研修会館多目的ホール）
　26日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� 　　（総本山知恩院）
　27日
・布教研究　� （総合研究所）
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研究� （総合研究所）
・法式研究　　　　� 　（総合研究所）

8月

　1日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　4日
・法式研究　� （総合研究所）
　8日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　19日～ 25日
・浄土宗基本典籍の英訳研究
�  （カナダ・トロント大学）
　21日
・次世代継承に関する研究�（埼玉・浄念寺）
・現代における老いと仏教� （総合研究所）
　25日
・災害対応の総合的研究� （総合研究所）
　28日
・次世代継承に関する研究　�（総合研究所）
・現代における老いと仏教
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化 
� （総合研究所）
　30日
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　 

9月

　1日
・布教研究　　　� 　（総合研究所）
　4日

・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する
研究� （総合研究所）

・法式研究　�（京都・大本山百萬遍知恩寺）
　5日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　　　　　　（総合研究所）
・法式研究　� （総合研究所）
　8日
・布教研究　� 　（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　11日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　（総合研究所）
　12日
・布教研究　� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
�（石川・西圓寺、シェア金沢、B`s 行善寺）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　� （総合研究所）
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　13日
・教学研究Ⅱ� 　（総合研究所分室）
　14日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　19日
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　20日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　25日
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
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7月

　1日
・次世代継承に関する研究�（埼玉・浄念寺）
　2日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（武蔵野大学）
　3日
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ　　� 　（総合研究所）
・教団付置研究所懇話会実行委員会
� （曹洞宗総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　4日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　5日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・布教研究　　� （総合研究所）
　6日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・法式研究�（浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
　10日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　� （総合研究所）
・現代における老いと仏教　
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・教学研究Ⅰ　� 　（総合研究所分室）
　11日
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� （総合研究所分室）
　12日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　18日
・現代における老いと仏教�（東京・香念寺）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
� 　（総合研究所分室）
　19日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　20日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所分室）
　24日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （教化研修会館　大ホール）
　25日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　26日
・教学研究Ⅱ　� 　（総合研究所分室）
　28日
・布教研究　� 　　（総合研究所）
　31日　　
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　（総合研究所）
・現代における老いと仏教
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する
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� （総合研究所分室）
　7日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　8日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　9日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （東京・真福寺）
　12日
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・現代における老いと仏教研究
� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化　
� 　　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・布教研究　　� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　13日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （教化研修会館多目的ホール）
　14日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・布教研究　　　� （総合研究所）
　15日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　16日
・布教研究　� 　　（総合研究所）
　19日
・災害対応の総合的研究
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅱ　　　� （東京・祐天寺）
　20日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・布教研究　� 　　（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　21日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� 　　　 （総合研究所分室）
　22日
・浄土宗基本典籍の英訳研究
� （福岡・弘善寺）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成 
�  （総合研究所分室）
　23日
・浄土宗基本典籍の英訳研究　　
� （福岡・弘善寺）
　26日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ　� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
�  （総合研究所）
　27日
・シンポジウム打ち合わせ�（総合研究所分室）
　28日
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　30日
・布教研究　� （総合研究所）
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・布教研究� 　　　（総合研究所）
　8日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　　（総合研究所）
・教学研究Ⅰ　� 　　（総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　� （総合研究所）
・法式研究　� 　　　（総合研究所）
　9日
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （総合研究所分室）
　11日
・法式研究　　� （総合研究所）
　12日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　15日
・教学研究Ⅰ� 　　（総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　　� （総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・法式研究　� 　　（総合研究所）
　16日
・シンポジウム打合せ　�（総合研究所分室）
　17日
・教学研究Ⅱ　� （総合研究所分室）
　18日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　19日
・布教研究　� 　　（総合研究所）
　22日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・教学研究Ⅰ　� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　　（総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　　　� （総合研究所）
　23日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・シンポジウム打ち合せ�（総合研究所分室）
　26日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　29日
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
� 　（総合研究所）
　30日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・災害対応研究　　� （総合研究所）
・シンポジウム打ち合せ�（総合研究所分室）
・教学研究Ⅱ　　　� （総合研究所分室）
　31日
・教学研究Ⅱ　　� （総合研究所分室）

6月

　2日
・布教研究　� （総合研究所）
　5日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　　（総合研究所）
・教学研究Ⅰ� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
　6日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
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4月

　3日
・法然上人御法語集� （総合研究所）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究� （総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
�  （総合研究所）
・浄土宗のコーポレートガバナンスについて
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
　4日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　5日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　10日
・教学研究Ⅰ� 　　　（総合研究所）
・法式研究　　　� 　　（総合研究所）
　12日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　14日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
　17日
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� （総合研究所）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・現代における老いと仏教研究
� （総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� （教化研修会館多目的ホール）

　18日
・浄土宗基本典籍の英訳研究（総合研究所）
　21日
・布教研究　� 　（総合研究所）
　24日
・法然上人御法語集� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
�  （総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・檀信徒向けスマートフォンアプリに関する

研究　� （総合研究所）
　26日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）
・『浄土宗僧侶生活訓』の作成
� 　（浄土宗宗務庁　京都第3会議室）
　27日
・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）

5月

　1日
・法然上人の御法語集� （総合研究所）
・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
� 　（総合研究所）
・浄土宗における社会実践（カウンセリング）
� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）
・次世代継承に関する研究� （総合研究所）
・法式研究　� 　（総合研究所）
　2日

浄土宗総合研究所活動一覧
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
主　務 柴田泰山

研究員
袖山榮輝
佐藤堅正 齊藤舜健

嘱託研究員
坂上雅翁 石上壽應 工藤量導
石田一裕

研究スタッフ 大橋雄人 杉山裕俊

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
研究代表 藤本淨彦
主　務 齊藤舜健

研究員
市川定敬 井野周隆 田中芳道
八橋秀法

嘱託研究員
曽田俊弘 伊藤茂樹 南宏信

米澤実江子

研究スタッフ
西本明央 角野玄樹 岩谷隆法
永田真隆
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
主　務 戸松義晴
研究員 佐藤堅正

嘱託研究員 北條竜士 石田一裕 Jonathan Watts

研究スタッフ
高瀬顕功 小林惇道 平間理俊
松濤芙紀

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
研究代表 戸松義晴
主　務 市川定敬

研究員
井野周隆 齊藤舜健 田中芳道
八橋秀法

嘱託研究員 南宏信 米澤実江子

研究スタッフ
薊法明 西本明央 前田信剛

角野玄樹 林雅清 原マリ

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究

研究代表 坂上典翁
主　務 中野孝昭

研究員
西城宗隆 柴田泰山 荒木信道
八橋秀法

嘱託研究員
大澤亮我 中野晃了 田中康真
山本晴雄 清水秀浩 石田一裕

粟飯原岳志
研究スタッフ 廣本栄康 渡辺裕章 八尾敬俊

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　布教研究
研究代表 今岡達雄
主　務 後藤真法
研究員 宮入良光 八木英哉

嘱託研究員 郡嶋昭示

研究スタッフ
大高源明 宮田恒順 伊藤弘道
遠田憲弘 中川正業
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【総合研究】　総合研究プロジェクト　災害対応の総合的研究
研究代表 今岡達雄
主　務 宮坂直樹

研究員
戸松義晴 袖山榮輝 曽根宣雄

東海林良昌 吉田淳雄
嘱託研究員 石田一裕

研究スタッフ
石川基樹 小川有閑 問芝志保
小林惇道 高瀬顕功 藤森雄介
鷲見定信

【総合研究】　総合研究プロジェクト　現代における老いと仏教
研究代表 戸松義晴
主　務 東海林良昌

研究員
中野孝昭 名和清隆 宮入良光
八木英哉 吉田淳雄

嘱託研究員 工藤量導

研究スタッフ
伊藤竜信 小川有閑 小林惇道
下村達郎 高瀬顕功 中村悟眞

【応用研究】　応用研究プロジェクト　法然上人御法語集第４・５集
主　務 林田康順

研究員
袖山榮輝 佐藤堅正 曽根宣雄

東海林良昌 和田典善

嘱託研究員
吉水岳彦 石上壽應 石川琢道
郡嶋昭示 石田一裕 工藤量導

研究スタッフ 大橋雄人 杉山裕俊

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の電子テキスト化
主　務 佐藤堅正

研究員
齊藤舜健 後藤真法 柴田泰山
市川定敬

嘱託研究員
工藤量導
石川琢道

研究スタッフ 大橋雄人
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平成29年度　研究課題別スタッフ一覧
【総合研究】　総長公室委託プロジェクト　檀信徒向けスマートフォンアプリに関する研究

研究代表 戸松義晴
主　務 袖山榮輝

研究員
齊藤舜健 東海林良昌 名和清隆

嘱託研究員 工藤量導 石上壽應
研究スタッフ 大橋雄人 苅部尭応 遠田憲弘

【総合研究】　総合研究プロジェクト　『浄土宗僧侶生活訓』の作成
研究代表 藤本淨彦
主　務 井野周隆

研究員
齊藤舜健 市川定敬 田中芳道
柴田泰山 八橋秀法

嘱託研究員
安達俊英 伊藤茂樹 曽田俊弘
中川正業 南宏信 善裕昭
上野忠昭 米澤実江子

研究スタッフ 角野玄樹

【総合研究】　総合研究プロジェクト　次世代継承に関する研究
研究代表 武田道生
主　務 名和清隆

研究員
東海林良昌 袖山榮輝 宮坂直樹
和田典善

嘱託研究員 石上壽應 鍵小野和敬 工藤量導
研究スタッフ 菅波正行 石川基樹

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗における社会実践（カウンセリング）
研究代表 石川到覚

主 務 曽根宣雄
研究員

嘱託研究員 郡嶋昭示 曽田俊弘

研究スタッフ
大河内大博 田中美喜 春本龍彬

星俊明 高瀬顕功 籠島浩貴
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総合研究所平成29年度研究プロジェクト一覧
総長公室委託プロジェクト １  檀信徒向けスマートフォンアプリに関する研究

【総合研究】 総合研究プロジェクト

２  『浄土宗僧侶生活訓』の作成
３  次世代継承に関する研究
４  浄土宗における社会実践（カウンセリング）
５  災害対応の総合的研究 
６  現代における老いと仏教

【応用研究】 応用研究プロジェクト

７  法然上人御法語集第４・５集
８  浄土宗基本典籍の電子テキスト化
９  浄土宗基本典籍の英訳研究
10 浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

11 法式研究
12 布教研究
13 教学研究Ⅰ（東京）
14 教学研究Ⅱ（京都分室）
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総合研究所研運営委員一覧（教化研究29号）
　
委員（役職） 豊岡鐐尓　　　　（宗務総長）

川中光教　　　　（教学局長）
谷上昌賢　　　　（財務局長）
杉山俊明　　　　（社会国際局長）
新谷仁海　　　　（文化局長）
藤本淨彦　　　　（総合研究所長）
今岡達雄　　　　（総合研究所副所長）
戸松義晴　　　　（総合研究所主任研究員）
齊藤舜健　　　　（総合研究所主任研究員）
袖山榮輝　　　　（総合研究所主任研究員）

委員 小澤憲珠
松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
西山精司
安部隆瑞
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年3月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究29号）
（平成30年3月31日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館4階
電話　03-5472-6571（代表）　FAX　03-3438-4033
〈分室〉
〒605-0062　京都市東山区林下町416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　http://www.jsri.jp/

所長 藤本淨彦
副所長 今岡達雄
主任研究員 戸松義晴・齊藤舜健・袖山榮輝
専任研究員 後藤真法・西城宗隆
研究員 荒木信道・市川定敬・井野周隆・佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌

曽根宣雄・武田道生・田中芳道・中野孝昭・名和清隆・林田康順

宮入良光・宮坂直樹・八木英哉・八橋秀法・吉田淳雄・和田典善
常勤嘱託研究員 石田一裕・工藤量導・郡嶋昭示・米澤実江子
嘱託研究員 安達俊英・粟飯原岳志・石川琢道・石上壽應・伊藤茂樹・上野忠昭

大澤亮我・鍵小野和敬・坂上雅翁・坂上典翁・清水秀浩・善　裕昭

曽田俊弘・田中康真・中川正業・中野晃了・北條竜士・南　宏信

山本晴雄・吉水岳彦・Jonathan Watts
研究スタッフ 薊　法明・石川基樹・ 石川倒覚・伊藤弘道・伊藤竜信・岩谷隆法

大髙源明・大河内大博・大橋雄人・小川有閑・籠島浩貴・角野玄樹

苅部尭応・小林惇道・下村達郎・菅波正行・杉山裕俊・高瀬顕功

田中美喜・問芝志保・遠田憲弘・永田真隆・中村悟眞・西本明央

林　雅清・原　マリ・春本龍彬・平間理俊・前田信剛・松濤芙紀

宮田恒順・廣本栄康・藤森雄介・星　俊明・八尾敬俊・鷲見宗信

渡辺裕章
客員研究員 石上善應・長谷川匡俊
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編集後記

▽平成29年度の研究を表した『教化研究』第29号をお届けします。
▽本号では「研究成果報告」として、「次世代継承に関する研究　研究成果報告

①」を同研究班より、「平成版　放生会」を法式研究班より、総長公室委託プ
ロジェクト「檀信徒向けスマートフォンアプリに関する研究　報告書」を同研
究班より報告、掲載しています。

▽研究ノートは「善導『観経疏』現代語訳①」を教学研究Ⅰより、「『観無量寿経
随聞講録』中之二　書き下し」「同　コラム集」を教学研究Ⅱより、「浄土宗的
カウンセリングの研究」を同研究班より、「現代における老いと仏教の研究」
を同研究班より報告、掲載しています。

▽その他の研究継続中のものも含め、それぞれの研究班の概要や研究経過などに
ついて「研究活動報告」として掲載致しました。
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